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Altova StyleVision 2021 Basic Edition

1 はじめに

Altova StyleVision 2021 Basic Edition は、StyleVision Power Stylesheet の編集を視覚的に行うためのアプリケーション

で。 StyleVision®  は、 プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10  と　プラットフォーム更新済み

の W indows Server 2008 R2 SP1 または以降 で作動します。 StyleVision と Altova MissionKit の機能の一部は、

Microsoft Office パッケージ (MS Access、 MS Excel、 MS W ord)、 バージョン 2007 または以降のアプリケーションと統合するこ

とができます。

StyleVision Power Stylesheet (SPS) を以下の用途に使用することができます:

· XML ドキュメント を W YSIW YG ビューの  Authentic View にて管理します。 Authentic View は、 Altova

XMLSpy 、Altova StyleVision 、Altova Authentic Desktop と Altova Authentic Browserにて利用することができま

す。この機能により、XML ドキュメントをベースにした 電子フォーム を簡単に作成することができます。

· SPS デザインをベースにした XSLT スタイルシートを生成します（XSLT 1.0 、XSLT 2.0、と XSLT 3.0 がサポートされ

ます）。XSLT スタイルシートは StyleVision の外部で XML ドキュメントを HTMLのファイル形式へ変換するために使用するこ

とができます。

·  StyleVision 内から、HTML の形式で出力を直接生成します。

最終更新日: 2021 年 02 月 25 日 

https://www.altova.com/ja/stylevision.html
https://www.altova.com/missionkit
http://www.altova.com/stylevision/electronic-forms.html
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1.1 新規機能: バージョン 2021

バージョン 2021 リリース 2

· 検索と置き換え 機能がデザインビューに搭載されました。デザインテキスト、スタイル、プロパティ、 XPath 式内で入力するまたは

正規表現を構成する文字列を検索することができます。

バージョン 2021

·
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1.2 製品機能

 StyleVision の主な製品機能は、以下にリストされるとおりです:

一般的な 製品機能

StyleVision に搭載された、主な機能を以下に示します:

· Enterprise ならびに Professional Edition は32ビットならびに64ビット版がご利用になれます。

ソース

SPS は XML スキーマや DTD をベースにデザインすることができます。デザインには XML や CSS ファイルといった、その他のソースファイル

を使用することもできます。ソースに関して以下の機能を使用することができます:

·

· HTML ドキュメントを XML に変換することができます。

インターフェイス

一般的な GUI の機能を以下に示します：

· 複数の SPS デザイン 複数のデザインを同時に開くことができ、そのうちの１つがアクティブな状態となります。各 SPS デザインが異

なるタブで表示されます。

· テンプレートフィルター デザインドキュメントの外観をカスタマイズすることができます。現在編集されていないテンプレートの表示を無

効にし、編集の効率を向上させることができます。

· デザインビューでのマークアップを隠す: デザインビュー内にあるタグを隠し、縮退させることで、デザインビューのスペースを有効活用す

ることができます。

· SPS のデザインを行う際に、対応するタブをクリックすることで、 出力ビュー 、そしてスタイルシートを表示することが

できます。この機能により出力や XSLT コードを素早く確認し、をテストすることができます。

出力

インストールされたエディションにより、様々な出力フォーマットがサポートされます。出力に関連する以下の機能がサポートされます:

· XSLT バージョン 1.0、 2.0、 と 3.0 のバージョンがサポートされます。

· Enterprise と Professional Editions では、複数の出力フォーマット (HTML) がサポートされ、単一の SPS デザインからこ

れらのファイルを生成することができます。

· XSLT ファイル と出力ファイル の両方を GUI から直接、または StyleVision Server から、生成、保存することができます。 

· Altova  により開発された  PXF ファイルフォーマット を使用することで、SPS ファイルを関連するソースならびにデータファイル

とともに保存することができます。この形式により、SPS ファイル単体ではなく、SPS プロジェクト全体を簡単に受け渡すことができ

るようになります。

· ASPX インターフェイスによる W eb アプリケーション: この機能により、HTML ウェブページの更新を簡単に行うことができるように

なります。StyleVision では SPS から ASPX アプリケーションに必要な全てのファイルが生成されます。ウェブページ（.aspx ファ

イル）が更新されると、XSLT により（更新箇所を含んだ）XML が動的にウェブページへ変換されます。

SPS デザイン機能

SPS のデザインに関する主な StyleVision  の機能を以下に示します： 

· SPS には、SPS 内に入力した 静的なテキスト の他 ソースドキュメント から選択された動的なテキストを含めることができま

す。

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
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· 動的なコンテンツ は、スキーマソースにあるノードをドラッグアンドドロップすることでデザイン内に挿入することができます。デザイン要

素（段落、リスト、イメージなど）を挿入した後に、スキーマツリーから XML ノードをデザイン要素へ割り当てることができます。

· 動的なコンテンツ はテキスト、または( 入力フィールド または コンボボックス といった）データ入力デバイス として挿入することができま

す。

· メインのテンプレートにより、デザインの構造が指定、管理されます。この構造は グローバルテンプレート と呼ばれるオプションのテンプ

レート要素にて修正することができます。

· グローバルテンプレート は個々のデータ型に対して作成することができ、各種の型に応じた処理を定義することができます。

· 複数の ドキュメントの出力: SPS により生成される出力を複数のドキュメントへ分割することができます。デザインには新規ドキュ

メントテンプレートが作成され、その中にコンテンツが配置されます。各新規ドキュメントテンプレートにより、異なるドキュメントが出力

されます。.

· ユーザー定義テンプレート: 指定された XPath 条件式により、複数のアイテムに対してテンプレートを生成することができます。これ

らアイテムは原子型の値またはノードとなり、XPath 条件式により、より詳細なノードの指定を行うことができ、そのセクションに対す

る条件付けやフィルタリングを行うことができるようになります。

· ユーザー定義要素: この機能はデザイン内の任意の場所に（HTML、XSLT、XSL-FO といった）表示言語要素を自由に挿入

するために開発されました。

· ユーザー定義 XML テキストブロック: XML テキストブロックをデザイン内の任意の場所に挿入することで、これらブロックが、生成さ

れた XSLT スタイルシートの対応する場所にて生成されます。

· デザインフラグメント により SPS 内にあるテンプレートのモジュール化と再利用を行うことができるようになり、関数の使用と同じ様

な方法により、複数の SPS からアクセスすることができるようになります（ モジュール SPS)を参照ください）。

· SPS モジュール 既にあるモジュールをその他の SPS モジュールへ追加することができ、ある SPS モジュールで定義されたオブジェ

クトを他のモジュールでも利用することができるようになります。この機能により、複数の SPS にてモジュールオブジェクトを最利用す

ることができるようになり、メンテナンスを簡単に行えるようになります。

· XSLT テンプレート: 生成されたスタイルシートへ XSLT ファイルをインポートすることができます。XML インスタンスドキュメント内に

あるノードがインポートされた XSLT 内のテンプレートにマッチして、インポートされたテンプレートよりも高い優先度のテンプレートが

無い場合、インポートされたテンプレートが使用されます。更に、インポートされた XSLT ファイル内部の名前付きテンプレートを、デ

ザイン内部から呼び出すこともできます。

· XSLT からの新規作成: SPS ファイルを XSLT または XSL-FO ファイルから作成することができます。XSLT 内にあるテンプレ

ートの構造とスタイルが SPS にて作成され、SPS コンポーネントを修正してコンテンツやフォーマットを SPS に追加することがで

きます。

· ユーザー定義 XPath 関数: ユーザー定義の XPath 関数を作成し、ドキュメント内で XPath 関数の使用が許されている場所

から、関数の呼び出しを行うことができます。

· レイアウトコンテナー: レイアウトコンテナーは、内部にデザイン要素を絶対位置指定により配置することができるブロックです。 

· 青写真: レイアウトコンテナー内にフォームのイメージを配置することで、デザインの青写真として使用することができます。青写真を

使用することで、既に存在するデザインを正確に再現することが可能になります。

· XML ドキュメントでは、データ構造を繰り返し作成することが簡単に行えます。例えば、ある部署には通常複数の従業員が勤務

しています。この場合、各従業員のデータがデータ構造の中に収められ、その構造が従業員の数だけ繰り返されることになります。

SPS では、 このような各データ構造に対する処理 を一度定義して、関連するノード（この例では各従業員ノード）に対して適用

することができます。。

· XSLT 2.0 と 3.0 SPS 内に複数の 内容のテーブル を挿入することができます。

· 繰り返し表示されるデータ構造を動的テーブルとして挿入することもできます。この機能により、テーブル構造に対してループ

を作成し、テーブル内部にて各行（またはカラム）を生成することが可能になります。

· 繰り返される要素は、選択された（１つ以上の） ソートキーにより並べ替え を行うことができ、並べ替えられた要素セット

が出力 (HTML)。に送信されます。

· 変数: 変数をテンプレート上で宣言して、XPath 条件式により指定された値を受け取ることができます。これまで、変数の値は作

成されたノードの選択に制限されていました。バージョン 2010 にて導入された変数により、XPath 条件式を変数の値として指

定することができるようになりました。

· 共通したデータコンテンツ（例えば属性値の共通値）やその位置をベースに、ノードの グループ化 を行うことが

できます。

· 条件テンプレート 機能により、XML ドキュメントやシステム環境といった条件が満たされた時に、テンプレートのセットから処理する

ものを選択することができます。この機能を使用することで、SPS ドキュメントの作成時に、ソースドキュメント内に含まれる情報や

未知の情報に対して条件を指定することができるようになります。利用することができる条件は、XPath 1.0 または XPath 2.0

条件式で扱うことのできる条件に限定されます。
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· 自動計算 によりソースドキュメントから得られたデータを操作して、その結果を表示することができます。この機能は、数値に対して

計算処理を行うような状況（例えば注文書の合計金額を計算する）や、文字列（例えばハイフンをスラッシュに変更）に対して使

用することができ、コンテンツの生成を行うことができます。これらのデータ操作には、XPath 条件式を使用することができます。ネイ

ティブ Java ならびに .NET 関数を、自動計算内の XPath 条件式にて使用することもできます。

· イメージ をデザイン内に挿入することができます。イメージの URI は静的（SPS 内で入力）または動的（ソースドキュメント内にあ

るノードから取得）、または静的と動的パートの組み合わせにより構成することができます。

· インラインデータからのイメージ: XML ドキュメント内のテキストとしてエンコードされた Base-16 や Base-64 から、イメージを生

成することができます。この機能により、イメージをテキストとしてソース XML ドキュメント内に直接挿入することができるようになりま

した。

· 静的ならびに動的な、２種類の リスト を作成することができます 静的なリストでは、各リストアイテムが SPS にて定義さ

れ、 動的なリストでは、ノードがリストアイテムとして作成され、ノードに対応する全インスタンスの値がリストのアイテムとして作成さ

れます。

· 静的と動的なリンク をデザイン内へ挿入することができます。ターゲット URI は静的（SPS 内で入力）または動的（ソースドキュメ

ント内にあるノードから取得）、または静的と動的パートの組み合わせにより構成することができます。

· 静的ブックマーク を挿入することができます。これらブックマークは、ハイパーリンクのリンク先となるアンカー

として使用することができます。

· SPS 全体に対してパラメータ を宣言することができます。パラメーターは名前と文字列の値により宣言され、SPS 内部にある

XPath 条件式にて使用することができます。宣言したパラメーター値はデフォルト値として使用され、StyleVision Server にて

与えられた値によりオーバーライドすることができます。

· 入力フォーマット 入力フォーマット機能により、数値型の XML スキーマデータ型ノードのコンテンツを、  その他の出力の表示を行

うためにフォーマットし直すことができます。入力フォーマット機能は、自動計算の結果に対しても使用することができます。

· JavaScript 関数 %SPS%> にて使用することができ、ユーザー定義関数を HTML 出力にて使用することができるようになり

ます。.

· GUI に用意されている数多くの 定義済み HTML フォーマット を利用して、個々の SPS コンポーネントへ適用することが

できます。

· 用意されている CSS テキストフォーマットやレイアウトプロパティを、 スタイル サイドバーから個々の SPS コンポー

ネントに対して適用することができます。

· 更に、 SPSの グローバルなレベル における HTML セレクターに対して、または外部 CSS スタイルシートに対し

て CSS スタイルを定義することができます。これらスタイルルールは HTML 出力に対して適用され、フォー

マットならびにレイアウトの柔軟性が大幅に拡張されます。

· Path 条件式を使ってもスタイルの割り当てを行うことができます。この機能により、XML ドキュメントからスタイルプロパティの値を選

択し、条件付きでプロパティの値をセットすることができます。

関連項目

· ユーザーインターフェイス

· 一般的な使用方法 

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
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1.3 Altova 製品における Authentic View

Authentic View は、次の Altova 製品で使用することのできるグラフィカルな XML ドキュメントエディターです:

   *  Altova XMLSpy

   *  Altova Authentic Desktop

   *  Altova Authentic Browser

   *  Altova StyleVision
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1.4 SPS　とは?

StyleVision Power Stylesheet (または SPS) は拡張された XSLT スタイルシートです。 HTML 出力 ドキュメントのためにデザイン

をグラフィカルに作成するために使用されます。

SPS は、 .sps ファイル拡張子で保存されます。

SPS のデザイン

SPS は、 StyleVision 内部で視覚的に作成されます。スキーマ（DTD または XML スキーマ）をベースにしており、。 SPS のデザインは

柔軟性に富んでおり、動的ならびに静的なコンテンツを含めることができます 動的なコンテンツ とは  XML ドキュメント内にあるデータのことで

す。 静的コンテンツ とは、SPS 内に直接入力されたコンテンツのことです。動的コンテンツはテキストとして直接、または入力フィールドやコン

ボボックス、テーブルといったコンポーネントの内部に含めることができます。更に、動的なコンテンツを（自動計算機能により）操作することもで

き、ソースドキュメント内である条件が満たされた場合に表示するといったことも可能になります。SPS では複数の場所に異なるコンテンツを

配置することができ、イメージやハイパーリンク、JavaScript 関数といったその他のコンポーネントを含めることもできます。SPSの各コンポーネ

ントは必要に応じてフォーマットすることができます。 

SPS と XSLT スタイルシート

SPS  のデザインが完成したら、作成したデザインをベースにした XSLT スタイルシートを生成することができます。StyleVision では XSLT

1.0 と XSLT 2.0 と XSLT 3.0 がサポートされており、単一の SPS から HTML、RTF、XSL-FO、そして2007 以降の W ord に対

応した XSLT スタイルシートを生成することができます（XSL-FO と W ord 2007 以降は Enterprise Edition でのみサポートされ、

RTF は Enterprise と Professional Edition で、HTML 出力は Basic Edition でのみサポートされます）。生成された XSLT スタ

イルシートにより、XSLT スタイルシートの生成に使用された SPS と同一の SPS をベースにした XML ドキュメントの変換を行うこともでき

ます。XSLT スタイルシートの使用方法に関する詳細は、生成されたファイルのセクションを参照ください。

SPS と出力

 StyleVision では出力（Enterprise Edition では HTML、RTF、XSL-FO、PDF、Professional ならびに Basic Edision では

HTML）を直接生成することもできます。出力ビュー のタブにより、アクティブな  SPS ドキュメントの出力を、 StyleVision GUI にて直接

表示することができます。目的の出力ファイルは、(i) StyleVision GUI の「 「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンド または

StyleVision Server コマンドを呼び出すことで生成することができます。

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
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Altova 製品内の Authentic View  

Authentic View は、次の Altova 製品で使用することのできるグラフィカルな XML ドキュメントエディターです:

   *  Altova XMLSpy

   *  Altova Authentic Desktop

   *  Altova Authentic Browser

   *  Altova StyleVision

関連項目

· 一般的な使用方法 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

StyleVision のセットアップ 21はじめに

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

1.5 StyleVision のセットアップ

Altova StyleVision は、  プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10 上で動作します。Altova

W eb サイト から StyleVision をダウンロードした後に、実行ファイル (.exe) をダブルクリックして、セットアッププログラムを起動します。セッ

トアッププログラムにより  StyleVision を目的の場所へインストールすることができます。 Altova XSLT Engines (1.0 と 2.0) は、

StyleVision 内部に搭載されており、内部的な全ての変換に使用されます。StyleVision とは別に XSLT エンジンをインストールする必

要はありません。 。　

以下のコンポーネントをインストールする必要があります：

·  HTML プレビュー そしてデザインビューを使用するために Internet Explorer 5.5 以上が必要になります。

Internet Explorer 6.0 以降では XML のサポートが強化されており、インストールが推奨されます。Internet

Explorer 9 もサポートされます。(Excel テーブル と HTML ページコンテンツなど、 W ord ドキュメントに貼り付けることので

きるコンテンツの) W ord ドキュメントからのコピーと貼り付け  W ord 2007+ が必要になります

関連項目

· 生成されたファイル

· 一般的な使用方法  

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/
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1.6 用語解説

このセクションでは、 StyleVision GUI ならびにそのドキュメンテーションで使用される用語の解説を行います。用語は以下に示されるグルー

プに分けられ、グループ内でアルファベット順に表示されます。

Altova 製品に関連する用語

Altova 製品に関連する用語を以下に示します:

Authentic

View

以下の Altova 製品にて XML ドキュメントのエディタービューを利用することができます:  Altova XMLSpy; Altova

StyleVision; Altova Authentic Desktop; Altova Authentic Browser 。 Authentic View  ならびに

Altova 製品に関する詳細については、 Altova W eb サイトを参照ください。

SPS StyleVision Power Stylesheet を省略したもので、このドキュメンテーションでは StyleVision により作成された

デザインドキュメントのことを指し、.sps という拡張子により保存されます。詳細については、 SPS とは? を参照してくだ

さい。

グローバルリソ

ース

ファイルのセット、フォルダーのセット、そしてデータベースのセットに対するエイリアスです。各リアイアスには構成セットが含

まれており、各構成がリソースにマッピングされます。StyleVision にてグローバルリソースが使用される場合、

StyleVision におけるアクティブな構成を変更することで、割り当てられたリソースを変更することができます。

一般的な XML の用語

このドキュメンテーションで使用される XML に関する用語を以下に示します:

スキーマ

(英数文字 の' を伴う)スキーマは、一般的なスキーマを指します。 StyleVision では (大文字で表示される) 

XML スキーマと DTD がサポートされます。

XML スキーマ

XML スキーマ このドキュメンテーションにある(大文字で表示される) XML スキーマ とは、 W3C の XML スキー

マ仕様に準拠したスキーマのことを表します。 XML スキーマは(小文字で表示される) 全スキーマ のサブセットとなり

ます

URI と URL このドキュメンテーションでは、「ロケーター」としてだけ使用される識別子のことを表し、http スキーマを使用する識別子に

対しても、更に適用範囲の広い URI が使用されます。

XSLT と XPath の用語

XSLT 1.0 と XPath 1.0 から XSLT 2.0 ならびに XPath 2.0 にかけて、幾つかの用語が変更されました。例えば、XPath 1.0 で

ルートノードと呼ばれていたものが、XPath 2.0 では ドキュメントノード と名前が変更されています。このドキュメンテーションでは、XSLT

2.0 ならびに XPath 2.0 に準拠した用語が使用されます。

絶対 XPath コンテキストノードを含んでいるツリーのルートノードから始まるパスの条件式です。StyleVision のダイアログにてパス条

件式を入力する場合、絶対 XPath チェックボックスにチェックを入れることで絶対パスとして条件式を入力することがで

きます。このチェックボックスのチェックが外されている場合、コンテキストノードに対して相対的なパスが入力されます。

コンテキストア

イテム / 

コンテキストノ

ード

コンテキストアイテムとは、条件式が評価されるアイテム（ノードまたは文字列の値）に相対的なアイテムとなります。コンテ

キストノードとは、ノードのコンテキストアイテムのことを指します。コンテキストアイテムは条件式内部でも、例えば各ステッ

プの位置やフィルター条件式の中で変更することができます。

カレントノード カレントノードとは現在処理されているノードのことです。サブ式を持たない条件式の場合、カレントノードは コンテキスト

ノード と等価になります。サブ式が存在する条件式の場合では コンテキストノード が変わることもあります。current()

https://www.altova.com/ja/
http://www.w3.org/XML/Schema
http://www.w3.org/XML/Schema
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関数は XSLT 関数で、XPath 関数では無い点に注意してください。

ドキュメント要

素

整形式の XML ドキュメントでは、最も外側に位置する要素がドキュメント要素と呼ばれます。ドキュメント要素は ド

キュメントノード の子となり、整形式の XML ドキュメント内にはドキュメント要素は１つだけ存在することになります。

GUI において、ドキュメント要素はルート要素と表示されます。

ドキュメントノ

ード

ドキュメントノードにはドキュメント全体が含まれ、ドキュメントのツリー構造におけるルートノードとなります。ルートノードは

XPath 条件式では '/' にて表されます。StyleVision のスキーマツリーウィンドウでは、「/ ルート要素」として表示され

ます。

StyleVision-でのみ使用される用語

StyleVision  のメカニズム、コンセプト、コンポーネントを表す用語を以下に示します：

青写真イメー

ジ

青写真イメージは、 レイアウトコンテナーの背景イメージとして使用されるもので、通常フォームをスキャンしたものになりま

す。青写真イメージをベースに SPS のデザインを行うことができ、フォームデザインの再度作成を行うことができます。.

動的アイテム XML データソース内から得られたアイテムのことです。動的アイテムはテキスト、テーブル、リスト、そしてイメージや（URI

が動的の場合）ハイパーリンクとして作成することができます。

グローバル要

素

スキーマツリーウィンドウ内にあるグローバル要素リストに表示される要素のことです。XML スキーマにてグローバル要素と

して定義された全ての要素は、グローバル要素リストにて表示されます。DTD において全ての要素はグローバル要素と

なるため、グローバル要素のリストにて表示されます。グローバルテンプレート は、グローバル要素に対してのみ定義され

ます。

グローバルテン

プレート

グローバルテンプレートは グローバル要素 に対して定義することができます。グローバルテンプレートが一旦定義される

と、ドキュメント内に出現する要素がどこにあろうと、その要素に対してグローバルテンプレートが使用されます。グローバル

テンプレートの代わりに、 ローカルテンプレートにてグローバル要素を処理することができます。

レイアウトコン

テナー

レイアウトコンテナーとは、デザイン要素を絶対位置により配置することができるデザインブロックのことです。デザインがフォ

ームをベースとしている場合、レイアウトコンテナーとしてデザインを作成することができ、フォームの要素を絶対位置により

配置することができます。それ以外の場合、デザインをフリーハンドで作成し、ドキュメント内にレイアウトコンテナーを配置

することができます。

ローカルテンプ

レート

ローカルテンプレートにより メインのテンプレート内にある（グローバルおよび非グローバルの）要素がどのように処理される

かが定義されます。ローカルテンプレートは、 メインのテンプレート内にある特定の要素出現に対して適用されます。ロー

カルテンプレートとは違い、 グローバルテンプレート は、 メインのテンプレートにおける要素の全出現に対して適用されま

す。

メインスキーマ 割り当てられたスキーマソースの１つがメインスキーマとして使用されます。 作業用 XML ファイル の

ドキュメントノードがメインスキーマと関連付けられ、 メインのテンプレートの開始点として使用することができます。

メインのテンプ

レート

メインとなるエントリーポイントです。StyleVision において、このテンプレートは ドキュメント要素 にマッチして、XSLT

プロセッサーにより最初に評価されるものとなります。スキーマツリーウィンドウでは、 ドキュメントノードの子として表示され

ます。メインのテンプレート により、基本的なドキュメント構造が定義されるほか、入力ドキュメントがどのように処理され

るかが定義されます。その他にも、 ローカルテンプレート を含めることができ、 グローバルテンプレートへの参照を行うこと

ができます。

出力 XSLT スタイルシートを伴う XML ドキュメントを処理することで生成された出力のことです。 StyleVision により生成

することのできる出力ファイルはwould be HTML 形式となります。  StyleVision により生成された XSLT スタイル

シートも出力とは考えられておらず、XSLT スタイルシートとして独立して記述されます。

静的アイテム XML データソースではなく、 SPS から得られたアイテムのことです。静的アイテムにはテキスト、テーブル、リストのほか、

（URI が静的な）イメージやハイパーリンク、ブックマークがあります)。

SPS コンポー

ネント

SPS  コンポーネントは、(i) スキーマノード（例えば要素ノード）、(ii) 自動計算 やテキスト文字列といった静的な

SPS コンポーネント、または (iii) SPS にて開始ならびに終了タブとして表示される 定義済みのフォーマット のどれか

になります。



24 はじめに 用語解説

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

テンプレート ノードやノードのグループを処理するための処理セットとして考えることができます。

テンプレート

XML ファイル

テンプレート XML ファイルは StyleVision （Enterprise ならびに Professional Edition）内の SPS へ関連付

けられます。SPS が Authentic View にて開かれた際に、新たに作成される SPS を伴った XML ドキュメントの開

始データとして テンプレート XML ファイルが使用されます。テンプレート XML ファイルは SPS がベースとしているスキー

マに対して妥当でなければなりません。

ユーザー定義

要素

スキーマツリーにてノードでもなければ、定義済みの要素やデザイン要素でもない要素で、ユーザーから指定された要素

のことです。属性により要素の指定を行うことができます。

ユーザー定義

テンプレート

XPath 条件式にて指定されたシーケンスに対して作成されるテンプレートです。

ユーザー定義

XML 

テキストブロッ

ク

デザイン内の任意の場所に XML テキストブロックを挿入することができます。

作業用

XML/XBRL

 ファイル

作業 XML/XBRL ファイルは StyleVision 内の SPS に関連付けられた XML データファイルで、StyleVision に

て XML ドキュメントの出力や のプレビューを行うために利用されます。作業用 XML/XBRL ファイルを使用しない場

合、StyleVision 内の SPS にて動的な XML データが処理されることはありません。２つ以上のグローバル要素が含

まれるスキーマを SPS がベースにしている場合、どのグローバル要素がドキュメント要素になるのかが曖昧になってしま

います。作業用 XML/XBRL ファイルを割り当てることで、そのような曖昧性が解決されます（妥当な XML ドキュメン

トには ドキュメント要素が１つしか含まれないため）。XBRL の機能は Enterprise Edition でのみ利用できることに

注意してください。

XML ドキュメ

ント

XML ドキュメント以下のために使用されます:  (i) 特定の XML ドキュメント表す、 (ii)  XML データソースを表すのに

使用されます。

関連項目

· SPS とは?

· 一般的な使用方法 
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1.7 このドキュメントについて

このドキュメンテーションは StyleVision に同封されているユーザーマニュアルで、StyleVision に内蔵されているヘルプシステムとしてご利用

になれるほか、 Altova W eb サイトや、印刷用の PDF ファイルをダウンロードすることもできます。

ユーザーマニュアルは、以下のようなセクションにより構成されています:

· はじめに: SPS の説明や、StyleVision の主な機能やコンセプトを紹介します。

· ユーザーインターフェイスの説明:  StyleVision GUI の概要を記します。

· チュートリアル :StyleVision に搭載されている機能の使用方法について説明します。

· 使用方法の概要 : SPS  の作成に使用されるスキーマソースや、デザイン処理の概要、Authentic View のデプロイやプロジェ

クトといった、高度な機能の使用方法について記述します。

· SPS ファイルコンテンツ : 静的（スタイルシートベース）かつ動的（XML ドキュメントベース）なコンポーネントの作成方法と、SPS

で編集する方法について説明します。

· SPS ファイル構造: SPS ファイルがどのような構造を持ち、どのようにモジュール化されているか説明し、StyleVision のテンプレ

ート処理について記述します。

· SPS ファイルの高度な機能:計算結果の自動生成や、条件の設定、ユーザー定義された条件のグループ化や並べ替え、そして

出力ドキュメントにて目次や相互参照を作成するための方法について説明します。

· SPS ファイルプレゼンテーション:  SPS コンポーネントのフォーマットや、レイアウトについて説明します。

· SPS ファイル 追加編集機能:  SPS を更にパワフルに使用するための機能について説明します。その他の Altova 製品の機能

を利用するグルーバルリソースや、更なる検証、変数やパラメーターなどについて記述されます。

· レファレンス :StyleVision で使用されている全てのシンボルやコマンドに関する記述が収められます。

· 付録:Altova XSLT エンジンの情報、 StyleVision  の技術情報、そしてライセンスに関する情報が収められます。

使用方法

まずは StyleVision の概要を知るために、はじめに、 ユーザーインターフェイス と 使用方法の概要 セクションに関するセクションへ目を通す

ことをお勧めします。その後、チュートリアル をこなすことで、SPS の作成方法について実際に確認することができます。SPS ファイルのセク

ション(SPS ファイルコンテンツ、 SPS ファイル構造、 SPS ファイルの高度な機能、 SPS ファイルプレゼンテーション、 SPS ファイル追加

機能)では、StyleVision にて用意されている様々な機能の使用方法について確認することができます。レファレンスセクションには全てのツ

ールバーアイコン、デザインシンボル、そしてメニューコマンドが、ツールバーとメニューごとに記述されており、コマンドの確認などを行うために使用

することができます。 

W indows 7、  W indows 8 および W indows 10 でのファイル パス

このドキュメントのファイル パスはすべてのオペレーティングシステムで同じではありません。以下の通信に注意してください:

· (マイ) ドキュメント フォルダー:  デフォルトでは以下の場所に存在します。 Example ファイルはこのフォルダのサブフォルダに存在

します。 

Windows 7/8/10

C:\Users\<username>\Documents

· アプリケーション フォルダー:  アプリケーション フォルダーには Altova アプリケーションが存在します。デフォルトでの、アプリケーション

フォルダのパスは以下の通りです。

Windows 7/8/10

C:\Program Files\Altova\

64-bit OS 上での32 bit バージョン

C:\Program Files (x86)\Altova\

メモ: StyleVision は、 プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降 でもサポートされていま

す。

http://www.altova.com/support_help.html
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サポート オプション

StyleVision、 に関する質問や問題がある場合、以下のサポートオプションがご利用になれます:

1. ヘルプ ファイル（このドキュメンテーション）の確認。ヘルプファイルにはキーワードによる検索の他に、全文検索機能が搭載されていま

す。

2. Altova Web サイト の良くある質問 と ディスカッションフォーラム を確認してください。

3. Altovaサポートセンターに連絡してください。

頻繁に使用される略語

このドキュメンテーションでは、以下の省略形が頻繁に使用されます:

· SPS: StyleVision Power Stylesheet

· CSS: カスケーディングスタイルシート

· FAQ: 頻繁に寄せられる質問

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/support_faq.html
http://www.altova.com/forum/default.aspx
https://www.altova.com/ja/support.html
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2 ユーザーインターフェイス

StyleVision GUI は、以下のパーツから構成されます(下に表示されているユーザーインターフェイスにはすべてのサイドバーは表示さ

れていません) :

· メニューバー:  メニューをクリックすることで、そのメニュー内にあるアイテムが表示されます。メニューアイテ

ムについては ユーザー リファレンス メニューバーには最小化、最大化、ドキュメントを閉じるためのボタンが表示されます。

· ツールバー領域:  様々な ツールバー ならびにそれらツールバーに対応したコマンドショートカットについては ユーザー リファレンス に

て記述されます。

· タブ化された メインウィンドウ, その時開かれている SPS ドキュメントが表示されます。このウィンドウでは SPS

デザインの編集 そして XSLT スタイルシート と出力のプレビューを行うことができます。

· デザインサイドバー: デザイン概要、 スキーマツリー、 デザインツリー、 スタイルレポジトリ、 スタイル、 プロパティ ウィンドウが表示さ

れ、アプリケーションウィンドウへドックすることができるほか、ウィンドウとして表示することもできます。

· ステータスバー: アプリケーションのステータス情報が表示されます。64ビットバージョンの

メインウィンドウ と デザインサイドバー の詳細については、このセクションのサブセクションにて記述されます。

メモ:  メニューバーならびにツールバーのタイトル部分をドラッグすることで、目的の場所へ移動することができま

す。

関連項目

· メニュー コマンド セクション 

· レファレンス セクション | ツールバー
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2.1 メインウィンドウ

メインウィンドウには SPS デザイン、 XSLT スタイルシート、そして出力プレビューが表示されます（以下のイメージを参照）。

 メインウィンドウ内の SPS ドキュメント

· StyleVision では複数の SPS ドキュメントを開くことができますが、同時に選択できるアクティブなドキュメ

ントは１つだけです。開かれているドキュメントの名前は、メインウィンドウ下部にあるタブに表示され、アク

ティブになっているドキュメントのタブがハイライトされたかたちで表示されます。 

· タブをクリックして、開かれているドキュメントをアクティブにすることができます。その他にも、ウィンドウメ

ニューにあるオプションを使用することができます。

· 同時に開かれているドキュメントの数が多く、全てのドキュメントタブが表示されない場合、（ドキュメントタ

ブバーの右側にある）スクロールボタンを使用することで、タブのスクロールを行うことができます。

· アクティブなドキュメントを閉じるには、アプリケーションウィンドウの右上にあるメニューバーの、ドキュメン

トを閉じるボタンをクリックします（または「ファイル | 閉じる」を選択します）。

ドキュメントビュー

以下にあるビューにてドキュメントは表示されます。ビューは同時に１つしか選択することができません。

· デザインビュー：SPS のデザインと、SPS で使用する JavaScript 関数の編集を行うことができます。ドロップダウンメニューの矢

印をクリックして、デザイン、または JavaScript を選択することで、ドキュメントのデザインと JavaScript エディターを切り替えるこ

とができます。

· 出力ビュー (HTML 出力）： それぞれのフォーマットにて出力されるファイルのプレビューと、出力を生成するために使用される

XSLT スタイルシートのプレビューが表示されます。ドロップダウンメニューの矢印をクリックして、目的の選択を行うことで、出力のプレ

ビューと XSLT スタイルシートの表示を切り替えることができます。

上にあるビューは、メインウィンドウ下部に表示されるタブをクリックすることで切り替えることができます。選択されたビューのタブがハイライトされ

ます。
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2 .1 .1 デザインビュー

SPS のデザインはデザインビューにて行います。デザインビューでは、(i) サイドバー、キーボードからの入力、メニューやツールバーから選

択することができるコンテンツ作成ならびに編集機能を使用、または (ii) サイドバーとメニューから選択することができる様々なフォーマット機能

を使用することで出力ドキュメントのデザインを作成します。デザインビューに搭載されたこれらの機能について以下で説明します。

デザインビュー は、 JavaScript エディターへ切り替えることもできます。JavaScript エディターでは、SPS にて使用することができる

JavaScript 関数 を作成することができます。  JavaScript エディター へ切り替えを行うには、デザインタブ内にあるドロップダウンボタンをク

リックしてドロップダウンメニューから  JavaScript  を選択します。 デザインビューへ切り替え直すには、JavaScript  にあるドロップダウンボタ

ンをクリックして、ドロップダウンメニューからデザインを選択します。

デザインビューでは、  メインテンプレート、グローバルテンプレート、ページレイアウトテンプレート、 そしてデザインフラグメントといった複数のテン

プレートを SPS 内に収めることができます。 ツールバーアイコンとして表示されている テンプレート デザイン フィルターを使用することで、どのテ

ンプレートをデザインビューにて表示するか指定することができます。表示フィルターを使用することで、SPS の最適化と、SPS 間の表示を切

り替えることができます。

マークアップタグの表示

マークアップアイコンを使用することで、デザインビューにあるマークアップタグの表示を切り替えることができます（以下を参照）。

上にあるアイコンのうちどれかを選択することができます。左から、(i) 小さなデザインマークアップ（名前なしのタグ）を表示、(ii) 大きなデザイン

マークアップ（名前付きタグ）の表示を表します。小さなマークアップが選択された場合、ノードへマウスを移動させた時に、ノードへのパスが表示

されます。

2 .1 .2 出力ビュー

それぞれの出力ビュー タブ (以下のイメージを参照) は、以下を表示します:  出力ビュータブにより、(i) SPS から生成された XSLT-

HTML スタイルシートと、(ii) XSLT スタイルシートを 作業用 XML ファイル に対して使用することで得られた HTML 出力のプレビューが表

示されます。
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HTML 出力ビュータブにあるドロップダウンボタンをクリックし、XSLT オプションまたは出力プレビューオプションを選択することで、HTML 出力

ビュータブの表示内容を XSLT-HTML スタイルシートと HTML 出力のプレビューで切り替えることができます。

XSLT ビュー

ビューには、現在アクティブな SPS により XSLT-for-HTML により生成された XSLT スタイルシートが表示されます。XSLT ビューが選択

されるたびにスタイルシートは新たに生成されます。

出力ビュータブに表示されるスタイルシートには、行番号や展開/縮退アイコンも表示されます。左側の余白にある + ならびに - アイコンをク

リックすることで、要素の展開/縮退を行うことができます。XSLT ビューに表示されたスタイルシートを編集することはできませんが、テキストの

検索を行い（「 編集 | 検索」を選択）、クリップボードへのコピーを行うことはできます（「 編集 | コピー」を使用)。

メモ:  SPS に対して使用して得られた出力が表示されます。「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンドを使用することで、個

別に生成、保存することができます。

HTML プレビュー

HTML では、作業用 XML ファイル がHTML プレビュー タブ がクリックされるたびに、新たに作成されます。作成されるのは保存バージョン

の作業用 XML ファイルで、— Authentic Viewにて編集される一時的なファイルではないことに注意してください。

作業用 XML ファイル が割り当てられていない状態で、 HTML 表示 タブにてHTML プレビューが表示された場合作業用 XML ファイルを

割り当てるように促されます。DB をベースにした SPS の場合、DB がロードされ、そこから一時的な（編集不可能な）XML ファイルが生成

され、 作業用 XML ファイル として使用されるため、 作業用 XML ファイルを割り当てる必要はありません。

メモ:  SPS  から生成された出力ファイルは、個別に生成され、「 「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンドを使用することで、

ファイルの保存を行うことができます。

関連項目

· StyleVision のセットアップ

· 生成されたファイルの保存 
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2.2 サイドバー

サイドバー（またはサイドバーウィンドウ）は SPS のデザインを行うための GUI コンポーネントで、アクティブなビューに関する情報を提供し

ます。以下に示される各サイドバーについては、このセクションのサブセクションにて解説されます。

· デザイン概要 

· スキーマツリー

· デザインツリー

· スタイルレポジトリ

· スタイル 

· プロパティ 

· メッセージ

· 検索と置換

ビューのレイアウト

ビューのレイアウトとは、そのビューでどのサイドバーが利用可能なのかと、これらサイドバーが GUI にてどのように配置されているかのことを指し

ます。レイアウトは個々のビューカテゴリーに対してカスタマイズすることができ、カスタマイズは、(i) ビューにおける個々のサイドバーの表示（表

示メニュー、またはサイドバーのタイトルバーを右クリックして、「隠す」を選択する）と、(ii) 必要に応じて GUI にてサイドバーを配置するとい

う２つから構成されます。この方法により定義されたレイアウトは、そのビューカテゴリーに対して保持されます。例えば、デザインビューにてスタイ

ルサイドバーを除く全てのサイドバーが表示されていた場合、次回デザインビューレイアウトが変更されるまで、このレイアウトがデザインビューに

対して保持されます。出力プレビュー（HTML、RTF、PDF、W ord ビューカテゴリーは以下のとおりです:  (i) ドキュメントが開かれていな

い、(ii) デザインビュー、 (iii) 出力ビュー.

サイドバー ウィンドウのドッキングとフロート

サイドバーウィンドウは StyleVision GUI に対してドックするか、画面上にフロート状態にすることができます。ウィンドウをドックするにはタイト

ルバーをドラッグし、ドラッグする際に表示される矢印にドラッグしてください。内側に表示される矢印へドロップすることで、矢印が表示された

ウィンドウの内側に対してドラッグされたウィンドウを配置することができます。外側にある矢印へウィンドウをドロップすることで、矢印の表示され

ているウィンドウの縁にドッキングが行われます。ウィンドウをフロート状態にするには、(i) タイトルバーをダブルクリックするか、(ii) タイトルバーを

ドラッグして、画面上に表示される矢印以外の場所でドロップしてください。

 

その他にも、以下のメカニズムを使用することができます。ドックされたウィンドウをフロート状態にするには、ドックされたウィンドウの右上にある 

メニューボタンをクリックして、フロートを選択します。このメニューへは、ドックされたウィンドウのタイトルバーを右クリックすることでもアクセスする

ことができます。

フロート状態のウィンドウをドッキングするには、そのウィンドウのタイトルバーを右クリックして、表示されるメニューからドッキングを選択します。最

後にドッキングが行われた場所にウィンドウがドッキングされます。
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デザインサイドバー ウィンドウを自動的に隠す

ドックされたウィンドウは自動的に隠すこともできます。サイドバーウィンドウが自動的に隠れるように設定されている場合、GUI の端にタブとい

うかたちで最小化されます。マウスカーソルをタブ上に配置することで、メインウィンドウにウィンドウが表示されます。以下にあるスクリーンショット

では、スタイルタブの上にマウスカーソルを配置することで、スタイルサイドバーがメインウィンドウ上に表示されます。

マウスカーソルを表示されたウィンドウの外側へ、またはタブとは別の場所に移動させると、そのウィンドウがタブとして GUI の端に再度収まりま

す。

 

自動的に隠す機能は、頻繁には使用しないサイドバーを GUI に表示させず、必要な時にだけアクセスするような場合に便利な機能となり

ます。この機能により、デザインサイドバーウィンドウへ簡単にアクセスすることができるとともに、メインウィンドウで更なるスペースを使えるようにな

ります。

 

ウィンドウを自動的に隠すためには、ドッキングされたウィンドウの右上にある自動的に隠すボタン（ピンのかたちをしたアイコン）をクリックします。

それ以外にも、ウィンドウのタイトルバーを右クリックするか、ドッキングされたウィンドウのタイトルバーにあるメニューボタンをクリックすることで表示

されるメニューから、自動的に隠すオプションを選択して、この機能を有効にすることができます。

ウィンドウが自動的に隠されるようになります。

 

特定のウィンドウに対して自動的に隠す機能を無効にするには、マウスカーソルをそのタブへ移動してウィンドウが表示された状態で、自動的

に隠すボタンをクリックします。それ以外にも、ウィンドウのタイトルバーを右クリックするか、ドッキングされたウィンドウのタイトルバーにあるメニュー

ボタンをクリックすることで表示されるメニューから、自動的に隠すオプションの選択を無効にすることでも、この機能を無効にすることができます。
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メモ: サイドバーウィンドウの自動的に隠す機能が無効になっている場合、そのウィンドウのピンアイコンが下に

向かって表示され、有効になっている場合は、ピンの向きが左方向の状態で表示されます。

サイドバー ウィンドウを隠す (閉じる) 

サイドバーウィンドウが隠されると、GUI 上から直接確認することはできません。サイドバーウィンドウは最大化された状態（ドッキングまたはフロ

ート状態）か、最小化された状態（ 自動的に非表示にする機能により GUI の端に表示されるタブとして）でのみ表示されます。

ウィンドウを隠すには、ドッキングまたはフロート状態にあるウィンドウの右上に表示されている閉じるボタンをクリックします。それ以外にも、ウィ

ンドウのタイトルバーを右クリックするか、ドッキングされたウィンドウのタイトルバーにあるメニューボタンをクリックすることで表示されるメニューから、

隠すを選択することができます。

隠されている（閉じられている）状態のウィンドウを再度表示するには、 表示 メニューから目的のデザインサイドバーの名前を選択します。デザ

インサイドバーウィンドウが、隠された時の位置と状態（ドッキングまたはフロート状態）で再度表示されます。

関連項目

· デザインビュー

· 表示メニュー 

2 .2 .1 デザイン概要

デザイン概要サイドバーを使用することで、アクティブな SPS に対してスキーマソース、グローバルパラメーター、SPS モジュール、そして

CSS ファイルを追加することができます。これらコンポーネントをまとめて表示することで、コンポーネントの集中管理を行うことができます。
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スキーマソースの追加

空の  SPSへ SPS を追加することができます。ソースのヘッダー以下にある新しいソースの追加コマンドをクリックすることで、スキーマソ

ースを追加することができます。この機能により表示されるポップアップメニューにより、 XML スキーマ、DTD、 XML ファイルにより生成された

スキーマ、 または ユーザー定義スキーマ.

作業用 XML ファイル

スキーマが追加されると、そのスキーマがソースアイテム以下に表示されます。  XML アイテム内の作業用 XML ファイル のためには、 

モジュール、CSS ファイル、 パラメータ、 XSLT ファイルの追加

モジュール、CSS ファイル、パラメーター、そして XSLT ファイルセクションの下部にある、新たに追加するコマンドをクリックすることで、対

応するセクションに新たなアイテムを追加することができます。

デザイン概要の機能

以下の機能は、デザイン概要サイドバーにある各セクション（ソースやパラメーターなど）全てに共通して使用することができます:

· 各セクション名の左側にある三角形の矢印をクリックすることで、そのセクションを展開、または縮退することが

できます。

· ソース、モジュール、CSS ファイルセクション内にあるファイルセクションにはファイル名だけが表示されます。ファ

イル名へマウスを移動すると、ファイルのフルパスがポップアップにて表示されます。

· 灰色で表示されているアイテムはインポートされたモジュールを表しており、GUI にてアクティブになっている SPS ファイル内には無いモジュ

ールとなります。

· 各セクションの下部には新しい <アイテム> を追加コマンドが含まれており、そのセクションに対して新たなアイ

テムを追加することができます。例えば、新しいパラメーターを追加コマンドをクリックすることで、SPS とデザイ

ン概要のパラメーターリストへ新たなパラメーターが追加されます。
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· セクション内にある各アイテムにはコンテキストメニューが含まれており、そのアイテムを右クリックするか、コン

テキストメニューアイコン  （アイテムの右側にある下向きのアイコン）をクリックすることで表示されます。  

· コンテキストメニューに含まれている削除アイコンを選択することで、選択されたアイテムを削除することができま

す。このコマンドは、コンテキストメニューコマンドからも利用することができます。

· コンテキストメニューコマンドにある XMLSpy でファイルを編集を選択することで、Altova XMLSpy にてファイル

を編集することができます。

· コンテキストメニューコマンドにある上へならびに下へコマンドは、モジュールセクション内に 複数の モジュール が表

示されており、そのうち１つのモジュールが選択されている際に有効になります。選択したコマンドにより、選択されているモジュールの位置を

変更することができます。

ソース

ソースセクションのリストには、スキーマと、 SPS  をベースにしている 作業用 XML ファイル が表示されます。（右クリック、またはコンテキストメ

ニューアイコン  をクリックすることで表示される）コンテキストメニューへアクセスし、適切な割り当て... オプションを選択することで、これらの

ファイル選択を変更することができます。

モジュール

モジュールセクションには、アクティブな SPS により使用されている  SPS モジュール が表示されます。新しいモジュールを追加コマン

ドをクリックし、目的の SPS ファイルを選択することで、新たなモジュールをリストへ追加することができます。 

モジュールが表示される順序 には意味があるため、複数のモジュールが表示されている場合、（モジュールのコンテキストメニューからアクセスす

ることができる）上へ/下へコマンドによりモジュールの順序を変更することができます。コンテキストメニューには、StyleVision にて選択され

たコマンドを開くためのコマンドも用意されています。

メモ: デザイン概要サイドバーではモジュールの概要を確認することができ、ファイルレベルでモジュールの管理

を行うことができます。様々な モジュール オブジェクト （モジュール内部のオブジェクト）は デザインツリー サイドバーに表示さ

れます。

CSS ファイル

CSS ファイルセクションには、アクティブな SPS により使用されている CSS ファイルが表示されます。新しい CSS ファイルを追加コ

マンドをクリックして、目的の CSS ファイルを選択することで、新たな CSS ファイルがリストへ追加されます。 CSS ファイルが表示される順

序 には意味があるため、複数のファイルが表示されている場合、（コンテキストメニューからアクセスすることができる）上へ/下へコマンドが選

択可能になります。目的のコマンドをクリックすることで、選択された CSS ファイルを移動することができます。コンテキストメニューには、選択さ

れたモジュールを XMLSpy にて開くためのコマンドも用意されています。 

メモ: デザイン概要サイドバーでは CSS ファイルの概要を確認することができ、ファイルレベルで CSS ファイル

の管理を行うことができます。CSS ファイル内にある様々な CSS ルール は、 スタイルレポジトリ サイドバーに表示さ

れます。

パラメータ

パラメーターセクションには SPS 内にあるグローバルパラメーターが表示されます。セクションの下部にある新たなパラメーターを追加コ

マンドを使用することで、新たなパラメーターを追加することができます。パラメーター名や値をダブルクリックすることで、それぞれ名前や値を編集

することができます。パラメーターを削除するには、目的のパラメーターを選択して、コンテキストメニューから削除コマンドをクリックする必要があ

ります。

XSLT ファイル

XSLT ファイルセクションには、SPS 内にインポートされた XSLT ファイルが表示されます。これら XSLT ファイルに含まれている XSLT テン

プレートは、グローバルテンプレートとしてスタイルシートにて利用可能になります。この機能の詳細については、: XSLT テンプレートを参照く

ださい。
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関連項目

· パラメータ 

· スキーマツリー 

· モジュール SPS 

· デザインフラグメント 

· スクリプトの使用  

2 .2 .2 スキーマツリー

スキーマツリーサイドバーでは、以下のような操作を行うことができます (下のスクリーンショット) :

· スキーマに対して複数のルート要素（ドキュメント要素）を選択します。

· スキーマツリーからノード（要素、属性、グローバルタイプ）をドラッグして、デザインへドロップします。これらノード

は、出力に含められる XML コンテンツを表します。

·  スキーマソース内にあるグローバル要素ならびに型が表示されます。 グローバル要素ならびにグローバル型をグ

ローバルテンプレートとして作成することができます。

· SPS にて使用されている全ての名前空間を表示します。

· デザインフラグメントの挿入と編集を行います。

· SPS に対してユーザー定義された XPath 関数 の挿入と編集を行います。

ルート要素

$XML 以下にある各スキーマに対して、選択された ルート要素 (または ドキュメント要素) ）が表示されます。このリストでは選択したスキー

マに関連付けられている全てのルート要素が表示されます。各ルート要素を展開すると、モデルツリーが表示されます。これらルート要素内に

あるノードから、メインテンプレートのコンテンツが作成されます。メインテンプレートのエントリーポイントはメインスキーマのドキュメントノードで、ド

キュメントノードはいつでも変更することができます（その方法については以下を参照ください）。
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スキーマに対してルート要素を選択するには、以下の操作を行います。ルート要素アイテムの右側にある選択  ボタンをクリックします。こ

の操作により、ルート要素の選択ダイアログが表示され、スキーマ内に含まれているグローバル要素からルート要素を選択することができます。

複数のルート要素を選択することで利用可能になるオプションの説明については、 SPS 構造 | スキーマソース を参照ください。

更に、 追加した全てのスキーマ内にある全てのグローバル要素 スキーマ が全てのグローバル要素以下に表示されます。各グローバル要素に

対しては、 グローバルテンプレート を作成することができます。

グローバル要素と グローバル型

グローバル要素ならびにグローバル型は、その他のテンプレートでも再利用することができる グローバルテンプレート を作成するために使用され

ます。更に、グローバル型はテンプレート内で直接使用することができます。

デザインフラグメント

ドキュメント内にある全ての デザインフラグメント はデザインフラグメントアイテム以下に表示され、デザインフラグメントアイテムを展開することで

確認することができます。以下にあるデザインフラグメント機能を利用することができます:

· デザインフラグメントアイテムの追加アイコン  をクリックすることで、デザインフラグメントを作成すること

ができます。

· スキーマツリーにあるデザインフラグメントの名前をダブルクリックすることで、デザインフラグメントの名前

を編集することができます。

· 各デザインフラグメントの横にあるチェックボックスを有効、または無効にすることで、対応するデザインフ

ラグメントを有効、または無効にすることができます。

· デザインフラグメントをスキーマツリーからデザインをドラッグすることができます。

デザインフラグメントを扱うための情報については、 デザインフラグメントのセクションを参照ください。
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ユーザー定義 XPath 関数

XPath 関数アイテムの追加アイコン  をクリックすることで、ユーザー定義 XPath 関数を追加することができます。XPath 関数を作成

すると、その関数がスキーマツリー内に表示されます。XPath 関数をダブルクリックすることで、その関数がダイアログにて開かれ、編集を行うこ

とができるようになります。以下の XPath 関数を利用することができます:

· XPath 関数アイテムの隣にあるチェックボックスにチェックを入れる、またはチェックを外すことで、XPath 関

数を有効、または無効にすることができます。

· XPath 関数を右クリックすることでコンテキストメニューが表示され、XPath 関数の名前変更や削除を行う

ことができます。

XPath 関数の詳細な操作方法については、 ユーザー定義 XPath 関数 のセクションを参照ください。

名前空間

SPS 内で使用されている名前空間のリストが、プレフィックスとともに名前空間以下に表示されます。リスト内にある名前空間は、(i) 参照さ

れたスキーマや、スキーマ内部で定義されている名前空間、そして (ii) デフォルトで新たに作成された SPS に追加された名前空間となって

います。このようなリストは、XPath 条件式を記述する際に便利な機能となります。更に、xpath-default-ns エントリーの値フィールドをダブ

ルクリックして、名前空間の入力を行うことで、SPS 全体に対する XPath デフォルト名前空間を定義することができます。

メモ: SPS や、SPS から生成された XSLT スタイルシートに対して名前空間を追加する場合、SPS がベースと

している XML スキーマのトップレベルスキーマ要素へ、名前空間を追加する必要があります。

ツールバー と スキーマツリー アイコン

以下のツールバーアイコンは、一般的なスキーマツリーサイドバーコマンドに対するショートカットとなります。

スキーマツリーで使用されるシンボル

スキーマツリーにおけるシンボルを以下に示します。

要素

属性

子要素を含む要素。要素をダブルクリックし、左側にある +/- シンボルをクリックすることで、要素の

展開/縮退を行うことができます。

グローバルの型は型を単純型または複合型となります。複合型はシアン色のアイコンにより表示さ

れ、単純型はブラウン色のアイコンにより表示されます。

関連項目

· SPS 構造の作成 | スキーマソース 
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2 .2 .3 デザインツリー

デザインツリーサイドバーには、 SPS デザインの概要が表示されます。

デザインツリーのルートには SPS の名前が表示され、マウスポインターをアイコン上に配置すると、ファイルの位置がポップアップで表示されま

す。デザインツリーにあるアイテムは、以下のカテゴリーに分類されます:

· スクリプト :StyleVision の JavaScript エディターにより SPS に対して定義された全ての JavaScript 関数が表示されま

す。

· メインのテンプレート:  メインテンプレートの詳細な構造が表示されます。

· グローバルテンプレート :現在の SPS  内にあるグローバルテンプレートや、インクルードされた全ての SPS モジュールにあるグロー

バルテンプレートが表示されます。

· デザインフラグメント :  デザイン内にある全てのデザインフラグメントが表示され、デザインフラグメントの作成、編集、名前変更、そし

て削除を行うことができます。

· XSLT テンプレート:インポートされた XSLT ファイル内にある XSLT テンプレートが表示されます。

· ユーザー定義 XPath 関数:  独自の XPath 関数を作成、編集、名前の変更、削除することができます。 

ツールバーアイコン

以下のツールバーアイコンは、スキーマツリーサイドバーにある一般的なコマンドのショートカットとなります。

デザインに対してデザインフラグメント、メインテンプレート、またはレイアウトアイテムを追加します。アイコンの左側をクリックするこ

とで、デザインフラグメントが追加されます。ドロップダウンを表す矢印をクリックすることで、デザインフラグメントや、その他のレイア

ウトアイテムを追加するためのリストが表示されます。

選択されたアイテムを削除します。グローバルテンプレートまたはレイアウトサブツリー内のアイテムが選択されている時に、アイコン

が選択可能となります。

同期ツリーを切り替えます。有効になっている場合（アイコンの境界線が表示されている場合）、ツリー内のノードを選択すること

で、(i) デザイン内の対応するノードが選択され、(ii) デザインツリーウィンドウ内にある同期ツリーアイコンが有効になっている場

合、デザインツリー内の対応するノードが選択されます。アイコンが無効になっている場合、デザイン内の対応するノードが選択

されることはありません。

同期オプションが有効になっている場合、スキーマツリーにあるその他のアイテムが自動的に縮退され、デザインにてアイテムが選

択されます。このオプションはツリーを同期オプションが有効になっている場合にだけ選択可能になります。

デザインツリーの表示を変更する

デザインツリー内にあるアイテムを右クリックすることで表示されるコンテキストメニューから、デザインツリーの表示を変更することができます（以下

のスクリーンショットを参照）。
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削除コマンドにより、選択されたデザインツリーアイテムをデザインツリーから削除します。デザインフラグメントを作成により、デザイン内

に デザインフラグメント を作成し、そのアイテムをデザインツリーに追加します。全て展開コマンドにより、デザインツリー内にある全てのアイテ

ムを展開することができます。

スクリプトとメインのテンプレート

スクリプトには、インポートされたモジュール内にあるものを含め、デザイン内にある全てのスクリプトが表示されます。メインテンプレートにはメイン

テンプレートのツリーが表示されます。アイテムを右クリックして、削除を選択することで、ツリー内にあるアイテムを削除することができます。

グローバルテンプレート

グローバルテンプレート アイテムには、現在の SPS ならびに追加された全ての SPS モジュール内にある全てのグローバルテンプレートが表

示されます。現在の SPS にて定義されているグローバルテンプレートは黒色で表示され、追加されたモジュールにて定義されたグローバルテ

ンプレートはグレーで表示されます。各グローバルテンプレートには、左側にチェックボックスが含まれており、有効/無効を選択することができま

す。グローバルテンプレートが無効化された場合、デザインから削除されます。 

現在の SPS 内にあるグローバルテンプレートをクリックし、ツールバーにある削除ボタンをクリックするか、コンテキストメニューから削除コマンド

を選択することで、そのグローバルテンプレートを削除することができます。デザインとツリーからコンポーネントが削除されます。

デザインフラグメント

デザインフラグメント アイテムにより、現在の SPS ならびに追加された SPS モジュール内にあるデザインフラグメントが表示されます。現在の

SPS 内にあるデザインフラグメントは黒色で表示され、追加モジュール内で定義されたデザインフラグメントはグレーで表示されます。各デザイ

ンフラグメントには、左側にチェックボックスが表示されており、対応するデザインフラグメントを有効/無効にすることができます。現在の SPS

内にあるデザインフラグメントを選択し、削除コマンドをクリックするか、コンテキストメニューから削除コマンドを選択することで、そのデザインフラ

グメントを削除することができます。コンポーネントがデザインとツリーから削除されます。
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デザインフラグメントアイテムの右側にある追加アイコン  をクリックすることで、デザインフラグメントを追加することができます。各デザインフラ

グメントは展開/縮退可能なノードを備えたツリーとしてデザインされます。デザインフラグメントツリーを選択後に、ツールバーの削除ボタンをク

リックするか、コンテキストメニューにある削除コマンドを選択することで、（現在の SPS にて定義された）任意のデザインフラグメントツリーを削

除することができます。デザインとツリーからコンポーネントが削除されます。

XSLT テンプレート

デザインツリーサイドバーにある XSLT テンプレート以下には、インポートされた XSLT ファイルが表示されます（以

下のスクリーンショットを参照）。

インポートされた XSLT テンプレートには２種類あります:  (i) match テンプレート、そして (ii) named テンプレート。デザインツリーでは、こ

れら２種類のテンプレートが、(i) match テンプレートにある select 属性の値、(ii) named テンプレートにある name 属性の値とともにそれ

ぞれ表示されます。XSLT テンプレートに関する詳細については、 XSLT テンプレートを参照ください。

関連項目

· デザインフラグメント 
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· スクリプトの使用   

2 .2 .4 スタイルレポジトリ

スタイルリポジトリサイドバーでは、外部 CSS スタイルシートの割り当てや、SPS に対してグローバルな CSS スタイルを定義すること

ができます。外部 CSS スタイルシートにあるスタイルルールとグローバルに定義された CSS スタイルは、 HTML 出力 ドキュメントに対して

適用されます。

スタイルリポジトリサイドバーにはグローバルと外部という名前で、２つのツリーが表示されます。外部ツリーには SPS と関連付けられてい

る外部 CSS スタイルシートのリストが含まれます。グローバルツリーには SPS と関連付けられた全てのグローバルスタイルが含まれます。 

スタイルリポジトリの表示構造は以下のようになっています：

       外部

       - CSS-1.css （マウスオーバーにより表示されるポップアップにて位置を確認できます）

         - メディア （スタイルリポジトリウィンドウにて定義することができます）

         - ルール （編集不可 - CSS ファイルにて編集する必要があります）

           - セレクター-1

             - プロパティ-1

             - ...

             - プロパティ-N

           - ...

           - セレクター-N

       + ...

       + CSS-N.css

       グローバル

       - セレクター-1

         + セレクター-1 プロパティ

       - ...



(C) 2015-2021 Altova GmbH

サイドバー 43ユーザーインターフェイス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

       + セレクター-N  

スタイルルールの優先順位

グローバルスタイルルールと外部 CSS スタイルシートに記述されたスタイルルールの両方に、同じドキュメントコンポーネントを表すセレクターが

指定されている場合、グローバルスタイルルールが、外部スタイルシートに優先して適用されます。複数のグローバルスタイルルールが同一のド

キュメントコンポーネントを指定している場合、最後に記述されたルールが適用されます。同様に、複数の外部スタイルシート内にあるスタイル

シートが同一のドキュメントコンポーネントを指定している場合、最後のスタイルシート内にある最後のルールが適用されます。

スタイルレポジトリにてスタイルを管理する

スタイルリポジトリサイドバーでは、ツールバー上にあるアイコンを使用する、またはコンテキストメニュー内にあるアイテムを使用することで、以下

の操作を行うことができます：

追加： 追加アイコン  をクリックすると、選択されているツリー（外部またはグローバル）により、新たな外部スタイルシートエントリーを外部

ツリーへ追加し、新たなグローバルスタイルエントリーをグローバルツリーへ追加することができます。新規エントリーが、ツリー内にて既に存在す

るリストへ追加されます。追加コマンドはコンテキストメニューからも選択することができます。外部スタイルシートならびにグローバルスタイルを使

用するための詳細な情報については、 CSS スタイルと作業 を参照ください。 デザイン概要サイドバーからも外部 CSS スタイルシートの追

加や削除を行うことができます。

挿入： 挿入アイコン  により、（外部ツリー内にて）選択された外部スタイルシートの上部へ新たな外部スタイルシートエントリーを挿入

し、（グローバルツリー内にて）選択されたグローバルスタイルエントリーの上部へ新たなグローバルスタイルエントリーを挿入することができます。

コマンドはコンテキストメニューからも利用することができます。外部スタイルシートやグローバルスタイルを使用する詳細な情報については、次を

参照してください:  CSS スタイルと作業.

上へ/下へ： 上へアイコン  ならびに下へアイコン  により、選択された外部スタイルシートやグローバルスタイルを、ツリー内部にてそ

れぞれ上や下へ移動することができます。これらのコマンドを使用することにより、外部スタイルシートやグローバルスタイルの優先順位を操作す

ることができます。上へならびに下へコマンドはコンテキストメニューからも利用することができます。スタイルの優先順位を変更する詳細方法

については、 CSS スタイルと作業.

セレクターのスタイルを表示： 用意されている３つのビューの設定を使用することで、外部スタイルシートやグローバルに定義されたスタイルシ

ートの表示方法を指定することができます。空でないリスト 、全て展開 、全て縮退  、コマンドがツールバーとコンテ

キストメニューコマンドにて利用することができ、空でないリストオプションを有効にすることで、値とともに定義されているスタイルプロパティだけが

表示されるようになります。このオプションが選択されていない場合、全てのスタイルプロパティが表示されます。全て展開ならびに全て縮退設

定を、空でないリスト設定と組み合わせることで、選択されたセレクターのスタイル定義を展開/縮退することができます。これらのコマンドはコン

テキストメニューからも利用することができます。

重要フラグの切り替え： 重要フラグの切り替えアイコン  をクリックすることで、選択された CSS ルールに対して !important という CSS

値をセットします。

すべてを再ロード :  すべてを再ロード アイコン  により、全ての外部 CSS スタイルシートを再ロードします。

リセット: リセットアイコン  により、選択された外部スタイルシートまたはグローバルスタイルシートを削除することができます。

スタイルレポジトリ内にある CSS スタイルの編集

スタイルリポジトリでは、以下の編集メカニズムを使用することができます:

· CSS スタイルシートの追加や削除を行うことができ、各 CSS スタイルシートが適用されるメディアを指定す

ることができます。操作方法については 外部 CSS スタイルシートを参照ください。
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· スタイルリポジトリウィンドウでは、グローバルスタイルのセレクターとプロパティを直接編集することができ

ます。操作方法については、 CSS スタイルをグローバルに定義するを参照ください。

関連項目

· デザイン概要 

· CSS スタイルと作業 

· スタイル サイドバー  

2 .2 .5 スタイル

スタイルサイドバーでは、デザインビューにて選択された SPS コンポーネントに対して、CSS スタイルをローカルにて定義することがで

きます。これはスタイルレポジトリサイドバーにてグローバルに定義されたスタイルとは異なるものです。

スタイルサイドバーは、以下にある２つのパーツから構成されます:

· 左側には、スタイルカラムが表示されており、選択されたコンポーネントの型が表示されます。デザイン

ビューでは複数のコンポーネントを同時に選択することができます。選択されたコンポーネントが、コンポ

ーネントの型ごとにスタイルカラムに表示されます。同時に編集することができるのは、表示されているコ

ンポーネントのうち１つだけです。選択されたコンポーネントに属するインスタンスが１つしか無い場合、そ

のインスタンスがスタイル適用に使用されます。同一コンポーネントの型に属する複数のインスタンスが選

択された場合、選択された全てのインスタンスに対してスタイルが適用されます。スタイルは（選択されたコ

ンポーネントの）各インスタンスに対してローカルにて適用されます。特定のインスタンスに対してのみスタ

イルの適用を行いたい場合、デザインビューにてそのコンポーネントインスンタンスを選択し、スタイルサイ

ドバーにてスタイルの定義を行う必要があります。Sh ift キーが押下された状態で複数のコンポーネントを

選択することで、連続した複数のコンポーネントを選択することもできます。コンポーネント型の選択に関

する詳細については、次を参照してください:  CSS スタイルをローカルに定義する。

· 右側には、スタイル定義ペインが表示されており、スタイルカラムにて選択されたコンポーネントの CSS

スタイルを定義することができます。スタイル定義ペインは、３つのビューで表示することができます。スタイ

ル定義の詳細については、CSS スタイル値の設定 を参照ください。XPath アイコン   により、スタイル値のソー

スとして XPath 条件式を使用することができます。スタイルプロパティが選択されており、XPath アイコンが

有効になっている場合、XPath 条件式をプロパティに対して入力することで、XPath 条件式の値がスタイル



(C) 2015-2021 Altova GmbH

サイドバー 45ユーザーインターフェイス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

プロパティの値として使用されます。これにより、XML ドキュメント内にあるノードの値を、プロパティの値と

してランタイムに取得することができます。XPath アイコンが無効になっている場合、静的な値をプロパティ

の値として入力することができます。

定義表示のオプション

編集のニーズに合わせて、定義の表示を変更することができます。以下に示されるこれらの表示オプションは、ツールバーのボタンとコンテキスト

メニューから選択することができます。

· 空でないリスト : このオプションが有効になっている場合、左側のカラムで選択されているコンポーネントにおいて、値が与えら

れているプロパティだけがアルファベット順で表示されるようになります。オプションが無効になっている場合、すべてのプロパティが表示

されます。このオプションにより、特定種類のコンポーネントに対してどのようなプロパティが定義されているか、簡単に確認することが

できます。選択されたコンポーネント型に対して新たなプロパティを定義するには、このオプションを無効にした状態で、空のプロパティ

へアクセスする必要があります。

· すべて展開 : 左側で選択されたコンポーネントに対して、すべてのプロパティを右側のペインに表示します。このオプションは、

空でないリストオプションと併用することができます。

· すべて縮退 : 左側で選択されたコンポーネントに対して、すべてのプロパティを縮退された状態で右側のペインに表示しま

す。このオプションは、空でないリストオプションと併用することができます。

重要フラグの切り替えとツールバーアイコンのリセット

重要フラグの切り替えアイコン  をクリックすることで、選択された CSS ルールに対して !important という CSS 値をセットします。

関連項目

· CSS スタイルと作業 

· スタイルレポジトリ 

· 定義済みのフォーマット  

2 .2 .6 プロパティ

プロパティサイドバーにより、デザインビューにて選択された SPS コンポーネントのプロパティを定義することができます。 

プロパティサイドバーは、以下にある２つのパーツから構成されます:
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· 左側に表示されるプロパティカラムには、選択されているコンポーネントの型が表示されます。同時に編

集することができるのは、１つのプロパティだけです。コンポーネントとプロパティをグループ化する方法に

ついては、次のセクションを参照してください:  コンポーネントと プロパティグループ 。

· 右側に表示されるプロパティ定義ペインでは、プロパティカラムで選択されたコンポーネントに対してコン

ポーネントプロパティを定義することができます。プロパティ定義ペインは３つのビューにて表示することが

できます。各プロパティグループに、どのプロパティが収められているかの詳細については、以下の次のセク

ションを参照してください:  プロパティグループ 。

定義表示のオプション

編集のニーズに合わせて、定義の表示を変更することができます。以下に示されるこれらの表示オプションは、ツールバーのボタンとコンテキスト

メニューから選択することができます。

· 空でないリスト : このオプションが有効になっている場合、左側のカラムで選択されているコンポーネントにおいて、値が与えら

れているプロパティだけがアルファベット順で表示されるようになります。オプションが無効になっている場合、すべてのプロパティが表示

されます。このオプションにより、特定種類のコンポーネントに対してどのようなプロパティが定義されているか、簡単に確認することが

できます。選択されたコンポーネント型に対して新たなプロパティを定義するには、このオプションを無効にした状態で、空のプロパティ

へアクセスする必要があります。

· すべて展開 : 左側で選択されたコンポーネントに対して、すべてのプロパティを右側のペインに表示します。このオプションは、

空でないリストオプションと併用することができます。

· すべて縮退 : 左側で選択されたコンポーネントに対して、すべてのプロパティを縮退された状態で右側のペインに表示しま

す。このオプションは、空でないリストオプションと併用することができます。

ツールバーアイコンのリセット

リセットアイコン  をクリックすることで、選択されているプロパティの値をデフォルトに戻します。

コンポーネントと プロパティグループ

選択されているデザインコンポーネントにより、表示されるプロパティグループが変化します。以下のテーブルに、 SPS  コンポーネントと、それら

コンポーネントに含まれるプロパティグループを示します。.

コンポーネント プロパティグループ

コンテンツ コンテンツ; 共通; イベント

テキスト テキスト; 共通; イベント

自動計算 自動計算; 共通; イベント

条件分岐 When

データ入力デバイス 共通; データ入力デバイス; イベント; HTML 

イメージ イメージ; 共通; イベント; HTML

リンク リンク; 共通; イベント; HTML

テーブル テーブル; 共通; イベント; HTML; インタラクティブ

パラグラフ パラグラフ; 共通; イベント; HTML



(C) 2015-2021 Altova GmbH

サイドバー 47ユーザーインターフェイス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

コンポーネントの型に対して以下の点に留意してください:

· コンテンツコンポーネントとは content ならびに その他のコンテンツ プレースホルダのことです。ノードのテキ

ストコンテンツや XML ドキュメントから得られたノードが表示されます。

· テキストコンポーネントとは、静的なテキストである文字列のことです。文字列は、テキストコンポーネントを

除く全てのコンポーネント間に配置され、空白スペースを含めることもできます。

· データ入力デバイスとは、入力フィールド、複数行の入力フィールド、コンボボックス、チェックボックス、ラジ

オボタン、そしてボタンことで、プロパティにはデータ入力デバイスと、そのコンテンツを入力することができ

ます。

· テーブルコンポーネントとは、デザイン内にあるテーブル構造のことです。テーブルコンポーネントには、そ

の構成要素がサブコンポーネントとして表示されます。サブコンポーネントには行、カラム、セル、ヘッダ

ー、そしてフッターがあります。

· 段落コンポーネントとは、定義済みのフォーマットのことです。
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各プロパティグループの説明を以下のテーブルに示します。

プロパティグループ 説明

自動計算 自動計算が選択されている時に、このオプションが有効になります。値フォーマットプロパティ

では、数値や日付データ型といった、自動計算の書式 を指定することができます。XPath プロパ

ティでは、 自動計算に使用される XPath 条件式を指定することができます。

共通 共通プロパティグループは、テンプレートと自動計算コンポーネントを除く全てのコンポーネントに

て利用可能です。class（クラス名）、dir（書き方の方向）、id（ユニーク ID）、lang（言語）、title

（名前）プロパティをコンポーネントに対して定義することができます。

データ入力デバイス コンボボックス、チェックボックス、そしてラジオボタンにおける値の範囲を指定します。このプロパティ

グループは入力フィールドとボタンに対して適用されない点に注意してください。

イベント 以下のクライアントサイドの HTML イベントに対して、 JavaScript 関数 を有効にします:

onclick, ondblclick, onkeydown, onkeypressed, onkeyup,

onmousedown, onmousemove, onmouseout, onmouseover, onmouseup.

HTML データ入力デバイス、 イメージ、リンク、 テーブル、パラグラフ のコンポーネント型に対して利用す

ることができます。 データ入力デバイス と パラグラフ には複数の種類があり、テーブル にはサブコ

ンポーネントが備えられている点に注意してください。これらプロパティは対応する HTML 要素

（img、table、p、div など）に対してセットすることができます。そのため、利用可能となるプロパティ

は、選択されたコンポーネントにより変化します。これらプロパティに対応する値を XPath 条件

式により選択することもできます。

更に、 イメージ、リンク、パラグラフと他の定義済みのフォーマット と 条件分岐に固有のプロパティが用意されています。これらプロパティについて

は、それぞれのセクションで記述されます。

プロパティの値の設定

プロパティにより、複数の方法でプロパティを入力することができます。

· カラムに値を直接入力する。プロパティを選択し、値カラムをダブルクリックした後に、キーボードから値を入力し、

Enter キーを押下するか、GUI をクリックすることで値を確定します。

· プロパティに対応したコンボボックスのドロップダウンリストから、値を選択する。コンボボックスの矢印をクリック

して、ドロップダウンのプロパティ値オプションから値を選択します。

· プロパティの値カラムの右側にある編集ボタン  を使用する。編集ボタンをクリックすることで、そのプロパティ

のダイアログが表示されます。

共通ならびに HTML グループ内のプロパティによっては、XPath 条件式を使用することでプロパティへ値を与えることができます。XPath アイ

コン  の有効/無効を切り替えることで、XPath 条件式をプロパティ値のソースとして使用するか指定することができます。プロパティが選

択されている状態で XPath アイコンを有効にすると、このプロパティに対して XPath 条件式を入力し、その XPath 条件式の返り値を、プ

ロパティの値として使用することができます。これにより、プロパティの値として XML ドキュメント内にある値を、ランタイムにて取得することができ

るようになります。XPath アイコンが無効になっている場合、プロパティの値として静的な値を入力することができます。詳細については:

XPath を使用したスタイルプロパティを参照ください。

プロパティ値の修正と削除

プロパティ値を修正し、これまで記述された方法を使用するには、プロパティの値の設定 してください。プロパティ値を削除するには、プロパティ

を選択し、プロパティサイドバーのツールバーにあるリセットアイコン  をクリックしてください。
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関連項目

· スタイル 

2 .2 .7 メッセージ

StyleVision が最初に開かれる場合、メッセージサイドバー (下のスクリーンショット) がメッセージウィンドウの GUI に表示されます。メッセ

ージサイドバーをオンとオフするには、表示 | メッセージをクリックします。

メッセージサイドバーは、 デザインビュー と Authentic View 内の警告を表示します。 警告は、不足している作業用 XML ファイル、デザ

イン構造内のエラーなど、 SPS ドキュメントに関連した多くの点に関連してます。 Authentic View 内では、警告は、基になるスキーマ、

または、追加検証条件に従い、入力された XML データの有効性について説明しています。

2 .2 .8 検索と置換

検索と置き換えサイドバーによりデザインテキスト、スタイル、プロパティ、 XPath 式内で直接入力するまたは正規表現を構成する文字列を

検索することができます。デザインビューに検索は適用されます。検索メカニズムはメニューコマンド[編集 | 検索]によりアクセスされる検索ダ

イアログで使用されるものと同じです。.検索の結果はサイドバー内に表示されます。結果をクリックしてデザイン内の対応するロケーションに

移動することができます。検索と置換サイドバーをオンとオフに切り替えるには [表示 | 検索と置換]をクリックします。

検索と置換メカニズムに関する詳細はトピック 検索、次を検索、置換の説明を参照してください。
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検索

「検索対象」 フィールドに検索する用語を挿入します。検索 ボタンのドロップダウン矢印をクリックして 検索オプションを選択します。以下の

オプションから選択することができます:

· 選択の箇所:  (i) デザイン内のテキスト (ii) (スタイル サイドバーにて入力される) スタイル内 (iii) ( プロパティ サイドバーにて入

力される)プロパティ内。 Xpath 式内。

· 大文字と小文字/または単語の完全マッチ:  これらはオンとオフに切り替えるオプションです。

· 正規表現:  エントリは正規表現として扱われます。正規表現の使用方法に関しての詳細は検索、次を検索、置換を参照してく

ださい。

結果

結果は (i) デザインテキスト (ii) スタイル(iii) プロパティと (iv) Xpath 式のためのグループに整理されます。(上のスクリーンショットを参照し

てください)。各結果アイテムは検索されたアイテムの階層を表示するために構造されています。検索されたアイテムまたは階層内のリンクをク

リックしてデザインビュー内のアイテムに移動することができます。

結果ペインは以下の左側からのコマンドのためのアイコンを持っています:  次のおよび前のアイテムに移動する。クリップボードにアイテムをコピー

する。結果ペイン内で検索する。結果ペインをクリアする。

置換

置換 ボタンは検索されたすべてのアイテムを 置換 フィールド内の文字列と置き換えます。
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3 クイックスタートチュートリアル

このチュートリアルでは、効果的な SPS を作成するにあたり注意すべき点を簡単に解説していきます。最初に SPS の作成とセットアップに

ついて説明し、その後 SPS 内にコンテンツを挿入する方法について、SPS コンポーネントのフォーマット方法、そして、自動計算や条件とい

う、SPS に搭載されている２つのパワフルな機能について説明します。内容を読み進めることで、出力の構造について、また利用可能な機

能について効率的な学習を行うことができます。

必要とされるファイル

このチュートリアルで使用されるファイルは、 (マイ) ドキュメントフォルダー 以下の C:\Documents and

Set t i ng s\<user name>\My Document s\Al t ova\St y l eVi s i on2021\St y l eVi s i onExamp l es \チュートリアル

\QuickStart に収められています:

· QuickStart.xsd: SPS のベースとして使用される XML スキーマファイルです。

· QuickStart.xml: 作業用 XML ファイルで、内部に含まれているデータが出力プレビューに表示されま

す。

· QuickStart.sps: 既に完成した SPS ファイルで、作成した SPS ファイルと比較することができます。

· QuickStart.css: チュートリアルで使用される外部 CSS スタイルシートです。

· NewsItems.BMP: SPS にて使用されるイメージファイルです。

チュートリアルの進め方

チュートリアルを最初から読み始め、そのままサブセクションを読み進めてください。チュートリアルを始める前に、XSD ならびに XML ファイルの

内容とその構造を確認すると良いでしょう。XSD と XML ファイルを開いたままにしておくことで、チュートリアルを進めながら、それらファイルの

内容を確認することができます。QuickStart.sps 以外の名前で SPS ドキュメントを保存することで、最初から与えられている SPS ファイル

を上書きすること無く、チュートリアルを進めることができます。各ステップを完了した後には、ファイルの保存を忘れないようにしてください。

リンク

· 次のステップ:新たな SPS の作成とセットアップ 
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3.1 新規  SPS の作成

このセクションでは、以下の項目について学習します

· 新規 SPS ドキュメントの作成方法。

· SPS に対してスキーマソースを追加する。

· SPSの XSLT バージョンを追加する。

· 作業用 XML ファイル割り当て。

· 出力のエンコードの指定。

· SPS ドキュメントの保存。

このセクション内のファイル

このセクション内で参照されているファイルは以下の場所で見つけることができます:  マイドキュメントフォルダー C:\Documents and

Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart:

· QuickStart.xsd は SPS がベースにされている XML スキーマファイルです。

· QuickStart.xml は出力プレビュー内に表示されるデータのソースである作業 XML ファイルです。

· QuickStart.sps は完了済みの SPS ファイルです。 このファイルを使用して作成した SPS ファイルを比較することができま

す。

新規 SPS ドキュメントの作成

新規 SPS ドキュメントを作成するには、メニューオプションからファイル | 新規作成 | 新規作成（空） を選択するか、アプリケーションツー

ルバーにある 新規アイコン    をクリックします。

新規デザインを作成ダイアログボックスが表示され、(i) フリーハンドのドキュメントデザイン、または (ii) フォームをベースにしたドキュメントデザイ

ン（コンポーネントが絶対位置で指定されます）から選択を行うように促されます。
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フリーハンドのドキュメントデザインでは、ドキュメントコンテンツが出力メディアオブジェクト（印刷物や画面）にフィットするようにレイアウトされま

す。ドキュメントコンテンツ内のアイテムは相対的にしか配置することができず、絶対位置を指定することはできません。このオプションは、レポー

トや記事、書籍などのデザインに適しています。

フォームをベースにしたドキュメントには単一の レイアウトコンテナー が作成され、その中でデザインコンポーネントを絶対位置で指定することが

できます。レイアウトコンテナーには、絶対位置でレイアウトボックスを配置することができ、各レイアウトボックス内にドキュメントコンテンツを配置

することになります。既にあるフォームのデザインを SPS にて再現したい場合、オリジナルのフォームイメージを青写真イメージ として使用する

ことができます。青写真のイメージをレイアウトコンテナーの背景として含めることができ、フォームのデザインに役立てることができます。

ここではフリーハンドのドキュメントを作成します。フリーハンドのドキュメントを作成ラジオボタンをクリックして、「OK」  をクリックしてく

ださい。

SPS1.sps という名前の新規ドキュメントが作成され、 デザインビュー に表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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デザインビュー にて空のメインテンプレートが表示されます。 デザイン概要 と スキーマツリー サイドバーにおいてスキーマエントリーは表示されま

せん。

スキーマソースの追加

SPS に対して QuickStart.xsd スキーマを使用します。以下の操作により、スキーマをスキーマソースとして追加することができます：

1. デザイン概要サイドバーから新しいソースの追加コマンドをクリックします。メニューが表示されるので、

XML スキーマ/DTD/XML を追加を選択します。

2. ファイルを開くダイアログボックスが表示されるので、 (マイ) ドキュメントフォルダー C:\Documents and

Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart\QuickStar

t.xsd を選択し、開くをクリックします。

3. 作業用 XML ファイルを選択するように促されます。ファイルシステムからファイルを選択します。参照ボタ

ンをクリックして、(マイ) ドキュメントフォルダー) 内の C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart\QuickStar

t.xml を選択し、開くをクリックします。スキーマがデザイン概要サイドバー内部のスキーマソースとして追

加されます（以下のスクリーンショットを参照）。更に、選択した XML ファイルが、スキーマに対する作業用

XML ファイルとしてデザイン概要に表示されます。

以下の点に注意してください:  (i) デザイン概要内にある $XML エントリーに、スキーマや 作業用 XML ファイルのリ

ストが表示され、(ii) スキーマツリーサイドバーのルート要素ツリーには、スキーマ内に定義されたグローバル

要素 選択した、ルート要素 (ドキュメント要素) が表示されます。このスキーマの場合、グローバル要素 から選択し

た要素、この場合要素 presswatch 、が表示され、(iii) スキーマ内にある グローバル要素 がすべてのグローバル要

素ツリーに表示されます。

XSLT バージョンの選択

この例では SPS に対して XSLT 2.0 を使用します。XSLT のバージョンを指定するには、アプリケーションツールバーから  アイコンをク

リックします。
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作業用 XML ファイルの割り当てまたは変更

これまでの操作により XML スキーマを SPS へ追加して、 作業用 XML ファイル をスキーマへ割り当てました。作業用 XML ファイルにより

XML データのソースが SPS へ与えられます。作業用 XML ファイルの割り当て、変更、そして割り当て解除を行うには、デザイン概要サイ

ドバー内にある 作業用 XML ファイル の行を右クリック（または右側にあるコンテキストメニューアイコン  をクリック）して、コンテキストメニュ

ーから目的のコマンドを選択します。  作業用 XML ファイル の割り当てが行われ、デザイン概要にてファイル名を入力することができます。他

の操作を行う前に、(マイ) ドキュメントフォルダー 内にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart\QuickStart.xml が

作業用 XML ファイルとして割り当てられていることを確認してください。

出力のエンコーディングを指定する

 オプション ダイアログのデフォルトのエンコードタブ (ツール | オプション) にて HTML エンコード Unicode UTF-8 に設定し、。

SPS ドキュメントの保存

上記の SPS のセットアップを終えた後に、 MyQuickStart.sps (マイ) ドキュメントフォルダー C:\Documents and

Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart フォルダーにて

MyQuickStart.sps という名前でドキュメントを保存してください。 メニューコマンド ファイル | デザインを保存 」を選択するか、Ctrl+S を押

下して、ダイアログにてファイル名を入力します。

リンク

· 次のセクション: 動的なコンテンツの挿入 

· チュートリアル スタートページ 
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3.2 (XML ソースの)動的なコンテンツの挿入

このセクションでは、XML ドキュメント内にあるノードからデータの挿入を行う方法について説明します。スキーマツリーに表示されている要素や

属性ノードをデザインへドラッグすることで、これらノードをコンテンツとして作成することができます。ノードがコンテンツとして作成されると、その中

にあるデータが要素の子テキストノードや、その子孫テキストノードのコンテンツが文字列として出力されます。

要素コンテンツの挿入

SPS において、以下の操作を行います::

1. スキーマツリー サイドバー において、スキーマツリーを展開して、newsitem 要素の子要素を表示します。(下のスクリーン

ショット).

2. headline 要素を選択します（マウスオーバーにより、要素データ型がポップアップで表示されます）。要素を

デザインビュー へドラッグして、矢印カーソルが挿入状態に変わった状態でメインテンプレートへドロップすることができます。

3. コンテキストメニューから、コンテンツの作成を選択します。headline 要素の開始ならびに終了タグが、デ

ザイン内のドロップされた箇所に挿入され、コンテンツプレースホルダが内部に含まれます。headline タグ

の周りには、その祖先要素のタグが表示されます（スクリーンショットを参照）。

デザインにて、（Enter キーを押下することで）以下のスクリーンショットにあるように改行を挿入します。
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HTML タブをクリックして、  HTML 出力のプレビュー (下のスクリーンショット) を表示します。HTML プレビューには

newsitem の headline 子要素がテキストとして表示されます。 

メモ: デザイン要素の挿入 ツールバー ツールバーにあるコンテンツを挿入をクリックして、デザイン内の位置をクリックし、

スキーマセレクターツリーから目的の位置を選択することで、ノードのコンテンツを作成することもできま

す。

属性コンテンツを挿入する

コンテンツとして要素がデザインへ挿入された場合、属性のコンテンツは自動的に挿入されません。属性ノードをデザインへ挿入することで、属

性の値が出力へ表示されるようになります。以下の操作を SPS に対して行なってください:

1. カーソルを headline 要素タグの終端に配置して、Enter キーを押下します。この操作により、空の行が作

成されます（スクリーンショットを参照）
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2. スキーマツリーサイドバーにて、dateline 要素を展開します。

dateline 要素には date と place という２つの子要素が含まれており、place 要素には city と country という２

つの属性が含まれていることに注意してください。

3. デザイン内の新たに作成した空の行に dateline 要素をドロップします。(下のスクリーンショット).
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4. HTML プレビュー へ切り替えて、dateline の出力を確認します(下のスクリーンショット)。

dateline 要素の子である date のコンテンツが出力されていることに注目してください。dateline の子である

place に対してコンテンツの出力は行われていません。これは、place のデータが place 要素の属性（city な

らびに country 属性）に含まれている一方で、属性の親要素が処理された際に属性のコンテンツは出力さ

れない為です。

5.  スキーマツリー サイドバー から date 要素をドラッグして、dateline 要素の開始ならびに終了タグの間にドロップし

ます。

6. スキーマツリー サイドバー内にある dateline/place 要素の city 属性を選択します(下のスクリーンショット)。
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7. @city 属性ノードを デザインビュー へドラッグして、date 要素の終了タグ直後にドロップし、コンテンツを作成しま

す。

8. @country ノードを デザインビュー へドロップして、@city 属性の終了タグ直後にドロップし、コンテンツを作成しま

す。.

上の操作を行った後に、SPS デザインは以下のようになっているはずです:

HTML プレビュー は以下のように表示されます: :
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@city ならびに @country 属性の値が出力に含まれていることに注目してください。

更に動的なコンテンツを追加する

上記の方法により、XML データソースから得られた要素ならびに属性のコンセプトを、デザイン内の任意の場所へ挿入することができます。こ

のセクションを終了する前に、以下のスクリーンショットにあるように synopsis ならびに source 要素をデザインへ追加してください:

synopsis 要素が source 要素の前に配置されていることに注意してください（スキーマ内の順番と異なっています）。synopsis と source 要

素をデザインに追加した後に、 HTML プレビュー から出力を確認してください。メインのテンプレート内に配置されたノードの順番により、出力

に表示される順番となります（ドキュメントの構造と出力ドキュメントに関する詳細については、  テンプレートと デザインフラグメント を参照くだ

さい）。

その他にも、デザイン内に作成されるノードを含む形式（フォーム）について留意する必要があります。 HTML プレビュー では、デザイン内にあ

る全てのノードが、テキスト文字列として出力へ送信されます。テキスト文字列として出力する代わりに、テーブルやコンボボックスといった、その

他の形式での出力を行うこともできます。このセクションでは、全てのノードを（コンテンツ）として作成したため、これら全てのノードはテキスト文
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字列として出力されます。 条件を使用する セクションでは、コンボボックスとしてノードを作成する方法について学習し グローバルテンプレート

とその他のコンテンツの使用 セクションでは、（動的な）テーブルとしてノードを作成する方法について学習します。

次のセクションを始める前に、ファイルを保存するようにしてください。

リンク

· 次のセクション: 静的コンテンツの挿入 

· 前のセクション: 新規 SPS の作成とセットアップ 

· チュートリアル スタートページ 

· SPS ファイル構造 
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3.3 静的コンテンツの挿入

静的コンテンツとは、XML ソースから得られるコンテンツとは違い、デザイン内に直接入力または挿入されるコンテンツのことです。 SPS デザイ

ンには様々な静的コンポーネントを配置することができます。このチュートリアルセクションでは、以下の静的コンポーネントを挿入します:

· イメージ 

· 水平線 

· テキスト 

静的イメージを挿入する

挿入する静的イメージは、 (マイ) ドキュメントフォルダー以下の : C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\QuickStart\NewsItems.BMP

 で、ドキュメントのヘッダーとして使用されます。以下の操作により、このイメージをドキュメントの先頭へ挿入することができます:

1. newsitems と newsitem の開始タグの間にカーソルを配置します（以下のスクリーンショットを参照）。

カーソルが newsitems 要素の内側、かつ newsitem 要素の外側に配置されます。そのため、newsitems 要素

が処理される際に、１度だけ挿入されます（スキーマ内では newsitems 要素が１度だけ定義されているた

め）。

2. カーソル位置で右クリックして、挿入 | イメージ を選択します。イメージの挿入ダイアログが表示されます（以下の

スクリーンショットを参照）。

3. 静的タブにて絶対パスのチェックボックスをクリックして、NewsItems.BMP を参照ボタンから選択します。

4. 「OK」  をクリックして完了します。

HTML  プレビューが以下のように表示されます:
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水平線を挿入する

以下の操作を行うことで、ドキュメントのヘッダーとドキュメントのボディーの間に水平線を挿入します:

1. 先ほど挿入した静的イメージの直後にカーソルを配置します。

2. その位置で右クリックして、 挿入 | 水平線を選択します。水平線が挿入されます。

水平線のプロパティを以下の方法でセットします:

1.  デザインビューにて水平線が選択されている状態で、 プロパティ サイドバー にあるラインコンポーネントを選択し、プロパ

ティの HTML グループを開きます。

2. 水平線に対して color と size プロパティをセットします。

3. デザインビュー にてラインが選択されている状態で スタイル サイドバー にあるラインコンポーネントを選択し、プロパティのボックスグル

ープを開きます。margin-botton プロパティの値に 12pt をセットします。

4. HTML プレビューにて出力を確認します。

各ニュースアイテムの最後に水平線を挿入することにします。newsitem 要素にある終了タグ直前にカーソルを配置することで、各 newsitem

要素の終端にラインが表示されるようになります。ラインの size プロパティに単位無しの数値を入力することで、水平線の太さを変更すること

ができます（プロパティサイドバーにてラインを選択し、size の値に例えば 3 を入力してみてください）。

静的なテキストを挿入する

実は (XML ソースから)動的なコンテンツを挿入するセクションで Enter キーを押下することで、改行という静的なテキストが既に追加されて

います。このセクションでは、静的テキストとしてデザイン内に文字を追加します。

ここまでデザインした  SPS の出力結果は、以下のようになります:
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dateline 要素内に date 要素と place/@city ならびに place/@country 属性のコンテンツが（空白スペース無しに）出力されている点に注

目してください。空白スペースは静的テキストとしてデザインに追加することができます。デザインにて、date 要素の直後にカーソルを配置して、

コロンとスペースを入力します。その後、@city 属性の直後にコンマを入力します（以下のスクリーンショットを参照）。

出力は以下のようになります:

dateline 出力にてコロンとコンマ、そしてスペースが表示されます。これらテキストアイテムは、全てデザインへ直接挿入されたテキストアイテムで

す。

 

静的テキストを更に追加します。デザインにて、"Source: " というテキストを source 要素の開始タグ直前に入力します。

静的なテキストをフォーマットする

静的なテキストをフォーマットするには、目的のテキストをハイライトして、ローカルのスタイルプロパティを指定します。デザインにて入力した

"Source: " というテキストをハイライトします。  スタイル サイドバー にて、1 テキストコンポーネントを選択します。以下のスクリーンショット

にあるように、プロパティの font グループを展開して、font-style プロパティにて italic オプションを選択します。(下のスクリーンショット) 。
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静的テキスト（ここでは "Source: "）がデザインにてイタリック状態になります:

HTML プレビューの出力は以下のようになります: :
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ソースアイテムと水平線アイテムの間にある垂直のスペースが狭すぎると思える場合、デザインにてソースと水平線の間に（Enter キーを押下

することで）空の行を挿入してください。

 

操作が終わった後に、ファイルの保存を行います。

 

このセクションでは、静的コンテンツの挿入とフォーマット方法について学習しました。次のセクションではCSS を使用することにより、デザインコ

ンポーネントをフォーマットする方法について学習します。

リンク

· 次のセクション: コンテンツのフォーマット 

· 前のセクション: 動的なコンテンツの挿入 

· チュートリアル スタートページ  
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3.4 コンテンツのフォーマット

StyleVision には、CSS をベースにしたパワフルで柔軟性に富んだ スタイルメカニズム が用意されており、デザイン内にあるコンポーネントの

フォーマットに使用することができます。StyleVision に搭載されたスタイルメカニズムの重要な点を以下に示します:

· CSS スタイルルールをブロックコンポーネントならびにインラインコンポーネントに対して定義することがで

きます。

· 定義済みのフォーマット とは承継されるスタイルを含むブロックコンポーネントのことで、コンポーネントのグループに対するラッパーとして

使用されます。これら定義済みフォーマットの継承されたスタイルは、各コンポーネントに対してローカルでスタイルを指定することによ

り、オーバーライドすることができます。これは CSS のカスケード処理に従ったものです。

· デザインではコンポーネントに対するクラス属性を宣言することができ、 外部 または グローバル スタイルルールの

セレクターとしてクラスを使用することができます。

· スタイルの指定は３つのレベルで行うことができます。優先順位の低いものから、(i) 外部スタイルシート、 (ii)

グローバルスタイルルール、 と (iii) ローカルスタイルルールとなります。

このセクションでは、以下のことがらを学習します:

· 定義済みのフォーマットを割り当てる 

· コンポーネントにクラス属性を割り当てる 

· 外部 CSS スタイルシートにてスタイルを定義して そのスタイルシートを SPS のスタイルリポジトリへ追加する  

· グローバルスタイルルールを定義する 

· 選択された複数デザインコンポーネントに対してローカルスタイル を定義する

· 単一のコンポーネントに対してローカルスタイル を定義する。

定義済みのフォーマットを割り当てる

定義済みのフォーマット を割り当てることで 定義済みのフォーマットのスタイルを、継承というかたちでコンポーネントへ与えることができます。デ

ザインにおいて headline 要素を選択し、メニューオプションから「タグで囲む | 特殊な段落 | 見出し3 (h3)」を選択します。定義済

みのフォーマットタグが headline 要素の周りに作成されます (下のスクリーンショット)。

コンテンツのフォントプロパティが変化して、定義済みフォーマットの上と下に空白が追加されます。プロパティ値は h3 定義済みフォーマットから

継承されます。

 

定義済みのフォーマットを使用することで、ブロック内にあるコンポーネントをグループとしてデザインし、それらコンポーネントをブロックやグループと

してフォーマットすることができます。この中でも特に div フォーマットを使用することで、空白なしのブロックを作成することができます。デザインに

て newsitem、dateline、synopsis、そして source ノードに div コンポーネントを割り当てます。デザインは以下にあるスクリーンショットのよう

になります。静的テキストの "Source: " が source 要素を含む div コンポーネント内に含まれるようになり、newsitem 要素全体が div コン

ポーネント内に含まれます。
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div ブロック内とともに、コンポーネントがグループ化されました。このセクションの終盤 では、グループ化されたコンポーネントのブロックに対してス

タイルの割り当てを行います。

コンポーネントをクラス属性に割り当てる

スタイルはコンポーネントのクラスに対して定義することができます。例えば、全てのヘッダーに対して（フォントファミリーや色といった）共通したプ

ロパティを定義することができます。定義を行うには、(i) 共通したプロパティを含んだコンポーネントを割り当て、(ii) そのクラスに対してスタイル

プロパティを割り当てる、という操作を行う必要があります。

 

デザインにて h3 タグを選択し、スタイルサイドバーにて 1 段落を選択することで、共通プロパティグループを選択します。共通プロパティグル

ープを展開している状態で、class プロパティの値フィールドをダブルクリックして、header という値を入力します。



70 クイックスタートチュートリアル コンテンツのフォーマット

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

h3 フォーマットのインスタンスが header という名前のクラスへ割り当てられます。header クラスに対してスタイルプロパティを定義した場合、これ

らのプロパティが header クラスを持っている SPS 内の全てのコンポーネントに対して適用されます。 

外部 CSS スタイルシートをスタイルレポジトリへ追加する

外部 CSS スタイルシート内にあるスタイルルールは  SPS デザイン内にあるコンポーネントへ適用することができます。外部スタイルシートの

ルールをコンポーネントに対して適用するためには、スタイルシートをスタイルリポジトリへ追加することができます。 スタイルレポジトリ サイドバー

(デザインビュー内の),にて、以下のような操作を行います:

1. 外部アイテムを選択します。

2. スタイルレポジトリ サイドバー のツールバーにある追加ボタンをクリックします。ファイルを開くダイアログが表示されます。

3. (マイ) ドキュメントフォルダー以下にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Document s\Al t ova\St y l eVi s i on2021\St y l eVi s i onExamp l es \チュートリアル

\QuickStart\QuickStart.css を開きます。

スタイルシートがスタイルリポジトリへ追加されます。この段階で関連する記述を以下に示します:

.header {

 font-family: "Arial", sans-serif;

 font-weight: bold;

 color: red;

}

h3 {

 font-size: 12pt;

}

header クラスと h3 要素のスタイルルールを組み合わせることで、以下の HTML 出力が headline 要素に対して作成されます。

グローバルスタイル ルールを定義する

CSS セレクターを使用することで、グローバルスタイルルール を SPS 全体に対して定義することができます。ルールは スタイルレポジトリ サイ

ドバー内で直接定義します。header クラスに対して、以下のようにグローバルスタイルルールを作成します:

1. デザインビュー がアクティブになっている状態で、 スタイルレポジトリ サイドバー 内のグローバルアイテムを選択します。

2. ツールバーの追加ボタンをクリックします。この操作により、ワイルドカードセレクター (*) に対して空のル

ールが作成されます。

3. ワイルドカードの代わりに .header と入力して、セレクターを置き換えます。

4. プロパティの color を展開して、color プロパティ値のドロップダウンリストから green を選択します（以下

のスクリーンショットを参照）。
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外部スタイルシートでも定義されているプロパティに対してグローバルスタイルルールの定義を行うと、グローバルルールのプロパティ値が優先的

に使用されます。そのため、以下の HTML プレビューではヘッドラインのコンテンツが緑色で表示されます。外部スタイルシートにて定義された

その他のプロパティは、（グローバルルールにより上書きされることなく）そのまま使用されます（この例では、font-family と font-weight）。

複数のコンポーネントに対してローカルスタイルを定義する

複数のコンポーネントに対してローカルスタイルを同時に定義することができます。作成中のデザインにて、ニュースアイテムのテキスト全体に

Arial フォントを使用したい場合、newsitem 要素を囲んでいる div コンポーネントをクリックして、 スタイル サイドバーのスタイルカラムにて、

「1 段落」を選択し、プロパティのフォントグループ内にある font-family に Arial を選択します。この操作により、それから派生した形式全

てが影響をうけることになります。
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デザインにて、dateline、synopsis、source ノードを囲んでいる３つの div コンポーネントを（Sh ift キーを押下した状態で各 div コンポーネン

トをクリックすることで）選択します。 スタイル サイドバー にて「3 段落」を選択し、プロパティのフォントグループにて、font-size を 10pt に指

定します（h3 コンポーネントは必須項目の font-size 12pt となっているため、選択されませんでした）。

のスタイルカラムにて「1 段落」を選択します。プロパティのフォントグループにて、font-weight を bold にセットして、font-style を italic に指

定します。プロパティの色グループにて、color を gray に指定します。dateline の出力は以下のようになります:  スタイル サイドバー のスタイ

ルカラムにて「1 段落」を選択します。プロパティのフォントグループにて、font-weight を bold にセットして、font-style を italic に指定しま

す。プロパティの色グループにて、color を gray に指定します。dateline の出力は以下のようになります:

div コンポーネントに対して定義されたスタイルが、div コンポーネント内にある静的なテキストに対しても適用されます。

単一のコンポーネントに対してローカルスタイルを定義する

単一のコンポーネントに対して定義されたローカルスタイルは、SPS 内で定義されたより高次のコンポーネントをオーバーライドします。デザイン

にて headline 要素を選択し、（スタイルプロパティの色グループ内にある color プロパティに対して）navy 色を割り当てます。ローカルで定義さ

れたプロパティ (color:navy) により、.header クラスに対して定義されたグローバルスタイル (color:green) がオーバーライドされます。 

source 要素を囲んでいる div コンポーネントを選択します。 スタイル サイドバー にて「1 段落」アイテムを選択し、（スタイルプロパティの色グ

ループにある）color プロパティにて gray をセットします。スタイルプロパティのフォントグループにて font-weight の値を bold へ変更します。こ

れらの値は静的なテキストに対して適用されます。前のセクションにて、font-style の italic が静的テキストの "Source:" に対して適用され

たのを思い出してください。新たなプロパティ（font-weight:bold と color:gray）が font-style:italic プロパティとは別に追加されます。

 

デザインビューにて source 要素の（コンテンツ）プレースホルダを選択します。スタイルカラムにて「1 コンテンツ」を選択し、（スタイルプロパティの

色グループにある）color プロパティに black をセットします。その後、プロパティのフォントグループにある font-weight に対して normal を選択

します。新たなプロパティが source 要素のノードに対応したコンテンツプレースホルダノードに適用され、

div コンポーネントに対して定義されたプロパティがオーバーライドされます（以下のスクリーンショットを参照）。

フォーマットを完成する

このセクションにてフォーマットを完成させるにあたり、synopsis 要素の div コンポーネントを選択し、ツールバーの 定義済みのフォーマット コン

ボボックスにて p を選択します。この操作により HTML の p 要素のスタイルがブロックに対して適用されます。HTML プレビューは以下のよう

になります:

操作が完了した後に、ファイルを保存してください。
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リンク

· 次のセクション: 自動計算の使用 

· 前のセクション: 静的コンテンツの挿入 

· チュートリアル スタートページ 

· CSS スタイルと作業 
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3.5 自動計算の使用

自動計算 は、XML 内にあるデータをベースに更なる情報を提示するためのパワフルなメカニズムです。このセクションでは、デザインに対して、

XML ドキュメント内にあるニュースアイテムの総数と、ニュースアイテムによりカバーされた期間という、２つの情報を追加します。どちらの情報も

XML ドキュメント内に記述されていませんが、利用可能なデータから計算し、操作することで得ることができます。

ユースアイテムのノードを数える

デザインにて、以下を行います:

1. 以下のスクリーンショットに示されるように、空白行を挿入します（この場所に自動計算が配置されます）。

Return キーを押下して新たな行を追加して、その下に水平線を追加します（以下のスクリーンショットを参

照）。

2. 上にスクリーンショットに示されているように、"Total number of news items: " という内容の静的なテキストを

入力します。

3. 静的テキストに対してローカルなスタイルルールを適用します。 コンテンツのフォーマットに記述されている操作を行い

ます。

4. コロンの後にカーソルを配置して、「挿入 | 自動計算を挿入 | 値」を選択します。XPath 式 の編集ダイアログ

 ダイアログが表示されも明日（以下のスクリーンショットを参照）。デザインを右クリックして、コンテキストメニューからコマンドを選択す

ることもできます。
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5. スキーマツリーにて newsitems がコンテキストノードとしてハイライトされていることに注目してください。条

件式テキストボックスにて、count(newsitem) という条件式を入力するか、条件式テキストボックス以下にあ

る入力ヘルパーペインを使用して条件式を構築することができます。関数のシーケンスグループにある

count 関数をダブルクリックすることで条件式ペインに関数が入力されるので、関数のかっこ内にカーソル

を配置して、スキーマツリーの newsitem ノードをダブルクリックしてください。評価ボタンをクリックすること

で、XPath 条件式の戻り値を確認することができます。評価の結果が結果ペインに表示されます（以下の

スクリーンショットを参照）。XPath 条件式の編集ダイアログに関する詳細については、 次のセクションを参照し

てください:  XPath 式を編集。
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6. 「OK」 をクリックして完了します。デザイン内のカーソル位置に自動計算が挿入されます（以下のスクリー

ンショットを参照）。ローカルスタイルにより自動計算をフォーマットすることができます。

HTML 出力 は以下のようになります:
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ニュースアイテムによりカバーされた期間を表示する

ニュースアイテムによりカバーされた全ての期間は、一番古い記事の月日と、一番新しい記事の月日により求めることができます。以下にある

ような XPath 条件式により、このような処理を行うことができます。以下に示される最初の条件式により、date ノードのコンテンツが単純に出

力され、２番目の条件式により date ノードにある年や月だけが出力されるようになります。どちらの条件式も使用することができます。

· concat(min(//date), ' to ', max(//date)).

· concat(month-from-date(min(//date)), '/', year-from-date(min(//date)), ' to ',

month-from-date(max(//date)), '/', year-from-date(max(//date)))

デザインにて、以下に示されるように静的テキストと自動計算が挿入されます。希望するローカルスタイルを適用することができます。

HTML プレビューは以下のように表示されます:

操作が完了した後にファイルを保存してください。

リンク

· 次のセクション: 条件を使用する 

· 前のセクション: コンテンツのフォーマット 

· チュートリアル スタートページ  



78 クイックスタートチュートリアル 条件の使用

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

3.6 条件の使用

QuickStart.xml では、各 newsitem 要素内に metainfo 子要素が含まれており、その中に１つ以上の relevance 子要素を含めることがで

きます。各 relevance ノードには、ニュースアイテムの類似性を表す見出しが含まれます。その他に

も、 /presswatch/selection/byrelevance というノードがあります。このノードのコンテンツには関連する見出しが含まれており、どのニュース

アイテムを表示するか決定することができます。例えば、byrelevance ノードのコンテンツが NanoPower となっている場合、NanoPower という

コンテンツを含む relevance ノードを持った全てのニュースアイテムが表示されます。条件により（ノードをルックアップすることで）byrelevance ノ

ードのコンテンツがテストされ、ユーザーの各選択に対して対応する処理や表示を行うことができるようになります。このセクションでは、ユーザー

の選択にマッチした relevance 要素が含まれるこれらニュースアイテムを表示するための条件テンプレートを作成します。

以下のように操作を行います:

1.  which  byrelevance ノードの値を表示する コンボボックスを作成します。コンボボックスのドロップダウンリス

トに表示される値は、XPath 条件式により取得され、relevance ノードのユニークな値からなるリストを動的

に作成します。

2. newsitem 要素の周りに条件を挿入します。この条件により、byrelevance ノードのコンテンツにマッチした

relevance 要素を含む全ての newsitem 要素が選択されます。条件の分岐に囲まれたコンテンツのことを、

条件テンプレートと呼びます。

3. 条件テンプレート内にて、ニュースアイテムの各 relevance ノードを表示します。

4. byrelevance 要素にマッチした（relevance 要素のリスト内にある）relevance 要素をハイライトします。この操作

は、relevance 要素に対する条件を作成し、条件テンプレートに対してフォーマットを適用することで実現で

きます。

5. newsitem 要素に対する条件内に、全てのニュースアイテムを選択する分岐を挿入します。

ユニークなノード値を選択するコンボボックスを作成する

XML ドキュメントでは、ユーザーの選択が /presswatch/selection/byrelevance 内に含まれます。 コンボボックスとしてこのノー

ドを作成します。 手順は、以下のとおりです:

1. ドキュメントの先頭にある2番目の 自動計算 の下に "Select by relevance: " という静的テキストを挿入します

（以下のスクリーンショットを参照）。

2. （以下のスクリーンショットにて示される） スキーマツリー サイドバー から、byrelevance ノードをドラッグし、先ほど新た

に入力した静的テキストの後にドロップします。
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3. コンテキストメニューが表示されるので、コンボボックスの作成を選択します。以下のダイアログが表示さ

れます。



80 クイックスタートチュートリアル 条件の使用

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

4. コンボボックスの編集ダイアログにて、「XPath 条件式を使用」を選択し、「XML 値ならびに閲覧可能なエ

ントリーに対して同一の XPath を使用」を選択します。XML 値ならびに閲覧可能なエントリーに対する

XPath にて、 distinct-values(//relevance) という XPath 条件式を入力します。この条件式により、XML ド

キュメント内における全ての relevance 要素のユニークな値が選択されます。 relevanceノードの値は HTML

コンボボックスに表示されるものの、HTML プレビューで値の選択を行なっても、XML ドキュメント内のノー

ドコンテンツが影響を受けることは無い点に注意してください。HTML ドキュメントは XML ドキュメントを変

換することで得られる出力で、入力を受け取る事はありません。ここでは、コンテンツの表現を行う手段と

してコンボボックスを使用しました。

5. 「OK」 をクリックして完了します。コンボボックスが挿入され、デザインは以下のように表示されます：

6. HTML プレビュー へ切り替えます。コンボボックスの矢印をクリックすると、全ての relevance ノードにあるユニークな値がリ

スト表示されます。XML ドキュメントの内容が合致するか確認してみてください。このリストは動的に生成さ

れ、XML ドキュメントに新たに加えられた relevance 値も反映されます。

条件を挿入することで選択された relevance に対するニュースアイテムを表示する

 /presswatch/selection/byrelevance 要素内で metainfo/relevance 要素を持った newsitem 要素が選択されます。以

下のように条件を挿入します：

1. デザインの newsitem におけるコンテンツを選択します（以下のスクリーンショットにおけるハイライト箇所）。
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2. メニューコマンド（またはコンテキストメニューコマンド）から「 タグで囲む | 条件 」を選択します。これにより XPath 式

の編集ダイアログが表示されます。

3. metainfo/relevance=/presswatch/selection/byrelevance という条件式を入力します。条件式により、現在の

newsitem の metainfo/relevance 子孫が、（ユーザーの選択値である）/presswatch/selection/byrelevance に一致す

る場合に真となります。

4. 「OK」 をクリックします。newsitem 要素のコンテンツの周りに条件が作成されます（以下のスクリーンショットを

参照）。

この段階では条件分岐が１つしかない点に注目してください。条件の結果が真となるニュースアイテムが表示され、条件の結果が真とならない

ニュースアイテムは表示されません。この場合、条件はフィルターとして機能します。このセクションの後半では、２番目の条件分岐を追加しま

す。

relevance ノードをリストとして挿入する

各 newsitem 要素の relevance ノードを表示するためには、以下の操作によりこれらノードをデザイン内に挿入します（以下のスクリーン

ショットを参照）：
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1. source 要素の div タグと条件テンプレートの終了との間に改行を作成します。

2. "relevance:" という静的テキストを入力し、その回りに定義済みフォーマットの div を作成します。

3. スキーマツリー サイドバー のルート要素ツリーから relevance 要素をドラッグし、relevance: 静的テキストの下にドロップしま

す。

4. リストを作成します（コンテキストメニューが表示されるので、箇条書きの作成を選択し、目的のフォーマットを選

択します）。

5. リストのコンテンツに対してテキストのフォーマットを指定します。デザインは以下のようになります：

ここで HTML プレビューにて、コンボボックスの選択肢を変更することで relevance の選択結果を確認してください。 以下を行います:  (i)

XML ドキュメント内の byrelevance ノードの値を変更する。 (ii) XML ドキュメントを保存する。 (iii) StyleVision 内で SPS を開

きます。

選択された relevance 要素を太字にする

ニュースアイテムによっては、複数の relevance 要素を含むものもあります。そのような場合、ユーザーの選択に合致した relevance をハイラ

イトすることで、デザインを改善することができます。以下の操作によりデザインを拡張します：

1. デザイン内の relevance 要素を選択します。

2. .=/presswatch/selection/byrelevance という XPath 条件式とともに、条件を挿入します。この操作により、分岐が１

つの条件が作成され、byrelevance 要素にマッチする relevance 要素が選択されます（以下のスクリーンショットを

参照）。
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3. コンテンツプレースホルダを選択し、ローカルのフォーマットとして（フォントグループから）太字を表す bold と、

（色グループから）背景色の background-color に yellow を（スタイルサイドバーにて）指定します。

4. 条件を右クリックして、コンテキストメニューから条件分岐のコピーを選択します。

5. XPath 式 の編集ダイアログ にて、（ダイアログ右上にある）「それ以外」のチェックボックスをクリックします。

6. 「OK」 をクリックして完了します。新たな（その他）の条件分岐が作成されます（以下のスクリーンショットを参

照）。この条件分岐では、byrelevance 要素にマッチしない全ての relevance 要素が選択されます。

7. その他の条件分岐にあるコンテンツは、最初の条件分岐からのコピーとなります。コンテンツのプレースホルダ

には太字で黄色の背景色が与えられます。コンテンツプレースホルダを選択し、これらのフォーマット情報を削

除してください。

これで、relevance 要素に対して以下のような動作を行う２つの条件分岐を持った条件が作成されました： relevance のコンテンツ

が /presswatch/selection/byrelevance のコンテンツにマッチすれば relevance のコンテンツが太字に黄色の背景色で表示され、それ以

外の場合は、（２番目の条件分岐により）通常のフォーマットでコンテンツが表示されます。 HTML プレビューにて動作を確認してください。

コンボボックスを修正して、2番目の条件分岐を挿入する

コンボボックス内の、全てのニュースアイテムを選択するオプションが表示されていません。以下の操作により、全てのアイテムを選択するオプショ

ンを加えることができます：

1. デザインビューにてコンボボックスを選択します。

2. プロパティサイドバーにてコンボボックスが選択された状態で、（コンボボックスグループ内にある）コンボボック

ス入力値プロパティの編集ボタンをクリックします。

3. コンボボックスの編集 ダイアログにて、XPath 条件式を distinct-values(//relevance) から、distinct-values(//relevance), 'All'

へ変更します。この操作により、"All" という文字列が XPath 条件式により返されるアイテムのシーケンスに追

加されます。

4. HTML プレビュー にてコンボボックスのドロップダウンリストの選択肢を確認します（以下のスクリーンショットを参

照）。(下のスクリーンショット).
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 値 All を byrelevance ノードを入力することができます。 byrelevance ノードに "All" という値が含まれる場合、全て

のニュースアイテムが表示されるようになります。

ニュースアイテムテンプレートを表示する条件には metainfo/relevance=presswatch/selection/byrelevance という分岐だけが与えられて

います。metainfo/relevance ノードに All という値は無いため、byrelevance ノードにて All という値が選択されても、ニュースアイテムは表示

されません。そこで、All という値に対してマッチする２番目の条件分岐を作成する必要があります。条件の結果が真となった場合に、条件分

岐にあるテンプレートが表示されます。以下の操作をおこなってください:

1. デザインビューにて、ニュースアイテムの条件を選択します。

2. 条件を右クリックして、コンテキストメニューから条件分岐のコピーを選択します。

3. XPath 式 の編集ダイアログ に /presswatch/selection/byrelevance='All'と入力します。

4. 「OK」 をクリックして完了します。２番目の分岐が作成されます。

２番目の条件分岐には、最初の分岐と同一のコンテンツが含まれます。   byrelevance ノードのコンテンツが Al l  の場合、2番目の分

岐にはニュースアイテムテンプレートの出力を行います。

操作が完了した状態でファイルを保存してください。

リンク

· 次のセクション: グローバルテンプレートとその他のコンテンツの使用 

· 前のセクション: 自動計算の使用 

· チュートリアル スタートページ 

· 条件 
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3.7 グローバルテンプレートとその他のコンテンツの使用

グローバルテンプレート を使用することで、グローバルな要素の処理を指定することができます。この機能により、（１つの場所で定義された）グ

ローバルテンプレートを、スタイルシート内の複数の場所で使用することができるようになります。グローバルテンプレートは２種類の方法で使用

することができます:

· グローバルテンプレートのルールをローカルテンプレートへコピー。

· （メインテンプレート内にある）ローカルテンプレートから、ローカルにあるノードの処理をグローバルテンプ

レートへ渡すことができます。グローバルテンプレートが実行されると、メインテンプレートにて処理が再開

されます。この場合、グローバルテンプレートが、メインテンプレートから呼び出された、または使用された

ことになります。

メインテンプレートからグローバルテンプレートを呼び出すには、２つのメカニズムがあります:

· ローカルテンプレートからグローバルテンプレートへの参照。

· メインテンプレート内にあるその他のコンテンツ (rest-of-contents) 処理命令を、現在の要素の子孫要素（つまり

現在の要素から見たその他のコンテンツ）へ適用。子孫要素に対応したグローバルテンプレートが存在する場

合、その要素に対してグローバルテンプレートが適用されます。そうでない場合、内蔵のテンプレートがその要素

に対して適用されます。要素に対する内蔵のテンプレートにより子要素が処理され、要素のテキストコンテンツが

出力されます。結果として、子孫要素にある全てのテキストコンテンツが出力されます。要素の属性は出力され

ないという点に注意してください。

このセクションでは、その他のコンテンツ処理命令と グローバル要素の member に対するグローバルテンプレートを使用します。 

rest-of-contents （その他のコンテンツ）処理命令を挿入する

スキーマの大まかな構造を以下のスクリーンショットに示します。

ドキュメント要素の presswatch には、(i) selection、(ii) newsitems、(iii) team という３つの子要素が含まれています。これまで作成した

メインテンプレートでは /presswatch 要素が処理されます。presswatch 要素内では newsitems 要素だけが処理されます。selection な

らびに team 要素は（selection は newsitems 要素内部で処理されているものの）presswatch 要素内部で処理されません。presswatch

へその他のコンテンツ処理命令を挿入することで、selection ならびに team 要素が処理されるようになります。
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newsitems と presswatch の終了タグ間にカーソルを配置し、メニューコマンドまたはコンテキストメニューから 挿入 | その他のコンテンツ を

選択することで、デザインへその他のコンテンツ処理命令が挿入されます。その他のコンテンツプレースホルダが挿入されます（以下のスクリーン

ショットを参照）。

HTML プレビューを確認すると、テキストの文字列が表示されているはずです（以下のスクリーンショットを参照）:

内蔵のテンプレートを selection ならびに team 要素へ適用した結果、この文字列が表示されます。要素に対応した内蔵のテンプレートが

子要素の処理を行います。テキストノードに対する内蔵のテンプレートにより、テキストノード内にてテキストが出力されます。これら２つの内蔵

テンプレートを組み合わせることで、selection ならびに team 要素以下にある全ての子孫ノードのテキストコンテンツが出力されます。

selection/byrelevance から得られた All というテキストが表示され、team/member 子孫ノードの first、last、email 内にあるテキストが、ド

キュメント内の順序により出力されます。member の id 属性は出力されていないことに注目してください（属性は member の子とは見なされ

ません）。

selection に対してグローバルテンプレートを作成する 

selection のコンテンツを出力に含める必要は無いため、selection に対して空のグローバルテンプレートを作成し、そのコンテンツが処理され

ないようにします。以下の操作を行なってください:

1. デザインビューが表示されている状態で、 スキーマツリー サイドバー内にある全てのグローバル要素の selection を右

クリックします。

2. コンテキストメニューから、グローバルテンプレートの作成/削除を選択します。selection に対するグロー

バルテンプレートが作成されます（以下のスクリーンショットを参照）。

3. グローバルテンプレートにてコンテンツプレースホルダをクリックし、キーボードの Delete キーを押下しま

す。コンテンツプレースホルダが削除されます。

4. HTML プレビューをチェックします。All というテキストが出力されたテキストに表示されなくなります（以下の

スクリーンショットを参照）。

selection のグローバルテンプレートが空になっているため、selection の子要素が処理されなくなります。

team/member に対してグローバルテンプレートを作成する 

ここでメンバーの詳細情報を表示するテーブルを作成します。team 要素に対するグローバルテンプレート内にテーブルを作成します。以下の

操作を行なってください:
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1. team 要素に対するグローバルテンプレートを作成します（スキーマツリーサイドバーにある全てのグローバル要

素にて team を右クリックし、グローバルテンプレートの作成/削除を選択します）。

2. 全てのグローバル要素リストにて、team 要素を展開して、member 子要素を（デザイン内の）team グローバルテ

ンプレートへドラッグします。

3. team のグローバルテンプレートへドロップした際にコンテキストメニューが表示されるので、テーブルの作成を

選択します。動的テーブルの作成ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

4. 属性/要素のリストにて、@id、department、telephone の選択を外し、「OK」 をクリックします。動的テーブルが作

成されます。

5. カーソルをテーブルボディーのセルに配置して、 プロパティ サイドバーのテーブルが選択されている状態で、以下のスクリーン

ショットに示されているようにテーブルのプロパティを変更します。
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6. その他の値を、プロパティならびにスタイルサイドバーにて指定します。例えば、ヘッダー行へカーソルを配置し

た状態で、スタイルの trow を選択し、bgcolor プロパティの値を指定します。静的テキストの文字列であるヘッダ

ーを編集することもできます。team 要素のコンテンツプレースホルダが表示されている場合、コンテンツ部分を

削除してください。

HTML プレビューでは、テーブルが以下のように表示されます:

リンク

· 次のセクション: おしまい! 

· 前のセクション: 条件を使用する 

· チュートリアル スタートページ 

· 出力の構造 
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3.8 おしまい！

おめでとうございます！これでチュートリアルは終了です。以下にあるような、SPS を作成する際に最も重要な内容を学習したことになります

:

· ドキュメントの構造を作成 する方法、 (メインのテンプレート と グローバルテンプレート)。

· 動的 と 静的  SPS コンポーネントを使用して、動的ならびに静的なコンテンツをデザイン内部へ挿入する方法。

· 外部スタイルシート、グローバルスタイルルール、とローカルスタイルルールにて、CSS スタイルを使用する方法。

· 自動計算 を使用して、XML データ内部の情報を取得する方法。

· 条件 を使用して、XML データのフィルタリングや、XML から得られたデータに従った出力を得る方法。

· グローバルテンプレート と その他のコンテンツを使用する方法。

これら機能の詳細な説明については、以下にあるセクションを参照ください:

· SPS ファイル:  コンテンツ 

· SPS ファイル:  構造 

· SPS ファイル:  高度な機能 

· SPS ファイル:  プレゼンテーション 

· SPS ファイル:  追加機能 

上記のセクションでは、このチュートリアルでは触れられなかったその他の  StyleVision 機能についても解説されます。

リンク

· 次のセクション: コンテンツのフォーマット 

· 前のセクション: 動的なコンテンツの挿入 

· チュートリアル スタートページ  
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4 使用方法の概要

目的

StyleVision で作成された SPS ドキュメントを使用することで、HTML に対応した XSLT スタイルシートを生成することができます。SPS

から生成されたスタイルシートを使用することで、SPS のそれと同じスキーマをベースにした任意の XML ドキュメントを変換することができま

す。

SPS 作成のステップ 

SPS を作成するためのステップ概要を以下に示します：

1. 新たに作成された空の SPS に対してスキーマを割り当て ます。スキーマとは、(i) スキーマファイル（DTD または XML ス

キーマ）、(ii) DB から生成された XML スキーマ（Enterprise ならびに Professional Edition のみ）、(iii) XBRL タクソノミ

をベースにしたスキーマ（Enterprise Edition のみ）、(iv) ユーザー定義スキーマ（StyleVision にて直接作成）のいずれかにな

ります。この操作はデザイン概要サイドバーにて行うことができます。 または、ファイル | 新規作成 コマンドにより、スキーマ

から直接新規 SPS を作成することもできます。

2. SPS に作業用 XML ファイルを割り当てます。作業用 XML ファイル  により、  出力プレビューを生成する時に SPS にて処理

される XML データが与えられます。作業用 XML ファイル が デザイン概要サイドバー にて割り当てられ、 新たなスキーマに対す

る作業用 XML ファイルにより出力を  StyleVision でプレビューすることができます。

3. 使用する XSLT のバージョンを選択します。

4. Internet Explorer の互換性 を選択して、インストールされている Internet Explorer のバージョンに合致するようにします。

5. デザインビュー では、様々なデザインコンポーネントにより SPS ドキュメントをデザインすることができます。デザインの作業 はドキュ

メント構造の作成と、 表示プロパティの定義から構成されます。

6.  出力のテストを行います。デザインへの修正が必要とされる場合、修正を行った後に SPS を再度テストし

ます。

7. XSLT ファイルや 出力ファイル が必要とされる場合、それらのファイルを 生成します。

関連項目

· SPS ファイル構造  
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4.1 SPS  とソース

新規 SPS ファイルを作成する

SPS ドキュメントを新たに作成するには、「 ファイル | 新規作成 (Ctrl+N) 」コマンド以下のオプションを選択するか、 標準 ツールバーに

ある新規デザインアイコン   をクリックします。新規 SPS ドキュメントが作成され、デザインビューに表示されます。新規ドキュメント

には、SPSX.sps という仮の名前が与えられ、X にはアプリケーションが開始されてから作成された新規ドキュメントの順番に応じた整数が与

えられます。

新規 SPS ドキュメントを作成した後には SPS のソースファイルを割り当てる必要があります。

SPS に対してソースファイルを割り当てる

SPS に対して割り当てることのできるソースファイルは以下の ２ 種類あります :

· スキーマソース 

· 作業用 XML ファイル 

これらソースファイルの割り当ては、 デザイン概要サイドバーにて行うことができます。割り当てを行う方法については、デザイン概要 のセクショ

ンで記述されます。各種ソースファイルに関する重要な事柄を以下に示します。

スキーマソース

デザインドキュメントの構造を作成するには、SPS へ少なくとも１つのスキーマソースファイルを割り当てる必要があります。 スキーマソースは、

デザイン概要サイドバー 内で割り当てられます。 スキーマは、 XML スキーマ ファイル (.xsd ファイル)、 XML ファイルより生成された XML

スキーマ、 DTD、 または、 ユーザー定義スキーマであることができます。作業用 XML ファイル  を割り当てることができます。

メモ: SPS や、SPS から生成された XSLT スタイルシートへ名前空間を追加したい場合、SPS がベースとしてい

る XML スキーマ内にあるトップレベルの schema 要素へ名前空間を追加する必要があります。

作業用 XML ファイル

 は、作業用 XML ファイル を割り当てることができます。 作業用 XML ファイル から StyleVision 内部の出力プレビューで使用さ

れる XML データソースが与えられるため、割り当てられているスキーマに対して妥当である必要があります。作業

用 XML ファイル は、 デザイン概要サイドバーにて割り当てられます。

関連項目

· スキーマツリー 
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4.2 デザインの作成

SPS では以下のような事柄を指定することができます：

1. コンテンツ （XML ドキュメントまたは DB から得られた）のうち、どれが出力されるか。更に、コンテンツを直接 SPS へ挿

入することで、出力に含めることができます。

2. 出力の構造がどのように行われるか、および

3. 出力の様々なパーツに対して適用される表示 (フォーマット) プロパティの内容 です。

出力のコンテンツ

出力のコンテンツは以下のアイテムから得られます：

1. SPS が適用される XML ドキュメント スキーマツリー サイドバー内の関連するスキーマツリーから目的の XML データノードをド

ラッグし、SPS 内の目的の場所にドロップすることで、 XML ドキュメント から得られたコンテンツが SPS に含まれます。

2. アプリケーションからアクセスすることのできる、拡張された (つまり、 StyleVision 自動計算内にある XPath

2.0 の doc() 関数を使用することで、外部 XML ドキュメントソースから得られたコンテンツへアクセスする

ことができます。XPath 条件式内にある doc() 関数によりアクセスされた XML ドキュメントが、 スキーマソース

 の関連付けにより参照されている必要はありません。

3. SPS そのもの。テキストならびに（イメージやテーブルといった）その他のコンテンツは、キーボードや GUI

に備わっている機能を使用することで、SPS 内に直接挿入することができます。これら入力は XML ドキュ

メントとは独立したものです。.

4. XPath 条件式により処理された動的（XML ソースの）データ。処理は通常 自動計算により行われます。

5. HTML 出力に対して、コンテンツ生成のために JavaScript 関数 を使用することができます。

出力の構造

SPS デザインでは、以下の方法により 出力の構造 を指定することができます： (i) XML ドキュメントの構造とは独立した 入力レ

ベルテンプレート (StyleVision のメインのテンプレート) にて出力構造を指定、(ii) (StyleVision のグローバルテンプレート 等の) 

様々なノードに対してテンプレートルールを宣言し (iii) これら２つのアプローチを組み合わせたもの。デザインビューでは メインのテンプレート と

グローバルテンプレート を使用することで、出力ドキュメントに対して使用する目的の構造を取得することができます モジュール SPS と デザ

インフラグメント を使用することで、SPS に更なる柔軟性が追加されます。

出力の表示 (フォーマット)

デザインビューでは、CSS スタイルにより表示プロパティがデザインコンポーネントへ適用されます。スタイルの定義はコンポーネントに対してロー

カルレベルで行うことができるほか、ドキュメントレベルで宣言された HTML セレクターや、外部 CSS スタイルシートにて宣言された HTML

セレクターに対して行うことができます。 更に 定義済みのフォーマットを使用することで、特定の HTML 要素をコンポーネントに対して適用す

ることができます。表示プロパティの指定に関する詳細については、 表示の方法のセクションを参照ください。

関連項目

· SPS ファイル構造 

· デザインビュー 



94 使用方法の概要 XSLT と XPath のバージョン

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

4.3 XSLT と XPath のバージョン

SPS  とは XSLT スタイルシートと同様の機能を持っています。各  SPS に対して 1.0、2.0、または 3.0 の XSLT バージョンを指定する

必要があり、適切なツールバーアイコンの  または  または  をクリックすることで選択を行うことができます。この選択により、２つの

ことが決定されます：

· StyleVision  に搭載されているどの XSLT エンジンが変換に使用されるのか。 StyleVision には XSLT

1.0、 XSLT 2.0、と XSLT 3.0 という異なるエンジンが搭載されています。

· どの XSLT (1.0、2.0、または 3.0) の機能がインターフェース上に表示され、 SPS で使用できるようになるの

か。例えば、XSLT 3.0 では XPath 3.0 が使用されるため、（XSLT 1.0 で使用される）XPath 1.0  または （XSLT

2.0 で使用される）XPath 2.0 に比べてより強力な機能を使用することができます。更に、目次機能といっ

た SPS の機能は  XSLT 2.0 と XSLT 3.0 でのみ利用することができます。

XSLT 変換

StyleVision  における XSLT 変換は、 (i) インターフェースにて 出力ビュー を生成するため、そして (ii)  インターフェイス内部 と

StyleVision Server から(HTML) の出力ファイルの生成と保存 を行うために使用されます。変換に使用される XSLT エンジン (Altova

XSLT 1.0、2.0、または 3.0 エンジン) のバージョンは、 SPS で選択されたのバージョンにより決定されます。

GUI における XSLT の機能

XSLT の各バージョンで利用することのできる機能の大半は、対応する XPath のバージョンに関連しています (XSLT 1.0 のために

XPath 1.0、 XSLT 2.0 のために XPath 2.0、 XSLT 3.0 のために XPath 3.0 が使用されます)。 XPath 条件式は

StyleVision 内の様々な場所 -特に 自動計算 と 条件テンプレート- で使用されており、インターフェースに備えられている機能を、XPath

条件式の構築に役立てることができます。選択された XSLT のバージョンに従うかたちで、正しい XPath の機能をインターフェースで自動的

に利用することができるようになります。

関連項目

· 生成されたファイル 

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
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4.4 Internet Explorer の互換性

SPS デザインを（デザインビューにて）正確に表示し、プレビューを（HTML プレビュー）出力するには、StyleVision をお使いのコンピューター

上に Internet Explorer (IE) をインストールする必要があります。サポートされている IE のバージョンを以下に示します：

· Internet Explorer 5.5 または以降。

· Internet Explorer 6.0 および以上では XML のサポートが改善されているため推奨されます。

· Internet Explorer 9 (IE9) 以上では、サポートされるイメージフォーマットの拡張や、新たな CSS スタイルな

ど、更に機能が追加されています。デザインにてこれらの新たな機能を使用する場合、IE9 の使用を検討

したほうが良いでしょう。

IE9 の機能-StyleVision におけるサポート

以下にある IE9 以降の機能が StyleVision でサポートされます：

· 新たなイメージフォーマットのサポート： TIFF、JPEG、XR、SVG（SVG ドキュメントは XML 形式で記述され

ており、SVG 名前空間内にある必要があります）。これらのイメージフォーマットは IE9 では表示されるも

のの、それより古いバージョンの IE では表示されません。出力にてサポートされているイメージのリストに

ついては、 イメージ型 と出力を参照ください。

· 以下にある、（CSS3 を含む）新たな CSS スタイルのサポート。これらスタイルは、 HTML 出力に対してのみ適

用されます。

§ background-clip 

§ background-origin 

§ background-size 

§ box-sizing 

§ box-shadow 

§ border-radius (border-*-radius) 

§ font-stretch 

§ ruby-align 

§ ruby-overhang 

§ ruby-position 

§ overflow-x, overflow-y 

§ outline (outline-color, outline-style, outline-width) 

§ text-align-last (partial) 

§ text-overflow (partial) 

· 新たに追加された CSS の長さに関する関数： calc()。

· 新たに追加された CSS の色に関する関数： rgba()、hsl()、hsla() 。

· 新たに追加された CSS の長さユニット： rem、vw、vm、vh、ch。

· IE9 にてサポートされる HTML5 要素を、 ユーザー定義要素としてデザインへ挿入することができます。

デザインビューと IE バージョン

プロパティ ダイアログにて IE のバージョンを指定することで、特定の IE バージョンに互換性のあるかたちでデザインビューを使用することができ

ます。以下の影響が発生します。

· 選択された IE のバージョンでレンダリングすることができる CSS スタイルは全て、StyleVision のスタイル

サイドバーに表示されます（IE9 を選択して、サポートされている CSS スタイルとデザインインターフェース

で使用する場合、IE9 がインストールされている必要があります）。例えば、IE9 がインストールされている

状態で IE9 が互換バージョンとして選択されている場合、IE9 でサポートされている CSS3 をデザインイン

ターフェース内で使用することができます。
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· 選択された IE バージョンに対応する HTML 要素は、 定義済みのフォーマット または ユーザー定義要素 として入力

することができます。HTML 要素は 
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4.5 生成されたファイル

StyleVision では、「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンドまたは  StyleVision Server を使用し、 XSLT スタイルシート と

出力ファイルを生成することができます。

StyleVision からは以下のファイルを生成することができます:

· SPS デザインをベースにした XSLT スタイルシート。のために生成されます。

· 作業用 XML ファイル を処理して生成されるファイルは、 SPS から生成された XSLT スタイルシート を使用して SPS 内で割

り当てられます。

出力のマークアップは SPS 内部に含まれています。出力に使用されるデータは XML ドキュメント 内部に収められています。マークアップとデ

ータは、XSLT スタイルシートにより結び付けられます。StyleVision の出力ビューでは、XSLT スタイルシートと実際の出力の両方をプレ

ビューすることができます。

メモ: SPS や、SPS から生成された XSLT スタイルシートに名前空間を追加する場合、SPS がベースとしている

XML スキーマのトップレベルにある schema 要素にて名前空間を追加する必要があります。

Altova W eb サイト:   XML レポート

生成されたドキュメントに関する重要なポイントを以下に示します:

· HTML 出力とスタイルシート:  (1) 生成された HTML ドキュメントのフォーマットとレイアウトは、 StyleVision 内部で確認す

ることのできる ほぼ同一のものになります。(2) HTML ファイル内のデータ入力デバイス（テキスト入力フィールドやチェックボック

スなど）では入力が受け付けられることはありません。これらデータ入力デバイスは、Authentic View にて XML データの入

力を行うためのもので、HTML フォーマットでも同じように表示されはするものの、データ入力のために使

用することはできません。

関連項目

· ファイルメニュー | 生成されたファイルの保存  

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
https://www.altova.com/ja/stylevision/xml-reporting
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4.6 StyleVision におけるカタログ

StyleVision では、OASIS XML カタログメカニズムのサブセットがサポートされます。カタログ機能により、一般的に使われているスキーマ

（やスタイルシートなどのファイル）が、StyleVision によりローカルのユーザーフォルダーから取得されます。これにより全体的な処理スピードが

向上し、（ネットワークに接続していない状態でも）ユーザーはオフラインで作業することができるようになり、（URI の変更はカタログファイル内

部に限定されるので）ドキュメントのポータビリティーが向上します

StyleVision  におけるカタログ機能は以下のように動作します:

RootCatalog.xml

StyleVision が起動すると、検索を行うカタログファイルのリストが含まれる RootCatalog.xml という名前のファイルがロードされます。このファ

イルを変更し、nextCatalog 要素内にファイルを加えることで、検索を行うファイルを増やすことができます。各カタログファイルが検索され、カタ

ログファイルにて指定されたマッピングにより URI が解決されます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<catalog xmlns="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog"

  xmlns:spy="http://www.altova.com/catalog_ext"

  xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

  xsi:schemaLocation="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog Catalog.xsd">

  <nextCatalog catalog="%PersonalFolder%/Altova/%AppAndVersionName%/CustomCatalog.xml"/> 

  <nextCatalog catalog="CoreCatalog.xml"/>

  <!-- Include all catalogs under common schemas folder on the first directory level -->

  <nextCatalog spy:recurseFrom="%AltovaCommonFolder%/Schemas" catalog="catalog.xml"

spy:depth="1"/>

  <!-- Include all catalogs under common XBRL folder on the first directory level -->

  <nextCatalog spy:recurseFrom="%AltovaCommonFolder%/XBRL" catalog="catalog.xml"

spy:depth="1"/>

</catalog>

上記の表示にて、%AltovaCommonFolder% 変数により識別されたフォルダー以下の Schemas ならびに XBRL フォルダー内に、

catalog.xml という名前のカタログファイルが存在する点に注目してください（%AltovaCommonFolder% 変数の値は以下のテーブルにて与えら

れます）。

Altova Common フォルダー内にあるカタログファイルにより、（SVG や W SDL といった）広く使用されるスキーマや XBRL タクソノミの公

開ならびにシステム識別子から、ローカルに保存された対応するスキーマのコピーが指し示されます。これらスキーマは、StyleVision のインス

トール時に Altova Common フォルダーへインストールされます。エラーを起こす可能性があるため、これらファイル内にあるマッピングを複製

しないように注意する必要があります。

CoreCatalog.xml、 CustomCatalog.xml、 と Catalog.xml

上に示される RootCatalog.xml にて、CoreCatalog.xml ならびに CustomCatalog.xml が表示されている点に注目してください:

· CoreCatalog.xml には、Altova Common フォルダー内にあるスキーマを参照するための Altova 特有のマッピング

が含まれます。

· CustomCatalog.xml は、独自のマッピングを作成するためのスケルトンファイルです。CustomCatalog.xml には、任意

のスキーマに対するマッピングを追加することができますが、Altova Common フォルダー内のカタログファイルで

記述されていないものに限られます。OASIS カタログ機能でサポートされている要素を使用するようにしてくださ

い（下記参照）。

· Altova Common フォルダーには多くの Catalog.xml ファイルが含まれています。各ファイルは、Altova Common

フォルダー内にあるスキーマや XBRL タクソノミのフォルダー内部に収められており、それぞれ公開ならびにシス

テム識別子により、ローカル上に保存された対応するスキーマのコピーが参照されます。
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スキーマカタログファイルとスキーマの場所

RootCatalog.xml ならびに CoreCatalog.xml ファイルは StyleVision アプリケーションフォルダーへインストールされます。

CustomCatalog.xml ファイルは MyDocuments/Altova/StyleVision フォルダー以下に配置されます。各 catalog.xml ファイルは対応する

スキーマフォルダー内に収められており、これらスキーマフォルダーは、%AltovaCommonFolder%\Schemas ならびに %AltovaCommonFolder%

\XBRL 以下に配置されます。

シェル環境変数 と Altova 変数

シェル環境変数を nextCatalog 要素内で使用することにより、様々なシステム上の場所を指定することができます（上記の

RootCatalog.xml を参照）。以下のシェル環境変数がサポートされます:

%AltovaCommonFolder

%

C:\Program Files\Altova\Common2021

%DesktopFolder%

現在のユーザーのデスクトップフォルダーへのフルパス

%ProgramMenuFolder%

現在のユーザーのプログラムメニューフォルダーへのフルパス

%StartMenuFolder%

現在のユーザーのスタートメニューフォルダーへのフルパス

%StartUpFolder%

現在のユーザーのスタートアップフォルダーへのフルパス

%TemplateFolder%

現在のユーザーのテンプレートフォルダーへのフルパス

%AdminToolsFolder%

現在のユーザーの管理ツールを保管するファイルシステムフォルダーへのフルパス

%AppDataFolder%

現在のユーザーのアプリケーションデータフォルダーへのフルパス

%

CommonAppDataFolde

r%

全てのユーザーのアプリケーションデータを含むファイルフォルダーへのフルパス

%FavoritesFolder%

現在のユーザーのお気に入りフォルダーへのフルパス

%PersonalFolder%

現在のユーザーの個人用フォルダーへのフルパス

%SendToFolder%

現在のユーザーの SendTo フォルダーへのフルパス

%FontsFolder%

システムフォントフォルダーへのフルパス

%ProgramFilesFolder%

現在のユーザーの Program Files フォルダーへのフルパス

%CommonFilesFolder%

現在のユーザーの Common Files フォルダーへのフルパス

%WindowsFolder%

現在のユーザーの W indows フォルダーへのフルパス

%SystemFolder%

現在のユーザーの System フォルダーへのフルパス

%LocalAppDataFolder%

ローカル（非ローミング）アプリケーションに対するデータリポジトリとして機能するシステムフォルダーへのフルパス

%MyPicturesFolder%

ピクチャ ライブラリ（マイ ピクチャ）フォルダーへのフルパス
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カタログの動作方法:  DTD

カタログにより、DTD への呼び出しは通常ローカル URI へリダイレクトされます。カタログファイルにより、公開またはシステム識別子から対応

するローカル URI へのマッピングが行われます。XML ファイル内の DOCTYPE 宣言が読み込まれた場合、公開またはシステム識別子

が、カタログファイルによりローカルリソースへマッピングされます。

 

広く使用されているスキーマの場合、PUBLIC 識別子が通常既に定義されており、カタログファイル内の URI を適切なローカルコピーへマッピ

ングすることだけが必要になります。XML ドキュメントが解析（パース）されると、その中にある PUBLIC 識別子が読み取られます。カタログファ

イル内に目的の識別子がある場合、カタログファイル内の対応する URL がロードされ、その場所からスキーマが読み取られます。例えば、以

下にある SVG ファイルを考えてみましょう:

<?xml version="1.0" standalone="no"?>

<!DOCTYPE svg PUBLIC "-//W3C//DTD SVG 1.1//EN"

"http://www.w3.org/Graphics/SVG/1.1/DTD/svg11.dtd">

<svg width="20" height="20" xml:space="preserve">

  <g style="fill:red; stroke:#000000">

     <rect x="0" y="0" width="15" height="15"/>

     <rect x="5" y="5" width="15" height="15"/>

  </g>

</svg>

このドキュメントが読み取られると、その PUBLIC 識別子に対するカタログが検索されます。カタログファイルには以下のエントリーが含まれます

:

<catalog>

  ...

    <public publicId="-//W3C//DTD SVG 1.1//EN" uri="schemas/svg/svg11.dtd"/>

  ...

</catalog>

この場合、PUBLIC 識別子に対応するマッチが存在するため、SVG DTD へのルックアップが schemas/svg/svg11.dtd URI へリダイレクト

され（このパスはカタログファイルに対して相対的となります）、参照されたローカルファイルが DTD として使用されます。カタログ内の Public

ID に対するマッピングが存在しない場合、XML ドキュメント内の URL （上記の例の場合、

http://www.w3.org/Graphics/SVG/1.1/DTD/svg11.dtd）が使用されます。

カタログの動作方法:  スキーマ

StyleVision では、カタログにより XML スキーマのリダイレクトを行うことができます。XML インスタンスファイルでは、以下の例に

あるように、XML ドキュメントのトップレベルドキュメント要素内にある xsi:schemaLocation 属性にスキーマへの参照が行われます。 例え

ば、

xsi:schemaLocation="http://www.altova.com/schema/orgchart OrgChart.xsd"

通常、（上の例にて太字で示されている）属性値の URI には、実際に存在するスキーマの位置が記述されます。カタログによりスキーマが参

照された場合、実際に存在する XML スキーマを指し示す必要は無いものの、xsi:schemaLocation 属性の妥当性を満たすために何らか

の値を入力する必要があります。属性の URI 部分には、例えば hoge などの値を入力することでも、妥当性を確保することができます。

xsi:schemaLocation 属性値の名前空間部分（上の例における http://www.altova.com/schemas/orgchart）により、カタログ内にスキー

マを配置することができます。カタログでは、以下のエントリーにより名前空間部分をベースにしたスキーマの識別が行われます。

<uri name="http://www.altova.com/schemas/orgchart" uri="C:\MySchemas\OrgChart.xsd"/>

 によりサポートされるカタログサブセット

CustomCatalog.xml （又は StyleVision)にて読み取ることができるその他のカタログファイル）にてエントリーを作成する場合、以下にある

OASIS カタログ仕様の要素だけを使用するようにしてください。各要素と、その属性値に関する説明を以下に示します。より詳細な解説に



(C) 2015-2021 Altova GmbH

StyleVision におけるカタログ 101使用方法の概要

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

ついては、 XML カタログの仕様 を参照ください。各要素には xml:base 属性を含めることができ、その要素のベース URI を指定するのに使

用することができます。

· <public publicId="PublicID of Resource" uri="URL of local file"/>

· <system systemId="SystemID of Resource" uri="URL of local file"/>

· <uri name="filename" uri="URL of file identified by filename"/>

· <rewriteURI uriStartString="StartString of URI to rewrite" rewritePrefix="String

to replace StartString"/>

· <rewriteSystem systemIdStartString="StartString of SystemID"

rewritePrefix="Replacement string to locate resource locally"/>

殆どのスタイルシートに見られるように公開識別子が存在しない場合、system 要素によりシステム識別子を URL へ直接マッピングすること

ができます。更に uri 要素を使用することで、URI を他の URI へマッピングすることもできます。rewriteURI ならびに rewritsSystem 要素に

より、それぞれ URI やシステム識別子の書き換えを行うことが可能になります。この機能により、使用されるファイルパスを変更し、ターゲットの

フォルダーを変更することが可能になります。これら要素に関するより詳しい情報については、 XML カタログの仕様を参照ください。

詳しい説明

カタログに関する詳細は、次を参照してください:  XML カタログの仕様。

関連項目

· 生成されたファイル 

http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
http://www.oasis-open.org/committees/entity/spec-2001-08-06.html
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4.7 StyleVision 内のカタログ

The XML カタログ構造によりローカルフォルダーからファイルを抽出することが可能になり、—変更のためにカタログファイル URI のみが必要

になるため、に処理スピード全体が向上し、ドキュメントのポータビリティも向上します。詳細に関しては、カタログの機能のセクションを参照し

てください。

Altova の XML 製品は DTD と XML スキーマなど共通に使用されるファイルに素早くアクセスしロードするためにカタログメカニズムを使用

します。 このカタログ構造はカスタム化することが可能で、またユーザーにより拡張可能です。セクション StyleVision 内のカタログ構造 とカタ

ログのカスタム化内で説明されています。セクション  W indows システムロケーションのための変数 は共通のシステムのロケーションのために

W indows 変数をリストしています。共通で使用されているフォルダーをロケートするためにこれらの変数はカタログファイル内で使用することが

できます。

このセクションは次のサブセクションに整理されています:

· カタログの仕組み 

· StyleVision 内のカタログ構造 

· カタログのカスタム化  

· W indows システムロケーションのための変数 

これらのカタログの詳細に関しては XML カタログ仕様) を参照してください。

4 .7 .1 カタログの仕組み

カタログを DTD と XML スキーマをリダイレクトするために使用することができます。両方のケースのメカニズムの後ろにあるコンセプトは同じで

すが、違いの詳細は以下に説明されている通りです。

DTD

カタログは DTD への呼び出しをローカルの URI にリダイレクトするために使用されます。これはマッピング、カタログファイル、ローカルURI によ

り必要とされるパブリックまたはシステム識別子により達成されます。XML ファイル内の DOCTYPE 宣言が 読み取れれると、パブリックまたはシ

ステム識別子が必要とされるローカルリソースをカタログファイルマッピングによりロケートします。

人気のあるスキーマに関しては PUBLIC 識別子は通常定義済みです。このためカタログファイル内の URI のみが正しいローカルコピーに対

して PUBLIC 識別子 をマップします。XML ドキュメントが解析されると内部の PUBLIC 識別子が読み取られます。この識別子がカタログ

ファイル内で見つかると、カタログファイル内の対応する URL がルックアップされ、スキーマがこのロケーションから読み取られます。例えば、 次の

SVG ファイルが StyleVision 内で開かれるとします:

<?xml version="1.0" standalone="no"?>

<!DOCTYPE svg PUBLIC "-//W3C//DTD SVG 1.1//EN"

"http://www.w3.org/Graphics/SVG/1.1/DTD/svg11.dtd">

<svg width="20" height="20" xml:space="preserve">

  <g style="fill:red; stroke:#000000">

     <rect x="0" y="0" width="15" height="15"/>

     <rect x="5" y="5" width="15" height="15"/>

  </g>

</svg>

カタログはこの SVG ファイルの PUBLIC 識別子を検索します。カタログファイルは以下のエントリを含んでいます:

<catalog>

http://www.oasis-open.org/committees/download.php/14809/xml-catalogs.html
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  ...

    <public publicId="-//W3C//DTD SVG 1.1//EN" uri="schemas/svg/svg11.dtd"/>

  ...

</catalog>

この場合 PUBLIC 識別子のために一致するものがあります。この結果 SVG DTD のためのルックアップが(カタログファイルに相対的な)

URL schemas/svg/svg11.dtd にリダイレクトされます。これは SVG ファイルのために DTD として使用されるローカルファイルです。

カタログ内で Public ID のためのマッピングが存在しない場合、 XML ドキュメント内の URL が使用されます (上の SVG ファイルのサン

プルの場合、これはインターネット URL です:  http://www.w3.org/Graphics/SVG/1.1/DTD/svg11.dtd)。

XML スキーマ

StyleVision 内では  XML スキーマとカタログを使用することができます。XML インスタンスファイル内で、スキーマへのレファレンスが XML

ドキュメントのトップレベルの要素の xsi:schemaLocation 属性内で発生します。例えば、

xsi:schemaLocation="http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart OrgChart.xsd"

xsi:schemaLocation 属性の値には2つの部分があります:  (上で緑色で表示されている)名前空間のパートと(ハイライトされている)

URI パート。名前空間の部分は代替リソースをマップするためにカタログ内で使用されています。例えば、以下のカタログエントリは上のスキー

マレファレンスを代替のロケーションのスキーマにリダイレクトします。

<uri name="http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart" uri="C:\MySchemas\OrgChart.xsd"/> 

通常 xsi:schemaLocation 属性の値の URI 部分は実際のスキーマのロケーションのパスです。しかしながら、スキーマがカタログを介

して参照される場合、 URI の部分は実際の XML スキーマをポイントする必要はなく、 xsi:schemaLocation 属性の文法の妥当

性が保持されるために存在する必要があります。Foo の値は、例えば、 属性の値の部分が妥当であるため十分です。

4 .7 .2 StyleVision 内のカタログ構造

StyleVision が開始されると、（以下のリスティングで示されるような構造を持った）RootCatalog.xml というファイルがロードされ、ファ

イル内部に記述されているカタログファイルが検索されます。このファイルを修正して、検索するカタログファイルを増やすこともできます（各カタロ

グファイルは nextCatalog 要素にて記述されます）。各カタログファイル内に記述されている URI が、ファイル内で指定されたマッピングに

従って解決されます。

Listing of RootCatalog.xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<catalog xmlns="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog"

   xmlns:spy="http://www.altova.com/catalog_ext"

   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

   xsi:schemaLocation="urn:oasis:names:tc:entity:xmlns:xml:catalog Catalog.xsd">

  <nextCatalog catalog="%PersonalFolder%/Altova/%AppAndVersionName%/CustomCatalog.xml"/>

  <!-- Include all catalogs under common schemas folder on the first directory level -->

  <nextCatalog spy:recurseFrom="%CommonSchemasFolder%" catalog="catalog.xml"

spy:depth="1"/>

  <nextCatalog spy:recurseFrom="%ApplicationWritableDataFolder%/pkgs/.cache"

catalog="remapping.xml" spy:depth="0"/>

  <nextCatalog catalog="CoreCatalog.xml"/>

</catalog>

上のリスティングはカスタムカタログ (named CustomCatalog.xml) と ( W 3C XML スキーマと SVG スキーマ)などの一般的に使用

されるスキーマをロケートするカタログのセットを参照します

· CustomCatalog.xml は  (変数 %PersonalFolder% によりロケートされる) 個人用フォルダー にあります。自身のマッピ
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ングを作成するスケルトンファイルです。共通のスキーマフォルダー内のカタログファイルにより指されていない必要とするスキーマのため

にマッピングを CustomCatalog.xml に追加することができます。OASIS カタログメカニズムのサポートされる要素を使用して

これを行います (次のセクションを参照)。

· (共通に使用されるスキーマのセットを含む変数 %CommonSchemasFolder% を使用してロケートされる) 共通のスキーマフォ

ルダーこれらのスキーマフォルダの内部は保存された対応するスキーマのコピーをポイントする URI に対するパブリックおよび/またはシ

ステム識別子をマップする catalog.xml ファイルです。

· CoreCatalog.xml  は StyleVision アプリケーションフォルダー内にあり、XML ドキュメントの Altova の Authentic ビュー

を生成するために使用される StyleVision パワースタイルシートなど StyleVision -固有のプロセスにより使用されるスキーマとス

タイルシートをロケートするために使用されます。

ロケーション変数

RootCatalog.xml 内で使用されている変数は以下の値を持っています(上のリスティング):

%PersonalFolder% 現在のユーザーの個人的なフォルダー、例えば C:\Users\<name>\Documents

%CommonSchemasFolder% C:\ProgramData\Altova\Common2021\Schemas

%

ApplicationWritableDataFolde

r% C:\ProgramData\Altova

カタログファイルとスキーマのロケーション

多種のカタログファイルの場所に注意してください。

· RootCatalog.xml と CoreCatalog.xml は StyleVision アプリケーションフォルダー内にあります。

· CustomCatalog.xml は MyDocuments\Altova\StyleVision フォルダー内にあります。

· Catalog.xml 入るはそれぞれ特定のスキーマフォルダー内にあり、これらのスキーマフォルダーは共通のスキーマフォルダー内にあり

ます。

4 .7 .3 カタログのカスタム化

CustomCatalog.xml ( または StyleVision により読み取られる他のカタログファイル) 内でエントリを作成する場合OASIS カタログ

仕様の以下の要素のみを使用してください。下の各要素は属性の値の説明と共にリストされています。詳細に関しては(XML カタログ仕様)

を参照してください。各要素はその要素のベース URI を指定するために使用される xml:base 属性を取ることができます。

· <public publicId="PublicID of Resource" uri="URL of local file"/>

· <system systemId="SystemID of Resource" uri="URL of local file"/>

· <uri name="filename" uri="URL of file identified by filename"/>

· <rewriteURI uriStartString="StartString of URI to rewrite" rewritePrefix="String

to replace StartString"/>

· <rewriteSystem systemIdStartString="StartString of SystemID"

rewritePrefix="Replacement string to locate resource locally"/>

以下の点に注意してください:

· 多くのスタイルシート同様パブリック識別子が存在しない場合、システム識別子を system 要素を介して直接 URL にマップする

ことができます

· uri 要素を使用して URI を他の URI にマップすることができます。

· rewriteURI と rewriteSystem 要素により URI またはシステム識別子の開始の部分をそれぞれ書き換えることが可能に

なります。これによりファイルパスの開始部分が置き換えられこの結果他のディレクトリをターゲットにすることができます。これらの要素

の詳細に関しては XML カタログ仕様 を参照してください。

https://www.oasis-open.org/committees/download.php/14809/xml-catalogs.html
https://www.oasis-open.org/committees/download.php/14809/xml-catalogs.html
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リリース 2014 以降StyleVision は XML Catalogs specification (OASIS Standard V1.1, 7 October 2005) 仕様を厳密

に順守しています。この仕様は厳密に(パブリック ID または システム ID) 外部識別子ルックアップ を (パブリック ID または システム ID を

持たないURI ) URI ルックアップと区別しています。名前空間 URI は単純にパブリック ID または システム ID ではなく URI と考えられ外

部識別子ルックアップではなく URI ルックアップとして使用されるべきです。バージョン 2014 以前の StyleVision バージョンではスキーマ名

前空間 URI は <public> マッピングを使用して訳されてきました。2014 以降から <uri> マッピングが使用されています。

v2014 以前 :   <public publicID="http://www.MyMapping.com/ref"

uri="file:///C:/MyDocs/Catalog/test.xsd"/>  

V-2014 以降:   <uri name="http://www.MyMapping.com/ref"

uri="file:///C:/MyDocs/Catalog/test.xsd"/> 

StyleVision が参照されたスキーマを検索する方法

xsi:scemaLocation 属性を介して XML ドキュメント内で参照されるスキーマ (以下に表示されています)。

xsi:schemaLocation 属性の値には2つの部分があります:  (緑色で表示されている)名前空間のパートと(ハイライトされている) URI

パート。

xsi:schemaLocation="http://www.xmlspy.com/schemas/orgchart OrgChart.xsd"

以下は StyleVision が参照されたスキーマを検索するステップです。スキーマは最初のステップでロードされます。

1. xsi:schemaLocation 値の URI 部分のためのカタログをルックアップします。rewriteURI マッピング内を含みマッピングが

検索されるとスキーマのロードのために結果の URI を使用します。

2. xsi:schemaLocation 値の名前空間部分のためのカタログをルックアップします。rewriteURI マッピング内を含みマッピン

グが検索されるとスキーマのロードのために結果の URI を使用します。

3. スキーマのロードのために xsi:schemaLocation 値の URI 部分を使用します。

XML スキーマ仕様

XML スキーマ仕様情報は StyleVision にビルトされており XML スキーマ (.xsd) ドキュメントの妥当性はこの内部情報に対してチェック

されます。XML スキーマドキュメント内では、このためレファレンスは XML スキーマ仕様を定義するスキーマになってはなりません。

%AltovaCommonSchemasFolder%\Schemas\schema フォルダー内の catalog.xml ファイルは 古い XML スキーマ仕様を

実装する DTD へのレファレンスを含んできます。XML スキーマドキュメントをこれらのスキーマに対して検証してはなりません。参照されるファ

イルはドキュメントをこれらの古い奨励に従い作成する場合に編集の目的で StyleVision に入力ヘルパー情報を与えるために含まれていま

す。

4 .7 .4 Windows システムロケーションのための変数

nextCatalog 要素ではシェル環境変数が使用され、システムに関係する場所へのパスが参照されます（上の RootCatalog.xml の

内容を参照）。以下のシェル環境変数がサポートされます：

%PersonalFolder% 現在のユーザーの個人的なフォルダーへのフルパス、例えば C:\Users\<name>\Documents

%

CommonSchemasFol

der% C:\ProgramData\Altova\Common2021\Schemas

%

ApplicationWrita

bleDataFolder% C:\ProgramData\Altova

https://www.oasis-open.org/committees/download.php/14809/xml-catalogs.html
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%

AltovaCommonFold

er% C:\Program Files\Altova\Common2021

%DesktopFolder% 現在のユーザーのデスクトップフォルダーへのフルパス。

%

ProgramMenuFolde

r% 現在のユーザーのプログラムメニューフォルダーへのフルパス。

%StartMenuFolder

% 現在のユーザーの開始メニューフォルダーへのフルパス。

%StartUpFolder% 現在のユーザーのスタートフォルダーへのフルパス。

%TemplateFolder% 現在のユーザーのテンプレートフォルダーへのフルパス。 

%

AdminToolsFolder

% 現在のユーザーの管理ツールを保管するファイルシステムディレクトリへのフルパス。 

%AppDataFolder% 現在のユーザーのアプリケーションデータフォルダーへのフルパス。

%

CommonAppDataFol

der% 全てのユーザーのアプリケーションデータを含むファイルディレクトリへのフルパス。

%FavoritesFolder

% 現在のユーザーの[お気に入り]フォルダへフルパス。 

%PersonalFolder% 現在のユーザーの個人フォルダーへのフルパス。

%SendToFolder% 現在のユーザーの送信フォルダーへのフルパス。

%FontsFolder% システムフォントフォルダーへのフルパス。

%

ProgramFilesFold

er% 現在のユーザーのプログラムファイルフォルダーへのフルパス。 

%

CommonFilesFolde

r% 現在のユーザーの共通ファイルフォルダーへのフルパス。

%WindowsFolder% 現在のユーザーの W indows フォルダーへのフルパス。

%SystemFolder% 現在のユーザーのシステムフォルダーへのフルパス。

%

LocalAppDataFold

er%

ローカル (非ローミング) アプリケーションのためのデータレポジトリとしての役割を果たすファイルシステムディレクトリ

へのフルパス。

%

MyPicturesFolder

% ピクチャフォルダーへのフルパス。
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5 SPS コンテンツ

このセクションでは、XML データコンテンツのデザインを構成する SPS ドキュメントコンポーネントの作成ならびに編集を行う方法について説

明します。様々な操作方法が以下のとおり記述されており、それぞれのセクション以下にあるサブセクションにて詳細が記述されます。これらメ

カニズムはメイン、 グローバル、 または 名前付きテンプレートをデザインするために使用されます。

· テキストとして XML コンテンツを挿入:関連するノード（要素、属性、型、または CDATA）をドラッグすることで、デザイン内に

XML データを挿入し、（コンテンツ）または（その他のコンテンツ）として作成します。

· MS W ord コンテンツの挿入

· ユーザー定義テンプレート 

· ユーザー定義要素,  XML テキストブロック

· テーブルとの作業: テーブルは (i) SPS デザイナーにより、（静的テーブル）や XML ドキュメントのサブ構造を使用することで SPS

デザイン内に、または (ii) Authentic View ユーザーにより挿入することができます。

· リストの作成: SPS デザイン内にリスト構造が入力される静的リストや、XML ドキュメントのサブ構造がリストとして作成される動

的リストにより、パワフルなデータ並び替え機能を使用することができます。 

· イメージの使用: 様々な方法を使用することで、ターゲット URI （静的、動的、これらの混合、パースされていないエンティティ

URI）から画像を SPS デザインへ挿入することができます。

· データ入力デバイス (または フォームコントロール)の使用:入力フィールドやコンボボックスといったデータ入力デバイスにより、

Authentic View にて XML データを入力することができます。この機能により、ユーザーへのヘルプや入力の制約が提供されま

す。XML ドキュメント内にある個々のノードをデータ入力デバイスとして作成することができます。 

· リンク 

· バーコード 

· レイアウト モジュール

· 変更機能: この機能を使用することで、テンプレートにマッチしたノードの選択を行い、別のコンテンツ型へノードを変更することが可

能になります。

関連項目

· SPS ファイルの高度な機能 

· SPS ファイル追加機能 
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5.1 テキストとして XML コンテンツを挿入

対応するスキーマノードをスキーマツリーウィンドウからドラッグし、デザインにてドロップすることで、XML ドキュメント内にあるノードから得られた

データを、デザインに挿入することができます。スキーマノードをデザインにドロップすると、デザインにてこのノードをどのように作成するのか選択す

るためのメニューが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

スキーマノードの種類

スキーマツリーサイドバーからデザインへドロップすることができるスキーマノードは、(i) 要素ノード、(ii) 属性ノード、(iii) データ型ノードのいずれ

かになります。

コンテンツの挿入ツールバーアイコンを使用する

デザイン要素の挿入 ツールバー アイコンを使用することでも、デザイン内にあるノードのコンテンツを挿入することができます。以下の方法により

コンテンツを挿入することができます:

1. コンテンツの挿入アイコンを選択します。

2. コンテンツを挿入するデザイン内の箇所をクリックします。デザイン要素コンテンツを挿入ダイアログが表

示されます (下のスクリーンショット)。
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3. デザイン内における挿入箇所のコンテキストが XPath コンテキストフィールドにて表示されます。コンテン

ツを作成するノードを選択します。

4. 「OK」 をクリックします。コンテンツプレースホルダが作成されます。選択されたノードがコンテキストノード

では無い場合、コンテンツプレースホルダの周りに、選択されたノードへのパスまでのテンプレートタグが

作成されます。

ノードのテキストコンテンツを出力する

ノードのテキストコンテンツを出力するには、ノードをコンテンツとして作成します。ノードがコンテンツとして作成されると、デザインドキュメントにて

ノードが以下のように表示されます:

上のスクリーンショットでは、Desc 要素がコンテンツとして作成されました。出力では Desc のテキストコンテンツが表示されます。Desc 要素

に Bold や Italic といった子要素が含まれる場合、子要素のテキストコンテンツも Desc の一部として出力されます。Desc 要素の属性ノー

ドは子ノードとして見なされないため、属性ノードのコンテンツが Desc コンテンツの一部として出力されることはありません。属性内のコンテンツ

を処理するには、属性ノードを明示的に挿入する必要があります。

CDATA セクション

CDATA セクションが XML ドキュメント内に存在する場合、それらが出力になります。.
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メモ: Authentic View では、CDATA セクションを入力フィールド（テキストボックスならびに複数行のテキストボッ

クス）へ挿入することはできません。Authentic View 内に表示される要素内部にテキストコンテンツコンポ

ーネントとして挿入することはできます。 

このセクション

このセクションのサブセクションでは、XML コンテンツをテキストとして挿入するときに考慮するべき、その他の事柄について説明します:

· ノードが挿入された際に、ノードのテキストコンテンツを 定義済みのフォーマットにより直接マークアップ する。

· ノード内に明示的に含まれていない子孫ノードを処理に含める 次を参照してください:その他のコンテンツ.

メモ: ノードのコンテンツプレースホルダを削除することで、空のテンプレートルールを作成することができま

す。空のテンプレートルールを使用することで、処理されない（つまり表示させない）ノードを定義することが

できます。

関連項目

· デザインビュー シンボル 

· テンプレートと デザインフラグメント 

5 .1 .1 定義済みのフォーマットとともにコンテンツを挿入する

ノードのテキストコンテンツは、StyleVision の定義済みのマークアップとともに、直接挿入することができます。スキーマツリーウィンドウから目

的の場所にノードをドラッグアンドドロップして、表示されるメニューから段落の作成を選択します（以下のスクリーンショットを参照）。

定義済みのフォーマットタグを選択し、その他の定義済みフォーマットを ツールバー内のコンボボックスのフォーマット から選択、またはメニューコ

マンドの「挿入 | フォーマット」を使用することで、定義済みのフォーマットを変更することができます。

プロパティウィンドウ内にある段落グループの段落タイププロパティの値を変更、またはノードテンプレートの コンテキストメニューコマンド 「タグ

で囲む | 特殊な段落」から段落タイプを変更することで、定義済みのフォーマットを変更することができます。

各種の段落には、それぞれ書式に関する高度な機能が含まれています。pre フォーマット型では、改行が空白スペースに変換されること無く、

そのまま表示されます。
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関連項目

· デザインビュー シンボル 

· 定義済みのフォーマット 

5 .1 .2 その他のコンテンツ

rest-of-contents (その他の) コンテンツプレースホルダは、作成されたテンプレートに対する要素以下にある、その他の子要素全てに

対して適用されます。以下の例を考えてみましょう: :

· parent 要素には child1 から child4 まで４つの子要素が含まれます。

· parent 要素に対するテンプレート内では、ある処理が child1 と child4 子要素に対して明示的に定義されています。

この場合、child1 と child4 だけが処理されます。child2 ならびに child3 子要素が処理されることはありません。parent の要素に対してその

他のコンテンツプレースホルダが挿入された場合、テンプレート内部で明示的に定義された処理ルールにより、child1 ならびに child4 だけでは

なく、child2 ならびに child3 子要素も処理の対象になります。これら子要素に対してグローバルテンプレートが定義されている場合、グロー

バルテンプレートが使用されます。そうでない場合、（要素、属性、テキストノードに対して使用される）内蔵のデフォルトテンプレートが適用さ

れます。

重要なメモ:  その他のコンテンツに対してどのノードが選択されているか留意する必要があります。

· 上の例で記述されたように、全ての子要素ノードならびに子テキストノードは、その他のコンテンツプレースホルダにより選択されます（XML

ドキュメント内にある不正な子ノードも処理されます）。

· 属性ノードは選択されません。これらは子ノードとして見なされず、XPath 軸にも含まれません。

· 子要素のグローバルテンプレートが親テンプレートで使用される場合、子要素がローカルで使用されたとは見なされません。そのため、その

他のコンテンツプレースホルダにより子要素も選択されることになります。しかし、子要素のグローバルテンプレートが「ローカルのコピー」となっ

ている場合、ローカルで使用されたことになり、子要素がその他のコンテンツにより選択されることはありません。

メモ: 空のテンプレートルールを作成し、そのノードの (コンテンツ) プレースホルダを削除することができます。

空のテンプレートルールにより、処理（出力）を行わないノードを定義することができます。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入 

· デザインビュー シンボル 

· テンプレートと デザインフラグメント 
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5.2 MS Word コンテンツの挿入

Microsoft W ord 2007+ がマシンにインストールされていると、コンテンツを W ord ドキュメントから、デザインに 静的コンテンツ として貼り

つけることができます。 W ord コンテンツは、適切に 対応する デザインコンポーネント内挿入され、テキスト書式プロパティは、 W ord コンテ

ンツから移動されます。ます。 例えば、 W ord 段落ブロック内のテキストコンテンツは、パラグラフのコンポーネント内に挿入され、テキストの書

式は保管されます (下のスクリーンショット参照)。

W ord コンテンツ

W ord コンテンツは、デザイン内に貼り付けられています。適切な段落フォーマットが適用され、書式は保管されます。

メモ: W ord コンテンツに加え、 W ord ドキュメントとして貼り付けることのできるコンテンツは、 StyleVision デザイン内に貼り付けるこ

とができます。これは、 MS Excel テーブル と HTML ページコンテンツを含みます。
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メモ: W ord ドキュメント全体から静的コンテンツを含む SPS を作成するには、 ファイル | 新規作成 | W ord 2007+ から新規作

成 コマンドを使用して新規 SPS を作成します。

サポートされる W ord 機能

次の W ord 構造と書式は、 W ord コンテンツがデザインにコピーして貼り付けられた場合サポートされます

· フォーマットされたテキスト

o 異なるフォント、サイズ、太線、スタイル、テキストの装飾など

o 色

o 背景色

o テキストの周りの枠

· 段落

· 改ページ

· 水平線

· ハイパーリンク

· ブックマーク

· テーブル 

o 行の範囲、列の範囲

o フォーマット済み/リッチコンテンツ

o ネストされたテーブル

o ヘッダー、フッター

· リスト、サブリスト

o 箇条書き:  異なるスタイル

o 列挙:  異なるスタイル

· イメージ
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5.3 MS Excel コンテンツの挿入

Microsoft Excel 2007+ がマシンにインストールされている場合、コンテンツを Excel ドキュメントからデザインに静的コンテンツとして貼り

付けることができます。Excel コンテンツは、静的テーブルおよび他の適切に対応するデザインコンポーネントとして挿入されます。 書式 プロパ

ティは保管されます(下のスクリーンショット参照)。 各 Excel シートは、個別の静的テーブルとして挿入されます。

Excel シート
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テキストの書式が保持された静的テーブルとしてデザインにインポートされた Excel コンテンツ

メモ: Excel コンテンツに加え、 Excel ドキュメントとして貼り付けることのできるコンテンツは、 StyleVision デザイン内に貼り付けること

ができます。 これは、 MS W ord コンテンツ と HTML ページコンテンツを含みます。

メモ: Excel ドキュメント全体から静的コンテンツを含む SPS を作成するには、   ファイル | 新規作成 | Excel 2007+ から新規

作成 コマンドを使用して新規 SPS を作成します。

サポートされる W ord 機能

次の W ord 構造と書式は、 W ord コンテンツがデザインにコピーして貼り付けられた場合サポートされます

· テーブル 

o 列の範囲、行の範囲

o フォーマット済み/リッチコンテンツ

o ネストされたテーブル

o ヘッダー、フッター

· フォーマットされたテキスト

o 異なるフォント、サイズ、太線、スタイル、テキストの装飾など

o 色

o 背景色

o テキストの周りの枠
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· 段落

· ハイパーリンク

· リスト、サブリスト

o 箇条書き:  異なるスタイル

o 列挙:  異なるスタイル

· イメージ
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5.4 ユーザー定義テンプレート

ユーザー定義テンプレートとは、XPath 条件式により生成されるアイテムに対して適用されるテンプレートのことです。これらアイテムは原子型

の値またはノードとなります。以下のスクリーンショットでは３つのユーザー定義テンプレートが示されており、タグの左側にユーザー定義テンプレー

トアイコンが示されます。ユーザー定義テンプレートが持つ柔軟性により、テンプレートを作成することができます。

上に示されるこれら３つのユーザー定義テンプレートに対して定義された XPath  条件式により、以下の処理が行われます:

· ソーススキーマ内のノードを選択します。XPath 条件式を使用することで、全てのコンテキストノードから、任意のスキーマソース内にある任

意のノードへアクセスすることができるようになります。曖昧性が無いかたちで StyleVision が定義されたノードを識別することができる場

合、テンプレートはユーザー定義テンプレートから 通常のテンプレートへ自動的に変換されます。ユーザー定義テンプレートの場合、テンプレ

ートタグの左側にユーザー定義テンプレートを表す緑色のアイコンが表示されます。

· XPath 2.0 と XPath 3.0 の for コンストラクトにより指定された条件を満たすノードを選択します。このようなテンプレートは

StyleVision に通常のテンプレート( ユーザー定義テンプレート) を明確に解決することを許可しません。

· 原子型の値のシーケンス（1、2、3）を選択します。原子型の値に対してテンプレートを作成することは可能ですが、このようなテンプレート

内でコンテンツプレースホルダを使用することはできません。これは、（コンテンツプレースホルダにより生成される）xsl:apply-template 処理命

令が、（原子型の値ではなく）ノードアイテムにしか適用できないためです。そのかわり、箇条書きといったデザイン要素とともに、自動計算を

使用することは可能で、以下のスクリーンショットの左側にあるユーザー定義関数により、右側のような出力が生成されます。

メモ: SPS にて XSLT 1.0 が使用されている場合、XPath 条件式の返り値をノードセットにする必要があり、そうでない場合エラーと

なります。

XPath を使ったテンプレートノードの選択を行う利点

スキーマノードを XPath 条件式（ユーザー定義テンプレート）により選択することで、XPath のパスセレクターメカニズムを使ったアイテムノード

やシーケンスの選択を行うことができるようになり、ノードの選択に対してフィルタリングや条件をセットすることが可能になります。そのため、特定

の XML ドキュメントノードを、任意のテンプレートに対して使用することができるようになります。例え

ば、//Office/Department[@Location="NY"] という XPath 条件式により、NY という値を持った Location 属性が含まれる Department

ノードだけが選択されます。このセクション内にあるその他の例も参照ください。
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メモ: XPath 条件式に複数のロケーションパスやロケーションステップが含まれる場合、複数のロケーションパスやステップ内に括弧が使

用されているかがグループ化や並び替えを行う際に重要になります。例えば、/Org/Office/Dept という XPath 条件式は、

(/Org/Office/Dept) という条件式とは異なった方法で処理されます。括弧を伴わない条件式では、各ロケーションステップが繰り

返されるのに対して、括弧付きの条件式の場合、全ての Office 要素にある全 Dept 要素が、１つのノードセットにより返されま

す。

括弧 実際の XSLT メカニズム 効果

無し

<xsl:for-each select="Org">

  <xsl:for-each select="Office">

    <xsl:for-each select="Dept">

     ...

    </xsl:for-each>

  </xsl:for-each>

</xsl:for-each>

各 Office 要素には独自の

Dept が含まれ、グループ化や

並び替えは、各 Office 内部で

行われる。

有り

<xsl:for-each

select="/Org/Office/Dept">

  ...

</xsl:for-each>

Dept 要素が、全ての Office

ならびに Org 要素に対して展

開される。

グループ化や並べ替えを行う際に XPath 条件式の評価方法が大きな違いをもたらします。

ユーザー定義テンプレートを挿入する

以下の操作によりユーザー定義テンプレートを挿入することができます:

1. デザイン要素の挿入ツールバーにあるユーザー定義テンプレートを挿入アイコンをクリックし、デザイン内のテンプレートを挿入する場所を

クリックします。または、テンプレートを挿入する場所を右クリックし、コンテキストメニューからユーザー定義テンプレートを挿入コマンドを選

択します。

2. In the XPath 式を編集 ダイアログにて XPath 条件式を入力し、OK をクリックします。XPath 条件式のコンテキストノードは、クリッ

クされたノードになる点に注意してください。空のノードテンプレートが作成され、場合によっては結合されたノードが作成されます。ノードが

結合されると、ターゲットとなるインスタンスノードが同一のレベルにて選択されるのに対し、ノードが結合されていない場合（つまり複数の

階層レベルにて分割されている場合）、ループにより各インスタンスノードが選択されます。グループ化や並べ替えが行われない限り、（結

合または分割により）返された両者のノードセットに違いはありません。結合されたノードがグループ化や並べ替えメカニズムでどのように扱

われるかの詳細については、: ノードテンプレートオペレーション を参照してください。

テンプレートマッチの編集

任意の（ユーザー定義または通常の）ノードテンプレートに対する選択は、新たな XPath 条件式により変更することができます。ノードテンプ

レートのテンプレートマッチを編集するには、ノードテンプレートを右クリックし、テンプレートマッチの編集コマンドを選択します。XPath 条件

式を編集するためのダイアログが表示されるので、新たなノードを選択する XPath 条件式を入力し、「OK」 をクリックします。

ユーザー定義テンプレートにノードを追加する

SPS のスキーマソースコンテキスト内に配置することができないノードまたはシーケンスに対してユーザー定義テンプレートが作成された場合、
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スキーマツリーから得られたノードがユーザー定義テンプレートへ追加される時に、新たなノードのコンテキストが決定できなくなります。そのため、

新たなノードが、(i) 名前で（つまり相対パスで）参照されるのか、または (ii) スキーマソースのルートからのフルパスにより参照されるのか決定

するよう促されます（以下のスクリーンショットを参照）。

どのような動作を行うか、確認するのがデフォルトの振る舞いになっています。 「ツール | オプション ダイアログ」のデザインタブにて、デフォルトの

振る舞いを変更することができます。

関連項目

· SPS ファイル:  コンテンツ 

· ノードテンプレートオペレーション 

· ユーザー定義要素
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5.5 ユーザー定義要素、 XML テキストブロック

ユーザー定義要素 と ユーザー定義 XML テキストブロック により、それぞれ (i) 任意の要素、(ii) 任意の XML テキストブロックをデザインへ

挿入することができます。これらの機能により、ソーススキーマならびに  StyleVision デザイン要素のパレットから得られた XML 要素やデザ

イン要素以外の要素を追加することが可能になり、(i) 独自に定義した要素に対するテンプレート（ユーザー定義要素）や、(ii) 独自のオブ

ジェクト（例えば ActiveX オブジェクト）を作成する、独立した XML コード（ユーザー定義ブロック）を作成することができるようになります。

ユーザー定義要素とユーザー定義 XML テキストブロックには重要な違いがあります。ユーザー定義要素は（属性を伴う）単一の XML 要素

に対するテンプレートノードとしてデザインにて作成され、このテンプレート内にある全てのコンテンツを明示的に作成する必要があります。コンテ

ンツは、SPS で使用することができる様々なデザイン要素により構成されます。ユーザー定義 XML テキストブロック

にデザイン要素を含める必要はなく、独立したブロックとして扱われます。ユーザー定義要素は空の状態で作成さ

れ、多くのコード行を必要とするオブジェクトを作成する必要はありません。

メモ: ユーザー定義要素ならびにユーザー定義テキストブロックは Enterprise エディションの Altova 製品に搭

載された Authentic View でのみサポートされます。

関連項目

· ユーザー定義要素 

· ユーザー定義 XML テキストブロック 

· ユーザー定義テンプレート

5 .5 .1 ユーザー定義要素

ユーザー定義要素とは、SPS の任意のスキーマソース内には無い要素を出力にて生成することができる要素のことです。この機能により、任

意の名前空間（例えば HTML や XSL-FO）にある要素を、デザイン内の任意の場所に挿入することが可能になります。その後、挿入され

た要素内部に SPS デザイン要素を挿入することができます。

メモ: ユーザー定義要素は、Enterprise エディションの Altova 製品に搭載された Authentic View でのみサポー

トされます。 

ユーザー定義要素の挿入

以下の方法によりユーザー定義要素を使用することができます:

1. デザイン内にてユーザー定義要素を挿入する場所を右クリックします。

2. コンテキストメニューから「ユーザー定義アイテムを挿入 | ユーザー定義要素」を選択します。

3. ダイアログが表示されるので、要素名や属性とその値、そして（ドキュメントに要素が含まれない場合は）名前

空間宣言を入力します。
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上のスクリーンショットでは、leader という名前の XSL-FO 要素が作成されます。fo: というプレフィックスが

与えられ、そのプレフィックスが xmlns:fo="http://www.w3.org/1999/XSL/Format" という名前空間宣言に紐付

けられています。要素には leader-length や rule-style という属性が含まれており、それぞれ値が与えられ

ています。要素やその属性、そして名前空間宣言は山かっこ（"<" ならびに ">"）無しで入力してください。

4. 「OK」 をクリックして、デザインへ要素を挿入します。開始ならびに終了タグだけを伴う空のテンプレートとして

要素がデザイン内に表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

5. その他のテンプレートと同様に、テンプレートへコンテンツを追加することができます。ユーザー定義要素には

静的コンテンツや XML ドキュメントから得られた動的コンテンツだけではなく、その他のユーザー定義要素を

含めることができます。

メモ: 特定の出力でだけ表示を行うように追加されたユーザー定義要素を出力ベースの条件で囲むことにより、

その他の出力にて予期しない結果を回避することができます。

関連項目

· ユーザー定義 XML テキストブロック 

· ユーザー定義テンプレート 

5 .5 .2 ユーザー定義 XML テキストブロック

ユーザー定義 XML テキストブロックは、SPS から生成された XSLT コード内に挿入することができる XML フラグメントのことです。デザイン

要素を追加することができない独立したブロックとして、SPS デザイン内部に配置されます。このような XML テキストブロックは、例えばスタイ

ルシート内の目的の場所に XSLT コードを挿入するといった時に使用されます。

この機能により、XSLT フラグメントやカスタマイズされたコードを、デザイン内に挿入するといった操作を行うことができます。例えば、HTML の

SCRIPT 要素内部に ActiveX オブジェクトを挿入することができます。
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メモ: この機能は、Enterprise エディションの Altova 製品（StyleVision、Authentic Desktop、Authentic

Browser、XMLSpy）に搭載された Authentic View でのみサポートされます。

ユーザー定義 XML テキストブロックの挿入

以下の操作により XML テキストブロックを挿入することができます:

1. ユーザー定義ブロックを挿入するデザイン内の位置を右クリックします。

2. コンテキストメニューから、「ユーザー定義アイテムを挿入 | ユーザー定義ブロック」を選択します。

3. 表示されるダイアログにて、挿入する XML テキストブロックを入力します。XML テキストブロックは整形式でな

ければならない点に注意してください。

上のスクリーンショットでは、HTML のリストを生成する XML テキストブロックが追加されます。

4. 「OK」 をクリックして要素をデザインに挿入します。XML テキストブロックがテキストボックスとして表示されま

す。

メモ: 特定の出力でだけ表示を行うように追加されたユーザー定義 XML テキストブロックを出力ベースの条件

で囲むことにより、その他の出力にて予期しない結果を回避することができます。

関連項目

· ユーザー定義要素 

· ユーザー定義テンプレート 
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5.6 テーブル

SPS デザインでは、SPS テーブルと CALS/HTML テーブルという、２種類のテーブルを使用することができます。このセクションで

は、これらのテーブルを使用する方法について説明します。

SPS テーブル

SPS テーブルは  デザインのコンポーネントで、デザイン内にて構成/フォーマットされます。SPS テーブルはデザイン内の任意の場所で作成す

ることができ、作成できる SPS テーブルの数に制限はありません。

SPS テーブルはデータを表示するためだけに使用されるもので、 出力 フォーマットにおける文法に従って表示されます。 SPS テーブルの構

造がテーブルセルのコンテンツは XML ドキュメント内部のノードから得られる場合もありますが、構造そのものが XML ドキュメント内部

のノードで表示されることはありません。

SPS テーブルには以下の２種類が存在します:

· 静的テーブルとは、 SPS のデザイナーにより作成されるテーブルのことです。テーブルの構造を作成した後に、各セルのコンテンツを

個別に定義します。セルのコンテンツはスキーマツリーにある任意の場所から取得することができ、異なる型も扱うことができます。静

的テーブルの行は繰り返される構造では無いことに注意してください。繰り返しが行われないため、テーブルは静的と呼ばれており、

XML コンテンツからは影響を受けない固定された構造となります。

· 動的テーブルとは、XML ドキュメントにて繰り返し出現するデータ構造に対応したテーブルのことです。テーブルはサブ構造 -少な

くとも１つの子属性または子要素- を持ったスキーマ要素に対して作成することができます。指定されたサブ構造のインスタンスが複

数回出現する場合、その要素が繰り返し表示されます。要素の各インスタンスは動的テーブルの行として扱われ、全てまたは一部

の子要素や属性がテーブルのカラムになります。そのため、動的テーブルの構造は XML ファイルのコンテンツに依存し、コンテンツに

より動的に変化します。

CALS/HTML テーブル

CALS テーブルまたは HTML テーブルのコンテンツモデルは、DTD やスキーマの拡張により XML ドキュメントにて（CALS または HTML

の仕様に従うかたちで）定義されます。SPS デザインでは、CALS/HTML テーブルがテーブルとして処理されるように指定することができま

す。この場合、CALS/HTML テーブルを表す XML データ構造から出力フォーマットにおけるテーブルマークアップが生成されます。

CALS/HTML テーブルのフォーマットは XML インスタンスドキュメントや SPS （またはそれら両方）にて指定することができます。

 

HTML テーブルの HTML プレビューを以下に示します:

上のテーブルに対応する HTML コードのフラグメントを以下に示します:

<テーブル border="1" width="40%">

  <tbody>

    <tr>

      <td>Name</td>

      <td>Phone</td>

    </tr>

    <tr>

      <td>John Merrimack</td>

      <td>6517890</td>

    </tr>

    <tr>

      <td>Joe Concord</td>

      <td>6402387</td>

    </tr>

  </tbody>
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</テーブル>

オリジナルの XML ドキュメントは以下のようになります:

<phonelist border="1" width="40%">

  <items>

    <person>

      <data>Name</data>

      <data>Phone</data>

    </person>

    <person>

      <data>John Merrimack</data>

      <data>6517890</data>

    </person>

    <person>

      <data>Joe Concord</data>

      <data>6402387</data>

    </person>

  </items>

</phonelist>

XML ドキュメント内の要素名がテーブルを表すものでは無いことに注目してください。テーブルの構造は、HTML または CALS テーブ

ルモデルに対応している必要があります。以下を参照ください:

· XML 要素だけが HTML カラム要素の <td/> に対応していることに注目してください。

· CALS/HTML テーブルは、table 要素に相当する要素が許可されている場所であれば、XML ドキュメント内の任意の場所に挿

入することができます。

· Authentic View では、データをテーブルセルに直接入力することができます。データは対応する CALS/HTML テーブル要素に

対応するコンテンツとして使用されます。

· CALS/HTML テーブルのフォーマットプロパティは XML ドキュメントから得られるほか、SPS デザインにて指定することもできます。

デザイナーに関する概要

ドキュメントデザイナーは、以下の点に留意してください:

· SPS テーブルの構造は SPS にて定義される一方で、CALS/HTML テーブルの構造はスキーマにて指定さ

れ、CALS/HTML テーブルモデルに従う必要があります。スキーマ内の要素名は CALS または HTML テ

ーブルモデル内の名前と異なるものでも許されます。

· SPS テーブルの colspan と rowspan は SPS で指定されます。CALS/HTML テーブルの場合、colspan

ならびに rowspan は XML インスタンスドキュメントにて指定されます。

· SPS テーブルのテーブルフォーマットは SPS にて指定されます。CALS/HTML テーブルのフォーマット

は、XML インスタンスドキュメント、または SPS にて指定されます。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 

· テーブル内の条件付き処理 

5 .6 .1 静的テーブル

以下の操作により静的なテーブルを作成することができます:
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1. メニューアイテムから「テーブル | テーブルを挿入」または「挿入 | テーブルを挿入」を選択するか、デザ

イン要素の挿入ツールバーにあるテーブルの挿入  アイコンをクリックします。

2. テーブルの作成ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

静的テーブル をクリックします。

3. テーブルの挿入ダイアログが表示されるので、テーブルの大きさを入力し、使用することができる全ての幅を使用するかを指定しま

す。

4. 「OK」をクリックします。下に示されるように、指定された次元を持つテーブルが作成されます。 

5. StyleVision に備わっている通常の機能を使用することで、テーブルのセルにコンテンツを入力することができます。直接入力され

たテキストや、スキーマツリーからドラッグされた要素、またはイメージなどのオブジェクトや入れ子になったテーブルをテーブルに含めるこ

とができます。入れ子構造になったテーブルの例を以下に示します。

静的な SPS テーブルは、スキーマ構造のいたるところに散りばめられた XML データを表示し、静的なコンテンツ（XML ソースから与えられて

はいないコンテンツ）を表示するのに適したテーブル形式です。
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カラム、行、テーブルを削除する

カラム、行、またはテーブルを削除するには、目的のカラム、行、テーブル内にカーソルを移動させ、メニューアイテムの「テーブル | 行を削

除」、「テーブル | 列を削除」、または「テーブル | テーブルを削除」を選択します。

ツールバー テーブルの編集 アイコン

デフォルトでツールバーの２段目に配置されているテーブル編集アイコンは、テーブルメニューコマンドに対するショートカットとなっています。こ

れらのコマンドを使用することで、静的テーブルの構造を編集し、フォーマットプロパティを割り当てることができます。これらのアイコンは動的

SPS テーブルに対しても使用することができます。

関連項目

· 動的テーブルの作成 

· テーブル内の条件付き処理 

· SPS デザインビュー内のテーブル 

· 静的と動的テーブルのフォーマット 

5 .6 .2 動的テーブル

以下の操作により動的テーブルを挿入することができます:

1. メニューコマンドからから「テーブル | テーブルを挿入」または「挿入 | テーブルを挿入」を選択するか、

デザイン要素の挿入ツールバーにあるテーブルの挿入  アイコンをクリックします

2. テーブルの作成ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。ツールバーにあるテーブルの挿入アイコンをクリックした

場合、テーブルを挿入するデザイン内の箇所をクリックした段階でダイアログが表示されます。

動的テーブルボタンをクリックします。

3. XPath セレクターダイアログが表示されます。XPath コンテキストが、テーブルが挿入される場所になって

いることに注目してください。この値をダイアログで変更することはできません。動的テーブルとして作成さ

れるノードを選択してください。以下のスクリーンショットでは、n1:Department がコンテキストノードとなり、

n1:Person がテーブルとして作成されるノードとして選択されています。
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ユーザー定義 XPath オプションを選択した場合、動的テーブルとして作成されるノードを XPath 条件式に

より選択することができます。

4. 「OK」 をクリックします。動的テーブルの作成ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。
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5. デザインウィンドウにドラッグされた要素の子要素や属性が表示されます。「行/カラムを選択」では、テーブルのカラムとして使用する

ことができるリストが表示されます。カラムとして使用する子要素や属性を選択してください（上の例では、Shares、LeaveTotal、

LeaveUsed、LeaveLeft が選択解除されています）。その他のオプションについては以下で説明されます。設定が完了したら

「OK」  をクリックします。カラムは子要素や属性に対してだけ作成され、それより下の階層に対しては作成されないことに注意して

ください。

メモ: ユーザー定義された XPath を指定して、動的テーブルとして作成するノードを選択すると、ターゲットとなっ

ているノードを曖昧でないかたちで StyleVision により判断することができなくなります。このような場合、

テーブルのフィールド（カラム）を選択するための子属性/要素が、動的テーブルの作成ダイアログに表示

されず、作成されたテーブルには手動でノードコンテンツを入力する必要があります。ノードコンテンツは、

テーブルとして作成される選択ノードの子属性/要素である必要があります。

メモ: テーブルとしてスキーマノードを作成する、その他の方法として、スキーマツリーからデザインへノードをド

ラッグし、ドロップした時にテーブルとして作成することもできます。

縦向きと横向きのテーブル

テーブルが上から下に向けて拡張される場合、テーブルは以下のように表示されます:

テーブルが左から右に拡張される場合、テーブルは以下のように表示されます:
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ヘッダーとフッター

カラムと行にはカラムならびに行要素の名前となるヘッダーを与えることができます。カラムヘッダーは各カラムの上部に表示されます。行ヘッダー

は、各行の左側に表示されます。ヘッダーを含めるには、動的テーブルの作成ダイアログにある、ヘッダーを作成チェックボックスにチェックを入れ

ます。テーブルの拡張方向に上から下が選択されている状態でヘッダーが作成されると、テーブルボディーの上にヘッダー行が作成されます。テ

ーブルの拡張方向が左から右になっている場合、テーブルボディーの左側にカラムのヘッダーが作成されます。

 

フッターを含めるには、フッターを作成チェックボックスにチェックを入れます。ヘッダーと同様に、フッターはカラム（カラムの下部に表示）と行（行の

右側に表示）に対して作成することができます。数値フィールドの要約チェックボックスにチェックがはいっている場合、数値カラムや行の合計が

フッターに表示されます。

 

テーブルメニューからは、ヘッダーやフッターのセルを統合ならびに分割し、行やカラムの挿入、追加、削除を行うことができます。この機能に

より、ヘッダーやフッターの構造をとても柔軟に構成することができるようになります。更に、ヘッダーとフッターには条件テンプレートや自動計算を

含む任意の型の静的ならびに動的コンテンツを含めることができます。

メモ:  ヘッダーやフッターは、動的テーブルが定義された際に作成する必要があります。ヘッダーの作成を行うに

は、動的テーブルの作成ダイアログにある、ヘッダーを作成またはフッターを作成オプションにチェックを入れます。

動的テーブル内部で行の追加を行なっても、新たな行が作成されるだけで、ヘッダーやフッターは作成されませ

ん。この違いは重要で、ヘッダー/フッターを作成コマンドにより、 テーブルを含む各ページの上部または下部に

ヘッダーやフッターが表示されるようになります。行が挿入または追加された場合、動的テーブルとして作成された

要素の各出現がそれぞれの行に表示されます。

入れ子になった動的テーブル

ある動的テーブルに対応する要素の子要素を使用することで、動的テーブル内部に別の（入れ子になった）動的テーブルを追加することができ

ます。入れ子になった動的テーブルの作成は以下のように行うことができます:

1. 要素の子要素がテーブルのカラムとして作成されるような外側の動的テーブルを作成します。

2. デザインビューにある動的テーブルにて、子要素を右クリックします。

3. コンテキストメニューから「変更 | テーブル」を選択し、動的テーブルの作成ダイアログを表示します。

4. ネストされる動的テーブルのプロパティを定義します。

動的テーブルを静的テーブル内にネストするには、動的テーブルとして作成される要素を、目的の静的テーブルのセルへドラッグし、ドロップした

際にコンテキストメニューから「テーブルの作成」を選択してください。

テキストコンテンツを含む要素をテーブルに収める

子要素に対してカラムや行を作成するには、テーブルとして作成された要素内に子要素ノードや属性ノードが含まれていなければなら

ず、子テキストノードは処理されません。テキストノードの内容をカラムに表示するには、例えば TableElement という要素からテーブルを

作成する場合、Text という名前の子要素を新たに作成して、TableElement/Text 要素内に目的のテキストノードを挿入します。この操作

により TableElement を動的テーブルとして作成することができます。各行の Text にはテキストノードが含まれ、テーブルの各行における内容

は、TableElement 要素の出現内容に対応することになります。
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テーブルボディーセルのコンテンツ

動的テーブルを作成すると、ノードコンテンツを任意の  StyleVision  コンポーネントとして作成することができます。上の例では、テーブルボ

ディーのセルがコンテンツとして作成されました。動的テーブルの作成ダイアログでは、セルの表示方法にコンテンツが選択されていました。テ

ーブルはデータ入力デバイスとして作成することもできます。以下の点に留意する必要があります:

· 表示方法の設定は、テーブル全体に対して適用されます。個々のセルの表示を変更するには、テーブルを作成した後に個々のセルを編

集する必要があります。セルを右クリックして、コンテキストメニューの「変更」から、目的のセルコンテンツ型を選択してください。

· セルを要素コンテンツとして作成し、その要素が派生型である場合、セルの文字列コンテンツと、その派生要素全てが連結されたかたちでセ

ルに表示されます。

カラム、行、テーブルを削除する

カラム、行、テーブルを削除するには、削除するカラム、行、テーブル内にカーソルを配置し、メニューアイテムから「テーブル | カラムを削

除」、「テーブル | 行を削除」、または「テーブル | テーブルを削除」をそれぞれ選択してください。テーブルが入れ子になっている

場合、「テーブル | テーブルを削除」コマンドを使用することで、カーソルが含まれているテーブルを削除することができます。

ツールバー テーブルの編集 アイコン

ツールバーに用意されているテーブル編集アイコンはテーブルメニューコマンドへのショートカットとなります。これらのコマンドを使用することで、動

的テーブルの構造やフォーマットプロパティを挿入、削除、そして編集することができます。これらのアイコンは静的テーブルに対しても使用するこ

とができます。CALS/HTML テーブルは、StyleVision からのみ有効にすることになります。

 グローバルテンプレート内の動的テーブルの作成

動的テーブルはグローバルテンプレート内にある要素でも作成することができます。テンプレートの作成は、メインテンプレートの要素と同様の方

法で行われます。グローバルテンプレートでは、グローバルテンプレートノードの派生型要素に対してしか動的なテーブルを作成することがで

きず、グローバルテンプレート要素そのものに対して作成することはできません。例えば、グローバルテンプレート内にある authors という要素に

対して動的なテーブルを作成するには、authors 要素の親要素内に動的テーブルを作成する必要があります。authors 要素のグローバルテ

ンプレート内部にテーブルを作成することはできません。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· テーブル内の条件付き処理 

· SPS デザインビュー内のテーブル 

· 静的と動的テーブルのフォーマット   

5 .6 .3 テーブル内の条件付き処理

静的ならびに動的なテーブルにある個々のカラムや行、またはカラムや行のヘッダーに対して条件付きの処理をセットすることで、条件の評価

結果に従うかたちでカラムや行、またはヘッダーを表示/隠すことができます。条件の結果が true となる場合、カラムや行、ヘッダーが表示され

ます。

条件付き処理の追加と編集

カラムや行、ヘッダーに対して条件付き処理を追加するには、目的のデザインコンポーネントを右クリックして、条件処理の編集を選択し

ます。 (下のスクリーンショットでは、左上のカラム ヘッダー デザイン コンポーネントがハイライトされて表示されています。  2番目の-カラム デザ

イン コンポーネントは青でアウトラインされています。行のコンポーネントはカラム ヘッダー デザイン コンポーネントの下に表示されています。)
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条件処理の編集を選択することで、 XPath 式 の編集ダイアログ が表示され、条件の XPath 条件式を入力することができます。以

下にあるような用途に対して条件付き処理を使用することができます: .

· テーブルのカラムや行に対して false() という XPath 条件式を入力することで、それらを隠し、true() により表示さ

せる。

· カラム内にある値の合計が一定の値を超えた場合にだけ、そのカラムが表示される。

· カラムや行にある全てのセルになんらかの値が与えられている（空でない）場合にだけ、そのカラムや行が表示

される。

· 特定のセル値がカラムや行に存在する場合にだけ、そのカラムや行が表示される。

既に作成された条件を編集するには、そのデザインコンポーネントを右クリックして、条件処理の編集を選択してください。 XPath 式 の

編集ダイアログ が表示され、条件の評価を行うことができます。

条件処理の削除

カラムや行、ヘッダーの条件処理を削除するには、目的のデザインコンポーネントを右クリックして、条件処理のクリアを選択してください。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 

· SPS デザインビュー内のテーブル 

· 静的と動的テーブルのフォーマット 

5 .6 .4 デザインビュー内のテーブル

静的ならびに動的 SPS テーブルのコンポーネントを、テーブルマークアップが有効になっている状態（「テーブル | テーブルマークアッ

プの表示」）で以下に示します:

上のスクリーンショットに示されるテーブルは、上から下に展開され、ヘッダーとフッターが含まれているという単純なものです:

· 下向きの矢印を含む長方形により、カラムのサインが示されます。カラムのサインはカラムの上位に配置されま

す。（そのカラムに対してフォーマットプロパティを割り当てるなどのために）カラム全体を選択するには、そのカラ

ムのサインをクリックします。

· 行は、右向きの矢印が含まれるサインにより示されます。行のサインをクリックして、行全体を選択することがで

きます。
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· 上から下に展開されるテーブルでは、ヘッダーとフッターがそれぞれ上向き下向きのアイコンにより表されます

（上のスクリーンショットを参照）。左から右へ展開されるテーブルでは、ヘッダーとフッターは、それぞれ左と右方

向のアイコンアイコンにより表されます（下のスクリーンショットを参照）。

· テーブル全体を選択するには、テーブルの左上（上、そして下にあるスクリーンショットにてマウスポインターが配

置されている場所）をクリックします。

· テーブル行またはカラムが選択されると、その背景が濃い青色でハイライトされます。上のスクリーンショットで

は、フッターが選択されています。

· 上から下方向に展開されるテーブルでは、作成されたテーブルの要素がカラム-行グリッドの更に外側にある一

番左側に表示されます（上のスクリーンショットを参照）。左から右方向に展開されるテーブルでは、作成された

テーブルの要素が、カラム-行グリッドの上に表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

カラムや行、またはテーブルが選択された後には、スタイルならびにプロパティを、スタイルまたはプロパティウィン

ドウにてそれぞれセットすることができます。

ドラッグ アンド ドロップ 機能

（静的または動的な）SPS テーブルのカラムと行をドラッグして、同一テーブル内にドロップすることで、位置を変更

することができます。

行とカラムをテンプレートのタグで囲む/削除する

行またはカラムのサインを右クリックして、コンテキストメニューから「タグで囲む | テンプレート」または「タグで囲む | ユーザー定

義テンプレート」を選択することで、行やカラムをテンプレートのタグで囲むことができます。その後スキーマツリーからノードを選択、または ユ

ーザー定義テンプレートに対して XPath 条件式を入力することで、行やカラムの周りにテンプレートが作成されます。

行またはカラムの周りに配置されたテンプレートは、テーブル内にある行やカラムに影響を与えること無く削除することができます。テンプレートタ

グが選択されている状態で、Delete  キーを押下してください。

 

行やカラムのコンテンツを削除すること無くテンプレートの削除を行い、必要な場合行やカラムを別のテンプレートで囲むといったことを、テンプレ

ートにより実現することができます。 ユーザー定義テンプレート を使用することで、行またはカラム内から（例えば自動計算を使用することで）テ

ンプレートマッチの結果を使用することができます。

関連項目

· テーブル メニュー 

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 

· 静的と動的テーブルのフォーマット 

· ノードテンプレートオペレーション
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· ユーザー定義テンプレート 

5 .6 .5 テーブルのフォーマット

以下の機能を使用することで、静的ならびに動的テーブルのフォーマットを行うことができます：

· （プロパティサイドバーにある）HTML テーブルフォーマットプロパティにて

· （スタイルサイドバーにある）CSS（スタイル）プロパティにて

プロパティ サイドバー

プロパティサイドバーでは、HTML テーブルフォーマットプロパティを利用することができます（以下のスクリーンショットを参照）。テーブルコンポーネ

ントやサブコンポーネント（ボディー、行、カラム、セル）に適用されるこれらプロパティへは、プロパティの HTML グループからアクセスすることができ

ます。

スタイル サイドバー

スタイルサイドバーでは、CSS テーブルフォーマットプロパティを利用することができます（以下のスクリーンショットを参照）。テーブルコンポーネン

トやサブコンポーネント（ボディー、行、カラム、セル）に対して CSS プロパティを使用することができます。
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メモ: テーブル内にある全てのセルが空になっている場合、Internet Explorer により行が縮退されており、見え

なくなっている場合があります。この場合、特定のセルに空白を挿入して対応することができます。

垂直のテキスト

テーブルセル内にあるテキストは、時計回り、または反時計回りに90度回転させることができ、上から下または下から上方向に、テキストを垂

直に表示することができます。デザインにてテーブルセル内のコンテンツを選択し、プロパティサイドバーにて tcell を選択します（以下のスクリー

ンショットを参照）。テーブルセルプロパティグループにある方向プロパティの値を選択してください。

以下の点に注意してください:
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· 出力では回転された状態で表示されますが、デザインでは水平のまま表示されます。

· このプロパティはテキストに対してだけ適用されるべきもので、その他のコンテンツに対して使用しないでくださ

い。

· テーブルセル内のテキスト以外にも、 テキストボックス内のテキストに同様のプロパティを適用することができます。

プロパティならびにスタイルによるテーブルのフォーマット

フォーマットプロパティは、プロパティサイドバーとスタイルサイドバーの両方で利用することができます。両方のサイドバーで利用することのできるテ

ーブルプロパティを以下のテーブルに示します。

テーブルコンポーネント プロパティサイドバー スタイルサイドバー

テーブル border、frame、rules; cellpadding、

cellspacing、bgcolor、height、width

（スタイルサイドバーにて height、width が指

定された場合、ここでの値が上書きされます）

ボックススタイル内にある borders と

padding、詳細グループ以下の height と

width （height と width の値はプロパティサ

イドバー内の値を上書きします）、color、

font。text styles

ボディー align、valign height、vertical-align、color、font、text

styles

カラム align、valign width、vertical-align、color、font、text

styles、box styles

行 align、valign height、vertical-align、color、font、text

styles、box styles

セル align、valign height、width、vertical-align、color、

font、text styles、box styles

高さと幅

テーブルや行、カラム、セルの高さや幅はスタイルサイドバー（の詳細グループ）にてセットすることができます。マウスを使ってデザインに表示され

ているテーブルやカラム、または行の大きさが変更されると、スタイルサイドバーの該当するスタイルにて、変更された値が自動的に入力されま

す。余白が指定されたセルに対して height や width スタイルはサポートされません（row-spanned または column-spanned）。

テーブルの中央寄せ

テーブルの中央寄せを行うには、プロパティの HTML グループにある align プロパティの値を center にセットします。テーブルが選択されている

状態で、「テーブル | テーブルのプロパティ」を選択することでも、align プロパティへアクセスすることができます。または、プロパティサ

イドバーにある HTML グループからも align プロパティへアクセスすることができます。

PDF 出力にてテーブルの中央寄せを行うには、ご使用の FOP プロセッサーに従った設定を行う必要があります。FO の仕様に従えば、

fo:table-and-caption 要素をともなう fo:table によりテーブルを囲み、fo:table-and-caption 要素の text-align 属性の値に cneter を指

定することになります。デザインにテーブルが挿入されただけでは、fo:table-and-caption 属性は作成されませんが、 ユーザー定義要素 とし

てこの要素を追加することができます。Apache FOP プロセッサーを使用している場合、FOP のバージョンによってはfo:table-and-caption

要素がサポートされていないこともあります。この場合、幅が固定されたテーブルを作成し、（「テーブル | テーブルのプロパティ」から

アクセスすることができる）テーブルプロパティの HTML グループにて width プロパティの値を 4in または 120mm に指定することで、簡単に中

央寄せを行うことができます。
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交互に表示される行に異なる背景色を与える

以下の方法により、動的テーブルで交互に表示される行に対して背景色をセットすることができます：

1. 背景色を指定する行のアイコンを選択します。テーブルは動的テーブルであり、各要素が行として表示さ

れ、テーブルとして作成されている要素に対応する行がデザインには表示されていることに留意してくださ

い。

2. 行のサインが選択された状態で、プロパティサイドバーの trow プロパティをクリックします。

3. bgcolor プロパティを選択します。

4. プロパティサイドバーにあるツールバー内にある XPath アイコンをクリックし、 XPath 式 の編集ダイアログ に

て、以下のような XPath 条件式を入力します：

if ( position() mod 2 = 0 ) then "white" else "gray" 

この XPath 条件式により、偶数行の bgcolor が white （白）になり、奇数行の bgcolor が gray （グレー）とな

ります。

上の方法を拡張することで、さらに複雑なフォーマットを行うこともできます。

動的テーブルの行に番号を付ける

XPath 条件式の position() 関数を使用することで、動的テーブルの行に番号をつけることができます。テーブル内に行番号を表示するカラ

ムを挿入し、そのカラムのセル内に position() 関数を含む XPath 条件式が記述された自動計算を挿入します。動的テーブルにおける行に

対応した要素はコンテキストノードとなるため、行要素セットにおける各行の位置が position() 関数により返されます。

PDF 出力におけるテーブルヘッダーとフッター

テーブルがページをまたいで表示される場合、テーブルを含むページ全てにテーブルのヘッダーとフッターが表示されます。以下の点に留意してく

ださい:

· フッターに自動計算が含まれる場合、各ページの最後に表示される自動計算には、（それぞれのページに表示

されている行ではなく）テーブル全体に対する自動計算の結果が含まれます。

· 個々のページにおいてヘッダーやフッターの表示を無効にすることはできません。例えば、（各ページに表示され

るテーブルの最後ではなく）テーブル全体の最後の行にだけフッターを表示することはできません。

改ページが行われるごとに表示されるヘッダーやフッターの表示を回避するには、table 要素の table-omit-header-at-break や table-

omit-footer-at-break プロパティ（属性）を使用してください。これらのプロパティへは、スタイルサイドバーの XSL-FO グループからアクセスす

ることができます。改ページにおけるヘッダーやフッターの表示を回避するには、それぞれの属性値を true にセットします。デフォルトの値は

false になっており、値の指定を行わないと、改ページが行われるたびにヘッダーとフッターが挿入されます。

テーブルセルのコンテンツにハイフンを追加する

テーブルセル内のコンテンツにハイフンを追加するには、対応するブロックにてハイフンを追加してください。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 

· SPS デザインビュー内のテーブル 
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5 .6 .6 行と列の表示

以下に示されるテーブルに対して用意された行ならびにカラム表示オプションは、HTML 出力に対してのみ使用することができます。こ

れらの機能は Authentic View にてサポートされておらず、SPS の XSLT バージョンに  XSLT 2.0 または XSLT 3.0  を選択する

必要があります。

· 空の行ならびにカラムを自動的に隠す。

· 各カラムに閉じるボタンを配置して、個々のカラムを閉じる。

· 派生したリレーションシップが含まれる行要素に展開/縮退ボタンを表示する。

空の行ならびにカラムをデフォルトで隠す

以下の操作により、HTML 出力にて空の行またはカラムを隠すことができます:

1. デザインビューにて、テーブルまたはその一部（カラム、行、セル）を選択します

2. プロパティサイドバーにて、テーブルのプロパティ以下にあるテーブルグループを選択します（以下のスクリーン

ショットを参照）。

3. カラムを隠すまたは行を隠すプロパティに対する値を選択します。これら２つのプロパティで選択することがで

きるオプションは、行わない、空であれば、ボディーが空であれば、と共通しています。空であればオプション

により（ヘッダーとフッターを含む）全てのカラムまたは行が空であれば、そのカラム/行が隠されます。ボディー

が空であればオプションでは、ボディーが空である場合にカラム/行が非表示になります。

メモ: 非 XBRL テーブルに（行やカラムのセルが結合された）行またはカラム領域が含まれる場合、空の行やカ

ラムを隠す機能が動作しないこともあります。

行を展開/縮退するためのカラムを隠す

HTML 出力において、テーブルの各カラムに閉じるボタンを含めるように指定することができます（以下のスクリーンショットを参照）。閉じる

ボタンをクリックすることで、ユーザーは個々のカラムを隠すことができます。ユーザーによりカラムが隠されると、最初のカラムにプラスシンボルが表

示されます（以下のスクリーンショットを参照）。このシンボルをクリックすることで、隠されていた全てのカラムが再度表示されます。
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その他にも HTML 出力では、要素名の隣に表示された展開/縮退（プラス/マイナス）シンボルにより、要素の子孫を表示することができます

（上のスクリーンショットを参照）。HTML 出力にてこれらのシンボルをクリックすることにより、その行要素が展開または縮退されます。デザイン

では、CSS プロパティから個々の行に対してインデントを指定することができます。

 

これら２つの機能の設定は、テーブルプロパティのインタラクティブグループにて行うことができます（以下のスクリーンショットを参照）。

プロパティにセットすることができる値は（機能を有効にする）yes または（機能を無効にする）no となります。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 

· SPS デザインビュー内のテーブル 

· 静的と動的テーブルのフォーマット 

5 .6 .7 CALS/HTML テーブル

CALS/HTML テーブルでは XML による階層構造が表示され、その要素により (i) CALS または HTML テーブルの構造を定義、(ii) そ

のテーブルのフォーマットを指定、そして (iii) そのテーブルのコンテンツを含むことができます。XML の構造は、CALS または HTML テーブル

のモデルに正確に対応する必要があります。

 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

テーブル 139SPS コンテンツ

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

以下の方法により CALS/HTML テーブルを作成することができます:

1. XML 構造を CALS/HTML テーブル構造として定義する 

2. テーブルのためのスタイルのフォーマットを指定する  

3. SPS デザイン内に CALS/HTML テーブルを挿入する 

CALS/HTML テーブルが出力されるようにする

XML ドキュメントにはテーブルの構造とコンテンツを定義するデータ構造を含めることができます。例えば、以下の XML データ構造は HTML

テーブルモデルに対応しており、HTML テーブルモデルと同一の要素名が含まれています。

<table>

  <tbody>

    <tr>

      <td/>

    </tr>

  </tbody>

</table>

 

以下の例で示されるように、HTML テーブルモデルと要素名は異なるものの、HTML テーブルモデルの構造に対応した XML データ構造を

使用することもできます。

<semester>

  <subject>

    <class>

      <student/>

    </class>

  </subject>

</semester>

 

XML ドキュメントにて定義されたこのテーブル構造は、異なる出力フォーマットにてテーブルを直接生成するために使用することができます。テ

ーブルを生成するには、この XML データを CALS または HTML テーブルとして定義する必要があります。XML データ構造が CALS や

（デフォルトの）HTML テーブルとして定義されていない場合、データ構造内にある要素は一般的な非テーブル要素として扱われ、出力ドキュ

メントにテーブルマークアップが使用されることはありません。

以下の方法により CALS/HTML テーブルマークアップを生成することができます:

1. メニューオプションから「テーブル | CALS/HTML テーブルの編集」を選択します。

2. ポップアップが表示されるので、CALS/HTML テーブルとして使用する XML データ構造を入力します。CALS テ

ーブルモデルに関する情報については、 CALS テーブル モデル at OASIS を参照ください。HTML テーブル構造を含むテー

ブル要素の例については、（プロジェクトウィンドウにある）Example プロジェクトフォルダーの Basic フォルダーに収められて

いる HTMLTable1.sps を参照ください。スキーマ内にある要素を CALS または HTML テーブル要素として有効化

するには、ダイアログの左上にある CALS/HTML テーブルボタンをクリックして、CALS テーブルの追加また

は HTML テーブルの追加コマンドを選択してください。以下のスクリーンショットでは、table ならびに

informaltable が CALS テーブルとして、その他の HTML テーブルとともに作成されています。「OK」 をクリックし

て確定してください。

http://www.oasis-open.org/specs/a502.htm
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3. 選択された型のテーブルで使われる全ての要素が含まれるダイアログ（HTML テーブルの編集）が表示されま

す（以下のスクリーンショットを参照）。このダイアログにデフォルトで表示される要素名は、選択されたテーブル

モデルの要素名となっています（CALS または HTML）。SPS ファイルスキーマ内に、CALS/HTML テーブルモ

デルの名前と同じ名前の要素がある場合、それらの名前が黒色で表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。表示されている要素名が SPS スキーマ内に存在しない場合、要素名は赤色で表示されます。表示されて

いる要素名をダブルクリックして名前を編集することで、スキーマ内の要素名にマッチさせることができます。
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4. 「OK」 をクリックして、XML データ構造を CALS または HTML テーブルとして定義します。

5. 入力できる XML データ構造の数に限りはありません（ステップ 2. のスクリーンショットを参照）。同一のメイン要

素を CALS と HTML テーブル型の両方に使用することもできます。

6. CALS/HTML テーブルとして使用する XML データ構造の定義を完了したら、「OK」 をクリックしてください。

CALS/HTML テーブルが定義され、XML データ構造が CALS/HTML テーブルとして 正しく挿入 されたら、データ構造がテーブルとして出

力に送信されます。CALS/HTML テーブル定義を削除するには、CALS/HTML テーブルの編集ダイアログにて削除する定義を選

択し、ペインの上部にある削除ボタンをクリックしてください。

テーブルのフォーマット

CALS/HTML テーブルは２種類の方法によりフォーマットを指定することができます:

1. ソース XML ドキュメントにあるフォーマット属性から:CALS ならびに HTML テーブルモデルではフォーマット属

性を受け取ることができます。ソース XML ドキュメント内にそのような属性が存在する場合、出力のテーブルマ

ークアップにそれらの値が渡されます。

2. CALS テーブルの編集または HTML テーブルの編集ダイアログに表示された個々の要素に対してスタイルを

指定（以下のスクリーンショットを参照）。
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特定の要素に対してスタイルを割り当てるには、その要素のとなりにあるスタイルの追加ボタンをクリック

して、表示される スタイル サイドバー にて目的のスタイルを割り当てます。各スタイルが、独立した CSS 属性

としてその要素へ追加されます。style 属性により追加されたスタイルは、個々の CSS 属性により追加さ

れたスタイルよりも優先される点に注意してください。例えば、<thead style="background-color: red"

bgcolor="blue"/> という要素では、style="background-color: red" 属性が bgcolor="blue" 属性より優先されま

す。

 

CALS/HTML テーブル定義にて割り当てられたスタイルを削除するには、その要素を選択（例えば、上の

スクリーンショットにおける thead 要素）して、削除ボタンをクリックします。その要素のスタイルが削除され

ます。

CALS/HTML テーブルをデザインに挿入する

CALS/HTML テーブル構造をデザインへ挿入するには２種類の方法があります:

1. テーブル要素の親を (コンテンツ) としてデザインに挿入する:親のコンテンツが処理される際に、テーブル要素

も処理されます。CALS/HTML テーブル出力が有効になっている場合、要素がテーブルとして出力されます。そ

うでない場合、テキスト形式の出力が行われます。

2. テーブル要素をスキーマツリーからドラッグする:目的の場所にドロップし、CALS/HTML テーブルの作成コマ

ンドを選択することで、CALS/HTML テーブルを作成することができます。要素がCALS/HTML テーブルとして定義

されていない場合、CALS/HTML テーブルの挿入ダイアログが表示され、CALS または HTML テーブルとして要素を定義することがで

きます（以下のスクリーンショットを参照）。
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CALS/HTML テーブルとして要素がデザインで作成されると、CALS/HTML テーブルデザイン要素のプレ

ースホルダがその場所へ挿入されます（以下のスクリーンショットを参照）。

テーブル要素のグローバルテンプレート

以下のテーブル要素の グローバルテンプレート が作成されている場合、それらが CALS/HTML テーブル出力内部で使用されます。CALS

テーブル:  title、entry。HTML テーブル:  caption、th、td。

サンプルファイル

サンプルファイルは（プロジェクトウィンドウ内部の）Examples プロジェクトフォルダー内に収められています。

関連項目

· 静的テーブルの作成 

· 動的テーブルの作成 
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5.7 リスト

 SPS にて作成することができるリストには以下の２種類があります:

· 静的なリスト: コンテンツが SPS 内に直接入力されるリストです。リスト構造が XML ドキュメントの構造から動的に得られること

はありません。

· 動的なリスト: XML ドキュメントから構造とコンテンツを動的に取得するリストです。

このセクションのサブセクションでは、これら２種類のリストを作成する方法について説明します。

関連項目

· テーブルとの作業 

5 .7 .1 静的なリスト

静的なリストとは、リストアイテムのコンテンツを SPS に直接入力するリストのことです。以下の方法で静的なリストを作成することができます:

 

1. 静的なリストを作成する場所へカーソルを移動させ、メニューオプションから挿入 | 箇条書きを挿入を選択し

ます（またはデザイン要素の挿入 ツールバー内にある中黒、または番号アイコンをクリックします）。この操作に

より、作成するリストの種類を選択するためのダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。

2. 静的リストをクリックします。箇条書き、または番号付きのリストを選択するダイアログが表示されます。 (下のスクリーンショット).
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3. 目的のリストアイテムマーカーを選択し、「OK」 をクリックします。空のリストアイテムが作成されます。

4. 最初のリストアイテムに使用するテキストを入力します。

5. Enter キーを押下することで、次のリストアイテムを作成することができます。

ネスト構造のリストを作成するには、リストアイテム内にカーソルを配置し、メニューオプションから 挿入 | 箇条書きを挿入 を選択します。そ

の後上記の操作を再度行なってください。

メモ: リストを挿入する箇所にカーソルが配置された状態で、 書式 ツールバー にあるリスト（記号）またはリスト（数字）アイ

コンをクリックすることでも、リストを作成することができます。カーソルの挿入位置に最初のリストアイテムが作成されます。

静的テキストをリストに変換する

以下の操作により、静的テキストをリストに変換することができます:

リストへ変換するテキストをハイライトして、メニューオプションから タグで囲む | リストを選択します。目的のマーカーを選択した後に 「OK」

をクリックします。テキスト内に改行が含まれる場合、各行が個別のリストアイテムとして作成されます。テキストの一部だけがハイライトされてい

る場合、そのテキストがリストアイテムとして作成されます。作成することのできるリストの数に制限は無く、必要に応じて Enter キーを押下

することで新たなリストを作成することができます。 タグで囲む | リスト コマンドはコンテキストメニューからもアクセスすることができます。

関連項目

· 動的なリスト 

· リスト 
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5 .7 .2 動的なリスト

動的リストにより、同じ名前を持った兄弟ノードのコンテンツをリストアイテムとして表示することができます。インスタンスの要素がリスト内のアイ

テムとして表示されます。以下ではそのメカニズムと操作方法について説明します。

一般的なメカニズム

· 任意の要素をリストとして作成することができます。

· 要素がリストとして作成されると、その要素のインスタンスがリストのアイテムとして作成されます。例えば、department 要素内に複数の

person 要素が含まれており、department 内にある全ての person からなるリストを作成する場合、person 要素をリストとして作成する

必要があります。

· 要素に対してリストを作成した後に、テキスト、自動計算、動的コンテンツなどの静的または動的コンテンツを挿入することで、リストやリス

トアイテムの外観またはコンテンツを修正することができます。

動的なリストを作成する

以下の方法により動的リストを作成することができます：

1. 動的リストを挿入する場所にカーソルを移動させ、メニューオプションから 挿入 | 箇条書きを挿入 を選択し

ます。挿入するリストの種類（動的または静的リスト）を選択するダイアログが表示されます（以下のスクリ

ーンショットを参照）。

2. 動的リストをクリックします。XPath セレクターダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

3. XPath セレクターダイアログでは、XPath コンテキストが挿入ロケーションのコンテキストになっており、ダイ

アログ内では変更できない点に注目してください。動的リストとして作成されるノードを選択します。以下の

スクリーンショットでは、コンテキストノードが n1:Department となっており、リストのアイテムとして作成される

ノードに n1:Person が選択されています。.
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ユーザー定義 XPath オプションを選択した場合、動的リストとして作成されるノードを選択する XPath 条件

式を入力することができます。「OK」 をクリックして、次のステップにて記述されている箇条書きダイアログ

を表示します。

4. 箇条書きダイアログにて、作成するリストの種類を選択します。箇条書きリストの種類（黒丸や白丸、黒四

角）や、番号付き箇条書きを選択することができ、「OK」 をクリックすることで、選択した種類のリストが作

成されます。
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関連項目

· 静的なリスト 

· リスト 
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5.8 イメージ

デザインドキュメントへイメージを挿入する場合、（SPS デザイナーにより）SPS 内部でイメージの場所を直接指定することができるほか、

XML ドキュメント内にあるノードから取得することができます。イメージの挿入方法については、 イメージ URI のセクションを参照ください。異

なる出力形式にてサポートされているイメージの種類については、 イメージ型 と出力セクションにて記述されます。

イメージのプロパティ

イメージはプロパティウィンドウでセットすることができます。デザイン内でイメージを選択し、プロパティサイドバーにて (i) プロパティのカラムにてイ

メージを選択し、(ii) 目的のプロパティグループを選択し、(iii) 選択されたプロパティグループにある目的のプロパティを選択します。例えば、イ

メージの高さと幅をセットするには、HTML グループにある height と width プロパティに値をセットします。

関連項目

· イメージの挿入 

· 青写真イメージ

5 .8.1 イメージ： URI とインラインデータ

イメージはデザインドキュメント内の任意の場所に挿入することができます。これらのイメージは 出力ドキュメントに表示され、デザインビューで

はイメージの代わりにサムネイルまたはプレースホルダが表示されます。

イメージを挿入するには 挿入 | イメージ メニューコマンドを選択します。イメージの挿入ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを

参照）。

イメージへは２種類の方法によりアクセスすることができます:

· イメージをファイルとして、イメージの挿入ダイアログにて URI を入力することでアクセスすることができます。

· Base-16 または Base-64 テキストとしてイメージをエンコードし、XML ファイル内に配置することができます。

イメージファイルを挿入する

URI を指定することで、イメージファイルがデザイン内に挿入されます。このファイルはランタイムにてアクセスされ、ドキュメント内部に配置されま

す。イメージの挿入ダイアログでは、３種類の方法でイメージの URI を入力することができます（上のスクリーンショットを参照）。
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· 静的タブでは、絶対または相対 URI として URI が直接入力されます。例えば、相対 URI であれば nanonull.gif

（以下のセクションを参照ください）となり、絶対 URI であれば C:/images/nanonull.gif となります。

· 動的タブでは、(i) 絶対または相対 URI、または (ii) パースされたエンティティ名 を含むノードを選択する XPath 条件式を入力

します。例えば、image/@location というエントリーにより、コンテキストノードの子である image 要素の location 属性が

選択されます。XML ドキュメント内にある選択されたノードにはイメージ URI が含まれます。非解析対象実体の

使用方法については、 パースされていないエンティティ URI のセクションを参照ください。

· 静的ならびに動的タブでは、XPath 条件式による動的な箇所を、静的なエントリー（テキスト）により囲むことがで

きます。例えば、静的なプレフィックスを C:/XYZCompany/Personnel/Photos/ として、動的なパートを concat(First,

Last)、静的なサフィックスを .png とすることができます。この組み合わせにより、例えば

C:/XYZCompany/Personnel/Photos/JohnDoe.png といった絶対 URI が選択されるようになります。

エンコードされたテキストのイメージを挿入する

イメージは Base-16 または Base-64 でエンコードされたテキストとして XML ファイル内部に保管することができます。この方法により、個

別のファイルへアクセス（リンク）することなく、ソース XML ファイル内にあるイメージへアクセスすることができるようになります。XML ソース内部

にてエンコードされたイメージを挿入するには、イメージの挿入ダイアログにあるインラインデータタブを使用します（以下のスクリーンショットを参

照）。

XPath 条件式を使用することで、エンコードされたイメージのテキストを含む XML ドキュメント内のノードを指定します。イメージフォーマットコ

ンボボックスから、生成するイメージ形式を選択します（イメージファイルはエンコードされたテキストデータから生成され、このファイルが出力ドキュ

メントにて使用されます）。エンコーディングコンボボックスでは、ソース XML ファイルで使用されているエンコーディングの形式を指定します。この

操作により、エンコードされたテキストを（指定されたエンコード形式により） StyleVision にて正しく読み取ることが可能になります。

（イメージファイル設定ボタンからアクセスすることができる）イメージファイル設定ダイアログでは、作成されるイメージファイルに対して名前

を与えることができます。名前を与えないことも可能で、その場合 StyleVision によりデフォルトの名前が生成されます。

出力からイメージへのアクセス

出力の形式と作業を行なっている段階により、イメージへのアクセス方法が変わります。以下の点に留意してください：

· お使いのエディションでご利用になれる出力フォーマットを確認してください： (ｉ) Basic エディションでは HTML

が、(ii) Professional エディションでは HTML と RTF が利用可能で、(iii) Enterprise エディションでは HTML、

RTF、PDF、そして Word 2007+ が利用できます。

· デザインビュー プロパティ ダイアログ にて、イメージに使用される相対パスを SPS または XML ファイルに対して相対とするか指定すること

ができます。  

· HTML 出力の場合、イメージの URI が HTML ファイルへ渡されることでブラウザーはイメージにアクセスします。

そのため、イメージへのパスが相対パスとなっている場合、HTML ファイルの場所から相対的になっている必要

があります。StyleVision 内にある HTML プレビューでは、一時的な HTML ファイルが SPS ファイルと同じフォル

ダー内に作成されます。そのため HTML によるレンダリングを行うには、この場所から相対的となるパスを指定

する必要があります。 

· URI が相対的か絶対的かにかかわらず、レンダリングを行うプロセスからイメージへ物理的にアクセスできる状

態になっている必要があります。
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イメージのプロパティの編集

イメージを変更するには、デザインビューにてイメージを右クリックして、コンテキストメニューから URL の編集を選択します。実体はイメージ

の挿入ダイアログと等しいイメージの編集ダイアログが表示され、必要な修正を行うことができるようになります。プロパティサイドバーに表示され

ているイメージグループの URL プロパティからもイメージの編集ダイアログへアクセスすることができます。プロパティのイメージグループには alt プ

ロパティも含まれており、イメージの代替テキストを指定することができます。

イメージを削除する

イメージを削除するには、イメージが選択された状態で、Delete  キーを押下します。

関連項目

· イメージ型 と出力 

· パースされていないエンティティ URI 

5 .8.2 イメージ型 と出力

StyleVision にてサポートされているイメージと、StyleVision にてサポートされている出力形式を以下に示します。StyleVision のエディ

ションによりサポートされる出力フォーマットのセットが異なる点に注意してください。Enterprise エディションでは HTML、Authentic、

RTF、PDF、W ord 2007+ がサポートされるのに対して、Professional エディションでは HTML と Authentic、RTF が、Basic エ

ディションでは HTML がサポートされます。 

イメージ型 Authentic HTML RTF PDF Word 2007+

JPEG はい はい はい はい はい

GIF はい はい はい はい はい

PNG はい はい はい はい はい

BMP はい はい はい はい はい

TIFF はい* はい* はい はい はい

SVG はい* はい* いいえ はい いいえ

JPEG XR はい はい いいえ いいえ いいえ

* 下の点に留意してください

以下の点に注意してください:

· デザインビューでは、イメージの場所が静的 URL により与えられている時だけ（つまり SPS に直接入力されたときだけ）イメージが表示さ

れます。

· TIFF ならびに SVN イメージを Authentic View ならびに HTML ビューで表示するには、Internet Explorer 9 以

上が必要になります。

· RTF 出力では、TIFF イメージは埋め込みではなくリンクにより表示されるため、大きさの変更を行うことはできま

せん。

· SVG ドキュメントは XML 形式で、SVG 名前空間内に収める必要があります。

· イメージファイルが見つからない場合、FOP によりエラーが返され、PDF は生成されません。
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· PDF の生成に FOP が使用される場合、PNG イメージのレンダリングを行うのに JIMI イメージライブラリを FOP

からアクセス可能な場所にインストールしておく必要があります。

· FOP による画像の処理に関する詳細については、 FOP W eb サイト を参照ください。

サンプルファイル

サンプルファイルの Images.sps は以下の場所に収められています:

 C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples/Tutorial/Images 

HTML における SVG

マウスイベントに対するコードが含まれる外部 SVG ファイルがイメージとして使用された場合、イメージ内部で SVG のレンダリングが行わ

れ、インタラクティブ性が失われます。この制約は、オブジェクトとして外部 SVG イメージを扱うか、ユーザー定義された XML ブロックとして

SVG コードフラグメントを追加することにより回避することができます。.

SVG をウェブページに含めるには、以下に示される３種類の方法があります。

1. イメージとして挿入された外部 SVG：生成された HTML ファイルにて <img> タグを生成します。インタラクティブ性は失

われます。

2. ユーザー定義要素機能によりオブジェクトとして挿入された外部 SVG（以下のスクリーンショットを参照）： type 属性を正しく挿

入するようにしてください（例： type="image/svg+xml"）。このように挿入することで、SVG オブジェクトのインタラクティブ性が保た

れ、マウスオーバー機能も有効になります。

3. ユーザー定義 XML ブロックにより挿入されたインライン SVG: SVG コードフラグメントの例を以下のスクリーンショットに示します。

このように挿入を行うことでインタラクティブ性が保たれます。出力方法が HTML 4.0 または 5.0 の場合、svg 要素を SVG 名

前空間に含める必要はありませんが、XHTML を使用する場合、名前空間が必要になります。

http://xmlgraphics.apache.org/fop/
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関連項目

· イメージ URI  

5 .8.3 サンプル： イメージのテンプレート

StyleVision パッケージには StyleVision に搭載されているイメージ機能のデモするための SPS ファイルが含まれています。ファイルは (マ

イ) ドキュメントフォルダー: C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\Images\Images.sps です。

Images ドキュメント（Images.xml と Images.sps）は、３つのパーツから構成されます:

· ２番目のパートには、StyleVision 出力フォーマットごとにサポートされているイメージフォーマットを表した

テーブルが含まれています。 RTF、PDF および W ord 2007+ 出力フォーマットは、 StyleVision の Enterprise

Edition と Professional Edition (RTF) でのみ使用することができます。  デザインビューでは静的 URI をともなう

イメージだけが表示されます。このテーブルにあるイメージフォーマットは全て、３番目のパートにて表示さ

れます。

· ３番目のパートでは、StyleVision にてサポートされる全てのイメージが表示されます。Images.sps ファイルを

StyleVision にて開いた場合、StyleVision で利用できるプレビューを切り替えることで、どのイメージがそ

れぞれのプレビューで表示されるのか確認することができます。イメージの場所は XML ノード内に含まれ

ているので、独自のイメージの場所を Authentic View にて入力し、プレビューウィンドウでどのように表示

されるか確認することができます。

関連項目

· イメージ URI 

· イメージ型 と出力 
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5.9 フォームコントロール

XML ドキュメント内にあるノードは、（入力フィールドやコンボボックスといった）データ入力デバイスとして作成することができます。  HTML 出

力では、 デザインビューにおける表示に類似したかたちで、データ入力デバイスがオブジェクトとしてレンダリングされます。 HTML 出力では動

作しない点に注意してください。

一般的なメカニズム

StyleVision で使用することのできるデータ入力デバイスのリストを、XML ドキュメントにてどのようにデータが入力されるかの説明とともに、以

下に示します。.

データ入力デバイス XML ファイル内のデータ

入力フィールド (テキストボックス) ユーザーにより入力されたテキスト

複数行 入力フィールド ユーザーにより入力されたテキスト

コンボボックス ユーザーの選択を値へマッピング

チェックボックス ユーザーの選択を値へマッピング

ラジオボタン ユーザーの選択を値へマッピング

ボタン ユーザーの選択を値へマッピング

入力フィールドに入力された値は、XML コンテンツとして XML ドキュメント内に直接入力されます。その他のデータ入力デバイスでは、

Authentic View ユーザーの選択が値へマッピングされます。StyleVision では、ユーザーが選択することのできるオプションのリストと、各オ

プションに対応した値を定義することができます。通常、ダイアロブにてオプションと、対応する値を定義することになります。 

· 入力フィールド (テキストボックス) 

· 複数行 入力フィールド

· コンボボックス

· チェックボックス

· ラジオボタン

· ボタン

一般的な使用方法

以下の操作により、データ入力デバイスを作成することができます：

1. スキーマツリーサイドバーからデザインビューにある目的の場所へノードをドラッグします。

2. コンテキストメニューから、ノードに対して作成するデータ入力デバイスを選択します。

3.データ入力デバイスによってはダイアログが表示されます。ダイアログが表示される場合、必要な情報をダイアログに入力し、「OK」  を

クリックします。

データ入力デバイスのプロパティを再度開いて編集するには、（それを含んでいるノードではなく）そのデータ入力デバイスをクリックして、プロ

パティサイドバーに表示されているプロパティを編集します。

メモ:

· データは、 HTML 出力のデータ入力デバイスには入力することができません。データ入力デバイスは、コンテンツを表示する代替の

方法としてのみ使用されます 。

· 既にあるノードのコンポーネントをデータ入力デバイスへ変更することでも、データ入力デバイスを作成することができます。ノードを右

クリックして、変更を選択してください。
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· HTML 出力では、ユーザーにより選択されたエントリーが表示されます。HTML ドキュメントに表示されたデータ入力デバイスの値

を変更しても、XML ドキュメントや HTML ドキュメント内にある値は変更されません。

関連項目

· 入力フィールド、複数行 入力フィールド 

· コンボボックス 

· チェックボックス 

· ラジオボタン、ボタン 

5 .9 .1 入力フィールド、複数行の入力フィールド

スキーマソースウィンドウからデザインビューへノードをドロップすることで、SPS 内に入力フィールドや複数行の入力フィールドを挿入することが

できます。 そのノードのコンテンツが入力フィールドまたは複数行の入力フィールドにて表示されます。

入力フィールドのプロパティを編集する

入力フィールドを選択し、プロパティサイドバーの HTML プロパティを修正することで、入力フィールドの HTML プロパティを修正することができ

ます。

例えば、入力フィールドが選択された状態で、編集フィールドを選択し、プロパティ の HTML グループ以下にある maxlength プロパティ

を選択します。maxlength の値フィールドをダブルクリックして、値を入力してください。

メモ: CDATA セクションを入力フィールド（テキストボックスと複数行のテキストボックス）に挿入することはできま

せん。CDATA セクションは、テキストコンテンツコンポーネントとして Authentic View に表示される要素内

部だけに入力することができます。 

関連項目

· コンボボックス 

· チェックボックス 

· ラジオボタン、ボタン 

5 .9 .2 チェックボックス

チェックボックスをデータ入力デバイスとして作成することができます。 チェックボックスをデータ入力デバイスとして作成することができます。Basic

エディションではチェックボックスの編集ダイアログを操作する必要はありません（Basic エディションでは Authentic View がサポートされない

ため、XML ファイルに値を与えることはできません）。
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上のスクリーンショットでは、Name という名前の要素がチェックボックスとして作成されました。 Authentic View ユーザーがチェックボックスに

チェックを入れた場合、true という値が Name 要素の値として入力されます。チェックボックスのチェックが外された場合、（ダイアログにて定義

されている通り）false という値が Name の XML 値として入力されます。

チェックボックスの編集ダイアログへアクセスする

ノードをチェックボックスとして作成して、新たなチェックボックス作成する時にはチェックボックスの編集ダイアログが表示されます。以下の操作に

より、チェックボックスの編集ダイアログへアクセスすることができます：

1. デザイン内にあるチェックボックスを選択します。

2. プロパティサイドバーにてチェックボックスアイテムを選択し、プロパティのチェックボックスグループを選択します

（以下のスクリーンショットを参照）。

3. チェックされた値プロパティにある編集ボタン  をクリックします。チェックボックスの編集ダイアログが表

示されます。

メモ: チェックボックスが選択された状態でプロパティサイドバーにある HTML プロパティを修正することにより、

チェックボックスの HTML プロパティを編集することができます。

関連項目

· 入力フィールド、複数行 入力フィールド 
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· コンボボックス 

· ラジオボタン、ボタン 

5 .9 .3 コンボボックス

コンボボックスにより、ドロップダウンリスト形式のアイテムが表示されます。リスト内のアイテムは、以下のどれかの方法により選択することができ

ます。リストは生成されたドキュメントにて使用することができ、例えば生成された HTML を更に処理することで、コンボボックスを使った

HTML のフォームを作成することができます。

· 選択されたノードに対するスキーマの列挙。

· コンボボックスダイアログにて定義されたリストから。表示されるエントリーと、それに対応する XML の値を入力します。XML の値は

Enterprise ならびに Professional エディションで利用することができ、Authentic View ユーザーが選択した値から XML 値

へのマッピングが行われます。Basic エディションでは、この操作は必要ではありません（Authentic View は Basic エディション

でサポートされないため）。 

· カレントノードに相対的な XPath 条件式の結果シーケンスから。結果シーケンス内にあるアイテムがドロップダウンリストのエントリ

ーとして表示され、

5 .9 .4 ラジオボタン、 ボタン

ボタンには、通常のボタンとラジオボタンの２種類があります。 ラジオボタンとボタンは、フォームに入力する場合、または、 HTML 出力内でイベ

ントをトリガーする場合役にたちます。 

メモ: ラジオボタンやボタンが選択された状態で、プロパティサイドバーにある HTML プロパティを修正すること

で、ラジオボタンやボタンの HTML プロパティを編集することができます。

関連項目

· 入力フィールド、複数行 入力フィールド 

· コンボボックス 

· チェックボックス 
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5.10 リンク

リンク（またはハイパーリンク）を、ドキュメント内のブックマークやウェブページといった外部リソースに対して作成することができます。リンクは動的

に生成されたアンカーに対しても作成することができます。 StyleVision では、ハイパーリンクに使用される URI を非常に柔軟な方法で作

成することができます。

ブックマーク と ハイパーリンク のセクションでは、静的ならびに動的なブックマークをドキュメント内に作成し、ブックマークや外部ドキュメントへの

リンクを作成する方法について記述されます。

関連項目

· ブックマーク と ハイパーリンク 
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5.11 バーコード

バーコード,バーコードデザイン要素を使用することで、出力ドキュメント内にバーコードを生成することができます（以下のスクリーンショットを参

照）。デザインドキュメント内のバーコードを挿入する場所に バーコードデザイン要素を挿入し  プロパティを指定します。バーコードデザイン要

素は XSLT 2.0 または XSLT 3.0 ( XSLT 1.0 ではない) モードでのみサポートされるということに注意してください。

重要:  バーコードを動作させるためには、Java Runtime Environment (JRE) がインストールされている必要があります。JRE はバー

ジョン 1.4 以降で、お使いのシステムにインストールされた StyleVision パッケージのビットバージョン（32-ビットまたは64-ビット）と同一のも

のでなければなりません。

バーコードを挿入する

以下の方法により、デザイン内部にバーコードを挿入することができます:

1. バーコードを挿入する場所にて右クリックして、バーコードの挿入コマンドを選択します。その他にもメニューオ

プションから「挿入 | バーコードの挿入」を選択するか、ツールバーのバーコードアイコンをクリックして、デザ

インにてバーコードを挿入する場所をクリックします。スキーマツリーからデザインビューへ要素をドラッグアンド

ドロップして、バーコードの作成を選択することもできます。バーコードの挿入ダイアログが表示されます（以下

のスクリーンショットを参照）。
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2. Type ならびに Text プロパティは必須プロパティとなっている一方、それ以外のプロパティはオプション、また

は適切なデフォルト値が与えられています。Type プロパティの値はドロップダウンリストから選択することがで

き、ISBN バーコードを含む EAN-13 や UPC-A といったバーコードの種類を選択することができます。バーコー

ドプロパティについては 下で説明されます 。必須プロパティの値と、目的に応じたオプションのプロパティをセットしてください。XML

ファイル内にある値をプロパティの値として使用する場合、 XPath 式を入力 することで、アクセスする XML ノードを特定することができま

す。XPath 条件式を使用するには、目的のプロパティを選択し、プロパティダイアログのツールバーにある XPath ボタンを有効にして、

XPath 式 の編集ダイアログにて XPath 条件式を入力します。XPath 条件式はカレントノード内で評価されます。

3. プロパティの設定が完了したら、「OK」 をクリックします。バーコードイメージが挿入され、生成されたバーコード

を出力プレビューにて確認することができるようになります（以下のスクリーンショットを参照）。

メモ:  バーコードのイメージは PNG ファイルとして生成されます。

バーコードのプロパティ

以下にあるバーコードのプロパティを指定することができます。Text ならびに Type  プロパティは必須となっており、それ以外のプロパティはオプ

ションとなります。バーコードの種類により、利用することのできるプロパティが異なるということに留意してください。

· Type: 与えられたテキストを読み取るためのバーコードシステムです（例: EAN または UPC）。
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· Text: バーコードパターンの生成に使用される値です。

· SetModuleWidth : コード内にあるバーの幅を指定します。

· SetBarHeight: バーの高さを指定します。

· SetHeight: バーコードのイメージの高さを指定します。

· DoQuietZone: Yes または No という値により、SetQuietZone と SetVerticalQuietZone プロパティにより

大きさが指定される余白を表示するかが決定されます。

· SetQuietZone: バーコードの周りに「クワイエットゾーン」（余白）が表示されるようにします。１次元のバー

コードの場合、ここで指定された値が水平方向に対して適用されます。２次元のバーコードの場合、水平

ならびに垂直方向に対して値が適用されます。垂直方向の値は、SetVerticalQuietZone プロパティに値を

指定することで、上書きすることもできます。

· SetVerticalQuietZone: ２次元のバーコードに対して、垂直方向の「クワイエットゾーン」（余白）を指定する

ことができます。長さの単位であるミリメートル (mm) を指定する必要があります（例: 2mm）。

· SetMsgPosition: バーコードから見て、どこにメッセージテキストが表示されるか指定します。top、bottom、

または none （メッセージが生成されません）を指定することができます。

· SetPattern: 数字だけの長い文字列といったメッセージテキストを、読みやすくするためのパターンをセット

します。パターンの構文は以下に示されます。

· SetFontName: テキストを表示するためのフォントを指定します。

· SetFontSize: テキストに使用されるフォントサイズを指定します。

· SetChecksumMode: 以下の値を指定することができます: (i) Add : メッセージにチェックサムが追加され

ます、(ii) Check : バーコードのレンダリング中にチェックサムのチェックが行われます（チェックサムが存在

する場合）、(iii) Ignore : チェックサムの処理が行われることはありません、(iv) Auto : 選択された種類の

バーコードにて定義されたデフォルトの振る舞いが有効になります。

· Orientation:  バーコードの回転を指定することができます。反時計回り方向に90度ごとの回転が行われ

ます。

· PixelDensity: バーコードイメージにおけるピクセルの密度（解像度）が指定されます。密度が増えること

により、より鮮明なイメージが生成されます。

· GeneratedImageSettings: 生成されたバーコードのイメージファイル名が指定されます。名前が指定され

なかった場合、StyleVision により自動的に名前が生成されます。 

パターンの構文

パターンにより、バーコードに含まれる入力メッセージの文字列をより読みやすいかたちで出力することができます。パターンでは、入力メッセージ

のテキストがアンダースコアの "_" により示されます。パターン内にあるその他の文字は、出力メッセージテキストの対応する箇所に挿入されま

す。バックスラッシュ "\" はエスケープシンボルとなります。例えば "\?" により "?" という文字が出力メッセージテキストに表示されます（ここでの

"?" は全ての文字を表します）。また、"#" 文字により、オリジナルのテキストに含まれていた文字を削除することができます。以下にあるパター

ンの構文例を参照ください。

入力メッセージテキスト パターン 出力メッセージテキスト

123456 __ __ __ 12 34 56

15032011094655 __\\__\\____ __:__:__ UTC 15\03\2011 09:46:55 UTC

15-03-2011 __#/__#/____ 15/03/2011

出力ファイルを生成する

出力にて生成されるバーコードイメージのファイルは、プロパティダイアログのパスタブにて指定された場所に保存されます。プロパティダイアログへ

は、メニューオプションから「ファイル | プロパティ」を選択することでアクセスすることができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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プレビューで使用されるバーコードのイメージファイルは、SPS ファイルまたは作業用 XML ファイルが収められているディレクトリに作成されま

す。これらのファイルは一時的なファイルとして作成され、SPS が閉じられる際に削除されます。メニューオプションの「ファイル | 生成され

たファイルの保存」により出力が生成された際には任意の場所にバーコードイメージファイルを作成することができます。パスタブにある「追

加で生成されたファイルの場所」ペインにて場所を指定することができます（上のスクリーンショットを参照）。

関連項目

· SPS ファイル:  コンテンツ 
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5.12 レイアウト モジュール

レイアウトモジュールとは、レイアウトを含むオブジェクトのことです。モジュール全体を SPS デザイン内に挿入することにより、ドキュメントフロー

におけるブロックとして作成することができます。デザインの要件に従って、SPS デザイン要素を含む複数のレイアウトボックスをレイアウトモジュ

ール内に配置することもできます。レイアウトモジュールを使用することで、グラフィカルなデザインアプリケーションと同じような操作で、レイアウト

を作成することができます。

レイアウトモジュールを作成するためのステップを以下に示します:

1. レイアウトコンテナーを挿入する:レイアウトコンテナーはページ上の幅全体を占めることも、大きさを指定することもできます。デザイン

の青写真を含めることでデザインガイドとして使用し、（サイドバーにある）スタイルを使用することでレイアウトコンテナーのフォーマット

を行うこともできます。

2. レイアウトコンテナー内に１つ以上の レイアウトボックス を挿入する:レイアウトボックスには複数のデザイン要素（スキーマテ

キスト、スキーマノード、自動計算、イメージ、リストなど）を含めることができ、（スタイルサイドバーにある）スタイルを使用することで、

レイアウトボックスのフォーマットを行うことができます。レイアウトコンテナー内にあるレイアウトボックスは、他のレイアウトボックスに対し

て相対的に位置を変更し、前面または背面へ移動することができます。

3. ライン の描画やフォーマット、また（レイアウトボックスやその他のラインといった）レイアウトオブジェクトの前面や背面に移動することが

できます。

フォームベースのデザイン

新規 SPS の作成 する場合、フリーハンドのデザインか、フォームを基にしたデザインかを選択することができます。フォームを基にしたデザイン

とは、レイアウトコンテナーにより構成される SPS デザインのことです。

メモ: レイアウトモジュールは、Enterprise エディションの Altova 製品における Authentic View でしかサポートさ

れません。

関連項目

· デザインの作成 

· SPS ファイル:  コンテンツ 

5 .12 .1 レイアウトコンテナー

レイアウトコンテナーは以下のような特徴を備えています：

· ドキュメント内、つまりテンプレート内部に 挿入 することができます。また、ドキュメントデザインを含んでいるコンテナー内に

挿入することもできます。

· そのセクションに対して定義されたページの寸法に合わせる（レイアウトコンテナーの「用紙サイズに自動

調整」プロパティ）ことができるほか、寸法を指定することができます。詳細については、レイアウトコンテナーの

サイズ セクション参照ください。

· レイアウトグリッド と ズーム機能 により、レイアウトコンテナー内にあるオブジェクトの位置を簡単に指定することができます。

· 境界線、背景色、フォントのプロパティといった スタイルプロパティ を、全てのコンテナーに対して指定することができます。

· レイアウトボックスやラインを含める ことはできますが、その他のデザイン要素を含めることはできません（全てのデザイン要素はレイアウ

トボックス内部に配置する必要があります）。

· 青写真 を含めることで、テンプレートを作成するためのガイドとして使用することができます。青写真により表示されたイメージに、正

確にマッチするようにデザインの配置を行うことができます。
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メモ: レイアウトコンテナーは、Enterprise エディションの Altova 製品における  Authentic View  でしかサポート

されません。

レイアウトコンテナーを挿入する

レイアウトコンテナーを挿入するには、 デザイン要素の挿入 ツールバー にあるレイアウトコンテナーの挿入アイコンをクリックした後に、

レイアウトコンテナーを挿入する位置をクリックします。レイアウトコンテナーを用紙サイズに自動調整するかを決定するためのダイアログが表示

されます。はいをクリックすることで、そのドキュメントセクションのページレイアウトプロパティにて定義されたページの寸法と同じ大きさがレイアウ

トコンテナーに対して与えられます。いいえをクリックした場合、デフォルトサイズの 3.5in x 5.0in のレイアウトコンテナーが作成されます。

レイアウトコンテナーは、SPS の作成時にも作成することができます。 

レイアウトコンテナーのサイズ

レイアウトコンテナーの大きさは、以下の２つのプロパティにより決定されます：

· 用紙サイズに自動調整プロパティ（プロパティサイドバー、以下のスクリーンショットを参照）： yes を選択すること

で、ドキュメントセクション内にあるページに対して使用される寸法がレイアウトコンテナーでも使用されます。no

を選択すると、大きさをカスタマイズすることができるレイアウトコンテナーが作成されます。

· スタイルサイドバーのレイアウトから選択することができる詳細グループの height ならびに width プロパティによ

り、レイアウトコンテナーの大きさを指定することができます。レイアウトコンテナーの右ならびに下余白をドラッグ

することでも、コンテナーの大きさを直接修正することができます。height ならびに width プロパティの値は、用紙

サイズに自動調整プロパティの値が no になっている時にだけ有効になる点に注意してください。

レイアウトコンテナー グリッド

レイアウトコンテナー内にグリッドを表示させることで、アイテム間の間隔指定に使用することができます。以下の設定により、グリッドを使用する

ことができます：

· グリッドを表示/隠す ： デザイン要素の挿入ツールバーにて、グリッドの表示を有効/無効にすることができま

す。

· グリッドサイズ ： オプションダイアログのデザインタブ にて、水平ならびに垂直方向の長さを指定することができ

ます。非常に大きな値が入力された場合、グリッドが正確に表示されない場合もあることに注意してください。

· グリッドへのスナップ ： デザイン要素の挿入ツールバーにある切り替えコマンドにより、グリッドへのスナップ機

能を有効または無効にすることができます。グリッドへのスナップ機能が有効になっている場合、レイアウトボック

スの左上と、レイアウトボックスの終点がグリッドの線と点に対して配置されます。

ズーム機能

表示を拡大することで、オブジェクトの配置をより正確に行うことができます。（標準ツールバーにある）ズームコンボボックスを使用するか、Ctrl

キーを押下しながらマウスホイールを使用することで、拡大率を変更することができます。
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レイアウトコンテナー スタイルプロパティ

レイアウトコンテナーに適用することができるスタイルには、以下の２種類があります：

· レイアウトコンテナーだけに適用され、承継されないもの（例： border や background-color プロパティ）。

· レイアウトコンテナー内にあるレイアウトボックスに継承されるもの（例： フォントプロパティ）。

レイアウトコンテナーのスタイルプロパティは、スタイルサイドバーにあるレイアウトコンテナーにてセットされます（上のスクリーンショットを参照）。

レイアウトコンテナーのコンテンツ

レイアウトコンテナー内に含めることができるデザインアイテムは、レイアウトボックスとラインに限られます。その他に、（デザイン要素ではない）青

写真をデザインのガイドとしてレイアウトコンテナー内に配置することができます。その他のデザイン要素は全て、レイアウトボックス内に配置する

必要があります。

青写真

SPS の作成中に、デザインのガイドとしてレイアウトコンテナー内に青写真を配置することができます。青写真には、レイアウトコンテナーの大

きさに等しい大きさのイメージファイルが使用されます。青写真イメージがレイアウトコンテナーよりも小さい場合、デザイン内で指定された位置

をオフセットとすることができます（以下のスクリーンショットにある青写真グループプロパティを参照ください）。青写真を使用することで、SPS デ

ザインを青写真デザインで表現することもできます。この機能により、青写真で表示されているとおりにデザイン要素を配置することが可能にな

ります。青写真はデザインビューだけに表示され、出力ビューで表示されることはありません。

（プロパティサイドバーの）レイアウトコンテナープロパティにある青写真のプロパティグループから、青写真のプロパティへアクセスすることができます

（以下のスクリーンショットを参照）。
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レイアウトコンテナーに表示される青写真の透明度を指定することで、デザインの邪魔にならないようにすることができます。青写真のイメージ

は、イメージを表示プロパティにて、必要に応じて表示/非表示を切り替えることができます。

関連項目

· レイアウトボックス 

· ライン

5 .12 .2 レイアウトボックス

レイアウト内にある全てのデザイン要素（静的テキストやスキーマノード、自動計算、イメージ、リストなど）は、レイアウトボックス内に配置する

必要があります。デザイン要素を含んだレイアウトボックスは、必要に応じてレイアウトコンテナーに配置されます。デザイン要素をレイアウトコン

テナーに直接配置することはできず、レイアウトボックス内部に配置する必要があります。

 

このセクションでは以下のサブセクションにより、レイアウトボックスの使用方法について説明します：

· レイアウトボックスの挿入 

· レイアウトボックスの選択と移動 

· レイアウトボックスのサイズを修正 

· レイアウトボックス スタイルプロパティの定義 

· レイアウトボックスにコンテンツを挿入 

· レイアウトボックスの表示順序 

 

レイアウトボックスの挿入

レイアウトボックスは レイアウトコンテナー の中にだけ挿入することができます。レイアウトボックスを追加するには デザイン要素の挿入 ツールバ

ーにあるレイアウトボックスの追加アイコンをクリックして、レイアウトボックスを挿入するレイアウトコンテナーの場所をクリックします。クリックされた
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場所が左上端となるようなかたちでレイアウトボックスが挿入されます。レイアウトボックスは透明で境界線を持たず、デフォルトのテキストが表

示されます。

レイアウトボックスの選択と移動

レイアウトボックスの左または上側にある境界線までカーソルを移動させ、カーソルが移動状態になった状態でクリックすることで、レイアウトボッ

クスを選択することができます。マウスボタンを押下しながら、レイアウトボックスをレイアウトコンテナー内にある他の場所へ移動することもできま

す。レイアウトボックスが選択された状態で矢印キーを押下することでも、レイアウトボックスを移動することができます。レイアウトボックスが選択

されると、関連するプロパティやスタイルがそれぞれのサイドバーに表示されます。

レイアウトボックスのサイズを修正

各レイアウトボックスにはサイズの自動調整という名前のプロパティが含まれています（以下のスクリーンショットを参照）。このプロパティの

値を yes にセットすることで、挿入された任意の（マークアップを含む）コンテンツに合わせるかたちでレイアウトボックスの大きさが自動的に調整

されます。自動調整の値が no にセットされた場合、コンテンツが挿入されてもレイアウトボックスの大きさが自動的に変更されることはありま

せん。

右および下側の境界線をドラッグすることで、レイアウトボックスの大きさを手動で変更することができます。矢印キーを使用することでもレイアウ

トボックスの大きさを変更することができます。まず レイアウトボックスを選択 し、Sh ift キーを押下しながら、矢印キーを押下することで、レイ

アウトボックスを目的の大きさに変更することができます。

追加高さと追加幅プロパティにより、自動調整にて決定される大きさを広げることができます。追加幅と追加高さは、レイアウトボックスの大

きさが手動で変更された際に、新たに計算されます。反対に、これらの値を変更することでも、レイアウトボックスの大きさを変更することができ

ます。

メモ: レイアウトボックスでは Enter キーを押下することで改行が入力されます。改行を含まないコンテンツが追

加されると、その行の長さがレイアウトボックスの幅とともに大きくなり、追加幅の値が影響されることにな

ります。

レイアウトボックス スタイルプロパティ

レイアウトボックスのスタイルプロパティは、スタイルサイドバーにあるレイアウトボックスにてセットすることができます（以下のスクリーンショットを参

照）。スタイルはレイアウトボックスの選択時に表示され、編集することができます。
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メモ: （透明を意味する）transparent という値を、background-color のプロパティコンボボックスから選択するこ

とができます（カラーパレットから選択することはできません）。以下で説明されるように、レイアウトボックス

が重なり合う際にこの値を使用することができます。

レイアウトボックスにコンテンツを挿入

レイアウトボックスには  SPS と同様の方法で任意のデザイン要素を挿入することができます。 レイアウトコンテナー または Layout Line は

レイアウトボックスに挿入できないことに注意してください。留意すべき点を以下に示します：

· コンテキストノードが必要なデザイン要素が挿入された場合、カレントノードがコンテキストノードとして使用

されます。レイアウトモジュールの作成に使用されたノードがカレントノードになります。

· レイアウトボックス内のテキストコンテンツは、時計回りまたは反時計回りに90度回転させることができ、上

から下、または下から上の方向へテキストを表示することができます。デザインにて回転させるテキストを

選択し、プロパティサイドバーにあるレイアウトボックスグループを選択します。方向プロパティにて目的の

値を選択してください。

以下の点に注意してください:
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· 出力にて文字は回転されますが、デザインではそのように表示されません。

· このプロパティは テーブルセル内のテキストにも適用することができます。

レイアウトボックスの表示順序

レイアウトボックスは重ね合わせて表示することができます。あるレイアウトボックスが別のレイアウトボックスの上に配置されると、レイアウトボック

スが透明になっていない場合、覆われたレイアウトボックスが別のレイアウトボックスにより隠れてしまいます。レイアウトボックスを重ね合わせるこ

とで最前面にあるレイアウトボックスだけが完全に表示され、その他のレイアウトボックスは部分的にしか表示されないか、全く表示されなくなり

ます。

レイアウトボックスのコンテキストメニューにある順序メニューコマンドを使用することで、選択されたレイアウトボックスを前面または背面へ移動

することができます。これらのコマンドを使用することで、レイアウトボックスを (i) 最も近いボックスに対して移動（前面へ移動ならびに背面

へ移動コマンド）、または (ii) 全てのボックスに対して移動（最前面へ移動ならびに最背面へ移動コマンド）することができます。上の

スクリーンショットでは、以下の順序によりボックスが配置されています。

· 左側の図 ： オレンジ、緑、青

· 右側の図 ： 青、緑、オレンジ

透明 (transparent) な背景（レイアウトボックスにデフォルトで使用される背景）をともなうレイアウトボックスは、特に複数のボックスが透明と

なっており、更に境界線を持たない際に、他のアイテムに対して順序が変更されていないように見えることもあります。以下のスクリーンショット

では、透明な背景が重ね合わせでどのように表示されるか示されます。

 

メモ: レイアウトライン を、レイアウトボックスと一緒に追加することで、これらラインの順序を他のアイテムに対して移動することができます。

関連項目

· レイアウトコンテナー 
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· ライン 

5 .12 .3 ライン

ラインは（レイアウトボックスではなく レイアウトコンテナー内に挿入 した後に、レイアウトコンテナー内で 選択、移動や大きさの変更 を行い、

プロパティの割り当てや、レイアウトボックスならびにラインからなる レイアウトアイテムの表示順序を変更 することができます。

ラインを挿入する

以下の操作により、ラインをレイアウトコンテナーに追加することができます：

1. デザイン要素の挿入 ツールバーにあるラインの挿入アイコンをクリックします。

2. 追加するラインの起点となるレイアウトコンテナー内の位置をクリックします。

3. マウスボタンを離すこと無く、起点から終点までマウスをドラッグします。終点にてマウスボタンを離します。

黒色のラインが挿入されます。両端には起点と終点を表すためのドットが表示されます。

ラインを選択、移動、大きさを変更する

メインウィンドウでは、以下のドラッグアンドドロップ機能を使用することができます：

· ラインを選択するには、ラインの一部をクリックします（ラインの上部にカーソルがある場合、マウスポインターが

移動状態になります）。ラインを選択した後には、プロパティがプロパティサイドバーに表示され、編集を開始する

ことができます（以下を参照）。

· ラインを移動するには、ラインが選択されている状態で、目的の場所へドラッグします。ラインが選択されている状

態で矢印キーを押下することでも、上下左右へラインを移動することができます。

· ラインの大きさや方向をグラフィカルに変更するには、起点または終点を選択し、大きさや方向を変更するように移動してください。Sh ift

キーを押下しながら矢印キーを使用することでも、ラインの大きさや方向を変更することができます（矢印キーにより、終点が移動されま

す）。

ラインプロパティ

ラインが選択されている場合、そのプロパティがプロパティサイドバーに表示され、プロパティの編集を行うことができます（以下のスクリーンショット

を参照）。ラインを右クリックして、ラインプロパティを編集を選択することでも、ラインのプロパティを編集することができます。
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プロパティサイドバーでは、以下のラインプロパティを編集することができます：

· color ： ラインの色を指定します。デフォルトでは黒色となっています。

· 大きさと位置 ： x-軸（水平）ならびに y-軸（垂直）の位置によりラインの起点と終点の位置を指定することができ

ます。レイアウトコンテナーの左上が原点 (x=0, y=0) となります。

· width ： ラインの太さを指定します。

ラインと表示順序

重ね合わせになっているレイアウトボックスやその他のラインと、あるラインが同じ位置にある場合、そのラインのコンテキストメニューに表示される

順序メニューコマンドを使用することで、前面や背面へ移動することができます。これらのコマンドを使用することで、ラインを (i) 最も近いアイ

テムに対して移動（前面へ移動ならびに背面へ移動コマンド）、または (ii) 全てのアイテムに対して移動（最前面へ移動ならびに

最背面へ移動コマンド）することができます。

上のスクリーンショットでは、以下の順序で重ね合わせが表示されます：緑色のボックス、赤色のライン、黒色のライン、青色のボックス

関連項目

· レイアウトコンテナー 

· レイアウトボックス 
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5.13 変更機能

テンプレートやテンプレートのコンテンツが選択されている状態で使用することのできる変更機能により、(i) そのテンプレートが適用されるノー

ド、または (ii) そのノードがデザインでどのように作成されるのかを変更することができます。

変更機能により変更することができるもの

ノードやそのコンテンツを変更することができます。以下に示されるスクリーンショットのうち、左側のイメージではノードが選択されており、右側の

イメージでは、ノード内部にあるコンテンツが選択されています。

上にあるスクリーンショットでは、n1:Name 要素が (コンテンツ) として作成されており、ノードのコンテンツが (コンテンツ) プレースホルダにより

示されます。他にも、別種類のコンテンツとしてノードを作成することもできます（例:  入力フィールドやコンボボックス）。その他の種類のコンテン

ツを選択することもできます。

変更コマンド

選択されたものを右クリックして、コンテキストメニューから変更コマンドへアクセスすることができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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テンプレートマッチを編集する

テンプレートが選択されている場合、そのテンプレートが適用されるノードを変更することができます。例えば、スキーマにて要素の名前が変更さ

れた際にこの機能を利用することができます。変更コマンドへマウスオーバーして、サブメニューからテンプレートを選択すると、選択されたノード

の兄弟要素として挿入することができる全ノードのリストが表示されます。ノードをクリックすることで、そのノードに対してテンプレートが適用され

ます。

テンプレートの記述とマッチしないコンテンツが選択されたノードに含まれている場合、構造的な矛盾が発生します。このような矛盾が発生する

と、ノードタグに赤色の横線が表示され、エラーであることが示されます。

テンプレートマッチを変更することで、（ノードではなく） 変数テンプレートをマッチさせることもできます。

ノードのコンテンツ型を変更する

テンプレートやそのコンテンツが選択されている場合、ノードが作成されたコンテンツの型を変更することができます。コンテキストメニューの変更コ

マンドにマウスオーバーすると、選択されたノードを変更することができるコンテンツの型がサブメニューにて表示されます（以下のスクリーンショット

を参照）。
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上のスクリーンショットは、コンボボックスが選択されている状態で表示されたものです。

関連項目

· SPS ファイルコンテンツ 

· テンプレートと デザインフラグメント 
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6 SPS 構造

SPS ドキュメントの構造は、入力ならびに出力をベースとしており、以下の項目により制御されます:

· スキーマソース 

· モジュール SPS

· テンプレートと デザインフラグメント

入力ベースの構造:  スキーマとモジュール SPS ファイル

入力ベースというのは、SPS のソーススキーマにより入力ドキュメントの構造が指定されることで、この構造が SPS ドキュメントの構造となりま

す。例えば、ソーススキーマにて Office 要素のシーケンスが定義されている場合、Office 要素のテンプレートを SPS に含めることができま

す。処理を行う際に、このテンプレートがソースデータドキュメント内にある各 Office 要素に対して適用されます。

 

ソースドキュメントの構造により SPS ファイルのデザインが決定される例は、テーブルでも見ることができます。Office 要素に複数の Person

子要素が含まれており、各 Person 要素には Name や Address、Telephone といった子要素のセットが含まれている場合、Person 要素

に対してテーブルのテンプレートを作成することがで、各 Person 要素がテーブルにおける行として表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。テーブルのカラムは、Person の詳細（Person 要素の子要素）となります。

Person 要素の構造と複数の Person 要素が兄弟ノードであるために、このようなテンプレートが可能になります。テンプレートでは Person

要素に対してデザインされた行が１つ定義されており、この行によりソースドキュメント内にある各 Person 要素が処理され、 Person 要素

の数だけ新たな行が作成され、子要素がテーブルのカラムとして表示されます。

各種スキーマソースの使用方法については スキーマソースのセクションにて記述されます。

更に、StyleVision では作成した SPS をモジュールとして別の SPS内部で再利用することができます。この機能により、モジュールを別の

構造内部に含めることができるようになります。モジュール内部に含まれているスキーマ構造は、モジュールを含んでいる SPS のスキーマ構造

に対して合致するものでなければなりません。モジュール SPS の使用方法については、 モジュール SPS のセクションを参照ください。

出力ベースの構造:  テンプレートと デザインフラグメント

スキーマソースにより入力データドキュメントの構造が与えられる一方で、出力ドキュメントのデザインは  SPS ドキュメントにより決定されま

す。このデザインは、メインテンプレートと呼ばれるドキュメントテンプレートに収められます。メインテンプレートには通常複数のコンポーネントテン

プレートが含まれ、グローバルテンプレートに対する参照が行われます。テンプレートに関する説明は、 テンプレートと デザインフラグメントのセク

ションにて記述されます。

複数のテンプレートをモジュールとして使用する機能はデザインフラグメントと呼ばれる  StyleVision の機能に拡張され、特定の処理を再利

用可能なドキュメントフラグメントに対して割り当てることができます。グローバルテンプレートと違い、デザインフラグメントは (i) 複数のテンプレ

ートから構成することが可能で、(ii) 異なる処理が含まれる同一のコンテンツを別々のデザインフラグメントにて作成することができ、状況に応

じて、必要な処理を行うことが可能になります。例えば、状況に応じて Email ノードをリンクとして表示し、太字の赤色で Email 要素を表示

することが可能になります。デザインフラグメントを２つ用意することで、それぞれ目的の処理を行うことができます。

デザインフラグメントに関する詳細は、デザインフラグメントのセクションにて記述されます。
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関連項目

· 使用方法の概要 
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6.1 スキーマソース

スキーマソースはデザインを行う際の出発点ともなるもので、(i) スキーマの選択と、(ii) スキーマにて選択したルート要素によりデザインの構造

は影響を受けることになります。

スキーマの選択

以下の操作により、新たな  SPS ファイルに対するスキーマの選択を行うことができます:

1. メニューオプションから「ファイル | 新規作成」を選択し、サブメニューにある（新規作成 (空) を除く）オプション

を選択して、スキーマソースを直接選択します。

2. メニューオプションから「ファイル | 新規作成」を選択し、サブメニューから「新規作成 (空)」を選択します。新

規 SPS が作成され、GUI に表示されます。 デザイン概要サイドバー にて新しいソースの追加コマンドを選択しま

す。スキーマとして追加することのできるものが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。このメニュー

に表示されている各コマンドについては、このセクションのサブセクションにて記述されます。.

スキーマソースは、ファイル、 または ユーザー定義のスキーマから選択することができます。 グローバルテンプレートを使用するか、またグローバル

テンプレートとして使用する要素がスキーマにてグローバル要素として定義されているかどうかがここでは重要になります。ファイルから DTD を

追加する場合、DTD 内で定義された要素は全てグローバル要素となることに注意してください。ファイルから XML スキーマを追加する場

合、どの要素がグローバル要素として定義されているか、そしてスキーマに対して変更が必要な場合には、お使いの XML 環境にてそれがで

きるかどうか調べるようにしてください。 

メモ: 名前空間を SPS へ追加し、SPS から XSLT スタイルシートを生成するには、SPS がベースとしている XML

スキーマのトップレベル schema 要素に対して名前空間を追加する必要があります。

ルート要素

スキーマツリーに複数の グローバル要素 が含まれている場合、複数のルート要素 (ドキュメント要素) をデザインで使用するために選択する

ことができます。この機能により、複数のドキュメント要素にマッチするテンプレートを SPS デザインに含めることができます。

UniversalSchema.xsd という名前のスキーマをベースにした UniversalSPS.sps にて Element-A と Element-B という２つのルート要素が与

えられている場合、Element-A をドキュメント要素とするインスタンスドキュメントと、Element-B をドキュメント要素とする別のインスタンスド

キュメントを、単一の SPS から扱うことが可能になります。各 XML インスタンスに対して関係するテンプレートが使用され、そうでないテンプ

レートは使用されません。これは各 XML インスタンスドキュメントにおいて、そのドキュメント要素にマッチするテンプレートが SPS 内に１つし

か無いためです。例えば、ドキュメント要素の /Element-A は、/Element-A を選択するテンプレートにマッチしますが、/Element-B を選択

するものにはマッチしません。複数のグローバル要素がスキーマにて定義されている場合、それらのうちのどれかをドキュメント要素としている

XML ドキュメントも妥当なものとして認識されます（勿論、そのサブ構造もスキーマに対して妥当でなければなりません）。

複数の ルート要素 (ドキュメント要素) を使用するように SPS をセットアップするには、スキーマのルート要素エントリーの右側にある  ボ

タンをクリックしてください。以下に示されるダイアログが表示されます。
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ダイアログにはスキーマ内部にある全てのグローバル要素が表示されます。ルート要素 (ドキュメント要素) として使用することができるグローバ

ル要素を選択し、OK をクリックしてください。選択された要素がルート要素リストとして表示され、ルートドキュメント要素として利用できるよう

になります。これらのドキュメント要素に対してテンプレートを作成することができるようになります。これらのテンプレートは、ルート要素テンプレー

トの代わりとして使用することができます。XML ドキュメントが SPS とともに処理された場合、代替ルート要素テンプレートのうちの１つだけ -

XML ドキュメントのルート（ドキュメント）要素- が使用されます。

 

Element-A をドキュメント要素とする XML ドキュメントが SPS により処理されると、Element-A にマッチするルートテンプレートが使用さ

れ、SPS 内にあるその他全てのルート要素テンプレートは無視されることになります。Element-B をドキュメント要素とするドキュメントが処

理された場合、Element-B にマッチするルートテンプレートが使用され、SPS 内にあるその他全てのルート要素テンプレートは無視されること

になります。この機能により、異なるルート（ドキュメント）要素を伴う複数の XML ドキュメントに対して同じ SPS を使用することができるよう

になります。

関連項目

· スキーマツリー サイドバー 

6 .1 .1 DTD と XML スキーマ

SPS は XML スキーマや DTD をベースとすることができるほか、。 以下の操作により、XML スキーマや DTD をスキーマソースとして作成

することができます:

· SPS を作成（「ファイル | 新規作成 | XML スキーマ/DTD/XML から新規作成」）することで、XML ス

キーマや DTD がスキーマソースとして直接作成されます。

· XML スキーマや DTD を、空の SPS 

コマンドを選択することにより、XML スキーマや DTD を参照するためのダイアログが表示されます。スキーマが妥当な場合、そのスキーマがス

キーマソースとして作成され、スキーマツリーサイドバーにあるスキーマソースツリーに表示されます。また XML ファイルを選択することができま

す。XML スキーマ (.xsd) または DTD ファイルが XML ファイルに関連付けられている場合、XML スキーマや DTD ファイルがソーススキー
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マとしてロードされ、XML ファイルが作業用 XML ファイルとしてロードされます。XML ファイルに関連付けられているスキーマが存在しない場

合、XML ファイルの構造とコンテンツから XML スキーマを生成するか、既存のスキーマを選択するように促されます。スキーマの生成を選択し

た場合、生成されたスキーマがソーススキーマとしてロードされ、XML ファイルが作業用 XML ファイルとしてロードされます。

URL と グローバル リソースを使用してファイルを選択または保存する

「ファイルを開く」 および 「ファイルの保存」 ダイアログでは、 URL  またはグローバルリソースを使用して必要なファイルを選択またはファ

イルを保存することができます (下のスクリーンショット参照))。選択プロセスに移動するために 「URL に切り替える」 または 「グロ

ーバルリソース」 をクリックしてください。

URL を使用してファイルを切り替える

URL から(開くまたは保存する)ファイルを選択するには以下を行ってください:

1. 「URL に切り替える」コマンドをクリックします。これにより、開くまはた保存ダイアログの URL モードにスイッチされます。(下

のスクリーンショットは開くダイアログを表示しています)。
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2. アクセスする URL をサーバー URL フィールドに入力します  (上のスクリーンショット)。サーバーが Microsoft®

SharePoint® Server の場合 Microsoft® SharePoint® Server チェックボックスをチェックしてください。この種類

のサーバー上にあるファイルと作業する場合、下の Microsoft® SharePoint® Server メモを参照してください。

3. サーバーがパスワードにより保護されている場合、ユーザー と パスワード フィールドに入力してください。

4. 「参照」 をクリックして、サーバーのディレクトリ構造をナビゲートします。

5. フォルダーツリー内でロードするファイルを参照してクリックします。 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

スキーマソース 181SPS 構造

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

ファイル URL がファイル URL フィールドに表示されます (上のスクリーンショット参照)。 「開く」 または 「保存」ボタンを

使用できるようになります。

6. 「開く」 をクリックしてファイルをロードするか、「保存」 をクリックして保存します。

以下の点に注意してください:

· W ebDAV をサポートするサーバーと Microsoft SharePoint Servers のみで参照機能を使用することができます。サ

ポートされるプロトコールは FTP、 HTTP および HTTPS です。

· ファイルを開く際のロード処理を更に管理するには、ローカルのキャッシュ または(ファイルが以前にロードされている場合スピー

ドを向上する)プロキシ のサーバーからファイルをロードします。 (ファイルが事前にロードされることにより更に処理スピードを向

上することができます)。また、電子出版またはデータベースシステムなどの作業中のファイルを再ロードして、 「再ロード」 オ

プションを選択します

。

Microsoft®  SharePoint®  Server メモ

Microsoft® SharePoint® Servers に関する以下の点に注意してください:

· 「利用可能なファイル」 ペインに表示されるディレクトリ構造では、ファイルアイコンにはファイルのチェックイン/チェックアウトの状
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態を表示するシンボルがあります (下のスクリーンショット)。

ファイルを右クリックすると、ファイルで使用することのできるコンテキストメニューがポップアップします(上のスクリーンショット)。

· 異なるファイルアイコンが以下に表示されています:

チェック イン状態。

チェック アウト可能。他のユーザーによりチェック アウト状態。

チェック アウト不可能。ローカルに対してチェック アウト。

· ファイルをチェックアウトした後、 Altova アプリケーションを使用して編集することができ、「ファイル | 保存 (Ctrl+S)」 を使

用して保存することができます。

· 編集されたファイルを「 URL を開く」 ダイアログのコンテキストメニューからチェックインすることができます(上のスクリーンショッ

ト参照) または、アプリケーションのメインウィンドウのファイルタブを右クリックすることによりポップアップするコンテキストメニューを

使用して (下のスクリーンショット)。

· ファイルが他のユーザーによりチェックアウトされている場合、チェックアウトすることができません。

· 他のユーザーによりファイルがチェック アウトされている場合、チェック アウトを行うことはできません。これによりファイルを変更す
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ることなくサーバーに戻すことができます。

· 変更することなしにファイルがサーバーへ戻されます。ある Altova 製品でファイルをチェック アウトした場合、他の Altova 製

品で同じファイルをチェック アウトすることはできません。この時点で使用できる Microsoft® SharePoint® Server をサ

ポートする Altova アプリケーションのコマンドは、以下の通りです:  「チェックイン」 および 「チェックアウトを元に戻す」 で

す。

グローバルリソースを使用してファイルを選択または保存する

グローバルリソースを使用してファイルを開くまたは保存する場合、 「グローバルリソース」 をクリックします。グローバル リソースを選択

するためのダイアログが表示されます。これらのダイアログは以下のセクションで説明されています：.グローバルリソースの説明に関しては

このドキュメントの セクションを参照してください。

XML スキーマにおける anyType データ型

XML スキーマ内にある要素に、XML スキーマの anyType データ型が割り当てられている、またはどのデータ型も割り当てられていない場

合、そのスキーマにある全ての要素が使用可能な子要素としてスキーマツリーに表示されます。例えば、email という要素に対してデータ型が

割り当てられていない場合、person、address、city、tel といった全てのグローバル要素が、使用可能な子要素としてスキーマツリーに表示さ

れます。例えば xs:string といったデータ型を email 要素に割り当てることで、このような振る舞いを回避することができます。

関連項目

· スキーマツリー サイドバー 

6 .1 .2 ユーザー定義スキーマ

スキーマツリー サイドバーでは、ユーザー定義スキーマを素早く作成することができます。ベースとなるスキーマを持たない XML ドキュメントに対

して SPS を作成する際にこの機能を利用することができます。 

以下の操作により、スキーマツリーサイドバーにてユーザー定義スキーマを追加、作成することができます:

1. メニューオプションから「ファイル | 新規作成 | 新規作成 (空)」を選択します。デザイン概要サイドバー にて、

（ソース行以下にある）新しいソースの追加コマンドをクリックし、ユーザー定義スキーマを選択します（以下

のスクリーンショットを参照）。

新たなスキーマが作成され、$USER という名前のパラメーターにより表されます（以下のスクリーンショット

を参照）。
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2. ルート要素ツリーには、ユーザールートという名前の ルート要素 (ドキュメント要素) が表示されます。

3. ユーザールートをダブルクリックすることで、スキーマがマッチするように XML ドキュメントの ドキュメント要素

 の名前を変更することができます。

4. 子要素や属性をドキュメント要素に割り当てるには、ドキュメント要素（ユーザールート）を選択し、  スキーマ

ツリー サイドバーのツールバーにある新規要素の追加アイコン  またはアイコンの右側にある矢印をクリックして、

属性を追加エントリーをクリックします。右クリックして表示されるコンテキストメニューから目的のコマンド

を選択することもできます。要素が選択されている状態で要素の追加や挿入を行うと、選択された要素の

前または後に、新たな要素が兄弟要素として追加されます。子要素や子属性を追加することもでき、属性

が選択されている状態から、その属性の前または後に他の属性を挿入/追加することができます。新たな

要素または属性をツリーに追加した後には、キーボードから名前を入力してください。目的の場所へノード

をドラッグすることもできます（次のステップにある記述を参照）。以下のスクリーンショットでは、Article 要素

がドキュメント要素となります。Title、Para、Bold、そして Italic 要素と ID ならびに Author 属性が Article の子

として追加されています。
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5. Bold ならびに Italic 要素と ID 属性を Para の子として移動するには、個々の要素や属性を選択し、Para 要

素へドラッグします。マウスポインターが矢印ポインター  に変わったところで、ノードをドロップします。ノ

ードが Para の子として作成されます（以下のスクリーンショットを参照）。

6. ドキュメント要素以外の要素が選択されている場合、新たな要素や属性を追加することにより、選択され

ている要素と同じ階層に新たなノードが追加されます。ノード（要素や属性）を要素ノードへドラッグすること

で、そのノードが要素ノードの「子」として作成されます。

ノード名の編集やノードを削除する

要素や属性の名前を編集するには、ノードの名前をダブルクリックして名前の編集を行います。ノードを削除するには、目的のノードが選択さ

れている状態でツールバーにある削除アイコン  をクリックするか、コンテキストメニューから削除を選択します。 

関連項目

· スキーマツリー サイドバー 

· デザイン概要サイドバー 
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6.2 複数のソースから XML データのマージ

XSLT 2.0 または 3.0 SPS で使用される XSLT のバージョンとすることで、複数のソース XML ファイルから得られた XML データを組み

合わせることができます。

通常、データのマージは ID のような共通したデータをベースに行われます。例えば、従業員 ID により識別される社内の従業員の詳細デー

タ（例:  従業員の詳細情報、給与、出社日）が、複数の XML ファイルにまたがって保管されている場合、これら複数のファイル内に保管さ

れているデータを、従業員 ID をキーとしてマージし、出力ドキュメントにて表示することができます。

メモ: Enterprise Edition では、複数のスキーマソースを含めることができ、パラメーター名を使うことで、対応す

るスキーマから得られた XML ノードを選択することができます（以下のサンプルを参照ください）。

Professional ならびに Basic Edition では、XPath 2.0 の doc() 関数を使用することで、目的の XML ファイ

ルと、そのファイル内にある XML ノードを選択することができます。XPath 2.0 の doc() 関数により、外部

XML ドキュメントのドキュメントルートへアクセスすることが可能になり、外部 XML ドキュメント内にあるノ

ードコンテンツを出力に挿入することが可能になります。そのため、doc() 関数を使用する 自動計算 を使うこ

とでも、XML データをマージすることができます（以下のサンプルを参照ください）。

サンプル

(マイ) ドキュメントフォルダー C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples には、 サンプル SPS ファイル

(MergeData_2_Files.sps) が含まれており、異なるソース XML ファイルのマージの方法が説明されています。SPS は、架空の注文

(下にリストされる MergeOrder.xml) からデータを選択します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Order xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="MergeOrder.xsd">

   <Item partNum="238-KK" quantity="3" shipDate="2000-01-07" comment="With no inclusions,

please."/>

   <Item partNum="748-OT" quantity="1" shipDate="2000-02-14" comment="Valentine's day

packaging."/>

   <Item partNum="229-OB" quantity="1" shipDate="1999-12-05"/>

   <Item partNum="833-AA" quantity="2" shipDate="1999-12-05" comment="Need this for the

holidays!"/>

</Order>

このファイルの /Order/Item/@partNum 属性の値は他のファイル MergeArticles.xml に保管されているカタログから製品を注

文するために使用されます (下のリストを参照してください)。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Articles xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="MergeArticles.xsd">

   <Article PartNum="833-AA">

      <ProductName>Lapis necklace</ProductName>

      <Price>99.95</Price>

   </Article>

   <Article PartNum="748-OT">

      <ProductName>Diamond heart</ProductName>

      <Price>248.90</Price>

   </Article>

   <Article PartNum="783-KL">

      <ProductName>Uncut diamond</ProductName>

      <Price>79.90</Price>

   </Article>

   <Article PartNum="238-KK">

      <ProductName>Amber ring</ProductName>

      <Price>89.90</Price>
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   </Article>

   <Article PartNum="229-OB">

      <ProductName>Pearl necklace</ProductName>

      <Price>4879.00</Price>

   </Article>

   <Article PartNum="128-UL">

      <ProductName>Jade earring</ProductName>

      <Price>179.90</Price>

</Article>

...

</Articles>

/Order/Item テンプレート内に ユーザー定義テンプレート をセットアップすることで、注文されたパーツの番号により MergeArticles.xml ファイ

ル内の対応する Article 要素が選択され、データのマージが行われます（以下のスクリーンショットを参照）。（/Order/Item コンテキスト内に

ある）XPath 条件式は $Articles//Article[@PartNum=current()/@partNum] となります。

このテンプレートにより、以下のスクリーンショットに示されるような出力が表示されます。

各アイテムの注文数 (quantity) が MergeOrder.xml から得られているのに対して、注文されたものの名前は MergeArticles.xml ファイルか

ら得られていることに注目してください。ProductName ノードが /Articles/Article テンプレートのコンテキスト内にて選択されている点にも注

目してください。

自動計算 を使用することにより、上で得られたものと同じ結果を得ることができます（以下のスクリーンショットを参照）。スキーマツリーウィンドウ

から quantity 属性をドラッグすることで、コンテンツとして作成します。その後、以下のスクリーンショットに示される様に自動計算を追加して、

以下にある XPath 条件式をその自動計算に与えます。
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自動計算の XPath 条件式により、他のスキーマソースのパラメーターや doc() 関数を使用することで、目的のノー

ドを選択することができます：

$Ar t i c l es//Ar t i c l e[ @Par t Num=cur r ent ( ) /@par t Num] /製品Name

または

doc ( ' Mer geAr t i c l es . xml ' ) //Ar t i c l e[ @Par t Num=cur r ent ( ) /@par t Num] /製品Name

上にある最初の XPath 条件式が（Enterprise Edition でのみ使用できる）別の XML スキーマを参照しているのに対して、２番目の条

件式では（Professional ならびに Basic Edition でも使用することのできる）XPath 2.0 の doc() 関数を使用しています。

関連項目

· 自動計算 
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6.3 モジュール SPS

SPS のグローバルテンプレートやデザインフラグメント、JavaScript 関数、そしてページレイアウトアイテムを、他の SPS デザインにて使用

することができます。この機能により、以下のようなことが可能になります：

1. 複数の SPS にあるグローバルテンプレートやその他のコンポーネントを再利用することができ、単一のソース

編集や出力の一貫性を確保するために使用することができます。

2. SPS をモジュール化して、更に柔軟な構造を作成することが可能になります。

任意の SPS にて、複数の SPS をモジュールとして追加することができます。これらモジュール内にあるコンポーネント（またはオブジェクト）の

いくつかは、SPS のインポート（や参照）を行う際に利用することができます。

利用が可能なモジュール オブジェクト

利用が可能なモジュール オブジェクト のセクションには、SPS の様々なコンポーネントを SPS にインポートする際の制約と条件が記述され

るほか、SPS へのインポートに使用することができないコンポーネントが記されています。追加されたモジュールそのものにモジュールが含まれて

いる場合、これらモジュールは再帰的に SPS へ追加されます。これにより、モジュールを広範囲なデザイン構造や複数のレベルへ展開するこ

とが可能になります。

モジュール SPS を作成する

モジュール化された SPS を作成するには、メイン SPS へ目的の SPS をモジュールとして追加 します。追加されたモジュール内部にある

全ての JavaScript 関数、グローバルテンプレート、デザインフラグメント、そして XPath 関数が、参照元の SPS にて利用可能となりま

す。これらオブジェクトはデザインツリーにて表示され、チェックボックスへチェックを入れる/外すことで、個々のオブジェクトを有効/無効にすること

ができます（以下のスクリーンショットを参照）。

これらのオブジェクトはそれぞれのメカニズムに従うかたちで、参照元の SPS にて再利用することができます。グローバルテンプレートは通常有

効化するだけで参照元の SPS に適用することができます。デザインフラグメントは、デザインツリーから目的の場所へドラッグする必要がありま

す。JavaScript 関数は、選択されたデザインコンポーネントに対してイベントハンドラーとしてプロパティウィンドウを介して割り当てることができ

ます。（有効化された）XPath 関数は XPath 条件式にて使用することができます。
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SPS モジュールの作成と使用方法については、 モジュール SPS の作成のセクションを参照ください。

用語解説

SPS が他のモジュール内部で使用されると、後者のモジュールへの追加が行われます。２つの SPS は、それぞれ追加された SPS モ

ジュールと、参照元 SPS モジュールと呼ばれます。SPS モジュールが追加されると、そのオブジェクトが参照元の SPS モジュ

ールへ追加されます。これらのオブジェクトはモジュールオブジェクトと呼ばれ、以下の種類が存在します： グローバルテンプレート、デザ

インフラグメント、JavaScript 関数、ページレイアウトアイテム。

 

関連項目

· デザイン概要 

· スキーマソース 

· テンプレートと デザインフラグメント

6 .3 .1 利用可能なモジュールオブジェクト

このセクションでは、 追加された SPS モジュール のうち 参照元の SPS モジュール から利用することができるオブジェクトを紹介します。

SPS モジュールにおいて、各オブジェクトをどのように利用することができるのか、またその使用方法について説明します。モジュール SPS の

作成方法については、次セクションのモジュール SPS の作成 を参照ください。セクションの終わりには、参照元の SPS モジュールにて利用

することのできないオブジェクトが示されており、モジュール SPS がどのように動作するのか更に理解を深めることができます。

· 名前空間の宣言 

· グローバルテンプレート 

· デザインフラグメント 

· 追加されたモジュール 

· スクリプト 

· CSS スタイル 

· ページレイアウト 

· 利用が不可能なモジュール オブジェクト

名前空間の宣言

各 SPS には、名前空間 URI とそのプレフィックスのリストが保管されます。SPS がモジュールに追加されると、その中にある名前空間が参

照元の SPS にあるスキーマソース内の名前空間と比較されます。追加された SPS 内にある名前空間 URI が、参照元 SPS のスキー

マソース内にある名前空間 URI にマッチする場合、参照元 SPS のスキーマソースに使用されているプレフィックスが、追加された SPS の

名前空間プレフィックスとして使用されます。追加された SPS 内にある名前空間 URI が、参照元 SPS のスキーマソース内にある名前空

間 URI のどれともマッチしない場合、エラーメッセージが表示されます。
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上のスクリーンショットでは、ある SPS 内にある様々な名前空間がプレフィックスとともに、スキーマツリーサイドバーに表示されます。これら名

前空間の値はソーススキーマから得られるため、編集することはできません。

グローバルテンプレート

追加された SPS モジュールの グローバルテンプレート は参照元の SPS モジュールにて使用することができ、デザインツリー サイドバー に表

示されます（以下のスクリーンショットを参照）。デフォルトでは、追加されたモジュールに表示されているチェックボックスの状態を切り替えること

により、これらのモジュールを有効化/無効化することができます。グローバルテンプレートを作成して、追加されたモジュールから得られたグロー

バルテンプレートをオーバーライドする場合、グローバルテンプレートエントリーの隣にある  アイコンをクリックしてください。新しいグローバルテ

ンプレートを追加ダイアログが表示されるので、グローバルテンプレートを作成する要素または属性を選択してください。スキーマ内にある目的

のノードを選択する XPath 条件式を入力することもできます。「OK」  をクリックすることで、新たなグローバルテンプレートと追加されたモジュ

ール内部のグローバルテンプレートのどちらを有効化するのかを選択するように促されます。選択結果により新たに作成されたグローバルテンプ

レート、または追加されたモジュール内にあるグローバルテンプレートが有効化されます。２つあるグローバルテンプレートのチェックボックスを切り

替えることにより、選択の切り替えを行うことができます。
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追加されたモジュールのメインテンプレートは使用できない点に注意してください。つまりモジュール化によりテンプレートを再利用する場合、グロ

ーバルテンプレートとしてテンプレートを作成する必要があります。特定の要素に対してグローバルテンプレートが定義されていない状況でその

要素に対する処理が行われた場合、その要素に対するデフォルトの処理（XSLT の内蔵テンプレート）が使用されます。

デザインフラグメント

追加された SPS 内にあるデザインフラグメント は、参照元の SPS にて利用することができ、 SPS は、 デザインツリー サイドバー に表示

されます（上のスクリーンショットを参照）。デザイン内部にデザインフラグメントを挿入する際には、デザイン内の適切なコンテキストノード内へデ

ザインフラグメントが配置されるように注意する必要があります。

追加されたモジュール

追加された SPS モジュール内部に別のモジュールが追加されている場合、それらのモジュールも参照元の SPS から利用することができま

す。これにより、あるモジュールを追加することで、そのモジュールに追加された全てのモジュールを再帰的に利用することが可能になります。勿

論これらのモジュールにより構成されるコンテンツモデルは、参照元 SPS モジュールのソーススキーマに対して妥当なものでなければなりませ

ん。モジュールの確認と管理は、 デザイン概要サイドバーで行うことができます。

 

スクリプト

追加された全ての SPS モジュールにあるスクリプトは参照元の SPS にて利用することができ、これらのスクリプトは デザインツリー サイドバー

 に表示されます。モジュールに追加されたスクリプトはライブラリに集められ、参照元の SPS からプロパティダイアログを介して利用することがで

きるようになります。

 

CSS スタイル

SPS モジュールに追加されたグローバルスタイルは、グローバルスタイルとして参照元の SPS へ渡され、 スタイルレポジトリサイドバー内にル

ールならびにスタイルルールが表示されます。CSS ファイルは デザイン概要サイドバーにも表示されます。同様に、SPS モジュールへ追加さ

れた外部 CSS ファイルも、参照元の SPS にて利用することができます。
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ページレイアウト

追加されたモジュールのページレイアウトは参照元の SPS から使用することができ、 デザインツリー サイドバーにて表示されます。

参照元の SPS から利用することのできないモジュールオブジェクトオブジェクト

追加されたモジュール内にある以下のオブジェクトを参照元の  SPS から利用することはできません：

· パラメーター定義 ： 無視されます。

· スキーマソース ： 追加された SPS がベースとしているスキーマソースは無視されます。追加された SPS 内にあるドキュメント要素の

コンテンツモデルは、参照元 SPS のコンテンツモデル内に含める必要があり、そうでない場合、追加された SPS をモジュールとして正しく

使用できないという点に注意してください。必要な場合には、いつでも ユーザー定義スキーマを参照元の SPS へ加えることができます。

新たなスキーマには、追加されたグローバルテンプレートのコンテンツモデルを含めることができます。

· 作業用 XML ファイルならびにテンプレート XML ファイル ： これらのファイルに対する参照が無視されます。参照元の

SPS では、それ自身に与えられた作業用 XML ならびにテンプレート XML ファイルが使用されます。

· XPath デフォルト名前空間 ： これらの値がインポートされたモジュールにてセットされている場合、参照元の SPS にこれらの値が渡さ

れることはありません。

関連項目

· デザイン概要 

· モジュール SPS の作成 

· スキーマソース 

· テンプレートと デザインフラグメント 

· スクリプトの使用 

6 .3 .2 SPS の作成

モジュール SPS の作成は、大きく分けて以下のステップにより行われます：

1. 追加する SPS モジュールのデザインと保存。

2. 使用される（つまり参照元の）SPS に対してモジュールを追加。

3. 必要に応じて追加されたオブジェクトを有効/無効にする。

4. 必要に応じて適切なオブジェクトを適用。

追加される SPS モジュール

他のモジュールへ追加される SPS を作成する際には、以下の２点に留意する必要があります：

1. 参照元の SPS モジュール にて使用することのできるテンプレートは、 グローバルテンプレートだけです。つまり 追加される SPS モ

ジュールにて再利用したいテンプレートは、グローバルテンプレートとして作成する必要があります。

2. 追加される SPS モジュール内で定義されたドキュメント構造は、 参照元の SPS のソーススキーマ . により定義さ

れるコンテンツモデル内部で妥当でなければなりません。追加されたテンプレートが SPS のメインスキーマにて定義されたコンテンツ

モデルに含まれていない場合でも、 ユーザー定義スキーマ内で定義することができます。

追加される SPS モジュールを作成する際には、SPS がベースとしているスキーマは、以下のどれかとなります：
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· 参照元 SPS のメインソーススキーマ。この場合、SPS が追加された際に追加されるグローバルテンプレートが、

参照元 SPS のメインスキーマにおけるコンテンツモデルの一部となります。そのため、Authentic View における

これらグローバルテンプレートの出力は編集可能なものとなります。

· 参照元 SPS のメインスキーマにより定義されたコンテンツモデルの一部となるコンテンツモデルを定義したスキ

ーマ。この場合、グローバルテンプレートが追加されると、参照元 SPS のメインスキーマのコンテンツモデルに

対してテンプレートが追加されます。Authentic View におけるこれらグローバルテンプレートの出力は編集可能

なものとなります。

· 参照元 SPS のメインスキーマにより定義されるコンテンツモデルの一部とはならないコンテンツモデルを定義し

たスキーマ。この SPS モジュールが追加されても、参照元 SPS のスキーマにおけるコンテンツモデルの一部と

なることはありません。それでもユーザー定義スキーマにより、グローバルテンプレートのコンテンツモデルを含

むコンテンツモデルが定義される場合、出力の生成に使用することができます。Authentic View におけるこれら

グローバルテンプレートの出力は編集可能なものとはなりません。 

使用しているスキーマにてコンテンツモデルを定義する場合、使用される 名前空間 によりノードの展開名が決定されるため、慎重に操作を

行う必要があります。

作業用 XML ファイル を使用することで、追加される SPS モジュールの出力をテストすることができます。この作業用 XML ファイルへの参

照は、 参照元の SPS にて無視されます。

SPS モジュールを追加する

SPS へモジュールを追加するには デザイン概要 にて新たなモジュールを追加コマンドをクリックします（以下のスクリーンショットを参照）。表

示されるダイアログにて目的の SPS ファイルを選択し、開くをクリックします。

モジュールが SPS に追加され、デザイン概要のモジュール以下に表示されます。追加された全てのモジュールオブジェクトがデザインツリーサイ

ドバーに表示されるとともに、追加された CSS ファイルはデザイン概要サイドバーにも表示されます。追加されたモジュールそのものが別のモ

ジュールを参照している場合、それら参照されたモジュールも間接的にインポートされ、モジュール以下に灰色で表示されます。間接的にイン
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ポートされたモジュールが、どのモジュールによりインポートされたものなのかは、その（間接的にインポートされた）モジュールへマウスオーバーする

ことで確認することができます。

追加されたモジュールや間接的にインポートされたモジュールを  StyleVision で開くには、そのモジュールを右クリックして、コンテキストメニュ

ーからモジュールを開くを選択してください。

 

追加されたモジュールの順序

モジュールが追加される順序と表示される順序は、CSS スタイルの優先順位にとって重要な意味を持ちます。CSS のカスケード順序は、

後の方（リストの下部）に定義されたモジュールが、それ以前（リストの上部）のモジュールに対して優先的に決定されます。参照元 SPS モ

ジュール内にある CSS スタイルは、追加されたモジュール内にある全てのスタイルより優先的に使用されます。追加されたモジュールの位置を

変更するには、そのモジュールをデザイン概要にて右クリックし、コンテキストメニューから上へまたは下へを選択します。

 

スクリプトやグローバルテンプレート、デザインフラグメント、そしてページレイアウトアイテム間における衝突の解決に、モジュールの順序は意味を

持ちません。

ファイルの変更警告

参照元の SPS モジュールが開かれている状態で、追加されたファイル（SPS モジュール、スキーマや作業用 XML ファイル）が変更される

と、ファイルの変更ポップアップが表示され、参照元の SPS モジュールに変更を反映するか尋ねられます。

追加されたオブジェクトの有効化と無効化

追加された全てのモジュール内にある全てのモジュールオブジェクトは、（直接的、または間接的に追加されたかにかかわらず）参照元の SPS

へ追加され、デザインツリー内の対応する箇所（スクリプト、グローバルテンプレート、デザインフラグメント、XSLT テンプレート、XPath 関数）

以下に表示されます。これらオブジェクトの隣にはチェックボックスが表示されており、チェックボックスを有効/無効にすることで、そのオブジェクトを

有効/無効にすることができます。オブジェクトを無効にすることで、そのオブジェクトを SPS から実質的に削除することができます。

上のスクリーンショットでは、AddressBook.sps モジュールにて使用されている全てのグローバルテンプレートがグローバルテンプレート以下に表

示されています。他のモジュールを介して追加されたモジュールは（それが直接的であれ間接的であれ）グレー色で表示されます。

AddressBook.sps 内で直接作成されたオブジェクトは黒色で表示されます。スクリーンショットでは、addr:Email というグローバルテンプレートだ

けが AddressBook.sps 内に作成され、その他のグローバルテンプレートは全て別のモジュールを介して追加され、オブジェクト名の隣に定義さ

れたファイルの名前が表示されます。
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addr:Email という名前のグローバルテンプレートが２つあることに注目してください。１つは参照元の SPS (AddressBook.sps) にて作成され

たもので、もう１つは追加されたモジュールの ContactPoints.sps にて作成されたものです。複数のグローバルテンプレートが、同じ名前の（名

前空間）展開名を持つ場合、そのうちの１つだけを同時に有効にすることができます。チェックボックスにより、有効にするものを選択することが

できます（その他にも、デザインビューのコンテキストメニューから、グローバルテンプレートを有効にすることもできます）。このメカニズムにより、(i)

参照元 SPS モジュールにて作成したグローバルテンプレートのオーバーライドや、(ii) ある要素に対して適用されるグローバルテンプレートが

複数の追加モジュールにて定義されている状況での解決を行う際に便利な機能となります。

 

現在の SPS にて定義されたグローバルテンプレートは、選択した後に削除ボタンをクリックする事で削除することができますが、追加されたモ

ジュールにて定義されたグローバルテンプレートを参照元の SPS にて削除することはできません。削除を行うには、追加された SPS を開

き、そこでグローバルテンプレートを削除する必要があります。

 

個々のスクリプトならびにデザインフラグメントも、同様の方法で有効化/無効化することができます。

モジュールオブジェクトの適用と使用

参照元の SPS モジュール にて、通常の方法によりテンプレートのデザインを行います。追加されたオブジェクトは、その種類により異なる方法

で適用されます。勿論、適用する各モジュールオブジェクトを 有効にする必要があります。

グローバルテンプレート

追加された SPS モジュールからグローバルテンプレート を使用するには、そのグローバルテンプレートが本当に適用されたかどうか確認する必

要があります。作成中のデザインにより、以下にある方法のどれかで確認を行うことができます：

· メインテンプレートにて、要素テンプレートがグローバルテンプレートを使用するように指定するか、グローバルテ

ンプレートをローカルにコピーします。デザインにて要素タグを右クリックすることで表示されるコンテキストメニュ

ーにて、これらのコマンドを利用することができます。

· メインテンプレートでは、コンテンツやその他のコンテンツプレースホルダによりテンプレートが適用され、関連す

るグローバルテンプレートが処理されます。

デザインフラグメント

デザインフラグメントを使用するには、デザインツリーからメインテンプレートやグローバルテンプレートテンプレート内にある目的の場所へ、デザイ

ンフラグメントをドラッグします。デザインフラグメントが、適切なコンテキストノードへドロップされるようにしてください。詳細については、次を参照

してください:  デザインフラグメント。

スクリプト

デザインフラグメントを使用するには、デザインツリーからメインテンプレートやグローバルテンプレートテンプレート内にある目的の場所へ、デザイ

ンフラグメントをドラッグします。デザインフラグメントが、適切なコンテキストノードへドロップされるようにしてください。詳細については プロパティサ

イドバーから 特定のイベントに対してセットすることができます.

関連項目

· デザイン概要 

· 利用が可能なモジュール オブジェクト 

· サンプル:  Address Book

· スキーマソース 

· テンプレートと デザインフラグメント 

· スクリプトの使用 
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6 .3 .3 サンプル: Address Book

(マイ) ドキュメントフォルダー 以下にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\ModularSPS にはモジュール SPS のサ

ンプルが収められています。このフォルダー内にあるサンプルファイルにより、ビジネス用と個人用の連絡先がモジュール化されているアドレス帳の

プロジェクトファイルが構成されます。サンプルにより、モジュール化がどのように実装されるか確認することができるとともに、モジュール化を行う利

点を知ることもできます。

· アドレス帳は、(i) ビジネス用の連絡先と、(ii) 個人用の連絡先という２つのモジュールから構成され、両方とも独

立した SPS によりデザインされます。２つのモジュールを合わせることで、合成されたアドレス帳が作られます。

ここでは複数のモジュールにより、より大きなデータが構成されます。

· 各モジュール（ビジネス用と個人用の連絡先）のコンテンツモデルはそれぞれ多少違っていますが、住所や電話

番号、FAX、電子メールといった情報から構成される ContactPoints モジュールという共通のモジュールを含ん

でいます。従って、ContactPoints モジュールは２つの連絡先（ビジネス用と個人用）にて共有することができま

す。モジュール化により、１つのモジュールをその他複数のユニットにおける共通部分として使用することができ

ます。

· 更に、ContactPoints モジュールにより、柔軟性を向上させることができます。サンプルプロジェクトでは、EU （欧

州）の住所、US （米国）の住所、またはその他地域の住所に対応した、３つのコンテンツモデルを含む独立した

Address モジュールが作成されています。これら３つのコンテンツモデルに対する出力は単一の SPS にて決定

されていますが、それぞれの SPS にて細かな定義を行うことも可能です。この場合、モジュールの再利用を簡

単に行うことができるため、モジュールを柔軟に使用することが可能になります。

このプロジェクトに関する説明は、以下のようにまとめられています：

· スキーマファイル 

· XML データソース 

· SPS ファイル 

スキーマファイル

モジュール SPS に対するスキーマを作成する場合、再利用する要素をグローバル要素として作成しなければならない点に留意してくださ

い。アドレス帳のスキーマは AddressBook.xsd で、ビジネス用のアドレス帳 (BusinessAddressBook.xsd) と個人用のアドレス帳

(PersonalAddressBook.xsd) をインポートすることで構成されています。BusinessAddressBook.xsd スキーマにより会社用のコンテンツモデ

ルが与えられ、PersonalAddressBook.xsd スキーマにより個人用のコンテンツモデルが与えられます（以下のスクリーンショットを参照）。

両方のスキーマにて連絡先詳細のコンテンツモデルが定義されている ContactPoints.xsd スキーマがインポートされます。
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ContactPoints.xsd スキーマには EU、US、そしてその他 (Other) の地域に対応したアドレス帳のコンテンツモデルが定義された

Address.xsd スキーマが含まれています（以下のスクリーンショットを参照）。

対象となるスキーマが別の名前空間に属している場合、スキーマが「インポート」されます。対象となるスキーマが同じ名前空間に属している

場合、スキーマは「インクルード」されます。

メモ: 上に示されるスキーマのスクリーンショットは、Altova XMLSpy のスキーマビューです。 

XML データソース

XML データは AddressBook.xml ファイル内に含まれています。このファイルでは、AddressBook 要素内に companies と persons 要素が

子要素として含まれています。これら２つの要素のコンテンツモデルは、それぞれ BusinessAddressBook.xsd と PersonalAddressBook.xsd

スキーマファイルにて定義されています。

 

BusinessAddressBook.xsd と PersonalAddressBook.xsd スキーマにそれぞれ対応する XML データファイルも存在します。これら２つの

XML ファイル（BusinessAddressBook.xml ならびに PersonalAddressBook.xml）は、対応する SPS ファイルの作業用 XML ファイルとし

て使用されます。
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SPS モジュールと 作業用 XML ファイル の対応を以下に示します：

· AddressBook.xml  =>  AddressBook.sps, ContactPoints.sps, Address.sps 

· BusinessAddressBook.xml  =>  BusinessAddressBook.sps 

· PersonalAddressBook.xml  =>  PersonalAddressBook.sps 

SPS モジュール

最も基本的なモジュール (Address.sps) を最初に説明し、アドレス帳 (AddressBook.sps) を完成させるまでのステップを

記述します。全てのSPS モジュールでは AddressBook.xsd をスキーマとして使用しています。

Address.sps

スキーマと作業用 XML ファイルの使用に関するポイントを以下に記します。

· Address.sps では AddressBook.xsd がスキーマとして使用されます。しかし、Address.xsd、ContactPoints.xsd、

BusinessAddressBook.xsd、PersonalAddressBook.xsd の全てに Address 要素がグローバル要素として含まれているた

め、これらスキーマのどれかを使用することもできます。SPS モジュールが別の SPS モジュール内に追加され

ると、インポートされたモジュールのスキーマが無視されるため、SPS がモジュールとして追加される際にどのス

キーマが使用されたかは重要ではなくなります。

· AddressBook.xml が作業用 XML ファイルになります。Address.sps 内にあるメインテンプレートでは、Address 要素だ

けが処理されるように指定されているということと、Address-EU、Address-US、そして Address-Other のグローバル

テンプレートが定義されているだけである点に注目してください。

Address 要素だけが処理されるため、出力プレビューにて Address の出力だけが表示されます。Address.sps

がモジュールとして使用される場合、グローバルテンプレートが追加され、メインテンプレートが無視されま

す。

ContactPoints.sps

この SPS では１つのモジュールがインポートされます。グローバルテンプレートが他のグローバルテンプレートやメインテンプレート内部で使用さ

れている点に注目してください。

· ContactPoints.sps では AddressBook.xsd がスキーマとして使用され、AddressBook.xml が作業用 XML ファイルとして

使用されます。

· Address.sps がモジュールとして追加されるため、Address-EU、Address-US、Address-Other 要素がグローバルテンプ

レートとして利用可能になります。

· ContactPoints と Email 要素のグローバルテンプレートが定義されます。ContactPoints の定義に Email のグローバ

ルテンプレートが使用されている点に注目してください（以下のスクリーンショットを参照）。
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· プレビューに必要なメインテンプレートでは ContactPoints 要素のグローバルテンプレートが使用されているため、

ContactPoints 出力のプレビューが有効になっています。

BusinessAddressBook.sps と PersonalAddressBook.sps

プレビューに必要なメインテンプレートでは ContactPoints 要素のグローバルテンプレートが使用されているため、

ContactPoints 出力のプレビューが有効になっています。

· これら２つのモジュールでは AddressBook.xsd がスキーマとして使用されます。作業用 XML ファイルには、

BusinessAddressBook.xml と PersonalAddressBook.xml がそれぞれ使用されます。

· ContactPoints.sps がモジュールとして使用されます。これにより Address.sps が間接的にインポートされます。これ

ら２つのモジュールにある全てのグローバルテンプレートが参照元の SPS モジュールにて利用可能になります。

· BusinessAddressBook.sps グローバルテンプレートが Companies ならびに Company 要素に対して定義されます。

Company の定義ではグローバルテンプレートの ContactPoints が使用されている点に注目してください。

· PersonalAddressBook.sps では、グローバルテンプレートが Person ならびに Persons 要素に対して定義されます。

Person の定義ではグローバルテンプレートの ContactPoints が使用されている点に注目してください。

AddressBook.sps

Email 要素に対して２つのグローバルテンプレートが表示されており、そのどちらかを有効にすることができます。

· AddressBook.sps では AddressBook.xsd がスキーマとして使用されます。作業用 XML ファイルには AddressBook.xml

が使用されます。

· BusinessAddressBook.sps と PersonalAddressBook.sps がモジュールとして追加され、その結果 ContactPoints.sps と

Address.sps が間接的にインポートされます。

· グローバルテンプレートが Email 要素に対して定義されます。つまり Email に対して、ContactPoints.sps と

AddressBook.sps から得られた２つのグローバルテンプレートが存在します（以下のスクリーンショットを参照）。

· デザインツリーのグローバルテンプレートでは、どのグローバルテンプレートをアクティブにするか選択することが

できます。 StyleVision で同時に使用することのできる同名のグローバルテンプレートは１つだけで、どちらがア

クティブになろうとも、ContactPoints グローバルテンプレートにて使用されます。
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· メインテンプレートには、出力のヘッダーに使用される静的コンテンツが含まれています。

関連項目

· デザイン概要 

· 利用が可能なモジュール オブジェクト

· モジュール SPS の作成 

· スキーマソース 

· テンプレートと デザインフラグメント 

· スクリプトの使用 
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6.4 テンプレートと デザインフラグメント

デザインドキュメントはテンプレートにより構成されるため、使用することができるテンプレートの種類を理解することが重要になります。

· メインテンプレートとグローバルテンプレート ： デザインドキュメントは１つの メインのテンプレート と、オプションと

なっている１つ以上 グローバルテンプレートにより構成されます。グローバルテンプレートはメインテンプレートから参照することができま

す。

· ノードテンプレート ： メインテンプレートとグローバルテンプレートを構成するテンプレートのことで、ノードテ

ンプレーはスキーマソース内にある ノードテンプレート にマッチします。

· デザインフラグメント ： 個別に作成され、デザイン内にあるメインテンプレートまたはグローバルテンプレー

ト内で再利用ことができるテンプレートです。

このセクションでは、デザインの構造内部にてテンプレートやデザインフラグメントが果たす役割について説明します。ここで重要になるのはデザ

イン内の表示プロパティ ではなく、その構造です。 

メモ: デザインビューでは、メインテンプレート、グローバルテンプレート、と デザインフラグメントと、複数のテンプレー

トを、SPS に含めることができます。 ツールバーアイコンとして用意されているテンプレート デザイン フィルター機能を使用す

ることで、デザインビューに表示されているテンプレートを管理することができます。

関連項目

· デザインの作成 

· スキーマソース 

· テンプレートフィルター 

6 .4 .1 メインのテンプレート

メインのテンプレート により、出力の構造が決定されます。つまり、デザインにあるメインテンプレート内の順序が、そのまま  出力における表示

順序となります。プログラミング用語を使えば手続き型の処理となり、テンプレートの開始点から処理が開始され、最後まで順序どおり処理が

行われます。その中で XML ドキュメントから得られたノードが処理されます。これらノードが処理されるテンプレートはローカルテンプレートと呼

ばれます。あるローカルテンプレートにおける処理が終わると、メインテンプレート内にある次のコンポーネントへ処理が移ります。ノードの処理を

行うために、ノードから グローバルテンプレート への参照が行われることもあります。この場合、そのノードに対してグローバルテンプレートが実行

された後に呼び出し元のメインテンプレートへ処理が戻り、次のコンポーネントへ処理が移ります。

メインテンプレートのエントリーポイントは スキーマのドキュメントノード となります。 StyleVision ではオプションとして複数のルート要素 (ド

キュメント要素) を選択することもでき、メインテンプレート内部で、アクティブな各ドキュメント要素に対して ローカルテンプレートをセットすること

ができます。処理中に実行されるテンプレートは、処理されている XML インスタンスドキュメントのドキュメント要素に対して定義されたテンプ

レートとなります。

関連項目

· デザインの作成 

· テキストとして XML コンテンツを挿入

· グローバルテンプレート 

· デザインフラグメント 

· テンプレートフィルター 
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6 .4 .2 グローバルテンプレート

グローバルテンプレート は、任意のノードやスキーマ内の型、または XPath 条件式により指定されたノードに対して定義することができます。

グローバルテンプレートは選択されたノードや型の処理命令に対して適用され、 メインのテンプレート、 デザインフラグメント、またはその他のグ

ローバルテンプレートから呼び出されます。あるテンプレートが定義され、複数回呼び出されるというのは宣言型の動作ですが、手続き型の処

理でも使用されます。このようにして、ある定義を複数回再利用することが可能になります。グローバルテンプレートの呼び出しは、以下のよう

な状況で発生します：

· メインのテンプレート 内にあるノードや型が、 (デザイン内のコンポーネントを右クリックし、グローバルテンプレートを選択して)グ

ローバルテンプレートを参照するようにセットされている。

· ( コンテンツ)  または ( その他のコンテンツ)  が ローカルテンプレート 内にある要素や型内に挿入され、その要素に対するその他のコン

テンツや型には、 グローバルテンプレート のノードや型が含まれている。

様々な要素や複数の場所でノード（または型）が出現する、または特定の処理命令が全ての出現に対して必要となるような状況で、グロー

バルテンプレートは便利な機能となります。例えば、chapter、section、appendix、または blockquote 要素内にあるかどうかにかかわらず、

para 要素の書式が常に同じものになるようにすることを考えてみましょう。para 要素に対してグローバルテンプレートを定義して、メインのテン

プレート にて para 要素に対するグローバルテンプレートが適用されるように指定することができます。例えば、//chapter/para をメインテンプ

レート内に追加して、para がグローバルテンプレートを参照するようにし、//chapter/title を追加した後に ( コンテンツ)  または ( その他のコン

テンツ)  を追加することで、chapter 要素内にあるその他のコンテンツが、利用可能なグローバルテンプレートやデフォルトテンプレートにより処

理されるようになります。更に、グローバルテンプレートは複合型（例： アドレスモデルの定義）や単純型（例： xs:decimal）に対しても定義す

ることができます。この場合、その型（複合型または単純型）により定義された出現のうち、グローバルテンプレートを呼び出す全ての出現にお

いて、グローバルテンプレートのルールに従った処理が行われます。.

グローバルテンプレートの作成

グローバルテンプレートは、スキーマ内にある任意のノードや型、または XPath 条件式にて指定されたノードに対

して作成することができ、スキーマツリーサイドバーにて作成されます（以下のスクリーンショットを参照）。

グローバルテンプレートは以下にあるいずれかの方法により作成することができます：

· スキーマツリーに表示されているグローバルテンプレートアイテムの右側にある新しいグローバルテンプ

レートを追加アイコンをクリックします（上のスクリーンショットを参照）。新しいグローバルテンプレートを追

加ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。ダイアログに表示されているスキーマツ
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リーから要素や属性、または型を選択することができるほか、XPath 条件式を入力することもできます。 こ

の操作により、グローバルテンプレートとして作成されなければならないノードが決定されます。「OK」 をク

リックするとテンプレートが作成され、デザインビューにすでに存在するテンプレートに追加され、編集する

ことができるようになります。スキーマツリーでは、スキーマノードや型アイコンにプラスサインが表示されま

す。

· スキーマツリーのルート要素以下にあるスキーマノードや型コンポーネントを右クリックして、グローバル

テンプレートの作成/削除コマンドを選択します。テンプレートが作成され、デザインビューに既に表示さ

れている既存のテンプレート以下に追加されます。スキーマツリーでは、ノードや型のアイコンにプラスサイ

ンが表示されます。

· デザインビューのメインテンプレートにあるテンプレートからグローバルテンプレートを作成することもできます。デ

ザインビューやスキーマツリーサイドバーにあるテンプレートを右クリックして、グローバルテンプレートに設定を

選択します。選択されたテンプレートからグローバルテンプレートが作成され、メインテンプレート内にあるテンプ

レートが、このグローバルテンプレートを使用するように自動的に定義されます（グローバルテンプレートの使用

方法については、下記を参照ください）。

グローバルテンプレートは、メインのテンプレートの下のデザインビュー内に存在します。グローバルテンプレートのために作成されたノード名を含

むバーを操作して表示されます。 :  (単一) または (複合型)。 グローバルテンプレートは、下のスクリーンショットに表示されています。 

グローバルテンプレートの処理は、ユーザー定義で、静的と動的であることができます。また、メインのテンプレートの処理のために使用することが

できます。 

グローバルテンプレートの使用

作成したグローバルテンプレートは、同じ修飾名を持ったノードがドキュメントへ挿入された際に使用することがで

きます。ノードがデザイン上にドロップされると表示されるメニューにて、グローバルテンプレートを使用を選択して

ください。その他にも、ローカルテンプレートがデザイン内にあり、同じ修飾名を持ったノードに対してグローバルテ
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ンプレートが存在する場合、ローカルテンプレートの代わりにグローバルテンプレートを使用することができます。ロ

ーカルテンプレートに対してグローバルテンプレートを使用するには、デザインビューにあるローカルテンプレートを

右クリックして、グローバルテンプレートを使用コマンドを選択します。グローバルテンプレートが使用される場合、

内部に含まれる処理命令が呼ばれ、ランタイムにてローカルテンプレートにより使用されます。

グローバルテンプレートがデザインにて使用される場合、グローバルテンプレートにて XPath のパターンを作成し、

ノードセットのフィルタリングを行うことができます。フィルターを作成するには、デザインビューにてグローバルテン

プレートのタグを右クリックして、コンテキストメニューから XPath フィルターの編集 を選択します。 XPath 式 の編集ダイ

アログ が表示され、目的の条件式を入力することができるようになります。

再帰的なグローバルテンプレート

グローバルテンプレートは再帰的に作成することも可能で、グローバルテンプレートが自分自身を呼び出すように定義することができます。

Authentic View における無限ループを回避するために、呼び出しの深さを制限するためのプロパティに値をセットすることができます。SPS

のプロパティダイアログ（「ファイル | プロパティ」）にある Authentic タブ内のテンプレート呼出し階層上限プロパティにて値をセットす

ることができ、この値により、Authentic View 出力を処理する際に再帰的なテンプレート呼び出しの最大値が指定されます。テンプレート

呼出し階層上限プロパティで指定された値を超えたテンプレートの呼び出しが行われた場合、エラーが返されます。 

グローバルテンプレーをローカルにコピーする

グローバルテンプレートが作成されると、その処理命令をメインテンプレート内にある同名のテンプレートへ直接コ

ピーすることができます。ローカルテンプレートを右クリックして、グローバルテンプレートをローカルにコピーを選

択します。グローバルテンプレートをローカルにコピーするという処理は、処理命令が一度だけコピーされるという

点で（ランタイムにおける）グローバルテンプレートの使用とは異なります。一旦ローカルにコピーされたら、グロー

バルテンプレートがローカルテンプレートに対して影響を及ぼすことはありません。グローバルテンプレートとローカ

ルテンプレートのどちらか（または両方）をその後修正しても、相手に対して影響を与えることはありません。グロー

バルテンプレートがローカルテンプレートにより使用される場合、グローバルテンプレート側の変更が、ランタイムに

てローカルテンプレートに反映されます。

グローバルテンプレートの有効化と無効化

スキーマツリーサイドバーに表示されているグローバルテンプレートのエントリーをチェックすることで、そのグロー

バルテンプレートが有効化されます。エントリーのチェックを外すことでテンプレートが無効化されます。グローバル

テンプレートが有効化された場合、テンプレートが XSLT スタイルシートにて生成されます（グローバルテンプレート

が作成されるとデフォルトで有効になります）。無効になっている場合、XSLT スタイルシートにて生成されることは

ありませんが、SPS デザインには保存されます。

 

無効になっているグローバルテンプレートを使用するローカルテンプレートでは、（存在しないグローバルテンプレー

トを参照することはできないため）XSLT のデフォルトテンプレートが使用され、コンテンツやテキストノードの子孫に

もその影響は現れます。

 

有効化/無効化の機能を使用することで、(i) グローバルテンプレートが一時的に必要ない場合でも削除する必要

は無く、必要になった時に再度有効化することができ、(ii) インポートされたスタイルシートにあるテンプレートにて名

前の衝突が起こった際に、必要ないグローバルテンプレートを一時的に無効化することが可能になります。

グローバルテンプレートの削除

グローバルテンプレートを削除するには、削除するグローバルテンプレートをデザインビューまたはスキーマツリー

サイドバーにて右クリックし、グローバルテンプレートの作成/削除コマンドを選択します。

単純型のグローバルテンプレートと複合型のグローバルテンプレート

グローバルテンプレートには、単純型と複合型の２種類があります。複合型グローバルテンプレートは下位互換性を保証するためのもので、バ

ージョン 2006 より前の StyleVision にて作成された SPS のグローバルテンプレートにテーブルやリストが含まれている場合、

StyleVision 2006 やそれ以降のバージョンでは、通常複合型として、そのグローバルテンプレートが開かれます。



206 SPS 構造 テンプレートと デザインフラグメント

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

複合型のグローバルテンプレートと単純型のグローバルテンプレートとの違いは、グローバルテンプレートに対して作成されたノードの処理方法

にあります。ノードの最初のインスタンスがドキュメントにて見つかった場合、そのノードの直後にある全てのインスタンスが複合型のグローバルテ

ンプレートにより処理されます。単純型のグローバルテンプレートの場合、個々のノードインスタンスが発見されるごとに処理が行われます。

グローバルテンプレートに対して作成された要素ノードの周りに、 定義済みのフォーマット または改行が作成されている場合、単純型のグロ

ーバルテンプレートは、自動的に複合型のグローバルテンプレートへ変換されるという点に留意してください。これにより、複合型のグローバルテ

ンプレートと同様の処理が行われます。単純型のグローバルテンプレートへ戻したい場合は、（定義済みのフォーマットの外側へノードをドラッ

グし、定義済みフォーマットを削除することで） 定義済みのフォーマット を削除するか、 デザインツリー サイドバー内にあるアイテムを削除する

ことで）改行を削除する必要があります。単純型のグローバルテンプレートから複合型のグローバルテンプレートへの自動変換を回避するに

は、単純型のグローバルテンプレートに対して作成された要素のノードタグ内部に 定義済みのフォーマット や改行を追加するようにしてくださ

い。

モジュール SPS におけるグローバルテンプレート 

SPS モジュールが別の SPS モジュールへ追加された 場合、追加されたモジュール内にあるグローバルテンプレートを、参照元の SPS にて

利用することができます。モジュール SPS の使用に関する詳細については、 モジュール SPS のセクションを参照ください。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入 

· その他のコンテンツ

· メインのテンプレート 

· デザインフラグメント 

· テンプレートフィルター 

· モジュール SPS 

6 .4 .3 ユーザー定義テンプレート

ユーザー定義テンプレートとは、XPath 条件式により生成されるアイテムに対して適用されるテンプレートのことです。これらアイテムは原子型

の値またはノードとなります。以下のスクリーンショットでは３つのユーザー定義テンプレートが示されており、タグの左側にユーザー定義テンプレー

トアイコンが示されます。ユーザー定義テンプレートが持つ柔軟性により、テンプレートを作成することができます。

上に示されるこれら３つのユーザー定義テンプレートに対して定義された XPath  条件式により、以下の処理が行われます:

· ソーススキーマ内のノードを選択します。XPath 条件式を使用することで、全てのコンテキストノードから、任意のスキーマソース内にある任

意のノードへアクセスすることができるようになります。曖昧性が無いかたちで StyleVision が定義されたノードを識別することができる場

合、テンプレートはユーザー定義テンプレートから 通常のテンプレートへ自動的に変換されます。ユーザー定義テンプレートの場合、テンプレ

ートタグの左側にユーザー定義テンプレートを表す緑色のアイコンが表示されます。

· XPath 2.0 と XPath 3.0 の for コンストラクトにより指定された条件を満たすノードを選択します。このようなテンプレートは

StyleVision に通常のテンプレート( ユーザー定義テンプレート) を明確に解決することを許可しません。

· 原子型の値のシーケンス（1、2、3）を選択します。原子型の値に対してテンプレートを作成することは可能ですが、このようなテンプレート
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内でコンテンツプレースホルダを使用することはできません。これは、（コンテンツプレースホルダにより生成される）xsl:apply-template 処理命

令が、（原子型の値ではなく）ノードアイテムにしか適用できないためです。そのかわり、箇条書きといったデザイン要素とともに、自動計算を

使用することは可能で、以下のスクリーンショットの左側にあるユーザー定義関数により、右側のような出力が生成されます。

メモ: SPS にて XSLT 1.0 が使用されている場合、XPath 条件式の返り値をノードセットにする必要があり、そうでない場合エラーと

なります。

XPath を使ったテンプレートノードの選択を行う利点

スキーマノードを XPath 条件式（ユーザー定義テンプレート）により選択することで、XPath のパスセレクターメカニズムを使ったアイテムノード

やシーケンスの選択を行うことができるようになり、ノードの選択に対してフィルタリングや条件をセットすることが可能になります。そのため、特定

の XML ドキュメントノードを、任意のテンプレートに対して使用することができるようになります。例え

ば、//Office/Department[@Location="NY"] という XPath 条件式により、NY という値を持った Location 属性が含まれる Department

ノードだけが選択されます。このセクション内にあるその他の例も参照ください。

メモ: XPath 条件式に複数のロケーションパスやロケーションステップが含まれる場合、複数のロケーションパスやステップ内に括弧が使

用されているかがグループ化や並び替えを行う際に重要になります。例えば、/Org/Office/Dept という XPath 条件式は、

(/Org/Office/Dept) という条件式とは異なった方法で処理されます。括弧を伴わない条件式では、各ロケーションステップが繰り

返されるのに対して、括弧付きの条件式の場合、全ての Office 要素にある全 Dept 要素が、１つのノードセットにより返されま

す。

括弧 実際の XSLT メカニズム 効果

無し

<xsl:for-each select="Org">

  <xsl:for-each select="Office">

    <xsl:for-each select="Dept">

     ...

    </xsl:for-each>

  </xsl:for-each>

</xsl:for-each>

各 Office 要素には独自の

Dept が含まれ、グループ化や

並び替えは、各 Office 内部で

行われる。

有り

<xsl:for-each

select="/Org/Office/Dept">

  ...

</xsl:for-each>

Dept 要素が、全ての Office

ならびに Org 要素に対して展

開される。

グループ化や並べ替えを行う際に XPath 条件式の評価方法が大きな違いをもたらします。
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ユーザー定義テンプレートを挿入する

以下の操作によりユーザー定義テンプレートを挿入することができます:

1. デザイン要素の挿入ツールバーにあるユーザー定義テンプレートを挿入アイコンをクリックし、デザイン内のテンプレートを挿入する場所を

クリックします。または、テンプレートを挿入する場所を右クリックし、コンテキストメニューからユーザー定義テンプレートを挿入コマンドを選

択します。

2. In the XPath 式を編集 ダイアログにて XPath 条件式を入力し、OK をクリックします。XPath 条件式のコンテキストノードは、クリッ

クされたノードになる点に注意してください。空のノードテンプレートが作成され、場合によっては結合されたノードが作成されます。ノードが

結合されると、ターゲットとなるインスタンスノードが同一のレベルにて選択されるのに対し、ノードが結合されていない場合（つまり複数の

階層レベルにて分割されている場合）、ループにより各インスタンスノードが選択されます。グループ化や並べ替えが行われない限り、（結

合または分割により）返された両者のノードセットに違いはありません。結合されたノードがグループ化や並べ替えメカニズムでどのように扱

われるかの詳細については、: ノードテンプレートオペレーション を参照してください。

テンプレートマッチの編集

任意の（ユーザー定義または通常の）ノードテンプレートに対する選択は、新たな XPath 条件式により変更することができます。ノードテンプ

レートのテンプレートマッチを編集するには、ノードテンプレートを右クリックし、テンプレートマッチの編集コマンドを選択します。XPath 条件

式を編集するためのダイアログが表示されるので、新たなノードを選択する XPath 条件式を入力し、「OK」 をクリックします。

ユーザー定義テンプレートにノードを追加する

SPS のスキーマソースコンテキスト内に配置することができないノードまたはシーケンスに対してユーザー定義テンプレートが作成された場合、

スキーマツリーから得られたノードがユーザー定義テンプレートへ追加される時に、新たなノードのコンテキストが決定できなくなります。そのため、

新たなノードが、(i) 名前で（つまり相対パスで）参照されるのか、または (ii) スキーマソースのルートからのフルパスにより参照されるのか決定

するよう促されます（以下のスクリーンショットを参照）。

どのような動作を行うか、確認するのがデフォルトの振る舞いになっています。 「ツール | オプション ダイアログ」のデザインタブにて、デフォルトの

振る舞いを変更することができます。
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6 .4 .4 変数テンプレート

変数テンプレートとは変数に対して使用されるテンプレートで、通常その値が出力されます。メニューオプションの「挿入 | 変数テンプレート

の挿入」または「タグで囲む | 変数テンプレート」を選択することで、カーソル位置に、SPS で定義される変数のテンプレートが挿入されま

す。変数テンプレートには、デフォルトでコンテンツプレースホルダが含まれており、これにより変数の値が出力されます（以下のスクリーンショット

を参照）。変数テンプレートには、必要に応じてその他の（静的ならびに動的な）コンテンツを含めることができるほか、その他のテンプレートと同

様に修正を行うこともできます。

 

以下の操作により変数テンプレートを挿入することができます：

1. デザイン内のテンプレートを挿入する位置にカーソルを配置します。

2. メニューオプションから「挿入 | 変数テンプレートの挿入」を選択します。変数テンプレートの挿入ダイアログが表示されます（以下のスク

リーンショットを参照）。

3. ダイアログには、SPS にて定義された ユーザー宣言パラメーターと変数 が表示されます。変数テンプレートに対して追加する変数を選

択してください。

4. OK をクリックして完了します。

6 .4 .5 ノードテンプレート操作

ノードテンプレートとは、ノードに対する処理を指定するデザイン内のテンプレートのことです。デザインでは、ベージュ色の開始ならびに終了タグ

によりノードテンプレートが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。以下のスクリーンショットでは、 metainfo と relevance という２つの

ノードテンプレートが示されています。 次も参照してください: , XML ドキュメント内のノード。
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ノードテンプレートにて行うことができる処理の一覧は、そのノードテンプレートの開始または終了タグを右クリックすることで表示されるコンテキス

トメニューから確認することができます。

以下ではコンテキストメニュー内にあるコマンドについて説明します：

· グローバルテンプレート 

· テンプレートの一致 

· XPath フィルター 

· グループ化、並べ替え、変数の定義、レベルとして機能するテンプレート 

· デザインフラグメントの作成 

· タグだけ削除 

· 編集、タグで囲む、変更 

以下ではこれらのメニューコマンドについて説明します。ノードテンプレートによっては利用できないコマンドもある点に注意してください。利用で

きないコマンドはコンテキストメニューにてグレーアウトされます。

グローバルテンプレート： 設定、使用、ローカルにコピー

メインテンプレート内にあるノードテンプレートを変更することができるほか、以下のコマンドによりグローバルテンプレートへ割り当てることができま

す：

· メイングローバルテンプレートに設定 ： スキーマにてグローバル要素として定義されている要素をノードが指し

示している場合に使用することができます。ノードテンプレートからグローバルテンプレートが作成されます。メイ

ンテンプレート内にあるノードテンプレートではこのグローバルテンプレートが使用され、そのタグが（グローバル

テンプレートの使用を表す）グレーで表示されます。

· グローバルテンプレートを使用 ： ノードテンプレートの名前と同じ修飾名でグローバルテンプレートが定義されて

いる場合、ノードテンプレートに対してグローバルテンプレートの処理が使用されます。ノードテンプレートのタグ

がグレーになります。

· グローバルテンプレートをローカルにコピー ： ノードテンプレートと同じ修飾名を持ったグローバルテンプレート

の処理命令が、直接ノードテンプレートへコピーされます。ノードテンプレートはグローバルテンプレートとは独立

したものになります。このコマンドを実行した後に、グローバルテンプレートとは独立したものとしてノードテンプレ

ートを変更することができます。ノードテンプレートからグローバルテンプレートへの参照は行われないため、ノー

ドのタグはベージュ色のままとまります。

に関する詳しい説明は、次のセクションを参照してください:  グローバルテンプレート.

テンプレートマッチの編集

テンプレートに対して作成されたノードを、このコマンドにより変更することができます。テンプレートマッチの編集コマンドにより、 XPath 式 の編

集ダイアログ が表示され、スキーマ内にある他のノードを選択する XPath 条件式を入力することができます。XPath 条件式を入力すること

で、テンプレートを ユーザー定義テンプレートへ変更することもできます。
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 XPath フィルターの編集/クリア

XPath フィルターにより、ノードテンプレートが適用されるノードセットのフィルタリングを行うことができます。XPath フィルターは グローバルテンプ

レートに対して適用することができます。

デフォルトでは、ノードテンプレートが作成されたノードに対応するノード（要素または属性）に対してノードテンプレートが適用されます（スキー

マ構造の指定された位置にある同名の出現）。例えば、/Personnel/Office ノードにより、全ての /Personnel/Office 要素が選択されま

す。Office 要素にて 1 という式を持った XPath フィルターが作成された場合、述語式が Office 要素に加えられるのと同様の結果が得ら

れ、全体の XPath 条件式は /Personnel/Office[1] となります。この XPath 条件式により、最初の Personnel 要素にある最初の

Office 子要素が選択され、その他の Office 要素は選択されないことになります。

 

フィルターは、デザイン内にある任意のノードテンプレートならびに複数のノードテンプレートに対して追加することができます。この機能を使って、

例えば /Personnel/Office[@country='US']/Person[Title='Manager'] といった XPath 条件式により、社内の US オフィスにいる管理

職全員を選択することができます。この例では、Office と Person のノードテンプレートにて、それぞれ独立したフィルターが作成されます。

 

グローバルテンプレートが使用される（呼び出される）場合、XPath フィルターを適用することができます。従って、使用されているグローバルテ

ンプレートのインスタンス全てに対して XPath 条件式を適用することで、ターゲットとなるノードセットを制限することができます。

 

XPath フィルターをノードに追加するには、ノードテンプレートを右クリックして、XPath フィルターの編集を選択します。引用句や角

かっこ、デリミターなしで XPath フィルター条件式を入力してください。以下にあるような妥当な XPath 条件式を入力することができます：

· 1 

· @country='US' 

· Title='Manager' 

ノードテンプレートに対して XPath フィルターが追加されると、そのノードテンプレートの開始タグにフィルターシンボルが表示されます。以下のス

クリーンショットでは、synopsis ノードテンプレートに対してフィルターが追加されました。

メモ: 各ノードテンプレートでは、１つの XPath フィルターがサポートされます。

グループ化、並べ替え、変数の定義、レベルとして機能するテンプレート

これらコマンドのメカニズムの詳細については以下のセクションにて記述されます：

· グループ化コマンドにより、選択されたノードテンプレートにより表されるノードのインスタンスがグループ

化されます。グループ化のメカニズムについては、 グループ化のセクションにて記述されます。

· 並べ替えコマンドにより、選択されたノードテンプレートにより表されるノードのインスタンスが並べ替えら

れます。並べ替えのメカニズムについては、 並べ替えのセクションにて記述されます。

· 変数の定義コマンドにより、選択されたノードテンプレートをスコープとした変数を定義することができま

す。変数の使用方法については、 変数のセクションにて記述されます。

· レベルとして機能するテンプレートコマンドは、ノードテンプレート上のレベルを作成/削除するためのトグ

ルコマンドです。ドキュメントを階層構造で構築するためには、様々な箇所でレベルを指定する必要があり

ます。この構造は、目次や番号の自動割り当て、そしてテキストの参照を生成するために使用されます。こ

れら機能の詳細については、 目次 (TOC) と参照.

デザインフラグメントの作成

選択されたテンプレートからデザインフラグメントのテンプレートを作成します。作成されたデザインフラグメントのテンプレートは、デザインの下部

にあるデザインフラグメントのテンプレートへ追加され、デザインツリーならびにスキーマツリーへ追加されます。作成された箇所へも、そのデザイン

フラグメントが適用されます。
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(テンプレートや書式) タグだけ削除

このコマンドにより、選択されたテンプレートやフォーマットタグだけが削除され、子孫ノードやそのフォーマットタグが削除されることはありません。

あるタグに含まれる子孫ノードなどを削除することなしにフォーマットタグや親要素のタグを削除するために使用することができます（タグが選択

された状態で削除コマンドが実行されると、これら全てが削除されます）。親要素を削除することで、削除された要素の子孫ノードが不正とな

る可能性があることに注意してください。不正なノードには取り消し線が表示されます。

編集、タグで囲む、変更

これらコマンドの解説を以下に示します：

· 編集 ： Windows で既に馴染み深い、切り取り、コピー、貼付け、そして削除コマンドがサブメニューに表示されま

す。

· タグで囲む ： ノードテンプレートを、以下のデザインコンポーネントにより囲むことができます：  段落、 特殊な段

落、 リスト、 ハイパーリンク、 条件、 目次 ブックマークとレベル.

· 変更 ： 変更機能により、(i) テンプレートが適用されるノード、または (ii) デザイン内でノードを作成する方法を変

更することができます。詳細については、 変更機能のセクションを参照ください。

関連項目

· <% SPS%  ファイルコンテンツ 

· テンプレートと デザインフラグメント

· XPath ダイアログ 

6 .4 .6 デザインフラグメント

デザインフラグメントは、ドキュメント内の様々な箇所で再利用することができるパーツを作成するために使用することができます。以下に使用

するための手順を示します：

1. デザインフラグメントのコンテンツを入力する 

2. デザインフラグメントのコンテンツを入力する 

3. テンプレート内にある目的の位置にデザインフラグメントを挿入する. 

デザインフラグメントのコンテンツを入力する

以下の操作によりデザインフラグメントを作成することができます：

1. デザインツリーならびにスキーマツリーにて、ツリー内部にあるデザインフラグメントアイテムの右側に配置

されているデザインフラグメントの追加アイコン  をクリックします（以下のスクリーンショットを参照）。こ

の操作によりツリーのデザインフラグメントリストにデザインフラグメントアイテムが追加されます（以下のメ

モも参照ください）。
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デザインフラグメントが SPS デザイン内部に作成されます。このテンプレートはデザイン内に既にあるテン

プレートへ追加されます。StyleVision のデザインフィルター ツールバーにある表示/隠すアイコンによりメインテン

プレートとグローバルテンプレートを隠すことで、デザイン内にあるデザインフラグメントだけを確認すること

ができます。デザインフラグメントテンプレートはスキーマツリーにも表示され、素早いアクセスを行うことが

できます。

2. デザインツリーまたはスキーマツリーにあるデザインフラグメントアイテムをダブルクリックすることで、その

名前を編集することができます。目的の名前を入力し、Enter キーを押下してください。編集された名前が

デザインツリーとデザイン内部のテンプレートに表示されます。

3. デザインにてデザインフラグメントテンプレートのコンテンツを作成します。以下ではその方法について記述

されます。

メモ: 既存のテンプレートからデザインフラグメントを作成する場合、そのテンプレートを右クリックして、コンテキ

ストメニューからデザインフラグメントの作成コマンドを選択します。この操作により、選択されたテンプレ

ートからデザインフラグメントが作成されます。デザインフラグメントのテンプレートがデザイン下部にある既

存のデザインフラグメントテンプレートに追加され、デザインツリーとスキーマツリーへ追加されます。この

方法によりデザインフラグメントを作成すると、選択されたテンプレートもデザインフラグメントとなり、 デザイ

ンツリーやスキーマツリーから挿入.

デザインフラグメントのコンテンツを作成する

デザインフラグメントテンプレートのコンテンツは、 その他のテンプレートと同様の方法で作成されます。静的コンテンツを挿入するには、カーソル

をデザインフラグメントのテンプレート内部へ移動させ目的の静的コンテンツを挿入します。動的コンテンツを挿入するには、目的のスキーマノー

ドをデザインフラグメントのテンプレート内部へドラッグします。

スキーマソースからノードをドラッグするには、(i) グローバル要素ツリーから、または (ii) ルート要素ツリーからノー

ドをドラッグします。これら２つの方法には違いがあり、ノードがグローバル要素ツリーからドラッグされた場合、祖

先要素無しに作成されるため、テンプレート内で使用される場合には、親のコンテキスト内部で使用される必要が

あります（以下のスクリーンショットにある EmailPerson デザインフラグメントを参照）。一方でルート要素ツリーからノ

ードがドラッグされた場合、ドキュメントノードの構造とともにノードが作成され、テンプレート内部の任意の場所で使

用することができます（以下のスクリーンショットにある EmailDocNode デザインフラグメントを参照）。
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上のスクリーンショットでは、２つのデザインフラグメントテンプレートが示されており、Person 要素に対して同一の出

力が生成されます。EmailPerson デザインフラグメントテンプレートでは、グローバル要素の Person を EmailPerson テ

ンプレートへドラッグすることで Person ノードが作成されます。EmailDocNode デザインフラグメントテンプレートでは、

ルート要素ツリーから Person ノードがドラッグされ、（ドキュメントノードを表す $XML からの）絶対パスとともにノード

が作成されます。

これらデザインフラグメントのテンプレートがメインテンプレートへ挿入される場合、EmailPerson テンプレートが

Person ノードの親ノードのコンテキスト内部から呼び出される様にする必要があります。このサンプルは (マイ) ドキュ

メントフォルダー 以下にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\DesignFragments 内の Email.sps

ファイルにて確認することができます。

デザインフラグメントには、デフォルトの値とともにパラメーターを定義することもできます。個々のデザインフラグメ

ントのインスタンスに対して、異なる値をパラメーターへ割り当てることができます。詳細については デザインフラグメン

トに対するパラメーター を参照ください。

デザインを完了した後には、デザインのコンポーネントがデザインツリーでも示されている点に注目してください。

テンプレート内にある目的の位置にデザインフラグメントを挿入する

デザインフラグメントを挿入するには、デザインツリーまたはスキーマツリーから目的の場所へデザインフラグメント

をドラッグします。デザインフラグメントをドロップする場所は、適切なコンテキストとなるような場所でなければなりま

せん。デザインフラグメントのコンテンツがグローバル要素から作成された場合、メインテンプレート内にある適切な

コンテキストがノードの親となるようにデザインフラグメントをドラッグする必要があります。上記の デザインフラグメントの

コンテンツを作成するを参照ください。

その他にも、デザインフラグメントを挿入する場所を右クリックして、コンテキストメニューからデザインフラグメントの挿入を選択すること

もできます。

メモ: デザインフラグメントがメインテンプレート内部で参照されており、デザインフラグメントの名前が後になって

変更された場合、メインテンプレート内部にある参照は正しいものではなくなり、XSLT エラーが返されるよ
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うになります。問題を修正するには、メインテンプレート内にあるオリジナルの参照を削除して、名前が変

更されたデザインフラグメントへの参照を新たに作成してください。

再帰的なデザインフラグメント

デザインフラグメントはそれ自体を呼び出すような、再帰的なかたちで作成することもできます。Authentic View における無限ループを回避

するため、呼び出しの階層を制限するプロパティをセットすることができます。SPS のプロパティダイアログ（「ファイル | プロパティ」）にある

Authentic タブ内のテンプレート呼出し階層上限プロパティにて値をセットすることができ、この値により、Authentic View 出力を

処理する際に再帰的なテンプレート呼び出す回数の最大値が指定されます。テンプレート呼出し階層上限プロパティで指定された値を超え

たテンプレートの呼び出しが行われた場合、エラーが返されます。 

デザインフラグメントの削除

デザインフラグメントを削除するには、デザインツリーにて選択をして、デザインツリーの削除ツールバーアイコン 　をクリックします。

モジュール SPS におけるデザインフラグメント

SPS モジュールが別の SPS モジュールへ追加された 場合、追加されたモジュール内にあるデザインフラグメントも、参照元の SPS にて利

用することができるようになります。モジュール SPS に関する詳細については、 次のセクションを参照してください:  モジュール SPS。

サンプルファイル

サンプル SPS は、 (マイ) ドキュメントフォルダーにある、 C:\Documents and Settings\<username>\My

Document s\Al t ova\St y l eVi s i on2021\St y l eVi s i onExamp l es \Tut or i a l \Des i g nFr agment s  にて確認すること

ができます。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入 

· その他のコンテンツ 

· メインのテンプレート 

· グローバルテンプレート 

· テンプレートフィルター 

· モジュール SPS
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6.5 XSLT テンプレート

XSLT ファイルを  SPS へインポートすることで、ファイル内部にある XSLT テンプレートをグローバルテンプレートとして使用することができるよ

うになります。XML ドキュメントの処理を行なっている際に、XML ノードの１つがインポートされた XSLT テンプレート内のノードへマッチした

場合、インポートされた XSLT テンプレートがそのノードへ適用されます。インポートされた XSLT ファイルに名前付きテンプレートが含まれる

場合、デザイン内部にそれらを配置することができます。

メモ:

· インポートされた XSLT テンプレートは StyleVision 内部で修正できません。

XSLT ファイルをインポートする

以下の操作により XSLT ファイルをインポートすることができます：

1. デザイン概要サイドバーにて、新規 XSLT ファイルを追加... リンクをクリックします（以下のスクリーンショット

を参照）。

2. ファイルを開くダイアログが表示されます。目的の XSLT ファイルを選択し、開くボタンをクリックします。XSLT

ファイルがインポートされます。XSLT スタイルシートには xsl:import ステートメントが追加され、デザインツリーサ

イドバーのXSLT テンプレート以下には、インポートされた XSLT ファイル内部に含まれる XSLT テンプレートが

表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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インポートされた XSLT テンプレートには2種類あります： (i) マッチテンプレート（match  により表示）と (ii) 名前付きテンプレート（name

により表示）。デザインツリーでは、これら2種類のテンプレートが、それぞれ (i) match テンプレートにある select 属性の値、(ii) 名前付きテ

ンプレートにある name 属性の値とともに表示されます。

Match テンプレート

XML ドキュメントインスタンス内部にあるノードに対してテンプレートが適用され、match テンプレートが適用されるように選択されている場合

に match テンプレートが使用されます。XML ノードの修飾名が、インポートされた match テンプレートにマッチする場合に使用されます。

同じ修飾名を持ったグローバルテンプレートが SPS  内部で作成された場合、インポートされたテンプレートよりも優先順位が高くなるため、

そのテンプレートが使用されます。複数の XSLT ファイルがインポートされた場合、最初にインポートされたファイル（XSLT コードの最初に表

示されるファイル）の優先順位が最も低くなり、２番目にインポートされたファイルの優先順位が２番目に低いものとなります。

名前付きテンプレート

名前付きテンプレートは、デザインツリーからデザイン内の任意の場所へドラッグすることができます。その場所にて名前付きテンプレートを呼び

出す xsl:call-template 要素が作成されます（以下のスクリーンショットを参照）。

これにより、デザイン内部で指定された場所にて名前付きテンプレートが出力に実装されます。このようなメカニズムは、XML インスタンスド

キュメントや XSLT スタイルシートから独立したコンテンツを挿入する際に便利な機能となります。
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6.6 複数の ドキュメントの出力

SPS は、メイン出力ドキュメントとその他のドキュメントというかたちで、複数の出力ドキュメントを生成するようにデザインすることもできます。こ

の機能を使用することで、出力のモジュール化を行うことが可能になります。新規ドキュメントテンプレートを挿入することで、出力ドキュメントを

デザイン内に作成することができます（以下のスクリーンショットを参照）。各出力ドキュメントのコンテンツは、新規ドキュメントテンプレート内部

に配置されます。

新規ドキュメントテンプレートは、ドキュメントデザイン内にある任意の場所で作成することができ、あらゆる階層で出力のモジュール化を行うこ

とができます。例として、世界的な組織内部にある複数の支店が、以下の階層により個別の出力ドキュメントを持つような状況を考えてみま

しょう： （ｉ） 世界、(ii) 大陸、(iii) 国、(iv) 州/県、(v) 支店。例えば、各支店を個別の出力ドキュメントにて表示し、ある国にある全ての

支店を１つの文章にまとめて表示することができます。デザインでは、出力を行う個々の階層レベルにて新規ドキュメントテンプレートを作成す

る必要があります。適切なドキュメント構造をセットアップする方法については、 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造のセクションにて

記述されます。

 

複数の出力ドキュメントに関する説明は、以下にある項目ごとに記述されます：

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入 

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造 

· 新規ドキュメント テンプレートの URL  

· 出力ドキュメントファイルのプレビュー 

· ドキュメント プロパティ と スタイル 

関連項目

· 出力内の HTML フラグメント 
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6 .6 .1 新規 ドキュメントテンプレートの挿入

以下に示される２つの方法により、新規ドキュメントテンプレートを SPS デザイン内部に配置することができます：

· 新規出力ドキュメントテンプレートは、デザイン内の任意の位置へ挿入することができます。この場合、テンプレ

ートが挿入された後に新規ドキュメントのコンテンツを追加することになります。新規ドキュメントテンプレートを挿

入するには、デザイン内にある目的の位置にカーソルを配置して、メニューオプションから「挿入 | 新規ドキュメ

ントの挿入」コマンドを選択するか、その場所を右クリックすることで表示されるコンテキストメニューから、新規

ドキュメントの挿入を選択します。

· 新規ドキュメントテンプレート内部でコンテンツを囲むことで、新規出力ドキュメントをデザイン内に配置すること

ができます。この場合、新規ドキュメントテンプレートにタグで囲まれたコンテンツが含まれることになります。デ

ザインでは、コンテンツの追加や修正を行うことができます。コンテンツを囲むかたちで新規ドキュメントテンプレ

ートを配置するには、対象となるコンテンツがハイライトされた状態で、メニューオプションから「タグで囲む | 新

規ドキュメント」コマンドを選択するか、選択したコンテンツを右クリックして、コンテキストメニューから「タグで囲

む | 新規ドキュメント」を選択します。

コンテンツを含む新規ドキュメントテンプレートを以下のスクリーンショットに示します。

上のスクリーンショットでは、以下の点に注目してください：

1. 新規ドキュメントテンプレートのタグには生成されるドキュメントの URL （パスと名前）が含まれます。出力

フォーマットのファイルタイプにより、ファイルの拡張子が自動的に生成されます。例えば、HTML 出力フォ

ーマットの場合、URL にあるファイル名の末尾に .html が加えられます。URL の割り当てについては、 新規

ドキュメント テンプレートの URL のセクションにて記述されます。

2. 新規ドキュメントテンプレートには、イニシャルドキュメントセクションが１つ含まれます。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力 

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造 

· 新規ドキュメント テンプレートの URL  

· 出力ドキュメントファイルのプレビュー 

· ドキュメント プロパティ と スタイル  
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6 .6 .2 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造

複数の出力ドキュメントを作成する場合、ソースドキュメント内にある適切なノードにて個別の新規ドキュメントテンプレートを作成する必要が

あります。従って、複数の出力ドキュメントをデザインする際には、 出力の構造 と 入力（ソース XML ドキュメント）の構造 の両方を考慮す

る必要があります。

メインの出力ドキュメントと追加の出力ドキュメント (出力の構造)

最初の新規ドキュメントテンプレートがデザインへ追加されると、この新規ドキュメントテンプレートの外にある全てのデザインコンテンツが別のド

キュメントへ自動的に割り当てられます。この（新規ドキュメントテンプレートとは別の）ドキュメントがメインの出力ドキュメントとなり、

StyleVision の出力プレビューではメイン出力ドキュメントとして参照されます。

 

（メニューオプションの「ファイル | 生成されたファイルの保存」コマンドを使用することで）生成された出力ドキュメントでは、メイン出

力ドキュメントの名前が、生成されたファイルの保存コマンドより出力ドキュメントを生成する際に割り当てられる名前となります。メイ

ンドキュメント以外の出力ドキュメントファイルに使用される名前は、それぞれの新規ドキュメントテンプレートの URL にて割り当てられます。

新規ドキュメント テンプレートと ソースドキュメントの構造

新規ドキュメントテンプレートが作成される際には、階層構造のどこにそれが作成されるかが重要になります。以下にある２つのケースが考えら

れます：

1. 新規ドキュメントテンプレート内に作成されたノードが１度だけ処理される。この場合、新規ドキュメントテンプレ

ートも１度だけ処理されます。新規ドキュメントテンプレートの URL にあるファイル名は静的な名前にすることが

できます。

2. 新規ドキュメントテンプレート内に作成されたノードが複数回処理される。その結果、ノードが処理される回数だ

け、新規ドキュメントテンプレートも処理されます。以下のような例を考えてみましょう。Office 要素に（各部門を

表す）複数の Department 子要素が含まれています。デザインに表示されている Department ノード内部に新規ド

キュメントテンプレートが作成された場合、Department ノードが（Office 要素内にある Department 要素の数だけ）

複数回処理されるため、（ソース XML にある Office 要素内の全 Department 要素に対して）新規ドキュメントテ

ンプレートも複数回処理されます。そのため、新規ドキュメントテンプレートの URL プロパティ内にあるファイル

名は、動的な名前でなければなりません。静的な名前が使用された場合、各部門を表す Department 要素に対

して作成された出力ドキュメントは、全て同じ名前を持つことになります。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力 

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入 

· 新規ドキュメント テンプレートの URL  

· 出力ドキュメントファイルのプレビュー 

· ドキュメント プロパティ と スタイル  

6 .6 .3 新規ドキュメント テンプレートの URL

このセクションでは、 新規ドキュメントテンプレートの URL をデザイン構造に関連付ける方法 と URL の編集方法 と 複数の出力ドキュメン

ト同士でリンクを作成する方法 について説明します。
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新規ドキュメント テンプレートの URL 

新規ドキュメントテンプレートが１度だけ処理される場合（ 前のセクション を参照）、テンプレートの URL プロパティを静的な URL に指定す

ることができます。以下のスクリーンショットでは、ドキュメント要素 ($XML) の直下に新規ドキュメントテンプレートが配置されており、処理は１

度だけ行われます。URL には TableOfContents という静的な値が与えられており、この値が出力ドキュメントのファイル名となります。ファイ

ル名のパスにプレフィックスは与えられていないため、メインドキュメントと同じディレクトリにファイルが生成されます（詳細については 複数の ド

キュメント の出力とプレビュー を参照ください）。その他にも、URL にパスが含まれる場合、出力ドキュメントがパスにより指定された場所へ保

存されます。

その他にも、新規ドキュメントテンプレートが複数回処理されることで複数の出力ドキュメントが生成される場合（ 前のセクションを参照くださ

い）、テンプレートの URL プロパティを XPath 条件式を使った動的な URL とする必要があります。以下のスクリーンショットでは、新規ド

キュメントテンプレートの URL に body/header/para という XPath 条件式が使用されています。新規ドキュメントテンプレートは topic 要

素内部に配置されており、topic 要素が処理されるたびに処理されることになります。topic 要素に対する各イタレーションにて、その topic 要

素にある body/header/para 要素が新規ドキュメントテンプレートの URL として割り当てられることになります。これにより、各 topic 要素に

対して新たなドキュメントが作成されることになります。各ドキュメントには、（トピックヘッダーのテキストである）body/header/para 要素から得

られた名前が個別に与えられます。.
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URL の編集

新規ドキュメントテンプレートがデザインへ追加されると、DocumentX という名前（X は整数）の静的なテキスト文字列をデフォルトとする

URL とともに作成されます。URL を編集するには、新規ドキュメントテンプレートを右クリックして、URL の編集コマンドを選択します。プロ

パティダイアログが表示され、ファイル拡張なしの URL プロパティのフィールドに値を入力することができます（以下のスクリーンショットを

参照）。

静的な URL を入力するには、値フィールドに目的の URL テキストを入力します。動的な URL を入力する場合、値フィールドをクリックし

たあとに、プロパティダイアログのツールバーにある XPath ボタンをクリックして、目的の XPath 条件式を入力します。以下の点に注意してく

ださい： (i) XPath 条件式のコンテキストノードは新規ドキュメントテンプレートが挿入されたノードになります、(ii) XPath 条件式にプレ

フィックスを与えるには、（例えば、concat('C:\MyOutput\', body\header\para) といったかたちで）XPath の concat() 関数を使用してく

ださい。この例にある条件式により、C:\MyOutput\filename という URL 文字列が生成されます。出力フォーマットに従い、適切なファイル

拡張子が自動的に生成されます。
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ドキュメントへのリンク

ブックマーク と ハイパーリンク を使用することで、複数の出力ドキュメント間にリンクを作成することができます。 ブックマーク は、新規ドキュメン

トテンプレートのヘッダーを含む新規ドキュメントテンプレート内の任意の場所に配置することができます。その後、他のドキュメントから作成した

ブックマークへのハイパーリンク を作成することができるようになります。複数回処理されるノード上にブックマークを作成する必要がある場合、

ブックマークの名前が動的に生成されるようにする必要があります。そうでない場合（静的なブックマーク名が与えられた場合）、出力に与えら

れる複数のノードが同じ名前のブックマークを持つことになります。

目次 (TOC) もドキュメントへのリンクとして使用することができます。TOC を独立したドキュメント（例えばメインドキュメント）内に配置して、

様々な出力ドキュメントに対してリンクを作成し、それぞれの出力ドキュメントから TOC へ戻るリンクを作成することができます。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力 

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入 

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造 

· 出力ドキュメントファイルのプレビュー 

· ドキュメント プロパティ と スタイル  

6 .6 .4 プレビューファイルと出力 ドキュメントファイル

デザインドキュメントの出力プレビューでは、デザインにて個別のドキュメントとして指定された各出力ドキュメントを確認することができます。（以

下のスクリーンショットを参照）。

上のスクリーンショットでは、複数の出力ドキュメントを生成するようにデザインされた SPS ドキュメントのプレビューが示されています。各出力

ドキュメントへは、(i) 左上に表示されている矢印ボタンをクリックすることで、または (ii) コンボボックスのドロップダウンリストから目的のドキュメ

ントを選択することでアクセスすることができます（上のスクリーンショットを参照）。ドロップダウンリストのアイテムには、URL 全体（パスとファイル

名）が表示される点に注目してください。

プレビューファイルの場所

プレビューファイルは、デフォルトで SPS ファイルが作成されるディレクトリにて作成されます。デフォルトの設定は、（メニューオプションの「ファ

イル | プロパティ」にて表示される）SPS ファイルのプロパティダイアログにあるパスタブにて変更することができます（以下のスクリーンショッ

トを参照）。このタブでは、作業用 XML ファイルの場所を指定することができます。新規ドキュメントテンプレートの URL にパスが含まれてい

る場合、このパスで指定された場所が、そのプレビューファイルの格納に使用される場所となります。指定された場所が見つからない場合、エラ

ーが返されます。出力ドキュメント間のリンクを作成する場合、それぞれの出力ファイルがどこで作成されるかを考慮する必要があります。
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プロパティダイアログのパスタブでは、出力ドキュメントファイル、イメージやチャートイメージファイルといったプレビューを行うために一時的に使用さ

れるファイルの配置場所を指定することもできます。新規ドキュメントテンプレートの URL にパスが含まれる場合、そこで指定されたパスが使

用される点に注意してください。

出力(パス)の生成

以下の操作により、出力ドキュメントファイルを生成することができます：

1. メニューオプションの「ファイル | 生成されたファイルの保存」コマンドにマウスを移動させ、目的の出力フォー

マットを選択します。

2. 生成されたファイルの保存ダイアログが表示されるので、生成されたファイルを保存するフォルダーを選択しま

す。

3. メインドキュメントファイルの名前を入力し、保存ボタンをクリックします。

出力ドキュメントファイル、イメージファイルやチャートのイメージファイルといったその他生成されるファイルの場所が、ポップアップウィンドウにて表

示されます。
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生成されたファイルの保存ダイアログにて選択したフォルダーに、メインドキュメントファイルが保存されます。新規ドキュメントテンプレートにて作

成されたその他全てのドキュメントで、URL にパスが含まれていないドキュメントも、メインドキュメントファイルと同じフォルダー内に保存されま

す。新規ドキュメントテンプレートの URL にてパスが入力された場合、URL にて指定された場所に出力ドキュメントが保存されます。指定さ

れたフォルダーが存在しない場合、エラーが返されます。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力 

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入 

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造

· 新規ドキュメント テンプレートの URL   

· ドキュメント プロパティ と スタイル  

6 .6 .5 ドキュメント プロパティ と スタイル

SPS デザインでは、出力を複数のドキュメントへ分割することができます。これらの各ドキュメントには、異なるドキュメントプロパティならびにド

キュメントスタイルを割り当てることができます。これらの値は、各ドキュメントのイニシャルドキュメントセクションからアクセスできるプロパティダイア

ログのドキュメントプロパティならびにドキュメントスタイルタブにて指定することができます。プロパティダイアログへアクセスするには、編集を行うド

キュメントのイニシャルドキュメントセクションのタイトルバーにあるプロパティの編集リンクをクリックしてください。ドキュメントプロパティとドキュメント

スタイルは、その出力ドキュメント全体に対して適用されます。

ドキュメントプロパティタブでは、プロパティのドキュメントプロパティグループにてドキュメントのメタ情報を入力することができます。このメタ情報は

対応する出力ドキュメントと、出力フォーマットに対応したプロパティに保存されます。例えば、HTML 出力フォーマットの場合、HEAD 要素の

META タグにてプロパティが保存されます。
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ドキュメントスタイルに関する詳細については、 CSS プロパティ値の設定のセクションを参照ください。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力 

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入 

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造

· 新規ドキュメント テンプレートの URL  

· 出力ドキュメントファイルのプレビュー   
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7 高度な機能

SPS デザインの基本的なコンテンツや構造の作成方法については、 SPS ファイルコンテンツ と SPS ファイル構造 にて記述されます。しか

し、ソースデータにあるコンテンツや構造を特定の形式に修正しなければならないことも多々あります。例えば、（個人情報が含まれる）ノード

のグループを、苗字といった特定の条件により並べ替えるケースなどが考えられます。他にもデータベース内にある顧客情報を都市ごとにグルー

プ化して、都市ごとの製品売上額を確認するようなケースも考えられます。StyleVision には以下で説明されるような検索機能が搭載され

ています。

StyleVision の SPS ファイルに搭載された機能を以下に示します:

· 自動計算： 自動計算とは XPath をベースにしたパワフルなメカニズムで、(i) 修正されたデータを出力にて表示するだけでなく、

(ii) 自動計算の結果により、XML ドキュメント内にあるノードを更新することができます。

· 条件：データ構造や、XML の値、または XPath 条件式の結果からなる条件により、テンプレートとテンプレートのコンテンツ処理

を行うことができます。

· グループ： XPath 条件式により選択された要素のグループに対して処理を定義することができます。

· 並べ替え： XML 要素のセットを複数のソートキーにより並べ替えることができます。

· パラメーターと変数：グローバルな SPS レベルでデフォルト値を持ったパラメーターを宣言することができます。これらの値はランタイム

にてオーバーライドすることができ、コマンドラインから値を受け渡すこともできます。SPS 内部では変数を定義することができ、これら

の変数を SPS 内部から参照して使用することができます。

· 目次 (TOC) と参照: 目次 (TOC) は全ての出力フォーマットにて、かつドキュメントの様々な場所にて作成することができます。

TOC は、最初に目次にて参照されるアイテムを選択し、これらのアイテムを目次にて参照することにより作成されます。参照を使

用するその他の機能には、(i) テキスト参照 （ドキュメント内にあるテキストをマークして、ドキュメントの他の場所から参照を行う）、

そして (iii) ブックマーク と ハイパーリンク （ブックマークのキーにより、ハイパーリンクの参照先を作成する）があります。ハイパーリンク

は外部のリソースに対しても使用することができます。これらの参照メカニズムについても、このセクション以下で説明されます。

関連項目

· SPS ファイルコンテンツ 

· SPS ファイル構造 

· SPS ファイル追加機能 
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7.1 自動計算

自動計算機能により、(i) 出力ドキュメント内にある任意の場所で XPath の評価結果を表示し、(ii) オプションとして、XPath の評価

結果を使ってメイン XML ドキュメント内にあるノードの更新を（XML ドキュメントが Authentic View にて編集されている時に）行うことが

できます。

自動計算機能は、以下のような処理を行う際に便利なメカニズムとなります:

· 動的なデータ値を伴うオペレーションの計算を挿入する: 例えば、Office 要素内にある Employee 要素の数を

（count(Employee) により）数えることができるほか、各 Invoice 要素内にある Price 要素の値の合計を（sum(Price)

により）計算し、Person 要素の FirstName と LastName 要素の値を（concat(FirstName, ' ', LastName) により）統合す

ることができます。このような操作により、動的に変化する XML ドキュメント内にあるデータから新たなデータを

動的に生成して、生成されたデータを出力にて表示することが可能になります。

· ドキュメントのデータ構造から得られた情報を表示する: 例えば、XPath の position() 関数を使用することで、動的

テーブルに行番号を動的に挿入し、ドキュメントのセクションに動的な番号を割り振ることができます。この機能を

使用することで、動的に変化するドキュメント構造をベースにした情報を自動的に生成することが可能になりま

す。

· 外部 XML ドキュメントから得られたデータを挿入する: XPath 2.0 の doc() 関数を使用することで、外部 XML ド

キュメントのドキュメントルートへアクセスすることができるようになり、外部 XML ドキュメントのノードコンテンツ

を出力内に挿入することが可能になります。.

· デザイン内部の任意の場所でノードのコンテンツを表示する

関連項目

· 挿入 | 自動計算 

· XPath ダイアログ 

· XSLT エンジンの情報  

7 .1 .1 自動計算の編集と移動

自動計算の作成

以下の操作により、自動計算を作成することができます: :

1. 自動計算の結果が表示される挿入ポイントへカーソルを配置して、メニューオプションから「挿入 | 自動計

算を挿入」を選択します。計算結果がプレーンテキストとなる場合、表示されるサブメニューから値を選択

し、入力フィールド（テキストボックス）内に結果を表示する場合には入力フィールドを、複数行のフィール

ドに計算結果を表示する場合には複数行フィールドを選択します（自動計算の結果は値、または入力フィ

ールド内部に表示されますが、Authentic View における出力であり、編集を行うことはできない点に注意

してください）。XPath 条件式の編集ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。 
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2. 条件式ペインにて、自動計算に使用される XPath 条件式をキーボードから入力します。その他にも、ダイ

アログの対応するペインにあるノード、演算子、そして関数をダブルクリックすることでも入力を行うことが

できます。挿入ポイントとなるコンテキストノードにも留意する必要があります。ダイアログが表示される時

に、コンテキストノードはスキーマソースツリーにてハイライトされた状態で表示されます（上のスクリーン

ショットでは、newsitems がハイライトされています）。SPS で使用される XSLT 言語のバージョンに XSLT

1.0 を選択した場合、XPath 1.0 条件式を使用する必要があり、XSLT 2.0 を選択した場合には、XPath 2.0

を使用する必要があります。XPath 条件式の編集ダイアログに関する詳細については、 XPath 式を編集セ

クションを参照ください。

「OK」  ボタンをクリックすることで、XPath 条件式の編集を完了することができます。自動計算のシンボルがデザインビューに表示されます。

自動計算の結果を確認するには、 HTML ビュー

自動計算の編集

自動計算の XPath 条件式を編集するには、自動計算が選択された状態でプロパティサイドバーの自動計算グループにある XPath プロパ

ティの編集ボタンをクリックしてください（以下のスクリーンショットを参照）。この操作により、XPath 条件式を編集するための XPath 式 の

編集ダイアログ (上のスクリーンショット) が表示されます（上のスクリーンショットを参照）。
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自動計算のフォーマット

定義済みのフォーマットや CSS スタイルは、通常のテキストと同様の方法で自動計算に対して適用することができます。自動計算を選択

し、フォーマットを適用します。更に、プロパティウィンドウの自動計算グループにある入力フォーマットプロパティでは、数値や日時といったデータ

型を自動計算の入力フォーマット として指定することができます。

XPath 条件式には改行を含めることもできます。自動計算が pre タグにより囲まれている場合、改行が 出力にて表示されます。このような

XPath 条件式の例を以下に示します:

translate('a;b;c', ';', codepoints-to-string(13))

自動計算の移動

自動計算をクリックして選択し、新たな場所へドラッグすることで、自動計算を別の場所に移動することができます。更に、自動計算の切り取

りやコピー、貼付けや移動を行うこともできます。新たな場所のコンテキストノードが異なる場合、XPath 条件式を変更する必要がある点に

注意してください。

重要なポイント

以下の点に注意してください:

· 自動計算はデザインドキュメント内にある任意の場所に挿入することができます。

· 自動計算を挿入する箇所により、自動計算で使用される XPath 条件式のコンテキストノードが決定されます。

関連項目

· 挿入 | 自動計算 

· XPath ダイアログ 

· XSLT エンジンの情報 

· サンプル:注文書  

7 .1 .2 サンプル：注文書

(マイ) ドキュメントフォルダー 以下の C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\Auto-Calculations\ フォルダーにある

Invoice.sps では、以下にあるような自動計算の使用方法を確認することができます：

· ノードの数を数える

· Authentic View  ユーザーからの入力に従いノードを選択する

· 複雑な計算を作成する

サンプルファイルでは、自動計算が黄色の背景色によりハイライトされます（以下のスクリーンショットを参照）。

ノードの数を数える

注文書のサンプルでは、リストにある製品が、顧客により指定されたリスト内にある順序に従い番号付けされます（Product 1 や Product 2

など）。この番号付けは、自動計算により行われます（以下のスクリーンショットを参照）。
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この場合、XPath 条件式の position() 関数により番号を取得することができます。その他にも、それまで処理された兄弟ノードの数を数え、

1 を加えることでも番号を取得することができます。この場合 count(preceding-sibling::Product)+1 という XPath 条件式が使用されま

す。後者の方法は、position() 関数を使用するのが難しいような（または不可能な）状況で使用することができます。製品を削除し、新たな

製品を追加することで、サンプルファイル内にある自動計算の動作を確認することができます。

ユーザーからの入力に従いノードを選択する

注文書のサンプルでは、ユーザーがコンボボックスの値を選択することで、製品のカテゴリー（Book、CD、DVD、または Electronics）が選択さ

れます。この選択結果は、XML ドキュメントの //Product/Category 内に入力されます。自動計算は、この値を使用することで XML ド

キュメントへの参照を行い、対応する製品カテゴリーの VAT 税率が取得されます。この自動計算の XPath 条件式は以下のようになりま

す：

for $i in Category return /Invoice/Categories/Category[. = $i]/@rate.

出力では、自動計算の位置に VAT の税率が表示されます。注文書のサンプルでは、注文書のデータが保管される XML ドキュメントに

ルックアップテーブルも保管されます。このようなテーブルは別のドキュメントにて管理することも可能で、その場合、XPath 2.0 の doc() 関数

によりアクセスすることになります。製品の Category コンボボックスにて製品の種類を変更し、それぞれの種類に対して異なる VAT の値が

表示されることで、自動計算の動作を確認することができます（Book=10%、CD=15%、DVD=15%、Electronics=20%）。

複雑な計算を作成する

上の例で自動計算により取得された VAT の税率から、各製品に対して販売価格（本体価格 + VAT の税金額）を計算する必要があり

ます。使用する式は以下のようになります：

販売価格 = 本体価格 + VATの税金額

VATの税金額 = 本体価格 * VATの税率 / 100 となるため

販売価格 = 本体価格 + (本体価格 * VATの税率 / 100)

製品の本体価格は PriceNet ノードから取得することができます。VAT の税率は上記の方法を使って自動計算により計算され、この自動

計算により、VAT ノードが更新されます。従って、VAT ノードのコンテンツを自動計算に使用することで、販売価格を計算することが可能に

なります。以下の XPath 条件式を使用することができます：

for $i in Category return PriceNet + (PriceNet *(/Invoice/Categories/Category[. =

$i]/@rate) div 100) 

XPath 条件式は、 プロパティウィンドウから確認並びに編集 することができます。本体価格や製品のカテゴリーを変更することで、自動計算

が動作していることを確認することができます。製品の（VAT を含む）販売価格が変わることに注目してください。
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関連項目

· 自動計算の編集と移動 

· XPath ダイアログ 
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7.2 条件

メインテンプレートとグローバルテンプレートの両方で、デザイン内部の任意の場所に条件を挿入することができます。条件とは１つ以上の分岐

から構成される SPS コンポーネントのことで、各分岐が XPath 条件式により定義されます。例えば、２つの分岐からなる条件を考えてみま

しょう。最初の条件分岐にある XPath 条件式により、コンテキストノード上にある Location 属性の値が "US" であるかがチェックされます。

２番目の条件分岐にある XPath 条件式では、Location 属性の値が "EU" であるかがチェックされます。各分岐には、テンプレート（条件テ

ンプレート）が含まれています。条件を伴うノードが処理され、結果が真となる最初の条件（条件テンプレート）が処理されます。条件内にある

処理が終了すると、その他の分岐にある条件は評価されません。この機能を使用することで、ノードの値により異なるテンプレートを使用するこ

とが可能になります。ここで紹介した例では、US と EU という値により異なるテンプレートを使用することができます。

このセクションには、以下のトピックが含まれています:

· 条件のセットアップ:  条件と分岐の作成方法について記述されます。

· 条件の編集:  条件分岐が作成された後に、XPath 条件式を編集する方法について記述されます。

· 条件と自動計算 :  条件と自動計算を組み合わせて使用する際に注意すべき点について記述されます。

関連項目

· クイックスタート チュートリアル:  条件を使用する  

7 .2 .1 条件のセットアップ

以下にあるステップにより、条件を作成することができます:

1. 最初の分岐とともに、条件を作成する。

2. 必要に応じて新たな条件分岐を作成する。

3. 条件の各分岐内にテンプレートを作成し、編集する。

最初の分岐と共に条件を作成する

以下の操作により条件をセットアップすることができます:

1. デザイン内の任意の場所にカーソルを配置するか、コンポーネントが選択された状態で、メニューオプショ

ンから「挿入 | 条件の挿入」を選択します。XPath 式 の編集ダイアログ が表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。
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2. 条件式ペインでは、その条件分岐に対する XPath 条件式をキーボードから入力することができます。その

他にも、ダイアログのペインにあるノード、演算子、または関数をダブルクリックすることで、それらを入力

することができます。ノードが挿入されたコンテキストノードについて留意する必要があります。コンテキス

トノードは、ダイアログが表示された時にスキーマソースツリーにてハイライトされます。

3. 「OK」 をクリックして完了します。最初の条件分岐とともに条件が作成され、先程作成した XPath 条件式

が最初の条件分岐に使用されます。何も選択されていない状態で条件が挿入されると、最初の分岐が空

の状態で表示されます（テンプレートが無い状態で表示されます - 以下のスクリーンショットを参照）。コン

ポーネントが選択された状態で条件が挿入されると、コンポーネントの周りに条件が作成され、そのコン

ポーネントが最初の条件分岐におけるテンプレートとなります。

 

条件全体を選択するには、クエッションマーク (?) が表示されているセルをクリックします。最初の分岐を選択する

には、１という番号が表示されているセルをクリックします。

最初の分岐を伴う条件を作成すると、（その分岐内にテンプレートが存在するかにかかわらず）必要な数だけ条件分岐を作成することができ

ます。

新たな条件分岐を作成する

条件分岐は新たに１つずつ作成することができます。新たな分岐はコンテキストメニューから作成することができ、

(i) テンプレートが含まれていない状態で作成（新規条件武器の追加）、または (ii) 既存のテンプレートをコピーし

て新たな条件分岐を作成（条件分岐のコピー）することができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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新たな分岐を作成するには、条件分岐のどれかを右クリックして、コンテキストメニューから新規条件分岐の追加

を選択します。 XPath 式 の編集ダイアログ が表示されます。XPath 条件式を入力して 「OK」 をクリックすると、空の分岐が

条件へ新たに加えられます。新たな条件分岐が追加されると、条件に新たなセルが追加され、追加された条件に

は、追加される前に表示されていた分岐に 1 が加えられた数が表示されます。

既存の条件分岐からのコピーを作成するには、コピーする条件分岐を右クリックして、コンテキストメニューから条

件分岐のコピーを選択します。コピーされた条件分岐を含む XPath 条件式とともに、 XPath 式 の編集ダイアログ が

表示されます。XPath 条件式の編集を終え、「OK」 をクリックすると、新たな分岐が条件に追加されます。新たな条件分

岐には、コピー元の分岐に含まれていたテンプレートが含まれます。追加された条件には、追加される前に表示さ

れていた分岐に 1 が加えられた数が表示されます。

それ以外の分岐

それ以外の分岐には、他のどの条件分岐も処理されなかった際に処理されるテンプレートが含まれます。その他

の条件分岐が定義されていない場合、考えられる全ての事象に条件分岐を対応させるか、どの分岐も処理されな

いまま条件の処理が終了しても良いようにデザインを作成する必要があります。

その他の条件分岐を挿入するには、上に記されているように新規条件分岐を追加するか、条件分岐のコピーを

行い、 XPath 式 の編集ダイアログ にて、それ以外のチェックボックスにチェックを入れます（以下のスクリーンショットを参照）。
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分岐の優先度を移動する

条件では、最初に真と評価された分岐が処理され、それ以外の分岐は処理されないため、条件内にある分岐の順序が重要な意味を持つ

ことになります。分岐の位置を変更するには，移動する分岐を選択し、右クリックにより表示されるコンテキストメニューから条件分岐を上

へ移動または条件分岐を下へ移動を選択します。

分岐の削除

条件分岐を削除するには、削除する分岐を選択し、右クリックで表示されるコンテキストメニューから条件分岐の削除を選択します。

関連項目

· クイックスタート チュートリアル:  条件を使用する 

· 条件の編集 

7 .2 .2 条件の編集

以下の操作により、条件分岐の XPath 条件式を編集することができます:

1. （条件ではなく）条件分岐を選択します。

2. プロパティサイドバーにて、条件分岐を選択します（以下のスクリーンショットを参照）。
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3. グループの XPath プロパティにある編集ボタン  をクリックします。  XPath 式 の編集ダイアログが表示され、選択

した条件分岐の XPath 条件式を編集することができるようになります。

関連項目

· クイックスタート チュートリアル:  条件を使用する 

· 条件のセットアップ 

7 .2 .3 条件と自動計算

条件と自動計算を組み合わせて使用する場合、いくつか留意するべきことがあります。重要な点を以下に示します:

· 表示されている条件（つまり真として選択された分岐）にある自動計算だけが評価されます

· 自動計算は条件の前に評価されます

上記の点をガイダンスとしてまとめたものを以下に示します:

1. 自動計算によりノードが更新され、そのノードが条件に含まれている（条件分岐の XPath 条件式に含まれ

ているか、条件添付がのコンテンツ内に含まれている）場合、自動計算ができる限り条件の外で行われる

ようにしてください。これにより、自動計算が常に（つまりどの条件分岐が表示されているかに関わらず）表

示されるようになり。 自動計算が条件分岐の中にあり、その分岐が表示されない場合、。

2. 自動計算を条件の内部に配置する必要がある場合、(i) それが条件内にある全ての分岐に配置されるよ

うにして、(ii) 全ての状況に対して条件の分岐が対応できるようにする必要があります。条件テンプレート

にてカバーされない事象が仮に存在する場合、（自動計算が表示されているテンプレートに配置されない

ことにより）自動計算が行われないというリスクが発生します。

3. 条件に応じて異なる自動計算を使用したい場合、全ての分岐において自動計算が使用されていることを

確認してください。

4. 条件テンプレートにて条件の順序は重要な意味を持つことに留意してください。最初に真と評価された条

件分岐が実行されます。それ以外の条件は、定義された条件分岐が全て偽と評価されたときに実行され

ます。

関連項目

· クイックスタート チュートリアル:  条件を使用する 

· 条件の編集 

· 自動計算 



238 高度な機能 グループ化

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

7.3 グループ化

グループ化関数は  XSLT 2.0 と 3.0 SPS にて利用することができ、 HTML 出力に対して適用されます。

グループ化により、アイテム（大抵の場合ノード）をグループ単位で処理することができるようになります。車の在庫管理を例に考えてみましょ

う。各車の詳細情報は、car 要素以下に収められます。例えば、car 要素に brand 属性がある場合、ブランド名により車をグループ化するこ

とができます。この機能により、以下のような処理を行うことが可能になります:

あるブランドの車全てをまとめて出力に表示し、その上部にブランド名のヘッダーを表示する。

グループ内部で処理を行うことにより、その処理結果をグループごとで個別に表示する。例えば、各ブランドで

利用可能な車種がどれだけあるかを表示することができます。

 

更に、グループ内に配置されたサブグループ単位で処理を行うこともできます。例えば、各ブランド内にあるモデルや年式ごとにグループ化を行

うことができます。

グループ化の条件

アイテムは、(i) 通常ノードの値をチェックするために使用されるグループ化キー、そして (ii) 相対的なアイテムの位置という２つの条件によりグ

ループ化することができます。以下にあるグループ化の条件を使用することができます:

· group-by : XPath により定義されたキーをベースにアイテムのグループ化を行います。例えば、car 要素を、

brand 属性をベースにグループ化することができます。car 要素に対してグループ化を行い、XPath 条件式により

brand 属性が選択されます。

· group-adjacent : グループ化のキーと位置情報を組み合わせることでグループ化を行います。同じグループ化

のキーを持った隣合わせのアイテムがグループ化の対象になります。あるアイテムにあるグループ化のキー値

が、前にあるアイテムの値と違う場合、そのアイテムから新たなグループが作成されます。

· group-startup-with : 定義された XPath にマッチするノードが見つかると、新たなグループを作成します。定義

された XPath パターンにノードがマッチしない場合、そのノードが現在のグループに追加されます。

· group-ending-with : 定義された XPath にマッチするノードが見つかると、そのノードがグループ最後のノード

となります。次に処理されるノードが新たなグループ最初のノードになり、その次に処理されるノードが定義され

た XPath パターンにマッチしない場合、そのノードがグループに追加されます。

グループの作成

グループは、コンテキストメニューを介してノード、または現在のグループテンプレートにて作成することができます。グループを作成するには、ノー

ドまたは現在のグループテンプレートを右クリックして、コンテキストメニューからグループ化コマンドを選択します。出力グループを作成ダイア

ログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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ダイアログでは、グループ化を有効のチェックボックスにチェックを入れ、必要となるグループ化の種類をラジオボタンから選択します。

XPath 条件式を入力することにより、グループ化キーを定義（group-by ならびに group-adjacent の場合）することができるほか、マッチ

を行うためのパターンを入力（group-starting-with ならびに group-ending-with の場合）することができます。「OK」  をクリックすると、

グループセットをアルファベット順（昇順）で並べ替えるか選択するよう促されます。グループセットの並べ替えは後から変更することができるほ

か、並べ替えを削除することもできます。以下のスクリーンショットでは、ノードと現在のグループテンプレートからなるグループ化の様子が示され

ます。

上のスクリーンショットでは、person ノードがグループ化され、作成されるグループはアルファベット順に並べ替えられます。例えば person 要

素が department によりグループ化された場合、アルファベットの昇順により department 要素の並べ替えを行うことができます。
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グループの並べ替え

グループの定義を完成させると、アルファベットの昇順によりグループの並べ替えを行うか尋ねられます。グループの並べ替えはいつでも行うこと

ができるほか、ここで作成した並べ替えの設定を削除することもできます。

並べ替えの設定、修正、または削除を行うには、目的のグループ化テンプレートを右クリックして並べ替えを選択します。この操作により 出

力の並べ替えの順序を定義ダイアログ が表示されます。このダイアログの使用方法については、 並べ替え のセクションを参照ください。グルー

プ化キーによりグループの並べ替えを行うには、並べ替えキーに current-grouping-key() XPath 関数を使用しなければなりません。詳細

については、このセクション以下にあるサブセクションを参照ください。

グループ化と並べ替え設定の確認と編集

テンプレートにおけるグループ化ならびに並べ替え設定を確認、または編集するには、テンプレートを右クリックして、グループ化または並

べ替えをそれぞれ選択します。該当するダイアログが表示されるため、設定の確認や修正を行うことができます。

ユーザー定義テンプレート

ユーザー定義テンプレート により、指定した XPath 条件式により選択されるアイテムに対してテンプレートを適用することができます。ユーザー

定義関数の XPath 条件式により選択されたノードをグループ化することもできます。この場合、グループ化はユーザー定義テンプレートに対

して適用されます。

関連項目

· 出力の構造 

· 並べ替え 

· ユーザー定義テンプレート 

· サンプル:  Group-By (Persons.sps) 

· サンプル:  Group-By (Scores.sps)

7 .3 .1 サンプル： group-by（Persons.sps）

Persons.sps サンプルは Persons.xsd スキーマをベースに作成されており Persons.xml を作業用 XML ファイルとして使用します。ファイル

は (マイ) ドキュメントフォルダー以下にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\Grouping\Persons\に格納されてい

ます。ドキュメント要素の employees 要素には、任意の数の person 要素を含めることができ、各 person 要素は、以下に示されるような

構造を持ちます:

<person first="Vernon" last="Callaby" department="Administration" grade="C"/>

デザインでは department （部門）によるグループ化を行います。各部門は独立したテーブルにより表示され、部門はアルファベット順にて並べ

替えられます。各部門テーブル内部では、person により表される従業員が与えられた権限 (grade) に応じてグループ化が行われ、各 grade

では従業員 (person) が苗字 (last) により並べ替えられて表示されます。

グループの作成の手順

グループを作成するための手順は以下のようになります。まずは grouping-key を department 属性に対して使用することで person 要素に

対してグループを作成します。この操作により department 属性の値による person 要素のグループ化が行われます。並べ替えが指定された

場合、department によるグループをアルファベット順に並べ替えることができます（例えば Administration が最初に表示され、次に

Board of Directors が表示されます）。部門ごとに独立したテーブルを作成するため、（department grouping-key をベースにした）
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現在のグループはテーブルとして作成されます。グループ化された person 要素内部にて、各グループが grade 属性により更にグループ化され

るように指定します。

SPS の作成

以下の操作によりデザインを作成します:

1. スキーマツリーから person 要素をドラッグし、コンテンツとして作成します。

2. person 要素のタグを右クリックして、コンテキストメニューからグループ化を選択します。

3. 出力グループを定義ダイアログにて、group-by を選択し、マッチテキストボックスにて @department という

XPath 条件式を入力し、はいをクリックします。

4. グループの並べ替えを行うかを尋ねるダイアログが表示されます。この例ではデフォルトのアルファベット順に

よる並び替えを行うので、はいをクリックします（並べ替えはいつでも設定または削除することができます）。

5. 各グループ（この例では department）を独立したテーブル内に作成するため、カレントグループをテーブルとして

作成します。以下のスクリーンショットに示されるように current-group() タグを右クリックして、「変更 | テーブ

ル」を選択し、子属性の @last と @grade をテーブルのカラムとして選択します。

6. 最初のカラムに @grade が、２番目のカラムに @first と @last ノードが含まれるようにテーブルにあるカラムとセル

のコンテンツを修正します（以下のスクリーンショットを参照）。

7. department によりグループ化されたカレントグループにて grade によるグループ化を行うため、current-group() テ

ンプレート上にて grade 属性に対するグループを作成します。デフォルトの並べ替えにより作成の確定を行いま

す。current-group() テンプレートが新たに作成されます（以下のスクリーンショットを参照）。

8. grade により並べ替えられた person のサブグループとなるカレントグループを、last 属性に対して並べ替えます。

9. テーブルのフォーマットをセットします。

10.テーブルの上にテーブルのヘッダーを作成します。個々のテーブルにより部門 (department) が表示されるため、

XPath により記述された自動計算をカレントコンテキストで使用することで、部門の名前を動的に取得すること

ができます。XPath 2.0/3.0 の current-grouping-key() 関数を使用することができます。

11.同様の処理を最初から行い、別の出力を作成します。今度は grade により person のグループ化を行い、その中

で department によりグループ化を行います。

テンプレートのグループ化や並べ替えを確認ならびに修正するには、そのテンプレートを右クリックして、コンテキストメニューからグループ化ま

たは並べ替えを選択します。この操作により対応するダイアログが表示され、設定を確認または修正することができます。

関連項目
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· 出力の構造 

· 並べ替え 

· サンプル:  Group-By (Scores.sps) 

7 .3 .2 サンプル： group-by（Scores.sps）

Scores.sps サンプルは Scores.xsd スキーマをベースに作成されており、Scores.xml を作業用 XML ファイルとして使用します。ファイルは

(マイ) ドキュメントフォルダー 以下にある C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\Grouping\Scores\に格納されていま

す。ドキュメント要素の results 要素には、任意の数の group 要素と match 要素を含めることができます。各 group 要素には任意の数の

team 要素が含まれており、match 要素は以下に示されるような構造を持ちます:

<match group="A" date="2007-10-12">

<team name="Brazil" for="2" points="3"/>

<team name="Germany" for="1" points="0"/>

</match>

デザインは３つのパーツから構成されます（以下のスクリーンショットを参照）。(i) //match/@date によりグループ化された日付ごとの試合結

果、(ii) //match/@group によりグループ化されたリーググループごとの試合結果、そして (iii) group 要素から値が動的に生成され、自動

計算により必要なデータが自動的に計算されるテーブルにより、リーググループの要約が表示されます。
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グループの作成手順

試合結果が表示される２つのセクションでは、日付とトーナメントグループにより試合の結果をグループ化します。データの配置を行うため、日

付とトーナメントグループにより作成される各グループのメンバーに対して、境界線が表示されないテーブルを作成します。試合の結果は日付

とトーナメントグループごとに異なるテーブルで表示するようにします。Group Tables のセクションでは、group 要素が動的なテーブルとして作

成され、自動計算により必要とされるデータの値が計算されます。
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SPS の作成

以下の操作によりデザインを作成します:

1. スキーマツリーから /results/match 要素をドラッグし、コンテンツとして作成します。

2. match 要素のタグを右クリックして、コンテキストメニューからグループ化を選択します。

3. 出力グループを定義ダイアログにて、group-by を選択し、マッチテキストボックスにて @date という XPath 条件

式を入力し、「OK」 をクリックします。

4. グループの並べ替えを行うかを尋ねるダイアログが表示されます。この例ではデフォルトのアルファベット順に

よる並べ替えを行うので、はいをクリックします（並べ替え条件はいつでも追加または削除することができま

す）。

5. 各グループ（この例では date）を独立したテーブル内に作成するため、カレントグループをテーブルとして作成し

ます。以下のスクリーンショットに示されるように、current-group() タグを右クリックして、「変更 | テーブル」を選

択し、子孫ノードの team/@name と team/@for をテーブルのカラムとして選択します。

6. それがカレントグループにおける最後の試合でない場合に出力される、ハイフン (-) を各セルに挿入します。条

件テンプレートを作成し、条件には position() != last() を使用します。これにより Brazil - Germany や 2 - 1 といっ

た出力が行われます。

7. ヘッダーに自動計算を追加して、カレントグループのキーを表示するようにします（XPath 条件式には current-

grouping-key() を使用します）。

8. 必要に応じてテーブルのフォーマットを行います。

9. トーナメントグループにより試合結果のグループ化を行うには、上記の操作を match の group 属性に対して行い

ます。

10.各チームの順位が表示されるデザインの最後にあるグループテーブルでは、/results/group 要素を動的テーブ

ルとして作成します。「テーブル | カラムの追加」や「テーブル | カラムの挿入」コマンドを使うことで、必要に

応じてカラムを追加することができます。出力に必要な計算を行う自動計算を各カラムに作成します（白星によ

り 3 ポイント、引き分けで 1 ポイント、黒星で 0 ポイント）。得られた合計得点数により降順でテーブルの並べ替

えを行います。これらの結果を得るために使用された XPath 条件式を確認するには、自動計算または並べ替

えられたテンプレートを右クリックして、それぞれ XPath の編集または並べ替えコマンドを選択します。

関連項目

· 出力の構造 

· 並べ替え 

· サンプル:  Group-By (Persons.sps) 
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7.4 並べ替え

並べ替えの機能は  HTML 出力にて使用することができます。

並べ替えは、同じ修飾名を持った兄弟要素ノードのセットに対して、1つ以上のソートキーにより行うことができます。例えば、（Company 要

素以下にある）全ての Person 要素を、Person の子要素である LastName により並べ替えることができます。ソートキーはノードでなければ

ならず、通常並べ替えが行われる要素ノードの子孫ノード（要素または属性）となります。ここで紹介した例では、LastName がソートキーと

なります。

並べ替えの対象となる２つの要素に含まれているソートキーの値が等しい場合、更にソートキーを追加することで、より細かな並べ替えを行う

ことができます。上で示した Person 要素の例の場合、最初のソートキーとなる LastNmae に加え、２番目のソートキーとなる FirstName

を指定することができます。LastName の値が同じ Person 要素が与えられた場合、FirstName による並べ替えが行われます。これにより、

SPS 内で、同じ並べ替え処理に対して複数の並べ替え条件を指定することが可能になります。

並べ替えのセットに対してテンプレートが適用されることで、並べ替えが行われた内容が出力に渡されます。並べ替えは HTML 出力にてサ

ポートされます。

ユーザー定義テンプレート

ユーザー定義テンプレート を使用することで、指定した XPath 条件式により選択されるアイテムに対してテンプレートを適用することができま

す。XPath 条件式により選択されたノードを並べ替えることもでき、この場合、並べ替えはユーザー定義テンプレートに対して適用されます。

このセクション

· 並べ替えのメカニズム について記述されます。

· サンプル により、並べ替えがどのように使用されるか紹介します。

関連項目

· 動的テーブルの作成

· XPath ダイアログ

· ユーザー定義テンプレート 

7 .4 .1 並べ替えのメカニズム

要素のノードに対して並べ替えを行うには、２つのステップを踏む必要があります:

1. デザインビューにて、並べ替えの対象となる要素ノードを選択します。XML ドキュメント内にあるこの要素

のインスタンスが並べ替えられることになります。場合によってはどの要素が並べ替えの対象となるのか、

すぐには分からないこともあります。例として以下のスクリーンショットに示される構造を考えてみましょう。
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各 newsitem には、place 要素を含む dateline 要素が含まれており、place 要素には city 属性が含まれてい

ます。全 newsitem 要素以下にある @city ノードをアルファベット順に出力する場合を考えてみましょう。デ

ザインでは、@city ノード（または place、dateline、newsitem 要素）を並べ替えの対象に選択するのでしょう

か？@city が選択されると、１つの city ノードだけが並べ替えの対象となります。place または dateline が選

択された場合でも、これらの要素は親ノード内に１度しか出現しないため、並べ替えは１つのノードに対し

てしか行われません。これに対して newsitem が選択された場合、親要素の newsitems 以下に複数の

newsitem 要素が出現するため、newsitem に対して並べ替えを行うことになります。

2. 並べ替えを行う要素を選択した後には、その要素を右クリックすることで表示されるコンテキストメニュー

から並べ替えコマンドを選択します。出力ソートの順序を定義ダイアログが表示され、並べ替えの内容を

入力することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

各並べ替えの設定内容には、(i) ソートキー（マッチカラムにて入力）、(ii) 並べ替えに使用されるソートキー

のデータ型（テキストまたは数値）、そして (iii) 並べ替えの順序（昇順または降順）が用意されています。こ

のダイアログに表示される設定内容の順序は重要な意味を持ちます。複数のアイテムが同じ値を持って

いる場合、並べ替えは最初の行にある条件から最後の行まで順に行われます。並べ替えに使用する条

件の数に制限はありません。

並べ替えが使用される例については、次を参照してください:  サンプル:  複数のソートキーによる並べ替え.

ユーザー定義テンプレート

ユーザー定義テンプレート を使用することで、指定した XPath 条件式により選択されるアイテムに対してテンプレートを適用することができま

す。XPath 条件式により選択されたノードを並べ替えることもでき、この場合、並べ替えはユーザー定義テンプレートに対して適用されます。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

並べ替え 247高度な機能

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

ソートキーに関するメモ

入力された XPath 条件式により選択されるソートキーは単一のノードでなければならず、ノードセット (XPath 1.0) やシーケンスアイテ

ム (XPath 2.0 と XPath 3.0) とすることはできません。各要素のキーは、文字列または数値の値に対して解決可能である必要がありま

す。

XSLT 2.0 または 3.0 の SPS にてノードのシーケンスがソートキーに対して得られた場合、エラーが XSLT プロセッサーにより返されます。

上記の Person サンプルの場合、../Person/LastName という XPath 条件式では、Person の親要素に含まれている全ての LastName

要素が返されるため、エラーが返されます（複数の Person 要素が存在する場合）。Person をコンテキストノードとする正しい XPath 条件

式は、LastName となります（各 Person 要素には１つの LastName ノードしか存在しないため）。

XSLT 1 .0  では、ソートキーのセレクターによりノードセットが得られた場合、最初のノードにあるテキスト値が使用されます。ソートキーに対し

て XPath 条件式により複数のノードが選択された場合でも、StyleVision によりエラーが返されることはなく、最初のノードにあるテキストが

使用されます。しかし、最初に選択されたノードが目的のソートキーではない場合もあります。例えば、上に挙げた ../Person/LastName

XPath 条件式によりエラーが返されることはありませんが、各要素に対して同じ値（最初の LastName ノードにあるテキスト値）が使用される

ため、並べ替えが行われることもありません。この場合、location/@* という形式の条件式を使用することにより、location 子要素にある最初

の属性がソートキーとして使用され、並べ替えが行われることになりますが、このような条件式の使用は推奨されておらず、より正確な（単一の

ノードを選択する）条件式の記述が推奨されます。

関連項目

· サンプル:  複数のソートキーによる並べ替え 

· ユーザー定義テンプレート 

· 動的テーブルの作成 

· XPath ダイアログ 

7 .4 .2 サンプル： 複数のソートキーによる並べ替え

以下にあるシンプルな例では、チームメンバーがテーブルに表示されます（サンプルファイルは (マイ) ドキュメントフォルダー の C:

\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\Sorting\SortingOnTwoTextKey

s.sps にて確認することができます）。テーブルの行には各メンバーの氏名と電子メールアドレスが表示されます。ここでは表示されているメン

バーの苗字でまず並べ替えを行い、次に名前による並べ替えを行います。

表示されている名前が並べ替えられていない場合、XML ドキュメント内の member 要素と同じ順序で名前の表示が行われます（以下にあ

る HTML 出力のスクリーンショットを参照）。
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デザインビューにて member 要素（以下のスクリーンショットにて青色でハイライトされているノード）を右クリックし、コンテキストメニューから並

べ替えコマンドを選択します。

この操作により、出力ソートの順序を定義ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。並べ替えに選択された要素の

member がソートノードエントリーに表示されます。このノードがソートキーを選択する XPath 条件式のコンテキストノードにもなります。ペイン

ツールバーの左側にある行の追加ボタンをクリックして、最初の並べ替え処理を追加します。追加された行にて XPath 条件式をマッチカラム

に入力し、last ノードを選択します。構築ボタン  をクリックすることでも、XPath 条件式を構築することができます。データ型カラムでは、

ソートキーのコンテンツを評価する方法を、テキストと数値から選択することができます。順序カラムでは、並べ替えが行われる方向を、昇順と

降順から選択することができます。テキストと昇順を選択し、「OK」  をクリックしてください。

デザインビューでは、並べ替えのフィルターを表すアイコンが member タグに表示されます 。チームメンバーの HTML 出力で

は、以下に示されるように苗字が並べ替えられた状態で表示が行われます。ここで Edwards の並べ替えが正しく行われていないことに注

目してください（Nadia が John の前に表示されており、これは XML ドキュメントにおける要素の順序に従ったものです）。名前による並べ

替えを行うために、２番目のソートキーを作成します。
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デザインビューにある member タグを右クリックして、コンテキストメニューから並べ替えコマンドを選択します。last による並べ替えを含む出

力ノードの順序を定義ダイアログが表示されます。新たな並べ替えのルールを追加するには、新たな行を追加して、ソートキーに first 要素を

入力します（以下のスクリーンショットを参照）。「OK」  をクリックして完了します。

HTML 出力では、最初に苗字が、次に名前により並べ替えられた結果が表示されます。



250 高度な機能 並べ替え

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

関連項目

· 動的テーブルの作成 

· XPath ダイアログ 

· ユーザー定義テンプレート 
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7.5 パラメーターと変数

パラメーターと変数は SPS 内部にて宣言ならびに参照することができます。変数は宣言時に値が定義されるのに対して、パラメーターは（ラ

ンタイムにてコマンドラインから）渡された値により宣言時に割り振られたオプションのデフォルト値をオーバーライドすることができます。

このセクションでは、パラメーターと変数に対して使用することができる機能について説明します:

· ユーザー宣言パラメーター :  ユーザー定義のパラメーターを SPS にて使用する方法について説明します。

· デザインフラグメントに対するパラメーター デザインフラグメントとともにパラメーターを使用する方法について記述します。

· ソースに対する SPS パラメーター : スキーマソース（特に作業用 XML ファイルのスキーマ）に対して StyleVision が自動的に

定義する特殊な種類のパラメーターについて説明します。これらパラメーターの名前と値はユーザーにとって既知のものであるため、

SPS 内部でパラメーターの参照を行い、ランタイムにてコマンドラインから値を渡すことができます。

· 変数 :  (i) 特定のスコープに対して変数を宣言し、その値を定義し、(ii) 宣言された変数の値を参照し、変数により選択されたノ

ードにてテンプレートを作成することができます。

関連項目

· SPS ファイルコンテンツ 

· テンプレートと デザインフラグメント

7 .5 .1 ユーザー宣言パラメーター

SPS では、ユーザーにより宣言されたパラメーターがデフォルトの文字列値とともにグローバルに使用されます。一旦パラメーターが宣言される

と、SPS 内の任意の場所から XPath 条件式により使用することができます。パラメーターのデフォルト値は、 StyleVision Server から

XSLT スタイルシートに対して新たなグローバル値を渡すことで、個々の XSLT 変換に対してオーバーライドすることができます。

パラメータの使用

ユーザー定義されたパラメーターは、以下の様な状況で使用することができます:

· 特定の値を複数の場所で使用し、複数の計算に対する入力値として使用する: この場合、目的の値をパラメーター値として保存して、

必要とされている場所や計算にてパラメーターを使用することができます。

· スタイルシートを処理する際に値を渡す:  SPS （そしてスタイルシート）では、パラメーターがデフォルトの値とともに使用されます。処理が行

われる際に、 StyleVision Server から必要な値をパラメーターに対して渡すことができます。

メカニズムの使用方法

ユーザーにより宣言されたパラメーターを  SPS  にて使用するには以下にある２つのステップを踏む必要があります:

1. 必要なパラメーターを宣言する。

2. 宣言されたパラメーターを参照する。

パラメータの宣言

ユーザーによるパラメーターの宣言と編集はパラメーターの編集ダイアログにて行うことができます（以下のスクリーンショットを参照）。パラメーター

の編集ダイアログへは、メニューオプションの「 編集 | スタイルシートのパラメーター 」コマンドからアクセスすることができます。

http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
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パラメーターの名前とデフォルトの値によりパラメーターの宣言を行います。デフォルトの値を与えない場合、デフォルト値を空にします。

以下の操作によりパラメーターを宣言することができます:

1. パラメーターの編集ダイアログにある追加または挿入ボタンをクリックすることで、新たなパラメーターを追加ま

たは挿入します。新たな行が表示されます。

2. パラメーターの名前を入力します。パラメーター名の最初の文字にはアルファベットを、それ以外では英数字と

アンダースコアを使用することができます。

3. パラメーターのデフォルト値を入力します。入力された文字はテキスト文字列として扱われます。

新規パラメーターの追加や、既存パラメーターの編集は、SPS  の編集時にいつでも行うことができます。

メモ:

· パラメーターの編集ダイアログには、 SPS にある全てのユーザー定義パラメーターが表示されます。

· パラメーターは デザイン概要サイドバーでも宣言することができます。

宣言されたパラメーターの参照

XPath 条件式では、パラメーターの前に $ というプレフィックスを配置することで、パラメーターへの参照を行うこと

ができます。例えば、自動計算の XPath 条件式にてパラメーターを参照することができます（例: concat('www.',

$company, '.com')）。

宣言されていないパラメーターを参照するとエラーが返されますが、参照されないパラメーターを宣言してもエラーとはなりません。

7 .5 .2 デザインフラグメントに対するパラメーター

デザインフラグメントのパラメーターにより、作成したデザインフラグメントに対してパラメーターを定義し、このパラメーターに対してデフォルト値を

与えることができます。デザインフラグメントが使用されるデザインの各箇所では異なるパラメーター値を入力することも可能で、各デザインフラグ

メントの出力を個別に修正することもできます。

例えば EMailAddresses という名前のデザインフラグメントを altova.com というデフォルト値を持つ Domain という名前のパラメーターとともに

作成する例を考えてみましょう。このパラメーターを自動計算にて使用することで、従業員の電子メールアドレスを生成することができます。EU
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のアドレスに対しては EmailAddresses デザインフラグメントにある Domain パラメーターの値に altova.eu を使用します。同様の方法で、日

本のアドレスに対しては、altova.jp を Domain パラメーターの値として使用します。米国内の従業員が持っているアドレスに対しては Domain

の値を変更すること無く、デフォルト値の altova.com を使用します。

デザインフラグメントに対してパラメーター値を使用するには、以下にある２つのステップを踏むことになります:

1. デザインフラグメントが作成される場所にてデフォルトの値とともにパラメーターを定義 します。

2. デザインフラグメントが使用される場所でパラメーターの値を編集 します。

これらのステップについては以下で詳細に説明します。

メモ: デザインフラグメントに対するパラメーター機能は Enterprise Edision の Altova 製品における Authentic

View でのみサポートされます。  

パラメーターの定義

各デザインフラグメントに対して割り当てるパラメーターの数に制限はありません。デザインフラグメントのタイトルバーにあるパラメーターを定義リ

ンクをクリックすることでパラメーターを定義できます（以下のスクリーンショットを参照）。

この操作により、デザインフラグメントのパラメーターを定義ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。左上にある追加なら

びに挿入アイコンをクリックすることで、パラメーターを入力する行が追加されます。パラメーターの名前、データ型、出現の回数、そしてデフォル

ト値を入力または選択します。パラメーターの出現属性により、パラメーターのデフォルト値として指定された XPath 条件式を評価することで

得られるアイテムの数を指定することができます。出現属性はオプションとなっており、デフォルトで「無しまたは１つ」にセットされています。パラメ

ーターの数に制限はありません。

ダイアログには２種類の削除アイコンがあります。各パラメーターエントリーの右側にある削除アイコンをクリックすると、パラメーターのデフォルト

値が削除されます。ペイン右上にある削除アイコンをクリックすることで、現在ハイライトされているパラメーターが削除されます。
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メモ: SPS にて XSLT 1.0 が選択されている場合、入力した XPath 条件式によりノードセットが返されなければ

なりません（そうでない場合エラーが返されます）。

パラメータを使用する

デザインフラグメントを作成すると、デザイン内にある複数の箇所へ（デザインツリーやスキーマツリーからドラッグすることにより）挿入することがで

きます。デザインフラグメントの EmailPerson が n1:Name 要素の後に挿入された状態を以下のスクリーンショットに示します。

デザインフラグメントにてパラメーターが定義すると、デザインフラグメントのインスタンスにてパラメーターの値を編集することができます。デザインフ

ラグメントのインスタンスを右クリックして、パラメーターを編集コマンドを選択します。デザインフラグメントのパラメーターを編集ダイアログが

表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

このダイアログではパラメーターの値を編集することができます。「OK」  をクリックすることで操作を完了します。入力されたパラメーター値がデザ

インフラグメントのインスタンスにて使用されます。パラメーターの値が編集されていない場合、オリジナルの（デフォルトの）パラメーター値が使用

されます。

メモ: XSLT 1.0 が選択されている場合、入力した XPath 条件式によりノードセットが返されなければなりません

（そうでない場合エラーが返されます）。

関連項目

· ユーザー宣言パラメーター: ドキュメント全体に対して妥当なスタイルシートパラメーターの使用方法について記述

されます。.
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7 .5 .3 ソースのための SPS パラメータ

SPS には XML ドキュメントがベースとする DTD や XML スキーマ、または DB から生成された XML スキーマや DB がベースとしている

スキーマを、スキーマソースとして複数個含めることができます。

SPS には、メインとなるスキーマを１つ、そしてオプションのスキーマを複数個含めることができます。新たなスキーマソースが加えられると、そのス

キーマに対するパラメーターが StyleVision により自動的に宣言され、そのスキーマに対して割り当てられた作業用 XML ファイルの URI

が、パラメーターの値として自動的に割り当てられます。DB の場合、StyleVision により一時的な XML ファイルが DB から生成され、こ

の XML ファイルのドキュメントノードがパラメーターにセットされます。

ソースに対するパラメーターを参照する

各 SPS パラメーターは、そのスキーマに対応する XML ファイルのドキュメントノードを値に持ちます。StyleVision では、各スキーマに対応

した XML ファイルは、作業用 XML ファイルまたは DB から生成された XML ファイルとなります。従って、ソースに対する SPS パラメータ

ーを以下のように利用することができます:

1. SPS 内にある XPath 条件式にて様々なドキュメント内のノード位置を特定する: ドキュメントの位置特定に

パラメーターが使用され、ドキュメント内にある目的のノードの位置を特定するために、XPath 条件式が使

用されます。例えば、count($XML2//Department/Employee)  という条件式により、$XML2 として指定されたス

キーマソースの作業用 XML ファイル内にある Department 要素に含まれている Employee 要素の数が返さ

れます。

2. コマンドラインから、他の XML ファイルの URI を SPS のパラメーターとして渡す: 勿論、新たな XML ファイ

ルもパラメーターにより指定されたスキーマをベースにしたものでなければなりません。例えば、FileA.xml と

FileB.xml が、SPS にて使用されているスキーマの $XML3 に対して妥当であり、FileA.xml が SPS にて使用

される $XML3 スキーマに対して割り当てられた作業用 XML ファイルである場合、コマンドラインからその

SPS に対して XSLT 変換を指定する際に、$XML3="FileB.xml" というパラメーターを使用することで FileA.xml

の代わりに FileB.xml を使用することができます。コマンドラインでは、メインスキーマを除く全てのソースに

対して全ての SPS パラメーターを入力する必要がある点に注意してください。メインスキーマに対応する

XML ファイルは XSLT スタイルシートのエントリーポイントであり、変換が行われる XML ファイルとなりま

す。

関連項目

· ユーザー宣言パラメーター

7 .5 .4 変数

変数は、 (i) 変数の宣言 と (ii) 変数の使用により構成されます。

メモ: 変数は、Enterprise Edition の Altova 製品にある Authentic View でしかサポートされない点に注意してく

ださい。 .

変数の宣言

変数は、デザイン内に含まれているあらゆるテンプレートにて宣言することができます。変数には名前、データ型、そして値が与えられます。更

に、Enterprise エディションの Authentic View にて編集可能かを指定することができます。変数はこのテンプレートをスコープに作成さ

れ、その内部で使用することができるようになります。ドキュメント全体をスコープとする変数を宣言するには、ルートテンプレートに対して変数を

宣言します。テンプレートにて変数を宣言することで、子孫ノードを特定するための XPath 条件式をシンプルに作成することができます。

以下の操作により変数を宣言することができます:
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1. 変数を作成するノードテンプレートを右クリックして、コンテキストメニューから変数を定義を選択します。

2. 変数の定義ダイアログにて、変数ペインの左上にある変数の追加アイコンをクリックして、変数の名前を入力し

ます（以下のスクリーンショットを参照）。変数の値は XPath 条件式を介して入力することになります。変数の値

に（下のスクリーンショットにある最初の変数のように）文字列を使用したい場合、引用句により文字列を囲んで

ください。以下のスクリーンショットでは、SelectGroup 変数の値が空の文字列となり、他にもノード名や関数呼び

出しを使用することができます。

3. 編集可能チェックボックスにチェックを入れて変数を編集可能にセットすることで、 Authentic View 内で変数を編

集することができます (StyleVision の Enterprise と Professional エディションではプレビューでのみでこの機能を使用することがで

きます)。この場合、データ型の値を xs:string のように正しくセットする必要があります。変数が編集可能となっている場

合、SPS デザイナーによりセットされたオリジナルの値を Authentic View ユーザーが Authentic View にて変更

することができます。変更は（変数の値を編集可能なコンテンツや Authentic View により編集可能なテキスト

ボックスなどにより）変数を直接編集することでも行えますし、変数の XPath 条件式で使用されているノードや

値を Authentic View ユーザーが修正することでも行うことができます。

4. 変数が編集可能となっている場合、Authentic View に関連して２つのオプション（元に戻し可能ならびに計算）

が更に有効になります。元に戻しオプションのチェックボックスにチェックを入れることで、変数に対して行われた

全ての変更を元に戻すことが可能になります。このオプションにより、Authentic View ユーザーは変数の値を変

更前のものに戻すことができるようになります。計算オプションの値は一度または自動で、オプションの値が一

度にセットされた場合、変数を含むテンプレートが評価される時に、変数の値が一度だけ計算され、ユーザーに

より変数が明示的に変更された時だけ値の変更が行われます。オプションの値が自動になっている場合、変

数の XPath 条件式で使用されているノードや値が修正された時にも変数の計算が行われます。

5. 追加することのできる変数の数に制限はありませんが、同じスコープ内で既に宣言されている変数の名前を使

用することはできません。変数を削除するには、ペインの右上にある削除アイコンをクリックしてください。

6. 「OK」 をクリックすることで完了します。テンプレートタグに $ アイコンが表示され、そのテンプレートに対して変

数が宣言されたことを示します。
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上の操作では、デザイン内にある各ノードテンプレートに対して変数が作成されます。これら各変数には名前と値が与えられ、宣言されたテン

プレート内部がそのスコープとなります。変数を修正するには、変数が作成されたノードテンプレートを右クリックして、コンテキストメニューから変

数を定義コマンドを選択し、変数の定義ダイアログへアクセスします。

変数の使用

変数は、その変数が作成されたスコープ内で使用することができます。つまり、変数が作成されたテンプレート内部でしかその変数を使用する

ことはできません。変数は Authentic View でのみ編集することができるため、表示内容はユーザーによりコントロールされます。編集された

値は SPS が閉じられた時に破棄されます。

 

変数は任意の XPath 条件式で使用することができ、$ シンボルとともにその名前を使用することで、XPath 条件式内部から参照すること

ができます。例えば、$VarName/Name という XPath 条件式を使うと、VarName という名前の変数により選択されるノードの Name 子要

素が選択されます。

XPath 式 の編集ダイアログ にて XPath 条件式を入力すると、スコープ内にある変数がポップアップにて表示されます（上のスクリーンショッ

トを参照）。ポップアップから変数を選択し、Enter キーを押下することで、その変数への参照が条件式内に追加されます。

 

関連項目

· SPS ファイルコンテンツ 

· テンプレートと デザインフラグメント 

· ノードテンプレートオペレーション 
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7.6 目次、参照、ブックマーク

目次 (TOC) やその他の参照メカニズムは、デザインドキュメント内にある目的の場所にてアンカーを作成し、目次やテキスト参照、自動番

号シーケンス、またはハイパーリンクから、これらのアンカーに対して参照を行うというかたちで作成されます。

 

まずはアンカー（またはブックマーク）のメカニズムについて簡単に説明し、目次メカニズム全般について説明します。ブックマークの動作方法を

理解することにより、目次メカニズムの理解をより良く行うことができるようになります。

ブックマークのメカニズム

ブックマークには、単純ブックマークと複合ブックマークという２種類のメカニズムが存在します。目次の作成には複合ブックマークが使用されま

す。

· 単純ブックマークはデザインドキュメント上に作成されます。ブックマークにはユニークな名前が与えられ、

参照を行うリンクのターゲットとして使用されます。単純ブックマークメカニズムは、ブックマーク と ハイパーリンク

に対して使用される機能となります。ハイパーリンクはドキュメント外部にある URL への参照を行うこともができるということに留意し

てください。

· 目次やドキュメントセクションに対して番号を与えるといった、より複雑な参照を行うには、以下にある２つ

のステップによりブックマークを作成します:

1. 目次に適合するかたちでデザインドキュメントを階層構造にデザインします。階層構造における各レベルは目

次レベルと呼ばれます。ドキュメント構造内部にある各ポイントへ目次レベルを割り当てることにより、構造を作

成することができます。目次レベルは他の目次レベル内部にネストすることができ、ドキュメントにて階層的な目

次構造を作成することができます。例えば、ある目次レベルを本の章に割り当て、別の目次レベルを章の中に

ある節に対して割り当てることができます。

2. 目次レベル内部に目次ブックマークを作成することができます。これら目次ブックマークにより、目次内部へ渡さ

れる各レベルにおけるドキュメントセクションが識別されます。更に、各目次ブックマークには参照元のコンポー

ネントに表示されるテキストを指定する必要もあります。

目次レベルならびに目次ブックマークの参照テキストが定義されると、参照元のコンポーネントを含む目次テンプレートをデザインすることができ

ます。

以下にある 目次メカニズム では、目次のメカニズム全般について簡単に説明されます。このセクションでは、利用することのできる参照機能の

詳細についても記述されます。

目次メカニズム

SPS で使用される XSLT のバージョンに（XSLT 1.0 ではなく） XSLT 2.0 または XSLT 3.0 を選択した場合、目次 (TOC)  -正

確には目次のテンプレート- をデザインにおける任意の場所で作成することができます。 

· 目次内部からリンクされるデザイン上のアイテムは、最初に デザイン内部でブックマーク しておくことが推奨されます。

これらのアイテムは静的コンテンツまたは動的コンテンツとなります。以下にあるスクリーンショットの下半分には、黄色の目次ブックマ

ークタグ目次ブックマークtags  が header タグ内部に表示されており、header アイテ

ムが（目次テンプレートに含めるために）ブックマークされています。

· 目次のためにテンプレートを作成 します（以下のスクリーンショットにてハイライトされている箇所を参照）。目次テンプレートには目

次のデザインが含まれており、テンプレートはデザインにおける任意の場所に配置することができます。以下のスクリーンショットにて示

される例では、ドキュメントの上部近くに目次テンプレートが配置されています。
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メモ:  これら２つのパーツを作成する順序に決まりはなく、同時に作成を行うこともできます。しかし、目次テ

ンプレートを作成する前に目次ブックマークを作成することが推奨されます。

目次は   HTML 出力にて表示されます。他にも、(i) 目次は階層構造またはフラット構造で作成することができ、(ii) デザイン内部に複数

の目次を作成することができます。これにより、階層構造によるブックならびに章レベルの目次に加え、図表のリストをフラットな構造で作成す

ることができるようになります。

目次の作成ステップ

目次の作成方法を、以下のステップに示します。最初に目次アイテムを追加して、その後に目次テンプレートを作成します。その他にも目次

テンプレートをまず作成して、追加するブックマークアイテムを作成することができます。また、目次テンプレートとアイテムの作成を並行して行う

こともできます。



260 高度な機能 目次、参照、ブックマーク

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

1. XSLT のバージョンに XSLT 2.0 が選択されていることを確認してください。

2. 目次レベル内部のドキュメントの構造: 目次に複数のレベルが含まれる場合、ネストされた目次レベルの構造

をデザインします。目次がフラットな構造になる場合（つまり目次レベルが１つだけの場合）、目次ブックマ

ークを含めることになる目次レベルを少なくとも１つ作成します。

3. ドキュメントデザインにおける各レベルにて１つ以上の目次ブックマークを作成 : 目次内部に表示される各目次

レベル内にあるコンポーネントが、目次ブックマークにより識別されます。

4. 目次レベルの参照を含んでいる目次テンプレートを作成 : 目次テンプレートには、必要な数だけの目次レベル参

照を含める必要があります。目次が複数レベルにより構成される場合、目次テンプレート内部にあるレベ

ル参照をネスト化する必要があります。

5. 目次テンプレート内部に目次参照 (TOCref) を作成 : 目次テンプレートにて、各レベル参照に対して目次参照

をセットします。各目次参照から、ドキュメントの対応する目次レベル内にある目次ブックマークへの参照

が行われます。目次参照からは、その他のレベルにある目次ブックマークを参照することもできます。

6. 目次アイテムのフォーマット : 目次出力における各テキストアイテムは、目次テンプレートの目次参照により生

成されます。目次参照の定義により、（階層構造を含む）アイテムの番号付け、目次アイテムのテキスト、

そして印刷媒体に対してはページ番号を指定することができます。ドキュメントのメインボディーにある目次

ブックマークでは、自動的に割り当てられる番号を定義することもできます。詳細については番号の自動割り

当てのセクションを参照ください。

用語解説

インターフェースで使用される目次に関連した主要なコンポーネントの名前を以下のテーブルに示します。テーブルのカラムにて示されるように、

ドキュメントボディーと（通常ドキュメント上部に実際に表示される目次のデザインである）目次テンプレートは個別に理解する必

要があります。

· ドキュメントボディー内部の目次コンポーネント: 目次テンプレートにて使用されるアイテムをマークするために

使用されます。

· 目次テンプレート内部の目次コンポーネント: ドキュメントボディー内部にてマークされたアイテムを参照するた

めに使用されます。

ドキュメント body 目次 テンプレート

目次レベル: ネスト形式で、ドキュメントの構造を作成します。 レベル参照 (levelre fs): ドキュメントボディーにて定義され

た目次レベルの構造に対応します。対応するレベルにある目

次ブックマークへの目次参照を行うことができます。

目次ブックマーク: 名前を与えることにより、目次アイテムとし

て使用されるドキュメント内のノードを識別します。

目次参照 (TOCre fs): 名前により目次ブックマークへの参

照を行います。

関連項目

· 目次に含まれるブックマークアイテム

· 目次テンプレートの作成 

· ブックマーク と ハイパーリンク 

7 .6 .1 目次に含まれるブックマークアイテム

デザイン内にあるブックマークを目次に含めるには、２つのステップを踏む必要があります（ステップの順序に意味はありません）。

1. デザインドキュメントを目次レベルにてネストされた構造になるように構成する ： デザインにおける目次レベルは、テンプレート上に、

またはデザインコンポーネントの周りに作成することができます。以下のスクリーンショットでは、topic テンプレート 

にて目次レベルが作成されています。
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テンプレートにてレベルが作成されると、テンプレートの開始タグにその旨が表示されます（例：

）。コンポーネントの周りにレベルが作成された場合、目次レベルタグ

 により目次レベルが表示されます。上のスクリーンショットでは、topics テン

プレートコンポーネントがレベルにより囲まれることになります。これら２つの方法の違いは、 レベル内部のデ

ザイン構造 セクションにて説明されます。 目次テンプレートの作成された場合、デザインにて作成されたレベル

に対応するかたちで目次テンプレートを作成する必要があります。フラットな構造（レベル１つ）の目次にお

いても、デザインには対応するレベルを含める必要があります。

2. 目次ブックマークの作成 ： 名前ならびに目次アイテムテキストを伴うデザインにて目次ブックマークを作成します。目次ブックマークは

デザインコンポーネントを囲むかたちでデザインすることもでき、コンポーネントが囲まれない場合、空の要素として表示されます。以

下のスクリーンショットでは、デザインコンポーネントを囲んでいない目次ブックマークが示されています。

目次ブックマークはドキュメント内のアンカーとして動作します。上のスクリーンショットでは目次ブックマー

ク（アンカー）が para 要素インスタンスの開始タグに配置されています。目次ブックマークには、(i) 目次テン

プレート内にある目次アイテムを作成する際に目次ブックマークを参照するための名前と、(ii) 対応する目

次アイテムのテキストとして使用されるテキスト文字列という、２つの属性が含まれています。これら２つの

属性の割り当て方法については、 目次ブックマークの作成セクションを参照ください。

目次テンプレートにてブックマークされたアイテムを参照する

（デザインテンプレートのメインボディーに作成されたレベルとは違う）レベル参照という名前のネストされたレベル内に TOC テンプレート は作成

されます。各レベル参照  内部には、目次参照   が挿入されます（以下のスクリーンショットを参照）。レベル参照内

にある目次参照からは、（目次ブックマークの名前による）目次ブックマークへの参照が行われます。XML ドキュメント内部の対応するレベル

にある指定された名前を持った目次ブックマークが、目次内のアイテムとして作成されます。例えば   というタグにより表示さ

れる目次参照により、XML ドキュメント内の対応するレベルにある chapters という名前の全目次ブックマークが参照されることになります（目

次参照のスコープが current にセットされていた場合）。インスタンス化された目次ブックマークのテキスト属性が目次アイテムのテキストとして

使用されます。
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上のスクリーンショットに示される目次テンプレートでは、３つのレベル参照がネストされており、各レベル内にある目次参照にはそのレベルの目

次アイテムに対するテンプレートが含まれています。例えば、最初のレベル参照には MyTOC という名前の目次ブックマークを

参照する目次参照が与えられています。これにより、最初のレベル内にある MyTOC という名前を持った全ての目次ブックマークが、出力に表

示される目次からアクセスできるようになります。同様に、ドキュメントの２番目のレベルにある MyTOC という名前の目次ブックマークが、目次

の２番目のレベルから参照されるようになります。ドキュメント３番目のレベルにある MyTOC という目次ブックマークが、目次内の３番目のアイ

テムにより使用されます。

このセクション以下にあるサブセクションでは、(i)  デザイン内部でレベルを構築する方法 について、そして (ii)  ブックマークの作成方法につい

て説明します。 目次テンプレートの作成 は、目次テンプレートの作成のセクションで説明されています。

関連項目

· 目次 (TOC) 

· レベル内部のデザイン構造 

· 目次ブックマークの作成 

· 目次テンプレートの作成 

7.6.1.1  目次レベル内部のデザイン構造

目次をデザインするための階層構造は、ネストされたレベルのセットとして指定されます。このような階層構造は、XML ドキュメントの

構造に関連しますが、それとは異なるものです。この構造は SPS ドキュメントデザイン内部で指定されます。作成する目次テンプレートは、

この階層構造に対応するものとなります。フラットな構造（レベルが１つだけの）目次の場合、デザインドキュメントに少なくとも１つのレベルを含

める必要があります。ドキュメント内に２つ以上のレベルが存在する場合、これらレベルのどれか、または（１つのレベルとして複数のレベルを統

合することにより）複数のレベルに対してフラットな目次を作成することができます。

デザインでは、メインテンプレート、グローバルテンプレート、またはこれらが合わさった内にレベルが作成されます。レベルがどこに作成されるかに

関わらず、これらのレベルにより明確な階層構造を構築する必要があります。

レベルの作成

デザイン内部にある各レベルは個別に作成されます。レベルはテンプレートまたはコンポーネントの周りに作成されます。以下にあるスクリーン

ショットでは、topic テンプレート上に（  により示される）テンプレートが作成され、topics 要素の周りにも別のレベルが作成され

ています（  ）。これら2種類のレベルを作成する際の大きな違いは、レベル内に囲むオプション

 は、テンプレート以外のコンポーネントに対してもレベルを作成することができるという点です。
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以下の操作によりレベルを作成することができます：

1. コンポーネント（テンプレートまたはその他のコンポーネント）を選択します。

2. 選択対象を右クリックして、コンテキストメニューから「レベルとして機能するテンプレート」（テンプレート作成

時に有効になります）または「タグで囲む | 目次レベル」を選択します。これらのオプションは、メニューオプショ

ンの「挿入 | 目次を挿入」以下にある「目次レベル」または「レベルとして機能するテンプレート」からも選択

することができます。

グローバルテンプレート内部のレベル

グローバルテンプレート内部にもレベルをセットすることができます。この場合、グローバルテンプレート内部に作成されたレベルとメインテンプレー

ト内に作成されたレベルの両方により、 SPS 実行時に階層構造が定義されるようにする必要があります。以下のスクリーンショットでは、メイ

ンテンプレート（topic テンプレート）内に１つのレベルが、そしてグローバルテンプレートの topic 内部に別のレベルが定義されています。

 

上のスクリーンショットに示されるコンテンツモデルでは、topic が再帰的な要素となっており、topic 要素内部に、別の topic 要素を含めること

ができます。（  タグにより終了地点が示される）メインテンプレートでは、最初のレベルの topic にてレベルがセットされています（

）。メインテンプレートにあるその他のコンテンツにより、header を除く topic/body 以下にある全子要素に対してテンプレートが

適用されることが指定されます。つまり、topic/body の topic 子ノードに対するグローバルテンプレートも処理されることになります。
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topic に対するグローバルテンプレートでは、topic テンプレートに対して（  により示される）レベルがセットされています。このレベ

ルは２番目のレベルの topic 要素にて出現し、目次では、最初のレベル内部にネストされる２番目のレベルに対応します。このグローバルテン

プレートにはその他のコンテンツも含まれており、topic に対するグローバルテンプレートも再帰的な topic 要素に対して適用されることになり、

目次階層内にネストされたレベル（３番目のレベル、４番目のレベル、など）が新たに作成されることになります。

デザインを行う際には、デザイン内に作成されたレベルの数に留意する必要があります。目次テンプレートを作成する際には、各レベルにある

目次アイテムを明示的に選択し、フォーマットすることになります。

フラット構造の目次におけるレベル

フラットな目次階層構造では、目次アイテムが単一のレベルにて出力されます（使用例： ドキュメント内に表示されるイメージのリスト）。

 

以下に示される方法により、フラットな構造を取得することができます。

· デザインドキュメントに含める目次レベルを１つだけにする： 目次テンプレートに含まれるレベル参照（そして、その中に含まれる目次

参照(TOCref)）も、１つだけになります。  

· デザインドキュメント内の目次レベルが複数存在する場合： 目次テンプレート内に、参照される目次レベルの位置に対応したレベ

ル参照を配置することになります。ターゲットとなる目次レベルに対応するレベル参照にて、目次参照を１つ配置することになりま

す。

· デザインドキュメントに複数の目次レベルが存在する場合： 目次テンプレート内に配置された目次参照には、ターゲットとなるドキュ

メントレベル全体をカバーするスコープを指定する必要があります。

ドキュメント内にある全てのイメージのリストを、フラットな構造の目次として表示する例を考えてみましょう。ドキュメントデザインには少なくとも

１つのレベルを含める必要があり、このレベルのなかに必要な全ての目次ブックマークを含めることになります。目次テンプレートでは、リストに表

示されるイメージが通常と同様の方法で参照されます： (i) 対応する数のレベル参照を作成し、(ii) ターゲットとなる目次レベルに対応するレ

ベル参照にて目次参照を作成します。目次参照には、ターゲットとなる目次レベルにおける目次ブックマークの名前が含まれます。

以下のスクリーンショットにある目次テンプレートでは、images という名前の目次ブックマークを参照する目次参照が含まれているレベル参照

が示されます。目次参照のスコープは現在と下位のレベルにセットされています。これにより、最初のレベル以下（つまりドキュメント全体）にあ

る image という名前を持った全目次ブックマークが参照されることになります。

デザイン内に複数のレベルが含まれている状況で、例えば２番目のレベルにあるアイテムに対してフラットな目次を作成する必要がある場合、

２番目のレベルにだけ目次参照が存在する２つのレベル参照から構成される目次テンプレートを作成することで対応できます（最初のレベルに

は目次参照を配置しません）。また、目次参照のスコーププロパティにより、与えられた名前のブックマークを検索するデザインドキュメント内の

レベルを指定することもできます。

関連項目

· 目次 (TOC) 

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· 目次ブックマークの作成 

· 目次テンプレートの作成 
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· 目次参照のスコーププロパティ 

7.6.1.2  目次ブックマークの作成

目次ブックマークはドキュメントデザインの 目次レベル 内部に作成されます。目次ブックマークはメインテンプレートならびにグローバルテンプレー

ト内部に作成することができます。目次ブックマークは、以下に記される２つの目的のために使用されます：

· デザイン内にある静的ならびに動的コンポーネントを、与えられた名前によりマークします。マーキングはタグに

より囲むかたち、または囲まないかたちで行われ、後者の場合は空のタグがデザインに表示されることになりま

す。目次ブックマークの出力は、名前により識別されるアンカーとなります。名前を持ったアンカーが目次（テンプ

レート）内のアイテムにて参照されることになります。

· 目次ブックマークでは、目次アイテムのテキストとして使用されるテキスト文字列を定義することもできます。この

テキスト文字列には、マーカーが配置されているノードの子要素にあるコンテンツ、または XPath 条件式を与え

ることができます。

目次ブックマークは、以下にあるいずれかの方法により作成することができます：

· 目次ブックマークの作成 ウィザード を使用する： 目次ブックマークの名前、そのテキストエントリー、自動的に番号が割り当てられる

か、表示されるレベルを指定します。

· 空の目次ブックマークを挿入 する： ブックマークのプロパティを、ブックマークの作成後個別に指定することになります。

目次ブックマーク ウィザードにより目次ブックマークを作成する

以下に記される様に、目次ブックマークの作成ウィザードにより目次ブックマークを作成することができます：

1. 目次ブックマークを作成するデザイン位置にカーソルを配置します。目次ブックマークにより囲まれるデザインコ

ンポーネントを選択することもできます。

2. 右クリックにより表示されるコンテキストメニューから「挿入 | 目次を挿入 | 目次ブックマーク（ウィザード）」

を選択するか、目次ブックマークをノードで囲む場合、メニューオプションから「タグで囲む | 目次ブックマーク

（ウィザード）」を選択します。目次ブックマークの作成ウィザードが表示されます（以下のスクリーンショットを参

照）。
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3. ウィザードに表示される最初の画面（上のスクリーンショット）では、(i) 目次アイテムのテキスト、(ii) 目次ブックマ

ークの名前、また (iii) 出力にてこの目次ブックマークに番号が与えられるかを指定することができます。テキス

トのエントリーには、子要素のテキストを使用するように指定することができるほか、XPath 条件式によるテキス

トの指定を行うことができます。目次ブックマークの名前には、テキストを直接入力することができるほか、定義

済みの目次ブックマークの名前をドロップダウンリストから選択することができます。指定を終えた後は次へを

クリックしてください。

4. 次のウィザード画面では、目的に応じてテンプレート上に目次レベルを作成することができます。挿入ポイントか

ら見た祖先テンプレートがツリーには表示されます。目次レベルにテンプレートが既に作成されている場合、シ

ンボルによりその旨が示されます。以下のスクリーンショットでは、topic テンプレートの隣にあるシンボルによ

り、そのテンプレートがレベルとして作成されていることが示されます。祖先テンプレートにて別のレベルを作成

する場合、そのテンプレートを選択してください。定義を後で行うチェックボックスにチェックを入れることで、レベ

ルの定義を後から行うこともできます。選択を終えた後には完了をクリックしてください。目次レベルがテンプレ

ート上に既に存在する場合、完了をクリックしてもそのテンプレートに目次レベルが作成されることはありませ

ん。

完了をクリックすると、目次ブックマークが挿入ポイントへ作成され、ウィザードにて指定されたテンプレート

上に目次レベルが作成されます（テンプレートが指定された場合）。作成された目次ブックマークは、それ

を含んでいる目次レベル直下に配置されます。例えば目次レベルが目次階層レベルの３番目だとすると、

作成された目次ブックマークは３番目の目次レベル内に配置されます。

目次ブックマークの作成

以下の操作により、属性（目次ブックマーク名ならびに目次アイテムテキスト）無しの目次ブックマークを作成することができます：

1. 目次ブックマークを作成するデザイン位置にカーソルを配置します。目次ブックマークにより囲まれるデザインコ

ンポーネントを選択することもできます。

2. 右クリックにより表示されるコンテキストメニューから「タグで囲む | 目次ブックマーク」を選択するか、メニュー

オプションから「挿入 | 目次を挿入 | 目次ブックマーク」を選択します。名前やテキストエントリーが含まれな

い目次ブックマークが挿入されます。これら値の定義方法については、以下にある 編集コマンド を使用してください。

コンポーネントに対して階層的または連続下番号を挿入する

目次ブックマークには出力ドキュメントの（目次ブックマークではなく）メインボディーにおける階層的な、または連続

した番号を挿入することができます。番号を挿入する場所を右クリックして、コンテキストメニューから「目次を挿入

| 階層的な番号付け / 連続的な番号付け」を選択します。例えば、章の名前を表すテンプレートの周りに自動番

号の目次ブックマークを配置することにより、章の名前を表すテンプレートにより生成された全ての章に対して番号

が生成されるようになります。
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番号は目次レベルの構造をベースとしていることに留意してください。例えば、章のタイトル要素が最初の目次レベ

ルとなっている場合、第４章がその目次レベルにおける４番目のタイトルインスタンスとなるため、そのタイトルには

４という番号が与えられます。章の中にある節に対して番号付けが行われる場合、例えば第４章にある第３節には

4.3 という番号が与えられます。これは、最初の目次レベル（章）におけるインスタンスが４番目で、２番目の目次レ

ベル（節）におけるインスタンスが３番目となるためです。

目次ブックマークの名前とテキストエントリーを編集

に表示されているプロパティを直接編集するか、目次ブックマークを右クリックして、編集するプロパティを選択し、これらのプロパティを編集するこ

とができます。プロパティウィンドウ に表示されているプロパティを直接編集するか、目次ブックマークを右クリックして、編集するプロパティを選択

し、これらのプロパティを編集することができます。

目次ブックマークには以下のプロパティが含まれています： (i) 目次ブックマーク（グループ）の名前、(ii) ユニーク

ID、(iii) 参照されていないブックマークの削除、(iv) ブックマークのコンテンツまたは XPath 条件式により取得され

るテキストエントリーオプション。

関連項目

· 目次 (TOC) 

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· レベル内部のデザイン構造 

· 目次テンプレートの作成

7 .6 .2 目次テンプレートの作成

目次テンプレートは出力にて目次を生成するためのテンプレートのことで、SPS デザイン内の任意の場所で作成することができます。複数の

目次テンプレートを１つの SPS デザインにて作成することもできます。

目次テンプレートを作成するためのステップを以下に記します:

1. 目次テンプレートを挿入する箇所にカーソルを配置します。

2. メニューオプションから「挿入 | 目次を挿入 | 目次」を選択します。目次ページの作成ダイアログが表示されま

す（以下のスクリーンショットを参照）。右クリックにより表示されるコンテキストメニューからも同じコマンドを選

択することができます。
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3. ダイアログにて必要な情報を入力します:  (i) 目次ページの名前は、デザインドキュメントにある 目次ブックマーク の参照に

使用される目次参照名のことです。 目次に対して複数のレベル（レベル参照）を選択した場合、同じ目次参照名が全ての名前参照に

対して使用されます（個々の目次参照の名前を 後から編集することもできます）。(ii)  指定された 目次レベル参照 (levelrefs) の数

により、目次内に含まれるレベル参照の数が決定されます。. (iii) 印刷媒体に対しては、ページ参照（ページ番号）の出力オプションが

与えられています。 (iv) 目次内のテキストエントリーは、目次ブックマークに対するリンクとして使用することができます。

4. 「OK」 をクリックすることで完了します。指定された数のレベル参照とともに目次テンプレートが作成されます。

以下のスクリーンショットでは、目次テンプレートのフォーマットが修正されています。

各レベル参照内部には目次参照が含まれており、対応するレベル参照の目次アイテムとなる目次ブックマ

ークを識別するための名前が目次参照には含まれています。各目次参照には目次アイテムに対するデ

フォルトテンプレートが含まれており、必要な時には いつでも編集することができます。

テンプレート目次テンプレートの編集

以下にある編集オプションを利用することができます：

·  SPS における別の場所へ目次テンプレートをドラッグすることができます。しかし、この操作によりコンテ

キストノードが変更された場合、目次テンプレート内部にある XPath 条件式が影響を受ける場合もありま

す。

· レベル参照 を目次テンプレートの構造へ追加、または削除することができます。

· 個々の目次参照におけるプロパティ (TOCrefs) を編集することができます。目次参照の名前ならびにスコープを変更し、目次参

照に対応する目次アイテムがハイパーリンクとして作成されるかを指定することができます。

· 目次参照 を目次テンプレートのレベル参照へ追加、または削除することができます。

· 目次参照内にある目次アイテム は、標準的な StyleVision メカニズムにより CSS プロパティを介したフォーマットを行うこと

ができます。

· イメージ、自動計算、ブロックフォーマットコンポーネントといった標準的な SPS の機能は、目次テンプレー

トでも使用することができます。
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関連項目

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· 目次テンプレートにおけるレベル参照 (Levelrefs) 

· 目次参照：名前、スコープ、ハイパーリンク 

· 目次アイテムのフォーマット 

7.6.2.1  目次テンプレートにおけるレベル参照

目次テンプレート はレベル参照にて構築されます（以下のスクリーンショットを参照）。これらのレベルは目次テンプレートの作成時に作成さ

れ、 目次ページの作成ダイアログにて指定された数のレベル参照が作成されます。

レベル参照がネストされているということに注目してください。目次テンプレート内にあるレベル参照と、SPS デザイン内にあるレベルが１対１で

対応することになります。従って、目次テンプレート上にある最初のレベル参照は SPS デザイン内にある最初のレベルに対応することになり、

目次テンプレートにある２番目のレベル参照は SPS デザイン内にある２番目のレベルに対応することになります。目次テンプレートのレベル参

照により、 SPS  内で指定されたスコープ 内にある目次ブックマークが識別されます。例えば目次参照のレベルに対応したドキュメントレベル

の目次ブックマークを参照のターゲットとすることができるほか、全ドキュメントレベルにある目次ブックマークをターゲットにし、現在のドキュメント

レベルとそれ以下のドキュメントレベルにある目次ブックマークをターゲットとすることができます。

レベル参照の挿入と削除

目次テンプレートが作成されると、レベル参照を目次テンプレートへ挿入し、削除することができます。

 

コンテンツの周りにレベル参照を挿入するには、レベル参照を作成する目次テンプレート内のコンテンツを選択し、コンテキストメニューまたはメ

ニューオプションから「タグで囲む | 目次レベル参照」を選択します。メニューオプションまたはコンテキストメニューから選択することのでき

る「挿入 | 目次を参照 | 目次レベル参照」を選択することで、カーソル位置に空のレベル参照を挿入することもできます。

 

目次テンプレートからレベル参照を削除するには、削除するレベル参照が選択されている状態で、Delete  キーを押下するか、コンテキストメ

ニューから削除を選択します。削除されるのはレベル参照だけで、内部にあるコンテンツは削除されないということに注意してください。

関連項目

· 目次テンプレートの作成 

· 目次に含まれるブックマークアイテム 
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· 目次参照：名前、スコープ、ハイパーリンク 

7.6.2.2  目次参照：名前、スコープ、ハイパーリンク

レベル参照内に配置される目次参照には、以下に記される４つのプロパティが与えられています（以下のスクリーンショットを参照）:

· ハイパーリンクを作成: yes または no の選択を行うことができ、対応する目次アイテムをハイパーリンクとして作

成するか指定することができます。

· グループ: 目次参照の名前で、指定されたスコープ内にある同名の目次ブックマークを特定するのに使用されま

す（下記を参照）。該当する目次ブックマークが、目次のレベル参照内に含まれます。

· ID: 目次参照を一意に特定するための値です。

· スコープ： 目次参照が適用されることになる SPS デザイン内部のレベルが指定されます。３つのオプションを利

用することができます： (i) グローバル、(ii) 現在のレベル、(iii) 現在と下位のレベル（以下のスクリーンショットを

参照）。

目次参照を挿入するには、レベル参照内部にカーソルを配置して、メニューオプションにある「挿入」またはコンテキストメニューから、「目次

を挿入 | 目次参照」を選択してください。

 

目次参照のプロパティを編集するには、目次テンプレート内にある目次参照タグを右クリックして編集するプロパティ（ハイパーリンクの

作成、ID を編集、グループを編集、またはスコープの編集）を選択します。この操作によりプロパティウィンドウが表示され、選択

されたプロパティの値を指定することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

目次参照タグが選択されている状態で、プロパティウィンドウにある目次参照プロパティグループから直接プロパティの値を編集することもできま

す。

関連項目

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· 目次テンプレートの作成 

· 目次テンプレートにおけるレベル参照 (Levelrefs) 
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7.6.2.3  目次アイテムのフォーマット

目次アイテムには最大４種類の標準コンポーネントに加え、オプションのユーザー指定コンテンツを加えることができます。以下に4種類のコンポ

ーネントを示します（以下のスクリーンショットを参照）：

· (テキスト参照) により示される目次アイテムのテキストエントリー

· (....) により示される、テキストエントリーとページ番号の間に示されるリーダー（印刷媒体に対して適用）

· (ページ参照) により示される目次アイテムのページ参照（印刷媒体に対して適用）

· (num- lvl) または (num-seq) により示される階層的または連続した番号

目次テンプレートが作成されると、目次参照内にテキストエントリーが自動的に挿入されます。ページ参照を含めるオプションが選択された場

合、リーダーとページ参照コンポーネントも追加されます。目次アイテムからコンポーネントの挿入や削除を行うこともできます。コンポーネントを

挿入するには、目次アイテム内にある目的の場所にカーソルを配置して、右クリックにより表示されるコンテキストメニューから、「目次を挿入

| 目次参照 | 入力テキスト / リーダー / ページ参照」または「目次を挿入 | 階層的な番号付け / 連続的な番

号付け」を選択します。ネストされたレベルによりデザインが構成されている場合には階層的な番号を使用し、階層構造が存在しない場合

（つまり１つのフラットな目次レベルだけが存在する場合）には連続的な番号を使用します。フラットな目次に関する下記の記述を参照くださ

い。コンポーネントを削除するには、そのコンポーネントが選択された状態で Delete  キーを押下してください。

 

更に、目次アイテムには静的なコンテンツ（例： テキスト）や動的なコンテンツ（例： 自動計算）を挿入することもできます。

フラットな目次におけるレベル

フラットな目次階層構造では、目次アイテムが単一のレベルにて出力されます（使用例： ドキュメント内に表示されるイメージのリスト）。

 

以下に示される方法により、フラットな構造を取得することができます。

· デザインドキュメントに含める目次レベルを１つだけにする： 目次テンプレートに含まれるレベル参照（そして、その中に含まれる目次

参照(TOCref)）も、１つだけになります。  

· デザインドキュメント内の目次レベルが複数存在する場合： 目次テンプレート内に、参照される目次レベルの位置に対応したレベ

ル参照を配置することになります。ターゲットとなる目次レベルに対応するレベル参照にて、目次参照を１つ配置することになりま

す。

· デザインドキュメントに複数の目次レベルが存在する場合： 目次テンプレート内に配置された目次参照には、ターゲットとなるドキュ

メントレベル全体をカバーするスコープを指定する必要があります。

ドキュメント内にある全てのイメージのリストを、フラットな構造の目次として表示する例を考えてみましょう。ドキュメントデザインには少なくとも

１つのレベルを含める必要があり、このレベルのなかに必要な全ての目次ブックマークを含めることになります。目次テンプレートでは、リストに表

示されるイメージが通常と同様の方法で参照されます： (i) 対応する数のレベル参照を作成し、(ii) ターゲットとなる目次レベルに対応するレ

ベル参照にて目次参照を作成します。目次参照には、ターゲットとなる目次レベルにおける目次ブックマークの名前が含まれます。

以下のスクリーンショットにある目次テンプレートでは、images という名前の目次ブックマークを参照する目次参照が含まれているレベル参照

が示されます。目次参照のスコープは現在と下位のレベルにセットされています。これにより、最初のレベル以下（つまりドキュメント全体）にあ

る image という名前を持った全目次ブックマークが参照されることになります。
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デザイン内に複数のレベルが含まれている状況で、例えば２番目のレベルにあるアイテムに対してフラットな目次を作成する必要がある場合、

２番目のレベルにだけ目次参照が存在する２つのレベル参照から構成される目次テンプレートを作成することで対応できます（最初のレベルに

は目次参照を配置しません）。また、目次参照のスコーププロパティにより、与えられた名前のブックマークを検索するデザインドキュメント内の

レベルを指定することもできます。

書式 目次アイテム

目次アイテムは スタイル サイドバーにて CSS スタイルによるフォーマットを行うことができます。コンポーネントを選択して、スタイルサイドバー

スタイルプロパティにてスタイルを指定することにより、個々の目次アイテムコンポーネントのスタイルを指定することができます。

関連項目

· CSS スタイルと作業 

· 目次テンプレートの作成 

7 .6 .3 サンプル： シンプルな目次

ChaptersSimple.sps という名前の目次の基本的な機能のデモを行うためのサンプル SPS ファイルが (マイ) ドキュメントフォルダー 以下にあ

る、C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutoria;\TOC に収められています。この SPS は、

章ベースのドキュメントを記述するためのコンテンツモデルにより構成されるスキーマをベースにしています。ChaptersSimple.sps を

StyleVision にて開くと、スキーマツリーウィンドウにてスキーマの構造を確認することができます（以下のスクリーンショットを参照）。次にあるセ

クションの、 サンプル： 階層ならびに連続的な目次 では、同じスキーマをベースにしたより複雑な目次サンプルについて記述されます。
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ドキュメント要素の helpproject には、子要素に topics 要素が含まれています。topics 要素には topic 要素を任意の数だけ含めることが

でき、各々の topic 要素には別の topic 子孫要素を含めることができます。最初のレベルにある topic 要素はドキュメントの章として考える

ことができ、その子孫要素の topic 要素を節や小節として考えることができます。

 

この SPS により、ドキュメントの上部に配置されている目次が作成され、各章の名前（最初のレベルにある topic）が表示されます。目次の

作成を行うには以下に記されるステップを踏むことになります：  

1. 目次レベル内部のデザイン構造: １つ以上のレベルをデザインドキュメントへ挿入することで、（出力）ドキュメントの構造が作成され

ます。この階層構造が、目次へ反映される構造となります。このサンプルでは説明を分かりやすくするために、１つの目次レベル

だけが Topic テンプレートにて作成されています。デザイン内にあるレベルは１つしか無いため、後になっ

て目次テンプレートが作成された場合でも、最初のレベルしか意味を持たないことになります。

2. 目次ブックマークの作成:  ステップ 1 で作成された目次レベル内に目次ブックマークを（デザインドキュメント内部に）

作成します。これにより、目次テンプレート内部にある目次参照から、目次ブックマークへの指定を行うこと

ができるようになります。目次ブックマークでは、目次アイテムに表示されるテキストを指定することもでき

ます。

3. 目次テンプレートの作成: ドキュメント内部に目次を作成するためのテンプレートです。デザインドキュメント内にある目次レベルの構

造に対応するレベル参照により構成されます。例えば、目次テンプレート内に３つのネストされたレベル参照

が存在する場合、少なくとも３つのネストされたレベルをデザインドキュメントにも作成する必要がありま

す。このセクションで紹介される例には、デザインドキュメント内にある１つの目次レベルに対応するかたち

で、レベル参照が１つだけ作成されています。レベル参照内部には目次参照が配置されます。目次参照

により、目次にて対応するレベルの目次アイテムが生成されます。
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SPS の構造とレベル

SPS におけるデザインの構造を確認してください。（緑色の $XML タグが表示されている）メインテンプレートには目次が含まれていることに注

目してください。メインテンプレートにある (その他のコンテンツ) により、グローバルテンプレートならびにデフォルトテンプレートが適用されます。メ

インテンプレートの外側にあるその他の SPS デザインが、グローバルテンプレートとなります。

 

目次定義（デザインにある目次レベルならびに目次ブックマーク）は、topic に対するグローバルテンプレート内に配置されています（以下のスク

リーンショットを参照）。このグローバルテンプレートには条件分岐タグが挿入されており、topic 要素の祖先要素がいくつあるかに従って topic

要素の切り分けが行われ、章、節、小節に対して異なる処理が行われることになります。

上のスクリーンショットには、最初の条件分岐（つまり最初のレベルで章に対する topic 要素）のコンテンツが示されています。topic 要素の開

始タグにて目次レベルが作成されている点に注目してください。その他２つの条件分岐では、topic テンプレートに対して条件分岐は作成さ

れておらず、結果として１つの目次レベルにしかドキュメントは割り当てられず、それが（章に対する）最初のレベルの topic 要素となります。

 

目次ブックマークの作成

topic 要素の子孫である header 内部（para 要素の外側）に目次ブックマークが作成されています（以下のスクリーンショットにある黄色のタ

グ）。目次ブックマークは、トップレベルの各 topic 要素に対するアンカーとして使用されます。

目次ブックマークのプロパティはプロパティサイドバーにて編集することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

グループプロパティでは目次ブックマークグループがセットされます。このサンプルの場合、このプロパティに対して MyTOC という値が指定され

ています。ブックマークが作成されると、ブックマークグループが目次にて参照され、同じレベル内に配置された異なる目次グループを指定するの

に使用することができるようになります。ID プロパティにより、作成されたブックマークインスタンスに対してユニークな ID を指定することができま
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す。参照されていなければ削除プロパティにより、参照されていないブックマークが削除されるようになります。使用されるテキスト

プロパティにより、目次における目次アイテムのテキストとして使用されるテキストエントリーを指定することができます。ブックマークのコンテンツ（デ

ザインにおけるブックマークの開始ならびに終了タグ間にあるコンテンツ）、または XPath 条件式からテキストを取得することができます。このサ

ンプルでは、XPath 条件式を使用することで、最初のレベルにある topic 要素のヘッダーテキストが返されます。

目次テンプレート

目次テンプレート内部では、最初のレベル参照  (levelref)  が挿入されています（以下のスクリーンショットを参照）。このレベル参照

は、章を表す topic 要素にて作成された最初のレベルに対応することになります（上記の SPS の構造とレベルを参照ください）。

このレベル参照内部には目次参照  (TOCref)  が挿入されます。この目次参照により、(i) MyTOC という名前のブックマー

クグループ内にあるブックマークの選択（上記の目次ブックマークの作成を参照）、そして (ii) スコープ内にあるブックマークの選択が行

われます。これらの設定は目次参照が選択されている状態でプロパティサイドバーにて行うことができるほか、デザイン内の目次参照を右クリッ

クして、コンテキストメニューから関連する編集コマンドを選択することで行うことができます。

 

目次アイテムの外観は、目次の目次参照タグにて指定することができます。目次参照タグ内部を右クリックして、コンテキストメニューから挿入

するコンポーネントを選択することで、番号のフォーマット、テキスト、リーダー、そしてページ参照を挿入することができます。これらの各コンポーネ

ントをデザインにて選択し、プロパティサイドバーにあるプロパティを修正することで、コンポーネントの編集を行うことができます。

関連項目

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· 目次テンプレートの作成 

7 .6 .4 サンプル： 階層的ならびに連続的な目次

 Chapters.sps という名前の目次機能のデモを行うためのサンプル SPS ファイルが、 (マイ) ドキュメントフォルダー 以下にある C:

\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples\Tutorial\TOC に収められています。この SPS は、

章ベースのドキュメントを記述するためのコンテンツモデルにより構成されるスキーマをベースにしています。Chapters.sps を StyleVision にて

開くと、スキーマツリーウィンドウにてスキーマの構造を確認することができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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ドキュメント要素の helpproject には、子要素に topics 要素が含まれています。topics 要素には topic 要素を任意の数だけ含めることが

でき、各々の topic 要素には、別の topic 子要素を含めることができます。最初のレベルにある topic 要素をドキュメントの章として考えるこ

とができ、その子孫要素の topic 要素を節や小節として考えることができます。

SPS  には３つの目次が含まれており、以下の順序でドキュメントの先頭箇所に配置されています：

1. チャプターの概要：各章（最初のレベルにある topics）の名前が表示されます。

2. チャプターとそのセクション：章と、その子孫（最初のレベルにある topics に加え、XML ドキュメントの

chapters.xml によれば３つのレベルまである各 topics の子孫構造）が表示されます。

3. イメージのリスト：ドキュメント内部に存在する（最初のものを除く）全イメージのファイル名をフラットな構造に

より表示します。

SPS の構造

目次の詳細を確認する前に、デザインの構造に目を向けてみましょう。（緑色の $XML タグが表示されている）メインテンプレートには目次が

含まれていることに注目してください。メインテンプレートにある (その他のコンテンツ) により、グローバルテンプレートならびにデフォルトテンプレー

トが適用されます。

 

目次定義は topic ならびに image に対するグローバルテンプレートにて行われます。グローバルテンプレート内では、目次レベルが topic 要

素に対して作成されており、目次ブックマークが header 要素にて定義され、header 子要素内部（para 要素の外側）にて目次ブックマーク

が作成されています（以下のスクリーンショットを参照）。
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topic 要素は再帰的にデザインされているため、目次レベルならびに目次ブックマークも再帰的になります。この再帰構造により、最初の再帰

にて下位の目次レベルならびに目次ブックマークが新たに作成されます。この処理は各子孫 topic に対して行われ、下位の目次レベルと、そ

のレベルにおける目次ブックマークが作成されることになります。ヘッダー（topic タイトル）フォーマットは目次レベルにより異なるため、レベルのテ

ンプレートを条件タグで囲むことで、各レベルに対応した３つの条件分岐を定義しています。各条件分岐により、topic が出現する最初、２番

目、そして３番目のレベルに対して異なる処理が行われます。

 

階層的な番号を表す (num-lvl) がレベル内部に挿入されていることに注目してください。目的の場所を右クリックして、コンテキストメニューか

ら「目次を挿入 | 階層的な番号付け」を選択します。これにより、各 topic タイトルに対して（4.2.3 といった形式の）階層的な番号

付けが行われます。

目次の説明

ドキュメントにて定義された各目次と、その説明を以下に記します。

チャプターの概要:  topic に対するグローバルテンプレート内にある目次ブックマークを選択します。プロパティサイドバーでは XPath 条件式

を使ったテキストの構築が行われている点に注目してください。使用されるテキストプロパティの値フィールドにあるボタンをクリックすると、定義さ

れた XPath 条件式が para となっていることが確認できます。これにより、（header 要素内に目次ブックマークが挿入されているため）header

の para 子要素にあるコンテンツが目次アイテムのテキストとして使用されます。

以下のスクリーンショットにて示される目次テンプレートには、レベル参照 (levelref)  が１つ含まれており、そのレベル参照内部には

MyTOC という名前の目次ブックマークを選択する目次参照  が含まれています。目次参照のスコープは現在のレベル（つまり

最初のレベル）だけとなっており、結果として最初のレベルにある目次アイテムだけが作成されます。
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階層的な番号を表示するためのアイテムが定義されている点に注目してください。

チャプターとそのセクションセクション:  以下のスクリーンショットに示される目次では、３つのレベルがネストされたかたちで定義されており、各レ

ベルには現在のレベルをスコープとする目次参照が含まれています。

各目次アイテムには div ブロックが含まれており、インデントなどのフォーマットを各ブロックに対してセットすることができます。

イメージのリスト:  フラット構造の目次としてイメージのリストを表示します。まずはインスタンス化されたドキュメントにて、イメージが出現するレ

ベルを考えてみましょう。image 要素は para 要素の子となります。topic 要素にてレベルを作成した場合、ドキュメント内にある最初、２番

目、そして３番目のレベル内部にて image 要素が出現することになります。image 要素に対して新たなレベルを作成する必要はありません。

 

image に対するグローバルテンプレートでは、条件分岐により (i) 最初のイメージと (ii) 別のイメージが個別に処理されることになります。

目次ブックマークが２番目の条件分岐内だけに目次ブックマークが配置されていて、最初の条件分岐の中にあるイメージはブックマークされて

いないということに注目してください。更に、イメージの連続的な番号付けを表す (num-seq) が「目次を挿入 | 連続的な番号付け」

により挿入され、（最初のイメージは最初の条件分岐の中にあるため）２番目のイメージから番号付けが行われます。番号はフォーマットするこ

ともでき、(num-seq) を右クリックして、フォーマットの編集を選択するとフォーマットを指定するためのダイアログボックスが表示されます。

このサンプルでは 01 という値が定義されており、1桁の数値の前に 0 が挿入されることになります。

 

今のスクリーンショットで示されるイメージに対する目次テンプレートでは、images という名前のブックマークを識別するための目次参照が１つ配

置されており、この目次参照がレベル参照内部に配置されています。目次参照のスコープは「現在と下位のレベル」にセットされています（この

値は目次参照の選択時にプロパティウィンドウから編集することができます）。レベル参照により決定された現在のレベルは最初のレベルとな

り、そのレベル以下にあるレベルが２番目のレベルとなります。これにより、最初のレベル以下にある全てのイメージが目次内部のアイテムとして

選択されます。
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選択された番号付けは連続的なものとなるため、フラットなリストに連続した番号が表示されることになります。

関連項目

· 目次に含まれるブックマークアイテム 

· 目次テンプレートの作成 

7 .6 .5 ドキュメントボディー上の自動番号

番号の自動割り当て機能を使用することで、複数回出現するノードのインスタンスをメインボディー内部で自動的に番号付けすることができま

す。例えば複数の Chapter 要素が含まれる Book 要素にて番号割り当てを使用することで、個々の Chapter 要素に対して番号を自動

的に与えることができます。これにより XML ドキュメントの構造をベースにした番号の挿入を簡単に行うことができるようになります。

 

メモ： 自動的に番号を割り振る機能は、ドキュメントのメインボディー内にある番号を参照しており、番号が目次

アイテムのプロパティとして識別される目次内の番号を参照するのではありません。

 

自動的に与えられる番号は連続的なもの（フラット）または階層的なものとなります。連続的な番号の場合、同一レベルにて番号付けが行

われることになります。階層的な番号はドキュメントにて作成された目次レベルの階層をベースに番号が与えられ、目次レベルの階層における

要素の位置に対して番号が与えられます。

 

番号には様々な種類のフォーマットを適用することができます。階層的な番号付けの場合、個々の番号トークンが個別にフォーマットされるこ

とになります。例えば、３つのトークンから成る番号に対して A.1.i. というフォーマットを与えることにより、それぞれのトークンが異なる番号フォー

マットで表示されるようになります。番号のフォーマットは、以下に示されるように、連続的な番号付けと階層的な番号付けにて異なる方法で

割り当てられます。

連続的な番号付け(num-seq)

連続的な（またはフラットな）番号付けは、ドキュメントデザイン内部にある 目次ブックマーク に挿入することができます（以下のスクリーンショッ

トを参照）。以下の操作により連続的な番号を作成することができます：

1. 番号付けを行うノード内部にカーソルを配置し、右クリックにより表示されるコンテキストメニューから「目次を挿

入 | 目次ブックマーク」を選択します。目次ブックマークが作成されます。以下のスクリーンショットでは topic 要

素に対して番号付けを行うため、topic 要素の周りに目次ブックマークが作成されています。topic 要素のどこに

番号付けを行うかにより、番号が表示される正確な場所が指定されます。以下にあるスクリーンショットでは、

章ヘッダー（タイトル）の直前に番号が配置されています。

2. 目次ブックマークのタグ内部にカーソルを配置して、右クリックにより表示されるコンテキストメニューから「目次

を挿入 | 連続的な番号付け」を選択します。この操作により連続的な自動番号のプレースホルダ (num-seq)

が挿入されます。以下のスクリーンショットでは、目次ブックマークの TopicHeader 内部にある (num-seq) がハイ

ライトされています。
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3. 目次ブックマークが目次テンプレート内部から参照される場合、必要に応じて目次ブックマークのプロパティを入

力してください。目次ブックマークが連続的な番号付けだけに使用される場合、名前を入力する必要はありませ

ん。名前を入力するには、目次ブックマークを右クリックして、グループを編集コマンドを選択してください。

上のスクリーンショットで示された例では、連続的な番号が topic ノードに対してセットされています。これにより、以下のスクリーンショットに示

されるように、各 topic 要素に対して連続的な番号が与えられます。XML ドキュメントの階層における topic 要素シーケンスにおける位置

をベースに、topic 要素の番号が決定されている点に注目してください。

メモ： 連続的な番号を他のノードセットでも続けて使用する必要がある場合、両方のノードセット内にある目次

ブックマークに対して同じ名前を使用してください。

 

連続的な番号のフォーマットを行うには、num-seq プレースホルダを右クリックして、フォーマットの編集コマンドを選択します。連続的

な自動番号割り当てフォーマットダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。

利用可能な番号スタイルのドロップダウンボックスから、目的のフォーマットを選択し、OK をクリックすることで選択されたフォーマットを適用しま

す（上のスクリーンショットを参照）。

構造的な番号付け (num-lvl)

階層的な番号付けは デザインにおける目次レベル内に挿入されます。従ってドキュメント内部に階層的な番号を作成するには、ドキュメント

の構造を目次レベルに作成する必要が レベル内部のデザイン構造セクションにおける記述を参照ください。以下の点に留意してください：

· 番号付けされるノード上、またはその内部にレベルを作成する必要があります。
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· 番号の階層構造に従うかたちでレベルのネスト化を行う必要があります（以下のスクリーンショットを参照）。

· デザイン上の対応するレベル内部に階層的な番号プレースホルダを挿入する必要があります（以下のスクリー

ンショットを参照）。

上のスクリーンショットには、２つのレベルが示されています。topic 要素は再帰的に定義されており、２つの topic 要素に対してレベルが作成

されています（ノードタグを右クリックして、レベルとして機能するテンプレートを選択します）。上のスクリーンショットでハイライトされ

ている topic 要素は、別の topic 要素内にネストされています。これにより、レベルも同様にネストされます。各レベル内には階層的な番号プ

レースホルダの (num-lvl) が挿入されています（レベル内部を右クリックして、「目次を挿入 | 階層的な番号付け」を選択します）。

 

上のスクリーンショットにあるデザインの出力結果を以下に示します：

最初のレベルが太字により、２番目のレベルが標準文字により表示されます。

 

階層的な番号のフォーマットを指定するには、(num-lvl) プレースホルダを右クリックして、フォーマットの編集コマンドを選択します。階

層的自動番号割り当てダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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まずはトークンの数をコンボボックスにて選択します。トークンの数は、ドキュメントにおける目次レベルの数に合わ

せるべきでしょう。各トークンは個別にフォーマットすることができます。ダイアログの中央左にあるリストからフォー

マットするトークンを選択してください（上のスクリーンショットでは、２番目のトークンが選択されています）。フォー

マットコンボボックスから、目的のフォーマットスタイルを選択します。上のスクリーンショットでは、２番目のトークン

に対して小文字のフォーマットが選択されており、それがダイアログ上部にあるテキストボックスの表示に反映され

ています。更に、レベルの省略ボックスにて番号を選択することで、表示する際に省略するレベルを指定することも

できます。

 

階層的な番号のフォーマット定義は、個々のレベルに対して個別に行われるという点に注意してください。従って、各レベルにある (num-lvl)

プレースホルダに対して個別にフォーマットの指定を行う必要があります。

 

OK をクリックすることで完了します。

関連項目

· 目次 (TOC) 

· レベル内部のデザイン構造 

· 目次ブックマークの作成 

· 目次テンプレートの作成 

7 .6 .6 相互参照

相互参照とはドキュメント内における別の箇所に対する参照のことです。SPS では相互参照のターゲットと、そのターゲットに対するリンクとい

う２つのパーツにより相互参照が構築されます。ターゲットをセットするには、目次レベル内部に目次ブックマークを作成します。目次参照内に

あるテキスト参照がターゲットへのリンクとなります。テキスト参照によりリンクとなるテキストの出力が生成されます。相互参照は以下にある３つ

のステップにより構築されることになります。

ステップ 1:  レベル

レベル内部のデザイン構造のセクションに記されているように、ドキュメントは目次レベルにより分けられます。参照時には目次レベルにより参照

のスコープが指定されます。指定されたスコープ内にて指定された名前を持っている目次ブックマークだけがターゲットとなります。以下のスクリー

ンショットでは、n1:Office 要素にてレベルが作成されています。
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ステップ 2:  目次ブックマークの作成

目的の場所にカーソルを配置して、右クリックにて表示されるコンテキストメニューから「目次を挿入 | 目次ブックマーク」を選択するこ

とで、目次ブックマークがレベル内部に作成されます。目次ブックマークには XPath 条件式が与えられており、それにより出力テキストが生成

されます。XPath 条件式により、通常ドキュメント内にあるノードが識別され、そのノードのコンテンツが目的のテキストとして使用されます。

以下にあるスクリーンショットでは、n1:Name 要素内にある目次ブックマーク  に toc3 という名前と、カレントノー

ドを選択する XPath 条件式が与えられています。これにより、n1:Name ノードのコンテンツが出力テキストとして使用されます。

XML ドキュメントが処理されると、全ての n1:Name 要素に対してアンカーが作成されます。このアンカーでは、テキスト参照（相互参照のテ

キスト）に n1:Name 要素の値が使用されます。

ステップ 3:  目次参照の作成

目次ブックマークにより生成されたアンカーへのリンクを作成するために、（コンテキストメニューの「目次を挿入 | 目次参照」により）目次

参照が挿入されます。

上のスクリーンショットでは、toc3 という名前の目次参照が、参照先の目次ブックマークと同じ目次レベル（Office レベル）内に配置されてい

ます。ここでは目次参照のスコープも指定する必要があります。スコープにより、目次参照に対して与えられた名前と同名の目次ブックマークを

検索する目次レベルが指定されることになります。上の例ではスコープに現在のレベルがセットされており、現在のレベルにある toc3 という名前

の目次ブックマークだけが、参照のターゲットとなります。

 

上のスクリーンショットでは、n1:Office テンプレートが表示されています。n1:Office ノードが処理されると、n1:Name ノードのコンテンツを出力

テキストとするアンカーが作成されます。これは、（目次ブックマークの使用されるテキストプロパティからアクセスすることのできる）目次ブック

マークの XPath 条件式により、このノードのコンテンツが出力テキストと指定されているためです。次の行にある目次参照により toc3 という名

前を持ったアンカーが識別され、テキスト参照コンポーネントによりリンクのテキストが生成されます（以下のスクリーンショットにて紫色で示されて

いるテキスト）。出力は以下のようになります：

上に示された例では、現在のレベルにスコープがセットされています。スコープとして指定することのできるオプションは、この他にも (i) グローバル

スコープと (ii) 現在と下位のレベルがあり、これらのオプションを使用することで、デザイン上のその他のレベルにある目次ブックマークをターゲット

とすることもできます。

関連項目
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· 目次 (TOC) 

· レベル内部のデザイン構造 

· 目次ブックマークの作成 

· 目次テンプレートの作成 

7 .6 .7 ブックマーク と ハイパーリンク

SPS ドキュメントでは、デザイン内の任意の場所にブックマークを挿入することができます。これらのブックマークは出力にてアンカーに変換さ

れ、ハイパーリンクの参照先として使用することができます。ハイパーリンクはブックマークだけではなく、ウェブページのような外部リソースへの参

照を行うこともできます。 StyleVision  では柔軟なかたちでハイパーリンクに使用されるターゲット URI 構築することができます。

このセクションでは、 we describe:

· SPS にて、ブックマーク を挿入する方法。 .

· SPS にて、ハイパーリンク を挿入し、ターゲットページへのリンクを作成する方法。  

メモ: 外部ドキュメントへのリンクは FO の仕様にてサポートされていますが、お使いの FO プロセッサーにより

サポートされていないこともあります。FO にてこの機能を使用する場合、使用するプロセッサーにてこの

機能がサポートされているか確認してください。

関連項目

· パースされていないエンティティ URI 

7.6.7.1  ブックマークの挿入

ブックマーク（ハイパーリンク）は、カーソルの配置位置、または  SPS コンポーネントの周りと、 SPS における任意の場所にて挿入することが

できます。

 

ブックマークの挿入ダイアログを使用することで、ブックマークを SPS 内部に作成することができます（以下のスクリーンショットを参照）。このダ

イアログでは静的または動的なブックマークの名前を定義することができます。動的な名前とは、(i) XML ドキュメントのコンテツから得られた

値、または (ii) XPath 条件式により生成された値のことです。

ブックマークの作成

以下の操作によりブックマークを挿入することができます：

1. ブックマークを作成する箇所にカーソルを配置します。

2. メニューオプションから「 挿入 | ブックマークの挿入」を選択するか、右クリックにより表示されるコンテキストメニューから「ブックマ

ークを挿入」を選択します。

3. ブックマークの挿入ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。作成されるブックマークが静的なテキストの場合は

静的タブを、名前が XML ドキュメントや XPath 条件式から動的に取得される場合は動的タブを、静的ならびに動的なパーツか

ら構成される場合には静的ならびに動的タブを選択してください。以下のスクリーンショットでは、コンテキストノード以下の Name

子要素に対してユニークな名前を持った動的なブックマークが作成されます。
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4. 「OK」  をクリックすることでブックマークが定義されます。

作成されたブックマークはハイパーリンクから参照することができます。

メモ:  デザインにて指定された場所にブックマークは作成されます。繰り返し出現する要素内部が指定された場合、繰り返し出現する各

インスタンス要素内部にブックマークが作成されます。静的な名前が与えられた場合、これらブックマーク全てに同じ名前が与えられ

ます。そのため繰り返し出現する要素に対しては、例えばコンテキストノード（ブックマークが作成されたノード）の子要素にあるコンテ

ンツを選択するような動的な名前を指定することが望まれます。動的な方法により選択される複数のインスタンスノードに同じコンテ

ンツが含まれる場合、generated-id() 関数により生成される名前により、ブックマーク名の一意性を保証することができます（以下

のスクリーンショットを参照）。ブックマークの参照を行うには、同じ ID を ハイパーリンクの href 値として生成することができます。こ

の場合、generate-id() 関数の前にフラグメント識別子の # を使用するようにしてください。XPath 条件式は concat('#',

generate-id(nodeXXX)) となります。

ブックマークの修正

作成されたブックマークの名前は、ブックマークの編集ダイアログにて修正することができます。以下の操作によりダイアログへアクセスすることがで

きます：

1. デザインにあるブックマークを選択します。

2. プロパティサイドバーのブックマークグループにあるブックマーク名プロパティの編集ボタンをクリックします（以

下のスクリーンショットを参照）。上記のブックマークの挿入ダイアログと同じ機能を持ったブックマークの編集ダ

イアログが表示されます（上のスクリーンショットを参照）。

3. ブックマークの編集ダイアログにて静的、動的、または静的ならびに動的タブにてブックマークの名前を編

集してください。

ブックマークの削除

ブックマークを削除するには、デザイン上のブックマークが選択された状態で、Delete  キーを押下してください。
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関連項目

· ハイパーリンクの定義 ： ブックマークへのハイパーリンクへの作成方法について記述されます。

· 挿入 | ブックマーク ： ブックマークの挿入について記述されます。 

7.6.7.2  ハイパーリンクの定義

ハイパーリンクはテキストやイメージといった SPS コンポーネントの周りに作成されます。ハイパーリンクのターゲットには (i) SPS デザイン内部

にあるブックマーク、または (ii) ウェブページや電子メールのメッセージといった外部リソースを使用することができます。このセクションではハイパー

リンクのコンテンツ（テキストやイメージなど）について、そしてハイパーリンクのターゲットについて説明します。

ハイパーリンクの作成

以下の操作によりハイパーリンクを作成することができます：

· （静的または動的な）テキスト、ノード、イメージ、条件テンプレート、自動計算、コンテンツやノードのブロッ

クの周りで： 入力フィールドやコンボボックスといったデータ入力デバイスの周りにハイパーリンクを作成

することはできませんが、データ入力デバイスを含んでいるノードや条件テンプレートの周りに作成するこ

とはできます。囲まれた対象が、リンクのコンテンツとなります。コンポーネントの周りにハイパーリンクを

作成するには、そのコンポーネントが選択されている状態で、メニューオプションから「タグで囲む | ハイ

パーリンク」を選択してください。

· メニューオプションの「挿入 | ハイパーリンクを挿入」によりハイパーリンクを挿入： 新たに作成されたハ

イパーリンクのタグ内部に、リンクのコンテンツを追加する必要があります。

ハイパーリンクのターゲットを定義

タグで囲む | ハイパーリンク または 挿入 | ハイパーリンクによりアクセスすることができるハイパーリンクの挿入ダイアログではハイパーリンクの

ターゲットを作成することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

リンクのターゲットは以下のどれかになります：

· 同一 SPS デザインにある ブックマーク： ターゲット URI はフラグメント識別子となります。

· ブックマークのアンカーに対して動的に作成されたもの ： これらの URI もフラグメント識別子となります。

· 外部リソース： URI は（直接入力された）静的なもの、（XML ドキュメント内のノードから得られる）動的なもの、静的ならびに動

的なパーツから構成されるもの、またはパースされていないエンティティのどれかとなります。
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以下ではこれらのターゲットを定義する方法について説明します。ハイパーリンクの挿入/編集ダイアログにて URI を定義して、「OK」  をク

リックして完了します。

ブックマークへのリンク作成

以下の操作によりブックマークへのリンクを作成することができます：

1. ハイパーリンクの挿入ダイアログにある静的タブにてブックマークボタンをクリックします。この操作により

ドキュメント内のブックマークを選択するダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。以

下に示されるスクリーンショットには、静的なブックマークが１つ、動的なブックマークが１つ表示されていま

す。

2. 静的なブックマークをターゲット URI として選択するには、静的なブックマークをダブルクリックして 「OK」

をクリックします。動的なブックマークをダブルクリックした場合、選択された動的なブックマークにマッチす

る XPath 条件式を入力するように促されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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動的なブックマーク の実体は、（それ自身がブックマークの名前でない場合）ブックマークの名前を生成する

XPath 条件式となります。動的ブックマークへのハイパーリンク作成ダイアログには動的なブックマークの

XPath 条件式が表示されており、ターゲットとなるブックマークにマッチする名前を生成する XPath 条件式

を構築することができます。「OK」 をクリックして完了します。

動的に作成された ID ブックマークへのリンク作成

ブックマークには、 動的に生成された ID アンカー を含めることができます。このようなブックマークへのリンクを作成する場合、アンカーはランタイ

ムにて動的に生成されるため、このようなアンカーに対して ハイパーリンク の href 値をどのようにセットするかが問題になります。動的に生成さ

れるアンカーに対しては generate-id() 関数を、 ハイパーリンクの href 値の内部で使用することになります。変換が一度だけ行われた場

合、generate-id() 関数が同一のノードに対して評価されると、常に同一の ID が生成されます。これにより、ブックマークとハイパーリンクにて

生成された ID が同一のものとなります。

以下の２点に留意する必要があります：

· generate-id() 関数は XPath 条件式として評価する必要があるため、ハイパーリンクのターゲットをセットす

るにはハイパーリンクの挿入ダイアログにある動的タブを選択する必要があります。

· href 属性で評価される値は（フラグメント識別子を表す） # からはじめる必要があります。従って XPath 条

件式は concat('#', generate-id(nodeXXX)) のような形式となります。静的ならびに動的タブにて、# をアドレス

の静的パートに入力し、generate-id(nodeXXX) を動的パートに入力することもできます。

外部リソースへのリンク作成

以下の操作により、外部リソースを選択するための URI を構築することができます：

· ハイパーリンクの挿入タブにある静的タブにて URI を直接入力する： 例えば静的タブのアドレス入力フィー

ルドに対して Altova ウェブページ (http://www.altova.com/) へのリンクを直接入力することができます。

· ハイパーリンクの挿入ダイアログにある動的タブの XML ドキュメントソースにてノードを選択する： XML ソ

ース内部にあるノードから、(i) ターゲットとなる URI、または (ii) 目的の URI を値として含んでいる パースされ

ていないエンティティ 名のどれかを表すテキスト文字列を与えることになります。例えば Altova ウェブサイトのアドレスを、ノード内に

あるテキスト文字列として含めることができます。

· ハイパーリンクの挿入ダイアログにある静的ならびに動的タブにて、静的ならびに動的なパーツから構成

される URI を構築する： この機能は静的な（例えばプロトコルを表す）接頭語や（例えばドメイン名を表す）

接尾語を追加する際に使用することができます。例えば mailto: という静的なパーツと //Contact/@email ノ
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ードのコンテンツから得られた文字列を組み合わせることにより、電子メールアドレスを構築します（以下

のスクリーンショットでは、//Contact/@email ノードのコンテンツプレースホルダへのリンクが作成されてお

り、自分自身のノードを表す self::node() の短縮形 . が使用されています）。

パースされていないエンティティを使用する方法については、 パースされていないエンティティ URI のセクションを参照ください。

ハイパーリンクプロパティの編集

ハイパーリンクを編集するにはハイパーリンクの開始または終了タグを右クリックして、コンテキストメニューから UR I の編集を選択します。ハ

イパーリンクの編集ダイアログが表示されます（上のスクリーンショットを参照）。プロパティウィンドウのハイパーリンクグループ内にある URL プロ

パティからも、ハイパーリンクの編集ダイアログへアクセスすることができます。

ハイパーリンクの削除

ハイパーリンクを削除するには、ハイパーリンクの開始または終了タグをクリックしてハイパーリンクを選択し、Delete  キーを押下します。ハイパ

ーリンクとそのコンテンツが削除されます。

関連項目

· ブックマークの挿入 

· パースされていないエンティティ URI 

· 挿入 | ハイパーリンク 
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8 表示方法と出力

SPS デザインでは、同一のスタイル機能がコンポーネントに対して定義されます。 これらのスタイル情報は、それぞれの出力にて対応するスタ

イルマークアップへ変換されます。 ( Enterprise Edition の Authentic View  HTML、RTF、 PDF および W ord 2007+、

Professional Edition の  Authentic View、Basic Edition の HTML と RTF ) 

メモ: （HTML 以外の）RTF や PDF、Word 2007+ といった印刷媒体をベースにした出力フォーマットは、Basic

Edition の StyleVision にてサポートされません。そのため、（ページのヘッダーやフッターを追加すると

いった）出力オプションは Basic Edition にて無効にされています。これらの機能を使用するには、（RTF

出力機能を含む）Professional Edition のライセンス、または（RTF、PDF、Word 2007+ の出力機能を含

む）Enterprise Edition のライセンスをお求めください。詳細については Altova W eb サイト エディションの比較ペ

ージを参照ください。

SPS コンポーネントのスタイル

SPS コンポーネントの全スタイルには CSS2 の構文が使用されます。スタイルは外部のスタイルシートにて、SPS 全体に対してグローバル

に、そして特定のコンポーネントに対してローカルに定義することができます。CSS2 のカスケード順位が SPS に対して適用されることで、ス

タイルのデザインにおける柔軟性が飛躍的に向上します。CSS スタイルの使用方法については、このセクションのサブセクションである CSS

スタイルと作業 にて記述されます。

スタイルプロパティの値は、スタイルまたはプロパティサイドバーにて直接入力することができるほか、 XPath 式を介してセットすることもできま

す。XPath 条件式を使用することで、(i) プロパティの値を XML ファイルから取得し、(ii) XPath 条件式で記述された条件に従ったかたち

でプロパティの値を割り当てることができるようになります。

その他にも、SPS デザインでは特定の HTML 要素を SPS コンポーネントのマークアップとして使用することができます。これら 定義済みの

フォーマット は HTML 出力に渡されます。このようなマークアップは、SPS コンポーネントのスタイルとしても使用することができます。CSS ス

タイルが定義済みのフォーマットに対して適用されると、CSS スタイルが定義済みフォーマットのスタイルよりも高い優先度で処理されます。定

義済みのフォーマットについては、このセクションのサブセクションである 定義済みのフォーマット にて記述されます。

関連項目

· 使用方法の概要 

· デザインサイドバー 

http://www.altova.com/
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8.1 定義済みのフォーマット

StyleVision  では、HTML 要素に対応する数々の定義済みフォーマットを使用することができます（以下のスクリーンショットを参照）。定

義済みのフォーマットをデザイン内部にあるコンポーネントに対して適用すると、選択された HTML 上の意味を持つようにコンポーネントがマー

クアップされます。この操作により２つの効果が期待できます：

· 選択された定義済みのフォーマットに対して、HTML 要素固有のフォーマットが適用されます。

· コンポーネントが段落というコンポーネントタイプに含まれ、コンポーネントタイプに対して ローカルスタイルを定義する

ことが可能になります。

定義済みのフォーマットを割り当てる

メニューオプションの「挿入 | 特殊な段落を挿入」から目的のフォーマットを選択するか、ツールバーにあるフォーマットドロップダウンリスト

から目的のフォーマットを選択することで、定義済みのフォーマットを割り当てることができます。

固有のスタイル

StyleVision にて使用される定義済みフォーマットには、以下にあるスタイルコンポーネントのうちの１つまたは両方が含まれます：

· テキストスタイルコンポーネント

· 余白コンポーネント

例えば、定義済みの段落(p) フォーマットには余白コンポーネントだけが含まれており、選択されたコンポーネントの直前と直後に水平方向の

余白が挿入され、テキストのスタイルが適用されることはありません。それとは別に、見出し1(h1) フォーマットにはテキストスタイルコンポーネント

と余白コンポーネントの両方が含まれます。

定義済みのフォーマットにおける以下のスタイル情報について留意してください：

· 定義済みフォーマットの余白コンポーネントは全種類の SPS コンポーネントに対して適用されますが、テキストスタイルは適用できる時だ

け適用されます。例えば、イメージを選択して 見出し1(h1) の定義済みフォーマットを適用すると余白コンポーネントが適用されるのに対し

て、テキストスタイルコンポーネントは適用されません。

· 定義済みフォーマットのテキストスタイルコンポーネントはデータ入力デバイスに対して適用されません。

· 同一のコンポーネントに対して適用される定義済みフォーマットは１つだけです。

· 整形済みテキスト(pre) 定義済みフォーマットでは、HTML の pre タブを適用した時と同様のフォーマット結果を得ることができます。テキ

スト内にある改行ならびに空白スペースはそのまま保持され、表示には（Courier のような）等角フォントが使用されます。テキストにより構

成される段落のように、改行を持たない行の場合、整形済みテキスト(pre) 定義済みフォーマットによりテキストの折り返しが行われること

はありません。テキストの折り返しを行う場合、整形済みテキスト(pre wrap) を使用してください。

定義済みのフォーマットのための追加スタイルを定義する

定義済みのフォーマットを選択して スタイルサイドバーからローカルスタイルを適用することで、固有のスタイルとは別の定義を指定することがで

きます。
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関連項目

· CSS スタイルをローカルに定義する 
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8.2 出力のエスケープ

テキスト文字列内にある文字が文字参照またはエンティティ参照として記述されている場合、その文字がエスケープされた状態となります。参

照は（文字参照かエンティティ参照かに関わらず）アンパサンド (&) 文字で始まりセミコロン (;) にて終わります。例えば. .

· A という文字に対する16進数（または Unicode）の文字参照は &#x41;  となります。

· A という文字に対する10進数の文字参照は  &#65;  となります。

· & という文字に対する HTML（ならびに XML）エンティティ参照は  &amp; となります。

· &  という文字に対する16進数（または Unicode）の文字参照は  &#x26;  となります。

· &  という文字に対する10進数の文字参照は  &#38;  となります。

· < という文字に対する HTML（ならびに XML）エンティティ参照は  &lt; となります。

出力のエスケープ

出力のエスケープとは入力にてエスケープされた文字を出力にて表示することを指し、出力にて文字参照またはエンティティ参照とし

て表示される文字のことを出力エスケープされた文字といいます。入力にてエスケープされた文字だけが出力エスケープできるという点に注意し

てください（以下のテーブルにある例を参照ください）。SPS では以下のものに対して出力エスケープを有効にすることができます：

· 静的テキストのフラグメント

· contents プレースホルダ

· 自動計算

プロパティのテキストグループにある disable-output-escaping 属性にて設定を行うことができます。プロパティのデフォルト値は「いいえ」に

なっており、出力のエスケープが行われることは無く、入力にてエスケープされた文字はデフォルトでエスケープされます（以下のテーブルにある例

を参照ください）。

 

以下の操作により出力のエスケープを無効化することができます：

1. 出力のエスケープの無効化を行う (i) 静的テキスト、または (ii) 静的テキストのフラグメント、(iii) コンテンツプレ

ースホルダ、または (iv) 自動計算を選択します。

2. プロパティサイドバーにて、テキストアイテムのテキストグループを選択し、disable-output-escaping 属性の値とし

て表示される個々の出力または全ての出力を選択します。選択可能な値を以下に示します：

· HTML に： HTML 出力に対して disable-output-escaping の値が「はい」になります。

· Authentic に： Authentic 出力に対して disable-output-escaping の値が「はい」になります。Authentic ビューに対

する出力エスケープを無効にする機能は、Enterprise エディションの Authentic ビュー（つまり Enterprise

エディションのStyleVision、Authentic Desktop、Authentic Browser、XMLSpy）でしか使用できない点に注意し

てください。.

· 全てに： 全ての出力に対して disable-output-escaping の値が「はい」になります。

特定の出力（例えば HTML 出力）に対して出力エスケープが無効になっている場合、選択されたテキストはその出力フォーマットにてエスケ

ープされず、その他の出力フォーマットにてエスケープされます。

 

出力エスケープが無効/有効になっている状態で、テキストがどのように表示されるかを以下のテーブルに示します。

静的テキスト disable-output-escaping 出力テキスト

&amp; いいえ &amp;

&amp; はい &

& いいえ &

& はい &
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&lt; いいえ &lt;

&lt; はい <

&#65; いいえ &#65;

&#65; はい A

&amp;lt; いいえ &amp;lt;

&amp;lt; はい <

&amp;amp;lt; はい &lt;

&amp;&lt; はい &<

メモ: disable-output-escaping は、Enterprise エディションの Authentic View でのみサポートされます。

出力フォーマットごとに出力エスケープを無効化する

出力エスケープを無効化したとしても、ある出力にとって意味のあるテキストが別の出力では意味を持たない場合も考えられます。例えば、

(ハイライトされた)エスケープ文字が存在する、以下の入力テキストを考えてみましょう：

&lt;b&gt;This text is bold.&lt;/b&gt;

出力エスケープが無効化されている場合、出力は以下のようになります：

<b>This text is bold.</b> 

HTML 出力に対して出力エスケープが無効化されている状態でこの出力がブラウザーにて閲覧されると、文字列のマークアップが HTML ブラ

ウザーにより処理され、太字でテキストが表示されるようになります：

This text is bold.

しかし、その他の出力フォーマット（例えば PDF）で同じ文字列が出力されても、HTML 出力では意味のあるマークアップが、その他のフォー

マットでも意味を持つとは限りません。上記にある例の場合、（出力エスケープを無効にすることで得られる）エスケープされていないテキストは、

PDF フォーマットで以下のように表示されます：

<b>This text is bold.</b> 

上記の例で見られるように、出力エスケープを無効にすることで得られる出力テキストは、ある出力フォーマットでコードとして読み取られる一方

で、その他の出力では通常のテキストとして読み取られます。disable-output-escaping プロパティを使用する際には、この違いについて

常に留意する必要があります。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入 

· 自動計算 

· デザインビュー シンボル 
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8.3 値フォーマット (数値データ型のフォーマット)

値フォーマットを使用することで、数値型の XML スキーマデータ型ノード(下のリスト)に収められたコンテンツを、元のデータ型を使って表示と

は違うフォーマットで表示することができます。例えば、xs:date データ型のノードは YYYY-MM-DD に、+02:00 といったオプションのタイムゾー

ンコンポーネントが付随した形式になります。値のフォーマットは HTML 出力にて表示することもできます。自動計算の結果が数値型のデー

タ型の表記にマッチする場合、自動計算の結果に対して値のフォーマットを使用することもできます(下のリスト) 。

このセクションのサブセクションでは、以下の項目について記述されます：

· 値フォーマットメカニズムの動作方法

· 値フォーマットを定義するための構文

メモ: 値フォーマットにより XML ドキュメントに収められているデータの形式が変更されることはありません。妥

当な XML ドキュメントでは、そのノードのデータ型に対して適切な形式でデータが常に収められます。値

フォーマットは、  出力の表示を行うために使用されます。

値フォーマットが使用できる数値型のデータ型

以下のデータ型に対して値フォーマットを使用することができます：

· xs:decimal ならびに xs:integer： xs:integer から派生した12の内蔵型

· xs:double ならびに xs:float： 値の最小値は 0.000001、最大値は 1,000,000 となります。この範囲に入らない値は

（例えば 1.0E7 といった）別の形式で表示され、値のフォーマットを適用することはできません。

· xs:date、xs:dateTime、xs:duration

· xs:gYear、xs:gYearMonth、xs:gMonth、xs:gMonthDay、xs:gDay 

メモ: Basic エディションでは Authentic View がサポートされていないため、全てのフォーマットはサポートされま

せん。

関連項目

· 日付のフォーマット 

8.3 .1 値フォーマットのメカニズム

値フォーマットは以下のアイテムに対して適用することができます：

· SPS にてコンテンツならびに入力フィールドとして表示されている xs:decimal や xs:date といった 数値型

のデータ型ノード 

· 数値型のデータ型フォーマットの形式に収まる自動計算の結果

値フォーマットの定義

以下の操作により SPS に対してノードまたは自動計算を定義することができます：

1. コンテンツプレースホルダやノードの入力フィールド、または自動計算を選択します。
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2. プロパティサイドバーにて自動計算グループにある値フォーマットのアイテムを選択します。値フォーマットプロパ

ティにある編集ボタン  をクリックします。コンポーネントを右クリックして、コンテキストメニューから値フォー

マットの編集を選択します。値フォーマットのダイアログが表示されます。選択されたコンポーネントがノードま

たは自動計算であるかによりダイアログの表示が変化します。以下のスクリーンショットで示されるスクリーン

ショットは、xs:date データ型のノードからダイアログを表示したものです。

上のスクリーンショットにて示されるダイアログには、型 'date' のフォーマットが含まれており、xs:date データ

型に対する標準的なフォーマットが書式なしのラジオボタンにも表示されています。その他のデータ型のノ

ードに対して、この記述内容は変化します。

選択されたコンポーネントが自動計算の場合、ダイアログは以下の様に表示されます。
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3. コンポーネントの値がフォーマットされたかたちで表示するのかを指定することができます。出力をフォーマットされないかたちで表示す

るには、書式なしラジオボタンを選択してください。XML スキーマ値としてフォーマットラジオボタンを選択することで、値

のフォーマットを行うことができます。値のフォーマットを行わない場合、選択されたノードや自動計算結果のデータ型に対して標準

的なフォーマットが出力では適用されます。自動計算に対して XML スキーマ値としてフォーマットを選択した場合、（ド

ロップダウンリストから）期待されている自動計算結果のデータ型を選択する必要があります。

4. 値フォーマットの定義を入力します。定義は、(i) ドロップダウンリストから、そのデータ型に対して使用でき

るオプションを選択する（上のスクリーンショットにある出力ドキュメント内のフォーマットを参照ください）、

(ii) 入力フィールド内に定義を直接入力する、(iii) フィールドの挿入ならびにフィールドオプションを使用

することで、適切な定義を構築することができます。フォーマットのオプションについては、 値フォーマット構文

を参照ください。

構文のエラー

構文内にエラーがある場合、以下のような振る舞いが行われます：

· 定義が赤色で表示されます。

· 赤色のエラーメッセージが入力フィールド以下に表示されます。

· 値フォーマットダイアログの 「OK」  ボタンが無効になります。

· 値フォーマットダイアログのエラーへ移動ボタンが有効になります。ボタンをクリックすると、フォーマット定義にて構文エラーが発生した箇

所にカーソルが配置されます。

データとデータ型フォーマットのミスマッチ

XML ノードに入力されたデータがそのノードのデータ型の形式にマッチしない、または自動計算の結果が期待されたデータ型の形式にマッチし

ない場合、フォーマットは未定義となり、正しいかたちで出力で表示されません。

値フォーマットを出力へ適用する

定義した値フォーマットは、Enterprise ならびに Professional エディションでサポートされる  Authentic View に適用されます。
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全てではないものの、値フォーマットの定義によっては、 HTML o出力へ適用できるものもあります。その他の出力へも値フォーマットを適用す

るには、同じフォーマットを XMLSpy 出力へ適用チェックボックスにチェックを入れてください。このオプションがチェックされていない場合、

Authentic View にて値フォーマットが使用され、その他の出力ではコンポーネントのデータ型で使用される標準的なフォーマットにて値が表

示されます。

関連項目

· 値フォーマット構文

· 日付のフォーマット 

8.3 .2 値フォーマットの構文

値フォーマットの構文は以下のようになります：

([prefix character/s]fie ld[suffix character/s][ {fie ld-オプション1,fie ld-option2,...}])+

ここで prefix character/s と suffix character/s は、配置とプラス/マイナス記号を表示するかを指定するオプショ

ンの指定子で、

fie ld は任意のデータ型依存のフォーマットまたはテキストとなり、

{fie ld-option(s)} は更なるフォーマットオプションを定義するオプションの修飾子となります。

定義構文の説明

値フォーマットの定義は以下のように構築されます：

· 値フォーマットの定義は１つ以上のフィールドから構成されます。例えば、DD Month YYYY には３つのフィールド

が含まれます。

· フィールドは連結して使用することもできるほか、空白スペース、ハイフン、コンマ、コロン、ピリオド、または引用

句（' または "）に囲まれたテキスト文字列により区切られたかたちで使用することができます。例えば、DD-

Month' in the year 'YYYY という定義では、DD と Month というフィールドがハイフンにより区切られ、Month と YYYY

フィールドが、引用句で囲まれたテキストにより区切られています。

· フィールドにはオプションの接頭文字や接尾文字を加えることができます（例： <+###,##0.00）。

· フィールドには必要に応じて使用できるフィールドオプションを含めることができます。各フィールドオプションは角かっこ内に含め、フィールドの

直後に配置する必要があります。複数のフィールドオプションを使用する場合、コンマ (",") にて分離する必要があります。例えば、DD

Month[uc,ro] YYYY という定義では、uc と ro が Month フィールドに対するフィールドオプションとなります。

例

xs:decimal データ型に対する値フォーマットの例を以下に示します：

"$"(##0.00)

出力は以下のようになります：

$ 25.00

$ 25.42

$267.56

xs:date データ型に対する値フォーマットの例を以下に示します：

DD Month{uc,ro} YYYY
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ここで、 uc ならびに ro は、それぞれ Month フィールドを大文字の読み取り専用にするためのフィールドオプションとなります。

出力は以下のようになります：

24 SEPTEMBER 2003

フィールドタイプ

フィールドタイプは、データのコンポーネントと、そのコンポーネントがどのように表示されるのかを表します。フィールドタイプにおける固有のフォー

マットは、接頭部ならびに接尾部にある修飾子やフィールドオプションにより修正することができます。以下のテーブルには利用可能なフィールド

タイプが表示されます。値フォーマットダイアログのドロップダウンメニューには、特定の型に使用されるフィールドと、フィールドだけの値フォーマット

定義が含まれます。定義を選択し、接頭部の修飾子、接尾部の修飾子、フィールドオプションを必要に応じて加えることになります。

フィールドタイプ 説明

# 指定された場所に対応する数値が無い場合、空白

になります

0 指定された場所に対応する数値がない場合、0 に

なります

. 小数点

, 数値グループのセパレーター

Y 年

y 年（base = 1900）、下記のメモを参照ください

MM 月、２文字分の長さが必要

DD 日、２文字分の長さが必要、

W 週の番号

d 曜日の番号（1 から 7）

i 日付の番号（1 から 366）

hh 時（0 から 23）、２文字分の長さが必要

HH 時（1 から 12）、２文字分の長さが必要

mm 分、２文字分の長さが必要

ss 秒、２文字分の長さが必要

AM AM または PM

am am または pm

AD AD または BC

ad ad または bc

CE CE または BCE

ce ce または bce
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フィールドタイプ 説明

Weekday 曜日（Sunday, Monday. . .）

WEEKDAY 曜日（SUNDAY,  MONDAY. . .）

weekday 曜日（sunday, monday. . .）

Wkd 曜日（Sun, Mon. . .）

WKD 曜日（SUN, MON.. .）

wkd 曜日（sun, mon. . .）

Month 月（January, February. . .）

MONTH 月（JANUARY,  FEBRUARY. . .）

month 月（january, february. . .）

Mon 月（Jan, Feb. . .）

MON 月（JAN, FEB. . .）

mon 月（jan, feb. . .）

フィールドの長さと入力値の長さに関するメモ

データコンポーネントの長さに関する以下の点に留意してください：

データフィールドの長さ： MM、DD、HH、hh、mm、ss といったフィールドが使用された場合、定義の中に２文字分の

長さを与える必要があります。y または Y フィールドが使用された場合、定義で使用されている y または Y 文字の

数により、出力の長さが決定されます。例えば、YYY という文字を指定した場合、2006 に対応した出力の値は 006

になり、YYYYYY という定義の場合、002006 となります。下記にある base 年に関するメモも参照ください。

フィールドの長さを延長： * （アスタリスク）を使うことで、意味を持たない数値フィールド（integer や decimal な

ど）の長さを延長することができます。decimal の場合、小数点の前と後の両方で使用することができます。例え

ば、*0.00* という値フォーマットでは、0 により指定された場所だけではなく、整数部部分と小数点以下にある任意

の場所で、数値が空の時には 0 が使用されるようになります。

メモ: フィールドによりテキストのレンダリングが行われない場合、Windows の地域オプションが原因である場合

もあります。例えば Windows の地域言語設定がドイツ語になっている場合、AM/PM フィールドに対して

空の文字列が返されます。

接頭部ならびに接尾部の修飾子

接頭部ならびに接尾部の修飾子により、テキスト配置とフィールドのポジティブ/ネガティブ表示を修正することができます。接頭ならびに接尾で

使用することのできる修飾子を以下のテーブルに示します。

接頭 接尾 説明

<  左揃えを行い、テキストに対してデフォルトの振る舞いを行います。数値に対しては、

デフォルトで右揃えとなっています。

>  数値に対する右揃えを行います。

?  負の数値に対してマイナスのシンボルを付け加えます。数値に対するデフォルトのオプ

ションになります。
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<?  負の数値に対してマイナス記号を左寄せして表示します。マイナス記号の後には左

寄せされた数値が続きます。

<?>  負の数値に対してマイナス記号を左寄せして表示します。数値は右寄せにより表

示されます。

- - 負の数値に対して、マイナス記号が隣り合わせで表示され、そうでない場合は空白

が表示されます。接頭部にて指定されると数値の前にマイナス記号が、接尾部の場

合は数値の後に記号が表示されます。

<- >- 負の数値に対してマイナス記号が表示され、それ以外の場合には空白となります。

数値と記号は隣り合って表示され、接頭部の場合は数値の前にマイナス記号が、

接尾部の場合は数値の後に記号が表示されます。

<->  負の数値に対してマイナス記号が表示されます。数値は右寄せにより表示されま

す。

+ + 常にプラスまたはマイナス記号を数値の隣に表示します。接頭部では数値の前に、

接尾部では数値の後に表示されます。

<+ >+ 常にプラスまたはマイナス記号を数値の隣に表示します。接頭部は左寄せ、接尾

部は右寄せで表示が行われます。

<+>  常にプラスまたはマイナス記号を表示します。記号は左寄せで表示され、数値は右

寄せで表示されます。

( ) 負の数値の場合かっこが表示され、それ以外の場合は空白が数値の隣に表示され

ます。

<(  負の数値の場合かっこが表示され、それ以外の場合は空白が数値の隣に左寄せで

表示されます。

<(>  負の数値の場合かっこが表示され、それ以外の場合は空白が表示されます。左かっ

こが左寄せで表示され、その後に数値、そして数値の隣に右かっこが表示されます。

[ ] 負の数値の場合かっこが表示され、それ以外の場合は空白が数値の隣に表示され

ます。

* * （接頭部にて）左側に対して、かつ（接尾部にて）右側に対して数値の延長を行い

ます。

_ _ 空白スペース。

^ ^ オプションで定義された文字の挿入。

 th 英語における序数（1st、2nd、3rd、4th など）。

 TH 英語における序数（1ST、2ND、3RD、4TH など）。

フィールドオプション

フィールドオプションにより、高度な修正をフィールドに対して行うことができます。以下のオプションを使用することができます：

オプション 説明

uc 大文字に変換。

lc 小文字に変換。
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left 左寄せ。

right 右寄せ。

ro （XML にある）値の読み取りだけで、編集を許可しない。

edit 編集可能なフィールド（デフォルトで有効）。

dec=<char> 小数点の文字を指定（デフォルトではピリオド）。

sep=<char> 数値の区切りに使用される文字を指定（デフォルトではコンマ）。

fill=<char> 塗りつぶしに使用する文字を指定します。

base=<year> 年フィールドの base 年を指定（以下のメモを参照）。

pos プラス記号だけを表示、負の数値の入力を行うこともできます。

フィールドオプションを使用することで、小数点にコンマを使用して、数値の区切りにピリオドを使用するという欧州式の数値フォーマットを生成

することができます（例： 123.456,78）。

 

上の値を生成するために使用される値フォーマットは以下のようになります： ###,###.##(dec=,,sep=.)。

フィールドには英国式のフォーマットが指定されたままになっている一方で、dec ならびに sep オプションにより数値の小数点と区切り記号が

W indows OS の地域設定に従い指定されている点に注目してください (コントロールパネル | すべてのアイテム | 地域 | フォーマッ

ト)。

関連項目

· 値フォーマットのメカニズム

· 日付のフォーマット 
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8.4 CSS スタイルを使用する

SPS ドキュメントのスタイルは CSS ルールによりデザインされます。スタイルルールは以下のように指定することができます：

· 外部 CSS スタイルシートにて：  デザイン概要 サイドバーと スタイルレポジトリ サイドバーから外部 CSS スタイルシートを追加

することができます。

· グローバルスタイル にて： SPS の内部ならびにその開始部分で定義が行われます（HTML 出力では、これらグローバルスタイルが

head 要素内にある style 子要素にて定義されます）。グローバルスタイルはスタイルリポジトリサイドバーにて定義

されます。

· ドキュメントにある個々のコンポーネントに対してローカルで： HTML 出力では、これらのルールが個々の HTML 要素

内にある style 属性にて定義されます。ローカルのスタイルルールは スタイル サイドバーにて定義されます。

上記のメカニズムによりスタイルを作成する方法の詳細については、このセクション以下にあるサブセクションにて記述されます。

用語解説

CSS スタイルシートは１つ以上のスタイルルールにより構成されます。ルールは以下のように表示されます：

H1 { color: blue } 

または：

H1 { color: blue;

  margin-top: 16px; } 

各ルールにはセレクター（上の例における H1）と宣言（color: blue）が含まれます。宣言はプロパティ（例えば color）と値（blue）が含まれま

す。各プロパティと値のペアのことをスタイル定義と言います。StyleVision では、CSS スタイルを スタイル サイドバー（ローカルスタイル）なら

びにスタイルレポジトリサイドバー（グローバルスタイル）にて定義されます。

カスケードの順序

CSS ではカスケード順序が適用されます。これにより、評価されるルールの順序は以下のように決定されます：

1. 宣言場所： 外部スタイルシートの優先度はグローバルスタイルよりも低く、グローバルスタイルの優先度はローカルスタイルよりも低くなり

ます。外部スタイルシートはインポートされたものとして扱われ、後からインポートされたスタイルシートがより高い優先度を持つようになりま

す。

2. 詳細性： 同じ要素に対して２つのルールが適用された場合、より詳細なセレクターがより高い優先度を持つよ

うになります。

3. 順序： ２つのルールが同じ場所から同じ詳細性を持っている場合、スタイルシートの後の方に出現するルール

がより高い優先度を持つようになります。スタイルシートがインポートされる場合、インポート元スタイルシートの

前に来るものとして処理されます。

モジュール SPS における CSS スタイル

SPS モジュールが別の SPSへ追加された場合、参照元の SPS にある CSS スタイルが、追加されたモジュール内のスタイルよりも高い優

先度を持つようになります。複数のモジュールが追加された場合、これらモジュール内にある CSS スタイルのうち、より下部にあるスタイルが高

い優先度を持つようになります。モジュール SPS に関する情報については モジュール SPS のセクションを参照ください。

CSS サポートin Internet Explorer

IE 6.0 より前の Internet Explorer (IE) では、IE 6.0 以降とは異なる CSS ルールの解釈が行われます。従って、デザイナーにとって、

どのバージョンの IE に対してデザインを行うのかが重要になります。6.0 以降の IE では新旧両方の解釈を行うことができ、新しいバージョン

にて過去の解釈を行うこともできます。IE 6.0 以降で使用される解釈方法は HTML ドキュメントコード内部で指定することができます。

SPS では、 指定 により HTML 出力ドキュメントのスタイルを、 Internet Explorer の古い/新しい解釈 によりデザインすることができま
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す。選択された解釈方法に従うかたちで CSS スタイルを定義することができます。詳細については: プロパティ:  CSS サポートを参照くださ

い。

メモ: CSS の仕様に関する詳細については、 http://www.w3.org/TR/REC-CSS2/ を参照ください。

関連項目

· スタイルレポジトリ サイドバー

· スタイル サイドバー 

· CSS サポート 

· モジュール SPS 

8.4 .1 外部スタイルシート

このセクションでは StyleVision の GUI から外部 CSS スタイルシートを管理する方法について説明します。以下にある項目を説明しま

す：

· 外部 CSS スタイルシートを SPS へ追加する 

· 外部 CSS スタイルシートにおけるコンテンツの確認と修正を行う 

· 優先順位を変更する 

· CSS スタイルシートセットと、単一の CSS スタイルシートを切り替える 

外部 CSS スタイルシートは、 スタイルレポジトリ サイドバー と デザイン概要サイドバーという２つのサイドバーにて管理することができます。外

部スタイルシートが両方のサイドバーに表示されている場合、あるサイドバーにて行われた変更は、自動的に他のサイドバーにも反映されま

す。

外部 CSS スタイルシート SPS に追加する

以下の操作により外部 CSS スタイルシートを SPS へ割り当てる事ができます： 

1. デザインビューにてスタイルリポジトリウィンドウにある外部アイテムを選択します（以下のスクリーンショットを参

照）。

2. スタイルリポジトリツールバーの左側にある追加ボタンをクリックします（上のスクリーンショットを参照）

3. ファイルを開くダイアログが表示されるので、目的の CSS ファイルを選択し開くボタンをクリックします。

CSS ファイルが外部アイテム以下に追加されます（以下にある表示を参照ください）。

4. ステップ１から３を繰り返すことで、別の外部 CSS スタイルシートを追加することができます。それらの

CSS スタイルシートは外部アイテムの、それまでに追加された外部 CSS スタイルシート以下に追加されま

す。

メモ: デザイン概要 サイドバーからも外部 CSS スタイルシートを追加することができます。

http://www.w3.org/TR/REC-CSS2/
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外部 CSS スタイルシートの確認と修正

外部 CSS スタイルシートのツリーは以下のように構成されます（以下にあるスクリーンショットも参照ください）：

-  CSS-1 . css   （マウスオーバーによりファイルの位置が表示されます）

  -  Med i a  （スタイルリポジトリウィンドウにて定義することができます）

  -  Rul es  （そのまま編集することはできず、CSS ファイル内部で編集を行う必要があります）

    - Selector-1

      - Property-1

      - ...

      - Property-N

    - ...

    - Selector-N

+ ...

+ CSS-N.css

スタイルリポジトリウィンドウでは、そのスタイルシートが適用されるメディアを編集することができます。アイテムの右側にある矢印アイコンをクリック

して、ドロップダウンリストから目的のメディアを選択してください。外部 CSS スタイルシートに定義されたルールがスタイルリポジトリウィンドウに

表示されますが、編集することはできません。各アイテムの左にある + および - シンボルをクリックすることで、ツリー内部にあるセレクターアイテ

ムを展開/縮退することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

 

外部スタイルシートを削除するには、スタイルシートが選択された状態でスタイルリポジトリツールバーにあるリセットボタンをクリックしてくださ

い。

外部 CSS スタイルシートの優先順位を変更する

スタイルリポジトリウィンドウにて割り当てられた外部 CSS スタイルシートは、@import 命令により HTML 出力ファイルへインポートされます。

HTML ファイルでは以下のような記述がなされます：

<html>

<head>
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<style>

<!-- 

@import url("ExternalCSS-1.css");

@import url("ExternalCSS-2.css")screen;

@import url("ExternalCSS-3.css")print;   

-->

</style>

</head>

<body/>

</html>

HTML ファイルにて表示されるファイルの順序は、スタイルリポジトリの外部ツリー以下ならびにデザイン概要サイドバーの CSS ファイルツリー

以下に表示されている順序に従います。スタイルリポジトリにて CSS ファイルの順序を変更するには、優先順位を変更するスタイルシートを

選択し、スタイルリポジトリツールバーにある上へ  ボタンまたは下へ  ボタンを使用することで、ツリーにおけるスタイルシートの位置

（優先順位）を変更してください。デザイン概要サイドバーでは CSS スタイルシートの編集ボタンをクリックして、必要に応じて上へまたは下

へコマンドを選択することができます。

 

重要： 最も下に表示されているスタイルシートが最も高いインポート優先度を持ち、表示されている順序が上がるにつれてスタイルシ

ートのインポート優先度が下がることに注意してください。上に示されている例のインポート優先度は (1) ExternalCSS-3.css、(2)

ExternalCSS-2.css、(3) ExternalCSS-1.css の順で高くなります。異なるスタイルシートにて定義された２つの CSS ルールが同じセレクタ

ーを持っている場合、より高いインポート優先順位のスタイルシートにあるルールが適用されます。 

すべての CSS ファイルと単一の CSS ファイルを切り替える

(i) 全ての CSS ファイルにあるルールをカスケードルールの優先順位に従い適用する他にも、(ii) 選択された CSS

ファイルのルールだけを適用することができます。このオプションはデザイン概要サイドバーから選択することがで

きます（以下のスクリーンショットを参照）。表示されている CSS ファイルの編集ボタンをクリックして、全ての CSS

ファイルからスタイルを混合コマンド、または XPath で CSS ファイルを選択コマンドを選択してください。このオ

プションはスタイルリポジトリウィンドウでも使用することができます。

XPath で CSS ファイルを選択コマンドをクリックした場合、XPath 条件式を入力するためのダイアログが表示さ

れます（以下のスクリーンショットを参照）。ダイアログ上部のペインに表示されているとおりに、SPS 内にある CSS

ファイルのどれかを評価する XPath 条件式を入力する必要があります。ファイル名を文字列として入力する場合、

その他全ての XPath 条件式と同様に、文字列をシングルクォートにより囲まなければならない点に注意してくださ

い。

· 全ての CSS ファイルにあるスタイルルールが使用される場合 ： Authentic ならびに HTML 出力の場合、選択された

CSS ファイルにある全てのルールが、ルールをサポートする全てのデザインコンポーネントに対して適用されま

す。 では、非クラスセレクタールールだけが、優先順位に従うかたちで全ての CSS ファイルから適用されます。
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関連項目

· スタイルレポジトリ 

· グローバルスタイル 

· ローカルスタイル 

· CSS サポート 

8.4 .2 グローバルスタイル

グローバルスタイルは SPS デザイン全体に対して適用されます。スタイルリポジトリはスタイルリポジトリのグローバル以下に表示されます。こ

れらのスタイルは、 CSS ルールとして  HTML 出力へ渡されます。 HTML ドキュメントでは、これらの CSS ルールが /html/head/style

要素内に記述されます。

スタイルリポジトリでは、セレクターとそのセレクターに対応する CSS プロパティから構成される CSS がグローバルスタイルとなります。以下の２

つのステップによりスタイルを作成することができます：

· 新たなスタイルを追加して、それに対する CSS セレクターを宣言する

· そのセレクターに対する CSS プロパティを定義する

サポートされるセレクター

次の セレクター がサポートされます：

· ユニバーサルセレクター ： * により示されます。

· 型セレクター ： h1 といった要素名を対象にします。

· 属性セレクター ： [class=maindoc] といった属性を対象にします。

· クラスセレクター ： 例： .maindoc

· ID セレクター ： 例： #header 

グローバルなスタイルを追加する

以下の操作によりグローバルスタイルを SPS  デザインへ追加することができます：

1. デザインビューにてスタイルリポジトリウィンドウにあるグローバルアイテムを選択します（以下のスクリーン

ショットを参照）。

2. スタイルリポジトリツールバーの左にある追加ボタンをクリックします。（全ての HTML 要素が選択される）

* セレクターを伴うグローバルスタイルが、グローバルツリー内に挿入されます。新たに挿入されたグロー

バルスタイルのデフォルトセレクターにはユニバーサルセレクターが使用されます。

3. セレクターをダブルクリックすることで、デフォルトのユニバーサルセレクターを変更することができます。

http://www.w3.org/TR/CSS21/selector.html
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4. セレクターに対して CSS プロパティをセットします。プロパティをセットする方法については、 スタイルの値の設

定セクションを参照ください。

5. セレクターに対して CSS プロパティをセットします。プロパティをセットする方法については、

メモ:

· スタイルリポジトリウィンドウにある挿入ボタンをクリックすることで、グローバルツリーにて選択されているグロー

バルスタイルの前に新たなグローバルスタイルを挿入することもできます。追加ならびに挿入コマンドは、グロー

バルセレクターを右クリックすることでも選択することができます。

· グローバルツリー内にあるアイテムを右クリックして、「セレクターを追加 | HTML | HTML の要素名」を選択

することで、HTML 要素に対するグローバルスタイルのセレクターを挿入追加することができます。

グローバルスタイルの編集と削除

スタイルセレクターとそのプロパティは、スタイルリポジトリウィンドウにて編集することができます。

· セレクターを編集するには、セレクター名をダブルクリックしてテキストフィールドにて編集を行います。

· スタイルにおけるプロパティ値の定義と編集については、 スタイルの値の設定を参照ください。スタイルには３種類の表示方

法があり、それらのビューと、ビューの切り替えについては 定義ビューのセクションを参照ください。

グローバルスタイルを削除するには、そのスタイルを選択して、スタイルリポジトリツールバーにあるリセットボタンをクリックしてください。

グローバルスタイルの優先順位を変更する

スタイルリポジトリウィンドウにて割り当てられたグローバルスタイルは、CSS ルールとして /html/head/style 要素内に配置されます。HTML

ファイルでは、これらのルールは以下のように表示されます：

<html>

<head>

<style>

<!-- 

h1 { color:blue;

  font-size:16pt;

}

h2 { color:blue;

  font-size:14pt;

}

.red { color:red;}

.green { color:green;}

.green { color:lime;}

-->

</style>

</head>

<body/>

</html>
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グローバルスタイルが Authentic View ならびに HTML ドキュメントにて表示される順序は、スタイルリポジトリのグローバルツリーにて表示さ

れる順序に対応します。 Authentic View  ドキュメントにおける順序には意味があり、２つのセレクターにより同じノードが選択される場合、

より下部に表示されているセレクターが、より高い優先順位を持つことになります。例えば、上記のルールが HTML ドキュメントに表示されて

おり、HTML ドキュメント内に <h1 class="green"> という要素と、3つのグローバルスタイル がこの要素に一致する場合:  h1 セレクタ

ー と2つの .green クラスセレクターを持つ場合。 色  green を持つ.green セレクターの後に発生し、優先順位を与えられるため、and

色 lime を持つ .green セレクターのプロパティが適用されます。 (クラス セレクターはノードセレクターよりも高い優先順序が与えられるた

め、 .green セレクターには、 h1 セレクターに対する位置に関わらず、 h1 セレクターよりも高い優先順位が与えられます)。 h1 スタイルの

フォントサイズは、しかしながら、 <h1> 要素 に一致する高い優先順位を有し、フォントサイズプロパティを有するセレクターが存在しないた

め、 <h1> 要素に適用されます。 

グローバルスタイルの優先順位を変更するには、そのスタイルが選択された状態で、スタイルリポジトリツールバーにある上へならびに下へボ

タンを使用します。例えば、  .green グローバルスタイルが .red  スタイルの前に移動されると、.red スタイルの色のプロパティ

は、 .green スタイルのプロパティよりも高い優先度を持つようになります。 

クラスセレクターは型のセレクターよりも常に優先されることに注意してください。

つまり、セレクターの順序が .red  .green  h1  h2 に変更されると、 h1 と h2 は、 green のままです。

関連項目

· スタイルレポジトリ 

· 外部 CSS スタイルシート 

· ローカルスタイル 

· CSS サポート 

8.4 .3 ローカルスタイル

スタイルがローカルで定義されると、コンポーネントに対してスタイルが直接定義されます。ローカルのルールは、グローバルのスタイルルールならび

に外部 CSS スタイルシートよりも高い優先度を持つことになります。ローカルで定義されるスタイルは CSS スタイルで、 フォーマットツールバ

ー または スタイル サイドバーにて定義されます（グローバルスタイルの定義と外部 CSS スタイルシートの定義は スタイルレポジトリ で行われ

る点に注意してください）。

フォーマットツールバーを使用してのローカルスタイル指定

デザイン内のコンテンツを選択し、フォーマットツールバーからローカルスタイルを適用することができます（以下のスクリーンショットを参照）。

div や h1、pre といった定義済みの HTML フォーマットに対して、テキストのスタイル、背景色、テキストの配置、ハイパーリンクを適用すること

ができます。詳細については、フォーマットツールバーのセクションを参照ください。

スタイル サイドバーを解してのローカルスタイル指定

以下に示されるステップにより、ローカルにおけるスタイルの定義を行うことができます：

1. スタイルを作成するコンポーネントをデザインビューにて選択します。ノードタグを除く全てのコンポーネント

のスタイルを作成することができます。デザインビューにて選択されたコンポーネントが、スタイルサイドバ

ーのスタイルペインに表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。以下のスクリーンショットは、コンテ

ンツコンポーネントがデザインビューにて選択された状態で、コンテンツがスタイルカラムに表示されます。
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デザインビューにて選択されているコンポーネントが他のコンポーネントを含んでいる場合、選択されたコ

ンポーネント内部にあるその他全てのコンポーネントが、コンポーネントの種類ごとにスタイルサイドバー

のスタイルカラムにて表示されます。以下に示されるスクリーンショットではデザインビューにて選択された

コンポーネントに含まれているコンポーネントの種類が表示されています。各種コンポーネントの左には、

選択対象内部に存在するインスタンスの数が表示されます。例えば、以下のスクリーンショットでは、16個

のテキストコンポーネントと２個の自動計算コンポーネントが選択対象に含まれていることが分かります。

あるコンポーネントが選択された状態で Shift キーを押下したまま別のコンポーネントを選択することで、

選択された範囲内のコンポーネント全てを選択することができます。

2. デザインビューにて選択を行い、スタイルペインにてスタイルの指定を行うコンポーネントの種類を選択し

ます。選択されたコンポーネントの種類が複数個ある場合、定義したスタイルはそれらのコンポーネント全

てに対して適用されることになります。例えば、上のスクリーンショットにある16-テキストアイテムを選択し

た場合、定義したスタイルは16あるテキストコンポーネント全てに対して適用されることになります。このう

ち４個のテキストコンポーネントだけを個別に定義したい場合、目的のテキストコンポーネントを個別に選

択してスタイルの定義を行う必要があります。異なるスタイル値を持ったコンポーネントがデザインビュー
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にて選択されている場合、それらの値全てがスタイル定義ペインに表示されます。上のスクリーンショット

では、ある自動計算に normal の font-weight を割り当てられている一方で、別の自動計算には bold font-

weight が割り当てられていることが分かります。

3. スタイルペインにてスタイルを定義するコンポーネントを選択し、 スタイル定義ペイン にてスタイルの定義を行いま

す。定義方法については、 スタイルの値の設定.セクションを参照ください。

関連項目

· スタイルの値の設定 スタイルプロパティの定義方法に関する情報。

· グローバルスタイル グローバルスタイルの使用に関する情報。

· 外部 CSS スタイルシート 外部 CSS スタイルシートの使用に関する情報。

· スタイル サイドバー スタイル サイドバーの説明

· CSS サポート CSS サポートのレベルを調節する出力ドキュメントの設定に関する説明

8.4 .4 スタイルの値の設定

スタイルサイドバーのスタイル定義ペイン では、スタイルカラムで選択された種類のコンポーネントに対してスタイルプロパティを定義することがで

きます（以下のスクリーンショットを参照）。スタイルカラムでは、Ctrl キーや Sh ift キーを押下しながら複数のコンポーネントを選択することも

できます。複数種類のコンポーネントが選択されている場合、スタイル定義ペインにて定義した値が、選択されているコンポーネントの全インス

タンスに対して適用されることになります。.

スタイルプロパティグループ

スタイル定義ペインにて編集することのできるスタイルプロパティは、以下のスクリーンショットで示されるように、グループごとに管理されます。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

CSS スタイルを使用する 313表示方法と出力

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

値のあるものを表示, 全て展開 と  全て縮退 ツールバーボタンツールバーボタンを使用することで、プロパティの表示を修正することができま

す（以下のスクリーンショットを参照）。

スタイル値を入力する

スタイルプロパティの値（スタイル値）は、以下の方法により入力することができます：

· 値カラムに直接入力する： プロパティを選択し、値カラムをダブルクリックします。キーボードにより値を入力し、

Enter キーを押下するか、その他の場所をクリックすることで入力された値が確定されます。

· そのプロパティのコンボボックスにあるドロップダウンリストから値を選択する： コンボボックスにあるドロップダウ

ンの矢印をクリックすると、スタイル値のオプションが表示されます。以下のスクリーンショットでは、(background-)

repeat プロパティに対するオプションが表示されています。ドロップダウンリストから目的の値を選択してください。

· 値カラムの右側にあるアイコンを使用する： ２種類のアイコンが用意されており、関連するプロパティに対しての

みこれらのアイコンは表示されます。（(background-)color プロパティにある）カラーパレットは色の選択を行うため

に使用され、（(background-)image プロパティにある）ダイアログアイコンからは、ファイルの参照を行うことができ

ます。
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·  XPath 式により、スタイルの値を割り当てることもできます。

スタイル値の修正と削除

スタイル値が正確に入力されなかった場合、値が赤色で表示されます。 プロパティの値の挿入で説明されているとおりに値の修正を行ってくだ

さい。

スタイル値を削除（つまり、スタイル値をリセット）するには、スタイルサイドバーのツールバーにあるリセットボタンをクリックしてください。その他に

も、プロパティの値カラムをダブルクリックして、Delete  または Backspace  キーにより値を削除した後に Enter キーを押下することもでき

ます。

関連項目

· スタイル サイドバー 

· CSS スタイルをローカルに定義する 

· CSS スタイルをグローバルに定義する 

· 外部 CSS スタイルシート 

· CSS サポート 
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8.4 .5 XPath を使用したスタイルプロパティ

XPath 条件式を使用することでもスタイルを割り当てることができます。この機能により、スタイルプロパティの値を XML データや、XPath 条

件式から与えることができます。更に、XPath 2.0/3.0 の doc() 関数を使用することで、アクセス可能な XML ドキュメントにあるノードへの

アクセスを行うことが可能になります。スタイルの定義を XML データから取得するだけではなく、XML データのコンテンツや構造により、異なる

スタイルを与えることも可能になります。例えば XPath 2.0/3.0 の if...else ステートメントを使用することで、シーケンスにおける要素の位置

に従って、異なる背景色を選択することが可能になります。これにより、これらの要素がテーブルで表示される時に、偶数番号と奇数番号の背

景色がそれぞれ別の色となります（以下の例を参照）。また、ノードのコンテンツに従うかたちでスタイル値を変更することもできます。

XPath 条件式を使用することができるスタイルプロパティ

XPath 条件式は、以下のスタイルプロパティに対して入力することができます：

· スタイルサイドバーに表示されている全てのプロパティ

· プロパティサイドバーの共通、イベント、HTML グループ内にあるプロパティ

プロパティ値に対する静的モードと動的 (XPath) モード

XPath 式の有効化プロパティには、２つのモードが用意されています：

· 静的モード： サイドバーの値カラムにプロパティの値が直接入力されます。例えば、デザインコンポーネントの背

景色に対して red という値をサイドバーに直接入力します。

· 動的モード（または XPath モード）： XPath 条件式が入力されます。条件式はランタイムにて評価され、その結果

がプロパティの値として入力されます。例えば、デザインコンポーネントの背景色に /root/colors/color1 という

XPath 条件式を入力することができます。ランタイムでは、/root/colors/color1 ノードのコンテンツが背景色プロパ

ティの値として使用されます。

静的モードと動的 (XPath) モードの切り替え

XPath 条件式を使用することができるプロパティでは、静的モードがデフォルトで選択されています。プロパティを動的 (XPath) モードに切り

替えるには、そのプロパティを選択してサイドバーのツールバーにある XPath アイコンをクリックします（以下のスクリーンショットを参照）。
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静的な値がそのプロパティに対して既に入力されている場合、その値がクリアされ、動的モードへの切り替えが行われます。 XPath 式 の編

集ダイアログ が表示されるので、そのプロパティで使用される XPath 条件式を入力します。「OK」  をクリックすることで編集を完了します。

プロパティに対して XPath 条件式が入力されると、そのプロパティの値カラムに XPath 条件式の編集ボタンが表示されます（上のスクリ

ーンショットを参照）。このボタンをクリックすることで、既に定義された XPath 条件式を編集することができます。静的モードへの切り替えを行

うには、ツールバーにある XPath アイコンをクリックしてください。定義された XPath 条件式がクリアされ、静的モードへの切り替えが行われま

す。

メモ: 静的モードと動的モードのうち、同時にアクティブにすることができるのは１つに限られるという点に注意し

てください。モードの切り替えを行うと、それまでに入力された値がクリアされるため、再度モードの切り替

えを行なってもフィールドは空になります（過去に入力した値 / 条件式を取り戻すには、 元に戻すコマンドコマ

ンドを使用してください）。SPS を編集した後に再度プロパティを選択しても、過去に選択されたモードにてプロパティは開かれま

す。 

XPath 条件式の作成と編集

XPath の定義は、 XPath 式 の編集ダイアログ にて作成ならびに編集することができます。２つの方法によりこのダイアログへアクセスするこ

とができます：

· （サイドバーのツールバーにあえる XPath アイコンをクリックすることで）静的モードから動的モードへの切

り替えを行うと、 XPath 式 の編集ダイアログ が表示されます。プロパティが既に動的モードになっている時にツールバーの

XPath アイコンをクリックすると、静的モードへの切り替えが行われ、XPath 条件式の編集ダイアログは表示されないことに注意し

てください。

· プロパティに対して XPath 条件式が既に定義されている場合、値フィールドにある XPath 条件式の編集ボタンをクリックす

ることで XPath 式 の編集ダイアログ へアクセスすることができます。ダイアログには、そのプロパティに対して既に定義されている

XPath 条件式が表示され、そのまま編集を行うことができます。
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XPath 条件式の入力または編集を行った後は、「OK」  をクリックして完了してください。

XPath 式により得られる値

XPath 条件式を使用することで、(i) XML ファイルから取得された値をプロパティの値として使用することができるようになり、(ii) 処理されて

いる XML ドキュメントのコンテンツや構造を条件に対して使用することで、適切な値を選択することができるようになります。XPath 条件式

からは、以下にある２種類のカテゴリーにより値が返されます：

· XML ノードコンテンツ

XPath 条件式により、(i) SPS により処理されている XML ドキュメント内のノード、または (ii) アクセス可能

な任意の XML ドキュメント内にあるノードへアクセスすることができます。例えば、Format/@color という条

件式により、コンテキストノードの子要素である Format の color 属性にある値を、この XPath 条件式が定

義されたプロパティの値としてセットすることができます。XPath 2.0 の doc() 関数を使用することで、その

他の XML ドキュメントにあるノードへもアクセスすることができます。例えば、

doc('Styles.xml')//colors/color-3 という XPath 条件式により、Style.xml という XML ドキュメントにある color-3

という要素内の値をプロパティの値として使用することができます。

· XPath 式

XML ドキュメントではなく、XPath 条件式そのものにプロパティの値を入力することもできます。例えば、テ

ーブルの行として出力される要素の背景色を、奇数番目と偶数番目により変更する例を考えてみましょ

う。このような処理は if (positikon() mod 2 = 0) then 'red' else 'green' といった XPath 2.0 の条件式により実現

することができます。この条件式の戻り値は、'red' という文字列か、'green' という文字列になり、これらの

文字列（のうちのどちらか）が、この XPath 条件式が定義されたプロパティの値として使用されることにな

ります。この例では文字列リテラルとしてプロパティの値が入力されています。文字列リテラルを使う以外

にも、if (position() mod 2 = 0) then doc('Styles.xml')//colors/color-1 else doc('Styles.xml')//colors/color-2 といっ

た条件式を使用することで、XML ドキュメントから値を取得することもできます。'green' という XPath 条件

式を定義することで、文字列をそのまま与えることもできますが、その結果は green という静的な値を与え

た場合と変わりません。

関連項目

· CSS スタイルと作業

· XPath ダイアログ 

· スタイル 

· プロパティ 

· CSS サポート 

8.4 .6 合成スタイル

合成スタイルは CSS テキストスタイルプロパティのグループとして表示されており、XML インスタンスドキュメントにおけるノードの属性の値に対

応します。更に、スタイルシートに収められている任意の CSS テキストスタイルプロパティグループも合成スタイルとして扱われます。合成スタイ

ルは以下のデザインコンポーネントにて指定することができます：

· 自動計算 

· （コンテンツ）プレースホルダ 

· 段落（ブロック）デザイン要素 

· テーブルセル 

合成スタイルの利点

合成スタイルには以下のような利点があります：
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· スタイルプロパティは XML のデータで、ユーザーにより編集することができます。

· 上に示されるデザインコンポーネントのスタイルプロパティは、SPS にて割り当てられた XML に収められ

ている複数のプロパティとなります。

· SPS デザインの作成段階にて、SPS デザイナーは要素に関連付けられている複数の合成スタイル間を素

早く切り替えることができます。

属性にて合成スタイルを入力する

複数のスタイルプロパティにより構成される合成スタイルは、ソース XML ドキュメントの要素における属性の値として入力されます。例えば、以

下に示される XML ソースドキュメントの desc-sytle 属性には、デフォルトの合成スタイルが含まれます：

<Desc desc-style="font-family:Verdana; font-size:12pt; color:blue">

同一要素に対して複数の合成スタイルを指定することもできます。この場合、各合成スタイルをそれぞれの属性に入力する必要があります：

<Desc styleBlue="font-family:Verdana; font-size:12pt; color:blue"

      styleRed ="font-family:Verdana; font-size:12pt; color:red">

同一の要素にて複数の合成スタイルを指定することができる場合、デザインコンポーネントの合成スタイルプロパティにて値を入力する際に、合

成スタイルの切り替えを行うことができます（以下を参照ください）。

 

メモ： XML ドキュメントを妥当なものとするために、合成スタイルへアクセスするために使用される属性は、ソー

ススキーマにて定義する必要があります。

 

サポートされている CSS テキストスタイルプロパティ

合成スタイルでは、以下の CSS スタイルを使用することができます：

font-family font-size font-weight font-style

color background-color text-align text-decoration

合成スタイル値として属性を設定する

デザインコンポーネントの合成スタイルが属性として定義された場合、Authentic View ユーザーによりこの合成スタイルを編集することができ

るようになります。

以下の操作により、デザインコンポーネントの合成スタイルとして属性をセットすることができます：

1. デザインビューにて、属性を合成スタイルとして割り当てるデザインコンポーネントを選択します。以下のスクリ

ーンショットでは、Desc 要素の （コンテンツ） プレースホルダが選択されています。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

CSS スタイルを使用する 319表示方法と出力

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

2. コンテンツコンポーネントの合成スタイルプロパティに表示されているコンボボックスに、コンテキスト要素の属性が表示されます（上のスクリー

ンショットの右下にあるプロパティウィンドウを参照ください）。デザインコンポーネントの合成スタイルとしてセットする属性を選択してくださ

い。コンボボックスには空のエントリーも表示されている点に注目してください。

XPath 条件式を合成スタイルの値としてセットする

XPath 条件式を合成スタイルプロパティの値としてセットすることもできます。しかしこの場合、合成スタイルの値が

（XML ソースドキュメントではなく）SPS 内部に収められるため、Authentic View にて合成スタイルの編集を行うこと

ができなくなります。

 

XPath 条件式を合成スタイルプロパティの値としてセットするには、プロパティサイドバーのツールバーにある XPath  アイコンをクリックして、表

示される XPath ダイアログにて XPath 条件式を入力します。XPath 条件式は属性値テンプレートとして評価され、戻り値は HTML

style 属性の値（その他の出力フォーマットでは、それに準ずる値）になります。

 

例えば、以下に示される n1:Person 要素の（コンテンツ）プレースホルダにて作成された XPath 条件式を考えてみましょう。

if (number(n1:Shares) gt 1000) then 'color:red' else 'color:green'

この条件式を使用することで、n1:Person 要素に n1:Shares という子要素が含まれており、その数値が 1000 を超える場合には

n1:Person 要素の文字が赤色で出力され、それ以外の場合には緑色で出力されるようになります。XPath 条件式により返された値は、

HTML style 属性の値として（その他の出力フォーマットでは、それに準ずる値が）出力ドキュメントに渡されます。

 

SPS により生成された XSLT スタイルシートでは、この XPath 条件式は以下にあるような属性値テンプレートとして評価されます：

<span style="{if (number(n1:Shares) gt 1000) then &apos;color:red&apos; else

&apos;color:green&apos;}">

HTML 出力では、条件の評価結果により、以下のどちらかが生成されます：

<span style="color:red">

または

<span style="color:green">
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メモ: 属性値テンプレートは、属性の値が XPath 条件式として読み取られる XSLT コンストラクターとなります。

波かっこにより区切られ、属性の値を動的に割り当てることができます。

関連項目

· CSS スタイルと作業 

· XPath ダイアログ 

· スタイル 

· プロパティ 

· CSS サポート 
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9 追加機能

このドキュメンテーションで記述された コンテンツの編集、構造、 高度な機能、 様々な 表示方法 の他にも、 StyleVision には様々な機

能が搭載されています。これら機能の詳細については、以下に記されるサブセクションにて記述されます。

 

· 日付との作業:更に、日付の操作やフォーマットの編集を行うこともできます。

· パースされていないエンティティ URI: XML ドキュメントがベースとしている DTD にパースされていないエンティティを収めることができ

ます。パースされていないエンティティ URI 機能により、イメージやハイパーリンクを URI のターゲット URI として使用することができ

ます。

· スクリプトの使用. StyleVision には JavaScript エディターが搭載されており、JavaScript 関数を定義することができます。こ

れらの関数は SPS における任意の場所からイベントハンドラーとして使用することができ、HTML ドキュメントの出力に対して影

響を与えることができます。

· HTML のインポート:HTML ファイルを StyleVision にインポートすることができるほか、HTML ファイルから XML、XSD、そして

SPS ファイルを作成することができます。

· XSLT からの新規作成: SPS ファイルを XSLT-for-HTML や XSLT-for-FO テンプレート構造から作成することができるほ

か、SPS にて XSLT におけるスタイルルールを作成することができます。SPS コンポーネントを修正して、コンテンツやフォーマット

を SPS に加えることができます。

関連項目

· プロパティ サイドバー 
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9.1 パースされていないエンティティ URI

DTD を使用していて、その中でパースされていないエンティティを宣言した場合、そのエンティティに関連付けられている URI をSPS 内にある

イメージやハイパーリンクのターゲットとして使用することができます。この機能により、同じ URI を SPS にて複数回使用することが可能にな

ります。この機能では、DTD にあるパースされていないエンティティの URI を出力、。

この機能を使用するには、以下の様に、DTD、XML ドキュメント、SPS ドキュメントを適切に編集する必要があります：  

1. DTD では、(i) URI と (ii) （エンティティのリソースタイプに  StyleVision  が指定された）記述により、パースさ

れていないエンティティを宣言する必要があります。

2. XML ドキュメントでは、パースされていないエンティティの名前を与えることにより、エンティティの参照を行う

必要があります。 

3. SPS では、動的ノードの値をパースされていないエンティティとして適切にアクセス することで イメージ と ハイパーリンク のターゲット

として使用することができます。 .

パース去れていないエンティティの宣言と参照と参照 

以下に XML ドキュメントの一部を示します。内部 DTD サブセットにはパースされていないエンティティが２つ含まれており、１つには GIF 表

記が、もう１つには LNK 表記が含まれています。XML コードにある img/@src ならびに link/@href ノードにて名前を与えることにより、パー

スされていないエンティティへの参照が行われます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!DOCTYPE Document SYSTEM "UEURIDoc.dtd" [

<!ENTITY Picture SYSTEM "nanonull.gif" NDATA GIF>

<!ENTITY AltovaURI SYSTEM "http://www.altova.com" NDATA LNK>

]>

<document>

   <header>Example of How to Use Unparsed Entity URIs URI</header>

   <para>...</para>

   <img src="Picture"/>

   <link href="AltovaURI">Link to the Altova Website.</link>

</document>

パース去れていないエンティティを使用する SPS イメージとハイパーリンク

以下の操作により、 SPS 内でパースされていないエンティ URI を参照するイメージやハイパーリンクを使用することができます：

1. メニューオプションの「挿入」から、イメージやハイパーリンクを挿入します。

2. 編集ダイアログにて動的タブプロパティを選択し、パースされていないエンティティの名前を含んでいるノードを

選択する XPath 条件式を入力します（以下のスクリーンショットを参照）。上の XML ドキュメントサンプルの場

合、XPath 条件式には //img/@src ならびに //link/@href ノードを入力することになります。
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3. ダイアログの下部にある「XSLT 変換に対して分析されていないエンティティとして扱う」のチェックボックス

にチェックを入れます。これで選択されたノードのコンテンツがパースされていないエンティティとして読み

込まれることになります。指定された名前のエンティティが宣言されている場合、そのエンティティに関連

付けられている URI が、リソース（イメージまたはハイパーリンク）の指定に使用されます。

スタイルシートの処理が行われる際には、エンティティ名に関連付けられる名前がエンティティ名の代わりに使用されます。

メモ: URI が相対的な URI となる場合、XSLT プロセッサーにより DTD のベース URI により絶対 URI への展開

が行われます。従って、パースされていないエンティティが相対 URI の 'nanonull.gif' により定義されており、

DTD が someFolder 以下に配置されている場合、この URI は file:///c:/someFolder/nanonull.gif となります。

関連項目

· イメージの使用

· ハイパーリンクの定義 
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9.2 XSLT、XSL-FO または FO ファイルからの新規作成

SPS デザインは、HTML の出力を行うための XSLT ファイルや、PDF ならびに FO ファイルを出力するための XSL-FO コマンドを伴う既

存の XSLT ファイルをベースに作成することができます。つまり、１からデザインを作成する代わりに、既存の XSLT ファイルをデザインのひな

形として使用することができます。

XSLTステップ から SPS を作成する 

以下の操作により、XSLT、XSLT-for-FO、または FO ファイルから SPS ファイルを作成することができます：

1. メニューコマンドから「ファイル | 新規作成 | XSLT、XSL-FO または FO ファイルから新規作成...」を選択し

ます。

2. ファイルを開くダイアログにて、目的のファイルを選択します。

3. 次に表示されるダイアログにて、SPS がベースとして使用するスキーマを選択するよう促されます。目的のスキ

ーマを選択してください。

4. XSLT または FO ファイルの構造やフォーマットをベースにした SPS が作成され、 デザインビューに表示されます。

5. あとは通常の方法で SPS を修正することができます。例えば、 スキーマツリー からノードをドラッグし、スタイルや表示方法

の修正や新たなスタイルの追加、 自動計算 と 条件テンプレートといった StyleVision の機能を使用することができます。

6. SPS を保存して、 作業用 XML ファイル を使用した 多種の出力の書式 のプレビューを行うことができます。更に生成されたファイ

ルの保存 コマンドにより、 スタイルシートと出力ファイルの生成 を行うことができます。 

サンプル

以下に記されるサンプルは、 (マイ) ドキュメントフォルダー 以下にある、C:\Documents and Settings\<username>\My

Documents\Altova\StyleVision2021\StyleVisionExamples/Tutorial/NewFromXSLT に収められています。こ

のフォルダーには、SimpleExample.xslt、SimpleExample.xsd そして SimpleEample.xml が収められています。

 

XML ファイルの内容を以下に示します。

XML file used in charts example: YearlySales.xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Data xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

      xsi:noNamespaceSchemaLocation="YearlySales.xsd">

<ChartType>Pie Chart 2D</ChartType>

<Region id="Americas">

<Year id="2005">30000</Year>

<Year id="2006">90000</Year>

<Year id="2007">120000</Year>

<Year id="2008">180000</Year>

<Year id="2009">140000</Year>

<Year id="2010">100000</Year>

</Region>

<Region id="Europe">

<Year id="2005">50000</Year>

<Year id="2006">60000</Year>

<Year id="2007">80000</Year>

<Year id="2008">100000</Year>

<Year id="2009">95000</Year>

<Year id="2010">80000</Year>

</Region>

<Region id="Asia">

<Year id="2005">10000</Year>

<Year id="2006">25000</Year>

<Year id="2007">70000</Year>
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<Year id="2008">110000</Year>

<Year id="2009">125000</Year>

<Year id="2010">150000</Year>

</Region>

</Data>

XSLT ファイルの内容を以下に示します。

上記のステップ１から４の操作を行うことにより、以下に示されるような SPS がデザインビューに表示されます：

SPS には２つのテンプレートが作成されている点に注目してください。HTML プレビューに切り替えを行うと、h1 要素のスタイル (color:red;)

が SPS へ渡されていることが確認できます。
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デザインビューにて h1 要素を選択し、（スタイルサイドバーにある色プロパティグループにて）color の値を black へ変更します。その後スキー

マツリーから Year 要素をドラッグして、以下のスクリーンショットで示される場所にてテーブルを作成します。Year ID が最初のカラムに表示さ

れるように、カラムの修正を行います。

ドキュメントのコンテンツ、構造、表示方法プロパティにその他の変更を加え、プレビューにてその出力を確認した後に、 生成されたファイルの

保存 コマンドを使用することでファイルを保存することができます。

関連項目

· SPS ファイル:  コンテンツ

· SPS ファイル:  構造

· SPS ファイル:  プレゼンテーション 
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9.3 ユーザー定義 XPath 関数

SPS ではカスタマイズされた  XPath 2.0/3.0 関数を定義することができます。ユーザー定義された XPath 関数は、XPath 条件式を

使用することができる任意のデザインコンポーネント（例えば自動計や条件、コンボボックスなど）にて再利用することができます。

ユーザー定義 XPath 関数の定義と編集

ユーザー定義 XPath 関数は、スキーマツリーサイドバーまたはデザインツリーサイドバーにて作成（そして編集）することができます（以下のスク

リーンショットを参照）。SPS 内にある全てのユーザー定義 XPath 関数はスキーマツリーならびにデザインツリーサイドバーにある XPath 関

数アイテム以下に表示され、両方のサイドバーからアクセスすることができます。

ユーザー定義 XPath 関数を作成するには、XPath 関数アイテムにある   アイコンをクリックします。XPath 関数ダイアログが表示され

ます（以下のスクリーンショットを参照）。既に作成された関数の編集を行うには、サイドバーの XPath 関数リストに表示されているエントリー

をダブルクリックします。XPath 関数ダイアログが表示され、関数の定義を編集することができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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ユーザー定義 XPath 関数が作成されると、その関数をデザインにおける任意の場所で使用することができるようになります。

ユーザー定義 XPath 関数の名前空間

ユーザー定義 XPath 関数は、http://www.altova.com/StyleVision/user-xpath-functions 名前空間にて作成されます。この名前空

間には sps: というプレフィックスが与えられており、ユーザー定義 XPath 関数を呼び出すには、この名前空間プレフィックスを使用する必要が

あります（例： sps:MyFunction()）。

ユーザー定義 XPath 関数の有効化と無効化

ユーザー定義 XPath 関数エントリーの左にあるチェックボックスにチェックを入れる / 外すことで、そのユーザー定義 XPath 関数を、それぞれ

有効化 / 無効化することができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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同じ名前の関数が２つ以上存在するような場合に、この機能を使用することができます。インポートされた SPS モジュール内部に同じ名前

の関数が含まれているような時に、同名の関数が表示されることがあります。

ユーザー定義 XPath 関数を呼び出す

ユーザー定義 XPath 関数は、デザイン内にある XPath 条件式から呼び出すことができます。例えば、上記で定義された

sps:MyFunction というユーザー定義 XPath 関数を、自動計算内部にある以下の様な XPath 条件式により呼び出すことができます：

sps:MyFunction()/@name. 

この XPath 条件式は、以下のように評価されます：

1. sps:MyFunction() が評価されます。関数が以下の様に定義されていると仮定しましょう：

$XML/Trades/Stock[@name=$XML/Trades/Selection/Stock]。関数が評価されると、/Trades/Selection/Stock 要素

のコンテンツにマッチした name 属性の値を持った /Trades/Stock 要素が返されます。

2. ステップ１の結果が関数呼び出し元の XPath 条件式へ戻されます。/Trades/Stock 要素にある name 属性の値

が、自動計算の値として返されます。

関数の削除

関数を削除するには、スキーマツリーまたはデザインツリーサイドバーに表示されている XPath 関数を選択して、サイドバーのツールバーにあ

るアイテムの削除アイコンをクリックします。または、XPath 関数を右っクリックして、コンテキストメニューからアイテムの削除を選択す

ることもできます。

9 .3 .1 XPath 関数の定義

ユーザー定義 XPath 関数には、(i) 名前（テキスト文字列）と、(ii) 定義（XPath 条件式）の両方が必要になります。

 

更に、関数に対して１つ以上の引数（パラメータ）を指定することができます。ユーザー定義 XPath 関数には戻り値の型を（戻り値の型

コンボボックスのドロップダウンリストから型を選択することにより）オプションとして指定することもできます。データ型を指定することにより、戻り値

の値が選択されたデータ型に従ったものなのかをチェックすることができます。選択されたデータ型に戻り値が変換される訳ではない点に注意し

てください。型のミスマッチが発生した場合、エラーが返されます。戻り値のデータ型が指定されなかった場合、データ型のチェックが行われること

はありません。
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ユーザー定義 XPath 関数が作成されると、デザイン内の任意の場所で使用することができるようになります。XSLT スタイルシートでは、（以

下に示されるように）xsl:stylesheet 要素の子要素である xsl:function 要素として作成されます。

<xsl:stylesheet>

   ...

   <xsl:function name="sps:Stock">

<xsl:sequence select="$XML/Trades/Stock[@name=$XML/Trades/Selection/Stock]"/>

   </xsl:function>

   <xsl:function name="sps:Average" as="xs:decimal">

<xsl:param name="a" as="xs:integer"/>

<xsl:param name="b" as="xs:integer"/>

<xsl:param name="c" as="xs:integer"/>

<xsl:sequence select="avg( ($a, $b, $c) )"/>

  </xsl:function>

</xsl:stylesheet>

以下のスクリーンショットに示される sps:Stock 関数からは、/Trades/Selection/Stock 要素のコンテンツにマッチする name 属性の値を

持った /Trades/Stock 要素が返されます。上に示される sps:Average 関数からは、３つの入力パラメーター値の平均が返されます。関数

の定義では、avg() という XPath 2.0 の関数が使用されます。戻り値のデータ型には avg() 関数において入力値の xs:integer データ型の

値が評価された際に返される xs:decimal が指定されています。戻り値のデータ型を指定することで、値がそのデータ型に従ったものであるかの

チェックが行われ、そうでない場合はエラーが返されます。
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関数の定義

 関数の定義を行うには、スキーマツリーまたはデザインツリーにある XPath 関数アイテムの アイコンをクリックします（上のスクリーンショット

を参照）。既に作成された関数を編集するには、サイドバーに表示されている XPath 関数をダブルクリックしてください。関数の名前を入力

して、その定義を関数のボディーペインに入力します。必要な場合は、引数の定義も行うことができます（詳細については、 パラメーターとシー

ケンス と パラメーターとノード のセクションを参照ください）。関数の戻り値に対してデータ型を指定することもできます。

XPath 関数を構成する XPath 条件式を記述する際に最も注意すべき点は、XPath 条件式に対してコンテキストノードが与え

られていないということです。XPath 条件式によりノードの位置を特定する必要がある場合、以下の方法のどれかによりコンテキストノー

ドを得ることができます：

1. XPath 条件式をドキュメントのルートから開始します。ドキュメントルートは、$XML という XPath 条件式により与

えられます。例えば、$XML/Trades/Stock[1] という XPath 条件式により、/Trades 要素以下にある最初の Stock

子要素が選択されます。メインスキーマのドキュメントルートを表す $XML という変数は、StyleVision にある全

ての SPS デザインにてグローバルに定義されています。

2. 引数にコンテキストノードを与えることができます。詳細については、パラメーターとノード を参照してください。 

以下のような状況で、エラーが返されます：

· 引数が定義されているが、関数のボディーで使用されていない場合。

· 関数により返される値のデータ型が、関数にて定義された戻り値の型にマッチしない場合。

· SPS 内にある関数のどれかにエラーが含まれる場合、（エラーを含む関数が呼び出されない場合でも）デザイン

全体に対して XSLT エラーが生成されます。この場合、ユーザー定義 XPath 関数のリストにあるチェックボックス

のチェックを外すことで、関数を無効化することができます。デザインにて無効化された関数は、デザインから生

成された XSLT ドキュメントに含まれません。これにより、エラーを含む XPath 条件式を XSLT に含めず、XSLT

エラーを回避することができます。

9 .3 .2 ノードを検索するための関数の再利用

直前のセクションでは、ノードを特定する XPath 関数を作成する方法について説明しました。以下のスクリーンショットにて示される

sps:Stock 関数により、/Trades/Selection/Stock 要素のコンテンツにマッチする name 属性の値を持った /Trades/Stock 要素だけが

返されることになります。
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XPath 条件式の $XML/Trades/Stock[@ name=$XML/Trades/Selection/Stock] にて定義されている位置を、例えば以下の

様にモジュール化することができます：

· $XML/Trades/Stock という定義の sps:Stocks() 関数

· $XML/Trades/Selection/Stock という定義の sps:SelectedStock() 関数

 

元からあった XPath 条件式は、以下のように書き直すことができます：

       sps:Stocks()[@name=sps:SelectedStock()]

 

このような方法で XPath 関数を作成することにより、SPS デザイン上の他の場所で作成された XPath 条件式からも関数を再利用する

ことが可能になり、複雑な XPath 条件式の記述を、大幅に簡易化することができます。

9 .3 .3 XPath 関数内のパラメーター

ユーザー定義 XPath 関数には任意の数のパラメーターを割り当てることができます。関数のパラメーターは XPath 関数ダイアログのパラメー

ターペインにて定義されます（以下のスクリーンショットを参照）。これらパラメーターは、ユーザー定義 XPath 関数の定義（関数のボディーペイ

ン）にて使用することができます。

ユーザー定義 XPath 関数のメカニズム

XPath 関数は以下のように動作します：
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1. 自動計算などで定義された関数呼び出しにて指定された引数の数は、ユーザー定義関数（以下のスクリーン

ショットにある、ユーザー定義関数のパラメーターペイン）にて定義されたパラメーターの数にマッチしなければ

なりません。更に、関数呼び出し内の各引数に対して与えられたアイテムの数も、対応するパラメーターにて定

義された出現のオプションにマッチする必要があります。パラメーターに対してデータ型の制約が与えられてい

る場合、引数により与えられた値もそのデータ型にマッチする必要があります。

2. 関数のパラメーターに対して渡された引数は、XPath 関数（以下のスクリーンショットに示される関数ボディー）

にて使用されることになります。XPath 条件式を評価した結果は、オプションとして定義することのできる戻り値

の型に対してチェックされます。データ型が期待されたものである場合、関数を呼び出した XPath 条件式にて

その結果が使用されることになります。

パラメータの順序

関数が呼び出されると、パラメーターペインにて定義された順序に従って呼び出しに使用される引数がパラメーターへ渡されます（以下のスクリ

ーンショットを参照ください）。

上のスクリーンショットにあるようなユーザー定義 XPath 関数の sps:Stock が定義され、以下の XPath 条件式により呼びだされた場合

を考えてみましょう：

       sps:Stock($XML, Node1, Node2)

これら３つの引数 ($XML、Node1、Node2) は、関数のパラメーターにて定義された順序に従い、それぞれ

$contextstock、$Selection、$StockInfo へ渡されます。

 

関数呼び出しにて記述された各引数はコンマにより分離されていることに注目してください。これにより、コンマにより区切られた関数呼び出し

内の各引数が対応するパラメーターへ渡されることになります。
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パラメーターペイン内にあるパラメーターの順序は、パラメーターペインにある追加、挿入、削除アイコンを使用することで変更することができま

す。

パラメータのデータ型

オプションとして、ユーザー定義関数におけるパラメーターのデータ型を定義することができます。データ型が指定された場合、入力された引数の

データ型がパラメーターのデータ型に対してチェックされ、型がマッチしない場合にはエラーが返されます。この機能により、（関数呼び出しの引

数から得られる）入力データをチェックすることができます。

出現

ユーザー定義 XPath 関数の各パラメーターは、シーケンスとして考えることができます。パラメーターの出現プロパティにより、関数呼び出しの

引数からそのパラメーターに対してどれだけのアイテムを送信することができるのかを指定することができます。

関数の定義と関数呼び出しの両方において、パラメーターや引数の分離だけではなく、シーケンス内にあるアイテムの分離にもコンマは使用さ

れます。そのため、使用されている文脈から、コンマがパラメーター/引数の分離に使用されているのか、またはシーケンスのアイテムを分離するの

に使用されているのかを理解する必要があります。

· パラメーター/引数は、かっこにより関数定義内のパラメーターや関数呼び出し内の引数にあるシーケンスを分

離することができます。

· シーケンス内にあるかっこは無視されます。

理解を深めるための例とその説明を以下に示します：

· パラメーター/引数内部にあるかっこ： avg() や count() といったいくつかの XPath 2.0 関数は、単一のシーケン

スを引数として受け取ります。このシーケンスにて値がコンマにより区切られる場合、または範囲演算子が使用

されている場合、シーケンスをかっこで囲むことにより、それらの値がコンマにより区切られた複数のシーケンス

ではなく、単一のシーケンスであることを明示的に示す必要があります。例えば、avg((count($a), $b, $c)) という関

数呼び出しにて、XPath 2.0 関数の avg() は (count($a), $b, $c) という単一のシーケンスを引数として受け取りま

す。シーケンスのアイテムを列挙することで、３つのアイテムからなるシーケンスが構成されるため、引数は単一

の引数として、かっこで囲まれた形式で avg() 関数へ渡す必要があります： avg((count($a) , $b, $c ) )。内側に記

述されたかっこが無い場合、３つの引数が avg() 関数に対して渡されることになり、（avg() 関数ではシーケンスか

らなる１つの引数しか期待されていないため）エラーが返されることになります。

· パラメーター/引数内部にかっこを使用しない： 上の例と同様に、count() 関数も単一のシーケンスを関数の引

数として受け取ります。しかし、この例で示された count($a) という呼び出しでは、コンマによる区切りは行われて

おらず、変数/パラメーターの $a により値の取得が行われます。そのため引数内部にてかっこを使用する必要

はなく、count($a) という表現は正しいものとなります。

· 関数呼び出し内にあるかっことコンマ： 関数呼び出しでは、（XPath 関数ダイアログのパラメーターペインにて

定義された）対応するパラメーターに対して各引数が使用されるように、かっこを適切に使用する必要がありま

す。例えば、MyAverage() というユーザー定義 XPath 関数の定義にて avg(count($a), $b, $c) という XPath 2.0 条件

式が使用された場合、MyAverage((1,2,3),4,5) という関数呼び出しは妥当なものとなります。シーケンスの (1,2,3) が

パラメーター $a に対して与えられ、シングルトンシーケンスの 4 と 5 が $b と $c にそれぞれ与えられます。オプ

ションとして、シングルトンシーケンスをかっこで囲むこともできます。MyAverage() から返される値は、この場合 4

となります。

9.3.3.1  パラメータとシーケンス

ここでパラメーターとシーケンスの関係と、パラメーターとシーケンスが XPath 条件式でどのように使用されるかを理解しておくべきでしょう。以下

のようにこれらの用語を定義します：

· シーケンスは、アトミック値またはノードからなるアイテムにより構成されます。シーケンスのアイテム間にコンマ

を使用することでシーケンスを構築することができます。
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· XPath 2.0 関数はパラメーターを受け取るように定義することができます。例えば、関数の定義にて使用される

count($a) という XPath 2.0 条件式におけるかっこ内の値 $a が関数のパラメーターとなります。

· 引数は関数呼び出しにて使用されるアイテムのことです。例えば、count(//Person) という関数呼び出しで

は //Person という引数が与えられています。この引数によりノードのシーケンスが count() の引数として与えら

れることになります。

· substring('styleVisionExamples', 6, 6) という関数の呼び出しでは３つの引数が与えられており、Vision という文字列

が返されます。この呼び出しは substring() 関数の定義に対して妥当なものとなります。関数の呼び出しにて複数

の引数が与えられた場合、それらはコンマにより区切られることになります。

シーケンスの区切りとして使用されるかっこ

XPath 2.0 条件式を構築する際には、コンマにより区切られたアイテムや範囲演算子により構成されるシーケンス

を区切るためにかっこが使用され、結果としてかっこにより区切られたシーケンスは１つのパラメーターまたは

引数として読み取られるということに留意してください。

パス条件式は単一のパラメーターまたは単一の引数として読み取られるため、//Person/@salary といったパス（ロケーター）条件式の周りで

かっこを使用する必要は必ずしもありません。パス条件式は単一のパラメーター/引数からなるシーケンスとなります。

上の説明を補足するための例を以下に示します：

· avg((10 , 20 , 30 ) ) ： XPath 2.0 の avg 関数は、複数のアイテムが含まれているシーケンスを１つ引数として受け取

ります。シーケンスに含まれるアイテムはコンマにより区切られているので、単一のシーケンスを区切るために内

部のかっこが必要になります。このかっこが無い場合、３つの引数が与えられることになり、関数呼び出しは不

正なものとなります（外型の括弧は関数に対する括弧となります）。

· avg(//Person/@salary) ： パス条件式により、全 Person 要素のノードにある salary 属性が選択され、その属性値

がシーケンスとして返されます。引数が読み取られる前にシーケンスが列挙されることは無いため、括弧をつけ

る必要はありません。単一のパス（ロケーター）条件式が引数となります。パス条件式が評価され、その結果が

シーケンスのアイテムとして関数へ与えられます。

· count((10 to 34 ) ) ： 範囲演算子による列挙が行われます。引数が読み取られる前に、範囲演算子の 'to' によ

り、コンマにより区切られたアイテムのシーケンスが生成されます。そのため、count() 関数呼び出しの引数には

コンマにより区切られた25個のアイテムが含まれることになります。これらのアイテムを単一のシーケンスとして

読み取るためには、括弧を使用する必要があります。括弧が使用されない場合、関数呼び出しに25個の引数が

与えられることになり、（count() 関数の引数には単一のシーケンスを使用する必要があるため）関数呼び出しが

不正なものとなってしまいます。

· count((10 to 34 , 37 ) ) ： 内側の括弧により、括弧内部のアイテムにより構成される１つのシーケンスが関数呼び

出しに使用されます。この例では26個のアイテムからなる単一のシーケンスが与えられます。

· count(//Person ) ： 単一の引数を与える場合、シーケンスの区切りとなる括弧を使用する必要はありません。

XML ドキュメント内にある //Person ノードを選択するパス条件式が引数として使用され、選択されたノードがシ

ーケンスのアイテムとして渡されます。

XPath 関数にて XPath パラメータを使用する

括弧がユーザー定義 XPath 関数にて使用された場合、(i) 関数呼び出しに使用された引数の数がユーザー定義 XPath 関数のそれと

マッチするか、そして (ii) 期待されている型と出現に対して個々の引数が評価されるかを確認する必要があります。



336 追加機能 ユーザー定義 XPath 関数

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

上のスクリーンショットでは、３つのパラメーターが（パラメーターペインにて）定義されており、これらのパラメーターを関数ボディーペインで使用する

ことにより、XPath 関数が定義されています。

 

パラメーターにて定義された各パラメーターは、それぞれ単一のシーケンスとして考えることができます。出現プロパティでは、それぞれのシー

ケンスにて許されることになるアイテムの数が指定されます。上のスクリーンショットに示される定義では、各パラメーターがシングルトンシーケンス

（つまりアイテムが１つだけ含まれるシーケンス）として定義されています。そのため、関数呼び出しの各引数には、アイテムが１つ含まれるシーケ

ンスが使用されることになります。型プロパティにより、シーケンスのアイテムに対するデータ型が指定されます。

 

関数ボディーペインにある XPath 関数の定義では、それぞれ１つのアイテムから構成されるシーケンスがパラメーターにより与えられ、それらの

平均が求められます。これらの XPath パラメーターによりシーケンスが構成されるため、これらのパラメーターを括弧で囲み、単一のシーケンスと

して avg() 関数へ引数を渡す必要があります。ランタイムにて与えられる（３つのパラメーターに対応する）関数呼び出しの引数がシングルトン

シーケンスでない場合、エラーが返されます。

上のスクリーンショットに示される XPath 関数の ThreeAverage() を呼び出すための XPath パラメーターの例を以下に示します。デザイン

ビューにて自動計算を挿入し、以下に示される XPath 条件式を使用することで、結果を確認することができます。関数には integer 型の

引数が３つ与えられ、それらの平均が返されます。

· sps:ThreeAverage(10,20,30) により 20 が返されます。関数呼び出しには XPath 関数のパラメーターにマッチ

する妥当な３つの引数が使用されています。

· sps:ThreeAverage( (10),(20),(30) ) により 20 が返されます。3つの XPath パラメータ に対応する、3つの妥当

な入力引数が存在します。 各入力引数は、(各シーケンスが単一のシーケンスであるために、重複している、しかしながら重

複はエラーではない)  括弧で囲まれています  
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· sps:ThreeAverage( (10),20,30 ) により 20 が返されます。XPath 関数のパラメーターに対応する妥当な引数

が３つ与えられています。第１引数が括弧で囲まれており、これは冗長な表現ですがエラーとはなりませ

ん。

· sps:ThreeAverage( (10,20),(30),(40) ) によりエラーが返されます。第１引数がシングルトンシーケンスでは無

いため、エラーとなります（$a パラメーターの型プロパティには、「１つ」が指定されています）。

· sps:ThreeAverage( (10,20,30) ) によりエラーが返されます。引数として与えられているのは括弧により囲まれ

たシーケンスが１つだけで、XPath 関数のパラメーター数にマッチしません。更に、シーケンスもシングルト

ンシーケンスではないため、不正となります。

パラメーターの出現プロパティに最低１つがセットされた場合、１つまたは複数のアイテムを含むシーケンスを引数として使用することができます

（以下のスクリーンショットを参照）。

上にある定義では、最初のパラメーターに対して１つ以上のアイテムが含まれるシーケンスが定義され、残り２つのパラメーターに対してシングル

トンシーケンスが定義されています。最初のパラメーターに対して渡されたアイテムの数を数え、その数と、その他２つのパラメーターに対して渡さ

れた数の平均を返すように関数は定義されています。以下の点に注目してください：

· avg() 関数の呼び出しに使われる引数は括弧で囲まれています。これにより、３つのアイテムからなるシーケンス

が、引数として avg() へ渡されます。count() 関数から返される値が最初のシーケンスアイテムに、パラメーター $b

と $c がそれぞれ２番目と３番目のシーケンスアイテムになります。

· count() 関数呼び出しの引数は単一のシーケンスであることが明らかなので、括弧で囲まれていません。

上のスクリーンショットにて示される Average() XPath 関数を呼び出す際に使用する引数の例を以下に示します：
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· sps:Average((1,2),3,4) により 3 が返されます。パラメーターに対応する３つの妥当な引数が与えられていま

す。最初の引数は括弧により囲まれており、他の（シングルトン）シーケンスと区切られています。第１引数

に対して count() 関数が処理され、2 という値が返され、その値が avg() 関数に渡されるシーケンスにおけ

る最初のアイテムとして使用されます。

· sps:Average( 4,4,4 ) により 3 が返されます。妥当な引数が３つ与えられています。最初の引数は１つのアイ

テムにより構成されるシーケンスでも良いため、他の引数と区別するために括弧を使用する必要はありま

せん（対応するパラメーターの出現プロパティを参照ください）。

その他の留意するべき点

以下の点にも留意しておく必要があります：

· XPath 引数の出現に最低１つがセットされている場合、avg(($a)) といった XPath 条件式を関数ボディーとする

MyAverage() といった関数を定義することができます。この関数の引数には、１つ以上のアイテムが含まれるシン

グルトンシーケンスが渡されます。関数は、例えば sps:((2,3,4)) という呼び出しにより 3 という値が返されます。３

つのシングルトンシーケンスではなく、単一のシーケンスとして引数を渡すために、引数は括弧で囲む必要があ

ります。

· XPath パラメーターの $a の出現プロパティに無しまたは１つが指定された場合、avg($a, $b, $c) といった XPath

条件式により構成される MyAverage() といった関数を定義することができます。この関数には３つのシーケンスが

引数として渡されるだけではなく、最初の引数値を空にすることも可能になります。最初のシーケンスを空にする

場合、空のシーケンスを最初の引数値として明示的に渡す必要があります（そうでない場合エラーが返されま

す）。sps:MyAverage(30, 20, 10) により関数の呼び出しを行うと、20 という値が返されます。sps:MyAverage((), 20, 10)

という関数の呼び出しが行われた場合、（最初のシーケンスが空の入力値としてカウントされるため）15 という値

が返されます。それに対して sps:MyAverage(20, 10) という関数の呼び出しでは最初の（空の）シーケンスが明示

的に示されておらず、第３引数が与えられていないと認識され、エラーが返されます。

複雑な例

XPath 条件式を再利用するという以外にも、ユーザー定義の XPath 関数を使用することで、XPath 2.0 の関数セットでは提供されてい

ない、複雑でカスタマイズされた XPath 関数を構築することができます。例えば、シングルトンシーケンスを引数として受け取る XPath 条件

式を使用することで、階乗関数を簡単に作成することができます。$num という引数が求める階乗の数だとすると、関数を構成する XPath

条件式は以下のようになります：

if ($num < 2) then 1 else $num * sps:Factorial($num - 1)

 

関数の名前を Factorial() とすると、例えば sps:Factorial(6) という関数呼び出しにより 6 の階乗を求めることができます。

9.3.3.2  パラメータとノード

XPath 関数にてノードを選択するパラメーターを使用する場合、関数がデザイン内のどこから呼ばれるかに関わらず、その関

数にはコンテキストノードが与えられていないということに注意する必要があります。関数の定義内（関数ボティー

ペイン）で使用される XPath 条件式か、XPath 関数を呼び出す際に使用する XPath 条件式にてコンテキストノード

を取得することができます。後者の場合、関数呼び出しの引数としてコンテキストノードが与えられることになりま

す。

 

以下のスクリーンショットに示される、３つのパラメーターとともに定義された Stock() というユーザー定義 XPath 関数を考えてみましょう
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関数ボディーにおける定義は $ContextStock[@name=$Selection]/$StockInfo となっており、３つの XPath パラメーターが使用されてい

るものの、コンテキストノードの情報は含まれていません。コンテキストノードの情報は、以下の例にあるように、この関数を呼び出す XPath

条件式から与えられることになります：

       sps:Stock( $XML/Trades/Stock, $XML/Trades/Selection/Stock, @name )

 

関数呼び出しでは３つの引数が使用されており、コンテキストノードの情報として使用される値とノードの識別を行うための情報が与えられま

す。以下の XPath 条件式により関数を呼び出し、同様の結果を得ることもできます：

       sps:Stock( /Trades/Stock, /Trades/Selection/Stock, @name )

       sps:Stock( /Trades/Stock, //Selection/Stock, @name )

 

デザインコンポーネントの XPath 条件式では、コンテキストノードが分かっているため、デザインコンポーネントにて使用される関数の呼び出し

では、ドキュメントルートを表す $XML 変数を使用する必要は必ずしもありません。

 

上に示される関数呼び出しには、定義された３つの XPath パラメーターに対して、それぞれ３つの引数値が与えられていることに注目してくだ

さい。

· $ContextStock = $XML/Trades/Stock (/Trades/Stock 要素)

· $Selection = $XML/Trades/Selection/Stock (/Trades/Selection/Stock 要素)

·

$StockInfo = @name

 

関数定義における XPath 条件式は以下のようになります：

       $ContextStock[@name=$Selection]/$StockInfo
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引数が渡されることで、関数定義における XPath 条件式は以下のようになります：

       $XML/Trades/Stock[@name=$XML/Trades/Selection/Stock]/@name

 

関数に渡されるのはテキスト文字列ではなく、ノードセットであるという点に留意してください。

 

これにより、XPath パラメーターを介したコンテキストノードの受け渡しが行われ、その後関数にて目的のノードが特定、返されることになりま

す。
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9.4 日付の使用

ソースドキュメントに日付の値を受け取るノードが含まれる場合、使用されている XML スキーマにある xs:date や xs:dateTime データ型を

使用することで、XPath 2.0/3.0 (下の例を参照を参照）。StyleVision では、xs:date または xs:dateTime データ型に対して以下のよ

うな機能がサポートされます。入力フォーマット 機能により日付フォーマットの範囲を広げます。

メモ: XPath 1.0 では日付ならびに時間データの操作を行うことができません。しかし、XPath 1.0 でも  日付のフォ

ーマットを保証するｊことができます。

XPath 2.0 における日付の計算

自動計算 における XPath 2.0 条件式では、日付形式のデータを操作することができます。XPath 2.0 条件式により行うことのできる例を

以下に示します：

· XPath 2.0 関数の current-date() ならびに current-dateTime() を使用することで、現在の日付と日時をそれぞれ取

得することができます。

· 日付の計算を行うことができます。例えば、current-date() - DueTime という計算に対して xdt:dayTimeDuration 形式

の値を得ることができ、例えば P24D という値により、プラス24日間という期間が表されます。

· XPath 2.0 関数を使用することで、期間から時間単位を取得することができます。例えば、day-from-

duration(xdt:dayTimeDuration('P24D')) という条件式により、24 という数値が返されます。

自動計算における XPath 2.0 条件式の例を以下に示します。この条件式ではある項目の支払期限が過ぎた場合に、4%  の年利に対

する日割りの利子額を（単利計算で）計算し、その値と元本の和が返されます。

if (current-date() gt DueDate)

then (round-half-to-even(InvoiceAmount + 

(InvoiceAmount*0.04 div 360 * 

days-from-duration((current-date() - DueDate))), 2))

else InvoiceAmount

このような計算を行うには、DueDate 要素が xs:date といった日付型により定義されており、その要素のコンテンツが YYYY-MM-

DD[±HH:MM] という形式（時間部分はオプション）で記述されている必要があります。 

関連項目

· 日付のフォーマット 

9 .4 .1 日付のフォーマット

XML ドキュメント内に収められる日付は、そのノードのデータ型にて指定された書式に従って保存されます。例えば、xs:date ノードの値には

YYYY-MM-DD[±HH:MM] という書式が使用され、xs:dateTime 型のノードでは YYYY-MM-DDTHH:MM:SS[±HH:MM] というフォーマッ

トが使用されます。デフォルトでは XML 内部にあるデータが Authentic View と出力の両方にてそのまま表示されます。しかし、SPS に

て値フォーマット機能を使用することで、出力されたデータとは違った表示を Authentic View にて行うことができるようになり、場合によって

は出力の表示も変更することができます。

値フォーマットを日付に対して使用することで、以下のデータ型を使ったノードや自動計算に対してカスタムフォーマットを定義することができま

す:
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· xs:date 

· xs:dateTime 

· xs:duration 

· xs:gYear 

· xs:gYearMonth 

· xs:gMonth 

· xs:gMonthDay 

· xs:gDay 

値フォーマットを使用して日付ノードのフォーマットを行う

以下の操作により、日付ノードにある実際のデータとは異なる日付表示を行うことが可能になります:

1. ノードのコンテンツプレースホルダまたは入力フィールドを選択します。コンテンツ、または入力フィールドとし

て作成されたノードに対してしか値フォーマットは使用できない点に注意してください。

2. プロパティサイドバーにてコンテンツアイテムを選択し、コンテンツプロパティグループを選択します。値フォー

マットプロパティの編集ボタン  をクリックします。値フォーマットダイアログが表示されます（以下のスクリー

ンショットを参照）。 

デフォルトでは書式無しラジオボタンが選択されています。

その他のフォーマットを定義するには、フォーマットラジオボタンを選択します。

4. コンボボックスのドロップダウンリストから定義済みの日付フォーマットを選択することができるほか、コン

ボボックスの入力フィールドにて独自のフォーマットを定義することができます（以下のスクリーンショットを

参照）。独自のフォーマットを定義するための構文に関する詳細については 値フォーマット構文 のセクションを参

照ください。
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値フォーマットによる自動計算のフォーマット

日付フォーマットにより表示された値を、自動計算にて評価することができ、その結果のフォーマットを行うために値フォーマットを使用することが

できます。以下の操作によりこのような処理を行うことができます：

1. デザイン内にある自動計算を選択します。

2. プロパティサイドバーにてコンテンツアイテムを選択し、自動計算プロパティグループを選択します。値フォーマッ

トプロパティの編集ボタン をクリックしてください。値フォーマットプロパティのダイアログが表示されます（以

下のスクリーンショットを参照）。

デフォルトでは書式無しラジオボタンが選択されています。

3. その他のフォーマットを定義するには、フォーマットラジオボタンを選択します。

4. コンボボックスのドロップダウンリストから定義済みの日付フォーマットを選択することができるほか、コン

ボボックスの入力フィールドにて独自のフォーマットを定義することができます（以下のスクリーンショットを

参照）。独自のフォーマットを定義するための構文に関する詳細については 値フォーマット構文 のセクションを参

照ください。

値フォーマットを出力へ適用する

定義された値フォーマットは  Authentic View. 更に、 に対して適用されます。その他にも、いくつかの値フォーマット定義を（全てでは無い

ですが） HTML 出力に対して適用することができます。XSLT 出力へも適用チェックボックスにチェックを入れてください。このオプションが

チェックされていないか利用できない場合、Authentic View の出力に対してのみ値フォーマットが適用されます。

関連項目

· 値フォーマット (数値データ型のフォーマット) 
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9.5 スクリプトの使用

StyleVision では、各 SPS に対して JavaScript 関数を（デザインビューのタブとして用意されている）JavaScript エディターにて定義

することができます。ここで作成された関数は、HTML ドキュメントのヘッダー部分に保管され、HTML ドキュメントのボディー部から呼び出すこ

とができます。以下のような状況で、関数を使用することができます:

· 複数のスクリプトを使用して、複雑な結果を求める。この場合、必要とされているそれぞれのスクリプトを個別の

関数として作成し、デザインドキュメントからこれら関数を参照することができます。

· 特定のスクリプトをドキュメント内にある複数の箇所から呼び出す。

JavaScript エディターにて関数を定義する方法については、JavaScript 関数の定義サブセクションを参照ください。

GUI では、 SPS にて定義された全ての JavaScript 関数がデザインツリーウィンドウのスクリプトエントリー以下に表示されます（以下のス

クリーンショットを参照）。以下にあるスクリーンショットでは Averate、ImageOut、ImageOver、そして Buttons という４つの JavaScript 関

数が表示されており、 SPS にて JavaScript が有効になっています。

JavaScript エディターにて定義された関数は、GUI ではイベントハンドラー呼び出しとして扱われます。デザインドキュメント内にあるコンポー

ネントを選択することで、プロパティサイドバーのイベントプロパティグループにあるイベントハンドラープロパティから、定義されている全ての関数に

対する割り当てを行うことができます。 イベントハンドラーに対して JavaScript 関数を割り当てる方法については、 関数のイベントハンドラ

ーへの割り当てセクションにて記述されます。

モジュール SPS 内のスクリプト

SPS モジュールが別の SPS モジュールに追加されると、追加されたモジュール内にあるスクリプトが参照元 SPS でも利用できるようにな

り、参照元 SPS のコンポーネントに対してプロパティサイドバーからイベントハンドラーとして使用することができるようになります。モジュール

SPS の使用に関する詳細については、モジュール SPS のセクションを参照ください。

関連項目

· デザインビュー

· デザインツリー

· モジュール SPS 
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9 .5 .1 JavaScript 関数の定義

以下の操作を行うことで、JavaScript 関数を定義することができます:

1. デザインビューにてデザインビューのタブをクリックして、ポップアップから JavaScript を選択し、JavaScript

エディターを表示します（以下のスクリーンショットを参照）。

2. JavaScript エディターにて、関数の定義を記述します（以下のスクリーンショットを参照）。

上のスクリーンショットでは、DisplayTime と ClearStatus という２つの JavaScript 関数が定義されていま

す。これらの関数はアクティブな SPS に対して記述されています。HTML ファイルでは、これらの関数が以

下にあるようにヘッダー内部に記述されます。

<script language="javascript">

<!-- function DisplayTime()

{

now = new Date();

hours = now.getHours();

mins = now.getMinutes();

secs = now.getSeconds();

result = hours + "." + mins + "." + secs;

alert(result)

}

function ClearStatus()

{

window.status="";

}

-->

</script>

これらの関数は HTML ドキュメント内部の任意の場所から呼び出すことができます。 StyleVision では、

定義された関数をプロパティサイドバーのイベントプロパティグループにあるイベントハンドラープロパティ

へ割り当てることができます。詳細については 関数のイベントハンドラーへの割り当て のセクションを参照くださ

い。
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関連項目

· デザインビュー

· イベントハンドラーへ割り当て 

9 .5 .2 関数をイベントハンドラーとして割り当てる

StyleVision GUI では、SPS コンポーネントが HTML にてレンダリングされた際に発生するイベントハンドラーとして JavaScript 関数を

割り当てることができます。これらのイベントハンドラーは HTML 出力で使用されます。グローバル関数をイベントハンドラーとして割り当てるこ

とで、（例えば onClick のような）イベントに対してイベントハンドラーをセットすることができます。プロパティサイドバーでは、JavaScript エディ

ターにて定義されたグローバル関数を、イベントプロパティグループにある各イベントのドロップダウンボックスからイベントハンドラーとして利用する

ことができます（以下のスクリーンショットを参照）。

以下の操作により、関数をイベントハンドラーに割り当てることができます:

1. イベントハンドラーを定義する SPS のコンポーネントを選択します。あらゆる種類のノードやコンテンツを（静的

か動的かに関わらず）選択することができます。

2. プロパティサイドバーにてイベントプロパティグループを選択します。利用することのできるイベントが、属性カラ

ムに表示されます（上のスクリーンショットを参照）。

3. 目的のイベントに対して、値カラムにあるコンボボックスの矢印をクリックします。JavaScript エディターにて定義

された全ての関数が表示されます。

4. ドロップダウンボックスから、そのイベントのイベントハンドラーとして目的の関数を選択します。

イベントハンドラーが定義されたコンポーネントのイベントが HTML 出力にて起動されると、対応する JavaScript 関数が実行されます。

関連項目

· デザインビュー

· JavaScript 関数の定義 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

スクリプトの使用 347追加機能

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

9 .5 .3 外部 JavaScript ファイル

SPS  は、以下にある２つの方法により外部 JavaScript ファイルへアクセスすることができます:

1. ユーザー定義要素またはユーザー定義 XML ブロックを作成する: これらのデザインオブジェクトには外部 JavaScript ファイルへの

アクセスを行う SCRIPT 要素を含めることができます。ユーザー定義要素またはユーザー定義 XML ブロック

が、デザインの BODY 要素内部に配置されているということを確認してください。これにより HTML 出力の

（HEAD 要素ではなく）BODY 要素内部にこれらのオブジェクトが配置されます。

2. JavaScript エディター内にスクリプトを追加する: このようにして作成されたスクリプトは、HTML 出力の HEAD 要素内に配置

されます。

ユーザー定義要素とユーザー定義 XML ブロック

ユーザー定義要素 と ユーザー定義 XML ブロックを使用することで、外部 JavaScript ファイルへアクセスすることができます。これらのメカニ

ズムを使用することで、外部 JavaScript ファイルへのアクセスを行う SCRIPT 要素を、出力 HTML ドキュメントの BODY 要素内にある

任意の場所へ挿入することができます。

以下の操作により、ユーザー定義要素 を挿入することができます:

1. JavaScript ファイルへのアクセスを行う SCRIPT 要素を挿入する場所へカーソルを配置します。

2. 「挿入」メニューオプションまたはコンテキストメニューから、 ユーザー定義要素を挿入するコマンドを選択します。

3. ダイアログが表示されるため、上のスクリーンショットにあるように、JavaScript ファイルの URL を src 属性の値

とする SCRIPT 要素を入力します（例: script type="text/javascript" src="file:///c:/Users/mam/Desktop/test.js"）。

4. 「OK」 をクリックして完了します。

ユーザー定義 XML ブロック を使用することでも同様の結果を得ることができます。ユーザー定義要素に対して記述された上記の方法と違う

のは、(i)  ユーザー定義 XML ブロック の代わりに ユーザー定義要素 が挿入され、(ii) 開始タグと終了タグを含む SCRIPT 要素全体が

挿入されるという点です。

JavaScript エディター

JavaScript エディター を使用することで、HTML 出力の HEAD 要素に外部スクリプトを挿入することができます。JavaScript エディター

にて作成された関数定義の外側に、以下にあるスクリプトフラグメントを入力してください。
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var  s cr i pt  =  ドキュメント. cr eat eEl ement ( ' scr i pt ' ) ;

script.type = 'text/javascript';

script.src = 'file:///c:/Users/Desktop/test.js';

var  head  =  ドキュメント. get El ement sByTagName ( ' head ' ) [ 0] ;

head.appendChild(script)

script.src にある URL にて指定された外部 JavaScript ファイルが、出力 HTML ドキュメントの HEAD 要素からアクセスされます。

関連項目

· JavaScript 関数の定義

· ユーザー定義要素

· ユーザー定義 XML テキストブロック

· イベントハンドラーへ割り当て 
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9.6 HTML のインポート

StyleVision  では、HTML ファイルをベースとしてインポートすることで、以下のファイルを作成することができます:

· インポートされた HTML ファイルのデザインと構造をベースにした SPS ドキュメント。

· HTML ドキュメントコンポーネントがスキーマ要素または属性として作成された XML スキーマ。オプション

として、HTML ドキュメントとは関係の無い要素や属性をユーザー定義スキーマに作成することもできま

す。

· (i) 作成した XML スキーマの構造をベースにして、(ii) HTML ファイルから得られたコンテンツを含む XML

ドキュメント。

· デザインビューのデザインをベースにした XSLT スタイルシート。

HTML-から-XML を作成するステップ

以下に示される手順により、インポートされた HTML ファイルをベースにした XML ファイルの作成を行うことができます:

1. HTML インポートによる新たな SPS の作成 : HTML ファイルが StyleVision へインポートされると、新規 SPS ドキュメントが

作成されます。HTML ドキュメントが HTML マークアップタグとともにデザインビューにて表示されます。ユーザールートという名

前のドキュメント要素とともに、ユーザー定義 XML スキーマがスキーマツリーウィンドウに表示されます。このスキーマが、SPS がベ

ースとするスキーマとなります。この時点でデザインビューに表示されている HTML ドキュメントのコンテンツとマークアップは、静的コン

テンツとして SPS に含まれています。

2. スキーマと SPS デザインの作成  :  (i) HTML ドキュメントから（スキーマツリーウィンドウの）スキーマツリー上の適切な場所にコンポ

ーネントをドラッグするか、オプションとして (ii) 独自のノードをスキーマツリーへ追加することで、スキーマを作成します。デザインウィン

ドウでは、スキーマツリーにてノードを構築するために使用された HTML コンテンツが、スキーマノードタグに囲まれて表示されます。

対応するスキーマノードが存在しない HTML コンテンツは、スキーマノード無しで表示されます。

3. デザインドキュメントにて、必要に応じてノードのフォーマットや処理ルールの調整、静的コンテンツの追加などを行います。これらの

修正は SPS ならびに生成された XSLT においてのみ反映されます。生成されたスキーマや XML ファイルに反映されることはあ

りません。

4. スキーマツリーと SPS デザインの構築が完了した後には、以下の項目の 生成と保存 を行うことができます:

· 作成したスキーマツリーに対応する XML スキーマ

· SPS デザイン内にあるコンテンツプレースホルダとともに作成されたスキーマのコンテンツと、スキーマをベースにした構造を伴う XML データ

ファイル

· SPS  （.sps ファイル）またはデザインをベースにした XSLT スタイルシート

関連項目

· ユーザー定義スキーマ

· XSLT からの新規作成 

9 .6 .1 HTML のインポートにより新規 SPS を作成

以下の操作により、HTML ドキュメントから新たな SPS ファイルを作成することができます:  

1. メニューオプションから「ファイル | 新規作成 | HTML ファイルから新規作成」を選択します。

2. 表示されるファイルを開くダイアログにて、インポートする HTML ファイルを選択し、開くボタンをクリックします。

3. 相対パスを絶対パスへ変換するか尋ねられます。適切なオプションを選択してください。
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新規 SPS ドキュメントが作成されます。デザインビューには、StyleVision にて使用することのできる定義済み HTML フォーマットのマーク

アップとともにドキュメントが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。  

HTML ドキュメントがメインテンプレート内に表示されていることに注目してください。グローバルテンプレートは存在しません。

スキーマツリーサイドバーにて、ユーザールートという名前のドキュメント要素とともに、ユーザー定義スキーマが作成されます（以下のスクリ

ーンショットを参照）。

全てのグローバル要素のリストにグローバル要素が表示されていないことに注目してください。

SPS 構造とデザイン

SPS には単一のテンプレート（メインテンプレート）が含まれており、このテンプレートは一時的な内部 XML ドキュメントのドキュメントノードへ

適用されます。スキーマツリーウィンドウにて作成されたユーザー定義スキーマの構造に従うかたちで、この XML ドキュメントは作成されます。

この時点でデザインビューには、メインテンプレート内部の HTML ドキュメントコンポーネントが静的コンポーネントとして SPS 内に表示さ

れます。これら HTML コンポーネントは、Authentic View にて読み取り専用の非 XML コンテンツコンポーネントとして処理されます。
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XSLT スタイルシートには、これらの HTML コンポーネントがリテラル結果要素として含まれます。この時点のスキーマには、ドキュメント要素

のユーザールートしか含まれておらず、一時的な内部 XML ドキュメントにはドキュメント要素のユーザールートだけが含まれます。

 

以下にあるいずれかの方法により、ユーザー定義スキーマにて選択した HTML を、要素や属性として作成することができます:

1. 選択対象を要素または属性へ変換します。デザインにはノードタグがコンテンツプレースホルダとともに挿入さ

れます。スキーマには要素または属性が作成されます。スキーマでは要素または属性が作成され、XML ドキュ

メントでは選択対象が XML ドキュメントにて作成されたスキーマノードのテキストコンテンツに変換されます。

XML ドキュメントにて作成されたノードのコンテンツは、SPS を介して得られた出力へ動的に挿入されます。

2. 選択対象を要素または属性で囲みます。デザインでは選択対象がノードタグにより囲まれ、コンテンツプレース

ホルダは挿入されません。つまり、選択対象は静的コンテンツとして SPS デザインに表示されます。スキーマ

では要素または属性が作成され、XML ドキュメントでは、空のノードが作成されます。スキーマノードタグ内にあ

る静的テキストは出力されるものの、コンテンツプレースホルダがデザイン内部で明示的に挿入されない限り、

このノードに対して動的コンテンツが出力されることはありません。

コンテンツプレースホルダにより、XML ドキュメントから得られたデータが（出力にて）表示される場所や（ Authentic Viewにて）編集可能な

場所が示されます。

関連項目

· ユーザー定義スキーマ 

9 .6 .2 スキーマと SPS デザインの作成

デザインビューからユーザー定義スキーマへ選択対象をドラッグすることで、スキーマが作成されます。複数のスキーマを一度に作成することはで

きません。スキーマツリー内のノードへ選択対象をドロップすることで、子または兄弟として新たなノードが作成されます。作成されるノードの種

類を要素と属性から選択し、選択対象を新たなノードへ変換するか、囲むことができます。

選択対象

デザインビュー内にある選択対象は以下のどれかとなります:

· HTML ドキュメント内にあるノード

· ノード内にあるテキスト

· ノード間にあるテキスト文字列

· イメージ

· リンク

· テーブル

· リスト

· 上にあるコンポーネントの組み合わせ

このセクションでは、選択対象に対して行われる一般的な処理について記述します。テーブルならびにリストの特別な場合については 要素/

属性としてテーブルやリストを作成のセクションを参照ください。

選択を行うには、HTML ドキュメントコンポーネントをクリックするかテキスト文字列をハイライトします。複数のコンポーネントを選択するには、

ドラッグにより複数のコンポーネントをハイライトします。StyleVision にて複数のコンポーネントがハイライトされた場合、それらコンポーネント

の親ノード以下にある全ての子ノードが含まれることに注意してください。

スキーマツリーにおける位置

目的のスキーマツリーノードへ選択対象をドラッグすると、マウスカーソルが以下にあるどちらかのシンボルに変わります。
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· 新たな兄弟を作成シンボル  にてドロップすると、ドロップされたノードの兄弟ノードとして選択対象が作

成されます。

· 新たな子を作成シンボル  にてドロップすると、ドロップされたノードの子ノードとして選択対象が作成さ

れます。

選択対象をドロップする際に、そのノードの兄弟または子ノードとして選択対象を作成するか決定することになります。

ノード作成方法の切り替え

選択対象をドロップするとコンテキストメニューが表示され、(i) 作成されるノードは要素になるのか属性になるのか、(ii) 選択対象をノードに

変換するか、ノードの周りを選択対象で囲むのか、を選択することになります（以下のスクリーンショットを参照）。

以下の点に留意してください:

· 選択対象がノード（要素または属性）に変換される場合、選択対象がコンテンツプレースホルダを含むノードタグ

に置き換えられます。デザインならびに出力では、選択対象のテキストコンテンツが静的コンテンツから削除され

ます。出力では、選択対象のテキストが XML ドキュメント内にあるノードの動的コンテンツとして表示されます。

· HTML ノードが XML ノードへ変換されると、HTML ノードタグ内部に XML ノードタグが挿入されます。

· （HTML ノードを含む）選択対象が XML ノードにより囲まれると、選択対象の直前と直後に XML ノードが挿入さ

れます。デザインならびに出力では、選択対象のテキストコンテンツが静的テキストとして保持されます。

· ノードタグは、必要なパス（つまりそのノードを含む祖先ノードタグ）とともに挿入されます。デザイン内のコンテキ

ストノードにより、絶対パスまたは相対パスが作成されます。

· テーブルならびにリストの選択対象からノードを作成する方法については、 要素/属性としてテーブルやリストを作成のセ

クションを参照ください。

スキーマ内のノードを追加、削除する

（HTML 選択対象をベースにしていない）その他のノードを、ユーザー定義スキーマへ追加することができます。ノードを右クリックして、コンテキ

ストメニューから目的のコマンドを選択してください。スキーマツリーサイドバーのツールバーアイコンからも、コマンドを選択することができます。

 

ノードを削除するには、ノードが選択されている状態で、コンテキストメニューまたはツールバーアイコンから削除コマンドを選択します。ノードが

削除されることで、既にあるパスが不正となってしまう場合もある点に注意してください。
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デザインの修正

コンポーネントをドラッグして静的ならびに動的コンポーネントを挿入することで、デザインの構造を修正することができます。 StyleVision に

用意されているスタイル機能を使用することで、スタイルの修正を行うこともできます。

関連項目

· ユーザー定義スキーマ 

9 .6 .3 要素/属性としてテーブルやリストを作成

HTML ドキュメント内にあるテーブルならびにリストを XML スキーマの要素または属性へ変換することで、テーブルまたはリストの構造をスキー

マ上に保つことができます。

テーブルを要素/属性へ変換する

以下の操作により、テーブルをスキーマノードへ変換することができます:

1. HTML テーブル内部のテキストをハイライトしてテーブルを選択します。

2. スキーマツリー内にあるノードまで選択対象をドラッグして、兄弟または子ノードとして作成します。

3. マウスカーソルが兄弟ノードの作成シンボル  または子ノードの作成シンボル   になった時にノードをド

ロップします。

4. コンテキストメニューが表示されるので、選択されたテーブル/リストを要素に変換または選択されたテーブル/リスト

を属性に変換コマンドを選択します。

5. 表示される変換ダイアログにて、SPS 内に作成されるのが静的テーブルまたは動的テーブルなのかを選択します（以下のスクリーンショッ

トを参照）。 
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 静的テーブルオプションが選択された場合、テーブルの各セルに対してスキーマノードが作成されます。

デザインでは、各ノードにコンテンツプレースホルダが挿入されます。テーブルセル内のデータは、一時的

な内部 XML ドキュメント（そして生成された XML ドキュメント）へコピーされます。動的テーブルオプション

は、テーブル内にある全ての行の構造が同一である場合に選択することができます。ノードが SPS にて

作成されると、動的テーブルにある行は（全ての行の構造が同一であるため）１つの行により表示されま

す。テーブルデータは XML ファイルへコピーされます。動的テーブルは上から下方向（垂直方向に行が表

示されます）または左から右方向（行のデータがカラムとして表示されます）に展開することができます。最

初の行/カラムをヘッダーとして指定すると、カラムヘッダーを含む最初の行が静的テキストとしてデザイン

に追加され、(ii) スキーマ要素/属性ノードの名前にはヘッダーが使用されます。最初の行/カラムがヘッダ

ーとして指定されなかった場合、ヘッダー行がデザインに含まれることはありません。

6. オプションを選択した後には、変換をクリックして完了します。

リストを 要素/属性へ変換する

以下の操作により、リストをスキーマノードへ変換することができます:

1. HTML リスト内部のテキストをハイライトしてリストを選択します。

2. スキーマツリー内にあるノードまで選択対象をドラッグして、兄弟または子ノードとして作成します。

3. マウスカーソルが兄弟ノードの作成シンボル  または子ノードの作成シンボル  になった時にノードをドロッ

プします。

4. コンテキストメニューが表示されるので、選択されたテーブル/リストを要素に変換または選択されたテーブル/リスト

を属性に変換コマンドを選択します。

5. 表示される変換ダイアログにて、SPS 内に作成されるリストが静的リストまたは動的リストになるかを選択します（以下のスクリーンショッ

トを参照）。
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静的リストオプションが選択された場合、各リストアイテムに対してスキーマノードが作成されます。デザイ

ンでは、アイテムリストの静的コンテンツとして HTML リストアイテムのテキストが各ノードに挿入されま

す。動的リストオプションが選択された場合、各リストアイテムがそれぞれ単一のリストアイテムノードとし

てデザインに表示され、各リストアイテム要素にはコンテンツプレースホルダが挿入されます。

6. オプションを選択した後には、変換をクリックして完了します。

関連項目

· テーブルとの作業: SPS にてテーブルを使用する方法について記述されます。

· リストの作成 

9 .6 .4 出力の生成

SPS を作成した後には、「ファイル | 生成されたファイルの保存」コマンドにより以下の出力ファイルを生成することができます:

· 生成されたユーザー定義スキーマ: スキーマツリーサイドバーにて作成したスキーマのことです。

· 生成されたユーザー定義 XML データ: 作成したスキーマをベースに、インポートされた HTML から得られたデー

タを含む XML ドキュメントのことです。

· HTML 出力の生成に使用される XSLT スタイルシート。

· HTML 出力。
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9.7 ASPX インターフェイスによる Web アプリケーション

DB または XML データの HTML レポートを SPS により作成する場合、通常  StyleVision では以下のようにレポートの作成が行われ

ます:

1. ソースデータが DB の場合、完成された SPS が StyleVision にてアクティブになっている状態で、DB から

XML ファイルを生成します（ソースデータが XML ファイルの場合、このステップは必要ありません）。

2. SPS から、XSLT-for-HTML ファイルを生成します。

3. 生成された HTML ファイルをサーバー上に配置します。

ウェブアプリケーションの場合、ソース（DB または XML）データが修正されることで HTML ファイルが古くなることがあります。ウェブサーバー上

の HTML ファイルを更新するには、(i) （DB をベースとしてデータの場合）XML ファイルを再度生成し、(ii) 新たな XML ファイルを

XSLT-for-HTML により変換し、(iii) 生成された HTML ファイルをサーバー上へ配置する必要があります。

 StyleVision では HTML ウェブページを素早く更新するための方法が提供されます。この機能により ASPX アプリケーションを自動的に

生成することができ、ASPX アプリケーションファイルに必要な全てのファイル（.aspx ファイル、XSLT ファイル、コードファイル）が

StyleVision により生成されます。これらのファイルをソース DB ファイルまたは XML ファイル、そして XSLT-for-HTML とともにサーバー上

に配置することで、ウェブインターフェースファイルの .aspx ファイルが更新される度に、(i) （DB をベースとしたデータの場合）DB から新たな

XML ファイルが生成され、(ii) サーバー上にある XSLT-for-HTML ファイルにより XML ファイルが変換され、(iii) 変換の出力がウェブイン

ターフェースページに表示されます。これにより、最新の DB または XML データがウェブインターフェースページに表示されます。

ASPX ソリューションのファイルを生成する

DB ベースの SPS または XML ベースの SPS が作成された後には、以下の操作により ASPX ソリューションを作成することができます:

1. StyleVision にて SPS ファイルがアクティブになっている場合、メニューコマンドの「ファイル | ウェブデザイン |

ASPX ウェブアプリケーションを生成」を選択することで、ASPX ファイルを生成することができます。ASPX ア

プリケーションファイルが指定されたフォルダーに作成されます。ASPX アプリケーションが生成されたフォルダ

ーには、少なくとも以下のファイルが含まれます:

· Readme.doc 

· SPSFilename.aspx 

· SPSFilename.xslt 

· SPSFilename.cs 

2. DB ファイルまたは XML ファイルを、ASPX アプリケーションが配置されているサーバー上のフォルダーに配置

します。.aspx ファイルがアプリケーションのエントリーポイントになります。このファイルが再度読み込まれた場

合、表示される DB または XML のデータも更新されます。

メモ: XSLT 変換を正しく行うには、Altova の AltovaXML アプリケーション をインストールする必要があります。変換を行う際に

問題が発生する場合、AltovaXML のセットアップ方オフが記述されている ReadMe.doc ファイルを参照ください。

動作方法

ASPX アプリケーションを生成したフォルダーには、その他のファイルとともに以下のファイルが含まれます:

· Readme.doc 

· SPSFilename.aspx 

· SPSFilename.xslt 

· SPSFilename.cs 

SPSFilename.aspx が出力ドキュメントの URL となります。SPSFilename.aspx により、SPSFilename.cs.  に含まれている C# コードが実

行され、この C# コードにより（ファイル、または DB から取得された）XML コンテンツが読み取られ、SPSFilename.xslt ファイルとともに

AltovaXML へ渡されます（AltovaXML は Altova の XSLT 変換エンジンで、Altova ウェブサイトからダウンロードすることができます)。

http://www.altova.com/download-current.html
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AltovaXML により、与えられた XSLT ファイルを使った XML コンテンツの変換が行われます。変換により HTML ドキュメントが作成され、

ウェブアプリケーションを介してブラウザーに表示されます。例えば DB に対する変更などにより XML のコンテンツが変更されると、

SPSFilename.aspx の表示（またはブラウザー内に表示されているページの更新）を行うことで、最新のデータがデータベースや XML ファイル

から取得され、ドキュメントのレンダリングが行われます。

9 .7 .1 サンプル： Windows 7 にて動作する localhost

以下に記述される操作手順により、ローカルホストに ASPX アプリケーションをセットアップします。詳細については、ASPX アプリケーション

フォルダーにある Readme.doc ファイルを参照ください。このフォルダーならびにファイルは、SPS ファイルがアクティブな状態でメニューオプション

から「ファイル | ウェブデザイン | ASPX ウェブアプリケーションを生成」コマンドを選択することにより生成されます。

RaptorXML のインストール 

最新バージョンの AltovaXML がインストールされていることを確認してください。AltovaXML は Altova の変換エンジンで、（DB より生成

された）XML ファイルの変換に使用されます。チャートの生成といった、StyleVision に搭載された機能のいくつかは、AltovaXML のバー

ジョンによってはサポートされないという点に注意してください。

Internet Information Services (M icrosoft W eb サーバー) の有効化

Internet Information Service (IIS) が有効化されていない場合、以下の操作を行なってください。ステップ 5 により、IIS が有効になっ

ているか確認することができます。

1. Windows のスタートボタンから「コントロールパネル | プログラムと機能 | W indows の機能の有効化また

は無効化」を選択します。

2. インターネットインフォメーションサービスのチェックボックスをクリックします。チェックボックスが部分的に有

効となります。

3. インターネットインフォメーションサービス以下にある「World W ide Web サービス | アプリケーション開発機

能 | ASP.NET」のチェックボックスにチェックを入れます。

4. 「OK」 をクリックします。処理が完了すると:、C:\inetpub\wwwroot という名前のフォルダーが作成されます。これ

がウェブサーバーのルートフォルダーになります。

5. ブラウザーから localhost へアクセスすることで、IIS のウェルカムスクリーンを確認することができます。

StyleVision にて ASPX アプリケーションを生成する

以下の方法により ASPX アプリケーションを生成することができます:

1. データベースならびに SPS ファイルが同一のフォルダーにあることが推奨されます。

2. SPS ファイルが作成された後に、メニューオプションから「ファイル | ウェブデザイン | ASPX ウェブアプリケー

ションを生成」を選択します。

3. 表示されるダイアログにて、C:\inetpub\wwwroot 以下にフォルダーを作成し、そのフォルダーを選択します（例: C:

\inetpub\wwwroot\Test1）。

4. フォルダーの選択を確定すると、そのフォルダーに <FileName>.aspx、 <FileName>_AltovaDataBaseExtractor.cs、

Web.config ファイルが生成されます。

メモ: C:/inetpub/wwwroot フォルダー以下にファイルを保存する場合、管理者として StyleVision を起動する必要

があります。StyleVision を終了して、StyleVision のアイコンを右クリックして、管理者として実行を選択し

てください。

生成されたアプリケーションと ASPX を関連付ける

以下の操作により、StyleVision により生成されたアプリケーションが、ASPX により認識されるようになります:
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1. W indows のスタートボタンから「コントロールパネル | 管理ツール | インターネットインフォメーションサービス

(IIS) マネージャー」を選択します。

2. 接続パネルにてフォルダーを展開します（例: Test1）。この時点でのフォルダーアイコンは、標準的な黄色で表

示されます。

3. フォルダーのコンテキストメニューから「アプリケーションへの変換」を選択します。ダイアログにて 「OK」 をク

リックします。フォルダーのアイコンが球形アイコンになります。

4. 接続パネルにあるツリーを展開して、アプリケーションプールを表示し、そのアイテムを選択します。

5. 接続ペイン内にあるアプリケーションプールアイテムを選択することで表示される DefaultAppPool のコンテキス

トメニューから「詳細設定」を選択します。

6. ID プロパティからカスタムアカウントを選択し、Windows ユーザー名とパスワードを入力します。

7. 32ビットアプリケーションの有効化プロパティの値を True にセットします（これによりデータベースドライバー

がアクセスできるようになります）。このステップは64ビットの Windows を使用している場合にだけ必要になりま

す。

アプリケーションを実行する

ブラウザーにて localhost/Test1/<FileName>.aspx へアクセスします（ASPX アプリケーションが保存されたフォルダー名が Test1 で、生成

元の SPS ファイル名が <FileName>.sps の場合）。変換された HTML がブラウザーに表示されます。ブラウザーに表示されている ASPX

ページを再ロードすることで、データベースや XML 内にある最新のデータからページが再度生成されます。

メモ: ブラウザーが応答待ち状態になるようであれば、AltovaXML ライセンスファイルが取得されていることを確

認してください。
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9.8 PXF ファイル：SPS とその関連ファイルのコンテナー

XSLT 2.0 を使用する SPS デザインは Portable XML Form (PXF) ファイルとして保存することができます。PXF フォーマットは

SPS デザインを（スキーマファイルや ソース XML ファイル、デザインで使用されるイメージファイル、ソース XML を出力フォーマットへ変換する

XSLT ファイルといった）関連するファイルとともにパッケージ化するために、Altova により開発されました。PXF ファイルフォーマットを使用する

ことにより、Authentic View の編集や、Authentic View から出力を生成するために必要な全てのファイルを、１つのファイルとして配布す

ることが可能になります。

このセクションでは PXF ファイルの使用方法について、２つのパートに分けて説明します:

· PXF ファイルの作成 

· PXF ファイルの編集 

· PXF ファイルのデプロイ 

メモ

PXF 機能に関する以下の点に注意してください:

· XSLT 2.0 または 3.0.  によりデザインされた SPS だけがサポートされます。

· XBRL ならびに DB XML カラムスキーマソースはサポートされません。これらのスキーマソースが含まれる

場合、保存形式の選択を行うダイアログは表示されません。PXF ファイルを編集するにあたり、これらのス

キーマソースを追加することはできません。

関連項目

· 使用方法の概要

· 名前を付けて保存 

9 .8.1 PXF ファイルの作成

SPS デザインと関連するファイルを含む PXF ファイルを作成するには、 StyleVision にて SPS デザインを開き、メニューオプションから

「ファイル | 名前を付けて保存」を選択します。デザインの保存ダイアログが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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SPS フォーマットは StyleVision デザインに使用される標準の Altova フォーマットです。このセクションでは PXF フォーマットに関する

説明を行うため、SPS フォーマットについては説明しません。SPS としてファイルを保存する場合、 ユーザーレファレンスのセクション にある詳

細を参照ください。

PXF として保存する 

PXF オプションを選択することにより、W indows システム標準の名前を付けて保存ダイアログが表示されます。ファイルの保存は、 デザイ

ンを保存 コマンドと同様の方法に加え、PXF ファイルに追加するファイルを選択するためのステップが加わります。PXF ファイル名を指定す

ると、PXF の構成ダイアログが表示され、埋め込みを行うファイルを選択することができます（以下のスクリーンショットを参照）。
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デザイン時ファイルタブのグローバル構成セクションでは、デザインに関連するソースファイルの埋め込みを選択/選択解除することができます。更

に、デザインから生成された XSLT ファイルを埋め込むかを選択することもできます。XSLT ファイルペインにて、埋め込まれた XSLT ファイル

が生成する出力フォーマットを選択してください。XSLT ファイルが PXF ファイルに追加され、その PXF ファイルが Altova 製品の

Authentic View にて開かれた場合、出力フォーマットを生成と閲覧を行うためのツールバーボタンが Authentic View にて有効になりま

す（以下のスクリーンショットを参照）。

メモ: StyleVision の高いバージョンでのみサポートされている (高から低い順:  Enterprise、Professional、 Basic)出力のため

の XSLT ファイルは、  PXF ファイル 内で作成され、 PXF ファイルが低いバージョンで開かれる場合、 PXF ファイル を保存す

ると、低いバージョンでサポートされる出力のための XSLT ファイルは、保存されません。 PXF ファイルの保存を継続するかを問う

プロンプトが表示、または、保存を中断して、サポートされないフォーマットを保管します。 

その他のファイルタブでは、デザインには直接含まれていないファイルを指定することができます（以下のスクリーンショットを参照）。例えば、デ
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ザイン内部の XPath 条件式により生成された URL にて参照されるイメージファイルなどを含めることができます。以下のスクリーンショットで

は、Images フォルダー以下にあるイメージの NewsItems.bmp が PXF ファイルに含まれるように指定されています。

その他のファイルを PXF ファイルに追加するには、ドキュメントを追加ボタンをクリックして目的のファイルを選択します。ファイルを開くダイアロ

グが表示され、SPS ファイルが配置されているフォルダーが開かれます。このフォルダー内にあるファイルまたはその子孫フォルダー内にあるファイ

ルを選択することができます。ファイルが PXF ファイルへ追加されると、そのファイルと対応するフォルダー構造が表示されます。上のスクリーン

ショットからは、SPS ファイルが配置されているフォルダーにある Images という名前のフォルダー内に NewsItems.bmp というファイルがあるこ

とが理解できます。

 

SPS ファイルが配置されているフォルダーの上位にあるフォルダーからファイルが選択されると、エラーが返されます。

 

SPS デザインでは、その他のファイルに対する参照を相対パスで、更に付属ファイルのペインに示されているとおりに記述する必要があります。

例えば、上のスクリーンショットにある NewsItems.bmp には、Images/NewsItems.bmp という相対パスで参照を行う必要があります。
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関連項目

· 使用方法の概要

· 名前を付けて保存 

9 .8.2 PXF ファイルの編集

PXF ファイルはメニューオプションの「ファイル | 開く コマンドにより、StyleVision 内で開き、編集を行うことができます。編集には２種類の

方法があります:

· PXF ファイルの構成を編集する。

· SPS や Authentic XML といった個々のファイル内にあるコンテンツを StyleVision にて編集する（イメージや

CSS ファイルといったその他のコンポーネントファイルは外部アプリケーションにて編集することができます）。コ

ンポーネントファイルは全て StyleVision にて明示的に更新する必要があります。

PXF の編集を行うエントリーポイント

PXF 構成の編集や PXF ファイルの更新を行うには、デザイン概要サイドバーにある PXF アイテムを選択します（以下のスクリーンショット

を参照）。

埋め込まれたファイルの構成

デザイン概要サイドバーにある埋め込まれたファイルの構成リンクをクリックすると、Portable XML Form (PXF) の構成ダイアログ

が表示されます。使用することのできるオプションは、 PXF ファイルの作成を行う際に使用するものと同じものです。

埋め込まれたファイルの更新

デザイン概要サイドバーにある埋め込まれたファイルの更新リンクをクリックすると、Portable XML Form (PXF) の更新ダイアログ

が表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。
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ソースファイルの取得を、現在 PXF ファイルが配置されている場所からの相対的な位置により取得するのか、またはオリジナルの場所に従い

行うのかを指定することができます。更に、更新するファイルのチェックボックスにチェックを入れて、更新ボタンをクリックすることでファイルの更新

を行うことができます。新たな PXF ファイルが作成され、既存の PXF ファイルが上書きされます。そのため、更新を行う前には、オリジナルの

PXF ファイルをバックアップすることが強く推奨されます。

関連項目

· 使用方法の概要

· 名前を付けて保存 

9 .8.3 PXF ファイルのデプロイ

PXF ファイルが作成されると、通常のデータファイルと同じような方法で移動、ダウンロード、コピー、そして保存を行うことができます。PXF

ファイルには Authentic View にて必要な全ての XML ファイルを含めることができ、出力ファイルを生成することができるため、このファイルだ

けで Authentic ユーザーは出力を生成することが可能になります。

PXF ファイルは  Altova 製品の Authentic View  にて開く事ができます。XMLSpy にて PXF をどのように使用することができるかの使

用シナリオを以下に示します:  : 
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· メニューオプションの「ファイル | 開く」コマンドにより PXF ファイルを開きます。埋め込まれた XML ファイルが埋

め込まれた SPS ファイルにより Authentic View で表示され、Authentic View にて編集することができます。メ

ニューオプションの「ファイル | デザインを保存」コマンドにより、（内部に埋め込まれた XML ファイルが更新さ

れた）PXF ファイル内部の変更が保存されます。

· XML ファイルが埋め込まれていない PXF ファイルを「ファイル | 開く」コマンドにより開きます。XML ファイルが含

まれていない場合、SPS デザインをベースにしたテンプレート XML ファイルが Authentic View にて開かれます。

メニューオプションの「ファイル | デザインを保存」コマンドを選択することで、この XML ファイルは PXF ファイル

内に埋め込まれたファイルとして保存されます。

· Altova 製品の XMLSpy では XML ファイルを PXF ファイルと関連付けることができ、PXF ファイルに埋め込まれ

た SPS ファイルを Authentic View の編集に使用することができます。関連付けは、メニューオプションの

「Authentic | SPS の割り当て」コマンドにより、このような処理を行うことができます。変更が保存されると、こ

れら変更点は XML ファイルに対して保存され、PXF ファイルは変更されないままとなります。

· 出力フォーマットの生成に使用される XSLT スタイルシートが PXF ファイル内に埋め込まれた場合、Authentic

View ユーザーはそのフォーマットにて出力を生成することができるようになります。ドキュメントの出力は出力生

成ツールバーボタンから行うことができます（以下のスクリーンショットを参照）。Authentic View にて表示される

出力生成ツールバーのボタンは、その出力に対応する XSLT ファイルが、PXF ファイル内部に含まれる場合だ

け有効となります。例えば、HTML と PDF に対する XSLT スタイルシートだけが PXF ファイルに含まれている場

合、HTML ならびに PDF 出力のツールバーボタンだけが選択可能となり、その他の（ＲＴＦ ならびに DocX）出力

ボタンは選択不可能状態で表示されます。

メモ: PXF ファイルがウェブサーバー上に配置されており、Authentic Browser プラグインにより使用される場

合、サーバーにてそのファイルがブロックされていないことを確認する必要があります。PXF (.pxf) ファイル

に対して（例えば IIS 管理パネルから）以下のような MIME タイプを追加することで対応できます:

application/x-zip-compressed.

関連項目

· 使用方法の概要

· 名前を付けて保存 
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10 処理の自動化

StyleVision により生成された XSLT ファイルと出力ファイルを StyleVision の機能と組み合わせることにより、パワフルな自動化を行うこ

とが可能になります。このセクションでは自動化機能について説明します。

StyleVision のファイル生成機能

StyleVision により SPS デザインが作成されると、使用している StyleVision の GUI から XSLT ならびに出力ファイルを生成すること

ができるようになります。メニューコマンドの 「ファイル | 生成されたファイルの保存」 により、以下のファイルを生成することができます:

· HTML 出力するための XSLT ファイル 。

· HTML 出力

上のリストから分かるように、 StyleVision にて保存することのできるファイルには２種類あります:

1. SPS のデザインにより生成される XSLT ファイル

2. 最終的な出力ファイル（例: HTML）

最終的な  HTML 出力ファイルを生成するためのプロセスは１つのステップにより実行され、XSLT スタイルシートに

より XML ドキュメントが出力フォーマットへ変換されます。

StyleVision Server と RaptorXML:  GUI を伴わないファイルの生成

XSLT スタイルシートと目的の出力ファイルを生成するには、 StyleVision  の GUI （「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンド）

の他にも、以下の２つの方法が用意されています:

1. GUI を開かずに StyleVisionの ファイル生成 機能を呼び出す StyleVision Server は、 多種の出力を作成することができ

ます。 

2. RaptorXML は、 Altova の XML(+XBRL) バリデーター、 と XSLT と XQuery エンジンを含むスタンドアロンの Altova アプ

リケーションです。 RaptorXML 内の XSLT エンジンは、 XSLT スタイルシートを使用して XML ドキュメントを処理し書式を出

力するため XML の変換に使用することができます。XSLT ファイルを最初に作成すると、 RaptorXML により使用されることがで

きます。(RaptorXML は、 SPS を入力パラメーターとして受け取らない場合があります) RaptorXML の使用は以下の点で有

利です:  (i) 大きなファイルの速い変換の結果によりスピードが向上しました。 (ii) コマンドライン インターフェイスに加え、

RaptorXML は、 COM、Java、 と .NET のためのインターフェイスを提供し、このため、これらの環境内からの呼び出しが簡単

になりました。 変換のための RaptorXML の使用方法は、 RaptorXML のサブセクションで説明されています。 

3.  Altova FlowForce Server ワークフロー内で Altova StyleVision Server を使用して、複数の変換を事前に設定された

トリガーに従い(例えば毎日定刻に) 実行することができます。この点については、FlowForce Server を使用した自動化で詳し

く説明されています。 
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10.1 コマンドライン インターフェイス

StyleVision 機能を以下の2つの方法で呼び出すことができます:

· StyleVision 実行可能ファイル を呼び出す。これにより StyleVision の XSLT ファイル生成機能にアクセスすることができま

す。 XSLT ファイルは SPS ファイルから生成されます。

· StyleVision Server を使用して出力ファイル (HTML、など) を生成することができます。関連したファイル (XML、XSD、イメ

ージ、ファイル、などの)出力ファイルが、パッケージされた SPS ファイルである PXF ファイルから生成されます。PXF ファイルは、

StyleVision から生成されます。

コマンドラインの使用方法

コマンドラインを使用するには2種類の方法があります:

· コマンドラインにコマンドを直接入力し、直ちに実行します。 例えばコマンドプロンプトにて StyleVision また

は StyleVision Server にコマンドを入力し、 Enter キーを押下することで、コマンドが実行されます。

· 複数のコマンドをバッチファイルに入力し、以下の例にあるようなバッチ処理を行います:

@ECHO OFF

CLS

StyleVision TestEN.sps -outxslt=HTML-EN.xslt

StyleVision TestDE.sps -outxslt=HTML-DE.xslt

StyleVision TestES.sps -outxslt=HTML-ES.xslt

バッチファイルが処理されるとコマンドが実行され、ファイルが生成されます。

スケジュール設定により実行される StyleVision

W indows のスケジュールタスクツールを使用することで、指定されたスケジュールに従うかたちで StyleVision コマンド 実行することができま

す。 コマンドを直接入力、または実行するタスクとしてバッチファイルを指定することができます。作成方法に関しては 自動処理の方法のセク

ションを参照ください。

10 .1 .1 StyleVision

コマンドラインの構文は以下のようになります:

StyleVision [<SPS File>] [<options>]

where

StyleVision StyleVision アプリケーションフォルダーに存在する StyleVision を呼び出します。

<SPS File> SPS ファイルを指定する

<options> 下にリストされるオプションの１つまたは複数のオプション

コマンドが実行されると StyleVision は(GUI が開かれないなど)警告なしに作動し、 必要とされる出力ファイルを生成し閉じられます。エラ

ーまたは警告が発生すると、 GUI が開かれ、メッセージボックスに対応するメッセージが表示されます。

メモ: StyleVision 内で SPS が正確にロードされるには、 SPS が使用する XSD と 作業用 XML ファイルが SPS 内で指定さ

れている場所に存在する必要があります。 
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オプション

オプションの入力の順序に決まりはありません。 FO、RTF、PDF、W ord 2007+ 出力に関連するオプションは、 Enterprise エディショ

ン、または、 Enterprise と Professional エディションのみで使用することができます。これらのオプションは、下の Enterprise エディショ

ン、または、Enterprise と Professional エディション リスト内で説明されています。

· XSLT ファイル出力

-OutXSLT=<file>

XSLT-for-HTML を指定されたファイルに書き込む

-OutXSLRTF=<file>

XSLT-for-RTF を指定されたファイルに書き込む (Enterprise と

Professional エディション)

-OutXSLFO=<file>

XSLT-for-FO を指定されたファイルに書き込む (Enterprise エディショ

ンのみ)

-

OutXSLWord2007=<file>

XSLT-for-W ord 2007+ を指定されたファイルに書き込む

(Enterprise エディションのみ)

サンプル

StyleVision "QuickStart.sps" -outxslt="QuickStartHTML.xslt"

StyleVision "C:\Test\QuickStart.sps" -outxslt="C:\Test\QuickStartHTML.xslt"

以下の点に注意してください：

· パスは絶対的、または、相対的でバックスラッシュを使用します。

· ファイル名、または、パスにスペースが含まれる場合、パス全体は引用符で囲まれる必要があります。 例:  "c:\My

Files\MyXML.xml" or "c:\MyFiles\My XML.xml".

· コマンド、パス、フォルダー、およびファイル名は大文字と小文字を区別します。 

10 .1 .2 StyleVision Server

StyleVision Server を、 W indows、Linux と Mac OS システム上で、 コマンドライン インターフェイス (CLI) 上で使用することがで

き、 XML ファイル を出力 HTML、PDF、RTF、と DOCX ドキュメントに変換します。 StyleVision Server CLI の generate コマ

ンド は、 XML ファイル と PXF ファイル を2つの引数として取り、希望する出力の書式をパラメーターとして取ります。変換のための XSLT

スタイルシートは、入力として提出されている PXF ファイルから取得されます。

RaptorXML Server のCLI ではなく、StyleVision Serverの CLI を使用する利点は、 StyleVision Server は、 PXF ファイルを

入力として取ることができる点です (RaptorXML は XSLT ファイルを入力としてとります)。 StyleVision Server は Altova

FlowForce ワークフローの一部として使用されることが奨励されます。 FlowForce ワークフローは、変換ジョブを設定済みのトリガーに従い

開始します:   FlowForce ジョブがトリガーされるとネットワーク内で、 複数のファイルは自動的に変換されます。詳細に関しては、

FlowForce Server を使用した自動化セクションを参照してください。 

StyleVision Server CLI に関する詳しい説明は、次を参照してください:  StyleVision Server ドキュメント。

出力ファイル

StyleVision Server は、1つまたは複数のファイルを指定された PXF ファイルから生成することができます:

http://www.altova.com/documentation.html
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· PXF内で指定された XML と XSLT-for-HTML ファイル、または、 代替の XML ファイルを使用した HTML (.html) ファイ

ル 
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10.2 RaptorXML の使用

Altova RaptorXML は、 最新の標準と並列計算の標準のための最適化のために構築された Altova の第三世代の超高速な XML と

XBRL プロセッサーです。XBRL processing is available only in RaptorXML+XBRL Server. 高度なクロスプラットフォームに対

応し、エンジンは今日のマルチコアコンピューターに XML と XBRL データを処理するために高速な処理機能を提供します。 

RaptorXML には以下の2つのエディションがあります:

· ネットワーク上でアクセスすることができ、複数のファイルを1度に変換することのできる RaptorXML Server エディション.

· ネットワーク上でアクセスすることができ、複数のファイルを1度に変換することができ、 XBRL 検証をサポートする

RaptorXML+XBRL Server エディション。

RaptorXML に関する詳しい説明は、 次を参照してください:  Altova W eb サイト。

一般的な使用例

StyleVision ユーザーにとり最も一般的な RaptorXML の使用例は、 XSLT 変換機能です。この機能は以下を行うために通常使用さ

れます:

1. 「ファイル | 生成されたファイルの保存」 コマンドを用いて、 XSLT スタイルシートは SPS から生成されます。 SPS ファイルか

ら XSLT スタイルシートを生成するために RaptorXML を使用することはできないことに注意してください。

2. RaptorXML を使用して、 XML ドキュメントを変換するために生成された XSLT スタイルシートが使用されます。

RaptorXML を使用して HTML 出力を生成することができます。

RaptorXML の利点 

RaptorXML  を使用する利点を以下に示します：

· RaptorXML には、高速な検証と XSLT 変換が搭載されており、大きなファイルを処理するために役に立ちます。

· コマンドライン、COM、Java、.NET インターフェースによる簡単な使用。

· バッチファイルや Windows のタスクスケジューラーにより、処理の自動化やスケジュール処理などを行うことがで

きます。 

 XML ソースドキュメントからF出力ドキュメント (HTML など)の生成を自動化するために RaptorXML を使用する方法に関しては、次の

セクションを参照してください:  自動処理の方法。

RaptorXML の COM、Java、 と .NET インターフェイスの使用を含む RaptorXML に関する詳細は、次を参照してください:

RaptorXML ユーザー ドキュメント。

10 .2 .1 PDF 出力

XML ドキュメントから PDF 出力を生成するには２つのステップを踏む必要があります: :

1. (RaptorXML などの) XSLT 変換エンジンにより XML ドキュメントの変換を行います。Altova XSLT エンジン

といった XSLT 変換エンジンを使用することで変換を行うことができ、FO ドキュメントを生成することができ

ます。

2. (Apache FOP などの) FOP といった FO プロセッサーにより FO ドキュメントを処理することで PDF 出力が

生成されます。XSLT 変換から得られた FO を FO プロセッサーへ渡すように  StyleVision をセットアップ

することで、PDF 生成の結果を  StyleVision の PDF プレビューウィンドウに表示、または(「ファイル | 生成さ

れたファイルの保存」 コマンドにより)ファイルとして保存することができます。

https://www.altova.com/ja/raptorxml.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
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RaptorXML と PDF

RaptorXML は XSLT 変換に使用されるだけで、FO プロセッサーに対して FO 出力を渡すようなパラメーターは存

在しません。そのため、XSLT 変換の（最初の）ステップにより FO ドキュメントが生成されるだけになります。

FO ドキュメントを FO プロセッサーに渡すことで FO から PDF への処理が行われます。このステップを実行するた

めに使用される命令は使用するプロセッサーにより異なります。例えば、Apache FOP プロセッサーの場合、以下

のコマンドにより入力 FO ドキュメントと出力 PDF ドキュメントの名前と場所が指定されます:

fop -fo input.fo -PDF output.pdf

FOP には他のパラメーターも用意されています。詳細については FOP ユーザー リファレンス　を参照ください。

FOP と XSLT

FOP オプションにより、入力 XML ファイル、入力 XSLT ファイル、そして出力 PDF ファイルを同時に指定することができます:

fop -xml input.xml -xslt input.xslt -PDF output.pdf

この場合、FOP は、内蔵の XSLT エンジンを使用し、 XML から FO への変換が最初に行われます。その後生成された FO ドキュメント

を FOP へ渡すことで、FO から PDF への変換処理が行われます。

しかしながら、 FOP 内蔵のエンジンは、StyleVision と RaptorXML によりサポートされるすべての XSLT 機能をサポートしない可能性

があります。この結果、 StyleVision により生成された XSLT スタイルシート が XML 変換により FOP の内蔵の XSLT を使用して指

定されている場合、エラーが発生する可能性があります。RaptorXML+XBRL の XSLT エンジンを使用して、FO への変換を行い、FO

ファイルを FOP へ渡して PDF の生成を行うようにしてください。

PDF のバッチ処理 

XSLT 変換の最初のステップのために RaptorXML を使用して、 PDF を生成する素早い簡単な方法です。  2番目の-ステップである

FOP を使用した、 FO 処理は、2つのコマンドを組み合わせるバッチファイルを作成します。例:

raptorxmlserver xslt --input=Test.xml --output=Test.fo Test.xslt

fop -fo Test.fo -pdf Test.pdf

最初のコマンドにより RaptorXML が呼び出され、 test.fo が出力として生成されます。 2番目の コマンドでは、

test.fo が FOP プロセッサーへ渡され、PDF ファイルの test.pdf が作成されます。バッチ処理と、バッチファイ

ルを使った処理の自動化については、次を参照してください:  処理の自動化。

http://xmlgraphics.apache.org/fop/index.html
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10.3 FlowForce Server を使用した自動化

 W indows、Linux、 と Mac OS システム上で使用することのできる Altova の FlowForce Server を使用して、ネットワーク上で変

換を自動化することができます。このプロセスは以下のように作動します:

1. (ファイル | FlowForce へデプロイする コマンドを使用して) StyleVision から、 PXF ファイル は .transformation

ファイルとして FlowForce Server にデプロイ されます。  .transformation ファイル は、 SPS (内でデザインされたとおり

に変換を実行するために必要な全てのファイルと情報を含んでいます。下の図では、デプロイは接続ラインにより表示されていま

す。)

2. .transformation ファイルが FlowForce Server にデプロイされた後、 .transformation ファイルを使用して、ジョブ

定義内で指定されているトリガーに従い、変換を生成するジョブを FlowForce 内でジョブを作成することができます。 (トリガー

は、例えば、毎日定時にトリガーするように設定することができます。)  (下のダイアグラムで表示されているように) 

StyleVision 、または、 HTTP アドレスによりアクセスすることのできる Flow Force ジョブを FlowForce W eb Server イン

ターフェイスで作成することができます。FlowForce ジョブの作成に関する詳細は、次を参照してください:  FlowForce ドキュメン

ト.

3. 実行時に FlowForce Server は、変換命令と関連するファイルを変換を行う StyleVision Server にパスします (下の図を

参照してください)。

FlowForce ワークフロー内の StyleVision Server のや区割りは、下の図に表示されています  (Altova MapForce マッピングを実行

のために Altova MapForce Server に転送する FlowForce ジョブも作成することができるため、 ワークフロー内での MapForce

Server の役割も表示されています)。

http://www.altova.com/flowforce.html
http://www.altova.com/flowforce.html
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FlowForce ジョブにより呼び出されない場合、 StyleVision をコマンドラインから呼び出すことができます。 使用方法は、 StyleVision

Server ドキュメントで説明されています。

http://www.altova.com/documentation.html
http://www.altova.com/documentation.html
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10.4 自動処理の方法

バッチファイル (ファイル拡張子 .bat と共に保存されるファイル ) コマンドラインから実行されるコマンドのシーケンスを含んでいます。バッチファ

イルが実行されると、バッチファイル内の各コマンドは、最初から始まり順番に処理されます。 バッチファイルは次のシチュエーションで役に立ちま

す:

· 一連のコマンドを自動的に実行する場合(下を参照)。

· コマンドが前のコマンドにより生成される入力を必要とする一連の処理コマンドを作成する場合。 (例えば、変換の出力として生成

される XML ファイルが次の変換の入力として使用される場合)。 

· 特定の時間にタスクのシーケンスが実行されることを予定する場合。

コマンドのシーケンスを持つバッチファイル

実行されるコマンドのシーケンスは以下のように入力されます:

@ECHO OFF

CLS

StyleVision TestEN.sps -outxslt=HTML-EN.xslt

StyleVision TestDE.sps -outxslt=HTML-DE.xslt

StyleVision TestES.sps -outxslt=HTML-ES.xslt

バッチファイルが処理されると、 コマンドは実行され、ファイルが生成されます。 上記のバッチファイルは、 StyleVision を使用して、3つの

XSLT ファイルを SPS ファイルから生成します。
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11 メニューコマンドとレファレンス

このセクションでは  StyleVision ツールバー、デザイン ビューのシンボル、そしてメニュー コマンドについて説明します。セクションは以下のよう

に構成されます:

· デザインビューで使用されているシンボルの説明。

· XPath 式 の編集ダイアログの説明。

· すべての ツールバーとそれらのアイコン、 そしてツールバーの表示をカスタマイズする方法。

· すべてのメニューコマンド。

ユーザー リファレンスのセクションでは個々のコマンドに関する記述がなされている一方で、関連するセクションでは  StyleVision の機能で使

用されているメカニズムの詳細について説明されます。メカニズムは以下のグループにより構成されています:

· SPS ファイルコンテンツ 

· SPS ファイル構造 

· SPS ファイルの高度な機能 

· SPS ファイル 表示方法 

· SPS ファイル追加機能  

照関連項目

· ユーザーインターフェイス

· チュートリアルのクリックスタート 
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11.1 デザイン ビューのシンボル

SPS のデザインには通常、複数種類のコンポーネントが含まれ、各コンポーネントはそれぞれ異なるシンボルでデザイン内に表示されます。こ

れらのシンボルは以下のようにグループ分けされます。:

· XML ドキュメント内のノード 

· XML ドキュメント コンテンツ 

· データ入力デバイス 

· 定義済みのフォーマット 

· XPath オブジェクト 

· URI オブジェクト 

これらコンポーネントに対して以下の操作を行うことができます:

· ドラッグ アンド ドロップにより移動する

· (i)  編集メニューのコマンド、または (ii) 標準的な W indows のショートカットにより切り取り、コピー、貼り付け、または削除する

· フォーマットを適用する

· 右クリックすることで、コンテキスト メニューを表示する

XML ドキュメント内のノード

XML ドキュメント内にある要素や属性は SPS デザイン ドキュメント内でタグとして表示されます。各ノードには開始タグと終了タグが含まれ

ます。開始タグまたは終了タグをダブルクリックすることでそのノードが縮退され、ノードが縮退されると、ノード内部に含まれているすべてのコンテ

ンツが隠されます。縮退されたノードをダブルクリックすることで、ノードが展開され、内部に含まれているコンテンツが表示されます。

 

ノードには以下の種類が存在します:

· ドキュメントノード

$XML により示されるドキュメント ノードは XML ドキュメント全体を表します。スキーマ ソースが XML ド

キュメントに関連付けられている場合には緑色の $XML タグが表示され、スキーマ ソースがデータベース

に関連付けられている場合には黄色の $DB タグが表示されます。上のスクリーンショットでは、OrgChart を

含むドキュメント ノードが左側に、右側には縮退されたドキュメント ノードが示されています。.

· 要素ノード

挿入された場所に祖先ノードが存在しない場合、すべての祖先ノードとともに要素ノードが挿入されます。

上のスクリーンショットでは、展開 (左側) ならびに縮退 (右側) された Name という要素ノードが示されま

す。

· 属性ノード
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挿入された場所に祖先ノードが存在しない場合、すべての祖先ノードとともに属性ノードが挿入されます。

属性ノードには ＝ という頭文字が表示されます。上のスクリーンショットでは、href 属性ノードが展開され

たかたち (左側) ならびに縮退されたかたち (右側) で示されます。

ノードはデザイン内にノードテンプレートとして含まれます。デザインに含むことのできる異なる種類のテンプレートに関しては、次のセクションを参

照してください: ,  テンプレートと デザインフラグメント.

XML ドキュメント コンテンツ

XML ドキュメント コンテンツは 2 種類のプレースホルダにより表示されます:

· (contents)

· (rest-of-contents)

contents プレースホルダは単一ノードのコンテンツを表し、ノード内に含まれるすべてのテキスト コンテンツが出力されます。ノードが属性ノ

ードまたはテキストのみの要素ノードの場合、ノードの値が出力されます。ノードが混合コンテンツや要素コンテンツだけで構成される要素ノー

ドの場合、子孫ノードのテキスト コンテンツが出力されます。XSLT の用語に置き換えると、contents プレースホルダは、select 属性の値

によりノードが指定された xsl:apply-templates 要素と等しい振る舞いを行います。

メモ: contents プレースホルダが要素ノードに適用されると、その要素の属性に含まれる値は出力されません。属

性ノードの値を出力するには、属性を (メインまたはグローバル) テンプレートに明示的に含める必要があ

ります。

rest-of-contents プレースホルダにより、カレント ノード以下にあるその他の子要素に対してテンプレートが適用されます。この場合、

各子要素に対して適用されるテンプレートはグローバル テンプレート (その要素に対して定義されている場合)、または要素のデフォルト テン

プレート (テキストのみの要素からはテキストだけを出力し、子要素のテンプレートを適用) となります。例えば、title、author、isbn、pubdate

という子要素を含んだ book という要素を考えてみましょう。book の定義により title 子要素だけが出力されると指定された場合、この定義

が処理されることで、その他の子要素 (author、isbn、pubdate) は出力されないことになります。しかし、book の定義内の title 要素直後に

その他のコンテンツ プレースホルダが含まれている場合、その他の子要素 (author、isbn、pubdate)、グローバル テンプレート (その要

素に対する定義が存在する場合) または要素のデフォルト テンプレートも適用されることになります。

データ入力デバイス

デザインにてデータ入力デバイスを配置することで、 Authentic View ユーザーによる XML ドキュメントの正確な編集と、妥当なデータの入

力がサポートされます。ノードには以下のデータ入力デバイスを割り当てることができます:

· 入力フィールド (単一行と複数行)

· コンボボックス
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· チェックボックス

· ラジオボタン

展開されたタグはダブルクリックすることで縮退することができますし、縮退されているタグも、ダブルクリックにより展開することができます。データ

入力デバイスの細かな使用方法については、 データ入力デバイスを参照ください。

 

定義済みのフォーマット

定義済みフォーマットは薄い紫色のタグで表示され、ダブルクリックにより展開/縮退することができます。

上のスクリーンショットでは、定義済みのフォーマット p (para) が展開された状態 (左側) と縮退された状態 (右側) で示されています。定義

済みのフォーマットを適用するには、目的のアイテムを (そのアイテムをクリックするかテキストをマーキングすることで) ハイライトして、 定義済み

のフォーマットを挿入します。。

XPath オブジェクト

StyleVision  では XPath 条件式を使用するために 2 つのメカニズムが用意されています。

· 条件テンプレート

条件タグは青色により表示されます。開始タグにはセルが含まれており、左端のセルには疑問符が含ま

れています。その他のセルには (i) 個々の when 条件に対応した 1 からはじまる数値か、(ii) その他の条

件を表すオプションのアスタリスクが表示されます。条件分岐はクリックにより選択でき、選択された条件

分岐の番号が開始タグにてハイライトされ、その分岐に対応するテンプレートが条件の開始タグと終了タ

グの間に表示されます。選択された条件分岐の XPath 条件式もデザイン ツリーでハイライトされます。条

件のタグを縮退/展開することはできません。
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· 自動計算

自動計算はデザイン ビューにて =(自動計算) というオブジェクトにて表示されます (上のスクリーンショット

を参照)。選択された自動計算の XPath 条件式がデザイン ツリーにてハイライトされ、プロパティ サイドバ

ーからプロパティサイドバー自動計算の編集をおこなうダイアログへアクセスすることができます。

 

UR I オブジェクト

デザイン内部へ挿入することのできる URI をベースにしたオブジェクトには、以下の 3 種類があります:

· イメージ

StyleVision からアクセスできるイメージが SPS デザインへ挿入されると、イメージがデザイン ビューに表

示されます。イメージへアクセスできない場合、 SPS はイメージのプレースホルダによりマークされます。

· ブックマーク (アンカー)

ブックマークは A という文字の入った黄色のタグにより表示されます (上のスクリーンショットを参照)。メ

ニューから [挿入 | ブックマークの挿入] を選択することで空のブックマークが追加されるほか、コンテン

ツが選択された状態で [タグで囲む | ブックマーク] のメニュー オプションを選択することで、ブックマーク

を挿入することができます。アンカー タグは展開 (左側のスクリーンショット) ならびに縮退 (右側のスクリ

ーンショット) することができます。

· リンク

ブックマークは A という文字の入った黄色のタグにより表示されます (上のスクリーンショットを参照)。メ

ニューから [挿入 | ブックマークの挿入] を選択することで空のブックマークが追加されるほか、コンテン

ツが選択された状態で [タグで囲む | ブックマーク] のメニュー オプションを選択することで、ブックマーク

を挿入することができます。アンカー タグは展開 (左側のスクリーンショット) ならびに縮退 (右側のスクリ

ーンショット) することができます。

関連項目

· ツールバー

· デザイン サイドバー

· コンテンツ編集処理 
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11.2 XPath 式 の編集ダイアログ

XPath 式 の編集ダイアログ (下のスクリーンショット) は XPath 式 の編集を作成、テストするために使用されます。 条件付きの処理 ま

たは スタイル と プロパティの値のために式を入力する場合など XPath 式が入力されるデザインビュー内のすべての箇所で使用することがで

きます。 

ダイアログは SPS ( XSLT 1.0 のための XPath 1.0、XSLT 2.0 のための XPath 2.0、XSLT 3.0 のための XPath 3.1) の XSLT

バージョン に対応するXPath バージョン を自動的にサポートします。XPath バージョンを切り替えるには、SPS の XSLT バージョンを切

り替えます。

ダイアログのレイアウト

XPath 式 の編集には以下のペインが含まれています (下のスクリーンショットを参照):  (i) 式ペイン (左上) (ii) ソースペイン (右上)

(iii) 結果ペイン (下)。ビルダーモードでは結果ペインは入力ヘルパーペインにより置き換えられています。

評価モードとデバッグモード

XPath 式 の編集ダイアログ には2つのモードが存在します:
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· XPath 式が割り当てられた作業 XML ファイルに対して評価される評価モード。式ペイン に式は入力され、結果は結果ペイン

に表示されます。結果内のノードをクリックしてダイアログのソースペイン内のノードに移動することができます。

· 割り当てられた作業 XML ファイルに適用し XPath 式をデバッグすることのできるデバッグモード 。ブレークポイントとトレースポイン

トを設定し、評価をステップバイステップで行うことができます。各ステップで変数のコンテンツを確認することができ、評価の追加アス

ペクトをチェックすることのできるカスタムのウォッチ式を設定することができます。で

ウィンドウのツールバーの左角にある「評価/デバッグの開始」 ドロップダウンメニュー内から適切なコマンドを選択し、2つのモード間を切り替え

ることができます (下のスクリーンショットを参照).

2つのモードの使用方法はこのセクションのサブセクション内で説明されています。

XPath/XQuery 式ビルダー

両方のモード内で、 式ビルダー を使用して構文的に正しい式を作成することができます。メインツールバー  の 「ビルダーモード」 ボタ

ンを使用して式ビルダーを切り替えます。 

11 .2 .1 エバリュエーター

「評価/デバッグの開始」 ドロップダウンメニュー内で「評価の開始」を選択し評価モードを選択します (下のスクリーンショットを参照).

評価モード内でエバリュエーター ボタンをクリックします (下のスクリーンショットを参照)。エバリュエーターには次のペインが存在します (下の

スクリーンショットを参照):  (i) 式ペイン (左上) (ii) ソースペイン (右上) (iii) 結果ペイン (下)。
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XPath 式とその評価

XPath 式は式ペイン内に入力されます。結果ペイン内に評価の結果は表示されます (上のスクリーンショット)。

以下の点に注意してください:

· XML ファイルに対して式を評価するには、そのファイルは SPS のソースの一つのファイルと作業 として割り当てられる必要がありま

す。

· (入力中に評価」iアイコンをツールバーから選択すると),結果は式の入力中に表示されます。または、(ツールバーの左上の)「評

価/デバッグの開始」 (F5) をクリックすると表示されます。

· ソースツリー内のノードの XPath ロケーター式を入力するにはソースペイン内のノードをダブルクリックします。

· ソースペイン内では、以下の表示を切り替えることができます:  (i) 処理命令 (ii) コメント (iii) 属性 (iv) 要素。ソースペインの下

のボタンを使用してこれを行ってください。 

· コンテキストノードは式が作成されるデザインコンポーネントを指します。式のコンテキストノードとして他のノードを設定するには以下

を行います:  (i)  ソースペイン内のノードを選択します (ii) (ソースペインの下にある)評価コンテキスト をクリックします。このコンテキ

ストノードを式のために保存するには、(ソースペインの下にある)「評価コンテキストを記憶する」コマンドボタンを切り替えてくださ

い。式のために実際のコンテキストノードは現在のデザインコンポーネントのコンテキストノードになり、ランタイムで使用されるコンテキ

ストノードになります。 

· XPath 式内で Java と .NET プログラミング言語の関数を使用することができます。ダイアログの下の 「Java の使用」と

 「.NET の使用」ボタンは XPath式内の Java と .NET 拡張関数の使用法に関する説明をする情報ボックスを表示します。

詳細に関してはこのドキュメントの拡張関数セクションを参照してください。 
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· (より読みやすくするために)式を複数行で表示するには リターン キーを使用します。

· 式フィールド内のテキストのサイズを大きくする/小さくするには、式フィールドをクリックし、 Ctrl を押して、スクロールホイールを使用

します。 結果ペイン内にもこの機能が適用されることに注意してくだい。

· ノードのロケーターパス式を手動で挿入する代わりに、以下を行うことができます:  (i) ロケーターパスを挿入する XPath 式内の場

所にカーソルをポイントします  (ii) ソースツリー内でターゲットとするノード内にカーソルをポイントします。式内の選択されたノードの

ロケーターパスを入力します。ロケーターパスはドキュメントのルートノードから始まる絶対パスです。 

結果ペイン

結果ペインは下のスクリーンショット内で表示されています。結果ペイン固有ののツールバーが存在することに注意してください。

結果ペインには以下の機能が存在します:

· 結果リストは2つの列により構成されています:  (i) ノード名、またはデータ型 (ii) ノードのコンテンツ。

· XPath 式が(要素または属性などの)ノードを返す場合 ノードのコンテンツ全体がノードの値として表示されるかを選択することが

できます。 これを行うには、完全な結果を表示するをオンに切り替えてください。

· 式により生成されるリテラルとは異なり、結果に (テキストノードを含む)ノードが含まれる場合、結果ペイン内でそのノードをクリックす

ると、ソースツリー内の XML ドキュメント内の関連するノードがハイライトされます。

· 結果サブラインの列、または、値列の両方をコピーすることができます。全ての列をコピーするには、サブラインを右クリックし「全ての

列を含みコピーする」をオンに切り替えます。 (または、結果ペインのツールバー内のアイコンを使用してコマンドをオンとオフに切り替

えることもできます。) コピーするサブラインを右クリックし、(そのサブラインのために) 「サブラインをコピーする」 または 「全てをコピ

ーする」(全てのサブラインのために) を選択します。
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結果ペインのツールバー

結果パインのツールバーにはナビゲート、検索、およびコピー機能を提供するアイコンが含まれています。これらのアイコンは、左から順番に以

下で説明されています。対応するコマンドは結果リストアイテムのコンテキストメニュー内で使用することができます。

アイコン 動作

次、前

結果リストからそれぞれ次のおよび前のアイテムを選択します。

クリップボードに選択されたテ

キストラインをコピーする

クリップボードに選択された結果アイテムの値カラムをコピーします。全てのカラムをコピーするには、全てのカ

ラムを含みコピーするコマンドに切り替えてください (下を参照)。

全てのメッセージをクリップボ

ードにコピーする

空の値を含む値カラムのすべての結果アイテムをクリップボードにコピーします。各アイテムは異なるラインに

コピーされます。 

全てのカラムを含みコピーす

る

(i) 全てのカラム、または (ii) 値カラムのコピー間を切り替えます。カラムの区切りは単一のスペースです。 

検索する

結果リスト内で特別文字を含む文字列を検索する検索ダイアログを開きます。

前を検索する

検索ダイアログ内に最後に入力された用語の前の発生を検索します。

次を検索する

検索ダイアログ内に最後に入力された用語の次の発生を検索します。

クリア

結果のリストをクリアする

複数のラインの結果を単一

のラインに折りたたむ

結果アイテムの値カラムが複数ラインのテキストを含む場合、 (新しいラインまたは文字を含む場合)、複

数ラインと単一ラインの表示を切り替えることができます。

完全な結果を表示する

ノードの値としてノードのコンテンツ全体を表示します。

11 .2 .2 デバッガ―

デバッガーにより XML ファイルと作業 のコンテキスト内で XPath 式をデバッグすることができます。「評価/デバッグの開始」 ドロップダウンメ

ニュー内で 「デバッグの開始」 にアクセスします (下のスクリーンショット)。これによりデバッグモードに設定されます。式を作成するためのヘル

プのための)ビルダーと (式をデバッグするための) エバリュエーター間を切り替えることができます。デバッグを開始するために 「評価/デバッグの

開始」 (F5) をクリックします。

式の挿入後(デバッグモードにモードが切り替えられていることを確認して) 「評価/デバッグの開始」 (F5) をクリックしてデバッグを開始するこ

とができます。.

デバッグモードをセットアップするためのボタン

評価/デバッグの開始 (F5) デバッガーを開始します。
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ビルダーに切り替える 式の作成を手助けするコンテキストを考慮する入力ヘルパーを提供する式ビル

ダーモードに切り替えます。

入力中に評価する 式の挿入中に式の評価を切り替えます。

デバッグモードのレイアウト

デバッグモード内では、結果ペインに2つのペインが追加されます (下のスクリーンショットを参照):

· ペイン内に個別のタブを持つコールスタックとデバッグポイントペイン

· ウォッチ式と変数が同時に同じペインに表示される変数とウォッチ式ペイン

デバッガーモードには以下の機能が搭載されています:

· XPath 式がどのように評価さえるかをステップごとに確認するために XPath 評価プロセスにステップインすることができます。ステッ

プイン (F11) ツールバー ボタンを使用して、これを行います。各評価ステップで、現在評価されている式の一部が黄色でハイライ
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トされており、そのステップの評価の結果は結果ペインに表示されます (上のスクリーンショット)。例えば、 上のスクリーンショットで

は、  book 要素のすべての section 子孫要素が選択されています。

· 評価を一時停止する箇所でブレークポイントを設定し、これらの箇所で結果をチェックします。ブレークポイントでのみ一時停止し評

価をステップスルーすることができます。「デバッグの開始」 (F5) ツールバー ボタンをこのために使用します。ステップイン (F11) を

使用したすべてのステップで一時停止するよりも素早く行うことができます。

· トレースポイントとしてマークされるステップでの結果を確認するようにトレースポイントを設定します。 (ブレークポイント以外)評価は

一時停止しませんが、結果ペイン内のリスト内にトレースポイントの結果は表示されます。

· ウォッチ式を使用して(評価のドキュメントデータまたはアスペクトなどの)情報をチェックすることができます。この機能はブレークポイン

トで役に立ちます。 

· 変数とウォッチ式ペイン内に表示されるスコープ内の値を含む変数。

· 評価ステップのプロセッサーコールはコールスタックとデバッグポイントペインのコールスタックタブ内で表示されます。

· ブレークポイントとトレースポイントが設定されると、コールスタックとデバッグポイントペインのデバッグポイントタブ内で表示されます。 

これらの機能の情報に関しては、下の詳細を参照してください。

デバッガーの実行

XPath 式のデバッグのための大まかなステップは以下の通りです:

1. XPath 式を式ペインに入力します。

2. ブレークポイント、またはトレースポイントを設定します。ブレークポイントは評価を停止するポイントを指します。トレースポイントは記

録される評価内のポイントを指します。トレースポイントは従って評価結果のトレース可能なパスを提供します。

3. 「デバッガーの開始」をクリックすると、式内にブレークポイントがマークされていない限り、評価が最後のステップの前の段階まで行

われます。  「デバッガーの開始」 を繰り返しクリックしてブレークポイントを進め評価の最後まで移動します。

4. ステップイン/アウト/オーバー機能を使用して評価をステップバイステップに行います。

デバッグのためのボタン

デバッガーの開始 (F5) デバッガーを開始します。評価はブレークポイントのために停止する以外最後まで

行われます。

デバッガーの停止 (Sh ift+F5) 評価を停止しデバッガーを停止します。

ステップイン (F11) 評価を継続し、ステップごとに評価を行います。

ステップアウト (Sh ift+F11) 現在の評価ステップをステップアウトし、親ステップに移動します。

ステップオーバー (Ctrl+F11) 子孫ステップにステップオーバーします。

ブレークポイントの挿入/削除 (F9) カーソルがポイントする箇所の式ステップでブレークポイントを挿入/削除します。

トレースポイントの挿入/削除

(Shift+F9)

カーソルがポイントする箇所の式ステップでトレースポイントを挿入/削除します。

ステップイン、アウト、およびオーバーの評価ステップ

ステップイン 機能により評価をステップバイステップで行うことができます。このコマンドの各クリックにより評価の次のステップに移動することができ

ます。 現在のステップは式内でハイライトされ表示されます (下のスクリーンショットを参照)。ステップアウト 機能により現在のステップとして

高いレベルのステップに移動することができまが、ステップオーバー 機能は低いレベルのステップにステップオーバーし、同じレベルの次のステップ

に移動することができます。ステップ 機能を下のスクリーンショット内で表示されている式を使用して、3つのステップ ボタンを押してそれぞれの

仕組みを試すことができます。

下のスクリーンショットはロケーターステップ newsitem に到達すると一時停止される際の評価を表示しています。この時点では結果は4つの

newsitem ノードを表示しています。
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ブレークポイント

ブレークポイントは 「デバッガーの開始」 により開始された後にデバッガーを停止するためのポイントです。ブレークポイントでデバッガーが停止

すると、結果をチェックして、 ステップイン機能を使用して評価の次のステップの結果を表示することができます。ブレークポイントを設定するに

は、式内のブレークポイントを設定する箇所にカーソルをポイントし、 「ブレークポイントの挿入/削除」 (F9) ツールバー ボタンをクリックしま

す。ブレークポイントは赤い点線のオーバーラインでマークされています。ブレークポイントを削除するには、選択し 「ブレークポイント/削除」

(F9)をクリックします。

下の デバッグポイント も参照してください。

トレースポイント

トレースポイントは結果が記録されるポイントです。これらの結果は 結果 タブのトレース ツリーで表示されています (下のスクリーンショットを

参照)。これにより式の特定の部分のすべての評価を確認することができます。例えば、下のスクリーンショット内では、トレースポイントが

team ノードと member ノード上で設定されています。これらのトレースポイントでの結果はトレース ツリー内で表示されています。

トレースポイントを設定するには、トレースポイントを設定するポイントにカーソルをポイントし、ツールバー ボタン 「トレースポイントの挿入/削

除」 (Sh ift+F9) をクリックします。トレースポイントは青い点線のオーバーラインでマークされています (下のスクリーンショットを参照)。トレ

ースポイントを削除するには、選択し 「トレースポイントの挿入/削除」 (F9)をクリックします。
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メモ: ブレークポイントとトレースポイントが式の一部に設定されている場合、赤色と青色の交互の点線によりオーバーラインが作成されま

す。

下の デバッグポイント も参照してください。

変数、ウォッチ式、コールスタック

変数とウォッチ式は変数とウォッチ式ペイン (のスクリーンショットの中央のペイン)内に表示されます。
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変数

式内で宣言されており、現在の評価ステップ内のスコープに存在する編集は相対する現在の値と共に表示されています。 例えば、 上のスク

リーンショットでは、 headline 上のブレークポイントで処理が一時停止されています。 $i 変数はこの評価ステップではスコープ内です。で

すから、上のスクリーンショット内で $i が最初のノードである現在の値と共に表示されています。

ウォッチ式

ウォッチ式は評価の開始前、または評価の一時停止中に挿入することのできる式です。以下の目的のために使用することができます:

· 特定の条件をテストする場合。上のスクリーンショット内のサンプルでは、ウォッチ式

$i/metainfo/enteredBy/@id="NED" が NED の ID を持つチームメンバーによりこの新規のアイテムが入力されている

かをテストするために使用されています。結果 true は最初のニュースアイテムがこの条件が満たしているかを示しています。

· 特定のコンテキスト内のデータを検索する場合。 例えば、Company 要素コンテキストでは、ターゲットドキュメント内で企業のカス

タマーコードを検索するウォッチ式 @id を入力することができます。

· 追加データを生成する場合。 例えば、新規のアイテムの総数を示す適切な文字列が生成されます。 

ウォッチ式を挿入するにはペインのツールバー内の(上のスクリーンショット内で赤枠で囲まれている) 「ウォッチエントリの追加」 をクリック

し、式を挿入し、終了すると「 Enter」 をクリックしてください。 ウォッチ式を削除するには、ツールバー内で「選択されたウォッチエントリの

削除」をクリックしてください。デバッグ中に式が(例えば、変数の1つが範囲以外など)何らかの理由で正確に評価されない場合、ウォッチ式

は赤色で表示されます。

コールスタック

コールスタックとデバッグポイントペインのコールスタックタブはデバッグ内のそのポイントまでのプロセッサーの呼び出しを表示します (上のスクリー

ンショット内の右下のペイン)。現在のプロセッサーの呼び出しは黄色でハイライトされています。現在の評価ステップに直接導いた呼び出し

のみが表示されることに注意してください。
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デバッグポイント

 コールスタックとデバッグポイントペインのデバッグポイントタブは式内で設定された(赤い丸印で表示される)ブレークポイントと (青い丸印で表

示される)トレースポイントを表示しています (下のスクリーンショット内の右下のペイン) 。各ダイアログポイントはラインと文字番号と共にリス

トされています。 例えば、 AxisStep@2:12 は式ペイン内の式のライン 2 と文字 12 にデバッグポイントが存在することを意味します。

以下の機能に注意してください:

· ブレークポイントのためにデバッグポイントペイン内の ブレークポイントの条件 をダブルクリックしてブレークの条件 を入力し、条件

のために式を入力し Enter を押しますます。条件が true と評価された場合のみそのブレークポイントは有効化されます。例え

ば、上のスクリーンショットではブレーク条件 $i/metainfo/enteredBy/@id="ABE" は id ABE を持つチームメンバーによ

り入力されたニュースアイテムのそれぞれのヘッドライン上のブレークポイントを有効化します。スクリーンショットはこのブレークポイント

で一時中止されている評価を示しています (子のブレークポイントでのウォッチ式が false を返すことに注意してください。) 

· 対応するツールバー ボタンをクリックして全てのデバッグポイントを有効化/無効化することができます:  全てのデバッグポイントの有

効化 と 全てのデバッグポイントの無効化 デバッグポイント (上のスクリーンショット内で緑で囲まれているボタン)。デバッグポ

イントが無効化されていると、有効化されるまで全ての評価のためにデバッグポイントは無効化されています。 

· 対応するコンテキストメニューのために個別のブレークポイントを有効化/無効化することができます。

ペイン内のツールバーコマンド

デバッグモード内の式の編集ダイアログのペインにはナビゲート、検索、およびコピーの機能を提供するボタンが含まれています (上のスクリーン

ショット) 。これらのボタンは左側から下のテーブル内で説明されています。相対するコマンドもリストされるアイテムのコンテキストメニュー内で使

用することができます。

アイコン 動作

次、前

結果リストからそれぞれ次のおよび前のアイテムを選択します。
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クリップボードに選択されたテ

キストラインをコピーする

クリップボードに選択された結果アイテムの値カラムをコピーします。全てのカラムをコピーするには、全てのカ

ラムを含みコピーするコマンドに切り替えてください (下を参照)。

全てのメッセージをクリップボ

ードにコピーする

空の値を含む値カラムのすべての結果アイテムをクリップボードにコピーします。各アイテムは異なるラインに

コピーされます。 

全てのカラムを含みコピーす

る

(i) 全てのカラム、または (ii) 値カラムのコピー間を切り替えます。カラムの区切りは単一のスペースです。 

検索する

結果リスト内で特別文字を含む文字列を検索する検索ダイアログを開きます。

前を検索する

検索ダイアログ内に最後に入力された用語の前の発生を検索します。

次を検索する

検索ダイアログ内に最後に入力された用語の次の発生を検索します。

クリア

結果のリストをクリアする

複数のラインの結果を単一

のラインに折りたたむ

結果アイテムの値カラムが複数ラインのテキストを含む場合、 (新しいラインまたは文字を含む場合)、複

数ラインと単一ラインの表示を切り替えることができます。

完全な結果を表示する

ノードの値としてノードのコンテンツ全体を表示します。

11 .2 .3 式ビルダー

XPath 条件式の編集ダイアログ内にある [構築] ボタンがクリックされると、XPath 条件式を構築するための入力ヘルパーペインが表示さ

れます。これら入力ヘルパー内にあるエントリーをダブルクリックすることで、テキスト ボックスのカーソル位置にそのアイテムが挿入されます。

入力ヘルパー ペインには以下の 3 種類があります:
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· XPath 式内に要素と属性を挿入するためのスキーマツリー。相対的な XPath チェックボックスがチェックされていると(作成されて

いる XPath 式内のデザイン内のノードである)選択されているノードへのロケーションパスはコンテキストノードに対して相対的に挿

入されます。コンテキストノードはスキーマツリーペインの下に表示されています。絶対 XPath 式はドキュメントルートから始まり、

Relative相対的な XPath チェックボックスがチェックされていない場合選択されたノードのために使用されます。

· 演算子と式のための入力ヘルパーペイン。以下が含まれます:  (i) 軸 (ancestor::, parent::,  など) (ii) 演算子 (例え

ば、 eq と div) および (iii) 式 (for # in  # return #,  など)。ペインのアイテムはアルファベット順、または関数カテゴリ

別にグループ分けすることができます。ペインのタイトルバー内のドロップダウンメニューから 階層的 または フラット を選択してオプ

ションを選択します。 

· アルファベット順、または関数別にグループ分けされたアクティブな XPath バージョンの関数を持つ入力ヘルパー。ペインのタイトル

バー内のドロップダウンメニューから 階層的 または フラット を選択してオプションを選択します。  The Names/Types オプショ

ンにより関数の引数を選択することができ、名前、またはデータ型として表示することを選択できます。 

ビルダーの機能

· 両方のペイン内のアイテムに関する詳細を表示するには、マウスをアイテムの上にかざします。

· 各関数は、自身の(引数、引数のデータ型、関数の出力のデータ型などである)署名と共にリストされています。

· 署名は、名前、または、関数の引数と出力のデータ型を利用してリストされています。ペインのタイトルバーのドロップダウンメニュー

から名前  または 型 を選択します。

· ペイン(演算子、条件式、または、関数) 内のアイテムをダブルクリックして、式内のカーソルの箇所にアイテムを挿入します。関数は

プレースホルダ(# シンボル)により示されている引数を使用して挿入されます。

· (i) XPath 条件式の編集フィールド内でテキストが選択されており、 (ii) プレースホルダを含む関数の条件式が挿入のためにダブ

ルクリックされている場合、選択されていたテキストがプレースホルダの代わりに挿入されます。 

条件式内に関数を挿入後、関数名の上にマウスをポイントすると、関数の署名と関数の説明をしたテキストが表示されます。同じ名前を持

つ関数のために異なる署名が存在する場合、これらはオーバーロード要素として下の部分に示されます。 カーソルを関数のかっこ内にかざし、

Ctrl+Sh ift+ Space キー を押すと、その関数名の多種のオーバーロードの署名を確認することができます。  

XPath 式の作成

XPath 式 の編集ダイアログは次の方法で XPath 式の作成を手助けします。

· コンテキストノードとスキーマツリー

ソースペイン内の選択 テキストボックスはすぐにコンテキストノードを表示します。式はこのコンテキストノード内の場所に挿入され、

コンテキストとしてこのノードと共に評価されます。

· スキーマツリーからのノードの挿入

ソース ペイン内で、スキーマ全体が表示されます。スキーマツリー内のノードをダブルクリックし、 XPath 式に挿入します。If the

Relative XPath チェックボックスがチェックされていると、選択されているノードはコンテキストノードに相対的なロケーションパス式と

共に挿入されます。 

· 名前空間の情報

スキーマ属性や要素ペインにあるスキーマ ツリーには名前空間アイテムが含まれます。このアイテムを展

開すると、スタイルシート内部で宣言されたすべての名前空間が表示されます。この情報は XPath 条件式

にて使用する名前空間の接頭辞を確認するために使用することができます。

· XPath 軸、演算子、式の挿入 

演算子/式の選択ペインでは、SPS で選択されている XPath の軸 (ancester:: や parent:: など)、演算子

(eq や div など)、または式 (for # in # return # など) が表示されます。表示方式は、アルファベット順と、機

能によりアイテムがグループ分けされた階層構造から選択することができます。軸、演算子、または 式を

XPath 条件式に挿入するには、目的のアイテムをダブルクリックしてください。

· XPath 関数の挿入
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関数の選択 ペインは、 XPath 関数をアルファベット順に、または、機能別のグループ別にリストしています。  (ペインの上のアイコ

ンをクリックして、2つの異なる表示方法を切り替えてください)。 各 関数は自身の署名と共にリストされています。関数に1つ以上

の署名が存在する場合、その関数は署名の数だけリストされます。署名内の引数は、カンマで区切られており、各引数には、発

生各ごとに発生インジケーターを有します  (? はゼロのシーケンス、または、指定された型の1つのアイテムを示し、 * iは、ゼロのシ

ーケンス、または、指定された型の1つ以上のアイテムを示します)。引数は、名前、またはデータ型ごとに表示されます。ペインの上

のThe arguments can be displayed as names or as datatypes; select Names or Types in the title bar

of the pane.各関数は、その関数の戻り型を指定します。 例: => date ? は、期待されるデータ型は、無しのシーケンス、ま

たは、 date アイテムであることを示しています。関数の上にマウスをかざすと、関数の短い説明が表示されます。

· Java ならびに .NET 拡張を XPath 条件式に使用することで、これらプログラミング言語に搭載された関数

へアクセスすることができます。ダイアログ下部にある [Java] ならびに [.NET] ポタンをクリックすると、

XPath 条件式内部で Java ならびに .NET 拡張関数を使用するための方法が示されます。この機能の詳

細については、このドキュメンテーションの 拡張関数 を参照ください。

直接のテキストエントリ中のインテリジェントな編集

条件式テキスト ボックスへ条件式を直接入力する場合、その時点で利用することのできるオプションがポップアップで表示されます (以下のス

クリーンショットを参照)。

これらは要素 XPath 関数と XPath 軸を含みます。「上」 と 「下」 キーを使用してオプションを上下に移動します。オプションを選択して、

式に挿入する場合 Enter を押します。

それ以外の場合チェックボックス

条件テンプレートの条件分岐にそれ以外の条件を追加することができる場合、[それ以外] 切り替えが表示されま

す (以下のスクリーンショットの赤い矢印を参照)。それ以外の分岐が存在しない条件テンプレートにチェック ボック

スは表示されるほか、すでにそれ以外の条件分岐が含まれる条件テンプレートを編集する際にも [それ以外]

チェック ボックスは表示されます。[それ以外] チェック ボックスにチェックを入れ、[OK] ボタンをクリックすること

で、条件テンプレートにそれ以外の条件分岐が追加されます。[それ以外] チェック ボックスにチェックを入れると、

構築モードにあるすべての入力ヘルパーが無効になります。これは、それ以外の条件分岐に与えられる条件はな

く、XPath 条件式を構築する必要がないためです。
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[それ以外] 条件分岐を使用する詳細については、「次を参照してください:  条件テンプレート。
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11.3 ツールバー

ツールバーでは様々な StyleVision コマンドが用意されています。ツールバーは以下のように構成されます:

· 書式 

· テーブル 

· デザイン要素の挿入 

· デザインフィルター 

· 標準 

各ツールバーのアイコンは、対応するコマンドの簡単な説明とともに、このセクション以下にあるサブセクションに記されます。

ツールバーの位置

ツールバーはフロート状態にして画面上の自由な位置に配置することができるほか、GUI のウィンドウ内部に配置することができます。ツール

バーは通常 GUI の上端にあるメニュー バー以下に配置されますが、ウィンドウの両端または下部に配置することもできます。

 

以下の操作により、ツールバー領域にツールバーを配置することができます:

 

1. ツールバーのハンドル (ツールバーがツールバー領域に配置されている場合) またはそのタイトル バー (ツー

ルバーがフロート状態の場合) をクリックします。

2. ツールバーを目的の場所までドラッグし、ドロップします。目的の場所にツールバーが存在しない場合、ウィンド

ウの端にツールバーを移動させることで、新たなツールバーが表示されます。

 

ツールバーをフロート状態にするには、ツールバー領域の外にツールバーをドラッグし、ウィンドウの端以外の画面上の任意の位置でドロップし

ます。

ツールバーを表示/隠す

以下にある 3 つの方法で、個々のツールバーの表示を切り替えることができます:

· [表示 | ツールバー] メニューにて、ツールバーから対応するツールバーを選択または選択解除します。.

· ツールバーの領域を右クリックして、コンテキスト メニューから個々のツールバーの表示を切り替えます

(以下のスクリーンショットを参照)。



396 メニューコマンドとレファレンス ツールバー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

· (ツール | カスタマイズ)メニューにて表示されるカスタマイズ ダイアログ のツールバー タブにて、ツールバーのチェック ボックスを

クリックすることで、個々のツールバーの表示を切り替えます。完了した後には [閉じる] ボタンによりダイアログを閉じるこ

とができます。

ツールバーボタンを追加/削除

ツールバーにある個々のボタンは追加または削除することができます。以下の操作により、ツールバーからボタンを追加または削除することがで

きます:

1. 追加または削除するボタンに関連付けられたツールバーにて、(ツールバーがツールバー領域内に配置されて

いる場合) [カスタマイズ] ボタンまたは (ツールバーがフロート状態の場合) [ツールバーのオプション] ボタン

をクリックします。[カスタマイズ] ボタンはツールバーの右端または下端に表示されている矢印のことです。[ツ

ールバー オプション] ボタンは、フロート状態のツールバー右側に表示されます。

2. 表示される [ボタンの追加/削除] メニュー上にマウス カーソルを移動させます。そのツールバー領域に表示

されているツールバーの名前と、[カスタマイズ] メニュー アイテムが表示されます (以下のスクリーンショットを

参照)。

3. 追加または削除するツールバーボタンを含んでいるツールバーにマウスを移動させます (上のスクリーン

ショットを参照)。

4. 表示されるメニューにて、追加または削除するツールバー ボタンの名前をクリックします。

5. [カスタマイズ] アイテムをクリックすると、カスタマイズ ダイアログが表示されます。

ボタンのリスト以下にある [ツールバーをリセット] アイテムにより、そのツールバーを StyleVision. をインストールした状態に戻すことが

できます。リセットされると、そのツールバーにあるすべてのボタンが表示されます。

メモ: ツールバーに含まれるボタンと、そのツールバーとの関連付けを解除することはできません。上に示され

たツールバーのボタンを表示/隠す動作は GUI に対してのみ適用されます。

関連項目
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· ユーザーインターフェイス 

11 .3 .1 書式

[書式] ツールバーはデザイン ビューで表示され、一般的なインラインならびにブロックのフォーマット プロパティを、SPS  のデザインにて選択さ

れたアイテムへ割り当てるためのコマンドが含まれています。 

定義済みの HTML フォーマット

ドロップダウン リストから選択された HTML フォーマットがデザイン ビューの選択対象に適用されます。例えば div

を選択することで、HTML のブロック (div) 要素がデザイン ビューにて現在選択されている要素の周りに適用され

ます 

テキスト プロパティ

対応するボタンをクリックすることで、太字、イタリック、下線そして取り消し線のインライン テキスト プロパティが、現在デザイン ビューで選択さ

れている対象に対して適用されます。ツールバー ボタンからは、スタイル、フォント サイズ、フォントの色と背景色を指定することもできます。

配置

配置プロパティ (左寄せ、中央揃え、右寄せ、両端揃え) を、デザイン ビューの選択対象に直接適用します。

リスト

カーソルの挿入ポイントにリストを挿入することができるほか、 SPS の選択対象をリストへ変換することができま

す。

ハイパーリンク

カーソルの挿入ポイントにハイパーリンクを挿入します。このコマンドの詳細な使用方法については、 ハイパーリンク

を参照ください。

関連項目

· ツールバー

· 書式とスタイル

· 入力フォーマット 

11 .3 .2 テーブル

[テーブル] ツールバー はデザイン ビューで表示され、静的ならびに動的なテーブルの構造やフォーマットを指定するコマンドが収められてい

ます。テーブル ツールバー内にあるこれらのコマンドを以下のスクリーンショットに示します。
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行と列の操作

SPS のテーブル (静的ならびに動的) に対して行または列の挿入、追加、削除を行うことができます。行または列は現在のカーソル位置の

直前に挿入、または直後に追加されます。カーソルが配置されている行/列を削除することもできます。これらの操作は [行/列の挿入]、

[行/列の追加]、[行/列の削除] ボタンにより行われます。[テーブル ヘッダー行/列の追加] または [テーブルフッター

行/列の追加] により、テーブルのヘッダーやフッターを追加することもできます。

セルの操作

現在カーソルが配置されている SPS テーブル セルを、隣接する 4 つのセルの 1 つに結合することができます。結合操作は HTML のテーブ

ルにおける span 操作と似たものです。[右/左/上/下のセルを結合] ボタン、がこれらの操作のために使用されます。更に、[セル
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を水平方向に分割] または [セルを垂直方向に分割] ボタンにより、カーソルが配置されている . SPS テーブルのセルを、それぞ

れ水平または垂直方向に分割することもできます。SPS テーブルのセル内部にあるコンテンツは、上揃え、中央揃え、下揃えすることができ、

[セルの境界を表示] ボタンをクリックすることで、セルの境界線を表示または隠すことができます。

テーブルの操作、プロパティ、表示

静的または動的なテーブル内部にカーソルが配置された状態で テーブルの削除 をクリックすることで、そのテーブルが削除されます。テーブル

のマークアップ表示は、[テーブル マークアップの表示] ボタンにより切り替わります。[テーブルのプロパティ] コマンドにより、そ

のテーブルのプロパティを定義するためのダイアログが表示されます。

関連項目

· ツールバー

· テーブル

· テーブル メニュー 

11 .3 .3 デザイン要素の挿入

デザイン要素の挿入 ツールバー ツールバーには SPS デザイン内部へデザイン要素を挿入するコマンドや、関連するコマンドに対応したア

イコンが含まれています。ツールバー アイコンから挿入することのできるデザイン要素を以下のスクリーンショットに示します。ツールバーには 3 種

類のアイテムが収められています:

1. デザイン要素, :コンテキスト ノードに影響を受けます (ツールバーにある殆どの要素です)

2. レイアウト要素 :ノード コンテキストとは独立して使用できます

3. グリッドに関連する操作 :デザインの補助に使用されます



400 メニューコマンドとレファレンス ツールバー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

デザイン要素

デザイン要素は [挿入] メニューからも利用することができる、コンテキスト ノードに影響を受けるノードです。以下の操作により、ツールバー ア

イコンからデザイン要素を挿入することができます:

1. 挿入する要素のツールバー アイコンを選択します。

2. 要素が挿入されるデザイン上の場所をクリックします。選択された要素のためのデザイン要素の挿入ダイアロ

グが表示されます  。ダイアログにはコンテキスト ノードがハイライトされた状態のスキーマ ツリーが表示されま

す。コンテキスト ノードとは、デザイン要素を挿入するために指定したカーソル位置の外側にあるノードのことで

す。

3. 現在選択されているコンテキスト ノード内部にデザイン要素を挿入するには、[OK] をクリックしてください。他

のコンテキスト ノードを選択するには、スキーマ ツリーにて目的のコンテキスト ノードを選択し、[OK] をクリック

してください。

4. 自動計算といったデザイン要素の場合、自動計算を定義するといった操作を更に行う必要があります。そうで

ない場合 (例えばユーザー定義テンプレートの挿入など)、デザイン要素の挿入ダイアログがスキップされます。
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この場合、XPath 式 の編集ダイアログ といった、別のダイアログが表示されます。必要な情報を入力し、ダイアログの [OK] ボタン

をクリックしてください。

挿入されたデザインの種類により、ステップ 3 または ステップ 4 でデザイン要素が挿入されます。

レイアウト要素

デザイン要素を挿入ツールバーには、(i) レイアウト コンテナー、(ii) レイアウト ボックス、そして (iii) ラインを挿入するための、3 つのレイアウト

要素コマンドが収められています。レイアウト ボックスとラインはレイアウト コンテナー内部だけに挿入することができることに注意してください。

 

レイアウト コンテナーを挿入するには、[レイアウト コンテナーの挿入] アイコンを選択し、レイアウト コンテナーを挿入するデザイン上

の場所をクリックしてください。レイアウト コンテナーの大きさについて尋ねられ、選択によりレイアウト コンテナーが挿入されます。レイアウト ボッ

クスを挿入するには、[レイアウト ボックスの挿入] アイコンをクリックし、レイアウト ボックスを挿入するレイアウト コンテナー上の場所を

クリックしてください。 レイアウト ボックスが挿入されます。レイアウト ボックス内部をクリックすると、キーボードによる文字の入力をはじめることが

できます。ラインを挿入するには、[ラインの挿入] アイコンをクリックして、レイアウト コンテナー内にあるラインの開始点までカーソルを移動し

てください。クリックによりラインの開始点がセットされ、目的の終了点までカーソルをドラッグしてください。終了点でカーソルをドロップすること

で、指定された開始点から終了点までのラインが挿入されます。

 

レイアウト コンテナーやレイアウト ボックスの大きさを変更するには、レイアウト コンテナーまたはレイアウト ボックスの右端または下端までカーソ

ルを移動させ、境界線をドラッグしてください。レイアウト ボックスを移動するには、レイアウト ボックスの上端または左端までカーソルを移動さ

せ、カーソルの表示が十字に変わったところでドラッグによりレイアウト ボックスを新たな場所へ移動してください。

グリッドに関連する操作

[グリッドの表示] コマンドにより、グリッドの表示/非表示を切り替えることができます。[グリッドへのスナップ] コマンドが有効になっ

ている場合、レイアウト コンテナー内部で作成されたレイアウト ボックスやラインが、グリッド線やグリッド線の交差点に対してスナップされます。

グリッドのプロパティはオプションダイアログ ([ツール | オプション]) のデザイン タブにてセットすることができます。

関連項目

· ツールバー

· 挿入メニュー

· レイアウトコンテナー 

11 .3 .4 デザインフィルター

デザインフィルター ツールバー (下のスクリーンショット) には、デザインに表示されるテンプレートのフィルタリングを行うためのコマンドが収めら

れています。ツールバーにある各アイコンについて以下で説明します。.

アイコ

ン

コマンド 説明

選択されたテンプレート

だけを表示

選択されたテンプレートだけを表示します。テンプレート内にカーソルを配置してこのアイコンを

クリックすることで、そのテンプレートだけが表示されます。

全種類のテンプレートを

表示

SPS 内にあるすべてのテンプレート (メイン、グローバル、名前付き、レイアウト) が表示され

ます。
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アイコ

ン

コマンド 説明

インポートされたテンプレ

ートを表示

インポートされたテンプレートの表示を有効/無効にします。

メイン テンプレートを表

示/隠す

メイン テンプレートの表示を有効/無効にします。

グローバル テンプレート

を表示/隠す

グローバル テンプレートの表示を有効/無効にします。

デザイン フラグメントを

表示/隠す

デザイン フラグメントの表示を有効/無効にします。

デザイン フィルター コンボ ボックスには SPS にある全テンプレートのリストが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。

コンボ ボックスからテンプレートを選択することで、そのテンプレートがデザインにて選択されます。コンボ ボックスによりデザイン内にある目的のテ

ンプレートへ素早くアクセスすることができ、複数のテンプレートがデザイン内部に存在する場合、その中でもテンプレートの一部が表示されてい

ないような状況で利用することができます。

関連項目

· ツールバー

· デザインツリー 

11 .3 .5 標準

標準 ツールバー には重要なファイルや編集機能に関するコマンドが含まれています。簡単な説明とともにこれらのアイコンを以下に示しま

す。コマンド名をクリックすることで、リファレンス セクションにあるコマンドの詳細な説明を確認することができます。 

アイコン コマンド ショートカット 説明

XML スキー

マ/DTD/XML から

新規作成

Ctrl+N スキーマをベースにした SPS ドキュメントを新たに作成します。ドロップ

ダウンをクリックすることで、DB や HTML ドキュメントをベースにした

SPS や、空の SPS を作成することができます。

開く Ctrl+O 既存の SPS ドキュメントを開きます。

デザインを保存 Ctrl+S アクティブな SPS ドキュメントを保存します。
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アイコン コマンド ショートカット 説明

すべて保存 Ctrl+Shift+S 開かれているすべての SPS ドキュメントを保存します。

印刷 Ctrl+P 作業用 XML ファイルの Authentic View を印刷します。

印刷プレビュー 作業用 XML ファイルの Authentic View の印刷プレビューを表示し

ます。

切り取り Shift+Del 選択対象を切り取り、クリップボードにコピーします。

コピー Ctrl+C 選択対象をクリップボードにコピーします。

貼り付け Ctrl+P クリップボードの内容をカーソル位置へ貼り付けます。

削除 Del 選択対象を削除します。

元に戻す Alt+

Backspace

編集された変更を元に戻します。元に戻せる回数に制限はありませ

ん。

やり直し Ctrl+Y 元に戻した操作をやり直します。

検索 Ctrl+F Authentic View や出力ビューにあるテキストの検索を行います。

次を検索 F3 検索されたテキストが次に出現する箇所を検索します。

XSLT 1.0 XSLT 1.0 がスタイルシート言語として設定されます。

XSLT 2.0 XSLT 2.0 がスタイルシート言語として設定されます。

XSLT 3.0 XSLT 3.0 がスタイルシート言語として設定されます。

スペルチェック SPS ドキュメントにてスペル チェックを行います。

関連項目

· ツールバー 
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11.4 ファイル メニュー

ファイル メニューには、SPS や関連するファイルを操作するためのコマンドが収められています。以下のコマンドを利用することができます:

· 新規作成 様々なソースから SPS を新たに作成します。

· 開く、再ロード、閉じる、すべて閉じる ファイルを開く、アクティブなファイルを閉じる、または再ロードします。

· デザインの保存、名前をつけて保存、すべて保存 アクティブな SPS や、開かれているすべての SPS ファイルを保存するためのコ

マンドです。

· MobileTogether デザインファイルとしてエクスポートする を使用して、アクティブな SPS ファイルから MobileTogether デザイン

を生成することができます。

· 生成されたファイルの保存  SPS により生成することのできる出力ファイルを保存します。

· W eb デザイン ASPX アプリケーションを動作させるのに必要なすべてのファイルを、指定されたフォルダーに生成します。

· プロパティ 出力ドキュメントのエンコーディング、ブラウザーの CSS 互換モード、Authentic View における相

対イメージ パスの解決方法、RTF (Enterprise ならびに Professional エディションのみ) や Word 2007+

(Enterprise エディションのみ) 出力にてイメージを埋め込むのか、またはリンクするのかの指定を行いま

す。

· 印刷プレビュー、印刷 出力ビューにて有効になります。プレビューに表示されている内容を印刷するためのコマンドです。

· 最後に開かれたファイル、終了 それぞれ最後に開いたファイルを開く、プログラムを終了するためのコマンドです。

11 .4 .1 新規作成

[新規作成] コマンド上へマウス カーソルを配置すると、 SPS ドキュメントを新たに作成するためのサブメニューが表示されます (以下のスク

リーンショットを参照):

· XML スキーマや DTD、XML ファイルから生成された XML スキーマをベースにした SPS ファイルを新たに

作成します ([XML スキーマ/DTD/XML から新規作成])。選択されたスキーマが デザイン概要サイドバーへ

追加され、( スキーマツリー サイドバーにある) スキーマ ツリーにスキーマの構造が表示されます。デザインビュー では、空のテンプレ

ートとともに SPSが作成されます。新規 SPS は URL やグローバル リソースを介したファイルからも作成することができます

(下記参照)。

· HTML ファイル からノードごとに作成したユーザー定義のスキーマをベースに、新規 SPS を作成します ([HTML ファイルか

ら新規作成])。ユーザー定義のスキーマがデザイン概要サイドバー と スキーマツリー サイドバーへ追加されます。単一の

ドキュメント要素 (ルート要素) を持ったツリーがスキーマ ツリーに表示され、HTML ファイルが デザインビューに表示されます。

· XSLT-for-HTML または XSLT-for-FO ファイル、FO ファイルから SPS を作成することができます。XSLT

のテンプレート構造ならびにスタイルが SPS にて作成されます。SPS コンポーネントを修正し、コンテンツ

やフォーマットを SPS に追加することができます。詳細については「 XSLT からの新規作成 」を参照ください。

· デザインの静的テキストとして MS W ord ドキュメントのコンテンツを含む新規 SPS。

· デザインの静的テキストとして MS Excel ドキュメントのコンテンツを含む新規 SPS。

· 空の SPS を新たに作成します ([新規作成 (空)])。デザイン概要サイドバーやスキーマ ツリーにスキーマ

は追加されず、 デザインビューに空のメイン テンプレートが作成されます。
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デザインの種類を選択する

(XSD と XML) といったソース ファイルを選択すると、新規デザインの作成ダイアログが表示されます。

新規デザインを作成ダイアログボックスが表示され、(i) フリーハンドのドキュメントデザイン、または (ii) フォームをベースにしたドキュメントデザイ

ン（コンポーネントが絶対位置で指定されます）から選択を行うように促されます。

フリーハンドのドキュメントデザインでは、ドキュメントコンテンツが出力メディアオブジェクト（印刷物や画面）にフィットするようにレイアウトされま

す。ドキュメントコンテンツ内のアイテムは相対的にしか配置することができず、絶対位置を指定することはできません。このオプションは、レポー

トや記事、書籍などのデザインに適しています。

フォームをベースにしたドキュメントには単一の レイアウトコンテナー が作成され、その中でデザインコンポーネントを絶対位置で指定することが

できます。レイアウトコンテナーには、絶対位置でレイアウトボックスを配置することができ、各レイアウトボックス内にドキュメントコンテンツを配置

することになります。既にあるフォームのデザインを SPS にて再現したい場合、オリジナルのフォームイメージを青写真イメージ として使用する

ことができます。青写真のイメージをレイアウトコンテナーの背景として含めることができ、フォームのデザインに役立てることができます。

U RL と グローバルリソースを介してファイルを選択する

ファイルを開くならびにファイルを保存ダイアログによっては、URL やグローバル リソースにより目的のファイルを選択することができます (以下の

スクリーンショットを参照)。[URL にスイッチ]、または [グローバルリソースにスイッチ] を選択することで、別の選択プロセスが表示されま

す。
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U RL によりファイルを選択する

以下の操作により URL を介したファイルの選択を行うことができます:

 

1. [URL にスイッチ] コマンドをクリックします。URL モードのファイルを開くダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参

照)。
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2. サーバー URL フィールドにアクセスする URL を入力します (上のスクリーンショットを参照)。サーバーが Microsoft(R)

SharePoint(S) Server の場合、Microsoft(R) SharePoint(R) Server チェック ボックスにチェックを入れてください。この

種類のサーバーを利用する場合、下記の Microsoft(R) SharePoint(R) Server に関するメモを参照ください。

3. サーバーがパスワードを要求する場合、[ユーザー] と[パスワード] のフィールドに必要な情報を入力してください。

4. [参照] をクリックして、サーバーのディレクトリ構造を確認することができます。

5. フォルダー ツリーにてロードするファイルを選択します。
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ファイル URL が、ファイル URL フィールドに表示されます (上のスクリーンショットを参照)。この段階で、[開く] ボタンが選択可能

になります。

6. [開く] ボタンをクリックして、ファイルをロードします。開かれたファイルがメイン ウィンドウに表示されます。

メモ: 参照機能は W ebDAV ならびに Microsoft SharePoint Server をサポートしているサーバーでのみ利用することができま

す。サポートされているプロトコルは FTP、HTTP、そして HTTPS になります。

メモ: ローカル キャッシュやプロキシ サーバーを使用したファイルのロードを行うこともできます (以前ファイルがロードされた場合、ロードのス

ピードが劇的に向上します)。その他にも、(データベース システムなどを使用している場合) ファイルを再ロードする必要に迫られる

こともあります。その場合[再ロード] オプションを選択してください。

Microsoft® SharePoint® Se rv e r  メモ

Microsoft® SharePoint® Servers に関する以下の点に留意してください:

· 利用可能なファイル ペインに表示されるディレクトリ構造では、ファイルのチェック イン/チェック アウト状態がファイル アイコンのシンボルとして

表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。
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ファイルを右クリックして表示されるコンテキスト メニューには、そのファイルに対して利用可能なコマンドが表示されます。

· ファイルのアイコンを以下に示します：

チェック イン状態。チェック アウト可能。

他のユーザーによりチェック アウト状態。チェック アウト不可能。

ローカルに対してチェック アウト。編集後にチェック イン可能。

· ファイルがチェック アウトされている状態で、Altova アプリケーションにて編集した後に[ファイル | 保存 (Ctrl+S)] により保存することがで

きます。

· URL を開くダイアログではコンテキスト メニューのほか、アプリケーションのメイン ウィンドウにあるファイル タブを右クリックすることで表示される

コンテキスト メニューから、編集されたファイルをチェック インすることができます。

· 他のユーザーによりファイルがチェック アウトされている場合、チェック アウトを行うことはできません。

· ファイルがローカルでチェック アウトされている場合、コンテキスト メニューから [チェック アウトの取消] を選択することで、チェック アウトを取

り消すことができます。変更することなしにファイルがサーバーへ戻されます。

· ある Altova 製品でファイルをチェック アウトした場合、他の Altova 製品で同じファイルをチェック アウトすることはできません。ファイルは既

にチェック アウトされた状態だと認識されます。 Microsoft® SharePoint® Server をサポートしている Altova アプリケーションで行う

ことができる操作は、[チェックイン] と [ チェックアウトの取消] のみになります。



410 メニューコマンドとレファレンス ファイル メニュー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

関連項目

· SPS とソース

· スキーマソース

· スキーマツリー サイドバー 

11 .4 .2 開く、再ロード、閉じる、すべて閉じる

[開く] (Ctrl+O) コマンド  により、既存の SPS  または PXF ファイルを開くことができます。W indows システムの ダイアログを開くダ

イアログ が表示され、.sps または .pxf 拡張子のファイルを選択することができます。

[再ロード] コマンドにより、ディスクに保存されている  SPS ファイルを開き直します。ファイルが最後に保存されてからなされたすべての変更

が失われることになります。作業用 XML ファイルも再ロードされ、外部的に変更された作業用 XML ファイルも更新されます。

[閉じる] コマンドにより、現在アクティブな  SPS ドキュメントが閉じられます。複数のファイルを同時に開くことはできるものの、アクティブな

ファイルは同時に 1 つしかないことに注意してください。 メインウィンドウ の右上にある閉じるボタンをクリックすることでも、アクティブなドキュメ

ントを閉じることができます。ドキュメント内に保存されていない変更点が存在する場合、これらの変更を保存するか尋ねられます。

[すべて閉じる] コマンドにより、開かれているすべての  SPS  ドキュメントが閉じられます。開かれているドキュメント内に保存されていな

い変更点がある場合、これらの変更を保存するか尋ねられます。

URL と グローバル リソースを使用してファイルを選択または保存する

「ファイルを開く」 および 「ファイルの保存」 ダイアログでは、 URL  またはグローバルリソースを使用して必要なファイルを選択またはファ

イルを保存することができます (下のスクリーンショット参照))。選択プロセスに移動するために 「URL に切り替える」 または 「グロ

ーバルリソース」 をクリックしてください。
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URL を使用してファイルを切り替える

URL から(開くまたは保存する)ファイルを選択するには以下を行ってください:

1. 「URL に切り替える」コマンドをクリックします。これにより、開くまはた保存ダイアログの URL モードにスイッチされます。(下

のスクリーンショットは開くダイアログを表示しています)。
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2. アクセスする URL をサーバー URL フィールドに入力します  (上のスクリーンショット)。サーバーが Microsoft®

SharePoint® Server の場合 Microsoft® SharePoint® Server チェックボックスをチェックしてください。この種類

のサーバー上にあるファイルと作業する場合、下の Microsoft® SharePoint® Server メモを参照してください。

3. サーバーがパスワードにより保護されている場合、ユーザー と パスワード フィールドに入力してください。

4. 「参照」 をクリックして、サーバーのディレクトリ構造をナビゲートします。

5. フォルダーツリー内でロードするファイルを参照してクリックします。 
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ファイル URL がファイル URL フィールドに表示されます (上のスクリーンショット参照)。 「開く」 または 「保存」ボタンを

使用できるようになります。

6. 「開く」 をクリックしてファイルをロードするか、「保存」 をクリックして保存します。

以下の点に注意してください:

· W ebDAV をサポートするサーバーと Microsoft SharePoint Servers のみで参照機能を使用することができます。サ

ポートされるプロトコールは FTP、 HTTP および HTTPS です。

· ファイルを開く際のロード処理を更に管理するには、ローカルのキャッシュ または(ファイルが以前にロードされている場合スピー

ドを向上する)プロキシ のサーバーからファイルをロードします。 (ファイルが事前にロードされることにより更に処理スピードを向

上することができます)。また、電子出版またはデータベースシステムなどの作業中のファイルを再ロードして、 「再ロード」 オ

プションを選択します

。

Microsoft®  SharePoint®  Server メモ

Microsoft® SharePoint® Servers に関する以下の点に注意してください:

· 「利用可能なファイル」 ペインに表示されるディレクトリ構造では、ファイルアイコンにはファイルのチェックイン/チェックアウトの状
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態を表示するシンボルがあります (下のスクリーンショット)。

ファイルを右クリックすると、ファイルで使用することのできるコンテキストメニューがポップアップします(上のスクリーンショット)。

· 異なるファイルアイコンが以下に表示されています:

チェック イン状態。

チェック アウト可能。他のユーザーによりチェック アウト状態。

チェック アウト不可能。ローカルに対してチェック アウト。

· ファイルをチェックアウトした後、 Altova アプリケーションを使用して編集することができ、「ファイル | 保存 (Ctrl+S)」 を使

用して保存することができます。

· 編集されたファイルを「 URL を開く」 ダイアログのコンテキストメニューからチェックインすることができます(上のスクリーンショッ

ト参照) または、アプリケーションのメインウィンドウのファイルタブを右クリックすることによりポップアップするコンテキストメニューを

使用して (下のスクリーンショット)。

· ファイルが他のユーザーによりチェックアウトされている場合、チェックアウトすることができません。

· 他のユーザーによりファイルがチェック アウトされている場合、チェック アウトを行うことはできません。これによりファイルを変更す
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ることなくサーバーに戻すことができます。

· 変更することなしにファイルがサーバーへ戻されます。ある Altova 製品でファイルをチェック アウトした場合、他の Altova 製

品で同じファイルをチェック アウトすることはできません。この時点で使用できる Microsoft® SharePoint® Server をサ

ポートする Altova アプリケーションのコマンドは、以下の通りです:  「チェックイン」 および 「チェックアウトを元に戻す」 で

す。

グローバルリソースを使用してファイルを選択または保存する

グローバルリソースを使用してファイルを開くまたは保存する場合、 「グローバルリソース」 をクリックします。グローバル リソースを選択

するためのダイアログが表示されます。これらのダイアログは以下のセクションで説明されています：.グローバルリソースの説明に関しては

このドキュメントの セクションを参照してください。

関連項目

· ファイル | 新規作成

· メインウィンドウ

11 .4 .3 デザインを保存, すべて保存

[デザインを保存] (Ctrl+S) コマンド   により、現在開かれているファイルを SPS ファイル (拡張子 .sps) として保存します。 

[すべて保存] (Ctrl+Sh ift+S) コマンド  により、開かれているすべての SPS ドキュメントが保存されます。

URL と グローバル リソースを使用してファイルを選択または保存する

「ファイルを開く」 および 「ファイルの保存」 ダイアログでは、 URL  またはグローバルリソースを使用して必要なファイルを選択またはファ

イルを保存することができます (下のスクリーンショット参照))。選択プロセスに移動するために 「URL に切り替える」 または 「グロ

ーバルリソース」 をクリックしてください。
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URL を使用してファイルを切り替える

URL から(開くまたは保存する)ファイルを選択するには以下を行ってください:

1. 「URL に切り替える」コマンドをクリックします。これにより、開くまはた保存ダイアログの URL モードにスイッチされます。(下

のスクリーンショットは開くダイアログを表示しています)。
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2. アクセスする URL をサーバー URL フィールドに入力します  (上のスクリーンショット)。サーバーが Microsoft®

SharePoint® Server の場合 Microsoft® SharePoint® Server チェックボックスをチェックしてください。この種類

のサーバー上にあるファイルと作業する場合、下の Microsoft® SharePoint® Server メモを参照してください。

3. サーバーがパスワードにより保護されている場合、ユーザー と パスワード フィールドに入力してください。

4. 「参照」 をクリックして、サーバーのディレクトリ構造をナビゲートします。

5. フォルダーツリー内でロードするファイルを参照してクリックします。 
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ファイル URL がファイル URL フィールドに表示されます (上のスクリーンショット参照)。 「開く」 または 「保存」ボタンを

使用できるようになります。

6. 「開く」 をクリックしてファイルをロードするか、「保存」 をクリックして保存します。

以下の点に注意してください:

· W ebDAV をサポートするサーバーと Microsoft SharePoint Servers のみで参照機能を使用することができます。サ

ポートされるプロトコールは FTP、 HTTP および HTTPS です。

· ファイルを開く際のロード処理を更に管理するには、ローカルのキャッシュ または(ファイルが以前にロードされている場合スピー

ドを向上する)プロキシ のサーバーからファイルをロードします。 (ファイルが事前にロードされることにより更に処理スピードを向

上することができます)。また、電子出版またはデータベースシステムなどの作業中のファイルを再ロードして、 「再ロード」 オ

プションを選択します

。

Microsoft®  SharePoint®  Server メモ

Microsoft® SharePoint® Servers に関する以下の点に注意してください:

· 「利用可能なファイル」 ペインに表示されるディレクトリ構造では、ファイルアイコンにはファイルのチェックイン/チェックアウトの状
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態を表示するシンボルがあります (下のスクリーンショット)。

ファイルを右クリックすると、ファイルで使用することのできるコンテキストメニューがポップアップします(上のスクリーンショット)。

· 異なるファイルアイコンが以下に表示されています:

チェック イン状態。

チェック アウト可能。他のユーザーによりチェック アウト状態。

チェック アウト不可能。ローカルに対してチェック アウト。

· ファイルをチェックアウトした後、 Altova アプリケーションを使用して編集することができ、「ファイル | 保存 (Ctrl+S)」 を使

用して保存することができます。

· 編集されたファイルを「 URL を開く」 ダイアログのコンテキストメニューからチェックインすることができます(上のスクリーンショッ

ト参照) または、アプリケーションのメインウィンドウのファイルタブを右クリックすることによりポップアップするコンテキストメニューを

使用して (下のスクリーンショット)。

· ファイルが他のユーザーによりチェックアウトされている場合、チェックアウトすることができません。

· 他のユーザーによりファイルがチェック アウトされている場合、チェック アウトを行うことはできません。これによりファイルを変更す
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ることなくサーバーに戻すことができます。

· 変更することなしにファイルがサーバーへ戻されます。ある Altova 製品でファイルをチェック アウトした場合、他の Altova 製

品で同じファイルをチェック アウトすることはできません。この時点で使用できる Microsoft® SharePoint® Server をサ

ポートする Altova アプリケーションのコマンドは、以下の通りです:  「チェックイン」 および 「チェックアウトを元に戻す」 で

す。

グローバルリソースを使用してファイルを選択または保存する

グローバルリソースを使用してファイルを開くまたは保存する場合、 「グローバルリソース」 をクリックします。グローバル リソースを選択

するためのダイアログが表示されます。これらのダイアログは以下のセクションで説明されています：.グローバルリソースの説明に関しては

このドキュメントの セクションを参照してください。

関連項目

· ファイル | 閉じる 

11 .4 .4 名前を付けて保存

[名前を付けて保存] コマンドにより、デザインを SPS ファイルまたは PXF (Portable XML Form) ファイルとして保存することができ

ます。コマンドをクリックすると、デザインの保存ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。目的のフォーマットを選択して、

[OK] をクリックしてください。

SPS フォーマットは  StyleVision デザインの Altova 標準フォーマットです。PXF フォーマットは、デザイン内に含まれるすべての

ファイル (スキーマ ファイル、XML ファイル、イメージ ファイル、生成された XSLT スタイルシートなど) を内包した Altova フォーマットで、

Authentic View にてデザインを開き、デザインをベースにした HTML 出力を行うのに必要なすべてのファイルを簡単にやり取りすることが可

能になります。
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SPS として保存する 

SPS オプションを選択すると、W indows システムのファイルを保存ダイアログが表示されます。保存を行うための操作は「デザインを保存

コマンド」コマンドに記述されます。名前を付けて保存コマンドにより、既に保存されたファイルとは異なるファイル名でデザインを保存することが

できます。

関連項目

· デザインの保存、互換性、すべて保存 

11 .4 .5 MobileTogether デザインファイルとしてエクスポートする

このコマンドは、Altova MobileTogether デザインファイルをアクティブな SPS デザインから生成します。 A MobileTogether デザインファ

イルはモバイルデバイスのために MobileTogether アプリ内でソリューションを実行するために使用されます。例えば、 MobileTogether ソ

リューションは、スマートフォンなどのモバイルデバイスで、データベースの内容を閲覧し編集するために開くことができます。 MobileTogether

ソリューションは Altova MobileTogether Designer 内でデザインすることができます。このコマンドは、MobileTogether Designer 内

で編集することができる、SPS デザインを MobileTogether デザインに変換することができます。詳細に関しては、 MobileTogether ウェ

ブページを参照してください。オプションダイアログ  (「ツール | オプション」)の MobileTogether Design タブ内で変換オプションを使用す

ることができます。

メモ: SPS デザインの全ての機能が MobileTogether デザイン内にコレスポンデンスを持つとは限りません。このコマンドを実行下の

地、 MobileTogether Designer 内で生成されたファイルをレビューし、必要に応じて変更してください。以下のデザイン機能は

MobileTogether デザインにエクスポートされることは既知ではありません:  (i)  StyleVision デザイン内でリストされている最初の

項目以降のソース(Enterprise 機能)。 (ii) グローバルテンプレート (ii) モジュール。

11 .4 .6 生成されたファイルの保存

[生成されたファイルの保存] コマンドにあるサブメニューには、以下のファイルを保存するためのオプションが含まれています (以下のスク

リーンショットを参照)。生成されたファイルの利用方法については、使用方法 | 生成されたファイルを参照ください。

生成された XSLT-HTML ファイルの保存

[生成された XSLT-HTML ファイルの保存] コマンドにより、  から HTML 出力を行う XSLT ファイルが生成されます。この XSLT ファイル

により、XML ドキュメントから HTML への変換を行うことができます。

生成された HTML ファイルの保存

[生成された HTML ファイルの保存] コマンドにより、HTML ファイルが生成されます。デザインにて複数の ドキュメントの出力 が指定されて

いる場合、複数の HTML ファイルが生成されます。この操作には 2 つの入力ファイルが必要になります:

· 現在アクティブな SPS ファイルに割り当てられた作業用 XML ファイル。作業用 XML ファイルが割り当てられていない場合、[生

成された HTML ファイルの保存] コマンドは選択不可能になります。

· 現在アクティブな SPS ファイルから自動的に生成される XSLT ファイル。

https://www.altova.com/ja/mobiletogether.html
https://www.altova.com/ja/mobiletogether.html
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生成されたユーザー定義スキーマの保存

SPS にユーザー定義スキーマが含まれる場合に、このコマンドが有効になります。スキーマ ツリー サイドバーにて作成したスキーマが、.xsd 拡

張子を持つ XML スキーマとして保存されます。

生成されたユーザー定義 XML データの保存

ユーザー定義のスキーマに対応する、インポートされた HTML ファイル内にあるデータが XML ファイルとして保存されます。対応するデータは

XML スキーマ ノードとして作成された (デザイン ビューの) HTML ドキュメント内にあるノードとなります。

11 .4 .7 FlowForce へのデプロイ

[FlowForce へのデプロイ] コマンドにより、.transformation ファイルを Altova FlowForce Server へデプロイすることができま

す。.transformation ファイルには SPS にてデザインされた変換を行うのに必要なすべてのファイルと情報が含まれます。.transformation

ファイルを FlowForce Server へデプロイすると、.transformation ファイルを使って、ジョブ定義にて指定されたトリガーに従うかたちで変換

を生成するためのジョブを、FlowForce にて作成することができます。FlowForce ジョブの作成方法については、FlowForce のドキュメン

テーションを参照ください。

.transformation ファイルが Portable XML Format (PXF) ファイルから生成されます。そのため、[FlowForce へのデプロイ] コマ

ンドは、PXF ファイルがアクティブの状態でのみ使用することができます。SPS ファイルがアクティブの場合でも、[FlowForce へのデプ

ロイ] コマンドはアクティブになりますが、SPS ファイルを PXF ファイルとして保存するよう促されます。SPS ファイルから PXF ファイルを作

成するには、[ファイル | 名前を付けて保存] コマンドを選択して、保存するファイルの形式に PXF を選択してください。

以下の点に注意してください:

· PXF ファイル形式で保存することで、(イメージ ファイルなどの) 外部ファイルを内部に含めることができます。変換

に必要な外部ファイルが PXF ファイル内部に含まれていない場合、外部ファイルを FlowForce Server 上に保存

する必要があります。外部ファイルは (FlowForce のジョブ定義にて指定された) 作業ディレクトリからアクセスさ

れるため、作業用ディレクトリからこれらのファイルが正しくアクセスできるように、作業ディレクトリに対して相対

的に配置する必要があります。

· StyleVision の変換が行われる FlowForce のジョブが実行されると、ジョブが StyleVision Server へ渡され、PXF

ファイルのコンテンツが StyleVision Server によりジョブのパラメーターにより指定された作業用ディレクトリへ展

開されます。この展開が行われる際にファイル名が重複しないことを保証するため、PXF ファイル内に含まれて

いるファイルと同じ名前のファイルが作業用ディレクトリに含まれていないことを確認する必要があります。

[FlowForce へのデプロイ] コマンドを実行する前に、ライセンスされた Altova FlowForce Server と Altova StyleVision

Server が正常に動作していることを確認してください。FlowForce Server のセットアップ方法に関する情報は、Altova FlowForce の

ドキュメンテーションを参照ください (StyleVision Server は FlowForce Server に含まれています)

デプロイコマンド

[FlowForce へのデプロイ] コマンドにより、変換のデプロイ ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。
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このダイアログでは、以下の項目を指定することができます:

· FlowForce Web Server (FlowForce Server ではないことに注意してください) のアドレスとポート番号や、

FlowForce Server へのアクセス情報 (ユーザー名とパスワード)。

· 変換ファイルのファイル名とそのファイルが保存される FlowForce Server 上の場所。ファイル パスは FlowForce

Server のルート ディレクトリを表すスラッシュ (/) から始める必要があります。

· ファイルが最後に保存された後にデザインが変更されると、[デプロイ前に変更点を保存] チェック ボックスが選

択可能になります。変更を保存するには、このチェック ボックスを有効にしてください。

· SSL により暗号化された接続によりマッピングをデプロイする場合、 「SSL を使用」チェックボックスを選択します。 これは、FlowForce

Server が既に SSL 接続を受け入れるように構成されているものの想定しています。詳細に関しては、 FlowForce Server ドキュメ

ントを参照してください。

[OK] をクリックすることで、.transformation ファイルが FlowForce Server 上の指定された場所にデプロイされます。[新たなジョブの

作成に Web ブラウザーを開く] チェック ボックスにチェックを入れた場合、ブラウザーが開かれ、デプロイ ステップにより作成されたジョブ

を編集することができます (上のスクリーンショットを参照)。

StyleVision Server の複数のバージョン

.transformation ファイルをデプロイするサーバ上に、 FlowForce Server 管理下で StyleVision Server の複数のバージョンが

作動している場合、(W indows サーバーのみに適用可能)、「Select StyleVision Server の選択」ダイアログ内で、このマッピングが

実行される Stylevision Server バージョンを指定してください。使用するバージョンを手動で選択することがき、また、自動的に最も適した

バージョンを選択することもできます。 

FlowForce Server 管理下で作動する各 StyleVision Server バージョンのために FlowForce Server インストールディレクトリに

.tool ファイルが含まれる場合、このダイアログが表示されます。 デフォルトでは、 StyleVision Server を FlowForce Server の一部

としてインストールする際、 StyleVision Server .tool ファイルが自動的にこのディレクトリに追加されます。 FlowForce 内に.tool

ファイルが保存されるパスは、以下のとおりです:  C:\Program Files\Altova\FlowForceServer2021\tools。FlowForce

Server 管理下で実行する  StyleVision Serverの追加バージョンが存在する場合、 .tool ファイルが上記のディレクトリに手動で追

加される必要がある場合があります。StyleVision Server の .tool ファイルは以下で検索することができます:  C:\Program

Files\Altova\StyleVisionServer2021\etc.
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メモ: FlowForce Server の使用方法については、 FlowForce ドキュメント のドキュメンテーションを参照ください。

11 .4 .8 Web デザイン

[Web デザイン] コマンドには [ASPX Web アプリケーションの生成] コマンドがサブメニューに含まれています。後者のコマンドに

より、ASPX アプリケーションを動作させるために必要なすべてのファイルが、指定されたフォルダー内部に生成されます。ブラウザーにより C#

コードの出力ドキュメントである ASPX ファイルが読み取られると、ASPX パッケージ内にある XSLT ファイルにより動的に変換されたソース

データベースや XML ファイルのデータが表示されます。変換処理の出力ドキュメントである ASPX ファイルが、ソース データベースや XML

ファイルの最新データとともに更新されます。

に関する詳しい説明は、次を参照してください:  ASPX インターフェイスによる W eb アプリケーション。

11 .4 .9 プロパティ

プロパティ コマンドにより、 プロパティ ダイアログ  SPS のプロパティをセットするためのプロパティ ダイアログが表示されます 

出力

出力タブでは以下のプロパティをセットすることができます:

· 出力エンコーディング: 出力エンコーディング ペインでは、出力ドキュメントのエンコーディングを選択する

ことができます。このダイアログにてエンコーディングを変更することで、現在アクティブな SPS のエンコー

ディングが変更されます。 を後に作成されたすべての SPS ドキュメントのために指定することができます。これはオプションダ

イアログのエンコードタブ内で行うことができます。 

· HTML 出力モード:  HTML ドキュメント全体、または、HTML body 要素の子要素が出力であるかを選択することができま

す。子要素は、他に、すなわち同じレベルでの、並行した出力で、全ての子孫を回帰的に含みます。 この結果、 出力 ドキュメン

トは HTML コードのフラグメントであることができます。

· HTML 出力モード (DOCTYPE):  生成される HTML 出力を、HTML5、HTML 4.01 Transitional ドキュメン

ト、または XHTML 1.0 Transitional ドキュメントから選択することができます。この設定は SPS ドキュメン

トの作成または編集中に変更することもできます。

· Internet Explorer の互換性 と CSS サポート:  IE 6 前の Internet Explorer (IE)バージョン内の CSS サポートは、

一部のアスペクトで不十分な箇所がある可能性があります。CSS サポートは、拡張されており、 IE 6 内では修正されており、更

に IE 7、IE 9 および以降では改良され拡張されています。

SPS 内では、プロパティ ダイアログ内で互換性のあるモードを選択することができます (上のスクリーンショット)。 IE 5、IE 7、ま

たは IE 9 を選択することができます。(IE 9 互換性を適用するには、IE 9 または以降がインストールされている必要がありま

す)。 IE サポートの指定されたレベルは、すぐに HTML プレビューで使用することができます。新規の SPS ドキュメントは、 IE7

互換性を選択して作成します。 Altova StyleVision の古いバージョンで作成されたは SPS ドキュメントを(プロパティ ダイアロ

グで選択された)必要な互換性モードで保存することができます。

XSD/XSLT

このタブでは、 XML 検証のために使用される XSD バリデーター および SPS 内で使用される XSLT バージョンを指定することができま

す。

StyleVision には、 XSD 1.0 バリデーター と XSD 1.1 バリデーターが搭載されています。 以下のオプションを選択することができます:

https://www.altova.com/manual/ja//FlowForceServer/
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· XSD ドキュメントの /xs:schema/@vc:minVersion 属性 が 1.1 に設定されている場合、 XSD 1.1 バリデーターを使

用します。それ以外の場合、 XSD 1.0 バリデーターを使用します。 

· 常に XSD 1.1 バリデーターを使用する。

· 常に XSD 1.0 バリデーターを使用する。

このタブからアクティブなドキュメントのために XSLT バージョンを選択します。 xsl: import-schema 宣言 オプションの使用を確認すると、

XSLT 2.0 と 3.0 仕様の xsl:import-schema 要素が StyleVision により生成された XSLT ドキュメント内に含まれます。 XML

ドキュメント内に xsi:schemaLocation 属性が存在しない場合、スキーマからデータが読み取られるようにするには、このオプションが選

択されていることが奨励されます。

関連項目

·  

11 .4 .10 印刷プレビュー、印刷

[印刷プレビュー] コマンド  はデザイン ビューならびに Authentic View にて有効になります (Authentic View は Enterprise

ならびに Professional エディションでサポートされます)。印刷プレビュー コマンドにより、(デザイン ビューがアクティブの場合は) SPS デザイ

ン、または (Authentic View がアクティブの場合は) 作業用 XML ファイルの Authentic View のプレビューが含まれるウィンドウが表示さ

れます。プレビューは、画面上に表示されている内容にしたがい、タグなしで、またはタグとともに表示されます。 

印刷プレビュー ウィンドウでは、ページ上部にあるツールバー、またはページ下部にあるナビゲーション アイコンから、以下の操作を行うことがで

きます。印刷プレビュー ツールバーにあるコマンドを左から順に以下に示します。

· 印刷ボタンを使用して、ページを印刷する。

· ページの方向を垂直または水平から選択する。

· [ページ設定] ボタンをクリックすることで、ページ設定ダイアログを表示する。

· ヘッダーとフッターを印刷対象に含める/対象から外す。

· ページの幅、またはページの高さが画面全体に収まるように表示を切り替える。

· 画面上に表示されるページ数を指定する。

· ズーム倍率を選択することで、表示されているプレビュー ページの倍率係数を指定する。

プレビューのページ ナビゲーションを行うには、プレビュー画面の下部にあるページ ナビゲーション ボタンを使用するか、ページ テキスト ボックス

にページ番号を入力してください。

Authentic View ならびに出力プレビュー タブでは   が有効になります。選択されたビューの作業用 XML ファイルが、ビューに対して

指定されたページのセットアップにしたがって印刷されます。Authentic View のページ セットアップは印刷プレビュー ウィンドウからアクセスす

ることのできる [ページ設定] ダイアログにて行うことができます。 
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メモ: 背景色やイメージを印刷プレビューに表示するには、(i) Internet Explorer の [ツール] メニュー以下にあ

る [インターネット オプション] を選択し、[詳細設定] タブをクリックし、(ii) 設定ボックスの [印刷] グルー

プ以下にある [背景の色とイメージを印刷する] チェック ボックスにチェックを入れ、(iii) [OK] をクリックし

ます。

関連項目

· ファイル | プロパティ 

11 .4 .11 最後に開かれたファイル、終了

最後に使用されたファイルのリストが、ファイル名やパス情報とともに表示されます。エントリーの 1 つをクリックすることで、そのファイルが新たなタ

ブにてメイン ウィンドウに開かれます。

キーボードの Alt+F により [ファイル] メニューを開き、対応する数値キーを押下することで、そのファイルを開くことができます。例えば、1

を押下することで、リストの先頭にあるファイルが開かれ、2 を押下することで、2  番目のファイルが開かれます。

終了] コマンドにより StyleVision  を終了します。保存されていないファイルが開かれている場合、これらのファイルを保存するか尋ねられま

す。

関連項目

· メインウィンドウ 
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11.5 編集メニュー

[編集] メニューには  SPS ドキュメンの編集をサポートするためのコマンドが収められています。[切り取り] (Ctrl+X) や [コピー]

(Ctrl+C)、[貼り付け] (Ctrl+V)、[削除] (Del) といった標準的な編集コマンドの他にも、以下のコマンドを利用することができます:

· 元に戻す、やり直し、すべて選択 :  編集内容を元に戻す、元に戻した内容をやり直す、SPS のコンテンツすべてを選択します。

· 検索、次を検索、置き換: SPS や  と XSLT スタイルシート プレビュー内にあるテキストの検索を行います。

· スタイルシートのパラメーター: SPS に対してグローバルに宣言されたパラメーターの編集をします。

· マークアップの縮退/展開: SPS デザイン コンポーネント タグを縮退/展開します。

コマンドへは、コンポーネントやカーソルの挿入位置を右クリックすることで表示されるコンテキスト メニューからもアクセスできます。更にいくつかの

コマンドは、キーボードのショートカットやツールバーのアイコンからも利用できます。開かれているドキュメントのビューやカーソルの位置により利

用できないコマンドはグレー アウトされます。

関連項目

· ツールバー 

11 .5 .1 元に戻す、やり直し、すべて選択

[元に戻す] (Ctrl+Z) コマンド   により、編集した内容を元に戻すことができます。元に戻す操作で使用できる回数に上限はなく、

行ったすべての操作はドキュメントが開かれた状態まで元に戻すことができます。

[やり直し] (Ctrl+Y) コマンド  により、それまで元に戻された操作をやり直すことができます。[元に戻す] と [やり直し] コマンドを使用

することで、コマンドの履歴を行き来することができます。

[すべて選択] コマンドにより、デザイン ドキュメント ウィンドウにあるすべてのコンテンツが選択されます。

関連項目

· ツールバー 

11 .5 .2 検索、次を検索、置き換え

検索 (Ctrl+F) コマンドにより   デザインビュー、JavaScript エディター 、と HTML-のための-XSLT スタイルシート内で用語または

用語の一部の検索が可能になります

デザインビュー、HTML プレビュー、

検索 コマンドをデザインビュー、 HTML プレビュー  をクリックすると 検索と置換 サイドバーが有効化されます。

以下の点に注意してください:
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· デザインビューでは静的なデータが検索されますが、ノード名は検索されません。

· エントリを単語全体と一致するには、[単語の完全マッチ]をチェックしてください。例えば、 soft のエントリは用語 soft のみを検

索します。例えば software 内 soft のは検索されません。

· 用語の一部を一致させるには、[単語の完全マッチ]チェックボックスのチェックを解除してください。これにより例えば soft と

software を入力することができます。

· 大文字と小文字を区別して検索するには、[大文字と小文字を区別]チェックボックスのチェックを解除します。これにより soft の

エントリで Soft を検索できるようになります。

XSLT-for-HTML と JavaScript Editor

XSLT-for-HTML または JavaScript エディタータブ内の 検索 コマンドをクリックすると以下のダイアログが表示されます:

以下のオプションから選択することができます:

· 大文字と小文字を区別する:  切り替えられると、大文字と小文字を区別する検索がオンに切り替えられます (Address は

address とは異なります)。

· 単語単位で検索:  テキスト内の文字のみが一致されます。例えば、入力文字列 fitに対して、  単語の完全マッチがオンにさ

れていると、単語 fit のみが検索文字列に一致します。  in fitness 内の fit は一致しません。

· 正規 表現:  オンに切り替えられると、 検索用語は、正規表現として読み取られます。下の正規表現の使用方法の説明に関し

ては 正規表現 を参照してください。

· アンカーの検索検索用語が入力されると、ドキュメント内の一致がハイライトされ、一致の内の１つが現在の選択としてマークされ

ます。アンカーの検索 の切り替えは、最初の選択がカーソルの位置に対して相対的かを決定します。アンカーの検索 がオンに切

り替えられると、現在選択されている一致が選択され、現在のカーソルの場所の次の一致に一致します。アンカーの検索 がオフに

切り替えられていると、現在選択されている一致はドキュメントの最初から数えて最初の一致が一致します。

· 選択範囲内での検索:  オンに切り替えられると、 現在のテキストの選択範囲をロックし検索を選択されている範囲に制限しま

す。それ以外の場合、ドキュメント全体が検索されます。テキストの新しい範囲を選択する前に、選択範囲内の検索 オプション

をオフに切り替えて現在の選択範囲のロックを解除します。

次を検索コマンド

次を検索 (F3) コマンド  はリクエストされたテキストの次の発生を検索するために最後に使用された検索コマンドを繰り返します。 検

索機能の使用方法に関しては 検索 を参照してください。

置換 (Ctrl+H)

デザインビュー、JavaScript エディター、および Authentic View (not は Basic エディションではサポートされていません)内で 置換

コマンドを有効化することができ、テキスト文字列を検索し、他のテキスト文字列と置き換えることができます。

正規表現の使用

正規表現 (regex) を使用して、テキスト文字列を検索することができます。これを行うには、最初に 正規表現  オプションをオンに切り替え

ます(上記参照)。これは検索用語フィールド内のテキストが正規表現として評価されるように指定します。次に正規表現と検索フィールドに

入力します。正規表現の作成をヘルプするために、検索用語フィールドの右にある 正規表現 ビルダー ボタンをクリックします。これにより、

検索用語フィールド内のテキストが正規表現として評価されます。メタ文字の以下の短い説明を参照してください。 
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正規表現メタ文字

正規表現 メタ文字のリストは以下の通りです。

.

任意の文字を一致する。 これは単一の文字のプレースホルダーです。

\(

一致をタグした範囲の開始をマークする。

\)

一致をタグした範囲の終了をマークする。

\(abc\)

\( と \) メタ文字は、タグされた式の開始と終了をマークします。一致する箇所を、後で参照する(バックレファ

レンス)目的のためにタグ(「記録」) する場合、役に立つ可能性があります。 9つまでの式をタグ付けすることが

できます (検索、または、置換フィールド内で後に参照することができます)。

例えば、 \(the\) \1 は文字列 the に一致します。この式は、以下のように説明することができます:  前

に一致しているタグ付けされた箇所へバックレファレンスが後に続く、スペース文字が後に続く文字列「the」 に

一致させる(そしてタグ付けされた箇所として記録する) 。

\n

n が 1 から 9 までのの整数の値を持つことができる 変数 の場合。式は、置き換える際にタグ付けされた１番

目から９番目までの箇所を参照することができます。 例えば、検索文字列が Fred\([1-9]\)XXX で、置

換文字列が Sam\1YYY の場合、検索文字列内に、明示的に番号１とインデックスされている１つのタグされ

た式が存在することを意味し、また、置換文字列内では、タグ付けされた式は、 \1 と参照されています。 検

索と置換式が Fred2XXX に対して適用されている場合、 Sam2YYY が生成されます。

\<

単語の先頭に一致。

\>

単語の末尾に一致。

\x

このコンテキスト以外では特別な意味を持つ、文字 x が使用できるようになります。 例えば、 \[ は、文字

セットの始まりではなく、 [ として解釈されます。

[...]

文字のセットを示します。 例えば、 [abc] は、 a、b または c のいずれかを意味します。範囲も使用するこ

とができます:  例えば、 [a-z] をすべての小文字のために使用できます。

[^...]

セット内の文字の補完です。 例えば、 [^A-Za-z] は、アルファベット文字を除く全ての文字を意味します。

^

行頭に一致。(セットの内部で使用される以外の場合。上を参照してください) 。

$

行末に一致。 例:  A+$ が1つ以上の行末の A を検索する場合。

*

0 回以上一致。例えば、 Sa*m は、 Sm、Sam、Saam、Saaam に一致するなど。 

+

1 回以上一致。 例えば、 Sa+m は、Sam、Saam、Saaam に一致するなど。 

特別文字の表記

以下の式に注意してください。

\r

キャリッジリターン (CR)。CR (\r) または LF (\n) を使用して新規のラインを検索または作成します。

\n

改行 (LF)。CR (\r) または LF (\n) を使用して新規のラインを検索または作成します。

\t

タブ文字

\\

正規表現内に表示される文字をエスケープするために使用してください。例:  \\\n

正規表現サンプル

このサンプルは、正規表現を使用してテキストを検索し置き換える方法について説明しています。多くの場合、テキストの検索と置換えは複

雑ではなく、正規表現を必要としません。しかしながら、通常の検索と置換え操作ではテキストを操作できないインスタンスが存在する場合が

あります。例えば、数千行からなる XML ファイル内の1つのオペレーション内の特定の要素を、囲まれたコンテンツに影響を与えずに、名前を

書き換える必要がある場合が挙げられます。 もう1つの例は、要素の複数の属性の順序を変更する場合です。この場合は、手動で行う際

に必要とされる手間を省くため、正規表現の使用が役に立ちます。
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サンプル 1:  要素の名前変更

サンプル XML コードリストには、ブックのリストが含まれています。このサンプルの目的を、の各ブックの <Category> 要素を <Genre> と

置き換えることとします。この目的を達成するために正規表現を使用します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<books xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="books.xsd">

   <book id="1">

      <author>Mark Twain</author>

      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1876</year>

   </book>

   <book id="2">

      <author>Franz Kafka</author>

      <title>The Metamorphosis</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1912</year>

   </book>

   <book id="3">

      <author>Herman Melville</author>

      <title>Moby Dick</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1851</year>

   </book>

</books>

必要条件を満たすには、以下のステップを踏んでください:

1. 検索と置換ダイアログボックスを開くには、 Ctrl+H を押します。

2. 正規表現の使用 　をクリックします。

3. 検索フィールドに次のテキストを入力します:   <category>(.+)</category> 。この正規表現は、すべての category

要素に一致し、ハイライトされます。

(既知ではない)各要素の内部のテキストに一致するには、タグ付けされた条件式 (.+) が使用されています。タグ付けされた条
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件式 (.+) は、「1つまたは複数の文字 .+  の発生をマッチし、このマッチを記録します。」を意味します。次のステップで表示され

ているように、後でタグ付けされた条件式を参照する必要があります。 

4. 置換フィールド内に、 次のテキストを入力します:  <genre>\1</genre> 。この正規表現置換えのテキストを定義します。検

索フィールドから既にタグ付けされた条件式にバックレファレンスするために \1 が使用されていることに注意してください。 すなわち、

このコンテキストでは、 \1  「現在一致する <category> 要素の内部のテキスト」を意味します。

5. 全てを置き換える  クリックして、結果を確認します。すべての category 要素が、このサンプルの目的である genre に

名前を変更されました。

サンプル 2:  属性の順序を変更する

下のサンプル XML コードリストには製品のリストが含まれています。各製品には以下の2つの属性が存在します:  id と size。各

product 要素内の id と size 属性の順序の変更をこのサンプルの目的とします。 (すなわち、 size 属性が id の前に来るように変

更します)。この条件を満たすために正規表現を使用することができます。 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<products xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="products.xsd">

   <product id="1" size="10"/>

   <product id="2" size="20"/>

   <product id="3" size="30"/>

   <product id="4" size="40"/>

   <product id="5" size="50"/>

   <product id="6" size="60"/>

</products>

必要条件を満たすには、以下のステップを踏んでください:

1. 検索と置換ダイアログボックスを開くには、 Ctrl+H を押します。

2. 正規表現の使用 　をクリックします。

3. 検索フィールドに次のテキストを入力します:  <product id="(.+)" size="(.+)"/> 。 この正規表現は、 XML ドキュ

メント内の製品要素に一致します。 (既知ではない) 各属性の値に一致するためには、タグ付けされた条件式 (.+) が2度使

用されていることに注意してください。 タグ付けされた条件式 (.+) は、各属性の(.+ である文字の1度、または複数回の発生

である)値に一致します。 

4. 検索フィールドに次のテキストを入力します:  <product size="\2" id="\1"/> 。 この正規表現には、一致した製品の

要素のテキストの代替テキストが含まれています。 \1 と \2 の2つの参照が使用されていることに注意してください。 これらは、検

証フィールドからタグ付けされた条件式に対応しています。すなわち、 \1 は、 「属性 i d  の値」を意味し、 \2 は「属性 size

の値」を意味します。

6. 全てを置き換える  をクリックして、結果を確認します。すべての product 要素は属性 size が属性の id 前に置かれ

るように更新されました。

関連項目
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· ツールバー 

11 .5 .3 スタイルシートのパラメーター

スタイルシートのパラメーター コマンド  により、パラメーターと、そのデフォルト値を宣言ならびに編集することができます。コマンドはデザイ

ン ビューならびに Authentic View で利用することができます。このコマンドを選択すると、以下に示されるパラメーターの編集ダイアログが表

示されます。

以下の点に留意してください:

· スタイルシート全体 にて使用されるパラメーターを挿入、追加、削除することができます。

· パラメーター名はアルファベット文字により開始する必要があり、パラメーター名にはアルファベットと数値、そしてアンダースコアを使用

することができます。

· パラメーターの編集ダイアログには SPS 内にあるすべてのユーザー定義パラメーターが含まれます。

· パラメーターはデザイン概要サイドバーでも宣言することができます。

関連項目

· パラメータ 

11 .5 .4 マークアップの縮退/展開

[マークアップの縮退/展開] コマンドは選択されたタグを縮退または展開するための切り替えコマンドです。コマンドはあらゆる種類のノ

ードや定義済みのフォーマット、 SPS メカニズムに対して使用することができます。タグを縮退/展開するには、そのタグをダブルクリックしてくだ

さい。展開された終了タグをダブルクリックすることでも、タグは縮退されます。
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一連のタグが縮退される様子を以下のスクリーンショットに示します。縮退されたタグをダブルクリックすることで、タグが展開されます。

タグを縮退することで、編集のニーズに従い最適な表示を行うことができます。

関連項目

· シンボル

· テンプレートフィルター 
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11.6 表示メニュー

[表示] メニューには、GUI の外観を変更し、GUI コンポーネントの表示を切り替えるためのコマンドが含まれています (以下のスクリーン

ショットを参照)。個々のツールバー、デザイン サイドバー、デザイン フィルター、ステータス バーの表示を切り替えることができます。

関連項目

· ユーザーインターフェイス

· ツールバー 

11 .6 .1 ツールバーとステータスバー

[ツールバー] アイテム上部にカーソルを配置すると、複数のツールバーの表示を切り替えるためのサブメニューが表示されます (以下のスク

リーンショットを参照)。

有効になっているツールバーが表示されます。上のスクリーンショットでは、すべてのツールバーが表示されています。ツールバーをクリックすること

で、対応するツールバーの表示を切り替えることができます。ツールバーの詳細については、次のセクションを参照してください:  レファレンス | ツ

ールバー。

ステータスバー

アプリケーション ウィンドウの下部に配置されるステータス バーの表示は、[ステータス バー] コマンドにより切り替えることができます。
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関連項目

· ツールバー

· ツール | カスタマイズ 

11 .6 .2 デザインサイドバー

[表示] メニュー コマンドには各サイドバーの表示を切り替えるためのコマンドが含まれています (以下のスクリーンショットを参照)。

サイドバーが有効になっている (コマンドのアイコンにフレームがついている) 場合、そのサイドバーが GUI に表示されます。必要に応じてサイド

バーの表示を切り替えてください。このコマンドは、非表示状態のサイドバーを再度表示するのにも使用することができます。指定されたサイド

バーの設定はビュー (デザイン ビュー、Authentic View、出力ビュー) に関連付けられており、あるビューにて行われた変更は、新たに変更

されるまで、そのビューに対して保持されます。

関連項目

· ユーザーインターフェイス | デザインサイドバー 

11 .6 .3 デザインフィルター、ズーム

デザインフィルター

[デザイン フィルター] メニュー アイテムでは、デザイン ビューに表示されるテンプレートをフィルタリングするためのコマンドがサブメニューに

収められています。デザインが非常に長い、または複数のテンプレートが含まれているような状況で利用できます。デザイン フィルター メカニズム

により、表示するテンプレートの種類を指定することができます。以下のフィルター オプションが利用できます:
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アイコ

ン

コマンド 説明

選択されたテンプレート

だけを表示

選択されたテンプレートだけを表示します。テンプレート内にカーソルを配置してこのアイコンを

クリックすることで、そのテンプレートだけが表示されます。

全種類のテンプレートを

表示

SPS 内にあるすべてのテンプレート (メイン、グローバル、名前付き、レイアウト) が表示され

ます。

インポートされたテンプレ

ートを表示

インポートされたテンプレートの表示を有効/無効にします。

メイン テンプレートを表

示/隠す

メイン テンプレートの表示を有効/無効にします。

グローバル テンプレート

を表示/隠す

グローバル テンプレートの表示を有効/無効にします。

デザイン フラグメントを

表示/隠す

デザイン フラグメントの表示を有効/無効にします。

これらのコマンドは デザインフィルター ツールバーのツールバー アイコンとして利用することもできます。

ズーム

[ズーム] コマンドにより拡大率をサブメニューから選択することができます。(標準ツールバーにある) ズーム コンボ ボックスから、拡大や縮

小、ズームの倍率を指定することができるほか、Ctrl キーとマウスのスクロール ホイールにより、拡大/縮小を行うこともできます。

関連項目

· ツールバー | デザインフィルター 
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11.7 挿入メニュー

[挿入] メニューには、様々なデザイン コンポーネントを SPS へ挿入するためのコマンドが含まれています。これらコマンドのいくつかは  ツール

バーアイコン. としても利用することができます。更に、[挿入] メニュー コマンドは SPS デザインを右クリックすることで表示されるコンテキスト

メニューからも利用できます。コンテキスト メニューでは、SPSのカーソル位置に挿入できないコマンがはグレー アウトされます。

メモ: [挿入] コマンドは SPS の構築に使用されるため、これらのコマンドはデザイン ビューでのみ利用できます。

関連項目

· ユーザーインターフェイス

· ツールバー 

関連項目:

コンテンツの編集の手順 ：[挿入] メニューにより挿入することのできる様々なコンポーネントの使用方法について

詳細に記述されます。

ツールバー：個々のツールバーについて詳細に記述されます。

タグで囲むメニュー：選択対象を囲むかたちでデザイン コンポーネントを付与するコマンドについて記述されます。

11 .7 .1 コンテンツ

[コンテンツ] コマンドにより、カーソル位置に (コンテンツ) プレースホルダが挿入されます。(コンテンツ) プレースホルダは要素ノードと属性

ノード内部に挿入することができ、そのノード以下にあるすべての子が処理されることになります。

· そのノードが要素ノードの場合、ノードの子要素ノードとテキスト ノードが処理されます。子要素ノードの処理

にはグローバル テンプレートが使用され、それ以外の場合、要素に対する内蔵のテンプレート ルールが使用されます。テキスト ノー

ドの処理を行うには、テキスト ノードに対する内蔵のテンプレート ルールを使用します。これにより、要素に対する内蔵のテンプレー

ト ルールからすべての子孫テキスト ノードにおけるテキストが出力されます。属性の親要素や祖先要素に対して定義されているグ

ローバル テンプレートが存在しない限り、または (コンテンツ) プレースホルダやその他のコンテンツ レンダリングにより明示的に属性

の出力が指定されていないかぎり、(コンテンツ) プレースホルダでは、属性の値が出力されないということに注意してください。

· そのノードが属性ノードの場合、属性の子テキスト ノードに対する内蔵のテンプレートが使用されます。こ

のテンプレートでは、テキスト ノードのテキストが出力され、属性の値が出力されることになります。

ノードのタグにカーソルを配置して、右クリックにより表示されるコンテキスト メニューから [挿入 | コンテンツを挿入] を選択するか、 デザ

イン要素の挿入 ツールバーにある [コンテンツの挿入] アイコンをクリックして、要素を挿入するデザイン上の箇所をクリックすることで、(コ

ンテンツ) プレースホルダを挿入することができます。

コンテンツのスタイル

定義済みのフォーマットやスタイル サイドバーにあるプロパティを使用することで、(コンテンツ) プレースホルダのフォーマットを指定することができ

ます。このフォーマットはデザインならびに出力で確認することができるほか、ノードのコンテンツに適用されます。
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コンテンツの置換え

スキーマ ツリーから別のノードが (コンテンツ) プレースホルダを含んでいるノードへドロップされると、既存の (コンテンツ) プレースホルダが新し

いノードにより置き換えられます。

コンテンツの削除

(コンテンツ) プレースホルダを選択し、キーボードの Delete  キーを押下することで削除することができます。

メモ: ノードの (コンテンツ) プレースホルダを削除することで、空のテンプレート ルールを作成することができ

ます。空のテンプレート ルールにより、テンプレートが適用されないノード (つまり出力を行わないノード) を

定義することができます。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入

· 出力の構造

· その他のコンテンツ 

11 .7 .2 その他のコンテンツ

[その他のコンテンツ] コマンドにより、そのノードに対する (その他のコンテンツ) が挿入されます。このプレースホルダは、そのノードの

使用されていない子ノードにあるコンテンツを表しており、要素以下で使用されていない要素やテキスト ノードに対して適用される

XSLT の xsl:apply-templates ルールに対応します。テンプレートは子属性に対して適用されない点に注意してください。要素タグ内部を右

クリックして、コンテキスト メニューから [その他のコンテンツを挿入] を選択することで、(その他のコンテンツ) プレースホルダを挿入

することもできます。

 

(その他のコンテンツ) プレースホルダを使用することで、ある子要素を特定の方法で処理して、その兄弟要素に対してテンプレートを適用する

ことができます。テンプレートを兄弟要素に適用することで、兄弟要素が処理されないという可能性を排除することができます。これにより、ド

キュメント階層の下部にある要素を処理することができるようになります。

 

(その他のコンテンツ) プレースホルダを選択し、キーボードの Delete  キーを押下することで削除することができます。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入

· 出力の構造

· その他のコンテンツ

· コンテンツ 

11 .7 .3 フォームコントロール

[フォーム コントロール] コマンドへマウスを移動すると、各種フォーム コントロール (データ入力デバイス)を挿入するためのコマンドが表

示されます (以下のスクリーンショットを参照)。
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[フォーム コントロール] コマンドへマウスを移動すると、各種フォーム コントロール データ入力デバイスの使用のセクションを参照くださ

い。フォーム コントロールを作成すると、そのコントロールを選択し、 プロパティ サイドバーにてプロパティの編集を行うことができます。

デザインの挿入ポイントを右クリックして、コンテキスト メニューから [挿入 | フォーム コントロールの] を選択するか、 デザイン要素の

挿入 ツールバー にあるフォーム コントロール アイコンをクリックして、デザイン上の位置をクリックすることで、デザイン上にフォーム コントロールを

挿入することができます。

メモ: CDATA セクション (テキスト ボックスや複数行のテキスト ボックス) を入力フィールドに挿入することはで

きません。CDATA セクションは、Authentic View に表示される要素内に、テキスト コンテンツ コンポーネ

ントとして表示されます。

関連項目

· データ入力デバイスの使用

· プロパティ 

11 .7 .4 自動計算

[自動計算] を使うことで、XPath 条件式を使った値の計算を行うことができます。自動計算が挿入された箇所に値は表示されます。自

動計算は SPS 内部へテキスト、入力フィールド、または複数行の入力フィールドとして挿入されます。自動計算を挿入する箇所にカーソル

を配置して、右クリックするか [挿入] メニュー コマンドを使用してください。[挿入 | 自動計算] にマウス カーソルを移動すると、どのように

自動計算が挿入されるかを選択するためのメニューが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。デザイン要素の挿入 ツールバーにある

自動計算アイコンを使用することもできます。

自動計算の値が  出力 ドキュメントに表示されることになります。

自動計算に対する XPath 条件式

自動計算の挿入方法を選択すると、(以下のスクリーンショットに示される) XPath 式 の編集ダイアログ (下のスクリーンショット)  ダイアロ

グが表示されます。
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構築されている条件式のコンテキスト ノードが、左側に表示されたペイン内のスキーマ ツリーでハイライトされます。XPath 条件式をテキスト

ボックスへ直接入力することができるほか、(3 つあるペインのうちいずれかの) アイテムをダブルクリックすることでアイテムを挿入することができま

す。左側に表示されたペインのスキーマ ツリーから挿入されたノードは、([絶対 XPath] にチェックが入れられていない場合) コンテキスト ノ

ードに対して相対的、または ([絶対 XPath] にチェックが入っている場合) 絶対的なものになります。

XPath 条件式を作成すると、[OK] をクリックすることで自動計算が挿入されます。

関連項目

· XPath 式 の編集ダイアログ 

· 自動計算   

11 .7 .5 段落、特殊な段落

[段落] コマンド  により、HTML にて段落を表す <p> 要素が選択されたコンポーネントの周りに挿入されます。ノード全体を (タグをク

リックすることで) 選択、または静的なテキストを選択することで、コンポーネントの選択は行われます。カーソルが静的なテキスト内部に配置さ

れている場合、その場所に段落要素 (の開始ならびに終了タグ) が挿入されます。段落は、 デザイン要素の挿入 ツールバーにある [段落

の挿入] アイコンでも挿入することができます。

[特殊な段落] コマンドにより、選択されたノードに対して定義済みのフォーマットを割り当てることができます。ツールバーのコンボ ボックスか

ら、定義済みのフォーマットを選択することができます。

 

各種段落にはそれぞれ個別のフォーマット機能が含まれています。pre フォーマットでは、改行が空白スペースに変換されることなく、そのまま

出力されることに注意してください。
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関連項目

· 定義済みのフォーマット

· CSS スタイルと作業 

11 .7 .6 イメージ

[イメージ] コマンドにより、挿入するイメージを指定するためのイメージの挿入ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。

デザイン要素の挿入 ツールバー にあるイメージの挿入アイコンをクリックすることでも、イメージの挿入ダイアログが表示されます。

イメージの挿入ダイアログには 4 つのタブが含まれており、それぞれ異なる方法によりイメージの場所を指定することができます:

· 静的: イメージ URI を直接入力します。

· 動的: XML ドキュメントから得られた URI を使用、または XPath 条件式により生成されたイメージを使用します。

· 静的ならびに動的: 静的ならびに動的な方法を組み合わせます。

· インライン データ: Base-16 または Base-64 にてエンコードされたとして XML ファイル内部に収められたイメー

ジを選択します。

それぞれのタブの詳細を以下に記します。

静的

イメージの URI がアドレス フィールドに直接入力されます (以下のスクリーンショットを参照)。以下のスクリーンショットでは、

http://www.altova.com/pix/Marketing/logo.png という URI が使用されています。

URI は絶対パスまたは相対パスとして入力することができます ([相対パス] チェック ボックスにより選択)。相対 URI が入力された場合、その

パスは SPS ファイルが配置されている場所に対して相対的になります。[参照] ボタンをクリックして、イメージ ファイルの場所を指定すること

でも、(絶対または相対パスの) URI を入力することもできます。

動的

XPath 条件式によりイメージの URI が返されます。以下のスクリーンショットでは、@deptlogo という XPath 条件式が使用されています。

これはイメージの URI がコンテキスト ノードの deptlogo 属性内に含まれていることを意味しています。作成されたイメージを含んでいるノード

がコンテキスト ノードになります。
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[XPath を編集] ボタンをクリックすることで、 XPath 式構築が表示されます。ダイアログに含まれるスキーマ ツリーでは、コンテキスト ノー

ドがハイライトされます。

SPS が DTD をベースにしており、解析対象外エンティティを使用している場合、イメージの URI を参照する解析対象外エンティ

ティを使用することができます。[XSLT 変換に対して解析対象外エンティティとして扱う] チェック ボックスにチェックを入れて、解析対象外エン

ティティが含まれているノードを選択する XPath 条件式を入力してください。解析対象外エンティティの使用方法については、: パースされて

いないエンティティ URI のセクションを参照してください。

静的と動的

静的ならびに動的なメカニズムの両方を使用することで URI を生成します。

コンテキスト ノードにある deptname 属性に Marketing という値が含まれる場合、上のスクリーンショットにある設定で作成されるイメージの

URI は、http://www.altova.com/pix/Marketing/logo.png となります。動的な部分においては  XPath 式構築 を使用することができま

す。

インラインデータ

イメージは Base-16 または Base-64 によりエンコードされたテキストとして XML ファイル内部に含めることができます。イメージの挿入ダイ

アログに入力された XPath 条件式により、エンコードされたテキストが含まれるノードが選択されます。[エンコーディング] コンボ ボックスによ

り、ソース XML にて、StyleVision が使用されているエンコーディングを正確に読み取ることができます。[イメージ フォーマット] コンボ ボック

スでは、生成するイメージ ファイルのフォーマットが指定されます (イメージ ファイルはエンコードされたテキスト データから生成され、このファイル

が出力ドキュメントにて使用されます)。
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[イメージ ファイル設定] ボタンをクリックすることでアクセスすることのできるイメージ ファイル設定ダイアログでは、作成されるイメージ ファ

イルに名前を与えることができます。ファイル名を与えないというオプションを選択することもでき、その場合  StyleVision  により自動的に名

前が生成されます。

関連項目

· イメージの使用 

11 .7 .7 水平線

[水平線] コマンドにより、カーソル挿入位置に水平線が挿入されます。SPS コンポーネントが選択された状態でこのコマンドを選択すること

はできません。水平線のプロパティをセットするには、デザイン上で水平線を選択し、プロパティ サイドバーのラインを選択した後、HTML グル

ープ内にあるプロパティに値を指定してください。

以下のプロパティを指定することができます:  color (色)、size (大きさ)、width (幅)、alignment (配置)、noshade (影なし)。

関連項目

· プロパティ サイドバー

· CSS スタイルと作業 
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11 .7 .8 テーブル

[テーブルの挿入] コマンドを選択すると、テーブルの作成ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。

静的なテーブルと動的なテーブルから、目的のテーブルに対応するボタンをクリックしてください。各種テーブルの操作方法については、 静的

SPS テーブル と 動的 SPS テーブルのセクションを参照ください。

テーブルは、[テーブル | テーブルの挿入] メニュー コマンドや、デザイン要素の挿入ツールバーにあるテーブルの挿入アイコン  か

らも作成することができます。

関連項目

· 静的テーブルの作成

· 動的テーブルの作成 

11 .7 .9 リスト

[リストの挿入] コマンドにより、静的または動的なリストを作成することができます。静的なリストのリスト アイテムが SPS に入力され、動

的なリストのアイテムが XML ドキュメントの兄弟ノードから得られます。

 

 

以下の操作によりリストを作成します:

1. リストを挿入する箇所にカーソルを配置して、[リストの挿入] コマンドを選択します。静的または動的なリ

ストを作成するためのダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。

[静的なリスト] をクリックすると、ステップ 3 にあるリストの種類を選択するダイアログが表示されます。

[動的なリスト] をクリックすると、XPath セレクター ダイアログが表示されます。
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2. XPath セレクター ダイアログでは、XPath コンテキストが挿入位置のコンテキストとなっており、このダイア

ログでは変更できないことに注目してください。動的なリストとして作成されるノードを選択してください。下

のスクリーンショットでは、n1:Department がコンテキスト ノードとなっており、n1:Person ノードがリストとして

作成されるノードとして選択されています。これにより、n1:Person ノードのコンテンツがリストのアイテムとし

て作成されます。

ユーザー定義 XPath オプションを選択した場合、動的なテーブルとして作成されるノードを選択する XPath

条件式を入力します。[OK] をクリックすることで、次のステップで説明されるリストのダイアログが表示され

ます。

3. リスト ダイアログにて、作成するリストの種類を選択します。複数種類の箇条書きマークと、番号を選択す

ることができます。[OK] をクリックすると、選択されたアイテムのマークとともにリストが作成されます。



446 メニューコマンドとレファレンス 挿入メニュー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

メモ: リストを挿入する箇所にカーソルが配置されている状態で、デザイン要素の挿入 ツールバーにある [箇条書きリストを挿入]

アイコンをクリックすることでも、静的なリストを作成することができます。スキーマ ツリーにあるノードをデザイン上へドラッグすることで

も、動的なリストを作成することができます。

関連項目

· リストの作成

· タグで囲む | リスト 

11 .7 .10 ブックマーク

[ブックマーク] コマンドにより、SPS 内の任意の場所へブックマーク (またはアンカー) を挿入することができます。ブックマークへは ハイパー

リンクから参照することができます。

以下の操作によりブックマークを挿入することができます。:

1. ブックマークを作成する位置にカーソルを配置します。

2. [ブックマークの挿入] を選択するか、右クリックで表示されるコンテキスト メニューから [ブックマークの挿入] を選択しま

す。ブックマークの挿入ダイアログが表示されます。
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3. 「ブックマークの挿入」ダイアログ にて、ブックマークの名前を静的なものにするのか (静的)、XML ドキュメントから動的に取得され

るのか (動的)、または静的なパーツと動的なパーツから構成されるのか (静的ならびに動的) により、対応するタブを選択します。

上のスクリーンショットでは、コンテキスト ノードの各 Name 子要素に対応したユニークな ID が名前として含まれる動的なブックマ

ークが作成されます。

[OK] をクリックします。ブックマークが定義されます。

メモ:  デザインにて指定された場所にブックマークは作成されます。繰り返し出現する要素内部が指定された場合、繰り返し出現する各

インスタンス要素内部にブックマークが作成されます。静的な名前が与えられた場合、これらブックマーク全てに同じ名前が与えられ

ます。そのため繰り返し出現する要素に対しては、例えばコンテキストノード（ブックマークが作成されたノード）の子要素にあるコンテ

ンツを選択するような動的な名前を指定することが望まれます。動的な方法により選択される複数のインスタンスノードに同じコンテ

ンツが含まれる場合、generated-id() 関数により生成される名前により、ブックマーク名の一意性を保証することができます（以下

のスクリーンショットを参照）。ブックマークの参照を行うには、同じ ID を ハイパーリンクの href 値として生成することができます。こ

の場合、generate-id() 関数の前にフラグメント識別子の # を使用するようにしてください。XPath 条件式は concat('#',

generate-id(nodeXXX)) となります。

ブックマークは作成した後にも、名前を編集することができます。ブックマークを右クリックして、コンテキスト メニューから [ブックマーク名の

編集] コマンドを選択してください。プロパティ サイドバーのブックマーク グループ以下にあるブックマーク名プロパティからも、ブックマーク名の属

性を変更することができます。

ブックマークを削除

ブックマークをデザイン上で選択し、Delete  キーを押すことでブックマークを削除することができます。

関連項目

· ブックマークの挿入

· ハイパーリンクの定義 

11 .7 .11 ハイパーリンク

[ハイパーリンク] コマンドにより、出力ドキュメント (HTML) 内にある任意の場所から、出力ドキュメント内にあるアンカー、または、外部

ドキュメントやドキュメントフラグメントへのリンクを挿入することができます。 

以下の操作によりハイパーリンクを挿入することができます
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1. ハイパーリンクは既存のデザイン コンポーネントの周りに作成することができるほか、ドキュメントの任意の場所へ挿入することができ

ます (この場合、その後リンク内部のテキストを挿入することになります)。ハイパーリンクへ変更する  SPS コンポーネントやテキスト

フラグメントを選択するか、リンクを挿入する箇所へカーソルを移動してください。

2. ツールバーにあるハイパーリンク アイコンをクリックするか、メニューから [挿入 | ハイパーリンクの挿入] を選択、または挿入

箇所を右クリックして、コンテキスト メニューから [ハイパーリンクの挿入] を (またはデザイン コンポーネントが選択されている

場合には [タグで囲む | ハイパーリンク]) 選択します。 デザイン要素の挿入 ツールバーにあるハイパーリンクの挿

入アイコンを使用することでもハイパーリンクを挿入することができます。

3. ハイパーリンク ダイアログの挿入 ダイアログにて、リンク先のドキュメントやドキュメント フラグメントを指定してください。ドキュメント フ

ラグメント (ドキュメント内にあるブックマーク) へのリンクを作成する場合、# シンボルを追加する必要があります。ハイパーリンクの

URI は以下の形式で指定することができます:

· 静的なアドレスとして: [参照] ボタンにより選択された HTML ファイル、または [ブックマーク] ボタンにより選択

されたデザイン ドキュメント内にあるブックマークが直接入力されます。例: http://www.altova.com (静的な Web ペ

ージ URI)、U:\documentation\index.html ([参照] ボタンにより選択)、#top_of_page ([ブックマーク] ボタンにより入

力)。

· 動的なアドレスとして: XML ドキュメント内にあるノードを指定することで、そのノード内にあるアドレスがリンク先

のアドレスとして使用されます。例えば、//otherdocs/doc1 というノードが指定されます。generate-id() 関数により

ブックマークの名前が生成されている場合、ハイパーリンクの href も同じ generate-id() 関数により生成すること

が推奨されます。詳細については「 ハイパーリンクの定義を参照してください。

· 静的ならびに動的なテキストを組み合わせてアドレスとする: 静的なテキストと XML ドキュメント ノードを指定しま

す。例: www.altova.com -- department/name -- #intropara。

4. [OK] をクリックすることで、ハイパーリンクが作成されます。

メモ: 動的なハイパーリンクのエントリーとしてノードを指定する際には、XPath 条件式の編集ダイアログにある

[絶対 XPath] チェック ボックスにチェックを入れることで、絶対 XPath 条件式を入力することができます。

チェック ボックスにチェックが入れられていない場合、XPath が挿入されるハイパーリンク内のノードに対し

て相対的になります。

パースされていないエンティティの使用

DTD をスキーマとして使用している場合、ハイパーリンク アドレスの動的な部分には、DTD 内にある解析対象外実体に対して宣言された

URI を使用することができます。解析対象外実体の使用方法の詳細については、次を参照してください:  パースされていないエンティティ

URI の使用 を参照してください。

ハイパーリンクの編集

ハイパーリンクの作成後には href の値を編集することができます。ハイパーリンクを右クリックして、コンテキスト メニューから [URL の編集]

を選択してください。プロパティ サイドバーにある [ハイパーリンク] グループ以下にある URL 属性からも URL を編集することができま

す。

ハイパーリンクの削除

ハイパーリンクがデザイン内で選択されている状態で Delete  キーを押すことで、そのハイパーリンクを削除することができます。

関連項目

· ハイパーリンクの定義

· パースされていないエンティティ URI

· ブックマークの挿入 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

挿入メニュー 449メニューコマンドとレファレンス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

11 .7 .12 条件、出力ベースの条件

[条件] コマンドにより、カーソル位置または選択対象の周りに条件を挿入することができます。条件は 1 つ以上の分岐から構成され、それぞ

れの分岐内部に処理ルールが含まれることになります。これにより、異なる処理ルールのセットをそれぞれの分岐に対して指定することができま

す。例えば、ノードのコンテンツが Stop という文字列の場合にはノードのコンテンツを赤色に、Go という文字列の場合には緑色に、どちらでも

ない場合には黒色で出力されるような指定を行うことができます。

以下の操作により条件を挿入することができます

1. デザイン上の目的の位置にカーソルを配置するか、条件分岐内部に配置するコンポーネントを選択します。

2. メニュー コマンドの [挿入 | 条件] を選択するか、右クリックにより表示されるコンテキスト メニューから [挿入 | 条件] を選択します。

3. 表示される XPath 式 の編集ダイアログ にて XPath 条件式を入力します (以下のスクリーンショットを挿入)。

構築されている条件式で使用されるコンテキスト ノードが、左端のペインにあるスキーマ ツリーにてハイライトされます。テキスト ボッ

クスに XPath 条件式を直接入力することができるほか、ペイン内にあるアイテムをダブルクリックすることで、そのアイテムを挿入する

こともできます。左端にあるスキーマ ツリーから挿入されたノードは、コンテキスト ノードに対して相対的 ([絶対 XPath] チェック

ボックスにチェックが入っていない場合)、または絶対的 ([絶対 XPath] チェック ボックスにチェックが入っている場合) に挿入されま

す。

4. [OK] をクリックすることで条件の挿入を完了します。入力された XPath 条件式に対して適用される分岐とともに条件が作成さ

れます。

条件分岐の XPa th  条件式を編集する

分岐の XPath 条件式を編集するには、デザイン ビューにて分岐を選択し、プロパティ サイドバーから [条件分岐 | 条件トリガー] を選択

し、XPath アイテムの編集ボタン  をクリックしてください。XPath 条件式の編集ダイアログが表示され、条件式を編集することができま

す (上のスクリーンショットを参照)。
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条件分岐の追加、分岐の順序変更、分岐の削除

新規条件分岐の追加、分岐の順序変更、そして分岐を削除するには、目的の分岐を右クリックして、コンテキスト メニューから目的のアイテ

ムを選択してください。

関連項目

· 条件 

11 .7 .13 テンプレート

[テンプレート] コマンドにより、カーソルの挿入位置に選択されたスキーマ ツリー ノードに対する空のテンプレートを挿入します。以下の操

作によりテンプレートを挿入できます:

1. テンプレートを挿入するデザイン上の位置にカーソルを配置します。

2. [挿入 | テンプレート] コマンドを選択します。スキーマ パスに対するテンプレートの挿入ダイアログが表示され

ます (以下のスクリーンショットを参照)。

3. XPath コンテキスト フィールドには、カーソルの挿入位置におけるコンテキスト ノードが表示されており、このノ

ードが作成されるテンプレートのコンテキスト ノードとなります。作成するテンプレートのノードを選択してくださ

い。上のスクリーンショットでは、strings ノードが作成されるテンプレートのノードとして選択されています。

4. [OK] をクリックして完了します。
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選択されたノードに対する空のテンプレートが作成されます (下のスクリーンショットでは、strings ノードに対して空のテンプレートが作成されて

います)。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入

· 出力の構造

· デザイン要素の挿入 

11 .7 .14 ユーザー定義テンプレート

[ユーザー定義テンプレート] コマンドにより、ユーザーが XPath 条件式により指定したノードを選択する空のテンプレートが作成され

ます。以下の操作によりユーザー定義のテンプレートを挿入することができます:

1. テンプレートを挿入するデザイン上の位置にカーソルを配置します。

2. 挿入 | ユーザー定義テンプレート コマンドをクリックすると XPath 式 の編集ダイアログが表示されます。 

3. 目的のノードを選択する XPath 条件式を入力します。(i) XPath 条件式はユーザー定義テンプレート内部のノー

ドをコンテキストとして評価され、(ii) XPath 条件式はドキュメントやその他の XML ドキュメント内にあるあらゆる

ノードを選択することができます。

4. XPath 条件式を入力した後に [OK] をクリックして完了します。

目的のノードに対する空のユーザー定義テンプレートが作成されます。

詳細については、次のセクションを参照してください:  SPS ファイル:  コンテンツ| ユーザー定義テンプレート.

関連項目

· SPS ファイル:  コンテンツ| ユーザー定義テンプレート

· デザイン要素の挿入

· 挿入 | テンプレート

· タグで囲む | ユーザー定義テンプレート 
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11 .7 .15 変数テンプレート

変数テンプレートとは変数に対して使用されるテンプレートで、通常その値が出力されます。メニューオプションの「挿入 | 変数テンプレート

の挿入」または「タグで囲む | 変数テンプレート」を選択することで、カーソル位置に、SPS で定義される変数のテンプレートが挿入されま

す。変数テンプレートには、デフォルトでコンテンツプレースホルダが含まれており、これにより変数の値が出力されます（以下のスクリーンショット

を参照）。変数テンプレートには、必要に応じてその他の（静的ならびに動的な）コンテンツを含めることができるほか、その他のテンプレートと同

様に修正を行うこともできます。

 

以下の操作により変数テンプレートを挿入することができます：

1. デザイン内のテンプレートを挿入する位置にカーソルを配置します。

2. メニューオプションから「挿入 | 変数テンプレートの挿入」を選択します。変数テンプレートの挿入ダイアログが表示されます（以下のスク

リーンショットを参照）。

3. ダイアログには、SPS にて定義された ユーザー宣言パラメーターと変数 が表示されます。変数テンプレートに対して追加する変数を選

択してください。

4. OK をクリックして完了します。

関連項目

· 挿入 | テンプレート

· SPS ファイル:  コンテンツ| ユーザー定義テンプレート 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

挿入メニュー 453メニューコマンドとレファレンス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

11 .7 .16 デザインフラグメント

[デザイン フラグメント] コマンドには、デザインに現在表示されているすべてのデザイン要素がサブメニューとして含まれています。サブメ

ニューに表示されるデザイン フラグメントをクリックすることで、クリックされたアイテムが挿入位置に挿入されます。

関連項目

· デザインフラグメント 

11 .7 .17 レイアウトコンテナー、レイアウトボックス、ライン

[挿入 | レイアウト コンテナー] コマンドにより、デザイン内部の任意の場所にレイアウト コンテナーを挿入することができます。レイアウ

ト コンテナーにはレイアウト ボックスやラインを挿入することができるほか、これらの挿入コマンドはレイアウト コンテナーの選択中に有効になりま

す。

 デザイン要素の挿入 ツールバー に含まれている対応するアイコンにより、レイアウト コンテナー、レイアウト ボックス、そしてラインを挿入するこ

とができます。ツールバー アイコンにより挿入を行うには、目的のツールバー アイコンをクリックして、レイアウト アイテムを挿入するデザイン上の

位置をクリックしてください。

レイアウト モジュールの詳細な記述や、デザインへの挿入ならびに使用方法については、次のセクションを参照してください:  レイアウト モジュ

ール。

関連項目

· レイアウト モジュール

· ツールバー | デザイン要素の挿入 

11 .7 .18 目次

[目次]  コマンドにマウスを移動させると、目次 (TOC) テンプレート、目次ブックマーク、目次に対するデザイン ドキュメント構造を作成する

ためのコマンドが表示されます。

 

コマンドのリストを以下に示します。リストにある対応するリンクをクリックすることで、対応する目次コンポーネントの使用方法が記述されたセク

ションにて、それぞれのコマンドの詳細を確認することができます。

· 目次の挿入 

· 目次ブックマーク 

· 目次ブックマーク (ウィザード) 

· 目次参照 

· 目次参照 | 入力テキスト/リーダー/ページ参照 

· 構造的な番号付け 

· 連続的な番号付け 

· レベル  
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· レベル参照 

· レベルとして機能するテンプレート

メモ: これらのコマンドは、デザイン内部の適切な箇所を右クリックすることで表示されるコンテキスト メニューか

らもアクセスすることができます。

関連項目

· 目次 (TOC) 

11 .7 .19 新規ドキュメント

[新規ドキュメントの挿入] コマンドにより、新規ドキュメント テンプレートがカーソル挿入位置に挿入されます (以下のスクリーンショット

を参照)。

新規ドキュメント テンプレートには、空のイニシャル ドキュメント セクションが含まれ、コンテンツをイニシャル ドキュメント セクションへ入力するこ

とができるようになります。必要な場合には、[挿入 | ページ/カラム/ドキュメント セクションの挿入 | 新規ドキュメント

セクション] コマンドを使用することで、ドキュメント セクションをイニシャル ドキュメント セクションへ追加することもできます。

新規ドキュメント テンプレートにより、新たなドキュメントが出力に作成されます。出力は複数の出力ドキュメントから構成されることになりま

す。

複数の出力ドキュメントを処理する方法の詳細については次のセクションを参照してください:  複数の ドキュメントの出力。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造

· ドキュメント プロパティ と スタイル 

11 .7 .20 ユーザー定義アイテム

入力 | ユーザー定義 アイテム コマンドへマウスオーバーすることで、ユーザー定義要素 または ユーザー定義 XML テキストブロック を挿入

するためのコマンドが表示されます。これらコンポーネントの使用方法については、 SPS ファイル:  コンテンツ | ユーザー定義要素、XML テキ

ストブロックのセクションを参照ください。

関連項目
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· ユーザー定義要素

· タグで囲む | ユーザー定義要素

· ユーザー定義 XML テキストブロック

· ユーザー定義テンプレート 
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11.8 タグで囲むメニュー

[タグで囲む] メニューには、デザイン上の選択対象を様々なデザイン コンポーネントにより囲むためのコマンドが収められています。これらコ

マンドのいくつかは、コンポーネントをデザインへ挿入するための ツールバーアイコン からもアクセスすることができます (同様のコマンドは 挿入メ

ニューメニューからもアクセスできます)。[タグで囲む] コマンドは、SPS  デザインにて選択対象を右クリックすることで表示されるコンテキス

ト メニューからもアクセスすることができます。SPS  のカーソル位置で利用することのできないコマンドは、メニューとコンテキスト メニューで無効

になります。

メモ: [タグで囲む] コマンドは SPS を構築するためのコマンドであるため、デザイン ビューでのみ利用可能となります。

関連項目

· コンテンツの編集の手順

· ツールバー 

11 .8.1 テンプレート

[タグで囲む | テンプレート] コマンドにより、選択されたデザイン コンポーネントやテキストが、選択されたスキーマ ツリー ノードにより囲

まれます。以下の操作を行なってください:

1. テンプレートにより囲むデザイン コンポーネントやテキストを選択します。

2. [タグで囲む | テンプレート] コマンドを選択します。スキーマ セレクター ダイアログが表示されます (以下のス

クリーンショットを参照)。
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3. XPath コンテキスト フィールドには選択対象のコンテキスト ノードが表示されます。テンプレートとして作成する

ノードを選択してください。上のスクリーンショットでは、n1:Name ノードがテンプレートのノードとして選択されてい

ます。

4. [OK] により操作を完了します。

選択されたノードに対するテンプレートが、選択対象の周りに作成されます。

関連項目

· テキストとして XML コンテンツを挿入

· 出力の構造

· デザイン要素の挿入 

11 .8.2 ユーザー定義テンプレート

タグで囲む | ユーザー定義テンプレート] コマンドにより、選択対象を XPath 条件式によりユーザーが指定したノードに対するテ

ンプレートで囲みます。以下の操作によりユーザー定義テンプレートを挿入することができます:

1. ユーザー定義テンプレートにより囲むデザイン上のコンポーネントを選択します。

2. [タグで囲む | ユーザー定義テンプレート] コマンドを選択します。 XPath 式を編集 ダイアログが表示されます。

3. 目的のノードを選択する XPath 条件式を入力します。(i) XPath 条件式はユーザー定義テンプレートが作成されたノードのコンテキス

ト内で評価され、(ii) XPath 条件式はドキュメント内部や別の XML ドキュメントにある任意のノードを選択することができることに留意

してください。

4. XPath 条件式を入力した後に [OK] をクリックして完了します。

ターゲットのノードに対するユーザー定義テンプレートが選択対象の周りに作成されます。

に関する詳しい説明は、次のセクションを参照してください: ,  SPS ファイル:  構造 | テンプレートと デザインフラグメント | 変数テンプレート.

関連項目

· SPS ファイル:  コンテンツ| ユーザー定義テンプレート

· デザイン要素の挿入

· 挿入 | テンプレート

· 挿入 | ユーザー定義テンプレート 

11 .8.3 変数テンプレート

[タグで囲む | 変数テンプレート] コマンドにより、SPS デザイン内で定義された変数に対するテンプレートを選択範囲の周りに作成

します。

1. 変数テンプレートを周りに作成するデザイン内のコンポーネントを選択します。

2. [タグで囲む | 変数テンプレート] コマンドを選択します。 変数テンプレートダイアログにより囲む ダイアログが表示されま

す。
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3. ダイアログのリストから、作成するテンプレートに使用する変数を選択します。

4. [OK] をクリックして完了します。

選択対象の周りに変数テンプレートが作成されます。

に関する詳しい説明は、次のセクションを参照してください: ,  SPS ファイル:  構造 | テンプレートと デザインフラグメント | 変数テンプレート.

関連項目

· 挿入 | テンプレート

· SPS ファイル:  コンテンツ| ユーザー定義テンプレート 

11 .8.4 段落、特殊な段落

[段落] コマンド  により HTML の段落 <p> 要素が選択されたコンポーネントの周りに作成されます。静的テキストが選択されている状

態、または (タグをクリックすることで) ノード全体を選択することで、コンポーネントが選択されているものとみなされます。カーソルが静的なテキ

スト内部に配置されている場合、段落要素 (の開始ならびに終了タグ) がその位置に挿入されます。デザイン要素の挿入 ツールバーにある

段落の挿入アイコンを使っても挿入することができます

[特殊な段落] コマンドでは、選択されたノードに定義済みのフォーマットを割り当てることができます。利用可能な定義済みフォーマットはツ

ールバーのコンボ ボックスからも選択することができます。

各種段落にはそれぞれフォーマットが与えられています。pre フォーマットでは、改行が空白スペースに正規化されることなく、そのまま改行とし

て出力されることに注意してください。

関連項目

· 定義済みのフォーマット

· CSS スタイルと作業 

11 .8.5 リスト

[タグで囲む | リスト] コマンドにより、選択対象の周りに静的なリストとリスト アイテムが作成されます。選択対象に (Enter キーを押

下することで挿入される) 改行が含まれている場合、改行により区切られた各テキストが個別のリスト アイテムとして作成されます。

 

このコマンドが選択されると、リスト ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。
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リスト アイテムのマーカーを選択し、[OK] をクリックすることでリストが作成されます。選択対象内にある改行の数

だけリスト アイテムが作成されます。Enter キーを押下することで、新たなリスト アイテムがリストに追加されます。

メモ: 静的なコンテンツを選択し、 デザイン要素の挿入 ツールバーにあるリスト アイコンをクリックすることで同様の結果を得ることも

できます。

関連項目

· リストの作成

· タグで囲む | リスト 

11 .8.6 ブックマーク と ハイパーリンク

 [タグで囲む | ブックマーク] ならびに [タグで囲む | ハイパーリンク] コマンドは、SPS デザイン内でテキストやコンポーネント

が選択された状態で有効になります。これらのコマンドにより、ブックマークとハイパーリンクが選択範囲の周りにそれぞれ作成されます。ブックマ

ークとハイパーリンクの処理と、その作成方法については、「 高度な機能 | 目次、参照、 ブックマーク.

関連項目

· ブックマークの挿入

· ハイパーリンクの定義 
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11 .8.7 条件、出力ベースの条件

[条件] コマンドにより、カーソル位置または選択対象の周りに条件を挿入することができます。条件は 1 つ以上の分岐から構成され、それぞ

れの分岐内部に処理ルールが含まれることになります。これにより、異なる処理ルールのセットをそれぞれの分岐に対して指定することができま

す。例えば、ノードのコンテンツが Stop という文字列の場合にはノードのコンテンツを赤色に、Go という文字列の場合には緑色に、どちらでも

ない場合には黒色で出力されるような指定を行うことができます。

以下の操作により条件を挿入することができます

1. デザイン上の目的の位置にカーソルを配置するか、条件分岐内部に配置するコンポーネントを選択します。

2. メニュー コマンドの [挿入 | 条件] を選択するか、右クリックにより表示されるコンテキスト メニューから [挿入 | 条件] を選択します。

3. 表示される XPath 式 の編集ダイアログ にて XPath 条件式を入力します (以下のスクリーンショットを挿入)。

構築されている条件式で使用されるコンテキスト ノードが、左端のペインにあるスキーマ ツリーにてハイライトされます。テキスト ボッ

クスに XPath 条件式を直接入力することができるほか、ペイン内にあるアイテムをダブルクリックすることで、そのアイテムを挿入する

こともできます。左端にあるスキーマ ツリーから挿入されたノードは、コンテキスト ノードに対して相対的 ([絶対 XPath] チェック

ボックスにチェックが入っていない場合)、または絶対的 ([絶対 XPath] チェック ボックスにチェックが入っている場合) に挿入されま

す。

4. [OK] をクリックすることで条件の挿入を完了します。入力された XPath 条件式に対して適用される分岐とともに条件が作成さ

れます。

条件分岐の XPa th  条件式を編集する

分岐の XPath 条件式を編集するには、デザイン ビューにて分岐を選択し、プロパティ サイドバーから [条件分岐 | 条件トリガー] を選択

し、XPath アイテムの編集ボタン  をクリックしてください。XPath 条件式の編集ダイアログが表示され、条件式を編集することができま

す (上のスクリーンショットを参照)。
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条件分岐の追加、分岐の順序変更、分岐の削除

新規条件分岐の追加、分岐の順序変更、そして分岐を削除するには、目的の分岐を右クリックして、コンテキスト メニューから目的のアイテ

ムを選択してください。

関連項目

· 条件 

11 .8.8 目次ブックマークと目次レベル

デザイン内にあるコンポーネントが選択されている状態から、関連する目次 (TOC) コンポーネントを作成することができます。目次コマンドのリ

ストを以下に示します。リンクをクリックすることで、その目次コンポーネントのセクションから使用方法の詳細を確認することができます。

· 目次ブックマーク 

· 目次ブックマーク (ウィザード) 

· レベル  

· レベル参照 

メモ: これらのコンポーネントは、デザイン内の適切な箇所をクリックすることで表示されるコンテキスト メニュー

のコマンドとしても利用することができます。

関連項目

· 目次 (TOC) 

11 .8.9 新規ドキュメント

[新規ドキュメント] コマンドにより、現在の選択対象が新たなドキュメント テンプレートにより囲まれます (以下のスクリーンショットを参

照)。
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新規ドキュメント テンプレートにはイニシャル ドキュメント セクションが含まれており、内部にはコマンドが選択された際の選択対象が含まれま

す。上のスクリーンショットでは、目次デザイン コンポーネントが新規ドキュメント テンプレートにより囲まれおり、イニシャル ドキュメント セクション

の中にコンテンツを入力することができます。必要な場合には、[挿入 | ページ/カラム/ドキュメント セクションの追加] コマンド

によりドキュメント セクションをイニシャル ドキュメント セクションへ追加することもできます。

 

新規ドキュメント テンプレートにより、新たなドキュメントが出力に作成されます。これにより、出力が複数の出力ドキュメントから構成されるよ

うになります。

複数の出力ドキュメントの処理方法については、 複数の ドキュメントの出力のセクションを参照ください。

関連項目

· 複数の ドキュメントの出力

· 新規 ドキュメントテンプレートの挿入

· 新規ドキュメント テンプレートと デザイン構造

· ドキュメント プロパティ と スタイル 

11 .8.10 ユーザー定義要素

[タグで囲む | ユーザー定義要素] コマンドにより、デザイン内の選択対象の周りに ユーザー定義要素 が作成されます。ユーザー定

義要素の使用方法については、「 SPS ファイル:  コンテンツ | ユーザー定義要素のセクションを参照ください。

関連項目

· ユーザー定義要素

· タグで囲む | ユーザー定義要素

· ユーザー定義 XML テキストブロック

· ユーザー定義テンプレート 
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11.9 テーブル メニュー

[テーブル] メニューには、静的または動的なテーブルを挿入し、それらテーブルの構造やプロパティを変更するためのコマンドが含まれていま

す。テーブルの構造は行や列の追加、挿入、削除、結合、分割により変更することができます。テーブルや個々の列、行、セルのプロパティは

CSS スタイル と テーブルやサブコンポーネントの HTML プロパティにより定義することができます。

テーブル コマンドは [テーブル] メニューや、テーブルツールバーにあるアイコンからアクセスすることができます。カーソルの位置により利用でき

るテーブル コマンドが変化します。テーブルの挿入コマンドをクリックすることで、SPS 内の任意の位置にてテーブルを挿入することができます。

テーブルの構造を編集するには、適切なセル、列、または行にカーソルを移動させ、目的の編集コマンドを選択してください。フォーマット プロ

パティを編集するには、適切なセル、列、行、またはテーブルにカーソルを移動させ、スタイル サイドバーまたはプロパティ サイドバーにてテーブル

コンポーネントに対するプロパティを定義してください。

テーブル メニューでは以下のコマンドを使用できます: 

· テーブルの挿入,  テーブルの削除

· テーブルヘッダー/フッターの追加

· 行/列の追加と挿入 

· 行/列の削除 

· 左、右、下、上にあるセルとの結合 

· 水平方向/垂直方向にセルを分割 

· セルの境界とテーブル マークアップの表示 

· テーブル プロパティ

· セル コンテンツの垂直配置 

ヘッダーとフッター

動的なテーブルを作成した場合、ヘッダーやフッターをテーブルに追加するか指定することができます (フッターはテーブルが上から下方向に大き

くなる場合だけ利用することができます)。静的テーブルでは、テーブルの上部と下部に手動で行を追加することにより、それぞれヘッダーとフッタ

ーを作成することができます。静的ならびに動的なテーブル内にあるヘッダーとフッターの構造は、セルの分割と統合により修正することができま

す。

テーブル内のナビゲーション

Tab キーや矢印キーにより、テーブル セル間を移動することができます。

セル コンテンツの追加

セルにはあらゆる種類の SPS コンポーネントを挿入することができます。コンポーネントのフォーマットは標準的なフォーマット ツールにより行わ

れます。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .1 テーブルの挿入、テーブルの削除

テーブルの挿入 コマンド  により、空のテーブルがデザインへ挿入されます。このコマンドを選択することで、作成するテーブルを静的と動的

から選択することができます。



464 メニューコマンドとレファレンス テーブル メニュー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

· 静的テーブルを選択すると、テーブルの大きさ (行と列の数) を選択するダイアログが表示されます。

· 動的なテーブルを選択すると、XPath セレクター ダイアログが表示され、動的テーブルとして作成されるノードを

選択することになります。[OK] をクリックすると、テーブルの各アイテム フィールドに表示される子ノードを選択

する動的テーブルの作成ダイアログが表示されます。詳細については、動的テーブルの作成を参照ください。

テーブルの構造は、行や列を追加、挿入、削除することにより、テーブルの作成後も変更することができます。

テーブルの削除 コマンド  により、カーソルが配置されている静的または動的なテーブルが削除されます。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .2 テーブルヘッダー/フッターの追加

テーブル ヘッダーは、(テーブル ボディー上部の) ヘッダー行または (テーブル ボディー左側の) ヘッダー列として表示されます (マークアップとして

は、ヘッダー列がテーブル ボディー内部に含まれることもあります)。同様に、テーブル フッターは (テーブル ボディー下部の) フッター行または (テ

ーブル ボディー右側の) フッター列として表示されます (マークアップとしては、フッターがテーブル ボディー内部に含まれることもあります)。

メモ: HTML 出力ではテーブル ヘッダーが th 要素内に含まれるため、太字で表示されます (th 要素が bold フォ

ーマットを継承しているため)。

HTML 出力ではテーブル ヘッダーが th 要素内に含まれるため、太字で表示されます (th 要素が bold フォーマット

を継承しているため)。

テーブル ヘッダー列の追加: テーブル ボディーの左にヘッダー列を追加します。

テーブル フッター列の追加: テーブル ボディーの右にフッター列を追加します。.

テーブル ヘッダー行の追加: テーブル ボディーの上にヘッダー行を追加します。

テーブルフッター行の追加: テーブル ボディーの下にフッター行を追加します。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .3 行/列の追加と挿入

[行の追加] コマンド  により、静的または動的なテーブル内にあるカーソルから見て行が追加されます。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

テーブル メニュー 465メニューコマンドとレファレンス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

[行の挿入] コマンド  により、カーソルから見て行が挿入されます。このコマンドは静的と動的なテーブルの両方で使用することができま

す。

[列の追加] コマンド  により、静的または動的なテーブル内にあるカーソルから見て列が追加されます。

[列の挿入] コマンド  により、カーソルから見て列が挿入されます。このコマンドは静的と動的なテーブルの両方で使用することができま

す。.

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .4 行/列の削除

[行の削除] コマンド  により、カーソルが配置されているテーブルの行が削除されます。このコマンドは、静的ならびに動的なテーブルの

両方に対して適用されます。

[列の削除] コマンド  により、カーソルが配置されているテーブルの列が削除されます。このコマンドは、静的ならびに動的なテーブルの

両方に対して適用されます。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .5 左/右/下/上のセルを結合

[左のセルを結合] コマンド  により、カーソルが配置されているセルと、その左にあるセルが結合されます。両方のセルのコンテンツが連

結されて新しいセルに表示されます。両方のセルにあるすべてのプロパティ値が新たなセルに渡されます。このコマンドは静的ならびに動的なテ

ーブルで使用することができます。

[右のセルを結合] コマンド  により、カーソルが配置されているセルと、その右にあるセルが結合されます。両方のセルのコンテンツが

連結されて新しいセルに表示されます。両方のセルにあるすべてのプロパティ値が新たなセルに渡されます。このコマンドは静的ならびに動的な

テーブルで使用することができます。

[下のセルを結合] コマンド  により、カーソルが配置されているセルと、その下にあるセルが結合されます。両方のセルのコンテンツが連

結されて新しいセルに表示されます。両方のセルにあるすべてのプロパティ値が新たなセルに渡されます。このコマンドは静的ならびに動的なテ

ーブルで使用することができます。
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[上のセルを結合] コマンド  により、カーソルが配置されているセルと、その上にあるセルが結合されます。両方のセルのコンテンツが

連結されて新しいセルに表示されます。両方のセルにあるすべてのプロパティ値が新たなセルに渡されます。このコマンドは静的ならびに動的な

テーブルで使用することができます。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .6 水平方向/垂直方向にセルを分割

[セルを左右に分割] コマンド  により、カーソルが配置されているセルの右隣に新たなセルが作成されます。オリジナルのセル内にあ

るコンテンツは変更されません。オリジナルのセルにて定義されたすべてのプロパティは、新たなセルにもコピーされます。このコマンドは静的ならび

に動的なテーブルで利用することができます。

[セル上下に分割] コマンド  により、カーソルが配置されているセルの下に新たなセルが作成されます。オリジナルのセル内にあるコンテ

ンツは変更されません。オリジナルのセルにて定義されたすべてのプロパティは、新たなセルにもコピーされます。このコマンドは静的ならびに動的

なテーブルで利用することができます。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .7 セルの境界とテーブル マークアップの表示

[セル境界の表示] や [テーブル マークアップの表示] コマンドを有効にすることで、セルの境界線やテーブル行と列のマークアッ

プが表示されます。これら 2 つのオプションを有効にすることにより、テーブルの構造を理解するのに役立てることができます。無効にすることで、

更に正確なテーブルの表示を行うことができます。

[セル境界の表示] コマンドにより、border の値が 0 になっているテーブルにも、境界 (border) を表

示することができます。 

[テーブル マークアップの表示] コマンドにより、青色で示される行と列のマークアップが表示されま

す。 

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 
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11 .9 .8 テーブル プロパティ

[テーブル プロパティ] コマンドは、 静的または動的 テーブル 内部にカーソルが配置されている時に有効になります。コマンドをクリック

することで、テーブル コンポーネントが選択されたプロパティ サイドバーが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。

テーブルのプロパティを編集して、[OK] ボタンにより完了します。

関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 

11 .9 .9 CALS/HTML テーブルの編集

[CALS/HTML テーブルの編集] コマンドにより、テーブルとして出力にて生成される CALS テーブル モデルまたは HTML テーブル

モデル形式の XML ドキュメントのデータを定義することができます。出力フォーマットのテーブル マークアップが XML ドキュメントから直接得ら

れるほか、更なるテーブル フォーマット スタイルを SPS にて追加することができます。

このコマンドを選択することで、CALS/HTML テーブルの編集ダイアログが表示されます (以下のスクリーンショットを参照)。
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CALS/HTML テーブルに関する詳細については、次のセクションを参照してください:  テーブル.

関連項目

· テーブルとの作業

· 静的テーブルの作成

· 動的テーブルの作成 

11 .9 .10 セル コンテンツの高さ揃え

テーブル ツールバーには、セル コンテンツ高さ配置を行うコマンド アイコンが収められています。セル内にカーソルが配置された状態で、目的の

アイコンをクリックしてください。

 

上揃え:  セルのコンテンツ高さをセル上部に揃えます。

中央揃え:  セルのコンテンツ高さをセル中央に揃えます。

下揃え:  セルのコンテンツ高さをセル下部に揃えます。
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関連項目

· テーブルツールバー

· テーブルとの作業 
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11.10 プロパティ メニュー

[プロパティ] メニューには、リストの挿入と 入力フォーマット 機能に対してデータ型フォーマットを定義するためのコマンドが収められていま

す。以下のサブセクションではそれぞれのコマンドについて説明します:

· リスト コマンド:  リストが挿入されます。

· 定義済みのフォーマット 文字列 コマンド:  与えられた SPS に対して数値のデータ型を定義します。

関連項目

· プロパティ サイドバー 

 

11 .10 .1 リストの編集

[リスト] コマンドにより、リストがカーソル位置に挿入されます。コマンドを選択すると、リストのスタイルを選択するためのリスト ダイアログが表

示されます (以下のスクリーンショットを参照)。数値を伴うリストの場合、最初に表示される番号を指定することもできます。

 

関連項目

· リストの作成 
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11 .10 .2 定義済みの値フォーマット文字列

数値、date、time、dateTime、または duration のデータ型により定義された (コンテンツ) プレースホルダ、入力フィールド、自動計算には、

 値フォーマット ダイアログによりカスタム フォーマットを割り当てることができます。値フォーマット ダイアログでは、フォーマットを直接作成、または

定義済みのフォーマットをリストから選択することができます。

ドロップダウンリスト内で使用することのできる定義済みのフォーマットには次の2種類があります:

· StyleVision  に最初から与えられている定義済みフォーマット。

· [定義済みの値フォーマット文字列] コマンドを使って、ユーザーにより定義済みフォーマット。ユーザーが定義済みの値フォ

ーマットを作成すると、(アプリケーション全体にではなく) 現在開かれている SPS に対してこれらのフォーマットが作成されます。定

義済みの値フォーマットを作成した後には、SPS ファイルを保存することで、次回そのファイルが開かれた時にも変更が反映されま

す。

定義済みの値フォーマット文字列を作成する

定義済みの値フォーマット文字列にはデータ型が与えられます。以下の操作により定義済みの値フォーマット文字列を作成することができます

:

1. [プロパティ | 定義済みの値フォーマット文字列] を選択します。以下のダイアログが表示されます

 

2. コンボ ボックスのドロップダウン リストからデータ型を選択し、追加または挿入アイコンをクリックします。フォーマット文字列の編集ダ

イアログが表示されます。
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コンボ ボックスの矢印をクリックすると、そのデータ型に対する StyleVision から得られた定義済みフォーマットのリストが表示されま

す (以下のスクリーンショットを参照)。

リストからフォーマットを選択して修正することができるほか、入力フィールドへ直接フォーマットを入力することができます。フォーマット

を定義するための構文については、 値フォーマット のセクションを参照ください。[フィールドの挿入] または [フィールド オ

プション] ボタンにより構文を入力することもできます。

3. フォーマットの指定を終えた後には [OK] をクリックして SPS ファイルを保存してください。フォーマット文字列がそのデータ型に対

する定義済みのフォーマット リストへ追加され、選択された要素が対応するデータ型の場合 (その SPS ファイルの) 値フォーマッ

ト ダイアログのオプション内に表示されるようになります。

メモ:

· 追加することのできるカスタム フォーマット文字列の数に制限はありません。

· 定義済みのフォーマット文字列ダイアログに表示されたフォーマット文字列の順序により、値フォーマット ダイアログに表示されるフォ

ーマット文字列の順序が決定されます。カスタマイズされたフォーマット文字列は最初から同封されている定義済みのフォーマットの

上に表示されます。

· カスタム フォーマット文字列を編集するには、定義済みフォーマット文字列ダイアログに表示されたエントリーをダブルクリックしてくだ

さい。

· カスタム フォーマット文字列を削除するには、定義済み値フォーマット文字列ダイアログにてそのエントリーを選択し、削除アイコンを

クリックしてください。  

関連項目

· 値のフォーマット (数値データ型のフォーマット) 
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11.11 ツールメニュー

[ツール] メニューにはスペル チェック オプションと、StyleVision をカスタマイズするためのオプションが収められています。 そ

ツール メニューのサブメニューには以下のコマンドが収められています:

· スペルチェック 

· スペル チェックのオプション 

· カスタム化

関連項目

· StyleVision のセットアップ 

 

11 .11 .1 スペルチェック

[スペル チェック] コマンドにより、SPS (デザイン ビュー)スペル チェックを実行することができます。スペル チェッカーに内蔵された言語辞

書から使用する言語を選択することができます (以下のメモを参照ください)。

メモ: Altova ソフトウェアに同封されている内蔵の辞書は Altova の好みにより選択されたものではなく、

MPL、 LGPL 、または BSD ライセンスといった商用ソフトウェアにおける再配布が認められているライセンス下で利用可能かどう

かに大きく依存しております。オープンソースの辞書は数多く存在しますが、 GPL ライセンスなどの、より制約の多いライセンス下で

配布されています。これらの辞書は、 http://www.altova.com/dictionaries。からダウンロード可能なインストーラー

にてご利用いただくことができます。辞書に対して適用されるライセンスの条件に同意するか、また辞書が

お使いのコンピューターにあるソフトウェアに適したものなのかの判断はお客様に委ねられます。

このコマンドをクリックすることで、以下に示されるダイアログが表示されます。ダイアログでは選択された辞書に存在しない単語が、ドキュメント

内で出現する順序に従い [辞書にない単語] フィールドに 1 つずつ表示され、デザイン ビューでは対応する単語がハイライトされます。

http://www.mozilla.org/MPL/
http://www.gnu.org/copyleft/lesser.html
http://en.wikipedia.org/wiki/BSD_licenses
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html
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[候補] ペインに表示されたエントリーを選択し、[変更] または [すべて変更] をクリックすることで、ハイライトされたインスタンス、またはす

べてのインスタンスがそれぞれ変更されます (候補リストにある単語をダブルクリックすることで、未知の単語が置き換えられます)。また、[無視]

ボタンをクリックすることで未知の単語を無視することができるほか、[すべて無視] ボタンにより、ドキュメント内にあるその未知の単語すべて

のインスタンスを無視されます。[辞書に追加] ボタンにより、未知の単語が辞書へ追加されます。未知の単語を辞書へ追加することで、ス

ペル チェッカーはその単語が正しいものであると認識するようになり、辞書に存在しない次の単語が表示されます。[ドキュメントの再

チェック] ボタンによりドキュメントを最初からチェックすることができるほか、[閉じる] ボタンによりダイアログを閉じることができます。

オプション ボタンは、スペル チェックに対して指定することのできる スペルチェック オプション ダイアログを開きます。

関連項目

· スペルチェック オプション 

 

11 .11 .2 スペル チェックのオプション

[スペル チェックのオプション] コマンドにより、スペル チェックのオプションを指定するためのダイアログが表示されます (以下のスクリー

ンショットを参照)。
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常に修正を表示:

このオプションを選択することで、ユーザー辞書とそれ以外の辞書から得られた単語の候補が候補リスト ボックスに表示されます。このオプション

を無効にすると、候補が表示されなくなります。

メイン辞書だけを使った修正を行う:

このオプションを選択することで、言語辞書 (メイン辞書) だけが使用されます。提案にユーザー辞書は使用されません。「ユーザー辞書」 ボ

タンも無効化され、ユーザー辞書の編集を行うことができなくなります。

大文字で書かれた単語を無視:

このオプションを選択することで、すべて大文字で記述された単語がチェックの対象から外されます。

数値を伴う単語を無視:

このオプションを選択することで、数値を含んだすべての単語が無視されます。

キャメルケースの単語を分離:

単語内に大文字の文字が含まれる単語をキャメルケースの単語といいます。例えば "CamelCase" という単語では、"Case" の "C" が

大文字で示されているため、キャメルケースの単語として認識されます。キャメルケースの単語は通常辞書に含まれていないため、スペル チェッ

カーによりエラーとして認識されます。キャメルケースの単語オプションにより、キャメルケースの単語を大文字からはじまるパーツに分離して、

個々のパーツをチェックすることによりこの問題を回避することができます。このオプションはデフォルトでチェックされています。

辞書の言語:

このコンボ ボックスではスペル チェッカーにて使用される辞書の言語が選択されます。デフォルトの選択は English (US) となっています。

Altova W eb サイトからはその他の言語の辞書を無料でダウンロードいただけます。

スペル チェッカーで使用される辞書を追加する

辞書の言語は、.aff ファイルと .doc ファイルという 2 つの Hunspell 辞書ファイルから構成されます。言語辞書は、以下の場所にある

https://www.altova.com/dictionaries
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Lexicons フォルダーへインストールされます。全ての言語の辞書は次の場所にある Lexicons フォルダー内にインストールされます:  C:

\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\SpellChecker\Lexicons.

Lexicons フォルダー内部には、異なる言語に対応した辞書のファイルが、<言語名>\<辞書ファイル> という構成で各フォルダーに収められ

ます。例えば、2つの (English (British) と English (US)) 英語辞書が以下のように配置されます:

C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\SpellChecker\Lexicons\English (British)

\en_GB.aff 

C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\SpellChecker\Lexicons\English (British)

\en_GB.dic 

C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\SpellChecker\Lexicons\English (US)\en_US.dic 

C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\SpellChecker\Lexicons\English (US)

\en_US.dic  

スペル チェッカー オプション ダイアログでは、「辞書の言語」 コンボ ボックスにあるドロップダウン リストに利用可能な辞書の言語が表示されま

す。Lexicons フォルダー以下にある言語サブフォルダーの名前がリストには表示されます。例えば上にある英語辞書の場合、English

(British) と English (US) という名前がリストに表示されます。

 

インストールされた辞書はコンピューターを使っているすべてのユーザー、そして (32 ビットか 64 ビットかにかかわらず) 複数の Altova 製品に

より共有されます。

 

スペル チェッカーで使用される辞書は以下に示される 2 種類の方法で追加することができ、どちらの方法でもファイルをシステムに登録する必

要はありません:

· Hunspell 辞書を Lexicons フォルダーの新規サブフォルダーへ追加する。Hunspell 辞書は、例えば

http://wiki.services.openoffice.org/wiki/Dictionaries や

http://extensions.services.openoffice.org/en/dictionaries.といった場所からダウンロードすることができます

(OpenOffice では OXT という拡張子の ZIP アーカイブが配布されているため、ファイル拡張子を .zip へ変換して、回答した

.aff と .dic ファイルを ファイルを Lexicons フォルダー以下にある言語フォルダーへコピーしてください。Hunspell 辞書は Myspell

辞書をベースにしているため、Myspell 辞書を使用することもできます)

· 複数の言語辞書をコンピューターの適切な場所へインストールする Altova 辞書インストーラーを使用する。スペル チェックのオプ

ションダイアログにあるリンクをクリックすることで、インストーラーをダウンロードすることができます (以下のスクリーンショットを参照)。

メモ: 辞書に対して適用されるライセンスの条項に同意するか、そしてお使いのコンピューターにおける辞書の使用が適切なものかの判断

は、お客様へ委ねられます。

ユーザー辞書を使用する

コンピューター上の各ユーザーには、ユーザーにより許可された単語を収めるためのユーザー辞書が与えられます。スペル チェックを行うと、言語

辞書とユーザー辞書に含まれている単語のリストに対してドキュメント内の単語がチェックされます。ユーザー辞書ダイアログでは、ユーザー辞

書に単語を追加、また削除することができます (以下のスクリーンショットを参照)。スペル チェックのオプションダイアログにて 「ユーザー辞書」

ボタンをクリックすることで、この辞書へアクセスすることができます(このセクションの2番目のスクリーンショットを参照してください)。

http://wiki.services.openoffice.org/wiki/Dictionaries
http://extensions.services.openoffice.org/en/dictionaries
https://www.altova.com/ja/dictionaries/
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ユーザー辞書へ単語を追加するには、単語フィールドに単語を入力し、「追加」 ボタンをクリックしてください。入力された単語がアルファベット

順で辞書ペインに追加されます。辞書から単語を削除するには、目的の単語を辞書ペインにて選択し、「削除」 ボタンをクリックしてくださ

い。その単語が辞書ペインから削除されます。ユーザー辞書ダイアログにおける編集を終えた後には 「OK」 をクリックすることで、変更点がユ

ーザー辞書へ保存されます。

スペル チェックの際に単語をユーザー辞書へ追加することもできます。  スペルチェックダイアログ は取るアクションのためのプロンプトをポップアッ

プします。「辞書に追加」 ボタンをクリックすると、未知の単語がユーザー辞書へ追加されます。

ユーザー辞書は以下の場所にあります:  C:\Users\<user>\Documents\Altova\SpellChecker\Lexicons\user.dic

関連項目

· スペルチェック 

 

11 .11 .3 カスタマイズ

[カスタマイズ] コマンドにより、特定のニーズに対して StyleVision をカスタマイズすることができます。 
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コマンド タブ

カスタマイズ ダイアログの [コマンド] タブでは、個々のコマンドをメニュー バーやツールバーに配置することができます。

メニュー バーやツールバーへコマンドを追加するには、コマンド タブのコマンド ペイン内にあるコマンドを選択し、選択対象をメニュー バーま

たはツールバーへドラッグしてください。コマンドを配置することができる場所には I が表示され、ドロップすることでコマンドがその位置に配置され

ます。コマンドを配置することができない場所では、X マークが表示されます。コマンドに関連付けられたアイコンが存在する場合、ツールバーに

はそのアイコンが表示され、そうでない場合にはテキスト形式のコマンドが作成されます。メニュー バーまたはツールバーへコマンドを追加すると、

コマンドを右クリックすることで表示されるメニューから、その外観を変更することができます。

 

メニュー バーやツールバーのアイテムを削除するには、カスタマイズ ダイアログが開かれている状態で削除するアイテムを右クリックし、[削

除] を選択してください。

メモ:

· 上記のカスタマイズはアプリケーションに対して適用され、StyleVision にてドキュメントが開かれているかどうかにかかわらず適用されます。

· StyleVision がインストールされたときの状態にメニューやツールバーをリセットするには、ツールバー タブを選択し、[リセット] または [す

べてリセット] ボタンをクリックしてください。

ツールバー タブ

[ツールバー] タブでは、特定のツールバーを有効化または無効化して、ツールバー アイテムのテキスト ラベルを表示、メニュー バーやツー

ルバーをインストール時の状態へリセットすることができます。
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StyleVision のインターフェイスにはメニュー バーとオプションのツールバー  (デザイン フィルター、フォーマット、標準、テーブル、目次) が表示

されます。

各ツールバーはコマンドのグループとして分けることができます。コマンドは、コマンドタブが開かれている状態でツールバーに追加することができま

す。ツールバーをドラッグすることで、画面上の好きな場所へドッキングすることができるほか、ツールバーのタイトル バーをダブルクリックすることで

ツールバーのドッキング状態を切り替えることができます。

カスタマイズ ダイアログのツールバー タブでは、チェック ボックスをクリックすることで、ツールバーを表示/隠すことができます。ツールバーを (ツール

バー タブにて) 選択し、[テキスト ラベルを表示] チェック ボックスをクリックすることで、そのツールバーに含まれているアイテムのテキスト

ラベルが表示されます。[リセット] ボタンをクリックすることで、選択されたツールバーを StyleVision がインストールされた際の状態へリセット

することもできます。[すべてリセット] ボタンをクリックすると、すべてのツールバーとメニュー バーがリセットされます。

メニューバーに関する注意点

メニューバーにコマンドを追加し、アイテムをメニューバーから削除することができます:  上記のコマンドを参照してください。 StyleVision のイン

ストール時の状態にメニューバーをリセットするには、 カスタマイズ ダイアログのツールバータブ内のメニューバーを選択し、 リセット ボタンをクリッ

クします。 (すべてをリセットする ボタンをクリックするとツールバーをリセットします)。

キーボード タブ

[キーボード] タブでは、任意の StyleVision コマンドに対してキーボード ショートカットを定義または変更することができます。
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コマンドショートカットをコマンドへ割り当てる

1. カテゴリー コンボ ボックスから目的のコマンドがあるカテゴリーを選択します。

2. コマンド リスト ボックスにてショートカットを割り当てるコマンドを選択します。

3. [新規ショートカット キー] 入力フィールドをクリックして、コマンドを起動するためのショートカット キーを押下します。[新規ショート

カット キー] 入力フィールドにショートカットが表示されます。入力されたショートカットが他のコマンドへ既に割り当てられている場

合、入力フィールドの下にそのコマンド名が表示されます (例えば上のスクリーンショットでは、Ctrl+C が [コピー] コマンドへ既に割

り当てられているため、ファイルを開くコマンドへの割り当てを行うことはできません)。入力したショートカット キーを取り消すには、

Ctrl、Alt、または Shift キーのいずれかを押下してください。

4. [割り当て] ボタンをクリックすることで、入力されたショートカットがコマンドに対して割り当てられます。ショートカットが [現在のキ

ー] リスト ボックスに表示されます。

ショートカットの割り当てを変更 (または削除) する

1. 削除するショートカットが割り当てられているコマンドを選択します。

2. 削除するショートカットを [現在のキー] リスト ボックスにてクリックします。

3. 選択可能になった [削除] ボタンをクリックします。

キーボード の割り当てをすべてリセットする

1. [すべてリセット] ボタンをクリックすることで、インストール時のオリジナル ショートカットへ割り当てがリセットされます。すべてのキ

ーボード割り当てを本当にリセットしても良いかの確認を行うダイアログが表示されます。

2. [はい] をクリックすることで、すべてのショートカット割り当てがリセットされます。

設定するアクセラレーター

現在機能は割り当てられていません。

メニュー タブ

[メニュー] タブではメイン メニューや (右クリックにより表示される) コンテキスト メニューをカスタマイズすることができます。メニュー バーには、

ドキュメントが開かれている時に表示されるデフォルト メニューと SPS ドキュメントが開かれている時に表示される SPS メニューがあります。
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メニューをカスタマイズする

1. カスタマイズするメニュー バーを選択します (スクリーンショットでは SPS メニューが選択されています)。

2. [コマンド] タブをクリックして、目的のコマンドをメニュー バーへドラッグしてください。

メニューからコマンドを削除する

1. アプリケーションフレームメニューペインから、(ドキュメントが開かれていない状態で使用可能なメニューを表示する) デフォルト また

は(ドキュメントが開かれている状態で使用可能なメニューを表示する) SPS を選択します。

2. カスタマイズダイアログが開かれている状態で (i) アプリケーションのメニューバーから削除するメニュー、または (ii) これらのメニューの

一つから削除するコマンドを選択します。

3. または(i) メニューからメニューバー、またはメニューコマンドをドラッグ、または (ii)メニューを右クリック、または「削除」を選択します。 

メニューバーをリセットする

1. アプリケーションメニューペインのコンボボックス内でリセットするメニューエントリを選択します。

2. メニュー名の下にある [リセット] ボタンをクリックします。メニュー バーをリセットしてもよいか確認するプロンプトが表示されます。

コンテキストメニューをカスタマイズする (右クリックメニュー)

1. コンテキスト メニューのコンボ ボックスから目的のコンテキスト メニューを選択します。

2. [コマンド] タブをクリックして、表示されたコンテキスト メニューへコマンドをドラッグします。

コンテキストメニューからコマンドを削除する

1. コマンドまたはコマンドを表すアイコンを右クリックします。

2. ポップアップ メニューから [削除] オプションを選択します。または、コンテキストメニューからコマンドをドラッグして、マウス

ポインターの下にチェック マークが表示されたらすぐドロップします。

コンテキスト メニューをリセットする

1. コンテキスト メニューのコンボ ボックスから目的のコンテキスト メニューを選択します。

2. コンテキスト メニュー名の下にある [リセット] ボタンをクリックします。リセットしてもよいか確認するプロンプトが表示されます。

コンテキスト メニュー ウィンドウを閉じる

· タイトル バーの右側にある閉じるアイコンをクリックするか、
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· カスタマイズ ダイアログ ボックスの [閉じる] ボタンをクリックしてください。

メニューのアニメーション

メニューのアニメーション オプションにより、メニューがクリックされたときの表示方法を指定することができます。メニューのアニメーションにあるドロッ

プダウン リストから、目的のオプションを選択してください。

メニューに影をつける

メニューの周りに影をつけたい場合にこのオプションを選択してください。すべてのメニューに影が加えられます。

オプション タブ

[オプション] タブでは、ツールバーにあるその他の機能をカスタマイズすることができます。

[ツールバーに画面のヒントを表示] オプションを有効にすることで、ツールバー アイテムのヒントが表示されます。画面のヒント オプションには、

ショートカットも画面に表示するかを指定するためのサブオプションが与えられています。

関連項目

· ツールバー

· ビュー | ツールバー

· ユーザーインターフェイス 

 

11 .11 .4 ツールバーとウィンドウの復元

このコマンドにより、ツールバー、ウィンドウ、入力ヘルパー、そのた GUI コンポーネントが、デフォルトの状態に戻されます。変更を反映するに

は、 StyleVision を再起動する必要があります。

関連項目

· ツールバー

· ビュー | ツールバー

· ユーザーインターフェイス 

 

11 .11 .5 オプション

[オプション] コマンドにより、HTML 出力 ファイルのエンコードを指定するためのダイアログが表示されます。

 

デザインビュー オプション

デザイン タブでは、アプリケーション全体で使用される一般的なデザイン オプションをセットすることができます (以下のスクリーンショットを参

照)。
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以下のオプションをセットすることができます:

· マークアップの (ピクセル) 最大幅。ピクセル数として正の整数を入力してください。

· レイアウト コンテナーのグリッド サイズ。指定された長さが、対応するグリッドの軸に表示されるグリッド間の幅となります。

· レイアウト ボックスのデフォルト追加幅と追加高さ。入力された長さが出力フォーマットにてテキストのレンダリングを行うために必要な追加

長さとしてレイアウト ボックスに追加されます。これらの値はパーセンテージとして、または絶対長さ単位として入力することができます。

· コンテキスト ノードが未知の場所にノード テンプレートが作成された時のデフォルトの振る舞い。このオプションは、デザインのスキーマ ソース

内にあるコンテキスト内部に配置することができないアイテムに対してテンプレートが作成されるようなユーザー定義テンプレートに適用されま

す。このようなユーザー定義テンプレート内部でノードが作成されると、(i) その名前だけで、または (ii) スキーマ ルートからのフルパスとともに

ノードを作成することができます。デフォルトの振る舞いとして、これらオプションンのどれかを選択することができるほか、このような状況でユー

ザーへの確認を求めるように指定することができます。デフォルトの選択は [常に確認する] です。

スキーマオプション

スキーマ ツリーでは、要素や属性をアルファベット順に表示することができます。スキーマ タブにて対応するチェック ボックスにチェックを入れてく

ださい (以下のスクリーンショットを参照)。デフォルトでは、属性がアルファベット順で、要素がスキーマの構造に従うかたちで表示されるように

なっています。
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デフォルトのエンコード

出力 HTML ファイルのデフォルトのエンコードを設定するには、エンコードオプションのリストから必要なオプションを選択し、[OK] をクリックして

ください。以降新規作成されるすべての HTML 出力のエンコード にてこのタブで設定された設定が使用されるようになります。

XSLT-for-HTML では、以下の位置に出力エンコーディング情報が登録されます:

· スタイルシートの xsl:output 要素にある encoding 属性:

<xsl:output version="1.0" encoding="UTF-8" indent="no" omit-xml-declaration="no"

media-type="text/html" /> 

· HTML ヘッダーの content-type meta 要素にある charset 属性:

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" />

メモ:  これらの設定は新規 SPS にて使用されるデフォルトのエンコーディングで、このダイアログから現在開かれて

いる SPS のエンコーディングを変更することはできません。現在開かれている SPS のエンコーディングを変更するには、

ファイル | プロパティ コマンドを使用してください。

MobileTogether デザイン

SPS ファイルを MobileTogether デザイン (MTD) ファイルに変換するために下にリストされたオプションを使用することができます。(変換

は Mob ileTogether デザインファイルとしてエクスポートするコマンドを使用して行われます)。

· (例えば太字または斜線の要素を含むパラグラフ要素) インラインフォーマットを含む構文テキストとパラグラフレベルのテキストはデ

フォルトで、テキストがブロックレベルのテキストのフォーマットを持つ箇所で単一のラベルに変換されます。 各ラベルがも元のテキスト

フラグメントに対応するフォーマットを持つ箇所で、この種類のテキストを複数の MTD ラベルに分割するオプションを設定することが

できます。

· SPS にブランチを持つ条件が存在する場合、 MTD への変換はデフォルトで 条件の全てのブランチを変換し、 MTD ドキュメン

ト内の他のシーケンスの1つ下に置かれます。 条件(と全てのブランチ)の変換を抑制することを任意で選択することができます。
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11.12 ウィンドウ メニュー

[ウィンドウ] メニューには、 StyleVision ウィンドウが GUI に表示される方法を指定するためのコマンドが収められています ([重ねて表

示]、[上下に並べて表示]、[左右に並べて表示])。ウィンドウを最大化するには、そのウィンドウの最大化ボタンをクリックしてください。

[ウィンドウ] メニューには、StyleVision ウィンドウが GUI に表示される方法を指定するためのコマンドが収められています ([重ねて表

示]、[上下に並べて表示]、[左右に並べて表示])。ウィンドウを最大化するには、そのウィンドウの最大化ボタンをクリックしてください。

 

更に、現在開かれているすべてのドキュメント名が表示されます。他のウィンドウをアクティブにするには、対応するドキュメント名をクリックしてく

ださい。

 

ウィンドウ ダイアログ

ドキュメントのリスト下部には [ウィンドウ] ダイアログへアクセスするためのコマンドが用意されています。このエントリーをクリックすることで [ウィン

ドウ] ダイアログが開かれ、現在開かれているウィンドウのリストと選択されたウィンドウに対して適用することのできるコマンドが表示されます (名

前をクリックすることで、そのウィンドウが選択されます)。

 

警告: [ウィンドウ] ダイアログから抜けるには、[OK] をクリックして、[ウィンドウを閉じる] ボタンをクリックしな

いようにしてください。[ウィンドウを閉じる] ボタンをクリックすると、ウィンドウ ダイアログにて現在選択さ

れているウィンドウが閉じられます。

関連項目

· ユーザーインターフェイス 
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11.13 ヘルプメニュー

StyleVision[ヘルプ] メニューには StyleVision のヘルプ マニュアルへアクセスするためのコマンドや StyleVision に関する情報へアクセ

スするためのコマンド、そして Altova W eb サイト上のサポート ページへのリンクが収められています。ヘルプ メニューには 登録ダイアログも含

まれており、購入した製品のライセンス キーコードを入力することもできます。

[ヘルプ] メニューのコマンドについては、以下のサブセクションで記述されます:

· 目次、インデックス、検索 

· ライセンス登録、注文フォーム、レジストレーション、最新情報のチェック 

· 他のコマンド

11 .13 .1 目次、インデックス、検索

目次

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに目次を表示した、 StyleVision の画面上のヘルプマニュアルを開きます。目次はヘルプドキュ

メント全体の概要を表示しています。目次のエントリをクリックしてトピックに移動することができます。 

インデックス

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインにキーワード インデックスを表示したStyleVision の画面上のヘルプマニュアルを開きます。目次

はヘルプドキュメント全体の概要を表示しています。インデックスはキーワードをリストし、キーワードをダブルクリックすることでトピック

へ移動することができます。 キーワードが1つ以上のトピックにリンクされている場合は、トピックのリストが表示されます。

検索

説明

ヘルプウィンドウの左側のペインに検索ダイアログを表示したStyleVision の画面上のヘルプマニュアルを開きます。単語を検索

するには、入力フィールドに検索対象を入力して、 (i) 「Return」 を押す、または(ii) 「トピックのリスト」をクリックします。 を

押します。 ヘルプシステムは、ヘルプドキュメント全体で全文検索を行いヒットしたリストを返します。アイテムを表示するためには

アイテムをダブルクリックします。

11 .13 .2 ライセンス登録、注文フォーム、レジストレーション、最新情報のチェ

ック

ソフトウェアのライセンス認証

説明

Altova 製品ソフトウェアをダウンロードすると、無料評価キーまたは購入されたライセンスキーを使用して、製品にライセンスを供

与、または、ライセンスの認証を行うことができます。

· 無料  評価ライセンス初めて製品のダウンロードとインストールを行うと、ソフトウェアライセンス認証ダイアログが表示さ
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れます。ダイアログでは無料  評価 ライセンスをリクエストすることができます。ユーザーの名前、所属会社名、そして電

子メールアドレスを表示されるダイアログに入力し リクエストをクリックします。ライセンスファイルが入力された電子メール

アドレスに送信されます。この手順には数分を要します。ライセンスファイルを適切な場所に保存します。リクエストをク

リックすると、リクエストダイアログの下に入力フィールドが表示されます。このフィールドはライセンスファイルのパスを取りま

す。ライセンスファイルを参照 またはライセンスファイルへのパスを入力し 「OK」をクリックします。(「ソフトウェアのライセ

ンス認証ダイアログ」内で「新規のライセンスをアップロードする」 をクリックしてライセンスファイルへのパスを入力する

ダイアログにアクセスすることができます。)ソフトウェアは30日の間アンロックされます。

· 永続的なライセンスキー：ソフトウェアライセンス認証ダイアログには永続的なライセンスキーを購入するためのボタンが

含まれています。このボタンをクリックすると、製品の永続的なライセンスキーを購入することのできる Altova オンライン

ショップに移動することができます。受信する電子メールはライセンスデータを含むライセンスファイルの書式で送信されて

います。3つの種類の永続的なライセンスが存在します:インストール済み、同時使用ユーザー、名前を持つユーザー。

インストール済みのライセンス  は単一のコンピューター上のソフトウェアのロックを解除します。インストール済みのラ

イセンス を N 台のコンピューターのために購入すると N 台までのコンピューター上でソフトウェアを使用することができま

す。同時使用ユーザーライセンス は N 人の同時使用ユーザーに N 人のユーザーに同時にソフトウェアを使用するこ

とを許可します 。(10N 台のコンピューターにソフトウェアをインストールすることができます)。  名前を持つユーザーライ

センスは特定のユーザーが5台の異なるコンピューター上でソフトウェアを使用することを許可します。ソフトウェアのライ

センスを認証するには 「新規のライセンスをアップロードする」 をクリックして表示されるダイアログ内でライセンスファイ

ルを参照、またはライセンスファイルのパスを入力し 「OK」をクリックします。

メモ: 複数のユーザーライセンスのために各ユーザーは各自の名前を入力するようにプロンプトされます。 

ライセンスの電子メールと Altova 製品へのライセンス供与(有効化) の異なる方法 

Altova から受信するライセンス電子メールにはライセンスファイルが添付ファイルとして含まれています。ライセンス

ファイルは .altova_licenses ファイル拡張子を有しています。

Altova 製品のライセンスを認証するには、以下のうち1つ行ってください:

· 適切な場所にライセンスファイル (.altova_licenses) を保存し、ライセンスファイルをダブルク

リックし、表示されるダイアログに必要な情報を入力し、「キーの適用」をクリックして完了します。

· ライセンスファイル (.altova_licenses) を適切な場所に保存します。Altova 製品内では、

「ヘルプ | ライセンス登録メニューコマンドを選択し、新規のライセンスをアップロードします。ライセン

スファイルへのパスを入力し 「OK」をクリックします。

· 適切な場所にライセンスファイル (.altova_licenses) を保存し、 Altova LicenseServer

のライセンスプールにアップロードします。以下を行うことができます:  (i) 製品のソフトウェアライセンス認

証ダイアログから Altova 製品からライセンスを取得します。(以下を参照)または (ii) Altova

LicenseServer から製品へのライセンスを割り当てます。LicenseServer の使用の詳細に関

しては、下記のトピックを参照してください。

ソフトウェアライセンス認証ダイアログ (下のスクリーンショット)  は、「ヘルプ | ソフトウェア アクティベーション」をクリックすること

により常にアクセスすることができます。

以下の方法によりソフトウェアをアクティブ化することができます:

· ソフトウェアライセンス認証ダイアログでライセンスを登録する方法。ダイアログ内で、「新規のライセンスをアップロ

ード」をクリックして、ライセンスファイルを参照し選択します。「OK」をクリックしてライセンスファイルへのパスを確認しま

す(複数のユーザーライセンスの場合は個人の名前です)。「保存」をクリックして完了します。

· ネットワーク上の Altova LicenseServer を使用してライセンス供与する方法:  ネットワーク上の Altova

LicenseServer を使用してライセンスを取得するにはソフトウェアのライセンスの認証ダイアログの下にある Altova

LicenseServer を使用するをクリックします。使用する LicenseServer がインストールされているマシンを選択

します。License Servers の自動検知は LAN 上で配信が送信されることを意味します。これらの配信がサブネッ
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トに制限されているため、License Server は自動検知のためのクライアントマシンと同じサブネット上に存在する必

要があります。自動検知が作動しない場合、サーバーの名前を入力します。Altova LicenseServer はライセンス

プール内で Altova 製品のためのライセンスを有している必要があります。LicenseServer プール内に存在する場

合、ソフトウェアライセンス認証ダイアログ内に表示されます (Altova XMLSpy 内のダイアログで表示されている

例を参照してください)。「保存」をクリックしてライセンスを取得します。

マシン固有のライセンスが LicenseServer からインストールされると、7日間は、 LicenseServer に戻すことがで

きません。7日過ぎると、(「ライセンスを戻す」をクリックして) マシンのライセンスを LicenseServer に戻すことがで

き、このライセンスは、他のクライアントにより LicenseServer から取得することができます。LicenseServer 管理

者は、 LicenseServer の W eb UI を使用して、取得されたライセンスの割り当てを解除することができます。ライ

センスの返却は、マシン固有のライセンスのみに適用され、現在使用中のライセンスには適用されないことに注意してく

ださい。

ライセンスのチェックアウト

ライセンスが製品マシン上に保管されるように、ライセンスをライセンスプールから 30 日間チェックアウトすることができま

す。これにより、オフラインで作業することが可能になります。この機能はとても役に立ちます。Altova

LicenseServer にアクセスできない環境(例えば、旅行中に Altova 製品がインストールされたラップトップコンピュー

ターで作業する)場合などが挙げられます。ライセンスはチェックアウトされていますが、 LicenseServer は、ライセンス

が使用中と表示し、ライセンスは他のマシンで使用することができません。ライセンスはチェックアウトの期間が終わると自

動的にチェックインされた状態を戻します。または、チェックアウトされたライセンスはソフトウェアのライセンスの認証ダイア

ログのボタンを使用して「チェックイン」することができます。

ライセンスをチェックアウトするには以下をおこないます:  (i) ソフトウェアのライセンスの認証ダイアログで 「ライセンスの

チェックアウト」 をクリックします (上のスクリーンショット参照)。(ii) ライセンスのチェックアウトダイアログ内から、チェッ

クアウトの期間を選択し、 「チェックアウト」をクリックします。ライセンスがチェックアウトされます。ライセンスのチェックアウ

ト後2つの状態が発生します:  (i) ソフトウェアのライセンス認証ダイアログは時刻およびチェックアウトの期限を含む

チェックアウトに関する情報を表示します。 (ii) ダイアログ内の 「ライセンスのチェックアウト」 ボタンは 「チェックイン」

ボタンに変更されます。「チェックイン」ボタンをクリックして、ライセンスをチェックインすることができます。チェックアウト期

間の期限が切れると、ライセンスは自動的にチェックイン状態に戻されるため、選択したチェックアウトの期間がオフライ

ンで作業する期間をカバーするように確認してください。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

ヘルプメニュー 489メニューコマンドとレファレンス

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

メモ:    ライセンスのチェックアウトを可能にするには、 LicenseServer 上でチェックアウト機能が有効化されている必

要があります。チェックアウトを試みる際この機能が有効化されていない場合、エラーメッセージが表示されます。この場

合、 LicenseServer 管理者に連絡してください。

サポートコードのコピー

「サポートコードのコピー」 をクリックして、ライセンスの詳細をクリップボードにコピーしてください。これはオンラインサポー

トフォームを使用してサポートをリクエストする際に必要なデータです。

Altova LicenseServer を使用することにより、 IT 管理者は、リアルタイムでネットワーク上の全てのライセンスの概要、およ

び、クライアントの割り当てと、クライアントのライセンスの使用状況を確認することができます。LicenseServer を使用する利点

は、ですから、多数の Altova ライセンスを管理することのできる管理機能です。Altova LicenseServer は、 Altova Web

サイトで無料で提供されています。Altova LicenseServer および Altova LicenseServer を使用したライセンスの供与に

関する詳細は、Altova LicenseServer ドキュメントを参照してください。

注文フォーム

説明

ソフトウェア製品のライセンス許与バージョンを注文する準備が整っている場合、 (前のセクション参照) ソフトウェアライセンス認

証ダイアログ内の 「永久ライセンスの購入」ボタン、または 「注文フォーム」 コマンドを使用して Altova オンラインショップに移

動して注文することができます。

登録

説明

Altova 製品登録ページをブラウザーのタブに表示します。Altova ソフトウェアを登録することにより、最新の製品の情報が得ら

れます。

更新のチェック

説明

Altova サーバーに接続して、より新しいバージョンの製品が利用可能かどうかチェックし、その結果を表示します。

11 .13 .3 他のコマンド

サポートセンター

説明

インターネット上にある Altova サポートセンターへのリンクとなっています。サポートセンターには FAQ やディスカッションフォーラム

が含まれており、問題の解決方法を探り、Altova の技術サポートスタッフへアクセスすることができます（現在英語のみの提供と

なります）。

W EB 上の FAQ

説明

インターネット上にある Altova の FAQ へのリンクとなっています。FAQ データベースは Altova のサポートスタッフにより常時更

https://www.altova.com/support
https://www.altova.com/support
https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/manual/AltovaLicenseServer/
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新されています。

コンポーネントのダウンロード

説明

インターネット上にある Altova のコンポーネントダウンロードセンターへのリンクとなっています。このリンク先から様々なコンポーネン

トソフトウェアをダウンロードして、Altova 製品とともに使用することができます。ソフトウェアコンポーネントは XSLT や XSL-FO

プロセッサーからアプリケーションサービスプラットフォームまで、幅広く提供されています。コンポーネントダウンロードセンターにてご利

用になれるソフトウェアは、通常無料でご利用になれます。

インターネット上の StyleVision

説明

インターネット上にある Altova W eb サイトへのリンクとなっています。Altova W eb サイトでは、StyleVision や関連するテク

ノロジーについて確認することができます。

StyleVision について

説明

スプラッシュ画面と製品のバージョン番号が表示されます。StyleVision の 64 ビットバージョンを使用している場合、これはアプ

リケーション名の後のサフィックス (x64) により示されています。32 ビットバージョンにはサフィックスは存在しません。

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/
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12 付録

この付録には (i) StyleVision にて使用される XSLT エンジンの情報、(ii) データベース データ型から XML スキーマ データ型への変換

情報、(iii) StyleVision の技術情報、(iv) StyleVision のライセンス情報について記述されます。各情報は以下のサブセクションに含め

られます:

XSLT エンジンの情報

StyleVision にて出力を生成するために使用される Altova XSLT エンジンの実装に関する情報が記されます。

· Altova XSLT 1.0 エンジン

· Altova XSLT 2.0 エンジン

· Altova XSLT 3.0 エンジン

· XSLT と XPath/XQuery 関数

技術情報

StyleVision に関する技術的な情報が記述されます。

· OS と メモリの要件

· Altova XML パーサー

· Altova XSLT と XQuery エンジン

· Unicode のサポート

· インターネットの接続

ライセンス情報

StyleVision  の配布とライセンスに関する情報が含まれます。

· 電子的なソフトウェアの配布

· ライセンス メータリング

· 著作権

· 使用許諾契約書
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12.1 XSLT および XQuery エンジンに関する情報

StyleVision の XSLT および XQuery エンジンは、 W 3C 仕様に従っています、ですから、XMLSpy の以前のバージョン内の Altova

エンジンよりも厳密です。 この結果、 以前のエンジンで無視されていた小さなエラーが、 StyleVision によりエラーとして挙げられます。

例えば:

· パス演算子の結果がノードと非-ノードを両方含む場合、型エラー (err:XPTY0018) です。

· パス式 E1/E2 内の E1 がノードのシーケンスを評価しない場合、型エラー (err:XPTY0019) です。

この種類のエラーが発生した場合、 XSLT/XQuery ドキュメントまたはインスタンスドキュメントを必要に応じて修正してください。 

このセクションは、エンジンの実装固有の機能を仕様別に整理して説明します。

· XSLT 1.0 

· XSLT 2.0 

· XSLT 3.0 

· XQuery 1.0 

· XQuery 3.1 

12 .1 .1 XSLT 1 .0

StyleVision の XSLT 1.0 エンジン は、W orld W ide W eb Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム） (W 3C) の1999

年 11 月 16 日版の XSLT 1.0 勧告 および 1999 年 11 月 16 日版の XPath 1.0 勧告　 に準拠します。 実装に関しての以下の

情報に注意してください。

実装についての注意点

xsl:output の method 属性が HTMLに設定された場合、または、が HTML 出力 デフォルトで選択されている場合、 XML または

XSLT ファイル内の特殊文字は HTML ドキュメントに HTML 文字参照として出力内に挿入されます。 例えば、文字 U+00A0 (ブレー

ク無しのスペースのための 16 進数レファレンス) が HTML コード内に文字の参照 (&#160; or &#xA0;) 、または、エンティティ参照

&nbsp; として挿入されます

12 .1 .2 XSLT 2 .0

このセクション: 

· エンジン 適合性 

· 下位互換性 

· 名前空間 

· スキーマ認識  

· 実装固有の振る舞い  

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.w3.org/TR/xpath
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適合性

StyleVision の XSLT 2.0 エンジンは、W orld W ide W eb Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム） (W 3C) の2007

年 1 月 23 日版の XSLT 2.0 勧告 および 2010 年 12 月 14 日版の XPath 2.0 勧告に準拠します。  

下位互換性

XSLT 2.0 エンジン は下位互換性を有します。XSLT 2.0 エンジンの 下位互換性が有効になるのは、 XSLT 1.0 スタイルシートを処理

するためにXSLT 2.0 エンジン  が使用される際です。XSLT 1.0 エンジン と下位互換性を持つ XSLT 2.0 エンジンにより作成される出

力に違いがあるかもしれないことに注意してください。

名前空間

XSLT 2.0 スタイルシートは、 XSLT 2.0. プレフィックス内で使用することのできる型コンストラクタ および関数を使用するため、以下の名前

空間を宣言する必要があります。 下のリストは通常使用されるリストです。希望する場合は、代替プレフィックスを使用することもできます。

名前空間 プレフィック

ス

名前空間 UR I

XML スキーマ型

xs: http://www.w3.org/2001/XMLSchema

XPath 2.0 関数

fn: http://www.w3.org/2005/xpath-functions

通常これらの名前空間は、以下のリストで表示されるように x s l : スタイルシートまたは、 xsl:transform 要素で宣言されます:

<xs l : スタイルシート version="2.0"

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

...

</x s l : スタイルシート>

次の点に注意してください:

· XSLT 2.0 エンジンは、(上のテーブルでリストされている) XPath 2.0 および XQuery 1.0 関数 名前空間 をデフォルトの関

数名前空間として使用します。 XPath 2.0 および XSLT 2.0 関数をプレフィックス無しでスタイルシート内で使用することがで

きます。XPath 2.0 関数 名前空間 をスタイルシート内でプレフィックスと共に宣言すると、 割り当てられた宣言内でプレフィックス

を追加して使用することができます。

· XML スキーマ 名前空間から型コンストラクタと型を使用する場合、名前空間 宣言内で使用された、プレフィックスを使用して型コ

ンストラクタを呼び出さなければなりません (例えば、 xs:date)。

· XPath 2.0 関数の一部は、XML スキーマ データ型と同じ名前を保有します。 例えば、 XPath 関数 fn:string および 

fn:boolean のためには、同じロケーション名:  xs:string および xs:boolean を持つ、XML スキーマ データ型 が存在

します。ですから、 XPath 式 string('Hello')を使用する場合、 式は、 xs:string('Hello')ではなくて

fn:string('Hello') として検証します。 

スキーマ認識

XSLT 2.0 エンジンは、スキーマを認識します。ですから、ユーザー定義 スキーマ型 および xsl:validate 命令を使用することができま

す。 

http://www.w3.org/TR/2007/REC-xslt20-20070123/
http://www.w3.org/TR/2007/REC-xslt20-20070123/
http://www.w3.org/TR/xpath20/
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実装固有の振る舞い

以下は、 XSLT 2.0 エンジンが、特定の XSLT 2.0 関数の振る舞いの実装-特定のアスペクトをどのように扱うかの説明です。 

xsl:result-document

追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有):  x-base16tobinary および x-base64tobinary.

function-available

インスコープ関数の使用をテストする関数 (XSLT、 XPath、 および 拡張関数)。

unparsed-text

href 属性は、以下を受け入れます (i) ベース-uri フォルダー内のファイルの相対パス、および (ii)  相対パスを持つまたは持たない

file://プロトコール。 追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有):  x-binarytobase16 および x-

binarytobase64.

unparsed-text-available

href 属性は、以下を受け入れます (i) ベース-uri フォルダー内のファイルの絶対パス、および (ii) 絶対パスを持つまたは持たない

file://プロトコール。 追加してサポートされる エンコードは以下の通りです (Altova-固有):  x-binarytobase16 および x-

binarytobase64.

メモ: RaptorXML の先行製品である AltovaXML で実装されていた以下のエンコード値は使用しないでください:

base16tobinary, base64tobinary, binarytobase16 and binarytobase64.

12 .1 .3 XSLT 3 .0

StyleVision の XSLT 3.0 エンジンは、W orld W ide W eb Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム） (W 3C) の 2017

年 6 月 8 日版 XSLT 3.0 勧告候補 および 2017 年 3 月 21 日版 XPath 3.1 勧告候補  に準拠します。 

XSLT 3.0 エンジンは、 XSLT 2.0 エンジンと同様の実装固有の機能を搭載しています。 更に、以下の XSLT 3.0 機能へのサポートを

含みます。更に次の一連の新規の XSLT 3.0 機能をサポートします:  XPath/XQuery 3.1 関数とオペレーターと XPath 3.1 仕様。

メモ: 任意のストリーミングの機能は現在サポートされていません。s t r eamab l e  属性の値に関係なく、ドキュメント全体がメモリにロー

ドされ、使用することのできるメモリが十分な場合は処理されます。64-ビットアプリでは、これは問題になりません。thisメモリが問題

の場合は、システムに解決策を追加する必要があります。

12 .1 .4 XQuery 1 .0

このセクション: 

· エンジン 適合性 

· スキーマ認識 

· エンコード 

· 名前空間 

· XML ソースと検証 

· 静的および動的な型のチェック 

· ライブラリモジュール 

· 外部関数 

https://www.w3.org/TR/xslt-30/
https://www.w3.org/TR/xslt-30/
https://www.w3.org/TR/xpath-31/
http://www.w3.org/TR/xpath-31/
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· 照合順序 

· 数値データの精度 

· XQuery 命令サポート  

適合性

StyleVision のXQuery 1.0 エンジンは、W orld W ide W eb Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム） (W 3C) の

2010 年 12 月 14 日版の XQuery 1.0 勧告に準拠します。 XQuery 標準は、多数の機能の実装についての裁量を提供します。

下には、XQuery 1.0 エンジンがどのようにこれらの機能を実装するかについて説明するリストが下に挙げられています。 

スキーマ認識

XQuery 1.0 エンジン はスキーマを認識します。

エンコード

UTF-8 および UTF-16 文字のエンコードは、サポートされています。

名前空間

以下の 名前空間 URI と関連するバインドは定義済みです。

名前空間 プレフィック

ス

名前空間 UR I

XML スキーマ型

xs: http://www.w3.org/2001/XMLSchema

スキーマインスタンス

xsi: http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance

内蔵の 関数

fn: http://www.w3.org/2005/xpath-functions

Local 関数

local: http://www.w3.org/2005/xquery-local-functions

次の点に注意してください:

· XQuery 1.0 エンジンは、上にリストされたプレフィックスを名前空間に対応するバウンドとして認識します。

· Since the 上にリストされた内蔵の 関数 名前空間は、 XQuery内のデフォルトの関数です。 内蔵の関数 が呼び出される

際、名前空間、 fn: プレフィックス を使用する必要はありません。  (例えば、 string("Hello") がfn:string 関数を呼

び出す場合。) しかし、プレフィックス fn: は、クエリプロローグ内で名前空間を宣言することなく内蔵の関数を呼び出す時に使用

することができます。 (サンプル:  fn:string("Hello")).

·  クエリプロローグ内でde f aul t  f unct i on 名前空間 式を宣言することにより、デフォルトの関数 名前空間をすることにより変

更することができます。 

· XML スキーマ 名前空間空の型を使用する場合、 プレフィックス xs: は、名前空間を明確に宣言することなく、また、これらのプ

レフィックスをクエリプロローグ内でバインドすることなく使用することができます。 (サンプル:  xs:date および

x s : year Mont hDur at i on。) XML スキーマ 名前空間のために、他のプレフィックスを使用する場合は、クエリプロローグ内で

明確に宣言されている必要があります。 (サンプル:  decl a r e 名前空間 a l t  =

"http://www.w3.org/2001/XMLSchema"; alt:date("2004-10-04").)

· untypedAtomic, dayTimeDuration,  および yearMonthDuration データ型 が 23 January 2007 の CR 共

に、XPath データ型 名前空間から XML スキーマ 名前空間へ移動されていることに注意してください。ですから以下となります:

x s : year Mont hDur at i on。

 関数のための名前空間、 型コンストラクタ、ノード テスト、が間違って割り当てられている場合、エラーが発生します。 しかし、一部の関数は

スキーマデータ型と同じ名前を持つことに注意してください。  例:  fn:string および  f n : bool ean。 (xs:string および

xs:boolean は宣言されています) 名前空間 プレフィックス、関数または 型コンストラクタが使用されるか決定します。 

http://www.w3.org/TR/xquery/
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XML ソースドキュメントと検証

XQuery 1.0 エンジンを使用して、実行される XQuery ドキュメント内の XMLドキュメントは、整形式である必要があります。 しかし、

XML スキーマに従い有効である必要はありません。 XML ファイル が外部スキーマと関連付けられ、また有効な場合、 ポストスキーマ検証

情報が  XML データのために生成され、クエリ検証のために使用されます。

静的および動的な型のチェック

静的分析フェーズは、外部レファレンスの存在 (例、モジュールのため)、呼び出された関数と変数が定義済みであるか、 など構文などのクエ

リのアスペクトをチェックします。静的分析フェーズでエラーが検知されると、実行は停止されます。

クエリが実際に作動中にランタイム中に動的な型チェックは実行されます。型がオペレーションの必要条件と整合性を持たない場合、エラーが

報告されます。 例えば、 式 xs:string("1") + 1 は、エラーを返します。型 xs:string のオペランドを足し算のオペレーションが実

行できないためです。

ライブラリモジュール

ライブラリモジュールは、再利用のため関数と変数を保管します。 XQuery 1.0 エンジンは単一の外部 XQuery ファイルに保管されて

いるモジュールをサポートします。このようなモジュール ファイルはプロローグにターゲット名前空間に関連するモジュール宣言を含む必要があり

ます。  以下はモジュールサンプルです:

module namespace libns="urn:module-library"; 

declare variable $libns:company := "Altova"; 

declare function libns:webaddress() { "http://www.altova.com" }; 

すべての関数および変数は、モジュールに関連した名前空間に属するモジュール内で宣言されています。モジュールはクエリプロローグ内の

import module ステートメントを使用して XQuery ファイルにインポートする際に使用されます。 import module ステートメント

は、 ライブラリモジュールファイル内で直接宣言された、関数と変数のみをインポートします。 例:

import module namespace modlib = "urn:module-library" at "modulefilename.xq";   

if ($modlib:company = "Altova")  

then  modlib:webaddress()   

else  error("No match found.") 

外部関数

外部関数 は、サポートされていません。例えば、 external キーワードを仕様する式など。以下参照:

declare function hoo($param as xs:integer) as xs:string external;  

照合順序

デフォルトの照合順序は、 Unicode コードポイントをベースにした文字列を比較する Unicode-コードポイント照合順序です。 その他にサ

ポートされる照合順序は、 ICU 照合順序 は ここ にリストされるとおりです。特定の照合順序を使用する場合、サポートされる照合順序の

リスト 内に与えられているとおり URI を提供します。fn:max と fn:min 関数を含む文字列の比較は、指定された照合順序により行わ

れます。  照合順序オプションが指定されていない場合、 デフォルトの Unicode-コードポイント照合順序 が使用されます。

数値データの精度

· xs:integer データ型には任意の精度があり、表記できる桁数に制限はありません。

· xs:decimal データ型には小数点の後に 20 桁の制限があります。

· xs:float と xs:double データ型には 15 桁の精度の制限があります。

http://site.icu-project.org/
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XQuery 命令サポート

Pragma 命令 は、サポートされていません。 発生した場合、 無視されフォールバックの式が検証されます。

12 .1 .5 XQuery 3 .1

StyleVision の XQuery 3.1 エンジンは、W orld W ide W eb Consortium（ワールド・ワイド・ウェブ・コンソーシアム） (W 3C) の

2017 年 3 月 21 日版の XQuery 3.1 候補勧告に準拠し、また XPath および XQuery 関数 3.1.へのサポートを含みます。

XQuery 3.1 仕様は、 3.0 仕様のスーパーセットです。 XQuery 3.1 エンジンは、ですか XQuery 3.0 機能をサポートします。 

実装固有の特性は XQuery 1.0同様です。

http://www.w3.org/TR/xquery-31/
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12.2 XSLT と XPath/XQuery 関数

このセクションでは、XPath および/または XQuery 式で使用することのできる、Altova 拡張関数と他の拡張関数をリストします。 Altova

拡張関数は Altova の XSLT および XQueryエンジンで使用することができ、 W 3C 標準で定義された関数ライブラリで使用することので

きる機能に追加して機能を提供します。

一般的な情報

以下の一般的な情報に注意してください:

· W 3C 仕様により定義されているコア関数ライブラリの関数は、関数の呼び出しにプレフィックスは必要ありません。これは、 XSLT

および XQuery エンジンが、  XPath/XQuery 関数仕様で指定されているhttp://www.w3.org/2005/xpath-

functionsプレフィックス無しの関数をデフォルト関数の名前空間に属するものとして読み込むためです。

· 関数において、各アイテムが引数となるようなシーケンスが期待されており、２つ以上のアイテムがシーケンスにより呼び出された場

合、エラーが返されます。 

· 全ての比較は Unicode コードポイントコレクションを使用することで行われます。

· QName の結果は  [prefix:]localname という形式でシリアル化されます。

xs:decimal の精度

精度とは、数値内にある桁数のことで、仕様では少なくとも18桁が求められます。xs:decimal 型に結果が収められる除算の場合、端数

処理を行うことなく精度は 小数点以下の19桁になります。

黙示的なタイムゾーン

２つの date、time、または dateTime 値を比較する場合、比較する値のタイムゾーンを明らかにする必要があります。値の中にタイムゾ

ーンが明示的に与えられていない場合、黙示的なタイムゾーンが使用されます。黙示的なタイムゾーンはシステムクロックから取得され

implicit-timezone() 関数によりその値をチェックすることができます。

照合順序

デフォルトの照合順序は、 Unicode コードポイントをベースに文字列を比較する Unicode コードポイント照合順序です。エンジンは

Unicode 照合アルゴリズムを使用しています。他のサポートされる照合順序は下にリストされる ICU 照合順序 です。 使用するには、サポ

ートされる照合順序のリストの URI を提供してください (下のテーブル)。max と min 関数を含む、 文字列の比較は、指定された照合順

序に沿って行われます。照合順序オプションが指定されていない場合、デフォルトの Unicode コードポイント照合順序が使用されます。 

言語 URI

da: デンマーク語

da_DK

de: ドイツ語

de_AT, de_BE, de_CH, de_DE, de_LI, de_LU

en: 英語

en_AS, en_AU, en_BB, en_BE, en_BM, en_BW, en_BZ, en_CA,

en_GB, en_GU, en_HK, en_IE, en_IN, en_JM, en_MH, en_MP,

en_MT, en_MU, en_NA, en_NZ, en_PH, en_PK, en_SG, en_TT,

en_UM, en_US, en_VI, en_ZA, en_ZW

es: スペイン語

es_419, es_AR, es_BO, es_CL, es_CO, es_CR, es_DO, es_EC,

es_ES, es_GQ, es_GT, es_HN, es_MX, es_NI, es_PA, es_PE,

es_PR, es_PY, es_SV, es_US, es_UY, es_VE

fr: フランス語

fr_BE, fr_BF, fr_BI, fr_BJ, fr_BL, fr_CA, fr_CD, fr_CF,

fr_CG, fr_CH, fr_CI, fr_CM, fr_DJ, fr_FR, fr_GA, fr_GN,

fr_GP, fr_GQ, fr_KM, fr_LU, fr_MC, fr_MF, fr_MG, fr_ML,

fr_MQ, fr_NE, fr_RE, fr_RW, fr_SN, fr_TD, fr_TG

http://site.icu-project.org/
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it: イタリア語

it_CH, it_IT

ja: 日本語

ja_JP

nb: ノルウェー語

(ブークモール)

nb_NO

nl: オランダ語

nl_AW, nl_BE, nl_NL

nn: ノルウェー語 

(ニーノシュク)

nn_NO

pt: ポルトガル語

pt_AO, pt_BR, pt_GW, pt_MZ, pt_PT, pt_ST

ru: ロシア語

ru_MD, ru_RU, ru_UA

sv: スウェーデン語

sv_FI, sv_SE

名前空間軸

名前空間軸は XPath 2.0 にて廃止されましたが、名前空間軸の使用はサポートされています。XPath 2.0 メカニズムにより名前空間情

報へアクセスするには、 in-scope-prefixes()、namespace-uri()、namespace-uri-for-prefix( 関数を使用してく

ださい。

12 .2 .1 Altova 拡張関数

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能な

機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への継

続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関しては、

今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

W 3C の XPath/XQuery 関数仕様で定義された関数は、以下で使用することができます:  (i) XSLT 子アンテキスト内の XPath 式

と、(ii) XQuery 文書内の XQuery 式。 このドキュメントでは、前者( XSLT 内の XPath) のコンテキストで使用することのできる関数

を、 XP シンボルと共に表示し、と称します。後者(XQuery) で使用することのできる関数はの XQ シンボルと共に表示され、 XQuery 関

数と共に作業することができます。W 3C の XSLT 仕様は、XPath/XQuery 関数の仕様ではなく、 XSLT 文書内の XPath 式でも使

用することのできる関数を定義します。これらの関数は、 XSLT シンボルと共に表示され、 XSLT 関数と称されます。関数を使用することの

できる XPath/XQuery および XSLT のバージョンは、関数の詳細に記載されています (下のシンボルを参照してください)。

XPath/XQuery および XSLT 関数ライブラリからの関数は、プレフィックス無しでリストされています。 Altova 拡張関数などの、他のライブ

ラリからの関数はプレフィックスと共にリストされています。

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

 

XSLT 関数
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XSLT 関数は XSLT 2.0 の current-group() や key() 関数と同様に、XSLT コンテキストにて使用することができます。 (例え

ば、 XQuery コンテキストなどの) 非-XSLT コンテキストでは使用することができません。 XBRL に対する XSLT 関数は、 XBRL をサポ

ートするエディションの Altova 製品でのみ使用することができます。

XPath/XQuery 関数

XPath/XQuery 関数は、  XSLT コンテキスト、  XQuery 関数の XPath 式で使用することができます:

· 日付/時刻

· 位置情報

· イメージに関連した

· 数値

· シーケンス

· 文字列

· その他

12.2.1.1  XSLT 関数

XSLT 拡張関数 はXSLT コンテキスト内の XPath 式にて使用することができます。 (例えば、 XQuery コンテキストなどの) 非-XSLT

コンテキストでは使用することができません。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

標準関数

distinct-nodes [altova:]

altova:distinct-nodes(node()*) を node()* とする    XSLT1  XSLT2  XSLT3

入力として１つ以上のノードを必要とし、同じセットから重複した値を持つノードを除いたノードを返します。 XPath/XQuery 関数

fn:deep-equal を使用して比較を行うことができます。

サンプル

· altova:altova:distinct-nodes(country) は重複した値を持つものを除く、全ての子 country ノード返しま

す。

evaluate [altova:]

altova:evaluate(XPathExpression as xs:string[, ValueOf$p1, ... ValueOf$pN])    XSLT1 
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XSLT2  XSLT3

XPath 式を必要とし、必須引数として文字列をパスします。評価された式の出力を返します。 例えば:

altova:evaluate('//Name[1]') は、ドキュメント内の最初の Name 要素のコンテンツを返します。式 //Name[1] は、

一重引用符を使用することにより、文字列としてパスされます。 

altova:evaluate 関数は、オプションとして追加の引数を持つことができます。これらの引数は、 p1, p2, p3... pN の名前を持

つスコープ内の変数の値です。使用に関して以下の点に注意してください:  (i) 変数は、 X が整数である箇所のフォーム pX の名前と

共に定義される必要があります。(ii)  altova:evaluate 関数の引数は、 (上の署名参照) 2 番目の引数からは、数値順の

変数のシーケンスに対応した引数のシーケンス変数の値を与えます:  p1 to pN:  第 2 引数は変数 p1 の値で、第 3 引数は、変数

p2 の値です。 (iii) 変数の値は型 item* である必要があります。

サンプル

<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" />

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, 10, 20, 'hi')" /> 

outputs "hi 20 10"

上のリストに関して、以下の点に注意してください:

· altova:evaluate 式の第 2 引数は、変数 $p1 に割り当てられた値で、第三の引数は変数 $p2 に割り当

てられた値です。

· 関数の第 4 番目の引数は、引用符による囲いで表示された文字列の値です。

·  xs:variable 要素の select 属性は、 XPath 式を提供します。この式は xs:string の型である必要が

あり、一重引用符で囲まれています。

変数の使用方法を更に説明するサンプル

· <xsl:variable name="xpath" select="'$p1'" /> 

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, //Name[1])" /> 

最初の Name 要素の出力値

· <xsl:variable name="xpath" select="'$p1'" /> 

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, '//Name[1]')" />

Outputs "//Name[1]"

altova:evaluate() 拡張関数は、 XSLT  スタイルシート内のXPath 式が動的に評価される必要のあるシチュエーションで役

に立ちます。例えば、ユーザーが並べ替えの必要条件をリクエストする場合、このシチュエーションは属性 UserReq/@sortkey に

保管されます。スタイルシートでは、以下の式が使用できます:  <xsl:sort

select="altova:evaluate(../UserReq/@sortkey)"  or der ="ascend i ng"/>。 altova:evaluate()

関数は、コンテキストノードの親の UserReq 子要素の sortkey 属性を読み込みます。 sor t key  属性の値が Price の場

合、 Price は、a l t ova : eva l ua t e ( )  関数により返され、 sel ect  属性 <x s l : sor t  s e l ect ="Price"

or der ="ascend i ng"/> の値になります。この s or t  命令が、 Order という要素のコンテキスト内で発生する場合、 Order

要素は Price の子の値に従い並べ替えられます。また、 @sortkey の値が、  Dat e の場合、 Order 要素は、 Date の子の

値に従い並べ替えられます。ですから、 Order の並べ替えの条件は、ランタイムでの sortkey 属性から選択されます。これは、以下の式な

どでは達成することはできません: <xsl:sort select="../UserReq/@sortkey"  or der ="ascend i ng"/>。上の場

合、並べ替え条件は sortkey 属性自身であり、 Price または Date (または、現在の sortkey のコンテンツ) ではありません。

メモ: 静的なコンテキストは、変数以外以外で、呼び出し環境の名前空間、型、機能、を含みます。ベース URI とデフォルトの

名前空間は継承されます。

追加サンプル

· 静的な変数:  <xsl:value-of select="$i3, $i2, $i1" /> 

3 つの変数の値を出力します。
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· 動的な変数を持つ動的 XPath 式:  

<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" /> 

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath, 10, 20, 30)" /> 

"30 20 10" を出力します。

· 動的な変数を持たない XPath 式:  

<xsl:variable name="xpath" select="'$p3, $p2, $p1'" /> 

<xsl:value-of select="altova:evaluate($xpath)" /> 

出力エラー: $p3 に対して定義されている変数はありません。

encode-for-rtf [altova:]

altova:encode-for-rtf(input as xs:string, preserveallwhitespace as xs:boolean,

preservenewlines as xs:boolean) を xs:string とする   XSLT2  XSLT3

RTF のためのコードに入力文字列を変換します。空白と新しい行は、それぞれの引数により指定される boolean の値に基づき保管

されます。

[ トップ ]

XBRL 関数

Altova XBRL 関数は XBRL をサポートする Altova 製品のエディションのみで使用することができます。

xbrl-footnotes [altova:]

altova:xbrl-footnotes(node()) を node()* とする   XSLT2  XSLT3

ノードを入力引数として必要とし、入力ノードに参照される XBRL フットノート ノードを返します。

xbrl-labels [altova:]

altova:xbrl-labels(xs:QName, xs:string) を node()* とする   XSLT2  XSLT3

以下の 2 つの入力引数を必要とします:  ノード名とノードを含むタクソノミファイルロケーション。関数は、入力ノードと関連した XBRL

ラベルノードを返します。 

[ トップ ]

12.2.1.2  XPath/XQuery 関数: 日付と時刻

Altova の日付/時刻拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻データ型で保存さ

れているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath 3.0 および XQuery 3.0 エンジン

で使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用することができます。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ
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Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

機能によりグループ化

· xs:dateTime に期間を追加して、 xs:dateTimeを返す

· xs:date に期間を追加して、 xs:date を返す 

· xs:time に期間を追加して、 return xs:time を返す 

· フォーマットと期間の取得 

· 現在の日付/時刻を生成する関数からタイムゾーンを削除する 

· 期間から日付、時刻、分数、および、秒数を返す 

· 日付から整数を週の曜日として返す 

· 日付から週数を整数として返す 

· 各型の構文コンポーネントから日付、時刻、期間 の型を構築する 

· 文字列入力から 日付、日付時刻 または 時刻 を構築する 

· 年齢に関連した関数 

アルファベット順にグループ化

altova:add-days-to-date

altova:add-days-to-dateTime

altova:add-hours-to-dateTime

altova:add-hours-to-time

altova:add-minutes-to-dateTime

altova:add-minutes-to-time

altova:add-months-to-date

altova:add-months-to-dateTime

altova:add-seconds-to-dateTime

altova:add-seconds-to-time

altova:add-years-to-date

altova:add-years-to-dateTime

altova:age

altova:age-details

altova:build-date

altova:build-duration

altova:build-time

altova:current-dateTime-no-TZ

altova:current-date-no-TZ

altova:current-time-no-TZ

altova:date-no-TZ

altova:dateTime-no-TZ

altova:days-in-month

altova:hours-from-dateTimeDuration-accumulated

altova:minutes-from-dateTimeDuration-accumulated

altova:seconds-from-dateTimeDuration-accumulated

altova:format-duration

altova:parse-date

altova:parse-dateTime
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altova:parse-duration

altova:parse-time

altova:time-no-TZ

altova:weekday-from-date

altova:weekday-from-dateTime

altova:weeknumber-from-date

altova:weeknumber-from-dateTime

[ トップ ]

xs:dateTime に期間を追加する  XP3.1  XQ3.1 

これらの関数は xs:dateTime に期間を追加し、 xs:dateTime を返します。 xs:dateTime 型は CCYY-MM-

DDThh:mm:ss.sss のフォーマットです。これは xs:date と xs:time フォーマットの連結で、 T により区切られています。タイムゾーン

サフィックス+01:00 (for example)は任意です。

add-years-to-dateTime [altova:]

altova:add-years-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Years を xs:integer)

asxs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

日付までの期間を年数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される年数です。結果は

xs:date 型です。

サンプル

· altova:add-years-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10) は2024-01-

15T14:00:00   を返します。 

· altova:add-years-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -4) は2010-01-

15T14:00:00  を返します。 

add-months-to-dateTime [altova:]

altova:add-months-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Months を xs:integer)

asxs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dateTime に月数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた

xs:dateTime に追加される月数です。結果は xs:dateTime 型です。

サンプル

· altova:add-months-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10)  2014-11-

15T14:00:00 を返します。

· altova:add-months-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -2)  2013-11-

15T14:00:00 を返します。

add-days-to-dateTime [altova:]

altova:add-days-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Days as xs:integer) を xs:dateTime

とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dateTime に日数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた

xs:dateTime に追加される日数です。結果は xs:dateTime 型です。

サンプル

· altova:add-days-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), 10) は 2014-01-

25T14:00:00 を返します。
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· altova:add-days-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:00"), -8) は 2014-01-

25T14:00:00 を返します。

add-hours-to-dateTime [altova:]

altova:add-hours-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Hours as xs:integer) を

xs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dateTime に時間数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた

xs:dateTime に追加される時間数です。結果は xs:dateTime 型です。 

サンプル

· altova:add-hours-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T13:00:00"), 10) は 2014-01-

15T23:00:00 を返します。

· altova:add-hours-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T13:00:00"), -8) は 2014-01-

15T05:00:00 を返します。

add-minutes-to-dateTime [altova:]

altova:add-minutes-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Minutes as xs:integer) を

xs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dateTime に分数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた

xs:dateTime に追加される分数です。結果は xs:dateTime 型です。

サンプル

· altova:add-minutes-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:10:00"), 45)  2014-01-

15T14:55:00 を返します。

· altova:add-minutes-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:10:00"), -5)  2014-01-

15T14:05:00 を返します。

add-seconds-to-dateTime [altova:]

altova:add-seconds-to-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Seconds を xs:integer)

asxs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dateTime に秒数での期間を追加します (下のサンプル参照)。 第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた

xs:dateTime に追加される秒数です。結果は xs:dateTime 型です。

サンプル

· altova:add-seconds-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:10"), 20)  2014-01-

15T14:00:30 を返します。

· altova:add-seconds-to-dateTime(xs:dateTime("2014-01-15T14:00:10"), -5)  2014-01-

15T14:00:05 を返します。

[ トップ ]

xs:date に期間を追加する   XP3.1  XQ3.1

これらの関数は xs:date に期間を追加し、 xs:date を返します。 xs:date 型は CCYY-MM-DD フォーマットです。
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add-years-to-date [altova:]

altova:add-years-to-date(Date as xs:date, Years as xs:integer) を xs:date とする  XP3.1 

XQ3.1

日付までの期間を年数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される年数です。結果は

xs:date 型です。

サンプル

· altova:add-years-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10) は 2024-01-15  を返します。

· altova:add-years-to-date(xs:date("2014-01-15"), -4) は 2010-01-15  を返します。

add-months-to-date [altova:]

altova:add-months-to-date(Date as xs:date, Months as xs:integer) を xs:date とする  XP3.1 

XQ3.1

日付までの期間を月数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される月数です。結果は

xs:date 型です。

サンプル

· altova:add-months-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10)  2014-11-15 を返します。

· altova:add-months-to-date(xs:date("2014-01-15"), -2)  2013-11-15 を返します。

add-days-to-date [altova:]

altova:add-days-to-date(Date as xs:date, Days as xs:integer) を xs:date とする  XP3.1  XQ3.1

日付までの期間を日数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される日数です。結果は

xs:date 型です。

サンプル

· altova:add-days-to-date(xs:date("2014-01-15"), 10) は  2014-01-25 を返します。

· altova:add-days-to-date(xs:date("2014-01-15"), -8) は 2014-01-07 を返します。

[ トップ ]

フォーマットと期間の取得  XP3.1  XQ3.1

これらの関数は入力 xs:duration または xs:string を解析し、それぞれ an xs:string または xs:duration を返しま

す。 

format-duration [altova:]

altova:format-duration(Duration as xs:duration, Picture as xs:string) asxs:string とす

る  XP3.1  XQ3.1

第 1 の引数として提出された期間を、第 2 の引数として提出された文字列によりをフォーマットします。出力は、文字列によりフォー

マットされたテキスト文字列です。 

サンプル

· altova:format-duration(xs:duration("P2DT2H53M11.7S"), "Days:[D01] Hours:[H01]

Minutes:[m01] Seconds:[s01] Fractions:[f0]") は "Days:02 Hours:02 Minutes:53

Seconds:11 Fractions:7" を返します。  

· altova:format-duration(xs:duration("P3M2DT2H53M11.7S"), "Months:[M01] Days:

[D01] Hours:[H01] Minutes:[m01]") は "Months:03 Days:02 Hours:02 Minutes:53" を返
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します。  

parse-duration [altova:]

altova:parse-duration(InputString as xs:string, Picture as xs:string) を xs:duration と

する  XP3.1  XQ3.1

パターン化された文字列を最初の引数として、文字を第 2 の引数とします。入力文字列は文字をベースに解析され、

xs:duration が返されます。 

サンプル

· altova:parse-duration("Days:02 Hours:02 Minutes:53 Seconds:11 Fractions:7"),

"Days:[D01] Hours:[H01] Minutes:[m01] Seconds:[s01] Fractions:[f0]") は

"P2DT2H53M11.7S" を返します。 

· altova:parse-duration("Months:03 Days:02 Hours:02 Minutes:53 Seconds:11

Fractions:7", "Months:[M01] Days:[D01] Hours:[H01] Minutes:[m01]") は

"P3M2DT2H53M" を返します。 

[ トップ ]

xs:time に期間を追加する  XP3.1  XQ3.1

これらの関数は xs:time に期間を追加し、  xs:time  を返します。  xs:time  型は hh : mm: s s . s s s  構文フォームです。文字 Z

は協定世界時 (UTC) を表します。他のタイムゾーンは、UTC との差異を +hh:mm または -hh:mm のフォーマットで表示しています。タイ

ムゾーンの値が無い場合は、UTC ではない未知のタイムゾーンとして見なされます。

add-hours-to-time [altova:]

altova:add-hours-to-time(Time as xs:time, Hours as xs:integer) を xs:time とする  XP3.1 

XQ3.1

日付までの期間を時間数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:time に追加される時間数です。結果は

 xs:time 型です。

サンプル

· altova:add-hours-to-time(xs:time("11:00:00"), 10) は 21:00:00 を返します。

· altova:add-hours-to-time(xs:time("11:00:00"), -7) は 04:00:00 を返します。

add-minutes-to-time [altova:]

altova:add-minutes-to-time(Time as xs:time, Minutes as xs:integer) を xs:time とする 

XP3.1  XQ3.1

日付までの期間を分数で表示します。第 2 の引数は第 1 の引数として与えられた xs:date に追加される分数です。結果は

xs:date 型です。

サンプル

· altova:add-minutes-to-time(xs:time("14:10:00"), 45)  14:55:00 を返します。

· altova:add-minutes-to-time(xs:time("14:10:00"), -5)  14:05:00 を返します。

add-seconds-to-time [altova:]

altova:add-seconds-to-time(Time as xs:time, Minutes as xs:integer) を xs:time とする 

XP3.1  XQ3.1
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時間までの期間を秒数で表示します。第 2 の引数は、第 1 の引数として与えられた xs:time に追加される秒数です。結果は

xs:time 型です。第 2 のコンポーネントは 0 から 59.999 の範囲であることができます。

サンプル

· altova:add-seconds-to-time(xs:time("14:00:00"), 20) は 14:00:20 を返します。

· altova:add-seconds-to-time(xs:time("14:00:00"), 20.895) は 14:00:20.895 を返します。

[ トップ ]

日付/時刻データ型からタイムゾーンの部分を削除する   XP3.1  XQ3.1

これらの関数は、現在のxs:dateTime、xs:date、 または xs:time 値からそれぞれタイムゾーンを削除します。 xs:dateTime と

xs:dateTimeStamp の差異は、後者のタイムゾーンが必要な場合です。(前者の場合は任意です。)  xs:dateTimeStamp 値の

フォーマットは CCYY-MM-DDThh:mm:ss.sss±hh:mm または CCYY-MM-DDThh:mm:ss.sssZ です。 、 日付と時刻が

xs:dateTimeStamp としてシステムクロックから読み込まれる場合、  current-dateTime-no-TZ() 関数がタイムゾーンを削除

するために使用されます。

current-date-no-TZ [altova:]

altova:current-date-no-TZ() を xs:date とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は引数を必要としません。 current-date() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの部分を削除し、

xs:date の値を返します。

サンプル

現在のdate が 2014-01-15+01:00 の場合:

· altova:current-date-no-TZ() は 2014-01-15 を返します。 

current-dateTime-no-TZ [altova:]

altova:current-dateTime-no-TZ() を xs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は引数を必要としません。 current-dateTime() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの部分を削除し、

xs:dateTime の値を返します。

サンプル

現在の dat eTi me が 2014-01-15T14:00:00+01:00  の場合:  

· altova:current-dateTime-no-TZ() は 2014-01-15T14:00:00  を返します。

current-time-no-TZ [altova:]

altova:current-time-no-TZ() を xs:time とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は引数を必要としません。 current-time() (システムクロックによる現在の時刻) のタイムゾーンの部分を削除し、

xs:time の値を返します。

サンプル

現在のtime が 14:00:00+01:00 の場合:  

· altova:current-time-no-TZ() は 14:00:00 を返します。 
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date-no-TZ [altova:]

altova:date-no-TZ(InputDate as xs:date) を xs:date とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:date 引数を必要とし、タイムゾーンの部分を削除し、 xs:date の値を返します。 日付が変更されていない点に

注意してください。

サンプル

· altova:date-no-TZ(xs:date("2014-01-15+01:00")) は 2014-01-15 を返します。 

dateTime-no-TZ [altova:]

altova:dateTime-no-TZ(InputDateTime as xs:dateTime) を xs:dateTime とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:dateTime 引数を必要とし、タイムゾーンの部分を削除し、 xs:dateTime  の値を返します。 日付が変更され

ていない点に注意してください。

サンプル

· altova:dateTime-no-TZ(xs:date("2014-01-15T14:00:00+01:00")) は 2014-01-

15T14:00:00 を返します。 

time-no-TZ [altova:]

altova:time-no-TZ(InputTime as xs:time) を xs:time とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:time 引数を必要とし、タイムゾーンの部分を削除し、 xs:time 値を返します。時刻は変更されていないことに注

意してください。 

サンプル

· altova:time-no-TZ(xs:time("14:00:00+01:00")) は 14:00:00 を返します。

[ トップ ]

期間から日数、時間数、分数、および、秒数を返す   XP3.1  XQ3.1

これらの関数は、期間から、月内の日数、時間数、分数、秒数をそれぞれ返します。

days-in-month [altova:]

altova:days-in-month(Year as xs:integer, Month as xs:integer) asxs:integer  XP3.1  XQ3.1

は 指定された月内の日数 を返します。Year と Month 引数を使用して月を指定することができます。

サンプル

· altova:days-in-month(2018, 10) は 31 を返します。  

· altova:days-in-month(2018,  2) は 28 を返します。 

· altova:days-in-month(2020,  2) は29  を返します。 

hours-from-dayTimeDuration-accumulated

altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(DayAndTime as xs:duration) asxs:integer

 XP3.1  XQ3.1

DayAndTime 引数 (which is of type xs:duration) により提供される期間内の時間の総数を返します。Day と Time コン

ポーネント内の時間は、整数である結果に追加されます。60 分として新規の一時間は考えられます。ネガティブな時間の値で期間の

結果をナビゲートすることができます。

サンプル
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· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P5D") は5日間の時間の総

計である 120 を返します。

· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P5DT2H") は5日間の時間の

総計プラス2時間である 122 を返します。

· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P5DT2H60M") は5日間の時

間の総計プラス2時間プラス60分である 123 を返します。 

· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P5DT2H119M") は5日間の

時間の総計プラス2時間とプラス119分である 123 を返します。

· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P5DT2H120M") は5日間の

時間の総計プラス2時間プラス120分である 124 を返します。 

· altova:hours-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("-P5DT2H") は -122  を返

します。  

minutes-from-dayTimeDuration-accumulated

altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(DayAndTime as xs:duration)

asxs:integer  XP3.1  XQ3.1

DayAndTime 引数 (which is of type xs:duration) により提出される期間内の分数の総数を返します Day と Time コン

ポーネントは、追加され、整数である結果に追加されます。ネガティブなマイナスの値で期間の結果をナビゲートします。

サンプル

· altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT60M") は  を返します。

60 

· altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT1H") は一時間内の分

数である  60 を返します。 

· altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT1H40M") は 100  を

返します。 

· altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P1D") は一日の秒数の総

数である  1440  を返します。

· altova:minutes-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("-P1DT60M") は  を返しま

す。 -1500

seconds-from-dayTimeDuration-accumulated

altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(DayAndTime as xs:duration)

asxs:integer  XP3.1  XQ3.1

(xs:duration の型である )DayAndTime 引数  により提出された期間内の秒数の総数を返します。Day と Time コンポーネ

ント内の秒数は、整数である結果に追加されます。ネガティブな秒の値で期間をナビゲートします。 

サンプル

· altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT1M") は一分内の秒数

である 60  を返します。 

· altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT1H") は一時間内の秒

数の総数である 3600   を返します。

· altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("PT1H2M") は3720  を返

します。  

· altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("P1D") は一日の秒数の総

数である 86400   を返します。

· altova:seconds-from-dayTimeDuration-accumulated(xs:duration("-P1DT1M") は -86460 

を返します。
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xs:dateTime または xs:dateReturn から週数を返す   XP3.1  XQ3.1

これらの関数は、 xs:dateTime または xs:date から曜日を(整数として)を返します。曜日は (米国式フォーマットを使用して) 1 から

7 と番号づけられています。  日曜=1 と番号付けられます。 欧州のフォーマットでは月曜 (=1) として番号付けられます。日曜=1 である米

国フォーマットは整数 0 がフォーマットを表示するために使用できる箇所で設定することができます。

weekday-from-dateTime [altova:]

altova:weekday-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime) を xs:integer とする   XP3.1  XQ3.1

時刻付きの日付を単一の引数として、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 日曜=1 から開始して番号を付けます。 (月曜

=1 とする) ヨーロッパのフォーマットが必要な場合、この関数の他の署名を使用します  (下の次の署名を参照)。

サンプル

· altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"))  は月曜を表示する 2 

を返します。

altova:weekday-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Format as xs:integer)

asxs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

時間月の日付を最初の引数として、この日付の曜日を正数として返します。 曜日は 月曜=1 から開始して番号を付けます。 第 2

の引数(整数)が 0  の場合、 日曜=1 から開始して、曜日は 1から 7 と番号を付けます。第 2 の引数が 0 以外の整数の場合、

月曜=1です。 第 2 の引数がない場合、関数はこの関数の他の署名を持つと読み込まれます (前の次の署名を参照)。

サンプル

· altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 1) は月曜を表示す

る 1  を返します。 

· altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 4) は月曜を表示す

る 1  を返します。 

· altova:weekday-from-dateTime(xs:dateTime("2014-02-03T09:00:00"), 0) は月曜を表示す

る 2  を返します。

weekday-from-date [altova:]

altova:weekday-from-date(Date as xs:date) を  xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

日付を単一の引数として、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 日曜=1 から開始して番号を付けます。 (月曜=1 とする)

ヨーロッパのフォーマットが必要な場合、この関数の他の署名を使用します  (下の次の署名を参照)。

サンプル

· altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03+01:00")) は月曜を表示する 2  を返します。

altova:weekday-from-date(Date as xs:date, Format as xs:integer)  を  xs:integer とする 

XP3.1  XQ3.1

日付を最初の引数とし、この日付の曜日を正数として返します。曜日は 月曜=1 から開始して番号を付けます。第 2 (フォーマット)

引数が 0,の場合、日曜=1 から開始し、曜日は 1 から 7で番号付けられます。第 2 引数が整数で 0 以外の場合、月曜=1です。第

2 の引数がない場合、関数はこの関数の他の署名を持つと読み込まれます (前の署名を参照)。

サンプル

· altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 1) は月曜を示す 1　を返します。 

· altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 4) は月曜を示す 1　を返します。 

· altova:weekday-from-date(xs:date("2014-02-03"), 0) は月曜を示す 2　を返します。 
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[ トップ ]

xs:dateTime または xs:date から週数を返す      XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

これらの関数は週数(整数として)を xs:dateTime から xs:date.から返します。週の番号付けは、米国、欧州、イスラムのカレンダー

フォーマットで使用することができます。 週の始まりが異なるため、週数の番号付けは、カレンダーのフォーマットにより異なります。(米国フォー

マットでは、日曜、欧州フォーマットでは月曜、イスラムフォーマットでは土曜が週の開始日です)。

weeknumber-from-date [altova:]

altova:weeknumber-from-date(Date as xs:date, Calendar as xs:integer) を xs:integer とする 

   XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

正数として提出された Date 引数の週数を返します。第 2 の引数(カレンダー)は続くカレンダーシステムを指定します。 

サポートされる カレンダー の値は次のとおりです:

·  0  =  US 米国のカレンダー (週の始まりは日曜日)

·  1  =  I SO 標準、 欧州のカレンダー (週の始まりは月曜日)

·  2  =  イスラムのカレンダー (週の始まりは土曜日) 

デフォルトは 0 です。

サンプル

· altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 0) は 13 を返します。

· altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 1) は 13 を返します。

· altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23"), 2) は 13 を返します。

· altova:weeknumber-from-date(xs:date("2014-03-23")   ) は 13 を返します。

上のサンプル (2014-03-23) の date の曜日は日曜日です。米国およびイスラムのカレンダーは欧州カレンダーのこの日付

よりも一週間先です。 

weeknumber-from-dateTime [altova:]

altova:weeknumber-from-dateTime(DateTime as xs:dateTime, Calendar as xs:integer) を

xs:integer とする     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

正数として提出された DateTime 引数の週数を返します。第 2 の引数(カレンダー)は続くカレンダーシステムを指定します。 

サポートされる カレンダー の値は次のとおりです:

·  0  =  US 米国のカレンダー (週の始まりは日曜日)

·  1  =  I SO 標準、 欧州のカレンダー (週の始まりは月曜日)

·  2  =  イスラムのカレンダー (週の始まりは土曜日) 

Default is 0.

サンプル

· altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 0) は 13 を返し

ます。

· altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 1) は 13 を返し

ます。
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· altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00"), 2) は 13 を返し

ます。

· altova:weeknumber-from-dateTime(xs:dateTime("2014-03-23T00:00:00")   ) は 13 を返し

ます。

上のサンプル (2014-03-23T00:00:00) の dateTime の曜日は日曜日です。米国およびイスラムのカレンダーは欧州カレ

ンダーのこの日付よりも一週間先です。 

[ トップ ]

各型の構文コンポーネントから日付、時刻、期間の型を構築する  XP3.1  XQ3.1

関数は、xs:date, xs:time または xs:duration の構文コンポーネントを入力引数とし、引数を結合させて対応するデータ型を構

築します。

build-date [altova:]

altova:build-date(Year as xs:integer, Month as xs:integer, Date as xs:integer) を

xs:date とする  XP3.1  XQ3.1

第 1 、第 2 、第3 の引数は、それぞれ、年、月、日を表します。 xs:date 型の値を構築するため結合されます。整数の値は、特

定の日付の一部の適正な範囲内である必要があります。例えば第 2 の引数 (月の部分) は 12 以上であってはなりません。

サンプル

· altova:build-date(2014, 2, 03) は 2014-02-03 を返します。 

build-time [altova:]

altova:build-time(Hours as xs:integer, Minutes as xs:integer, Seconds as xs:integer)

を xs:time とする  XP3.1  XQ3.1

第 1 、第 2 、第3 引数はそれぞれ時間数 (0 から 23)、分数 (0 から 59)、および秒数 (0 から 59) の値です。これらの値は、

xs:time 型の値を作成するために結合されます。整数の値は、それぞれの部分の正しい範囲内である必要があります。 例えば、秒

(分) 引数は、 59 以上であってはなりません。値にタイムゾーンを追加するには、この関数の他の署名を使用してください (次の署名

を参照)。

サンプル

· altova:build-time(23, 4, 57) は 23:04:57 を返します。 

altova:build-time(Hours as xs:integer, Minutes as xs:integer, Seconds as xs:integer,

TimeZone as xs:string) を xs:time とする  XP3.1  XQ3.1

第 1 、第 2 、第 3 引数はそれぞれ時間数 (0 から 23)、分数 (0 から 59)、および秒数 (0 から 59) の値です。第四の引数は、

値の一部としてタイムゾーンを与えます。 4 つの引数が結合され、xs:time 型の値を構築します。例えば、第 2 の引数 (分数) は

59 以上であってはなりません。 

サンプル

· altova:build-time(23, 4, 57, '+1') は 23:04:57+01:00  を返します。

build-duration [altova:]

altova:build-duration(Years as xs:integer, Months as xs:integer) を

xs:yearMonthDuration とする  XP3.1  XQ3.1

xs:yearMonthDuration 型の値を構築するためには 2 つの引数が必要です。最初の引数は期間の 年数 値の部分を与え、
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第 2 の引数は、 月数 値の部分を与えます。第 2 の引数 (月数)がと同じまたはより大きくなると、整数は 12 により分割されます。 

商は、 年数 の部分を表す 最初の引数に加算され、(除算の)残りはの部分は 月数の部分を表すために使用されます。期間の

xs:dayTimeDuration 型を作成するには、次の署名を参照してください。

サンプル

· altova:build-duration(2, 10) は P2Y10M を返します。 

· altova:build-duration(14, 27) は P16Y3M を返します。 

· altova:build-duration(2, 24) は P4Y を返します。 

altova:build-duration(Days as xs:integer, Hours as xs:integer, Minutes as xs:integer,

Seconds as xs:integer) を xs:dayTimeDuration とする  XP3.1  XQ3.1

xs:dayTimeDuration 型の値を構築するためには 4 つの引数が必要です。最初の引数は期間の 日数 値の部分で、第 2 、

第 3 、第 4 引数は、それぞれ期間の時間数、 分数、秒数 値のです。これらの 3 つの 時間 引数は、次の高い単位の値に加算さ

れ、結果は期間の全体の値を計算するために使用されます。 例えば、 72 秒は、 1M+12S (1 分 と12 秒)に変換され、この値が

期間全体の値を計算するために使用されます。 xs:yearMonthDuration 型の期間を構築するためには、次の署名を参照し

てください。

サンプル

· altova:build-duration(2, 10, 3, 56) は P2DT10H3M56S を返します。 

· altova:build-duration(1, 0, 100, 0) は P1DT1H40M を返します。 

· altova:build-duration(1, 0, 0, 3600) は P1DT1H を返します。 

[ トップ ]

文字列入力から 日付、日付時刻 または 時刻 を構築する     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

関数は、文字列を引数として、 xs:date、 xs:dateTime または xs:time データ型を構築します。文字列は、データ型のコンポーネ

ントを提出されたパターン引数をベースにして分析されます。

parse-date [altova:]

altova:parse-date(Date as xs:string, DatePattern as xs:string) を xs:date とする     XP2 

XQ1  XP3.1  XQ3.1

 Date 入力文字列を xs:date の値として返します。第二の引数である DatePattern は、入力文字列のパターン (コンポーネ

ントのシーケンス) を指定します。DatePattern は、下にリストされるコンポーネント指定子および任意の文字であるコンポーネント

セパレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してください。

D

日付

M

月

Y

年

 DatePattern  のパターンは、Date のパターンに一致する必要があります。出力は xs:date 型であるため、出力は常に 

YYYY-MM-DD 構文フォーマットになります。

サンプル

· altova:parse-date(xs:string("06-03-2014"), "[D]-[M]-[Y]")  は 2014-03-06 を返します。

· altova:parse-date(xs:string("06-03-2014"), "[M]-[D]-[Y]") は 2014-03-06 を返します。

· altova:parse-date("06/03/2014", "[M]/[D]/[Y]") は 2014-03-06 を返します。

· altova:parse-date("06 03 2014", "[M] [D] [Y]") は 2014-03-06 を返します。

· altova:parse-date("6 3 2014", "[M] [D] [Y]") は 2014-03-06 を返します。
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parse-dateTime [altova:]

altova:parse-dateTime(DateTime as xs:string, DateTimePattern as xs:string) を

xs:dateTime とする     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

DateTime 入力文字列を xs:dateTime の値として返します。第二の引数である DateTimePattern は、入力文字列のパ

ターン (コンポーネントのシーケンス) を指定します。DateTimePattern は、下にリストされるコンポーネント指定子および任意の文

字であるコンポーネント セパレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してください。

D

日

M

月

Y

年

H

時間

m

分

s

秒

DateTimePattern のパターンは、DateTime のパターンに一致する必要があります。出力は xs:dateTime 型であるため、

出力は常に YYYY-MM-DDTHH:mm:ss 構文フォーマットになります。

サンプル

· altova:parse-dateTime(xs:string("06-03-2014 13:56:24"), "[D]-[M]-[Y] [H]:[m]:

[s]") は 2014-03-06T13:56:24 を返します。

· altova:parse-dateTime("time=13:56:24; date=06-03-2014", "time=[H]:[m]:[s];

date=[D]-[M]-[Y]") は 2014-03-06T13:56:24 を返します。

parse-time [altova:]

altova:parse-time(Time as xs:string, TimePattern as xs:string) を xs:time とする     XP2 

XQ1  XP3.1  XQ3.1

Time 入力文字列を xs:time の値として返します。第二の引数である TimePattern は、入力文字列のパターン (コンポーネン

トのシーケンス) を指定します。TimePattern は、下にリストされるコンポーネント指定子および任意の文字であるコンポーネント セ

パレータ と共に説明されています。 下のサンプルを参照してください。

H

時間

m

分

s

秒

TimePattern のパターンは、Time のパターンに一致する必要があります。出力は xs:time 型であるため、出力は常に

YYYY-HH:mm:ss 構文フォーマットになります。

サンプル

· altova:parse-time(xs:string("13:56:24"), "[H]:[m]:[s]") は 13:56:24 を返します。

· altova:parse-time("13-56-24", "[H]-[m]") は 13:56:00 を返します。 

· altova:parse-time("time=13h56m24s", "time=[H]h[m]m[s]s") は 13:56:24 を返します。

· altova:parse-time("time=24s56m13h", "time=[s]s[m]m[H]h") は 13:56:24 を返します。

[ トップ ]

年齢に関連した関数  XP3.1  XQ3.1

関数は計算された年齢(i) 入力引数の日付と現在の日付の期間 (ii) 2 つの入力引数の日付の期間 を返します。 altova:age 関数

は、年齢を年数で返します、 altova:age-details は年齢を年数、月数、日数からなるを3つの整数のシーケンスで返します。
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age [altova:]

altova:age(StartDate as xs:date) を xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

引数として提出された開始日から(システムクロックから取得された)現在の日付  までの日数を数えて、あるオブジェクトの年齢の年数で

ある正数を返します。入力引数が 1 年よりも大きい場合、または一年の場合、返される値は負の数です。 

サンプル

If the current date is 2014-01-15: 

· altova:age(xs:date("2013-01-15")) は 1  を返します。

· altova:age(xs:date("2013-01-16")) は 0  を返します。

· altova:age(xs:date("2015-01-15")) は -1  を返します。

· altova:age(xs:date("2015-01-14")) は 0  を返します。 

altova:age(StartDate as xs:date, EndDate as xs:date) を xs:integer とする   XP3.1  XQ3.1

最初の引数として提出された開始日から第 2 の引数の終了日 までの日数を数えて、あるオブジェクトの年齢の年数である正数を返

します。最初の引数が 1 年または第 2 の引数よりも後の日付の場合、返される値は負の数です。

サンプル

If the current date is 2014-01-15: 

· altova:age(xs:date("2000-01-15"), xs:date("2010-01-15")) は 10 を返します。 

· altova:age(xs:date("2000-01-15"), current-date()) は、現在の日付が 2014-01-15 の場合

14 を返します。

· altova:age(xs:date("2014-01-15"), xs:date("2010-01-15")) は -4 を返します。

age-details [altova:]

altova:age-details(InputDate as xs:date) を (xs:integer)* とする  XP3.1  XQ3.1

引数と(システムクロックから取得された)現在の日付として提出された日付の間の年数、月数、日数の 3 つの整数を返します。 返さ

れた years+months+days の合計は、2 つの日付 (入力の日付と現在の日付) の時間差です。  入力の日付は現在の日付よ

りも早いまたは遅い値をもつことができますが、入力の日付が早いか遅いかは返される値で示されていません。戻される値は常に正の数

です。 

サンプル

現在の日付が 2014-01-15 の場合:  

· altova:age-details(xs:date("2014-01-16")) は (0 0 1)を返します。

· altova:age-details(xs:date("2014-01-14")) は (0 0 1) を返します。

· altova:age-details(xs:date("2013-01-16")) は (1 0 1) を返します。

· altova:age-details(current-date()) は (0 0 0)を返します。

altova:age-details(Date-1 as xs:date, Date-2 as xs:date) を (xs:integer)* とする  XP3.1 

XQ3.1

二つの引数間の年数、月数、日数の 3 つの整数を返します。  返された years+months+days の合計は、2 つの入力の日付

の時間差です。最初の引数として提出される二つの日付はどちらが速くても、また遅くてもかまいません。返される値は入力の日付が現

在の日付より早いかまた遅いかを示しません。戻される値は常に正の数です。 

サンプル

· altova:age-details(xs:date("2014-01-16"), xs:date("2014-01-15")) は (0 0 1) を返しま

す。

· altova:age-details(xs:date("2014-01-15"), xs:date("2014-01-16")) は (0 0 1)を返しま
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す。 

[ トップ ]

12.2.1.3  XPath/XQuery 関数: 位置情報

以下の位置情報 XPath/XQuery 拡張関数は、 StyleVision の現在のバージョンによりサポートされています。 また、次で使用すること

ができます:  (i) XSLT コンテキスト内の XPath 式、または (ii) XQuery ドキュメント内の XQuery 式。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

format-geolocation [altova:]

altova:format-geolocation(Latitude as xs:decimal, Longitude as xs:decimal,

GeolocationOutputStringFormat as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

緯度と経度を最初の 2 つの引数とし、位置情報を文字列として出力します。 第 3 の引数

GeolocationOutputStringFormat は、位置情報出力文字列のフォーマットです。出力文字列のフォーマットを識別するた

めに、正数の値 1 から 4 を使用します。(下の「位置情報出力文字列フォーマット」を参照してください)。緯度の値の範囲は

+90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 から 西)です。

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル

· altova:format-geolocation(33.33, -22.22, 4) は xs:string "33.33 -22.22" を返します。

  

· altova:format-geolocation(33.33, -22.22, 2) は xs:string "33.33N 22.22W" を返しま

す。 

· altova:format-geolocation(-33.33, 22.22, 2) は xs:string "33.33S 22.22E" を返しま

す。 

· altova:format-geolocation(33.33, -22.22, 1) は xs:string "33°19'48.00"S 22°

13'12.00"E" を返します。   

位置情報出力文字列フォーマット:

与えられた緯度と経度は下にリストされる出力フォーマットによりフォーマットされます。希望するフォーマットは整数 ID (1 から
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4) により識別されます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 か

ら 西)です。

1

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"E/W 

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'66.66"W 

2

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDE/W 

サンプル: 33.33N  22.22W 

3

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。 

+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS" 

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

4

  10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);   (N/E) のためのプラスサインは任意です。

+/-D.DD  +/-D.DD 

サンプル: 33.33 -22.22 

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

parse-geolocation [altova:]

altova:parse-geolocation(GeolocationInputString as xs:string) を xs:decimal+ とする  XP3.1 

XQ3.1

 GeolocationInputString 引数を解析して、位置情報の緯度と経度 (この通りの順番) を 2 つの xs:decimal アイテム

のシーケンスとして返します。位置情報入力文字列が提供されることのできるフォーマットは以下のリストの通りです。 

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル
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· altova:parse-geolocation("33.33  -22.22") は 2 つの xs:decimals (33.33, 22.22) のシー

ケンスを返します。  

· altova:parse-geolocation("48°51'29.6""N  24°17'40.2""") は 2 つの  xs:decimals

(48.8582222222222, 24.2945) のシーケンスを返します。    

· altova:parse-geolocation('48°51''29.6"N  24°17''40.2"')  は 2 つの  xs:decimals

(48.8582222222222, 24.2945) のシーケンスを返します。    

· altova:parse-geolocation( image-exif-

data(//MyImages/Image20141130.01)/@Geolocation ) は 2 つの  x s : deci ma l s  のシーケンスを返

します。    

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。
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Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

geolocation-distance-km [altova:]

altova:geolocation-distance-km(GeolocationInputString-1 as xs:string,

GeolocationInputString-2 as xs:string) を xs:decimal とする  XP3.1  XQ3.1

2 つの位置情報の間の距離をキロメートルで計算します。位置情報入力文字列を提供することのできるフォーマットは下にリストされて

います。 緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 から 西)です。

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル

· altova:geolocation-distance-km("33.33  -22.22", "48°51'29.6""N  24°17'40.2""")

は xs:decimal 4183.08132372392 を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 
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· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

geolocation-distance-mi [altova:]

altova:geolocation-distance-mi(GeolocationInputString-1 as xs:string,

GeolocationInputString-2 as xs:string) を xs:decimal とする  XP3.1  XQ3.1

2 つの位置情報の間の距離をマイルで計算します。位置情報入力文字列を提供することのできるフォーマットは下にリストされていま

す。 緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 から 西)です。

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル

· altova:geolocation-distance-mi("33.33  -22.22", "48°51'29.6""N  24°17'40.2""")

は xs:decimal 2599.40652340653 を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)
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D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

geolocations-bounding-rectangle [altova:]

a l t ova : geol ocat i ons-bound i ng-r ect ang l e( Geol ocat i ons  を  xs:sequence として

Geol ocat i onOut put St r i ngFor mat  を xs:integer として )  を xs:string として   XP3.1  XQ3.1

最初の引数として文字列のシーケンスを取ります。シーケンスの各文字列が位置情報です。 関数はそれぞれが、最初の引数に送信さ

れたすべての位置情報を含むために最適にサイズ調整された長方形の左上と右下の位置情報の座標である2つの文字列のシーケン

スを返します。 位置情報入力文字列が表示される書式は以下にリストされています(「位置情報入力文字列書式」を参照してく

ださい)。 緯度の値は +90 から -90 への (N から S への) の範囲です。経度の値は +180 から -180 への (E から W への) の範

囲です。

関数の2番目の引数は出力シーケンス内の2つの位置情報文字列の書式を指定します。引数はそれぞれの値が異なる位置情報文

字列書式を識別する 1 から 4 の整数の値を取ります (下記の「位置情報出力文字列書式」を参照してください)。
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メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの属性は入力文字列を提供するために使用することができます。 

サンプル

· altova:geolocations-bounding-rectangle(("48.2143531 16.3707266", "51.50939 -

0.11832"), 1) はシーケンス ("51°30'33.804"N 0°7'5.952"W", "48°12'51.67116"N 16°

22'14.61576"E")を返します。

· altova:geolocations-bounding-rectangle(("48.2143531 16.3707266", "51.50939 -

0.11832", "42.5584577 -70.8893334"), 4) はシーケンス ("51.50939 -70.8893334",

"42.5584577 16.3707266")を返します

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45

位置情報出力文字列フォーマット:
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与えられた緯度と経度は下にリストされる出力フォーマットによりフォーマットされます。希望するフォーマットは整数 ID (1 から

4) により識別されます。緯度の値の範囲は +90 から -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 か

ら 西)です。

1

度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"E/W 

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'66.66"W 

2

 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDE/W 

サンプル: 33.33N  22.22W 

3

度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。 

+/-D°M'S.SS"  +/-D°M'S.SS" 

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'66.66" 

4

  10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);   (N/E) のためのプラスサインは任意です。

+/-D.DD  +/-D.DD 

サンプル: 33.33 -22.22 

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

geolocation-within-polygon [altova:]

altova:geolocation-within-polygon(Geolocation as xs:string, ((PolygonPoint as

xs:string)+)) を xs:boolean とする  XP3.1  XQ3.1

PolygonPoint 引数により説明されている Geolocation (最初の引数) が多角形のエリア内に存在するかを決定します。も

し、 PolygonPoint 引数が(最初と最後のポイントが同じ場合に作成される)閉じられたフィギュアを作成しない場合、 フィギュアを

閉じるために、最初のポイントが明示的に最後のポイントとして追加されます。 全ての引数(Geolocation および

PolygonPoint+) は、 (下にリストされるフォーマットの) 位置情報入力文字列により提供されます。 Geolocation 引数が

多角形エリア内にある場合、関数は true(); を返します。その他の場合は false()を返します。緯度の値の範囲は +90 から -
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90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 から 西)です。

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル

· altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55", "48 24", "58

-32")) は true() を返します。   

· altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55", "48 24")) は

true() を返します。   

· altova:geolocation-within-polygon("33 -22", ("58 -32", "-78 -55",  "48°

51'29.6""N  24°17'40.2""")) は true() を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"

サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45
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Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

geolocation-within-rectangle [altova:]

altova:geolocation-within-rectangle(Geolocation as xs:string, RectCorner-1 as

xs:string, RectCorner-2 as xs:string) を xs:boolean とする  XP3.1  XQ3.1

長方形の対格の角を指定する第 2 及び第 3 引数( RectCorner-1、 RectCorner-2 )により説明されている

Geolocation (最初の引数) が長方形のエリア内に存在するかを決定します。 全ての引数(Geolocation、RectCorner-1

および RectCorner-2) は、 (下にリストされるフォーマットの) 位置情報入力文字列により提供されます。 Geolocation 引

数が長方形エリア内にある場合、関数は true(); を返します。その他の場合は false()を返します。緯度の値の範囲は +90 か

ら -90 (北 から 南) です。経度の値の範囲は +180 から -180 (東 から 西)です。

メモ:  image-exif-data 関数と Exif メタデータの @Geolocation 属性を位置情報入力文字列を提供する際に使用するこ

とができます。

サンプル

· altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "-48 24") は true() を返し

ます。   

· altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "48 24") は false() を返し

ます。  

· altova:geolocation-within-rectangle("33 -22", "58 -32", "48°51'29.6""S  24°

17'40.2""") は true() を返します。   

位置情報入力文字列フォーマット:

位置情報入力文字列は空白で区別された緯度と経度 (この通りの順番) を含む必要があります。緯度と経度は以下のフォー

マットをとることができます。組み合わせることも可能です。緯度が１つのフォーマットで、経度が他のフォーマットをとることができま

す。緯度の値の範囲は +90 から -90 (N から S)。経度の値の範囲は +180 から -180 (E から W)。

メモ:  単一およびダブル引用符が入力文字列引数を区切るために使用されていると、使用されている単一およびダブル引用が、

それぞれ、分の値と秒の値、不一致をもたらします。この様な場合、分の値と秒の値を表すための使用されている引用符は、ダ

ブルにしてエスケープされる必要があります。このセクションのサンプルでは、入力文字列を区別するために使用されている引用符

は黄色い (") でハイライトされており、エスケープした単位インジケーターは青い ("") でハイライトされています。 

· 度、分、 10 進の秒、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D°M'S.SS"N/S  D°M'S.SS"W/E

サンプル: 33°55'11.11"N  22°44'55.25"W 

· 度、分、 10 進の秒、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M'S.SS" 

+/-D°M'S.SS"
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サンプル: 33°55'11.11"  -22°44'55.25" 

· 度、分、 10 進の分、方角のサフィックス付き  (N/S, E/W)

D°M.MM'N/S  D°M.MM'W/E

サンプル: 33°55.55'N  22°44.44'W 

· 度、分、 10 進の分、 プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/E) のためのプラスサインは任意です。+/-D°M.MM' 

+/-D°M.MM'

サンプル: +33°55.55'  -22°44.44' 

· 10 進の度、方角のサフィックス付き (N/S, E/W)

D.DDN/S  D.DDW/E

サンプル: 33.33N  22.22W 

· 10 進の度、プレフィックスサイン付き (+/-);  (N/S E/W)) のためのプラスサインは任意です。+/-D.DD  +/-

D.DD

サンプル: 33.33  -22.22 

フォーマットの組み合わせのサンプル:

33.33N  -22°44'55.25"

33.33  22°44'55.25"W

33.33  22.45

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

[ トップ ]

12.2.1.4  XPath/XQuery 関数: イメージに関連

以下のイメージに関連した XPath/XQuery 拡張関数は、 StyleVision の現在のバージョンによりサポートされています。また、次で使用

することができます:  (i) XSLT コンテキスト内の XPath 式、または (ii) XQuery ドキュメント内の XQuery 式。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 
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XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

suggested-image-file-extension [altova:]

altova:suggested-image-file-extension(Base64String as string) を string? とする  XP3.1 

XQ3.1

イメージファイルのBase64 エンコード を引数として、イメージのファイル拡張子を、イメージの Base64エンコード内の記録として返しま

す。 返された値は、 エンコード内で使用することのできるイメージ型情報を基にしたヒントです。この情報が使用できない場合、空の文

字列が返されます。この関数は、 Base64 イメージをファイルとして保存し、適切なファイル拡張子を動的取得する際に役に立ちま

す。 

サンプル

· altova:suggested-image-file-extension(/MyImages/MobilePhone/Image20141130.01) は

'jpg' を返します。

· altova:suggested-image-file-extension($XML1/Staff/Person/@photo) は '' を返します。

上のサンプルでは、関数の引数として与えられたノードは Base64 エンコードイメージを含むと仮定します。最初のサンプルは jpg を

ファイルの型および拡張子として取得します。二番目のサンプルでは、与えられた Base64 エンコードは使用できる拡張子の情報を提

供しません。

mt-transform-image [altova:]

altova:mt-transform-image(Base64Image as Base64BinaryString, Size as item()+,

Rotation as xs:integer, Quality as xs:integer) を Base64BinaryString とする  XP3.1  XQ3.1

Base64-エンコード イメージ を最初の引数として、変換された Base64-エンコード イメージを返します。第 2、第 3、第 4 引数は

変換された以下のイメージパラメーターです:  サイズ、回転、およびクオリティ。

· サイズ引数には 3 つのサイズ変更のオプションがあります。

(X,Y)

絶対ピクセルの値。アスペクト率は保持されません。高さと幅は自動的にイメージの長いおよび短い辺に逢わさ

れるため、高さと幅の指示は関係ありません。 2 つの整数アイテムのシーケンスとして値が入力されます。かっこ

が必要です。 

X

X をピクセルの新しい長い辺として、イメージの縦横比のサイズ変更が行われます。アスペクト率は保持されま

す。値は整数で引用符なしで入力されます。 

'X%'

元のディメンションの与えられたパーセンテージにイメージのサイズを変更します。値は文字列として引用符を付

けて入力される必要があります。

· 回転は以下の値を持つことができます:  90、 180、 270、-90、 -180、 -270。 これらの値は回転の度数です。正の値

はイメージを時計回りに回転させます。負の値はイメージを反時計回りに回転させます。  Altova Exif 属性

OrientationDegree を使用して、イメージの現在の回転の度数(0, 90, 180, 270) をイメージの Exif

Orientation タグから取得することができます。ですが、 OrientationDegree 属性はデータの Orientation

タグから取得されるため、 Exif データ内に Orientation タグが存在する場合のみ使用することができます。 (下の

OrientationDegree 説明を参照してください)。

· クオリティは、 0 から 100 の値で、 JPEG 圧縮の IJG クオリティスケールの値を参照していますが、クオリティのパーセンテー

ジのインジケーターではありません。 サイズとクオリティのどちらかを優先すると、もう一方の優先度が下がります。フルカラーソー

スのイメージでは、 75 が通常最高値と見なされています。もし、 75 が満足のいく結果をもたらさない場合は、値を上げてく
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ださい。

メモ:   Exif データ が元のイメージに存在する場合、変換時に削除され、変換されたイメージには Exif データは存在しません。

サンプル

· mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], '50%', 90, 75)

関数は、 43  の @id 値を持つイメージ子孫ノード内で Base64-エンコード 文字列として保管されているイメージを入力と

します。関数は変換されたイメージを返します。変換されたイメージは 50%  まで、サイズ変更され、時計回りに 90 度回転さ

れ、 75 のクオリティレベルを与えられます。

· mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], 400, 90, 75)

関数は前のサンプルと同じ結果を出しますが、長い辺は 400 ピクセルの特定の値に設定されています。元のイメージのアスペ

クト率は保持されます。 

· mt-transform-image(Images/Image[@id='43'], (400, 280), image-exif-

data($XML1/$XML1/Images/ReferenceImage)/@OrientationDegree, 75)

このサンプルは、前のサンプルと同じイメージを選択し、同じクオリティ値 (75) を設定します。イメージのサイズは 400x280 ピ

クセルに設定されています。回転値は、 ノード内の Base64-エンコード イメージの @OrientationDegree 属性から得

られます。

Altova Ex if 属性:  OrientationDegree

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 OrientationDegree を Exif メタデータタグ Orientation から生

成します。

OrientationDegree は標準 Exif タグ Orientation を 正数の値 (1、8、3  または 6) からそれぞれ対応する度数

の値 (0, 90, 180, 270) へ下の図に示されているように変換します。 2、4、5、 7 の Orientation 値の変換はないことに

注意してください。 (これらの向きはイメージ 1 を垂直方向中央軸で反転して、 2 の値を持つイメージを取得します。そして、こ

のイメージを 90-度ごとに時計回りにジャンプさせそれぞれ 7、 4、 および 5 の値を取得します。)。
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標準 Ex if メタタグ

· ImageWidth

· ImageLength

· BitsPerSample

· Compression

· PhotometricInterpretation

· Orientation

· SamplesPerPixel

· PlanarConfiguration

· YCbCrSubSampling

· YCbCrPositioning

· XResolution

· YResolution

· ResolutionUnit

· StripOffsets

· RowsPerStrip

· StripByteCounts

· JPEGInterchangeFormat

· JPEGInterchangeFormatLength

· TransferFunction

· WhitePoint

· PrimaryChromaticities

· YCbCrCoefficients

· ReferenceBlackWhite

· DateTime

· ImageDescription
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· Make

· Model

· Software

· Artist

· Copyright

------------------------------

· ExifVersion

· FlashpixVersion

· ColorSpace

· ComponentsConfiguration

· CompressedBitsPerPixel

· PixelXDimension

· PixelYDimension

· MakerNote

· UserComment

· RelatedSoundFile

· DateTimeOriginal

· DateTimeDigitized

· SubSecTime

· SubSecTimeOriginal

· SubSecTimeDigitized

· ExposureTime

· FNumber

· ExposureProgram

· SpectralSensitivity

· ISOSpeedRatings

· OECF

· ShutterSpeedValue

· ApertureValue

· BrightnessValue

· ExposureBiasValue

· MaxApertureValue

· SubjectDistance

· MeteringMode

· LightSource

· Flash

· FocalLength

· SubjectArea

· FlashEnergy

· SpatialFrequencyResponse

· FocalPlaneXResolution

· FocalPlaneYResolution

· FocalPlaneResolutionUnit

· SubjectLocation

· ExposureIndex

· SensingMethod

· FileSource

· SceneType

· CFAPattern

· CustomRendered

· ExposureMode

· WhiteBalance

· DigitalZoomRatio
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· FocalLengthIn35mmFilm

· SceneCaptureType

· GainControl

· Contrast

· Saturation

· Sharpness

· DeviceSettingDescription

· SubjectDistanceRange

· ImageUniqueID

------------------------------

· GPSVersionID

· GPSLatitudeRef

· GPSLatitude

· GPSLongitudeRef

· GPSLongitude

· GPSAltitudeRef

· GPSAltitude

· GPSTimeStamp

· GPSSatellites

· GPSStatus

· GPSMeasureMode

· GPSDOP

· GPSSpeedRef

· GPSSpeed

· GPSTrackRef

· GPSTrack

· GPSImgDirectionRef

· GPSImgDirection

· GPSMapDatum

· GPSDestLatitudeRef

· GPSDestLatitude

· GPSDestLongitudeRef

· GPSDestLongitude

· GPSDestBearingRef

· GPSDestBearing

· GPSDestDistanceRef

· GPSDestDistance

· GPSProcessingMethod

· GPSAreaInformation

· GPSDateStamp

· GPSDifferential

image-exif-data [altova:]

altova:image-exif-data(Base64BinaryString as string) を element? とする  XP3.1  XQ3.1

Base64 エンコード JPEG イメージを引数として、イメージの Exif メタデータを含む Exif という名の要素を返します。 Exif メタデー

タは Exif 要素の属性の値ペアとして作成されます。属性名は、 Base64エンコード内で検出された Exif データタグです。 Exif 仕

様タグのリストは以下の通りです。ベンダー特有のタグが Exif データ内に存在する場合、タグとその値も属性値のペアとして返されま

す。標準 Exif メタデータタグに追加して (下のリスト参照) Altova 特有の属性値のペアもまた生成されます。 これらの Altova Exif

属性は以下のとおりです。
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サンプル

· 属性にアクセスするには、以下の関数を使用します:

image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@GPSLatitude

image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@Geolocation

· 全ての属性にアクセスするには、以下の関数を使用します:

image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@*

· 全ての属性の名前にアクセスするには、以下の式を使用します:

for $i in image-exif-data(//MyImages/Image20141130.01)/@* return name($i)

関数により返される属性の名前を検出するために役に立ちます。

Altova Ex if 属性:  位置情報

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 Geolocationを標準 Exif メタデータ タグから生成します。

Geolocation  は、4 つの Exif タグの連結です:  単位の追加された (下のテーブル参照) GPSLatitude、

GPSLatitudeRef、 GPSLongitude、 GPSLong i t udeRe f 。 

GPSLatitude GPSLatitudeRef GPSLongitude GPSLongitudeRef Geolocation

33 51 21.91 S 151 13 11.73 E 33°51'21.91"S

 151°

13'11.73"E

Altova Ex if 属性:  OrientationDegree

Altova XPath/XQuery エンジンはカスタム属性 OrientationDegree を Exif メタデータタグ Orientation から生

成します。

OrientationDegree は標準 Exif タグ Orientation を 正数の値 (1、8、3  または 6) からそれぞれ対応する度数

の値 (0, 90, 180, 270) へ下の図に示されているように変換します。 2、4、5、 7 の Orientation 値の変換はないことに

注意してください。 (これらの向きはイメージ 1 を垂直方向中央軸で反転して、 2 の値を持つイメージを取得します。そして、こ

のイメージを 90-度ごとに時計回りにジャンプさせそれぞれ 7、 4、 および 5 の値を取得します。)。
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標準 Ex if メタデータ タグのリスト

· ImageWidth

· ImageLength

· BitsPerSample

· Compression

· PhotometricInterpretation

· Orientation

· SamplesPerPixel

· PlanarConfiguration

· YCbCrSubSampling

· YCbCrPositioning

· XResolution

· YResolution

· ResolutionUnit

· StripOffsets

· RowsPerStrip

· StripByteCounts

· JPEGInterchangeFormat

· JPEGInterchangeFormatLength

· TransferFunction

· WhitePoint

· PrimaryChromaticities

· YCbCrCoefficients

· ReferenceBlackWhite

· DateTime

· ImageDescription
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· Make

· Model

· Software

· Artist

· Copyright

------------------------------

· ExifVersion

· FlashpixVersion

· ColorSpace

· ComponentsConfiguration

· CompressedBitsPerPixel

· PixelXDimension

· PixelYDimension

· MakerNote

· UserComment

· RelatedSoundFile

· DateTimeOriginal

· DateTimeDigitized

· SubSecTime

· SubSecTimeOriginal

· SubSecTimeDigitized

· ExposureTime

· FNumber

· ExposureProgram

· SpectralSensitivity

· ISOSpeedRatings

· OECF

· ShutterSpeedValue

· ApertureValue

· BrightnessValue

· ExposureBiasValue

· MaxApertureValue

· SubjectDistance

· MeteringMode

· LightSource

· Flash

· FocalLength

· SubjectArea

· FlashEnergy

· SpatialFrequencyResponse

· FocalPlaneXResolution

· FocalPlaneYResolution

· FocalPlaneResolutionUnit

· SubjectLocation

· ExposureIndex

· SensingMethod

· FileSource

· SceneType

· CFAPattern

· CustomRendered

· ExposureMode

· WhiteBalance

· DigitalZoomRatio
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· FocalLengthIn35mmFilm

· SceneCaptureType

· GainControl

· Contrast

· Saturation

· Sharpness

· DeviceSettingDescription

· SubjectDistanceRange

· ImageUniqueID

------------------------------

· GPSVersionID

· GPSLatitudeRef

· GPSLatitude

· GPSLongitudeRef

· GPSLongitude

· GPSAltitudeRef

· GPSAltitude

· GPSTimeStamp

· GPSSatellites

· GPSStatus

· GPSMeasureMode

· GPSDOP

· GPSSpeedRef

· GPSSpeed

· GPSTrackRef

· GPSTrack

· GPSImgDirectionRef

· GPSImgDirection

· GPSMapDatum

· GPSDestLatitudeRef

· GPSDestLatitude

· GPSDestLongitudeRef

· GPSDestLongitude

· GPSDestBearingRef

· GPSDestBearing

· GPSDestDistanceRef

· GPSDestDistance

· GPSProcessingMethod

· GPSAreaInformation

· GPSDateStamp

· GPSDifferential

[ トップ ]

12.2.1.5  XPath/XQuery 関数: 数値

Altova の数値拡張関数は XPath と XQuery 内で使用することができ、データを更に処理するための追加機能を提供します。このセク

ションの関数は Altova の XPath 3.0 と XQuery 3.0 エンジンと使用することができます。XPath/XQuery コンテキストで使用すること

ができます。
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関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

自動付番関数

generate-auto-number [altova:]

altova:generate-auto-number(ID as xs:string, StartsWith as xs:double, Increment as

xs:double, ResetOnChange as xs:string)  を  xs:integer とする      XP1  XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

関数が呼び出される度に番号を生成します。関数が初めて呼び出される際に生成される最初の番号は StartsWith 引数により

指定されます。 その後の関数の呼び出しは新しい番号を生成します。この番号は前に生成された番号を、 Increment 引数で指

定された値ごとにインクリメントします。実質的には、altova:generate-auto-number 関数は、 ID 引数により指定されたカ

ウンターを作成し、このカウンターが関数が呼び出されるごとにインクリメントされます。 ResetOnChange 引数の値が、前の関数呼び

出しから変更されると、生成される番号の値が StartsWith 値にリセットされます。 自動付番は altova:reset-auto-

number 関数を使用してリセットすることができます。

サンプル

· altova:generate-auto-number("ChapterNumber", 1, 1, "SomeString") は、関数が呼び出され

る度に番号を 1 つ返します。 1 から始まり、関数が呼び出される度に 1 ずつインクリメントします。その後の呼び出しの 4 番

目の"SomeString"引数がである限り、 インクリメントは継続されます。 4 番目の引数の値が変更されると、

( ChapterNumber と呼ばれる) カウンター は 1 にリセットされます。ChapterNumber の値もaltova:reset-

auto-number 関数の呼び出しによりの altova:reset-auto-number("ChapterNumber")ようにリセットされ

ます。

reset-auto-number [altova:]

altova:reset-auto-number(ID as xs:string)      XP1  XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

この関数は、 ID 引数内で名づけられた自動付番カウンターの番号をリセットします。　引数内のカウンター名を作成した関数の引数

により指定された数値にリセットされます。altova:generate-auto-number 

サンプル

· altova:reset-auto-number("ChapterNumber") は、altova:generate-auto-number 関数により

作成されたChapterNumber という名の自動付番カウンターをリセットします。

· ChapterNumber を作成したaltova:generate-auto-number 関数の StartsWith 引数の値に数値をリ

セットします。

[ [ トップ]  ]

数値関数

hex-string-to-integer [altova:]
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altova:hex-string-to-integer(HexString as xs:string) を xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

 10 進のシステム(10進)内の正数の16 進の同値の文字列引数を必要とし、10 進の整数を返します。

サンプル

· altova:hex-string-to-integer('1') は 1 を返します。  

· altova:hex-string-to-integer('9') は 9 を返します。  

· altova:hex-string-to-integer('A') は 10 を返します。 

· altova:hex-string-to-integer('B') は 11 を返します。 

· altova:hex-string-to-integer('F') は 15 を返します。 

· altova:hex-string-to-integer('G') はエラーを返します。  

· altova:hex-string-to-integer('10') は 16 を返します。  

· altova:hex-string-to-integer('01') は 1 を返します。  

· altova:hex-string-to-integer('20') は 32 を返します。 

· altova:hex-string-to-integer('21') は 33 を返します。 

· altova:hex-string-to-integer('5A') は 90 を返します。   

· altova:hex-string-to-integer('USA') はエラーを返します。   

integer-to-hex-string [altova:]

altova:integer-to-hex-string(Integer as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

正数を引数として必要とし、文字列として自身のベース16 の同値を返します。

サンプル

· altova:integer-to-hex-string(1) は '1' を返します。 

· altova:integer-to-hex-string(9) は '9' を返します。 

· altova:integer-to-hex-string(10) は 'A' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(11) は 'B' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(15) は 'F' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(16) は '10' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(32) は '20' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(33) は '21' を返します。

· altova:integer-to-hex-string(90) は '5A' を返します。   

[ [ トップ]  ]

数値フォーマット関数

[ [ トップ]  ]

12.2.1.6  XPath/XQuery 関数: スキーマ

下にリストされる Altova 拡張関数はスキーマの情報を返します。以下は関数の詳細 (i) サンプル (ii) スキーマコンポーネントのリストとパー

スペクティブのプロパティです。  Altova の XPath 3.0 と XQuery 3.0 エンジンと共に使用することができ XPath/XQuery コンテキスト

内で見つけることができます。
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スキーマドキュメントからのスキーマ情報

関数 altova:schema には以下の2つの引数が存在します:  1つのゼロ引数と他の2つの引数。ゼロ引数関数はスキーマ全体を返しま

す。この開始点からスキーマ内をナビゲートし必要とするスキーマコンポーネントをロケートします。２-引数関数は自身の QName により識別

される特定のコンポーネントの型を返します。 両方の場合、戻り値は関数です。返されたコンポーネント内をナビゲートするには、特定のコン

ポーネントのプロパティを選択する必要があります。プロパティが非動的アイテム (すなわちコンポーネントの場合) このコンポーネントのプロパティ

をさらに選択してナビゲートすることが可能です。選択されたプロパティが動的なアイテムの場合、アイテムの値が返され、ナビゲートを更に行う

ことはできません。

メモ:   Xquery 式ではスキーマは明示的にインポートされる必要があります。XPath 式では、スキーマは処理環境にインポートされる必要

があります。 例えば、 XSLT には xslt:import 命令を使用してインポートします。

XML ノードからのスキーマ情報

関数 altova:type は XML ドキュメントのノードを送信しノードの型情報を PSVI から返します。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

Schema (引数無し)

altova:schema() as (function(xs:string) as item()*)?  XP3.1  XQ3.1

schema コンポーネント全体を返します。schema コンポーネントを schema コンポーネントのプロパティの一つを選択して更にナビゲ

ートすることができます。

· このプロパティがコンポーネントの場合、このコンポーネントのプロパティの1つを選択して更に深く他のステップをナビゲートするこ

とができます。このステップは更にスキーマをナビゲートするために繰り返すことができます。

· コンポーネントが動的な値の場合、動的な値が返され更にナビゲートすることはできません。

schema コンポーネントのプロパティ:

"type definitions"

"attribute declarations"

"element declarations"

"attribute group definitions"

"model group definitions"

"notation declarations"

"identity-constraint definitions"

(schema 以外の)他のすべてのコンポーネント型のプロパティ が下にリストされています。

メモ:   Xquery 式ではスキーマは明示的にインポートされる必要があります。XPath 式では、スキーマは処理環境にインポートされる

必要があります。 例えば、 XSLT には xslt:import 命令を使用してインポートします。

サンプル
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· import schema "" at "C:\Test\ExpReport.xsd"; for $typedef in altova:schema()

("type definitions")

return $typedef ("name")  はスキーマ内のすべての単純型または複合型の名前を返します

· import schema "" at "C:\Test\ExpReport.xsd"; 

altova:schema() ("type definitions")[1]("name") はスキーマ内の単純型または複合型の最初の名

前を返します

コンポーネントとそのプロパティ

Assertion

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Assertion"

test XPath プロパティレコード

Attribute Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Declaration"

name 文字列 属性のローカル名

target namespace 文字列 属性の名前空間 URI

type definition Simple Type または Complex Type

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": "global" or "local", "parent":

the containing Complex Type or

Attribute Group)

value constraint 存在する場合、プロパティを持つ関数 ("class":

"Value Constraint"、 "variety":  "fixed" また

は "default",  "value":  atomic value,

"lexical form":  string。 "value" プロパティは

namespace-sensitive 型のために使用するこ

とはできないことに注意してください。

inheritable ブール値

Attribute Group Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Group Definition"

name 文字列 属性グループのローカル名

target namespace 文字列 属性グループの名前空間 URI

attribute uses (Attribute Use) のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

Attribute Use
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プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Use"

required ブール値 属性が必要な場合は true 、任意の場

合は false

value constraint Attribute Declaration を参照

inheritable ブール値

Attribute Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")

Complex Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

base type definition Complex Type Definition

final 文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

context 空のシーケンス (not implemented)

derivation method 文字列 ("restriction"|"extension")

abstract ブール値

attribute uses Attribute Use のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

content type プロパティを持つ関数:  ("class":"Content

Type", "variety":string ("element-

only"|"empty"|"mixed"|"simple"), particle:

optional Particle, "open content":

function with properties ("class":"Open

Content", "mode": string

("interleave"|"suffix"), "wildcard":

Wildcard), "simple type definition":

Simple Type)

prohibited 文字列のシーケンス
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substitutions ("restriction"|"extension")

assertions アサーションのシーケンス

Element Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

type definition Simple Type または Complex Type

type table プロパティを持つ関数 ("class":"Type Table",

"alternatives": sequence of Type

Alternative, "default type definition":

Simple Type or Complex Type)

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": ("global"|"local"), "parent":

optional Complex Type)

value constraint Attribute Declaration を参照

nillable ブール値

identity-constraint

definitions

Identity Constraint のシーケンス

substitution group

affiliations

E lement Declaration のシーケンス

substitution group

exclusions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

disallowed

substitutions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension"|"substitution")

abstract ブール値

Element Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")

Facet

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値
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kind 文字列 ファセットの名前、例えば、 "minLength"

または "enumeration"

value ファセットによる ファセットの値

fixed ブール値

typed-value ファセットの列挙のみ、

Array(xs:anyAtomicType

列挙値を含む配列。それぞれがアトミック値

のシーケンスである場合があります。 (メモ:

列挙ファセットに関しては、実際の型にかか

わらず "value" 値プロパティは文字列のシ

ーケンスです)

Identity Constraint

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Identity-Constraint Definition"

name 文字列 制約のローカル名

target namespace 文字列 制約の名前空間 URI

identity-constraint

category

文字列 ("key"|"unique"|"keyRef")

selector XPath プロパティレコード

fields XPath プロパティレコード のシーケンス

referenced key (keyRef のためのみ):  Identity Constraint 対応するキー制約

Model Group

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group"

compositor 文字列 ("sequence"|"choice"|"all")

particles Particle のシーケンス

Model Group Definition

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group Definition"

name 文字列 モデルグループのローカル名

target namespace 文字列 モデルグループの名前空間 URI 

model group Model Group

Notation

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Notation Declaration"

name 文字列 表記のローカル名
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target namespace 文字列 表記の名前空間 URI

system identifier anyURI

public identifier 文字列

Particle

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Particle"

min occurs 整数

max occurs 整数または文字列("unbounded")

term Element Declaration、Element Wildcard、

または ModelGroup

Simple Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Simple Type Definition"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

final 文字列のシーケンス

("restriction"|"extension"|"list"|"union")

context 含まれるコンポーネント

base type definition Simple Type

facets Sequence of Facet

fundamental facets (実装されていない)空のシーケンス

variety 文字列 ("atomic"|"list"|"union")

primitive type

definition

Simple Type

item type definition (リスト型のみのための) Simple Type

member type

definitions

(ユニオン型のための) Simple Type のシーケンス

Type Alternative

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Type Alternative"

test XPath プロパティレコード

type definition Simple Type または Complex Type

XPath Property Record

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値
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namespace bindings プロパティを持つ関数のシーケンス ("prefix":

string, "namespace": anyURI)

default namespace anyURI

base URI anyURI XPath 式の静的ベース URI 

expression 文字列 文字列としての XPath 式

Schema (2つの引数)

altova:schema(ComponentKind as xs:string, Name as xs:QName) as (function(xs:string)

as item()*)?  XP3.1  XQ3.1

2番目の引数内で与えられている名前と同じ名前を持つ最初の引数内で指定されているコンポーネントの型を返します。コンポーネント

のプロパティの一つを選択して更にナビゲートすることができます。

· このプロパティがコンポーネントの場合、このコンポーネントのプロパティの1つを選択して更に深く他のステップをナビゲートするこ

とができます。このステップは更にスキーマをナビゲートするために繰り返すことができます。

· コンポーネントが動的な値の場合、動的な値が返され更にナビゲートすることはできません。

メモ:   Xquery 式ではスキーマは明示的にインポートされる必要があります。XPath 式では、スキーマは処理環境にインポートされる

必要があります。 例えば、 XSLT には xslt:import 命令を使用してインポートします。

サンプル

· import schema "" at "C:\Test\ExpReport.xsd";

altova:schema("element declaration", xs:QName("OrgChart"))("type definition")

("content type")("particles")[3]!.("term")("kind") 

 は3番目の particles コンポーネントの kind プロパティを返します。  この particles コンポーネントは OrgChart

の Qname  を持つ要素宣言の子孫です。

· import schema "" at "C:\Test\ExpReport.xsd";

let $typedef := altova:schema("type definition", xs:QName("emailType"))

for $facet in $typedef ("facets")

return [$facet ("kind"), $facet("value")]

は各 emailType  コンポーネントの各  facet  にそのファセットの型と値を含む列挙を返します。

コンポーネントとそのプロパティ

Assertion

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Assertion"

test XPath プロパティレコード

Attribute Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Declaration"

name 文字列 属性のローカル名
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target namespace 文字列 属性の名前空間 URI

type definition Simple Type または Complex Type

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": "global" or "local", "parent":

the containing Complex Type or

Attribute Group)

value constraint 存在する場合、プロパティを持つ関数 ("class":

"Value Constraint"、 "variety":  "fixed" また

は "default",  "value":  atomic value,

"lexical form":  string。 "value" プロパティは

namespace-sensitive 型のために使用するこ

とはできないことに注意してください。

inheritable ブール値

Attribute Group Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Group Definition"

name 文字列 属性グループのローカル名

target namespace 文字列 属性グループの名前空間 URI

attribute uses (Attribute Use) のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

Attribute Use

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Use"

required ブール値 属性が必要な場合は true 、任意の場

合は false

value constraint Attribute Declaration を参照

inheritable ブール値

Attribute Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")
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Complex Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

base type definition Complex Type Definition

final 文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

context 空のシーケンス (not implemented)

derivation method 文字列 ("restriction"|"extension")

abstract ブール値

attribute uses Attribute Use のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

content type プロパティを持つ関数:  ("class":"Content

Type", "variety":string ("element-

only"|"empty"|"mixed"|"simple"), particle:

optional Particle, "open content":

function with properties ("class":"Open

Content", "mode": string

("interleave"|"suffix"), "wildcard":

Wildcard), "simple type definition":

Simple Type)

prohibited

substitutions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

assertions アサーションのシーケンス

Element Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

type definition Simple Type または Complex Type

type table プロパティを持つ関数 ("class":"Type Table",

"alternatives": sequence of Type

Alternative, "default type definition":

Simple Type or Complex Type)

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": ("global"|"local"), "parent":

optional Complex Type)

value constraint Attribute Declaration を参照

nillable ブール値

identity-constraint Identity Constraint のシーケンス
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definitions

substitution group

affiliations

E lement Declaration のシーケンス

substitution group

exclusions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

disallowed

substitutions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension"|"substitution")

abstract ブール値

Element Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")

Facet

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 ファセットの名前、例えば、 "minLength"

または "enumeration"

value ファセットによる ファセットの値

fixed ブール値

typed-value ファセットの列挙のみ、

Array(xs:anyAtomicType

列挙値を含む配列。それぞれがアトミック値

のシーケンスである場合があります。 (メモ:

列挙ファセットに関しては、実際の型にかか

わらず "value" 値プロパティは文字列のシ

ーケンスです)

Identity Constraint

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Identity-Constraint Definition"

name 文字列 制約のローカル名

target namespace 文字列 制約の名前空間 URI

identity-constraint

category

文字列 ("key"|"unique"|"keyRef")

selector XPath プロパティレコード

fields XPath プロパティレコード のシーケンス
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referenced key (keyRef のためのみ):  Identity Constraint 対応するキー制約

Model Group

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group"

compositor 文字列 ("sequence"|"choice"|"all")

particles Particle のシーケンス

Model Group Definition

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group Definition"

name 文字列 モデルグループのローカル名

target namespace 文字列 モデルグループの名前空間 URI 

model group Model Group

Notation

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Notation Declaration"

name 文字列 表記のローカル名

target namespace 文字列 表記の名前空間 URI

system identifier anyURI

public identifier 文字列

Particle

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Particle"

min occurs 整数

max occurs 整数または文字列("unbounded")

term Element Declaration、Element Wildcard、

または ModelGroup

Simple Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Simple Type Definition"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

final 文字列のシーケンス
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("restriction"|"extension"|"list"|"union")

context 含まれるコンポーネント

base type definition Simple Type

facets Sequence of Facet

fundamental facets (実装されていない)空のシーケンス

variety 文字列 ("atomic"|"list"|"union")

primitive type

definition

Simple Type

item type definition (リスト型のみのための) Simple Type

member type

definitions

(ユニオン型のための) Simple Type のシーケンス

Type Alternative

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Type Alternative"

test XPath プロパティレコード

type definition Simple Type または Complex Type

XPath Property Record

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

namespace bindings プロパティを持つ関数のシーケンス ("prefix":

string, "namespace": anyURI)

default namespace anyURI

base URI anyURI XPath 式の静的ベース URI 

expression 文字列 文字列としての XPath 式

型

altova:type(Node as item?) as (function(xs:string) as item()*)?  XP3.1  XQ3.1

関数 altova:type は XML ドキュメントの要素または属性ノードを送信しノードの型情報を PSVI から返します。

メモ:   スキーマが参照可能になるために XML ドキュメントはスキーマ宣言を持つ必要があります。

サンプル

· for $element in //Email 

let $type := altova:type($element) 

return $type

 はノードの型情報を含む関数を返します。

· for $element in //Email 

let $type := altova:type($element) 

return $type ("kind")
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 はノードの型のコンポーネント (単純型または複合型) を取りコンポーネントの kind property の値を返します。

コンポーネントとそのプロパティ

 

Assertion

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Assertion"

test XPath プロパティレコード

Attribute Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Declaration"

name 文字列 属性のローカル名

target namespace 文字列 属性の名前空間 URI

type definition Simple Type または Complex Type

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": "global" or "local", "parent":

the containing Complex Type or

Attribute Group)

value constraint 存在する場合、プロパティを持つ関数 ("class":

"Value Constraint"、 "variety":  "fixed" また

は "default",  "value":  atomic value,

"lexical form":  string。 "value" プロパティは

namespace-sensitive 型のために使用するこ

とはできないことに注意してください。

inheritable ブール値

Attribute Group Declaration

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Group Definition"

name 文字列 属性グループのローカル名

target namespace 文字列 属性グループの名前空間 URI

attribute uses (Attribute Use) のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

Attribute Use

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Attribute Use"

required ブール値 属性が必要な場合は true 、任意の場

合は false
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value constraint Attribute Declaration を参照

inheritable ブール値

Attribute Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")

Complex Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

base type definition Complex Type Definition

final 文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

context 空のシーケンス (not implemented)

derivation method 文字列 ("restriction"|"extension")

abstract ブール値

attribute uses Attribute Use のシーケンス

attribute wildcard 任意の属性のワイルドカード

content type プロパティを持つ関数:  ("class":"Content

Type", "variety":string ("element-

only"|"empty"|"mixed"|"simple"), particle:

optional Particle, "open content":

function with properties ("class":"Open

Content", "mode": string

("interleave"|"suffix"), "wildcard":

Wildcard), "simple type definition":

Simple Type)

prohibited

substitutions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

assertions アサーションのシーケンス

Element Declaration
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プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Complex Type"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

type definition Simple Type または Complex Type

type table プロパティを持つ関数 ("class":"Type Table",

"alternatives": sequence of Type

Alternative, "default type definition":

Simple Type or Complex Type)

scope プロパティを持つ関数 ("class":"Scope",

"variety": ("global"|"local"), "parent":

optional Complex Type)

value constraint Attribute Declaration を参照

nillable ブール値

identity-constraint

definitions

Identity Constraint のシーケンス

substitution group

affiliations

E lement Declaration のシーケンス

substitution group

exclusions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension")

disallowed

substitutions

文字列のシーケンス

("restriction"|"extension"|"substitution")

abstract ブール値

Element Wildcard

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Wildcard"

namespace constraint プロパティを持つ関数 ("class":  "Namespace

Constraint", "variety":

"any"|"enumeration"|"not",

"namespaces": sequence of xs:anyURI,

"disallowed names": list containing

QNames and/or the strings "defined"

and "definedSiblings"

process contents 文字列 ("strict"|"lax"|"skip")

Facet

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 ファセットの名前、例えば、 "minLength"

または "enumeration"

value ファセットによる ファセットの値

fixed ブール値
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typed-value ファセットの列挙のみ、

Array(xs:anyAtomicType

列挙値を含む配列。それぞれがアトミック値

のシーケンスである場合があります。 (メモ:

列挙ファセットに関しては、実際の型にかか

わらず "value" 値プロパティは文字列のシ

ーケンスです)

Identity Constraint

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Identity-Constraint Definition"

name 文字列 制約のローカル名

target namespace 文字列 制約の名前空間 URI

identity-constraint

category

文字列 ("key"|"unique"|"keyRef")

selector XPath プロパティレコード

fields XPath プロパティレコード のシーケンス

referenced key (keyRef のためのみ):  Identity Constraint 対応するキー制約

Model Group

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group"

compositor 文字列 ("sequence"|"choice"|"all")

particles Particle のシーケンス

Model Group Definition

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Model Group Definition"

name 文字列 モデルグループのローカル名

target namespace 文字列 モデルグループの名前空間 URI 

model group Model Group

Notation

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Notation Declaration"

name 文字列 表記のローカル名

target namespace 文字列 表記の名前空間 URI

system identifier anyURI

public identifier 文字列

Particle
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プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Particle"

min occurs 整数

max occurs 整数または文字列("unbounded")

term Element Declaration、Element Wildcard、

または ModelGroup

Simple Type

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Simple Type Definition"

name 文字列 (匿名の場合は空)型のローカル名 

target namespace 文字列 (匿名の場合は空)型の名前空間 URI 

final 文字列のシーケンス

("restriction"|"extension"|"list"|"union")

context 含まれるコンポーネント

base type definition Simple Type

facets Sequence of Facet

fundamental facets (実装されていない)空のシーケンス

variety 文字列 ("atomic"|"list"|"union")

primitive type

definition

Simple Type

item type definition (リスト型のみのための) Simple Type

member type

definitions

(ユニオン型のための) Simple Type のシーケンス

Type Alternative

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

kind 文字列 "Type Alternative"

test XPath プロパティレコード

type definition Simple Type または Complex Type

XPath Property Record

プロパティ名 プロパティ型 プロパティ値

namespace bindings プロパティを持つ関数のシーケンス ("prefix":

string, "namespace": anyURI)

default namespace anyURI

base URI anyURI XPath 式の静的ベース URI 

expression 文字列 文字列としての XPath 式
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12.2.1.7  XPath/XQuery 関数: シーケンス

Altova のシーケンス拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻データ型で保存さ

れているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath 3.0 および XQuery 3.0 エンジン

で使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用することができます。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

attributes [altova:]

altova:attributes(AttributeName as xs:string) を attribute()* とする  XP3.1  XQ3.1

入力引数 AttributeName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字と小文字を区

別し、 attribute:: 軸に対して行われます。これは、コンテキストノードが親要素ノードである必要があることを意味します。 

サンプル

· altova:attributes("MyAttribute") は MyAttribute()*  を返します。

altova:attributes(AttributeName as xs:string, SearchOptions as xs:string)

asattribute()*  XP3.1  XQ3.1

入力引数 AttributeName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字と小文字を区

別し、 attribute:: 軸に対して行われます。コンテキストノードが親要素ノードである必要があります。第 2 引数はオプションのフ

ラッグを含みます。使用することのできるフラッグは以下の通りです:  

r = 正規表現検索を切り替えます; AttributeName は正規表現検索文字列である必要があります;

f = このオプションが指定されている場合、 AttributeName は完全一致を提供します。それ以外の場合は、

AttributeName は属性名に部分的に一致するとその属性を返します。例えば:   f が指定されていない場合、 MyAtt は

MyAttribute を返します。

i = 大文字と小文字を一致させる検索に切り替えます。

p = 検索に名前空間プレフィックスを含みます。 AttributeName は、名前空間プレフィックスを含みます。例えば:

altova:MyAttribute。

フラッグは順序に関わりなく書き込むことができます。無効なフラッグはエラーを生成します。1つまたは複数のフラッグを省略することがで

きます。空の文字列は許可されていますが、引数を1つしか持たない関数と同じ効果を持ちます(前の署名)、ですが、空のシーケンス

は第 2 の引数としては許可されていません。

サンプル

· altova:attributes("MyAttribute", "rfip") は MyAttribute()* を返します。  
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· altova:attributes("MyAttribute", "pri") は MyAttribute()* を返します。  

· altova:attributes("MyAtt", "rip") は MyAttribute()* を返します。  

· altova:attributes("MyAttributes", "rfip") は不一致を返します。 

· altova:attributes("MyAttribute", "") は MyAttribute()* を返します。  

· altova:attributes("MyAttribute", "Rip") 認識されないフラッグエラーを返します。

· altova:attributes("MyAttribute", ) 見つからない第 2 引数を返します。

elements [altova:]

altova:elements(ElementName as xs:string) を element()* とする  XP3.1  XQ3.1

入力引数 ElementName で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての要素を返します。検索は大文字と小文字を区別して

child:: 軸に対して実行されます。コンテキストノードは、検索される要素の親ノードである必要があります。 

サンプル

· altova:elements("MyElement") は MyElement()* を返します。 

altova:elements(ElementName as xs:string, SearchOptions as xs:string) aselement()* 

XP3.1  XQ3.1

入力引数 ElementName 内で与えられた名前と同じローカル名を持つすべての属性を返します。検索は大文字と小文字を区別

し、 child:: 軸に対して行われます。コンテキストノードが親要素ノードである必要があります。第 2 引数はオプションのフラッグを含

みます。使用することのできるフラッグは以下の通りです:  

r = 正規表現検索を切り替えます; ElementName は正規表現検索文字列である必要があります;

f = このオプションが指定されている場合、 ElementName は完全一致を提供します。それ以外の場合は、 ElementName は

属性名に部分的に一致するとその属性を返します。例えば:   f が指定されていない場合、 MyElem は MyElement を返します。

i = 大文字と小文字を一致させる検索に切り替えます。

p = 検索に名前空間プレフィックスを含みます。 ElementName は、名前空間プレフィックスを含みます。例えば:

altova:MyElement。

フラッグは順序に関わりなく書き込むことができます。無効なフラッグはエラーを生成します。1つまたは複数のフラッグを省略することがで

きます。空の文字列は許可されていますが、引数を1つしか持たない関数と同じ効果を持ちます(前の署名)、ですが、空のシーケンス

は第 2 の引数としては許可されていません。

サンプル

· altova:elements("MyElement", "rip") は MyElement()* を返します。  

· altova:elements("MyElement", "pri") は MyElement()* を返します。  

· altova:elements("MyElement", "") は MyElement()* を返します。  

· altova:attributes("MyElem", "rip") は MyElement()* を返します。  

· altova:attributes("MyElements", "rfip") 不一致を課ｗします。 

· altova:elements("MyElement", "Rip") 認識されないフラッグエラーを返します。

· altova:elements("MyElement", ) 見つからない第 2 引数を返します。

find-first [altova:]

altova:find-first((Sequence as item()*), (Condition( Sequence-Item as xs:boolean)) を

item()? とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は 2 つの引数を必要とします。最初の引数は 1 つ、または 1 つ以上のデータ型のアイテムのシーケンスです。第 2 の引数

Condition は、( 1 のアリティを持つ) 1 つの引数 を必要とし、boolean を返す XPath 関数に対する参照です。

Condition で参照された関数の代わりに、 Sequence の各アイテムが提出されます。(注意:  この関数は 1 つの引数のみを必要

とします。)　Condition 内の関数に true()と評価させる最初の  Sequence アイテムは、altova:find-first、 反復の

終了の結果として返されます。

サンプル
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· altova:find-first(5 to 10, function($a) {$a mod 2 = 0}) は xs:integer 6 を返します。 

Condition 引数は、 $a という名のインライン関数を宣言し、定義します。 XPath 3.0 インライン関数 function()を

参照します。altova: Sequence  引数内の各アイテムでは、 find-first がパスされ、 代わりに、 $a を入力値としま

す。入力値は関数定義($a mod 2 = 0)内の条件に対してテストされます。この条件を満たす最初の入力値が

altova:find-first (この場合は 6) の結果として返されます。 

· altova:find-first((1 to 10), (function($a) {$a+3=7})) は xs:integer 4 を返します。 

更なるサンプル

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在する場合:  

· altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) は xs:string C:

\Temp\Customers.xml を返します。 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html が存在する場合:  

· altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) は xs:string

http://www.altova.com/index.html を返します。 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html も存在しない場合

: 

· altova:find-first( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) 結果無しを返します。

上のサンプルについての注意点

· XPath 3.0 関数 doc-available は URI として使用され、ドキュメントノードが提出された URI で検出される場合

true を返する単一の引数を必要とします。 (ですから、提出された URI でのドキュメントは XML ドキュメントである必

要があります。)

· doc-available 関数は、altova:find-first の第 2 引数である、Condition で使用することができます。

これは、 1 つの引数  (アリティ=1) のみを必要とするからであり、item()を入力( URI として使用される文字列) とし

て、 boolean の値を返すからです。

· doc-available 関数は、参照されているだけで、呼び出されていない点に注意してください。アタッチされている #1 サ

フィックスは関数が 1 つのアリティであることを表示するためです。 doc-available#1 の意味は以下のとおりです:  アリ

ティ=1　を持つ　doc-availabe() 関数を使用し、最初のシーケンスの各アイテムの代わりに,単一引数としてパスします。

 この結果、　2 つの文字列の各自つは、文字列をURIとして使用し、URIにドキュメントノードが存在するかテストする

doc-available()にパスされます。1 つが各当する場合、 doc-available() 関数は true() を評価し、シー

ケンス内のその文字列のインデックス　ポジションは、  altova:find-first 関数の結果として返されます。 doc-

available() 関数に関しての注意点:  相対パスは、デフォルトで関数がロードされる XML ドキュメントの現在のベース

URI に対して相対的に解決されます。

find-first-combination [altova:]

altova:find-first-combination((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*),

(Condition( Seq-01-Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を item()* とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は 3 つの引数を必要とします:
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· 最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02,  は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

· 第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関数に対しての

参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせ(各シーケンスからの１つずつにアイテムで構成されるペア)で、 Condition

内の関数の引数としてパスされました。組み合わせは以下のように指定されています。

If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn

And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn

Then (X1 Y1), (X1 Y2), (X1 Y3) ... (X1 Yn), (X2 Y1), (X2 Y2) ... (Xn Yn)

Condition 関数に true() と評価するように指示する最初のペアはaltova:find-first-combination の結果として

返されます。以下の点に注意してください:  (i) Condition 関数が提出された引数ペア内で繰り返され、 true()を評価しない場

合、 altova:find-first-combination は、結果を返しません; (ii) altova:find-first-combination の結果

が常に(データ型の)アイテムのペアである場合またはアイテムでない場合。

サンプル

· altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b =

32}) は xs:integers (11, 21)  のシーケンスを返します。 

· altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b =

33}) は xs:integers (11, 22)  のシーケンを返します。

· altova:find-first-combination(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b =

34}) は  xs:integers (11, 23)  のシーケンを返します。

find-first-pair [altova:]

altova:find-first-pair((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*), (Condition( Seq-01-

Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を item()* とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は 3 つの引数を必要とします:

· 最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02,  は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

· 第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関数に対しての

参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせで、 Condition 内の関数の引数としてパスされました。組み合わせは以

下のように指定されています。

If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn

And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn

Then (X1 Y1), (X2 Y2), (X3 Y3) ... (Xn Yn)

Condition 関数に true() と評価するように指示する最初のペアはaltova:find-first-pair の結果として返されま

す。以下の点に注意してください:  (i) Condition 関数が提出された引数ペア内で繰り返され、 true()を評価しない場合、

altova:find-first-pair は、結果を返しません; (ii) altova:find-first-combination の結果が常に (データ

型の) アイテムのペアである場合またはアイテムでない場合。

サンプル 

· altova:find-first-pair(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b = 32}) は

xs:integers (11, 21)  のシーケンスを返します。  

· altova:find-first-pair(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b = 33}) は結果

無しを返します。

上の 2 つのサンプルに表示される通り、ペアの順序は以下の通りです:  (11, 21) (12, 22) (13, 23)...(20,
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30) 。( 33 を返す指示されたペアがないため) この理由で第 2 のサンプルは 結果無しを返します。

find-first-pair-pos [altova:]

altova:find-first-pair-pos((Seq-01 as item()*), (Seq-02 as item()*), (Condition( Seq-

01-Item, Seq-02-Item as xs:boolean)) を xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は 3 つの引数を必要とします:

· 最初の 2 つの引数 Seq-01 と Seq-02,  は、1 つまたは1 つ以上のデータ型のアイテムです。

· 第 3 の引数 Condition は、(2 のアリティを持つ) 2 つの引数を必要とし、 boolean を返す XPath 関数に対しての

参照です。

Seq-01 と Seq-02 のアイテムは指定された組み合わせで、 Condition 内の関数の引数としてパスされました。組み合わせは以

下のように指定されています。

If   Seq-01 = X1, X2, X3 ... Xn

And  Seq-02 = Y1, Y2, Y3 ... Yn

Then (X1 Y1), (X2 Y2), (X3 Y3) ... (Xn Yn)

 Condition 関数に true()を評価させる、最初に指示されたペアのインデックス ポジションは、は altova:find-first-

pair-pos の結果として返されます。関数が提出された引数ペア内で繰り返され、 true()を一度も評価しない場合、

altova:find-first-pair-pos  結果無しが返します。

サンプル 

· altova:find-first-pair-pos(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b = 32}) は

1 を返します

· altova:find-first-pair-pos(11 to 20, 21 to 30, function($a, $b) {$a+$b = 33})

 は結果無しを返します。

上の 2 つのサンプルに表示される通り、ペアの順序は以下の通りです:  (11, 21) (12, 22) (13, 23)...(20,

30)。最初のサンプルでは、最初のペアは Condition 関数に true()を評価させ、シーケンス内のインデックス ポジションに

は 1 が返されます。第 2 のサンプルでは、 33 を返すペアがないため、結果無しが返します。 

find-first-pos [altova:]

altova:find-first-pos((Sequence as item()*), (Condition( Sequence-Item as

xs:boolean)) を xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は 2 つの引数を必要とします。最初の引数は 1 つ、または 1 つ以上のデータ型のアイテムのシーケンスです。第 2 の引数

Condition は、( 1 のアリティを持つ) 1 つの引数 を必要とし、boolean を返す XPath 関数に対する参照です。

Condition で参照された関数の代わりに、 Sequence の各アイテムが提出されます。(注意:  この関数は 1 つの引数のみを必要

とします。) Condition 内の関数に true()と評価させる最初の  Sequence アイテムは、 altova:find-first-pos の

結果として返された Sequence 内インデックス ポジションを持ちます。

サンプル

· altova:find-first-pos(5 to 10, function($a) {$a mod 2 = 0}) は xs:integer 2 を返し

ます。 

Condition 引数は、 $a という名のインライン関数を宣言し、定義します。 XPath 3.0 インライン関数 function()を

参照します。  Sequence  引数内の各アイテムでは、 find-first-pos  がパスされ、 代わりに、 $a を入力値としま

す。入力値は関数定義($a mod 2 = 0)内の条件に対してテストされます。この条件を満たす最初の入力値が

altova:find-first-pos ( (シーケンス内で)条件を満たす最初の値である 6 がシーケンスのインでクス位置 2 にあるた

めこの場合は 2、) の結果として返されます。 
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· altova:find-first-pos((2 to 10), (function($a) {$a+3=7})) は xs:integer 3 を返しま

す。

更なるサンプル

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在する場合:  

· altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) は 1   を返します。

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html が存在する場合:  

· altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) は 2  を返します。 

ファイル C:\Temp\Customers.xml が存在せず、 http://www.altova.com/index.html も存在しない場合

: 

· altova:find-first-pos( ("C:\Temp\Customers.xml",

"http://www.altova.com/index.html"), (doc-available#1) ) 結果無しを返します。

上のサンプルについての注意点

· XPath 3.0 関数 doc-available は URI として使用され、ドキュメントノードが提出された URI で検出される場合

true を返する単一の引数を必要とします。 (ですから、提出された URI でのドキュメントは XML ドキュメントである必

要があります。)

· doc-available 関数は、altova:find-first-pos の第 2 引数である、Condition で使用することができ

ます。これは、 1 つの引数  (アリティ=1) のみを必要とするからであり、item()を入力( URI として使用される文字列)

として、 boolean の値を返すからです。

· doc-available 関数は、参照されているだけで、呼び出されていない点に注意してください。アタッチされている #1 サ

フィックスは関数が 1 つのアリティであることを表示するためです。 doc-available#1 の意味は以下のとおりです:  アリ

ティ=1　を持つ　doc-availabe() 関数を使用し、最初のシーケンスの各アイテムの代わりに,単一引数としてパスします。

 この結果、　2 つの文字列の各自つは、文字列をURIとして使用し、URIにドキュメントノードが存在するかテストする

doc-available()にパスされます。1 つが各当する場合、 doc-available() 関数は true() を評価し、シー

ケンス内のその文字列のインデックス　ポジションは、  altova:find-first-pos 関数の結果として返されます。

doc-available() 関数に関しての注意点:  相対パスは、デフォルトで関数がロードされる XML ドキュメントの現在のベー

ス URI に対して相対的に解決されます。

for-each-attribute-pair [altova:]

altova:for-each-attribute-pair(Seq1 as element()?, Seq2 as element()?, Function as

function()) asitem()*  XP3.1  XQ3.1

ペアの一つの属性が最初の要素を取得し、もう一つの属性が2番目の要素から取得された箇所で、最初の2つの引数は、2つの要

素、および、属性ペアを作成するために使用された属性を識別します。要素ペアは同じ名前を持つことをベースに選択され、ペアは(名

前別に) アルファベット順にセットに並べ替えられます。 属性のために他の要素上に対応する属性が存在しない場合、ペアのジョイント

は解除されます。これは、一つのメンバーにより飲み構成されることを意味します。関数アイテム (3番目の引数 Function) はアイテ

ムのシーケンスである出力であるペアのシーケンス内のペア (ジョイント、ジョイントの解除) に個別に適用されます。

サンプル

· altova:for-each-attribute-pair(/Example/Test-A, /Example/Test-B, function($a,

$b){$a+b}) は以下 を返します。 . . .
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   (2, 4, 6) if 

   <Test-A att1="1" att2="2" att3="3" />

   <Test-B att1="1" att2="2" att3="3" />

   (2, 4, 6) if 

   <Test-A att2="2" att1="1" att3="3" />

   <Test-B att3="3" att2="2" att1="1" />

   (2, 6) if 

   <Test-A att4="4" att1="1" att3="3" />

   <Test-B att3="3" att2="2" att1="1" />

      メモ: 結果 (2, 6) は次のアクションにより取得されます:  (1+1, ()+2, 3+3, 4+()) 。演算子の一つが空

のシーケンスの場合、アイテム 2 と 4 の場合同様、結果は空のシーケンスになります。

· altova:for-each-attribute-pair(/Example/Test-A, /Example/Test-B, concat#2) は以下

を返します。 

   (11, 22, 33) if 

   <Test-A att1="1" att2="2" att3="3" />

   <Test-B att1="1" att2="2" att3="3" />

   (11, 2, 33, 4) if 

   <Test-A att4="4" att1="1" att3="3" />

   <Test-B att3="3" att2="2" att1="1" />

for-each-combination [altova:]

altova:for-each-combination(FirstSequence as item()*, SecondSequence as item()*,

function($i,$j){$i || $j} ) を item()* とする  XP3.1  XQ3.1

第 3 の引数として与えられた、インライン関数を返します。FirstSequence 内の各 $i を SecondSequence内の各 $j と結

合します。出力はこれらのアイテムのシーケンスです。

サンプル

· altova:for-each-combination( ('a', 'b', 'c'), ('1', '2', '3'), function($i, $j)

{$i || $j} ) は ('a1', 'a2', 'a3', 'b1', 'b2', 'b3', 'c1', 'c2', 'c3') を返します。  

for-each-combination [altova:]

altova:for-each-combination(FirstSequence as item()*, SecondSequence as item()*,

Function($i,$j){$i || $j} ) asitem()*  XP3.1  XQ3.1

最初の2つの引数内の2つのシーケンスのアイテムは最初のシーケンスの各アイテムが2番目のシーケンスになるように結合されるように結

合されます。3番目の引数として与えられる関数は結果のシーケンス内の組み合わせに適用され、アイテムのシーケンスである出力内で

出力されます  (サンプル参照)。

サンプル

· altova:for-each-combination( ('a', 'b', 'c'), ('1', '2', '3'), function($i, $j)

{$i || $j} ) は  ('a1', 'a2', 'a3', 'b1', 'b2', 'b3', 'c1', 'c2', 'c3')  を返します。
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substitute-empty [altova:]

altova:substitute-empty(FirstSequence as item()*, SecondSequence as item()) を item()*

とする  XP3.1  XQ3.1

FirstSequence が空の場合、 SecondSequence を返します。FirstSequence が空でない場合、 FirstSequence

を返します。

サンプル

· altova:substitute-empty( (1,2,3), (4,5,6) ) は (1,2,3) を返します。 

· altova:substitute-empty( (), (4,5,6) ) は (4,5,6) を返します。

12.2.1.8  XPath/XQuery 関数: 文字列

Altova の文字列拡張関数は XPath と XQuery 式で使用することができ、XML スキーマの異なる日付および時刻データ型で保存され

ているデータを処理するための追加機能を提供します。 このセクションの関数は、Altova の XPath 3.0 および XQuery 3.0 エンジンで

使用することができます。これらの関数は、XPath/XQuery コンテキストで使用することができます。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

camel-case [altova:]

altova:camel-case(InputString as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

入力文字列を InputString をキャメルケースで返します。文字列は(空白スペースのショートカットである) 正規表現 '\s' を使

用して分析されます。空白文字または連続する空白文字のシーケンスの後の最初の非空白スペース文字は大文字です。 出力文字

列の最初の文字は大文字です。 

サンプル

· altova:camel-case("max")  Max を返します。

· altova:camel-case("max max")  Max Max を返します。

· altova:camel-case("file01.xml")  File01.xml を返します。 

· altova:camel-case("file01.xml file02.xml")  File01.xml File02.xml  を返します。

· altova:camel-case("file01.xml   file02.xml")  File01.xml   File02.xml を返します。 

· altova:camel-case("file01.xml -file02.xml")  File01.xml -file02.xml  を返します。

altova:camel-case(InputString as xs:string, SplitChars as xs:string, IsRegex as

xs:boolean) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

 SplitChars を使用して、次の大文字をトリガーする文字を決定し、入力文字列を InputString キャメルケースに変換しま
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す。  SplitChars は、 IsRegex = true()の場合、または、IsRegex = false()の場合、プレーン文字は正規表現と

して使用されます。出力文字列の最初の文字は大文字です。 

サンプル

· altova:camel-case("setname getname", "set|get", true()) setName getName  を返しま

す。

· altova:camel-case("altova\documents\testcases", "\", false()) 

Altova\Documents\Testcases を返します。

char [altova:]

altova:char(Position as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

xs:string.Position  に対してのコンテキストアイテムの値を変換することにより得られた文字列内の Position 引数により指

定されたポジションにある文字を含む文字列を返します。引数により提出されたインデックスに文字が存在しない場合、結果文字列は

空です。

サンプル

コンテキスト アイテムが 1234ABCD の場合:  

· altova:char(2) は 2 を返します。 

· altova:char(5) は A を返します。 

· altova:char(9) は空の文字列を返します。

· altova:char(-2) は空の文字列を返します。

altova:char(InputString as xs:string, Position as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1 

XQ3.1

 引数として提出された文字列内の Position 引数により指定されたポジションでの文字を含む文字列を返します。 Position

 引数により提出されたインデックスに文字が存在しない場合、結果文字列は空です。

サンプル

· altova:char("2014-01-15", 5) は - を返します。 

· altova:char("USA", 1) は U を返します。 

· altova:char("USA", 10) は空の文字列を返します。

· altova:char("USA", -2) は空の文字列を返します。

create-hash-from-string[altova:]

altova:create-hash-from-string(InputString as xs:string) asxs:string     XP2  XQ1  XP3.1 

XQ3.1

altova:create-hash-from-string(InputString as xs:string, HashAlgo as xs:string)

asxs:string     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

HashAlgo 引数により指定されているハッシュアルゴリズムを使用して InputString からハッシュ文字列を生成します。次のハッ

シュアルゴリズムは (大文字、または、小文字で)指定されている可能性があります:  MD5, SHA-224, SHA-256, SHA-384,

SHA-512。 (最初の署名を参照してください)　2番目の引数が指定されていない場合、 SHA-256 ハッシュアルゴリズムが使用され

ます。

サンプル

· altova:create-hash-from-string('abc') は SHA-256  ハッシュアルゴリズムを使用して生成されたハッシュ

文字列 を返します。 

· altova:create-hash-from-string('abc', 'md5') は MD5 ハッシュアルゴリズムを使用して生成されたハッ

シュ文字列  を返します。 

· altova:create-hash-from-string('abc', 'MD5') は  MD5 ハッシュアルゴリズムを使用して生成された
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ハッシュ文字列 を返します。 

first-chars [altova:]

altova:first-chars(X-Number as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

xs:string に対するコンテキストアイテムの値を変換することにより得られた最初の X-Number 文字を含む文字列を返します。

サンプル

コンテキストアイテムが 1234ABCD の場合:  

· altova:first-chars(2) は 12 を返します。  

· altova:first-chars(5) は 1234A を返します。  

· altova:first-chars(9) は 1234ABCD を返します。 

altova:first-chars(InputString as xs:string, X-Number as xs:integer) を xs:string とする 

XP3.1  XQ3.1

 InputString 引数として提出された文字列の最初の文字を含む文字列を返します。

サンプル

· altova:first-chars("2014-01-15", 5) は 2014- を返します。  

· altova:first-chars("USA", 1) は U を返します。  

format-string [altova:]

altova:format-string(InputString as xs:string, FormatSequence as item()*) asxs:string

 XP3.1  XQ3.1

入力文字列 (最初の引数) には、配置パラメーター (%1, %2,  etc) が含まれています。各パラメーターは、 (2番目の引数として提出

されている)フォーマットシーケンス内の対応するポジションでロケートされる文字列アイテムと置き換えられます。フォーマットシーケンス内

の最初のアイテムは、配置パラメーター %1 を置換、二番目のアイテムは %2 を置き換えます。関数は、書式設定された代替を持つ文

字列を返します。 配置パラメーターに文字列が存在しない場合は、配置パラメーターが返されます。これは、配置パラメーターのインデッ

クスが書式シーケンス内のアイテムの数よりも大きい場合発生します。 

サンプル

· altova:format-string('Hello %1, %2, %3', ('Jane','John','Joe')) は  "Hello Jane,

John, Joe"  を返します。

· altova:format-string('Hello %1, %2, %3', ('Jane','John','Joe', 'Tom')) は "Hello

Jane, John, Joe" を返します。 

· altova:format-string('Hello %1, %2, %4', ('Jane','John','Joe', 'Tom')) は  "Hello

Jane, John, Tom" を返します。

· altova:format-string('Hello %1, %2, %4', ('Jane','John','Joe')) は  "Hello Jane,

John, %4" を返します。

last-chars [altova:]

altova:last-chars(X-Number as xs:integer) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

x s : s t r i ng  に対してのコンテキストアイテムの値の変換より取得された文字列の最後の X-Number  文字を含んでいる文字列を返し

ます。

サンプル

コンテキストアイテムが 1234ABCD の場合:  
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· altova:last-chars(2) は CD を返します。 

· altova:last-chars(5) は 4ABCD を返します。 

· altova:last-chars(9) は 1234ABCD を返します。

altova:last-chars(InputString as xs:string, X-Number as xs:integer) asxs:string とする 

XP3.1  XQ3.1

引数として提出された文字列の最後の X-Number  文字を含んでいる文字列を返します。

サンプル

· altova:last-chars("2014-01-15", 5) は 01-15 を返します。 

· altova:last-chars("USA", 10) は USA を返します。 

pad-string-left [altova:]

altova:pad-string-left(StringToPad as xs:string, StringLength as xs:integer,

PadCharacter as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

PadCharacter 引数は１文字です。文字列の左側にバッドされ、この数が、 StringLength 引数の整数の値と等しくなるよう

にStringToPad の文字の数を増やします。StringLength 引数は任意の整数の値 (正数または負数) を持つことができます

が、パディングは、StringLength の値が StringToPad 内の文字数よりも多い場合の場合のみ発生します。もし、

StringToPad  が StringLength の値よりも多くの文字数も持つ場合、 StringToPad は変更されません。

サンプル

· altova:pad-string-left('AP', 1, 'Z') は 'AP' を返します。 

· altova:pad-string-left('AP', 2, 'Z') は 'AP' を返します。

· altova:pad-string-left('AP', 3, 'Z') は 'ZAP' を返します。

· altova:pad-string-left('AP', 4, 'Z') は 'ZZAP' を返します。

· altova:pad-string-left('AP', -3, 'Z') は 'AP' を返します。

· altova:pad-string-left('AP', 3, 'YZ')は [パッド文字が長すぎます] エラーを返します。

pad-string-right [altova:]

altova:pad-string-right(StringToPad as xs:string, StringLength as xs:integer,

PadCharacter as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

PadCharacter 引数は１文字です。文字列の右側にバッドされ、この数が、 StringLength 引数の整数の値と等しくなるよう

にStringToPad の文字の数を増やします。StringLength 引数は任意の整数の値 (正数または負数) を持つことができます

が、パディングは、StringLength の値が StringToPad 内の文字数よりも多い場合の場合のみ発生します。もし、

StringToPad  が StringLength の値よりも多くの文字数も持つ場合、 StringToPad は変更されません。

サンプル

· altova:pad-string-right('AP', 1, 'Z') を 'AP' を返します。 

· altova:pad-string-right('AP', 2, 'Z') を 'AP' を返します。

· altova:pad-string-right('AP', 3, 'Z') を 'APZ' を返します。

· altova:pad-string-right('AP', 4, 'Z') を 'APZZ' を返します。

· altova:pad-string-right('AP', -3, 'Z') を 'AP' を返します。

· altova:pad-string-right('AP', 3, 'YZ') は [パッド文字が長すぎます] エラーを返します。

repeat-string [altova:]

altova:repeat-string(InputString as xs:string, Repeats as xs:integer) を xs:string とする 
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   XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

最初の InputString引数により構成される文字列、 Repeats 回繰り返してを生成します。

サンプル

· altova:repeat-string("Altova #", 3) は "Altova #Altova #Altova #" を返します。

substring-after-last [altova:]

altova:substring-after-last(MainString as xs:string, CheckString as xs:string) を

xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

CheckString が MainString 内で検出された場合、 MainString 内の CheckString が発生した後のサブ文字列が

返されます。MainString 内で CheckString が検出されない場合、空の文字列が返されます。CheckString が空の文

字列の場合、 MainString 全体が返されます。一度以上発生する場合、CheckSt r i ng  の最後の発生の後の サブ文字列が

返されます。

サンプル

· altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'B') は 'CDEFGH'  を返します。

· altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'BC') は 'DEFGH' を返します。

· altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'BD') は '' を返します。

· altova:substring-after-last('ABCDEFGH', 'Z') は '' を返します。

· altova:substring-after-last('ABCDEFGH', '') は 'ABCDEFGH' を返します。

· altova:substring-after-last('ABCD-ABCD', 'B') は 'CD'  を返します。 

· altova:substring-after-last('ABCD-ABCD-ABCD', 'BCD') は '' を返します。  

substring-before-last [altova:]

altova:substring-before-last(MainString as xs:string, CheckString as xs:string) を

xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

CheckString が MainString 内で検出された場合、 MainString 内の CheckString が発生する前のサブ文字列が

返されます。MainString 内でCheckString が一度以上発生する場合、CheckSt r i ng  の最後の発生の前の サブ文字列

が返されます。

サンプル

· altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'B') は 'A' を返します。 

· altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'BC') は 'A' を返します。

· altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'BD') は '' を返します。

· altova:substring-before-last('ABCDEFGH', 'Z') は '' を返します。

· altova:substring-before-last('ABCDEFGH', '') は '' を返します。

· altova:substring-before-last('ABCD-ABCD', 'B') は 'ABCD-A' を返します。 

· altova:substring-before-last('ABCD-ABCD-ABCD', 'ABCD') は 'ABCD-ABCD-' を返します。  

substring-pos [altova:]

altova:substring-pos(StringToCheck as xs:string, StringToFind as xs:string) を

xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

StringToCheck 内での StringToFind の最初の発生の文字位置を整数として返します。StringToCheck の最初の文

字は、位置 1 にあります。 StringToFind が StringToCheck 内で発生しない場合、整数 0 が返されます。第 2 またはそ

の後の StringToCheck,  発生を確認するには、この関数の次の署名を確認してください。

サンプル

· altova:substring-pos('Altova', 'to') は  3 を返します。
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· altova:substring-pos('Altova', 'tov') は 3 を返します。

· altova:substring-pos('Altova', 'tv') は 0 を返します。

· altova:substring-pos('AltovaAltova', 'to') は 3 を返します。

altova:substring-pos(StringToCheck as xs:string, StringToFind as xs:string, Integer

as xs:integer) を xs:integer とする  XP3.1  XQ3.1

StringToCheck 内での StringToFind の最初の発生の文字位置を返します。Integer 引数により与えられた、文字位置

から StringToFind の検索が開始されます。この位置の前の文字サブ文字列は検索されません。しかし、返された整数は、全体

文字列 StringToCheck の検索された文字列の位置です。この署名は、StringToCheck 内で複数回発生する、第 2 また

は後の発生を検索する際に役に立ちます。  StringToFind が StringToCheck 内で発生しない場合、整数 0 が返されま

す。 

サンプル

· altova:substring-pos('Altova', 'to', 1) は 3 を返します。

· altova:substring-pos('Altova', 'to', 3) は 3 を返します。

· altova:substring-pos('Altova', 'to', 4) は 0 を返します。 

· altova:substring-pos('Altova-Altova', 'to', 0) は 3 を返します。

· altova:substring-pos('Altova-Altova', 'to', 4) は 10 を返します。

trim-string [altova:]

altova:trim-string(InputString as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返します。

サンプル

· altova:trim-string("   Hello World   ")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string("Hello World   ")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string("   Hello World")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string("Hello World")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string("Hello   World"))は  "Hello   World" を返します。

trim-string-left [altova:]

altova:trim-string-left(InputString as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返します。

サンプル

· altova:trim-string-left("   Hello World   "))は  "Hello World   " を返します。

· altova:trim-string-left("Hello World   ")) は "Hello World   " を返します。

· altova:trim-string-left("   Hello World")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string-left("Hello World")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string-left("Hello   World")) は "Hello   World" を返します。

trim-string-right [altova:]

altova:trim-string-right(InputString as xs:string) を xs:string とする  XP3.1  XQ3.1

この関数は xs:string 引数を必要とし、先頭または後続の空白を削除し、トリミングされた xs:string を返します。

サンプル
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· altova:trim-string-right("   Hello World   "))は "   Hello World" を返します。

· altova:trim-string-right("Hello World   "))は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string-right("   Hello World")) は "   Hello World" を返します。

· altova:trim-string-right("Hello World")) は "Hello World" を返します。

· altova:trim-string-right("Hello   World"))  は"Hello   World" を返します。

12.2.1.9  XPath/XQuery 関数: その他

XPath/XQuery 拡張関数の以下の一般的な目的は現在の StyleVision バージョンでサポートされており (i) XSLT コンテキスト内の

XPath 式 または (ii) Xquery ドキュメント内の XQuery 式内で使用することができます。。

関数の名前指定と言語の適用性に関するメモ

Altova 拡張関数はXPath/XQuery 式で使用することができ、 XPath、 XQuery、および XSLT 関数の標準ライブラリで使用可能

な機能に更なる機能性を与えます。 Altova 拡張関数はAltova 拡張関数名前空間、 http://www.altova.com/xslt-

extensions に収められており、 altova:プレフィックスが、このセクションでは使用されます。製品の今後のバージョンが拡張機能への

継続的サポート、または個別の関数の振る舞いは変更する可能性があることに注意してください。 Altova 拡張機能へのサポートに関し

ては、今後のリリースのドキュメントを参照してください。 

XPath 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用 ):  

XP1  XP2  XP3.1

XSLT 関数 (XSLT 内の XPath 式で使用):  

XSLT1  XSLT2 

XSLT3

XQuery 関数 (XQuery 内の XQuery 式で使用):

XQ1  XQ3.1

decode-string [altova:]

altova:decode-string(Input as xs:base64Binary) as xs:string  XP3.1  XQ3.1

altova:decode-string(Input as xs:base64Binary, Encoding as xs:string) as xs:string 

XP3.1  XQ3.1

指定されたエンコードを使用して送信された base64Binary 入力を文字列にデコードします。エンコードが指定されていない場合

UTF-8 エンコードが使用されます。以下のエンコードがサポートされます:  US-ASCII, ISO-8859-1, UTF-16, UTF-16LE,

UTF-16BE, ISO-10646-UCS2, UTF-32, UTF-32LE, UTF-32BE, ISO-10646-UCS4

 

サンプル

· altova:decode-string($XML1/MailData/Meta/b64B) は base64Binary 入力を UTF-8 エンコード済

み文字列として返します。 

· altova:decode-string($XML1/MailData/Meta/b64B,  "UTF-8") は base64Binary 入力を UTF-

8-エンコード済み文字列として返します。

· altova:decode-string($XML1/MailData/Meta/b64B,  "ISO-8859-1") は base64Binary 入力

を ISO-8859-1 エンコード済み文字列として返します。

encode-string [altova:]

altova:encode-string(InputString as xs:string) as xs:base64Binaryinteger  XP3.1  XQ3.1

altova:encode-string(InputString as xs:string, Encoding as xs:string) as
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xs:base64Binaryinteger  XP3.1  XQ3.1

与えらえている場合指定されているエンコードを使用して送信された文字列をエンコードします。エンコードが与えられていない場合

UTF-8 エンコードが使用されます。エンコードされた文字列は base64Binary 文字に変換され、エンコードされた base64Binary

値が返されます。最初に UTF-8 エンコードがサポートされ、サポートは以下のエンコードに拡張されます:  US-ASCII, ISO-

8859-1, UTF-16, UTF-16LE, UTF-16BE, ISO-10646-UCS2, UTF-32, UTF-32LE, UTF-32BE, ISO-

10646-UCS4

 

サンプル

· altova:encode-string("Altova") は UTF-8 エンコード済み文字列 "Altova" の等価である

base64Binary を返します。 

· altova:encode-string("Altova",  "UTF-8") は UTF-8 エンコード済み文字列 "Altova" の等価であ

る base64Binary のを返します。

get-temp-folder [altova:]

altova:get-temp-folder() を xs:string とする     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

この関数は引数を必要としません。この関数は現在のユーザーの一時的なフォルダーへのパスを返します。

サンプル

· altova:get-temp-folder() は、マシーン上で、xs:string として C:

\Users\<UserName>\AppData\Local\Temp\ と類似したパスを返します。

generate-guid [altova:]

altova:generate-guid() asxs:string     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

ユニークな文字列 GUID 文字列を生成します。

サンプル

· altova:generate-guid() は(例えば) 85F971DA-17F3-4E4E-994E-99137873ACCD   を返します。 

high-res-timer [altova:]

altova:high-res-timer() asxs:double  XP3.1  XQ3.1

秒数でシステムハイれぞリューションタイマーの値を返します。ハイれぞリューションタイマーがシステム内で存在すると、必要とされる場合、

高度に正確な時間の計算を有効化します (例えば、アニメーションと正確なコード実行の時間の決定などが例として挙げられます)。こ

の関数は、システムのタイマーに精度を与えます。 

サンプル

· altova:high-res-timer() は  '1.16766146154566E6' などを返します。

parse-html [altova:]

altova:parse-html(HTMLText as xs:string) asnode()  XP3.1  XQ3.1

HTMLText 引数は、HTML ドキュメントのテキストを含む文字列です。 関数は、文字列から HTML ツリーを作成します。提供され

た文字列は、 HTML 要素を含む、または、含まない場合があります。 いずれの場合でも、ツリーのルート要素は、 HTML と名付けら

れます。 提出された文字列内の HTML コードが有効な HTMLであることを確認することが奨励されます。.

サンプル

· altova:parse-html("<html><head/><body><h1>Header</h1></body></html>") は提供された

文字列から HTML ツリーを作成します。
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sleep[altova:]

altova:sleep(Millisecs as xs:integer) asempty-sequence()     XP2  XQ1  XP3.1  XQ3.1

Millisecs により与えられるミリ秒で示される期間のための実行を延期します。

サンプル

· altova:sleep(1000) は 1000 ミリ秒のための実行を延期します。

[ [ トップ]  ]

12 .2 .2 その他の拡張関数

Java や C# などのプログラミング言語には、XPath 2.0 / XQuery 関数、または XSLT 2.0 関数として利用できない関数がいくつかあ

ります。 そのような関数の良い例として、Java で利用することのできる sin()や cos()といった数学関数があります。 XSLT スタイルシー

トや XQuery のクエリにてこれらの関数が利用できるのであれば、スタイルシートやクエリの適用範囲を大幅に拡張することができ、スタイルシ

ート作成タスクの負担が大幅に軽減されます。Altova 製品で使用されている Altova エンジン（XSLT 1.0、XSLT 2.0、XQuery 1.0）

では、Java や .NET  および MSXSL scripts for XSLTにおける拡張関数の使用がサポートされます。  このセクションでは、 拡張機

能および XSLT スタイルシート内で MSXSL スクリプト。を使用する方法について記述します。使用できる拡張関数は以下のように構成さ

れます:

· Java 拡張関数 

· .NET 拡張関数 

· XSLT に対する MSXSL スクリプト  

記述の中では特に、 (i) 関連するライブラリ内の関数がどのように呼ばれるか、(ii) 関数呼び出しを行う際に入力として使用される引数を変

換するのにどのようなルールが適用され、return により値が返される際にどのような変換ルールが適用されるのか（XSLT/XQuery データオ

ブジェクトに対する関数の結果）について説明されます。

必要条件

拡張関数のサポートを有効にするには、XSLT 変換や XQuery の実行を行うコンピューターに Java Runtime Environment （Java

関数にアクセスする場合）ならびに .NET Framework 2.0 以上（.NET 関数にアクセスする場合）がインストールされている、またはアクセ

スできる環境が整っている必要があります。

12.2.2.1  Java 拡張関数

Java 拡張関数は、XPath または XQuery 条件式にて使用することができるほか、Java のコンストラクターを呼び出したり、Java の（静

的またはインスタンス）メソッドを呼び出すことができます。

Java クラスのフィールドは、引数を持たないメソッドとして扱われます。フィールドは静的またはインスタンスとして存在することができます。フィー

ルドへのアクセス方法については、静的とインスタンスの両方について、以下のサブセクションにて記述されます。

このセクションは以下のサブセクションにより構成されます：

· Java：コンストラクター 

· Java：静的メソッドと静的フィールド 
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· Java：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド 

· データ型：XPath/XQuery から Java へ 

· データ型：Java から XPath/XQuery へ

以下の点に注意してください

· Altova デスクトップ製品を使用している場合、 Altova アプリケーションは、 Java 仮想マシンへのパスを(以下の順序で)読み取

ることにより自動的に検知しようとします :  (i) W indows レジストリ (ii) JAVA_HOME 環境変数。アプリケーションのオプションダ

イアログ内にカスタムパスを追加することもできます。 このエントリは自動的に検知された他の Java VM パス以上の優先順位を

有します。

· Altova サーバー製品が W indows マシン上で作動している場合、 Java 仮想マシンへのパスは W indows レジストリから最

初に読み取られます。成功しない場合、 JAVA_HOME 環境変数が使用されます。

· Altova サーバー製品を作動する場合、および、Linux または macOS マシン上でサーバー製品を作動する場合、Java 仮想

マシンへのパスが JAVA_HOME 環境変数内に保管されていることを確認してください。\bin\server または \bin\client

ディレクトリ内の jvm.dll ファイルを指している必要があります。

拡張関数のフォーム

XPath/XQuery 条件式における拡張関数では、 prefix:fname()の形式を取る必要があります。

·  prefix: 部により拡張関数が Java 関数として認識されます。 java:から始まる URI のスコープ内の名前空間宣言に拡

張関数を関連付けることで Java 関数であるという認識が行われます。名前空間の宣言により、例えば

xmlns:myns="java:java.lang.Math" という Java クラスが特定されます。名前空間の宣言は、（コロン無しの）

xmlns:myns="java" という形式で、Java クラスの識別子を拡張関数にある fname() 部の左型に配置することでも行うこ

とができます。

· fname() 部により、呼び出されている Ｊａｖａ メソッドが識別され、メソッドの引数が提供されます（以下の例を参照ください）。

prefix: 部にて識別された名前空間 URI が Java クラスを識別できなかった場合、Java クラスの識別はクラスの前にくる

fname() 部にて行うことになり、ピリオドによりクラスから分離されることになります（以下にある２番目の XSLT サンプルを参照）。

メモ: 呼び出されるクラスはコンピューターのクラスパス上にある必要がありあす。

XSLT サンプル

以下に静的メソッドを呼び出す２つのサンプルを示します。最初のサンプルでは、クラス名 (java.lang.Math) が名前空間 URI に加え

られており、 fname() へ加えることはできません。 2 番目のサンプルでは、 prefix: 部に java: が与えられており、 fname() 部に

てクラスとメソッドが識別されます。

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 

select="jMath:cos(3.14)" />

<xsl:value-of xmlns:jmath="java" 

select="jmath:java.lang.Math.cos(3.14)" />

拡張関数内にあるメソッド名（上の例では cos() ）は、名前付き Java クラス（上の例ではjava.lang.Math ）の public な静的メ

ソッドの名前に一致する必要があります。

XQuery サンプル

以下に XSLT のサンプルに似た XQuery のサンプルを示します:
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<cosine xmlns:jMath="java:java.lang.Math">

   {jMath:cos(3.14)}

</cosine>

ユーザー定義された Java クラス

独自の Java クラスやメソッドを作成した場合、(i) JAR ファイル（または class ファイル）を介してこれらクラスファイルへアクセスしているか、

(ii) これら（JAR または class）ファイルが、カレントディレクトリ（XSLT や XQuery ドキュメントが存在するディレクトリ）に配置されているか

により、これらクラスの呼び出し方法が変わってきます。これらファイルの特定方法については、ユーザー定義クラスファイルならびにユーザー定義

JAR ファイルを参照ください。カレントディレクトリには無いクラスファイルや JAR ファイルへのパスは指定しなければならないことに注意してくだ

さい。

メモ: StyleVision を使って SPS から生成された XSLT スタイルシートへ名前空間を加えるには、SPS がベースにしている XML ス

キーマのトップレベルにある schema 要素へ名前空間を追加する必要があります。StyleVision にて作成された全ての SPS

では、デフォルトで  xmlns:java="java"という名前空間宣言が自動的に作成されることに注意してください。

12.2.2.1.1     ユーザー定義のクラスファイル

アクセスがクラスファイルを介したものである場合、4つのケースが考えられます:

· クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められている。 (下のサンプ

ルを参照)

· クラスファイルはパッケージでは無い。XSLT または XQuery ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められている。(下のサン

プルを参照)

· クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている。 (下のサンプルを参照)

· クラスファイルはパッケージである。XSLT または XQuery ファイルがランダムな場所に収められている。 (下のサンプルを参照)

クラスファイルがパッケージではなく、XSLT または XQuery ドキュメントと同じ場所に収められているケースを考えてみましょう。この場合、フォ

ルダー内の全クラスを発見することができるため、ファイルの場所を指定する必要はありません。クラスの識別を行う構文は以下のようになりま

す：

java:classname

ここで、

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることが示されます（デフォルトでカレントディレクトリにある Java クラスがロ

ードされます）。

classname  は目的となるメソッドのクラスが含まれているクラスの名前です。

クラスが名前空間 URI にて識別され、名前空間がメソッド呼び出しにて使用されます。

クラスファイルがパッケージで、XSLT/XQuery  ファイルが Java パッケージと同じ場所に収められている

以下の例では、com.altova.extfunc パッケージにある Car クラスの getVehicleType()メソッドが呼び出されています。

com.altova.extfunc パッケージは JavaProjectという名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファイルも同じフォルダーに配置さ

れています。

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"
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xmlns:car="java:com.altova.extfunc.Car" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl fo xs"/>

<xsl:template match="/">

    <a>

   <xsl:value-of select="car:getVehicleType()"/>

   </a>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルが参照され、 XSLT/XQuery ファイルがクラスファイルと同じフォルダーに収められている

下のサンプルでは Car クラスの getVehicleType()メソッドが呼び出されます。 以下を述べることができます:  (i) Car クラスは次のフォ

ルダー内にあります:  JavaProject/com/altova/extfunc 。 (ii) このフォルダーは下のサンプルの現在のフォルダー内に存在しま

す。 XSLT ファイルもフォルダー JavaProject/com/altova/extfunc 内にあります。

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

xmlns:car="java:Car" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl fo xs"/>

<xsl:template match="/">

    <a>

   <xsl:value-of select="car:getVehicleType()"/>

   </a>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルがパッケージされXSLT/XQuery ファイルがランダムな場所に収められている

以下の例では、com.altova.extfunc  パッケージにある Car クラスの  getVehicleColor()メソッドが呼び出されています。

com.altova.extfunc パッケージは JavaProject という名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファイルが任意の場所に配置され

ています。この場合、以下のような構文でパッケージの場所をクエリ文字列として URI 内にて指定する必要があります：

java:classname[?path=uri-of-package]

ここで、

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることを表します。

uri-of-package は Java パッケージの URI です。

classname は目的のメソッドが含まれているクラス名です。

クラスは名前空間 URI により特定され、名前空間がメソッド呼び出しのプレフィックスで使用されます。以下の例ではカレントディレ

クトリ以外にあるクラスファイルへのアクセスを行うことができます。

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

xmlns:car="java:com.altova.extfunc.Car?path=file:///C:/JavaProject/" >
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<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">

    <xsl:variable name="myCar" select="car:new('red')" /> 

   <a><xsl:value-of select="car:getCarColor($myCar)"/></a>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

クラスファイルがパッケージではなく、XSLT/XQuery  ファイルがランダムな場所に収められている

以下の例では、com.altova.extfunc パッケージにある Car クラスの getCarColor()メソッドが呼び出されています。

com.altova.extfunc  パッケージは JavaProject という名前のフォルダーに置かれており、XSLT ファイルが任意の場所に配置さ

れています。以下のような構文で、クラスファイルの場所をクエリ文字列として URI 内にて指定する必要があります:

java:classname[?path=uri-of-classfile]

ここで

java: によりユーザー定義の Java 関数が呼ばれていることを表します。

uri-of-classfile は Java パッケージの URI です。

classname  は目的のメソッドが含まれているクラス名です。

クラスは名前空間 URI により特定され、名前空間はメソッド呼び出しのプレフィックスで使用されます。以下の例ではカレントディレ

クトリ以外にあるクラスファイルへのアクセスを行うことができます。

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

xmlns:car="java:Car?path=file:///C:/JavaProject/com/altova/extfunc/" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">

    <xsl:variable name="myCar" select="car:new('red')" /> 

   <a><xsl:value-of select="car:getCarColor($myCar)"/></a>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

メモ: パスが外部関数により与えられている場合、ClassLoader によりパスが追加されます。

12.2.2.1.2     ユーザー定義の JAR ファイル

JAR ファイル経由でアクセスが行われた場合、以下の構文により JAR ファイルの URI を指定する必要があります:

xmlns:classNS="java:classname?path=jar:uri-of-jarfile!/"

クラスの識別を行う名前空間 URI のプレフィックスを使用してメソッドが呼び出されます:  classNS:method()

 上の例に対する説明は以下のとおりです:

java: 関数が呼び出されていることを表します。
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classname がユーザー定義されたクラスの名前になります。

? はクラス名とパスを分離するために使用されます。

path=jar: により、JAR ファイルへのパスが与えられていることを示します。

uri-of-jarfile は JAR ファイルの URI となります。

!/ は、終了を表すデリミタとなります。

classNS:method() により、メソッドの呼び出しが行われます。

その他にも、メソッド名とともにクラス名を与えることができます。構文の例を以下に示します:

xmlns:ns1="java:docx.layout.pages?

path=jar:file:///c:/projects/docs/docx.jar!/"

ns1:main()

xmlns:ns2="java?path=jar:file:///c:/projects/docs/docx.jar!/"

ns2:docx.layout.pages.main()

以下に JAR ファイルを使った Java 拡張関数を呼び出す XSLT サンプルを記します:

<xsl:stylesheet version="2.0" 

xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

xmlns:car="java?path=jar:file:///C:/test/Car1.jar!/" >

<xsl:output exclude-result-prefixes="fn car xsl xs"/>

<xsl:template match="/">

 <xsl:variable name="myCar" select="car:Car1.new('red')" /> 

 <a><xsl:value-of select="car:Car1.getCarColor($myCar)"/></a>

</xsl:template>

<xsl:template match="car"/>

</xsl:stylesheet>

メモ : 拡張関数によりパスが与えられている場合、ClassLoader にパスが追加されます。

12.2.2.1.3     Java：コンストラクター

拡張関数を使用することで Java コンストラクターを呼び出すことができます。new() により全てのコンストラクターを呼び出すことができます。

Java コンストラクターの呼び出し結果を、黙示的に XPath/XQuery データ型へ変換できる場合、Java 拡張関数により

XPath/XQuery データ型のシーケンスが返されます。Java コンストラクターの呼び出し結果が XPath/XQuery データ型へ変換できない

場合、値を返すクラス名でラップした Java オブジェクトがコンストラクターにより作成されます。例えば、 java.util.Date クラスに対する

コンストラクターが呼び出された場合 (java.util.Date.new())、 java.util.Date  を持ったオブジェクトが返されます。返された

オブジェクトのレキシカルフォーマットは、XPath データ型のレキシカルフォーマットにマッチしない場合もあり、目的の XPath データ型に対する

レキシカルフォーマットへ値の変換を行い、その後目的の XPath データ型へ変換を行う必要があります。

コンストラクターにより作成された Java オブジェクトにより２つのことが行えます:

· 変数への割り当てを行うことができます:  

<xsl:variable name="currentdate" select="date:new()"

xmlns:date="java:java.util.Date" />
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· 拡張関数への受け渡しを行うことができます (インスタンスメソッドならびにインスタンスフィールド を参照ください):  

<xsl:value-of select="date:toString(date:new())"

xmlns:date="java:java.util.Date" /> 

12.2.2.1.4     Java：静的メソッドと静的フィールド

静的メソッドは、Java 名ならびにメソッドの引数により直接呼び出すことができます。E や PI といった定数の静的フィールド（引数を持たな

いメソッド）は、引数を指定することなくアクセスすることができます。

XSLT の例

静的メソッドならびにフィールドを呼び出す例を以下に示します:

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 

select="jMath:cos(3.14)" />

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 

select="jMath:cos( jMath:PI() )" />

<xsl:value-of xmlns:jMath="java:java.lang.Math" 

select="jMath:E() * jMath:cos(3.14)" />

上の拡張関数は  prefix:fname() という形式を使用していることに注意してください。３つの例にあるプレフィックスは全て jMath: となっ

ており、このプレフィックスは、java:java.lang.Math という名前空間 URI に関連付けられています。名前空間 URI は java: で開

始しなければなりません。上の例では、クラス名（java.lang.Math）を含むように拡張されています。拡張関数の fname() 部は

（java.lang.Math のような） public クラスにマッチする必要があり、その後 public な静的メソッドが引数とともに続くか（例：

cos(3.14)）、public な静的フィールドが続きます（例： PI()）。

上の例では、クラス名が名前空間 URI に含まれています。クラス名が名前空間 URI に含まれていない場合、以下の例にあるように、拡張

関数の  fname()部にて追加する必要があります:

<xsl:value-of xmlns:java="java:" 

select="java:java.lang.Math.cos(3.14)" />

XQuery の例

XQuery における似たようなサンプルを以下に示します:

<cosine xmlns:jMath="java:java.lang.Math">

   {jMath:cos(3.14)}

</cosine>

12.2.2.1.5     Java：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド

メソッド呼び出しの第一引数としてパースされる Java オブジェクトが、インスタンスメソッドには与えられています。このような Java オブジェクト

は通常、拡張関数を使うことで作成される（例：コンストラクターの呼び出し）か、スタイルシートパラメーター/変数により作成されます。以下に

XSLT サンプルを示します:

<xsl:stylesheet version="1.0" exclude-result-prefixes="date"
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  xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

  xmlns:date="java:java.util.Date"

  xmlns:jlang="java:java.lang"> 

  <xsl:param name="CurrentDate" select="date:new()"/>

  <xsl:template match="/">

      <enrollment institution-id="Altova School" 

                date="{date:toString($CurrentDate)}" 

                type="{jlang:Object.toString(jlang:Object.getClass( date:new() ))}">

      </enrollment>

  </xsl:template>

</xsl:stylesheet>

上の例では、ノード enrollment/@type の値が以下のように作成されます:

1. java.util.Date  クラスに対するオブジェクトがコンストラクター（ date:new() コンストラクター）とともに作成されます。

2.  jlang.Object.getClass  メソッドの引数として Java オブジェクトがパースされます。

3.  getClass メソッドにより得られたオブジェクトが jlang.Object.toString メソッドの引数としてパースされます。

結果（@type の値）は java.util.Date を持った文字列となります。

インスタンスフィールドは、引数としてインスタンスフィールドへ渡される Java オブジェクトではないという点で、理論的にはインスタンスメソッドと

異なります。パラメーターや変数がその代わりに引数として渡されますが、パラメーター/変数そのものに Java オブジェクトから返された値が含ま

れている場合もあります。例えば、CurrentDate パラメーターには java.util.Date クラスのコンストラクターから返された値が含まれま

す。この値は引数として、date:toString インスタンスメソッドへ渡され、/enrollment/@date の値として使用されます。

12.2.2.1.6     データ型：XPath/XQuery から Java へ

XPath/XQuery 条件式内部から Java 関数が呼び出された場合、複数ある同名の Java クラスのうち、どのクラスが呼び出されたのか

決定するのに、関数へ渡される引数のデータ型が重要になります。

Java では、以下のルールが適用されます:

· 同名の Java メソッドが２つ以上あり、それぞれが違う数の引数を受け取る場合、呼び出しに使用されている引数の数に一番マッ

チするメソッドが選択されます。

· XPath/XQuery の文字列、数値、boolean データ型は、黙示的に対応する Java データ型へ変換されます（以下のリストを

参照）。与えられた XPath/XQuery 型が２つ以上の Java 型へ変換できる場合（例： xs:integer）、選択されたメソッドに

て宣言されている Java 型が使用されます。例えば、呼び出された Java メソッドが  fx(decimal)  で、与えられた

XPath/XQuery データ型が xs:integer の場合、 xs:integer  が Java の decimal データ型へ変換されます。

以下のテーブルに、XPath/XQuery の文字列、数値、boolean 型から Java データ型への黙示的な変換リストを示します。

xs:string java.lang.String

xs:boolean

boolean (プリミティブ型),  java.lang.Boolean

xs:integer 

i nt ,  l ong ,  shor t ,  byt e ,  f l oa t ,  doub l e ,  な

らびに、j ava . l ang . I nt eger  のようなこれらのラッパークラス

xs:float

float (プリミティブ型),  java.lang.Float, double

(プリミティブ型)

xs:double

double (プリミティブ型),  java.lang.Double
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xs:decimal

float (プリミティブ型), java.lang.Float,

double(プリミティブ型),  java.lang.Double

上のリストにある XML スキーマデータ型（ならびに XPath や XQuery で使用されているデータ型）のサブタイプも、対応する祖先のサブタイ

プとして Java のデータ型へ変換されます。

場合によっては、与えられた情報から正しい Java メソッドを選択することができない場合もあります。例えば、以下のような場合を考えてみま

しょう：

· 与えられた引数が 10 という値を持った xs:untypedAtomic 型で、mymethod(float) メソッドへ渡されるのを意図してい

る。

· しかし、そのクラスには別のデータ型を取る mymethod(double) というメソッドも存在する。

· メソッド名が同じで、与えられた型 (xs:untypedAtomic) も float と double の両方に変換することができるため、

xs:untypedAtomic が float ではなく double に変換される可能性もある。

· 結果として、意図したメソッドは選択されず、予期しない動作結果がを招く可能性がある。この問題を回避するには、意図したメ

ソッドを使用するユーザー定義のメソッドを別の名前で新たに作成する必要があります。

上のリストでカバーされていない型（例： xs:date）は変換されず、エラーとなります。しかし場合によっては、Java コンストラクターを使用し

て、目的の Java データ型を作成することが可能だということも留意してください。

12.2.2.1.7     データ型：Java から XPath/XQuery へ

Java メソッドにより値が返され、値のデータ型が文字列、数値、または boolean 型の場合、対応する XPath/XQuery 型への変換が

行われます。例えば、 Java の java.lang.Boolean や boolean データ型は xsd:boolean へ変換されます。

関数から返された一次元配列は、シーケンス (sequence) に展開されます。2次元以上の配列は変換されることが無いため、ラップして使

用するべきでしょう。

Java オブジェクトや文字列、数値、boolean 以外のデータ型がラップされて返された場合、最初に（例えば toString といった）Java メ

ソッドを使用して Java オブジェクトを文字列へ変換することで、目的の XPath/XQuery 型への変換を行います。XPath/XQuery で

は、文字列を目的となる型のレキシカルフォーマットへ変換し、目的の型への変換を（例えば cast as 式を使用することで）行うことができ

ます。

12.2.2.2  .NET 拡張関数

.NET プラットフォームにて作業を行なっている場合、.NET 言語（例えば C#）で記述された拡張関数を使用することができます。.NET 拡

張関数は XPath や XQuery 条件式内部から使用することができ、.NET クラス内部にあるコンストラクターや（static またはインスタンス

変数）プロパティを呼び出すことができます。

get_PropertyName() 構文を使用することにより .NET クラスのプロパティを呼び出すことができます。

このセクションは、以下のサブセクションにより構成されています:

·  .NET コンストラクター  

·  .NET：静的メソッドならびに静的フィールド  

· .NET：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド 

· データ型：XPath/XQuery から .NET へ  

· データ型：.NET から XPath/XQuery へ
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拡張関数のフォーム

XPath/XQuery 条件式にある拡張関数は、 prefix:fname() の形式を取る必要があります。

· prefix: 部は、呼び出されている .NET クラスを特定する URI となります。

· fname() 部により、.NET クラス内にあるコンストラクター、プロパティ、または（静的またはインスタンス）メソッドが特定され、必要

な場合は引数が与えられます。

· URI は clitype:  で開始する必要があり、これにより関数が .NET 拡張関数であることが認識されます。

· 拡張関数の  prefix:fname()  形式は、システムクラスならびにロードされたアセンブリとともに使用することもできます。しかし

クラスをロードする必要がある場合、必要な情報が含まれるパラメーターが必要になります。

パラメーター

アセンブリをロードするには以下のパラメーターを使用してください：

asm

ロードするアセンブリの名前。

ver

バージョン番号（ピリオドにより分離された最大４桁の整数）。

sn

アセンブリ厳密名のキートークン（16新数の数値）。

from

ロードするアセンブリ (DLL) の場所を特定する URI。URI が相対パスの場合、XSLT

や XQuery ドキュメントに対して相対的になります。このパラメーターが指定された場合、

その他のパラメーターが無視されます。

partialname

アセンブリ名の一部。Assembly.LoadWith.PartialName() へ渡され、アセンブ

リへのロードが試みられます。  partialname  が指定された場合、その他のパラメータ

ーが無視されます。

loc

例えば en-US というロケール。デフォルトは neutral です。

アセンブリが DLL からロードされる場合、 from パラメータが使用して、sn パラメーターは使用しないでください。アセンブリがグローバルアセ

ンブリキャッシュ (GAC) からロードされる場合、sn パラメータを使用して from パラメーターは使用しないでください。

最初のパラメーターの前に疑問符 (?) を挿入し、パラメーター同士はセミコロンで分離する必要があります。パラメーター名へ値を受け渡すに

は、統合符号 (=) を使用します(以下の例を参照ください)。

名前空間宣言の例

XSLT において、システムクラス System.Environment を特定する名前空間宣言の例を以下に示します:

xmlns:myns="clitype:System.Environment"

XSLT において、ロードするクラスを Trade.Forward.Scrip として特定する名前空間宣言の例を以下に示します:

xmlns:myns="clitype:Trade.Forward.Scrip?asm=forward;version=10.6.2.1"

XQuery において、システムクラス  MyManagedDLL.testClass を特定する名前空間宣言の例を以下に示します。２つのケースが考

えられます:

1. アセンブリが GAC からロードされた場合:

declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?asm=MyManagedDLL;
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ver=1.2.3.4;loc=neutral;sn=b9f091b72dccfba8";

2. アセンブリが DLL からロードされた場合（完全参照と一部の参照）:

declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?from=file:///C:/Altova

Projects/extFunctions/MyManagedDLL.dll;

declare namespace cs="clitype:MyManagedDLL.testClass?from=MyManagedDLL.dll;

XSLT の例

システムクラス System.Math 内の関数を呼び出すための完全な XSLT の例を以下に示します:

<xsl:stylesheet version="2.0"

   xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions">

   <xsl:output method="xml" omit-xml-declaration="yes" />

   <xsl:template match="/">

      <math xmlns:math="clitype:System.Math">

         <sqrt><xsl:value-of select="math:Sqrt(9)"/></sqrt>

         <pi><xsl:value-of select="math:PI()"/></pi>

         <e><xsl:value-of select="math:E()"/></e>

         <pow><xsl:value-of select="math:Pow(math:PI(), math:E())"/></pow>

      </math>

   </xsl:template>

</xsl:stylesheet>

 math 要素にある名前空間宣言により、 math: プレフィックスと clitype:System.Math URI が関連付けられます。URI の最初に

ある  clitype:により、それ以降の記述がシステムクラスまたはロードされたクラスを特定するものであることが示されます。XPath 条件式に

ある math: プレフィックスにより、拡張関数が URI （そしてクラス） System.Math に関連付けられます。拡張関数により、

System.Math クラス内のメソッドが特定され、必要な場所に引数が与えられます。

XQuery の例

上の XSLT に対する例と同様の XQuery 例を以下に示します:

<math xmlns:math="clitype:System.Math">

   {math:Sqrt(9)}

</math>

上の XSLT と同様に、名前空間宣言により .NET クラス（この場合はシステムクラス）が特定されます。XQuery 式により呼び出されるメ

ソッドが特定され、引数が与えられます。

12.2.2.2.1     .NET コンストラクター

拡張関数を使用することで、.NET コンストラクターを呼び出すことができます。new() により全てのコンストラクターを呼び出すことができま

す。クラス内に２つ以上のコンストラクターがある場合、与えられた引数の数が最もマッチするコンストラクターが選択されます。与えられた引数

に対してマッチするコンストラクターが見つからない場合、"No constructor found'" エラーが返されます。
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XPath/XQuery データ型を返すコンストラクター

.NET コンストラクター呼び出しの結果が  XPath/XQuery データ型へ黙示的に変換することができる場合、.NET 拡張関数から

XPath/XQuery データ型のシーケンスが返されます。

.NET オブジェクトを返すコンストラクター

.NET コンストラクター呼び出しの結果が XPath/XQuery データ型へ適切に変換できない場合、値を返すクラス名でラップした .NET オブ

ジェクトがコンストラクターにより作成されます。例えば、System.DateTime クラスのコンストラクターが（ System.DateTime.new()

により）呼ばれた場合 System.DateTime 型を持ったオブジェクトが返されます。

返されたオブジェクトのレキシカルフォーマットは、目的の XPath データ型と違っている場合があります。その場合、返された値を： (i) 目的の

XPath データ型のレキシカルフォーマットへ変換し、(ii) 目的の XPath データ型へキャストする必要があります。

コンストラクターにより作成された .NET オブジェクトに対して３つのことを行うことができます:

· 変数内で使用することができます:  

<xsl:variable name="currentdate" select="date:new(2008, 4, 29)"

xmlns:date="clitype:System.DateTime" />

· 拡張関数へ渡すことができます（インスタンスメソッドとインスタンスフィールド を参照ください ): 

<xsl:value-of select="date:ToString(date:new(2008, 4, 29))"

xmlns:date="clitype:System.DateTime" /> 

· 文字列、数値、または boolean へ変換することができます:  

  <xsl:value-of select="xs:integer(date:get_Month(date:new(2008, 4, 29)))"

xmlns:date="clitype:System.DateTime" /> 

12.2.2.2.2     .NET：静的メソッドと静的フィールド

メソッド名と引数を与えることで、静的メソッドを直接呼び出すことができます。呼び出しに使用される名前は、クラス内にある public static

メソッドと完全に一致する必要があります。関数の呼び出しに使用されたメソッド名と引数の数にマッチするものがクラス内に複数ある場合、

与えられた引数が評価され、最もマッチするものが選択されます。マッチする結果が得られない場合、エラーが返されます。

メモ : .NET クラス内にあるフィールドは、引数を持たないメソッドとしてみなされます。プロパティは  get_PropertyName() 構文によ

り呼び出されます。

例

１つの引数とともにメソッド (System.Math.Sin(arg)) を呼び出す XSLT サンプルを以下に示します:

<xsl:value-of select="math:Sin(30)" xmlns:math="clitype:System.Math"/>

（引数なしのメソッドとしてみなされる）フィールド (System.Double.MaxValue() を呼び出す XSLT サンプルを以下に示します:

<xsl:value-of select="double:MaxValue()" xmlns:double="clitype:System.Double"/>

（get_PropertyName() 構文を使って）プロパティ (System.String()) を呼び出す XSLT サンプルを以下に示します:
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<xsl:value-of select="string:get_Length('my string')"

xmlns:string="clitype:System.String"/>

１つの引数とともにメソッド ((System.Math.Sin(arg)) を呼び出す XQuery サンプルを以下に示します:

<sin xmlns:math="clitype:System.Math">

   { math:Sin(30) }

</sin>

12.2.2.2.3     .NET：インスタンスメソッドとインスタンスフィールド

インスタンスメソッドには、メソッド呼び出しの第一引数として .NET オブジェクトが渡されます。通常この .NET オブジェクトは、拡張関数（例

えばコンストラクター呼び出し）またはスタイルシートパラメーター/変数により作成されます。以下に XSLT の例を示します:

<xsl:stylesheet version="2.0"

   xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions">

   <xsl:output method="xml" omit-xml-declaration="yes"/>

   <xsl:template match="/">

      <xsl:variable name="releasedate"

         select="date:new(2008, 4, 29)"

         xmlns:date="clitype:System.DateTime"/>

      <doc>

         <date>

            <xsl:value-of select="date:ToString(date:new(2008, 4, 29))"

               xmlns:date="clitype:System.DateTime"/>

         </date>

         <date>

            <xsl:value-of select="date:ToString($releasedate)"

               xmlns:date="clitype:System.DateTime"/>

         </date>

      </doc>

   </xsl:template>

</xsl:stylesheet>

上の例では、System.DateTime コンストラクター (new(2008, 4, 29)) が、System.DateTime 型の .NET オブジェクトの作成

に使用されます。このオブジェクトは、最初に releasedate 変数の値として、次に System.DateTime.ToString() メソッドの引

数として作成されます。System.DateTime.ToString() インスタンスメソッドは、System.DateTime コンストラクターの

(new(2008,  4,  29)) における引数として２度呼び出されます。これらインスタンスにおいて releasedate 変数が .NET オブジェクトを

取得するのに使用されます。 

インスタンスメソッドとインスタンスフィールド

インスタンスメソッドとインスタンスフィールドの違いは理論的なものです。インスタンスメソッドでは .NET オブジェクトが直接引数に渡され、イン

スタンスフィールドではパラメーターや変数が（.NET オブジェクトそのものを含めることはできるものの）代わりに渡されます。例えば上の例では、

releasedate 変数に .NET オブジェクトが含まれており、この変数が２番目の date 要素コンストラクターにて ToString() の引数と

して渡されます。そのため、最初の date 要素にある ToString() インスタンスがインスタンスメソッドであるのに対し、２番目はインスタンス

フィールドとしてみなされます。両方のインスタンスで求められる結果は等価です。
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12.2.2.2.4     データ型：XPath/XQuery から .NET へ

.NET 拡張関数が XPath/XQuery 条件式内部で使用された場合、複数ある .NET メソッドのうち、どれが呼び出されたのか決定する

のに関数の引数に使用されるデータ型が重要になります。

.NET では、以下のルールが適用されます:

· クラス内に同名のメソッドが２つ以上ある場合、呼び出しに使用された引数の数がマッチするメソッドだけが、呼び出される関数の候

補に狭められます。

· XPath/XQuery の文字列、数値、boolean データ型は黙示的に対応する .NET データ型へ変換されます（以下のリストを参

照）。与えられた XPath/XQuery 型が２つ以上の .NET 型へ変換できる場合（例：  xs:integer ）、選択されたメソッドに

て宣言されている .NET 型が使用されます。例えば、呼び出された .NET メソッドが fx(fouble) で、与えられた

XPath/XQuery データ型が xs: integer の場合、 xs:integer が .NET の double データ型へ変換されます。

以下のテーブルに、XPath/XQuery の文字列、数値、boolean 型から .NET データ型へ行われる黙示的な変換リストを示します。

xs:string StringValue, string

xs:boolean BooleanValue, bool

xs:integer IntegerValue, decimal, long, integer,

short, byte, double, float

xs:float FloatValue, float, double

xs:double DoubleValue, double

xs:decimal DecimalValue, decimal, double, float

上のリストにある XML スキーマ型（ならびに XPath や XQuery で使用されているデータ型）のサブタイプも、対応する祖先のサブタイプとし

て .NET のデータ型へ変換されます。

場合によっては、与えられた情報から正しい.NET メソッドを選択することができない場合もあります。例えば、以下のような場合を考えてみま

しょう：

· 与えられた引数が10ある xs:untypedAtomic 値で、mymethod(float) メソッドへ渡されるのを意図している。

· しかし、そのクラスには別のデータ型をとる mymethod(double) というメソッドも存在する。

· メソッド名が同じで、与えられた型 (xs:untypedAtomic) も float と double の両方に変換することができるため、

xs:untypedAtomic が float ではなく double に変換される可能性もある。

· 結果として、意図したメソッドは選択されず、予期しない動作結果がを招く可能性がある。この問題を回避するには、意図したメ

ソッドを使用するユーザー定義のメソッドを別の名前で新たに作成する必要があります。

上のリストでカバーされていない型（例： xs:date）は変換されずエラーとなります。

12.2.2.2.5     データ型：.NET から XPath/XQuery へ

.NET メソッドにより値が返される際に値のデータ型が文字列、数値、または boolean 型の場合、対応する XPath/XQuery 型への変

換が行われます。例えば、 .NET の decimalデータ型は xsd:decimal へ変換されます。
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.NET オブジェクトや文字列、数値、boolean 以外のデータ型が返された場合、最初に（例えば System.DateTime.ToString()

といった）.NET メソッドを使用して .NET オブジェクトを文字列へ変換します。XPath/XQuery では、文字列を目的となる型のレキシカル

フォーマットへ変換し、目的の型への変換を（例えば cast as 式を使用することで）行うことができます。

12.2.2.3  XSLT に対する MSXSL スクリプト

<msxsl:script> 要素にはユーザー定義の関数や変数が含まれており、XSLT スタイルシート内の XPath 条件式内部から呼び出し

を行うことができます。<msxsl:script>  はトップレベル要素で、 <xsl:stylesheet> または <xsl:transform> の子要素で

ある必要があります。

<msxsl:script>  要素は urn:schemas-microsoft-com:xslt 名前空間内に存在する必要があります（以下を参照くださ

い）。

スクリプト言語と名前空間

ブロック内で使用されるスクリプト言語は <msxsl:script> 要素の language 属性にて指定され、XPath 条件式における関数の呼

び出しに対して使用される名前空間は implements-prefix 属性により特定されます（以下を参照）。

<msxsl:script language="scripting-language" implements-prefix="user-namespace-prefix">

   function-1 or variable-1

   ...

   function-n or variable-n

</msxsl:script>

<msxsl:script> 要素は W indows Scripting Runtime を使ったやりとりを行うため、お使いのコンピューターにインストールされた言

語だけしか <msxsl:script> 要素では使用することができません。MSXSL スクリプトを使用するには .NET Framework 2.0

以上のプラットフォームをインストールする必要があります。結果として <msxsl:script> 言語から .NET スクリプト言語を使用する

ことができます。

HTML の <script> 要素における language 属性と同じ値が language 属性では受理されます。language 属性が指定されて

いない場合、Microsoft JScript がデフォルトとして想定されます。

implements-prefix 属性には名前空間スコープ内で宣言されたプレフィックスが与えられます。通常この名前空間は関数ライブラリのために

予約されたユーザーの名前空間となります。<msxsl:script>要素内で定義された全ての関数ならびに変数は、 implements-

prefix  属性にて指定されたプレフィックスで特定される名前空間に収められます。XPath 条件式内部から関数が呼ばれる場合、完全

修飾関数名が同じ名前空間内に関数として定義されていなければなりません。

サンプル

<msxsl:script> 要素内で定義された関数を使用する XSLT スタイルシートの例を以下に示します：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<xsl:stylesheet version="2.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

   xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

   xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-functions"

   xmlns:msxsl="urn:schemas-microsoft-com:xslt"

   xmlns:user="http://mycompany.com/mynamespace">

  <msxsl:script language="VBScript" implements-prefix="user">

    <![CDATA[

    ' Input:A currency value: the wholesale price

    ' Returns:The retail price: the input value plus 20% margin,
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    ' rounded to the nearest cent

    dim a as integer  = 13

    Function AddMargin(WholesalePrice) as integer

      AddMargin = WholesalePrice * 1.2 + a

    End Function

  ]]>

  </msxsl:script>

  <xsl:template match="/">

    <html>

      <body>

        <p>

          <b>Total Retail Price =

            $<xsl:value-of select="user:AddMargin(50)"/>

          </b>

          <br/>

          <b>Total Wholesale Price =

            $<xsl:value-of select="50"/>

          </b>

        </p>

      </body>

    </html>

  </xsl:template>

</xsl:stylesheet>

データ型

スクリプトブロックとのやりとりに使用されるパラメーターの値は XPath データ型に限定されます。スクリプトブロック内にある関数にてやりとりされ

るデータや変数に、この制限はありません。 

アセンブリ

msxsl:assembly  要素を使用することで、アセンブリをスクリプト内部へインポートすることができます。アセンブリは名前や URI により特

定されます。アセンブリのインポートは、コンパイル時に行われます。以下に  msxsl:assembly  要素の簡単な使用例を示します：

<msxsl:script>

<msxsl:assembly name="myAssembly.assemblyName" />

<msxsl:assembly href="pathToAssembly" />

...

</msxsl:script>

アセンブリ名は、以下のような完全な名前でも：:

"system.Math, Version=3.1.4500.1 Culture=neutral PublicKeyToken=a46b3f648229c514"

"myAssembly.Draw" のような短い名前でも指定できます。

名前空間

msxsl:using  要素により名前空間の宣言を行うことができます。これにより、スクリプト内において名前空間無しでアセンブリクラスを使用す

ることができ、タイピングの手間を軽減することができます。以下に  msxsl:using  要素の簡単な使用例を示します：

<msxsl:script>

<msxsl:using namespace="myAssemblyNS.NamespaceName" />

...
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</msxsl:script>

namespace  属性の値は名前空間の名前となります。 
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12.3 DB により生成された XML スキーマ内のデータ型

XML スキーマが データベース (DB) から生成される場合、 その DB 固有のデータ型は、 XML スキーマデータ型に変換されます。 DB デ

ータ型の XML スキーマ データ型へのマッピングは、下に挙げられる DB で使用されます。下のリストから使用する DB を選択してください。

· ADO

· MS Access

· MS SQL Server

· MySQL

· ODBC

· Oracle

· Sybase

12 .3 .1 ADO

XML スキーマが ADO データベース (DB) から生成される場合、ADO DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマデータ型に変換

されます。

ADO データ型 XML スキーマ データ型

adGUID xs:ID

adChar xs:string

adWChar xs:string

adVarChar xs:string

adWVarChar xs:string

adLongVarChar xs:string

adWLongVarChar xs:string

adVarWChar xs:string

adBoolean xs:boolean

adSingle xs:float

adDouble xs:double

adNumeric xs:decimal

adCurrency xs:decimal

adDBTimeStamp xs:dateTime

adDate xs:date

adBinary xs:base64Binary

adVarBinary xs:base64Binary

adLongVarBinary xs:base64Binary

adInteger xs:Integer
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adUnsignedInt xs:unsignedInt

adSmallInt xs:short

adUnsignedSmallInt xs:unsignedShort

adBigInt xs:long

adUnsignedBigInt xs:unsignedLong

adTinyInt xs:byte

adUnsignedTinyInt xs:unsignedByte

12 .3 .2 MS Access

XML スキーマが MS Access データベース (DB) から生成される場合、MS Access DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマ

データ型に変換されます。

MS Access データ型 XML スキーマ データ型

GUID xs:ID

char xs:string

varchar xs:string

memo xs:string

bit xs:boolean

Number(single) xs:float

Number(double) xs:double

Decimal xs:decimal

Currency xs:decimal

Date/Time xs:dateTime

Number(Long Integer) xs:integer

Number(Integer) xs:short

Number(Byte) xs:byte

OLE Object xs:base64Binary

12 .3 .3 MS SQL Server

XML スキーマが MS SQL Server  データベース (DB) から生成される場合、MS SQL Server DB データ型は下のテーブルの通り

XML スキーマデータ型に変換されます。

MS SQL Server データ型 XML スキーマ データ型

uniqueidentifier xs:ID
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char xs:string

nchar xs:string

varchar xs:string

nvarchar xs:string

text xs:string

ntext xs:string

sysname xs:string

bit xs:boolean

real xs:float

float xs:double

decimal xs:decimal

money xs:decimal

smallmoney xs:decimal

datetime xs:dateTime

smalldatetime xs:dateTime

binary xs:base64Binary

varbinary xs:base64Binary

image xs:base64Binary

integer xs:integer

smallint xs:short

bigint xs:long

tinyint xs:byte

12 .3 .4 MySQL

XML スキーマが MySQL データベース (DB) から生成される場合、MySQL DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマデータ型

に変換されます。

MySQL データ型 XML スキーマ データ型

char xs:string

varchar xs:string

text xs:string

tinytext xs:string

mediumtext xs:string

longtext xs:string
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tinyint(1) xs:boolean

float xs:float

double xs:double

decimal xs:decimal

datetime xs:dateTime

blob xs:base64Binary

tinyblob xs:base64Binary

mediumblob xs:base64Binary

longblob xs:base64Binary

smallint xs:short

bigint xs:long

tinyint xs:byte

12 .3 .5 ODBC

XML スキーマが ODBC データベース (DB) から生成される場合、ODBC DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマデータ型に

変換されます。

ODBC データ型 XML スキーマ データ型

SQL_GUID xs:ID

SQL_CHAR xs:string

SQL_VARCHAR xs:string

SQL_LONGVARCHAR xs:string

SQL_BIT xs:boolean

SQL_REAL xs:float

SQL_DOUBLE xs:double

SQL_DECIMAL xs:decimal

SQL_TIMESTAMP xs:dateTime

SQL_DATE xs:date

SQL_BINARY xs:base64Binary

SQL_VARBINARY xs:base64Binary

SQL_LONGVARBINARY xs:base64Binary

SQL_INTEGER xs:integer

SQL_SMALLINT xs:short

SQL_BIGINT xs:long
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SQL_TINYINT xs:byte

12 .3 .6 Oracle

XML スキーマが Oracle データベース (DB) から生成される場合、Oracle DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマデータ型に

変換されます。

Oracle データ型 XML スキーマ データ型

ROWID xs:ID

CHAR xs:string

NCHAR xs:string

VARCHAR2 xs:string

NVARCHAR2 xs:string

CLOB xs:string

NCLOB xs:string

NUMBER (with check

constraint applied)*

xs:boolean

NUMBER xs:decimal

FLOAT xs:double

DATE xs:dateTime

INTERVAL YEAR TO MONTH xs:gYearMonth

BLOB xs:base64Binary

*  データ型 NUMBER の列にチェック制約が適用されている場合、またチェック制約が 0 または 1 の値をチェックする場合、この列の

NUMBER データ型は、 xs:boolean の XML スキーマデータ型に変換されます。このメカニズムは、生成された XML スキーマ

内に xs:boolean データ型を生成する際に役に立ちます。

12 .3 .7 Sybase

XML スキーマが Sybase データベース (DB) から生成される場合、Sybase DB データ型は下のテーブルの通り XML スキーマデータ型

に変換されます。

Sybase データ型 XML スキーマ データ型

char xs:string

nchar xs:string

varchar xs:string

nvarchar xs:string

text xs:string



(C) 2015-2021 Altova GmbH

DB により生成された XML スキーマ内のデータ型 593付録

Altova StyleVision 2021 Basic Edition

sysname-varchar(30) xs:string

bit xs:boolean

real xs:float

float xs:float

double xs:double

decimal xs:decimal

money xs:decimal

smallmoney xs:decimal

datetime xs:dateTime

smalldatetime xs:dateTime

timestamp xs:dateTime

binary<=255 xs:base64Binary

varbinary<=255 xs:base64Binary

image xs:base64Binary

integer xs:integer

smallint xs:short

tinyint xs:byte
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12.4 技術データ

このセクションは、ソフトウェアの技術面に関する役に立つ背景情報を含んでいます。以下のように整理されています:

OS とメモリ要件Altova XML バリデーターAltova XSLT と XQuery エンジンUnicode のサポートインターネットの使用

12 .4 .1 OS とメモリ要件

オペレーティングシステム

Altova ソフトウェア アプリケーションは、以下のプラットフォームでご使用いただけます:

プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008

R2 SP1 または以降 メモリ

ソフトウェアが C++ で書かれているため、Java Runtime Environment をダウンロードする必要はなく、 Java ベースのアプリケーションに

比べ、通常少ないメモリを必要とします。しかしながら、各ドキュメントは完全に解析するため、また、ビューと編集の速度を向上するためにメモ

リにダウンロードされます。 メモリの要件は、ドキュメントのサイズを増やします。

メモリ要件は、制限のない「元に戻す」履歴により影響を受けます。 大きなドキュメントの大きなセクションの切り取り、貼り付け操作を繰り返

し行うと、使用できるメモリがすぐに消費されます。

12 .4 .2 Altova XML バリデーター

XML ドキュメントを開くと、アプリケーションは、内蔵の XML バリデーターを使用して、指定されている場合、スキーマに対して整形式をチェッ

クし、ツリーとインフォセットを作成します。 XML バリデーターは、ドキュメントを編集する際にインテリジェントな編集ヘルプを提供し、発生する

検証エラーを表示するために使用されます。 

内蔵の XML バリデーターは、W 3C の XML スキーマ 1.0 と 1.1 仕様の最終勧告を実装しています。 .  New developments

recommended by the W 3C XML スキーマ作業グループにより勧告される新しい項目は、 XML バリデーターに継続的に組み込まれ

るため、 Altova 製品は最高水準の開発環境を届けることができます。 

12 .4 .3 Altova XSLT と XQuery エンジン

Altova 製品 は、Altova XSLT 1.0、 2.0、 および 3.0 エンジン と Altova XQuery 1.0 と 3.1 エンジンを使用しています。 各エンジ

ンのためのドキュメントと実装に固有の振る舞いに関しては、製品で使用されるエンジンの各ドキュメントの付属書 (エンジン情報) で確認す

ることができます。

メモ: Altova MapForce は、 XSLT 1.0、2.0 および XQuery 1.0 エンジンを使用したコードを生成します。

12 .4 .4 Unicode のサポート

Altova XML 製品は、 Unicode を完全にサポートします。XML ドキュメントを編集するには、ドキュメント内で使用されている Unicode

文字をサポートするフォントが必要です。 

フォントの多くは、 Unicode 範囲全体の特定のサブセットを含む場合があり、このため、通常は対応する表記システムをターゲットとします。

テキストの一部が、文字化けして表示された場合、理由としては、選択されたフォントが必要とする字形を含まない場合があげられます。です
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から、特に、異なる言語、または、異なる言語システムの XML ドキュメントを編集する場合、範囲全体をカバーするフォントを使用することが

役にたちます。典型的な Unicode フォントは、 W indows PC の Arial Unicode MS で確認することができます。

アプリケーションフォルダーの /Examples フォルダー内で、異なる言語システムで表記された次の文章を含む UnicodeUTF-8.html という

XHTML ファイルを確認してください:

When the world wants to talk, it speaks Unicode Wenn die Welt miteinander spricht, spricht sie Unicode

) XHTML ファイルを開くと、 Unicode の可能性を確認することができ、 使用中の

PC の使用することのできるフォントによりサポートされている表記システムが表示されます。

12 .4 .5 インターネットの使用

Altova アプリケーションは、次の状況でインターネット 接続を開始します:

· 登録ダイアログ (「ヘルプ | ソフトウェアのライセンス認証」)内の 「評価キーコードをリクエスト」 をクリックした場合、登録ダイアロ

グボックス内の3つのフィールドが通常の http (ポート 80)接続を使用し、サーバーに転送され、無料の評価キーが顧客に通常の

SMTP 電子メールを使用して送り返されます。 

· Altova 製品の一部では、インターネットからファイルを開くことができます (「ファイル | 開く | URL に切り替える」)。 この場合、

ドキュメントは、次のプロトコルメソッドと接続の1つを使用して取得されます:  HTTP (通常、ポート 80)、 FTP (通常、ポート

20/21)、 HTTPS (通常、ポート 443)。HTTP サーバーをポート 8080 で作動することもできます(URL ダイアログ内で、サー

バー名とコロンの後にポートを指定します)。

· XML スキーマ、または、 DTD を参照する XML ドキュメント、と、 URL により指定されているドキュメントを開くと、参照されてい

る スキーマドキュメントは、 HTTP 接続 (ポート 80) または URL により指定されている他のプロトコール(上のポイント 2 参照)

により抽出されます。 XML ファイルが検証されている場合、スキーマドキュメントも抽出されます (オプションダイアログのファイルタブ

内の (「ツール | オプション」))。アプリケーションに命令している場合、 ドキュメントが開かれると検証が自動的に行われる場合も

あります。

· W SDL と SOAP を使用する Altova アプリケーションでは、 W eb サービスを使用する接続は、 W SDL ドキュメントにより定

義されています。 

·  XMLSpy 内で、「電子メールで送信」 コマンドを使用する場合、 (「ファイル | 電子メールで送信」) 現在選択されている範

囲、または、ファイルは、ユーザーのマシンにインストールされている MAPI コンプライアント電子メールプログラムにより送信されます。

· ソフトウェアの荒いセンス認証 と LiveUpdate の一部として、Altova ソフトウェア使用許諾書内で更に詳しい説明を確認するこ

とができます。
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12.5 ライセンス情報

このセクションには以下の内容が含まれています:

· ソフトウェアの配布 に関する情報 

· ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測

· ソフトウェアの使用に関する使用許諾契約書

本製品を使用する前に、上記の情報をよくお読みください。 ソフトウェアのインストール時に上記のすべての条件に同意したとみなされ、お客

様は上記の条件に拘束されることを同意したとみなされます。

Altova ライセンスの内容を確認するには、 Altova W eb サイト の Altova法的な情報のページ に移動してください。

12 .5 .1 電子的なソフトウェアの配布

この製品は電子的なソフトウェアの配布により利用することが可能で、この配布方法により、以下のユニークなメリットがあります：

 

· 購入を決定する前に、無料でソフトウェアを試用することができます。 (Note: Altova MobileTogether Designer に対して

ライセンスを無料で割り当てることができます)。

· Once ソフトウェアの購入を決定した際には、 Altova W eb サイト にて注文を行います。すぐにライセンス登録された製品の使

用を開始することができます。

· オンラインにて注文を行うと、常に最新のソフトウェアをご利用いただけます。

· 製品パッケージには包括的なヘルプシステムが画面上に表示されます。最新バージョンのユーザーマニュアルは

https://www.altova.com/ja/ 上にあり、(i) HTML フォーマットによる閲覧、ならびに (ii) PDF フォーマットのダウンロードと

印刷に対応しております。

30日間の評価期間

この製品をダウンロードした後は、最大で30日の間無料で製品の評価を行うことができます。20日間を超えた頃から、製品がライセンス登録

されていないことがソフトウェアにより表示されます。このメッセージはアプリケーションが起動されるたびに表示され、30日間を超えてプログラムを

使用するには、キーコードを含むライセンスファイルから提供される製品のライセンスを購入します。ライセンスファイルを製品のソフトウェアアクティ

ベーションダイアログにアップロードして、製品をアンロックします。

https://shop.altova.com/ でライセンスを購入することができます

組織内でソフトウェアの評価を行う

評価版のソフトウェアを組織内のネットワークにて配布したい場合、またはインターネットに接続されていないコンピューターにてソフトウェアを使

用する場合、どのような状態でも改変さていていないことを条件に、セットアッププログラムだけの配布を行うことが可能です。ソフトウェアインス

トーラーへアクセスした人は、例外なく30日間の評価ライセンスキーコードをリクエストして、試用期間が経過した後は、製品を使い続けるた

めにライセンスの購入を行う必要があります。

12 .5 .2 ソフトウェアのアクティベーションとライセンスの計測

Altova のソフトウェアアクティベーションの一部として、ソフトウェアにより内部ネットワークまたはインターネットへの接続を行い、インストール時、

登録時、Altova により使用されるライセンスサーバーの更新やライセンスの正当性を検証することで、ソフトウェアの不正な使用を防ぎ、顧客

サービスを向上するため、ライセンスに関する情報を送信することがあります。アクティベーションにより、オペレーティングシステムや IP アドレス、

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/legal
https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/ja/documentation
https://shop.altova.com/
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日付/時刻、ソフトウェアのバージョン、コンピュータの名前などのライセンスに関する情報が、お使いのコンピューターと Altova ライセンスサーバ

ー間にてやり取りされます。

お使いの Altova 製品にはライセンス計測モジュールが内蔵されており、エンドユーザー使用許諾契約書の意図しない違反を防ぎます。お使

いの製品はシングルユーザーまたはマルチユーザーとしてインストールされており、ライセンス計測モジュールにより、ライセンスされている数を超え

たユーザーが同時に製品を使用することが無いことが保証されます。

このライセンス計測技術により、ローカルエリア接続 (LAN) において、別々のコンピューター間で動作しているアプリケーションインスタンス間の

通信が行われます。

シングルライセンス 

ライセンス計測プロセスの一部としてアプリケーションが起動すると、ソフトウェアにより短いデータグラムがブロードキャストにより送信され、同一の

ネットワークセグメントにある他のコンピューターにてプログラムが動作していないかのチェックが行われます。応答が無い場合は、アプリケーション

の他インスタンスから送信される信号に応えるため、ポートが開かれます。

マルチユーザーライセンス

同一の LAN 内にて2つ以上のアプリケーションインスタンスが使用された場合、スタートアップ時に、これらインスタンス間において通信が行わ

れます。これらのインスタンス間にてキーコードのやりとりが行われ、購入された数のライセンスを超えてインスタンスが起動しないように保証する

ことができます。このようなライセンス計測システムは UNIX やデータベース開発ツールにて広く使用されているもので、Altova ユーザーはリー

ズナブルな価格にて同時使用マルチユーザーライセンスを購入することができます。

弊社はアプリケーションのデザインも行っており、少数の小さなネットワークパケットを送信することで、ネットワークに対する負荷を最小限に抑え

ております。Altova により使用される2799番 TCP/IP ポートは IANA により公式登録されており（詳細は ( IANA W eb サイト

(http://www.iana.org/) を参照ください）、弊社のライセンス計測モジュールも既にテストされたものです。

ファイヤーウォールを使用している場合、2799番ポートにて Altova 製品が動作しているコンピューター同士が通信しているのに気づかれるか

も知れません。その他の手段によりライセンス使用許諾書の内容が守られることを保証できる限り、組織間の異なるグループにおいてこのよう

なトラフィックをブロックすることは勿論可能です。

証明書に関するメモ

Altova アプリケーションは HTTPS を介して Altova ライセンスサーバー (link.altova.com) に通信します。この通信のために

Altova は登録済みの SSL 証明書を使用します。(例えば、社内 IT 部署または外部エージェンシーにより)この証明書が置き換えられて

いる場合、使用中の Altova アプリケーションは接続が安全でないことを警告します。 Altova アプリケーションを開始するために代替の証明

書を使用することができますが、自己責任で行ってください。安全ではない接続 の警告メッセージが表示されると、証明書の発行元を確認

して ( Altova 証明書の代替証明書の使用の継続または停止を決定することができる)社内 IT チームと相談してください。

(例えば、クライアントマシンへの、または、クライアントマシンへの通信を監視するために)自身の証明書の使用が必要な場合 Altova の無料

管理ソフトウェアである Altova LicenseServer を使用中のネットワークにインストールすることが奨励されます。このセットアップでは、

Altova LicenseServer は Altova との通信のために Altova 証明書の使用を許可しつつクライアントマシンが所属機関の証明書の使

用を継続することができます。 

12 .5 .3 エンドユーザー使用許諾契約書

· Altova エンドユーザー使用許諾契約書:  http://www.altova.com/ja/legal/eula 

· Altova プライバシーポリシー: http://www.altova.com/ja/privacy 

http://www.iana.org/assignments/service-names-port-numbers/service-names-port-numbers.xml
http://www.iana.org/assignments/service-names-port-numbers/service-names-port-numbers.xml
https://www.altova.com/licenseserver
http://www.altova.com/legal/eula
http://www.altova.com/privacy
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イメージも参照, 149
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スキーマの追加 , 404

スクリーン上の ヘルプ,

のインデックス, 486

検索, 486

目次, 486
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デザインビュー内のシンボル, 376

挿入のためのメニューコマンド, 438

データベース ,

編集のためのツールバー ボタン, 402

データベース (Enterprise と Professional Edition ) ,

DB を参照　, 13
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と グローバル テンプレート, 209

ユーザー定義, 117

子テンプレートに変換, 209

操作, 209

ノードテンプレート上の XPath  フィルター, 209
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と ファイル 変更の通知, 193

と モジュールオブジェクト, 190

と 作業用 XML ファイル, 190

と 名前空間宣言, 190

と作業, 193

概要, 189

作成, 193
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